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は じ め に 

本事業では、知的障害者がライフスタイルごとに使用している支援機器の利用実態を把握

し、機器の使用場面から見える障害特性や使用上の課題を明らかにする。 

障害児・者（以下「障害者」という。）のための支援機器は、「できないこと」を「できるこ

と」に変え、「夢」だと思われていることを「現実」に変える力と可能性を持っている。 

近年、人手不足や知的障害者の高齢化に伴い、ロボットやＩＣＴ（情報通信技術）、ＡＩ（人

工知能）等のテクノロジーを支援機器の分野で活用することに期待が寄せられている一方で、

自立生活に向けたライフスタイルは変化し、支援機器を取り巻く環境や使用における課題も

複雑かつ多様化している。 

昨年度は、アンケート調査及びヒアリングを実施して知的障害者の支援機器に関するニー

ズを探り、当協会で運用している福祉用具ニーズ情報収集・提供システムの今後の在り方に

ついて検討した。 

そこで本事業では、昨年実施した知的障害者の支援機器使用状況に関するアンケートデー

タを基に、障害者を取り巻く社会背景や生活環境に応じた支援機器の活用と機器の適合・調

整状況等を把握する。さらに、障害特性と使用場面を統合的に分析し支援機器に関する使用

上の課題を抽出する。これら抽出した課題は、知的障害者の障害特性や使用場面等に応じた

具体的なニーズとなる。 

本事業の成果は、知的障害者が近い将来に必要な支援機器の具体的な課題やニーズが明ら

かになることで、ニーズ・シーズマッチング等の支援機器開発の加速化に寄与する。特に、

近年増加している知的障害者の就労に関する具体的なニーズの把握は、支援機器の普及およ

び実証に関する事業の対象者像や使用場面の選定等にも貢献する。 

本報告書については、検討委員会における意見等を踏まえて、事務局の責において取り纏

めたものであり、検討委員をはじめヒアリング調査にご協力頂いた方々に深く感謝する次第

である。

なお、本事業は、厚生労働省の「令和７年度・視覚障害者用図書事業等委託費（福祉機器

開発普及等事業）」から交付を受けて、実施したものである。 

令和８年３月 

公益財団法人テクノエイド協会 
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ⅠⅠ.. 知的障害者のライフスタイルに応じ

た支援機器の利用実態とその課題に関

する分析調査  





１．事業概要 

（１）事業目的

福祉機器ニーズの増大・多様化、科学技術の進歩による高度化に適切に対応し、真に身

体障害者等の役に立つ福祉機器の開発普及等を推進するため、福祉機器に関する調査研究

及び福祉機器のニーズと技術シーズの適切な情報連携の促進を行うことにより、身体障害

者等の福祉の向上に資することを目的とする。 

本事業では知的障害者がライフスタイルごとに使用している支援機器の利用実態を把握

し、機器の使用場面から見える障害特性や使用上の課題を明らかにする。 

障害児・者（以下「障害者」という。）のための支援機器は、「できないこと」を「できる

こと」に変え、「夢」だと思われていることを「現実」に変える力と可能性を持っている。 

近年、人手不足や知的障害者の高齢化に伴い、ロボットやＩＣＴ（情報通信技術）、ＡＩ

（人工知能）等のテクノロジーを支援機器の分野で活用することに期待が寄せられている

一方で、自立生活に向けたライフスタイルは変化し、支援機器を取り巻く環境や使用にお

ける課題も複雑かつ多様化している。 

昨年度は、アンケート調査及びヒアリングを実施して知的障害者の支援機器に関するニ 

ーズを探り、当協会で運用している福祉用具ニーズ情報収集・提供システムの今後の在り

方について検討した。 

そこで本事業では、昨年実施した知的障害者の支援機器使用状況に関するアンケートデ 

ータを基に、障害者を取り巻く社会背景や生活環境に応じた支援機器の活用と機器の適合・

調整状況等を把握する。さらに、障害特性と使用場面を統合的に分析し支援機器に関する

使用上の課題を抽出する。これら抽出した課題は、知的障害者の障害特性や使用場面等に

応じた具体的なニーズとなる。 

本事業の成果は、知的障害者が近い将来に必要な支援機器の具体的な課題やニーズが明

らかになることで、ニーズ・シーズマッチング等の支援機器開発の加速化に寄与する。特

に、近年増加している知的障害者の就労に関する具体的なニーズの把握は、支援機器の普

及および実証に関する事業の対象者像や使用場面の選定等にも貢献する。 

（２）事業内容

①検討会の設置

本事業を適切かつ円滑に実施するため、知的障害に関する有識者や関係団体、支援者、実

務者、開発企業等から構成する検討会を当協会に設置した。

②活動場面ごとの分析

昨年実施した知的障害者の支援機器使用状況に関するアンケートデータを基に、障害者

を取り巻く社会背景や生活環境に応じた支援機器の活用と機器の適合・調整状況等をより

詳細な実態把握を行った。具体的には、在宅や施設での生活や余暇、就労、社会参加活動

等、日々の活動に応じた機器の使用機器やその状況等についてそれぞれに分けて集計分析

を行った。また、障害者と家族、支援者に分類し、それぞれが求める活動場面ごとのニー
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ズを比較するとともに、障害特性と使用場面、環境を統合的に分析し、支援機器に関する

使用上の課題抽出を行った。 

③ヒアリング調査の実施

分析結果の情報の補足として、上記①で得られた結果と類似した生活を送る障害者にヒ

アリング調査を行った。ヒアリングは、可能な限り対面で半構造化面接とし、内容は基本

属性、障害の状況、使用制度、居住環境（自宅と活動範囲周辺含む）、生活状況（サービス

状況等含む）、趣味、チャレンジしたいこと、使用している支援機器とその調整状況、これ

までの支援機器の活用状況（いつから、どのように、使わなくなったもの等）、機器の適合、

調整状況（使用時の気づきを含む）等とした。 

④使用場面ごとのペルソナ分析

上記②及び③の分析結果を基に、「ペルソナ分析」を実施した。

ペルソナとは、調査データに基づき、対象者の属性、生活環境、行動特性、課題、ニーズ

等を統合して構築した「典型的な利用者像」である。本事業では、知的障害者の使用場面を

4～5 場面抽出し、場面ごとにペルソナ分析を実施することで、対象者の障害特性や性格、

使用制度、背景等の属性や日頃抱えている想いなどを整理し、使用している機器の目的と

具体的な使用方法、適合状況などを分析しながら、知的障害者の潜在的なニーズを探った。 

また、本報告書では「ペルソナ」「サマリー」等の用語を使用しているが、いずれも分析

内容を分かりやすく整理するための概念である。特にペルソナは、複数の調査結果をもと

に作成した「代表的な利用者像（モデル）」を指すものであり、現場での理解を促進するた

めに用いている。 

⑤知的障害者の支援機器に関する具体的ニーズの抽出

②から④の結果を基に、１～２つのニーズを特定した。ニーズは、●●にとって（対象）、

××のために（目的）、▲▲する方法（問題の解決法）といった具体的な内容で作成した。 

（３）検討会メンバー

知的障害者のライフスタイルに応じた支援機器の利用実態とその課題に関する分析調査 

検討委員 

（敬称略） 

氏  名 所   属 

岩崎 好宏 社会福祉法人 全国社会福祉協議会 全国身体障害者施設協議会 

金子 訓隆 株式会社マイクロブレイン 

◎ 苅田 知則 愛媛大学 教育学部（志エンボディ合同会社） 

西   恵美 一般社団法人 全国手をつなぐ育成会連合会 

野崎  陽弘 特定非営利活動法人 日本相談支援専門員協会 
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増澤 髙志 ASD（自閉スペクトラム症）生活環境研究会 

宮川 善章  世田谷区 児童相談所一時保護課 

度会 哲賢 公益財団法人 日本知的障害者福祉協会 

◎座長

【オブザーバー】 

氏  名 所   属 

川﨑めぐみ 国立障害者リハビリテーションセンター研究所 福祉機器開発部 

山根 和史 
厚生労働省社会・援護局 障害保健福祉部 障害福祉課 

地域生活・発達障害者支援室 

松崎 貴之 
厚生労働省社会・援護局 障害保健福祉部 障害福祉課 

地域生活・発達障害者支援室 

吉元 信治 厚生労働省社会・援護局 障害保健福祉部 企画課自立支援振興室 

小松 伸章 厚生労働省社会・援護局 障害保健福祉部 企画課自立支援振興室 

増田 岳史 厚生労働省社会・援護局 障害保健福祉部 企画課自立支援振興室 

中村 美緒 厚生労働省社会・援護局 障害保健福祉部 企画課自立支援振興室 

大野 貴己 厚生労働省社会・援護局 障害保健福祉部 企画課自立支援振興室 

安部加奈子 厚生労働省社会・援護局 障害保健福祉部 企画課自立支援振興室 

（４）実施スケジュール

実施内容等 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

 １．検討会の設置、開催 〇 〇

 ２．活動場面ごとの分析

①在宅や施設、ライフスタイル等に応じた分析・集計

②障害者と家族、支援者に分類し、それぞれが求める活動場面ごとのニーズ比較

③障害特性と使用場面、環境を統合的に分析、支援機器に関する使用上の課題抽出

 ３．ヒアリング調査の実施

④上記の分析結果で得られた結果と類似した生活を送る障害者を対象にした調査

 ４．使用場面ごとのペルソナ分析

⑤上記結果から使用場面を４～５場面抽出し、場面ごとにペルソナ分析

 ５．知的障害者の支援機器に関する具体的ニーズの抽出

⑥具体的なニーズの特定（１～２程度）

 ６．報告書の作成

①、② ③

④

⑤

⑥
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（５）検討会の開催経過

①第１回検討会

日時：令和７年９月２９日（月）１４：００～１５：３０

会場：オンライン開催

内容：

【報告事項】

 本事業の概要について

 昨年度に行ったアンケート調査の深堀

・活動場面ごとの分析

・「その他」を回答した人の分析 

【検討事項】

 ペルソナ分析とヒアリング調査の実施について

 今後の予定について

②第２回検討会

日時：令和８年３月３日（火）１４：００～１５：３０

会場：オンライン開催

内容：

【報告事項】

 本事業の概要について

 知的障害者の支援機器活用の実態分析（調査サマリー）

 調査研究報告書（案）について

【検討事項】

 今後の検討課題等について

-4-



（５）検討会の開催経過

①第１回検討会

日時：令和７年９月２９日（月）１４：００～１５：３０

会場：オンライン開催

内容：

【報告事項】

 本事業の概要について

 昨年度に行ったアンケート調査の深堀

・活動場面ごとの分析

・「その他」を回答した人の分析 

【検討事項】

 ペルソナ分析とヒアリング調査の実施について

 今後の予定について

②第２回検討会

日時：令和８年３月３日（火）１４：００～１５：３０

会場：オンライン開催

内容：

【報告事項】

 本事業の概要について

 知的障害者の支援機器活用の実態分析（調査サマリー）

 調査研究報告書（案）について

【検討事項】

 今後の検討課題等について

-4-

２．事業結果 

（１）事業の背景・目的

①事業の背景・目的

近年、知的障害者の地域生活移行の進展や高齢化の進行に伴い、日常生活・就労・余暇

活動における支援のあり方が大きく変化している。とりわけ、ICT 機器や生活支援機器の活

用は、本人の自立度向上や社会参加の拡大、さらには支援者の負担軽減を同時に実現し得

る手段として注目されている。しかしながら、支援機器の導入は必ずしも広く進んでいる

とは言えず、導入後に継続利用に至らないケースも少なくない。 

こうした状況を踏まえ、本事業では、知的障害者のライフスタイルに応じた支援機器の

利用実態を把握するとともに、生活場面ごとの困難構造と機器活用の関係性を整理し、導

入・運用上の課題を明らかにすることを目的とした。単に「どの機器が使われているか」

を把握するのではなく、「どのような生活場面で、どのような困難に対し、どのような条件

のもとで機器が機能しているのか」という実装レベルの視点から、以下を統合的に整理し

た。 

 生活場面ごとの困難構造 

 機器選択と運用条件 

 導入から定着に至るプロセス 

（２）調査概要

①アンケート調査

本調査は知的障害者に対して Web・紙調査を実施し、生活場面別・立場別の支援機器利用

実態を把握した（支援者が回答する場合も当事者目線で回答するように依頼した）。主な特

徴は以下の通りである。 

項目 内容 

調査対象 N=589（うち本人回答 18.5%／支援者回答 81.5%） 

実施期間 2024 年 10 月 

データ特性 年齢・就業状況・障害特性・ICT 保有の属性を収集 

分析方法 アンケート調査（単純集計／クロス集計）

②ヒアリング調査

ペルソナ属性に関わる情報を収集するため、アンケート集計に基づき、各ペルソナ属性

に属するアンケート回答者に対して、対面ヒアリング調査（半構造化面接）を実施した。 

項目 内容 

調査対象 4 名（アンケート調査結果に基づく） 

実施期間 2025 年 10 月～2026 年 1 月 

実施方法 対面ヒアリング調査（半構造化面接） 

データ特性 ペルソナ属性に関わる情報を収集 

分析方法 ヒアリング結果（発話録）の分析
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（３）昨年調査の深堀

昨年度アンケート結果に対し、年齢区分、障害名、支援機器利用カテゴリ（新統合）、住

まいを表側として全設問をクロス集計し、属性差・生活環境差によるニーズの分化を確認

した。非該当・不明は除外しているため、母数の変動に留意が必要である。 

① 回答構造（本人／代理）

全体では本人回答は 18.5％、代理回答は 81.5％であり、代理回答が多数を占める。 
一方で、10 代では本人回答割合が全体平均より高く（概ね 2～3 割程度）、ADHD、抑うつ

のある層でも本人回答比率が相対的に高い傾向がみられた。また、意思伝達装置の利用経

験がある層、マンション・アパート居住者でも本人回答割合が相対的に高い。 

これは、比較的 ICT 接触機会がある層や、自身の意思表出に課題を抱えつつも回答可能

な層で、本人回答が行われやすい可能性を示唆する。 

② 就労状況

全体では未就労が約 67.9％を占める。 

しかし、20 代以降の地域在住者では就労割合が相対的に高まり、特に在宅（戸建て・集

合住宅）層では、年代上昇とともに就労割合が増加する傾向が確認された。一方、入院・施

設入所者では未就労が 9 割超と推定され、生活環境が就労機会に大きく影響していること

がうかがえる。 

③ 支援機器・ICT 機器の利用傾向

支援機器を「使ったことがない」とする回答は 44.8％に上り、機器活用が前提となる支

援設計には一定の制約が存在することが確認された。 

また、年齢差を見ると、以下の傾向が確認された。 

 60 代以上では、つえ、車いす、排泄・入浴関連などの身体補助系の利用経験および継続

利用割合が高い。 

利用経験あり, 

55.2 

未利用, 44.8 

支援機器の利用経験

（％）

（n=581）
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 10～20 代では、視覚支援（スケジュール、タイムタイマー等）や感覚過敏対策（パーテ

ーション、イヤマフ等）、意思伝達装置の利用割合が相対的に高い。 

このことから、支援機器ニーズは障害特性のみならず、生活段階および加齢に伴う身体機

能変化と密接に関連していると考えられる。 

ICT 機器の保有状況を見ると、携帯電話（スマートフォン等を含む）を「持っていない」

が 61.9％、PC を「持っていない」が 86.3％と高い割合を示した。 

7.0

10.8

7.7

4.0

2.3

25.4

31.3

23.1

20.2

18.9

28.2

27.7

46.2

15.2

14.3

15.5

18.1

7.7

11.7

19.7

12.7

6.0

0.0

17.9

19.7

7.7

2.4

15.4

14.8

14.7

2.8

2.4

0.0

8.1

7.7

0.7

1.2

0.0

8.1

2.7

感覚過敏系（n=142）

視覚支援用具（n=83）

意思伝達装置（n=13）

感覚・視覚・意思伝達以外（n=223）

使ったことがない（n=259）

利用経験のある支援機器の傾向（年代別）

１０歳未満 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上

自分専用の携

帯電話がある, 

31.8

共有している

携帯電話, 6.3

携帯電話を

持っていない, 

61.9

携帯電話（スマートフォン）の保有

（％）

（n=588）
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④ 障害特性別の利用傾向

障害特性別では、ASD 層で意思伝達装置、警報器、視覚支援、感覚過敏対策の利用割合が

相対的に高い。また、ADHD、LD、抑うつ層では、視覚・感覚支援に加えて、生活行為支援機

器（服薬管理、時間管理、生活補助等）を併用している可能性がある。ASD 層では環境刺激

や意思伝達困難への対応が中心であるのに対し、ADHD 等では実行機能支援や生活管理支援

の比重が高まる構造が示唆される。 

⑤ 居住形態別の利用傾向

居住形態別では、在宅（戸建て・マンション）層では、視覚支援・感覚過敏対策の利用割

合が高い。グループホームおよび施設入所者では、生活行為支援（見守り、服薬、調理補

助、入浴・排泄関連等）の利用割合が相対的に高い。 

これは、生活場面の違いにより支援の中心領域が変化することを示している。 

⑥ 生活困難の実態

生活上の困難として「自分の言いたいことが伝わらない」（55.4％）、「お金の支払いが難

しい」（42.4％）、「公共交通機関の利用が難しい」（38.8％）が上位であった。 

困難は単独の課題ではなく、相互に連鎖する構造を持つ。例えば、意思伝達が困難であ

ると、外出時のトラブル回避が難しくなり、公共交通の利用回避につながる。外出機会が

減少すると経験が蓄積されず、不安が増大し、結果として生活範囲が狭まる。金銭管理の

困難も同様に、買物や余暇活動の制約を通じて社会参加を縮小させる。 

支援機器は単一課題への対応にとどまらず、生活全体の流れとの関係の中で位置づけて

検討する視点が求められる。特に、意思伝達支援（AAC（Augmentative　and Alternative 

Communication: 拡大代替コミュニケーション）等のコミュニケーション支援手段を含む）

は、複数の生活困難と関連している可能性が示唆される。 

自分専用の

パソコンを

持っている, 

31.8

共有している

パソコン, 6.3

パソコンを

持っていない, 

61.9

パソコンの保有

（％）

（n=584）
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⑦ 改良要望 

改良要望では、「価格が高い」が 29.5％で最多、「調整・支援してくれる人がいない」が

11.5％、「使い方が難しい」が 6.6％であった。 

特に ASD・ADHD 層では「運用支援者不足」「安全性」への懸念が相対的に高く、導入後の

フォロー体制の整備が、定着利用（Stage2 移行）の鍵となる可能性が示唆される。 

 
 

以上のクロス集計結果から、支援機器利用は「障害特性」だけでなく、「年齢」「生活場

面」「居住形態」「運用主体」によって大きく左右されることが明らかとなった。したがっ

55.4

42.4

38.8

33.2

26.3

17.3

7.1

6.1

5.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

自分の言いたいことが伝わらない

お金の支払いが難しい

公共交通機関（バス・電車）に乗るのが難

しい

公共施設（役所・公民館・図書館）を使う

のが難しい

周りの人の理解が少ない

トイレのタイミングが伝えられない、わか

らない

介助してくれる人がいない

生活費が足りない

医療費が多くかかる

生活における不便なシーン（具体的）
（％）

（n=578）

29.5

11.5

6.6

3.8

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

価格が高い

使い方や調整などの支援をしてくれる人

がおらず、うまく使えないこと

使い方が難しい、分かりづらい

安全に使えない

支援機器に対する改良要望 （％）

（n=288
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て、支援機器の普及は機器単体の整備ではなく、生活環境および運用体制を含めた構造的設

計が必要である。 

 

2-1. ICT 保有の年齢差（携帯電話・PC） 

携帯電話（スマートフォン・タブレットを含む）の保有 

  

合計 自分専用の

携帯電話が

ある

誰かと共有

している携

帯電話

携帯電話を

持っていな

い

588 187 37 364
100.0 31.8 6.3 61.9

25 5 6 14
100.0 20.0 24.0 56.0
126 43 19 64

100.0 34.1 15.1 50.8
105 49 5 51

100.0 46.7 4.8 48.6
89 32 4 53

100.0 36.0 4.5 59.6
97 24 3 70

100.0 24.7 3.1 72.2
81 21 - 60

100.0 25.9 - 74.1
39 8 - 31

100.0 20.5 - 79.5
25 5 - 20

100.0 20.0 - 80.0
224 76 23 125

100.0 33.9 10.3 55.8
37 18 3 16

100.0 48.6 8.1 43.2
13 9 - 4

100.0 69.2 - 30.8
7 3 - 4

100.0 42.9 - 57.1
4 1 1 2

100.0 25.0 25.0 50.0
3 - 1 2

100.0 - 33.3 66.7
38 14 4 20

100.0 36.8 10.5 52.6
125 32 10 83

100.0 25.6 8.0 66.4
104 35 3 66

100.0 33.7 2.9 63.5
142 46 19 77

100.0 32.4 13.4 54.2
83 36 16 31

100.0 43.4 19.3 37.3
13 6 3 4

100.0 46.2 23.1 30.8
222 42 13 167

100.0 18.9 5.9 75.2
260 96 10 154

100.0 36.9 3.8 59.2
223 100 25 98

100.0 44.8 11.2 43.9
86 38 10 38

100.0 44.2 11.6 44.2
102 38 - 64

100.0 37.3 - 62.7
2 - - 2

100.0 - - 100.0
170 12 2 156

100.0 7.1 1.2 91.8
13 6 - 7

100.0 46.2 - 53.8

使ったことがない

Q1-3-1　あなた
がいま、住んで
いるお家につい
て教えてくださ
い。

一軒家

マンション・ア
パート
グループホーム
（障害のある方が
病院に入院してい
る
施設に入所してい
る

感覚過敏系

視覚支援用具

意思伝達装置

感覚・視覚・意思
伝達以外

双極性障害（双極
症）
全般性不安障害
（全般不安症）
ダウン症

その他

全体

Q1-1　あなたは
何歳ですか。

１０歳未満

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

その他（具体的
に：
わからない

６０代

７０代以上

Q1-2-5　あなた
が２種類以上の
障害を持つ場合
は、その障害名
（これまでに判
定又は診断され
たもの）を教え
てください。
（当てはまるも
のを全て選んで
ください）

ASD（自閉スペク
トラム症）
ADHD（注意欠如多
動症）
LD（学習障害）

抑うつ

Q2-1　新統合
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100.0 18.9 5.9 75.2
260 96 10 154

100.0 36.9 3.8 59.2
223 100 25 98

100.0 44.8 11.2 43.9
86 38 10 38

100.0 44.2 11.6 44.2
102 38 - 64

100.0 37.3 - 62.7
2 - - 2

100.0 - - 100.0
170 12 2 156

100.0 7.1 1.2 91.8
13 6 - 7

100.0 46.2 - 53.8

使ったことがない

Q1-3-1　あなた
がいま、住んで
いるお家につい
て教えてくださ
い。

一軒家

マンション・ア
パート
グループホーム
（障害のある方が
病院に入院してい
る
施設に入所してい
る

感覚過敏系

視覚支援用具

意思伝達装置

感覚・視覚・意思
伝達以外

双極性障害（双極
症）
全般性不安障害
（全般不安症）
ダウン症

その他

全体

Q1-1　あなたは
何歳ですか。

１０歳未満

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

その他（具体的
に：
わからない

６０代

７０代以上

Q1-2-5　あなた
が２種類以上の
障害を持つ場合
は、その障害名
（これまでに判
定又は診断され
たもの）を教え
てください。
（当てはまるも
のを全て選んで
ください）

ASD（自閉スペク
トラム症）
ADHD（注意欠如多
動症）
LD（学習障害）

抑うつ

Q2-1　新統合
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PC の保有 

  

合計 自分専用の

パソコンを

持っている

誰かと共有

しているパ

ソコンがあ

る

パソコンを

持っていな

い

584 30 50 504
100.0 5.1 8.6 86.3

25 - 1 24
100.0 - 4.0 96.0

126 6 21 99
100.0 4.8 16.7 78.6

104 9 19 76
100.0 8.7 18.3 73.1

87 7 4 76
100.0 8.0 4.6 87.4

97 5 4 88
100.0 5.2 4.1 90.7

80 1 - 79
100.0 1.3 - 98.8

39 1 1 37
100.0 2.6 2.6 94.9

25 1 - 24
100.0 4.0 - 96.0

223 18 24 181
100.0 8.1 10.8 81.2

37 2 4 31
100.0 5.4 10.8 83.8

13 3 1 9
100.0 23.1 7.7 69.2

7 1 - 6
100.0 14.3 - 85.7

4 - - 4
100.0 - - 100.0

3 - 1 2
100.0 - 33.3 66.7

38 3 5 30
100.0 7.9 13.2 78.9

125 3 8 114
100.0 2.4 6.4 91.2

104 2 7 95
100.0 1.9 6.7 91.3

141 10 17 114
100.0 7.1 12.1 80.9

83 6 13 64
100.0 7.2 15.7 77.1

13 2 3 8
100.0 15.4 23.1 61.5

222 8 11 203
100.0 3.6 5.0 91.4

258 14 24 220
100.0 5.4 9.3 85.3

220 16 35 169
100.0 7.3 15.9 76.8

86 5 13 68
100.0 5.8 15.1 79.1

101 5 3 93
100.0 5.0 3.0 92.1

2 - - 2
100.0 - - 100.0

170 3 1 166
100.0 1.8 0.6 97.6

13 2 1 10
100.0 15.4 7.7 76.9

その他

使ったことがない

Q1-3-1　あなた
がいま、住んで
いるお家につい
て教えてくださ
い。

一軒家

マンション・ア
パート
グループホーム
（障害のある方が
病院に入院してい
る
施設に入所してい
る

その他（具体的
に：
わからない

感覚過敏系

視覚支援用具

意思伝達装置

感覚・視覚・意思
伝達以外

６０代

７０代以上

Q1-2-5　あなた
が２種類以上の
障害を持つ場合
は、その障害名
（これまでに判
定又は診断され
たもの）を教え
てください。
（当てはまるも
のを全て選んで
ください）

ASD（自閉スペク
トラム症）
ADHD（注意欠如多
動症）
LD（学習障害）

抑うつ

双極性障害（双極
症）
全般性不安障害
（全般不安症）
ダウン症

Q2-1　新統合

全体

Q1-1　あなたは
何歳ですか。

１０歳未満

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代
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2-2. 生活上の困難の優先度 

ふだんの生活で、不便だと思うこと 

 

 

  

合計 お金の支払
いが難しい

公共交通機
関（バス・
電車）に乗

るのが難し
い

公共施設
（役所・公
民館・図書

館）を使う
のが難しい

医療費が多
くかかる

周りの人の
理解が少な
い

自分の言い
たいことが
伝わらない

トイレのタ
イミングが
伝えられな

い、わから
ない

介助してく
れる人がい
ない

生活費が足
りない

その他（具
体的に：

特にない

578 245 224 192 32 152 320 100 41 35 71 127
100.0 42.4 38.8 33.2 5.5 26.3 55.4 17.3 7.1 6.1 12.3 22.0

25 13 11 12 2 11 19 10 3 3 1 3
100.0 52.0 44.0 48.0 8.0 44.0 76.0 40.0 12.0 12.0 4.0 12.0
124 48 44 41 6 29 64 22 12 5 11 35

100.0 38.7 35.5 33.1 4.8 23.4 51.6 17.7 9.7 4.0 8.9 28.2
101 48 45 41 3 26 69 13 4 6 15 13

100.0 47.5 44.6 40.6 3.0 25.7 68.3 12.9 4.0 5.9 14.9 12.9
89 50 44 38 7 29 56 17 7 7 8 14

100.0 56.2 49.4 42.7 7.9 32.6 62.9 19.1 7.9 7.9 9.0 15.7
95 31 30 24 4 26 48 16 6 6 16 25

100.0 32.6 31.6 25.3 4.2 27.4 50.5 16.8 6.3 6.3 16.8 26.3
79 32 30 22 6 22 44 13 8 3 13 15

100.0 40.5 38.0 27.8 7.6 27.8 55.7 16.5 10.1 3.8 16.5 19.0
39 15 13 9 4 4 14 8 - 4 5 12

100.0 38.5 33.3 23.1 10.3 10.3 35.9 20.5 - 10.3 12.8 30.8
25 8 7 5 - 5 6 1 1 1 2 9

100.0 32.0 28.0 20.0 - 20.0 24.0 4.0 4.0 4.0 8.0 36.0
221 116 97 88 12 96 147 44 26 15 26 30

100.0 52.5 43.9 39.8 5.4 43.4 66.5 19.9 11.8 6.8 11.8 13.6
37 14 10 11 4 13 22 6 4 3 5 8

100.0 37.8 27.0 29.7 10.8 35.1 59.5 16.2 10.8 8.1 13.5 21.6
13 6 4 5 3 4 7 4 1 2 3 2

100.0 46.2 30.8 38.5 23.1 30.8 53.8 30.8 7.7 15.4 23.1 15.4
7 4 5 3 - 1 4 1 1 1 - 1

100.0 57.1 71.4 42.9 - 14.3 57.1 14.3 14.3 14.3 - 14.3
4 2 2 1 - 1 4 - 1 1 - -

100.0 50.0 50.0 25.0 - 25.0 100.0 - 25.0 25.0 - -
3 3 3 2 1 1 2 2 1 - 1 -

100.0 100.0 100.0 66.7 33.3 33.3 66.7 66.7 33.3 - 33.3 -
38 23 19 20 1 6 28 7 1 - 1 5

100.0 60.5 50.0 52.6 2.6 15.8 73.7 18.4 2.6 - 2.6 13.2
124 49 55 45 9 33 68 31 7 9 27 21

100.0 39.5 44.4 36.3 7.3 26.6 54.8 25.0 5.6 7.3 21.8 16.9
104 34 34 29 8 13 48 17 8 9 8 37

100.0 32.7 32.7 27.9 7.7 12.5 46.2 16.3 7.7 8.7 7.7 35.6
141 68 55 51 5 55 100 28 19 13 25 18

100.0 48.2 39.0 36.2 3.5 39.0 70.9 19.9 13.5 9.2 17.7 12.8
83 46 37 38 2 38 69 15 12 4 13 3

100.0 55.4 44.6 45.8 2.4 45.8 83.1 18.1 14.5 4.8 15.7 3.6
13 8 5 5 1 6 9 1 1 1 2 1

100.0 61.5 38.5 38.5 7.7 46.2 69.2 7.7 7.7 7.7 15.4 7.7
219 83 81 67 18 54 119 55 17 13 30 46

100.0 37.9 37.0 30.6 8.2 24.7 54.3 25.1 7.8 5.9 13.7 21.0
255 112 101 85 12 61 129 29 11 14 28 70

100.0 43.9 39.6 33.3 4.7 23.9 50.6 11.4 4.3 5.5 11.0 27.5
216 105 96 81 9 73 138 39 18 12 28 31

100.0 48.6 44.4 37.5 4.2 33.8 63.9 18.1 8.3 5.6 13.0 14.4
85 39 34 33 4 19 57 15 7 8 7 13

100.0 45.9 40.0 38.8 4.7 22.4 67.1 17.6 8.2 9.4 8.2 15.3
100 38 38 28 3 20 46 8 7 7 15 28

100.0 38.0 38.0 28.0 3.0 20.0 46.0 8.0 7.0 7.0 15.0 28.0
2 - - - - - 2 2 1 - - -

100.0 - - - - - 100.0 100.0 50.0 - - -
170 60 56 49 16 40 78 36 9 7 20 52

100.0 35.3 32.9 28.8 9.4 23.5 45.9 21.2 5.3 4.1 11.8 30.6
13 5 6 5 - 4 6 3 2 1 1 3

100.0 38.5 46.2 38.5 - 30.8 46.2 23.1 15.4 7.7 7.7 23.1

使ったことがない

Q1-3-1　あなた
がいま、住んで
いるお家につい
て教えてくださ
い。

一軒家

マンション・ア
パート
グループホーム
（障害のある方が
病院に入院してい
る
施設に入所してい
る

わからない

感覚過敏系

視覚支援用具

意思伝達装置

感覚・視覚・意思
伝達以外

６０代

７０代以上

Q1-2-5　あなた
が２種類以上の
障害を持つ場合
は、その障害名
（これまでに判
定又は診断され
たもの）を教え
てください。
（当てはまるも
のを全て選んで
ください）

ASD（自閉スペク
トラム症）
ADHD（注意欠如多
動症）
LD（学習障害）

抑うつ

双極性障害（双極
症）
全般性不安障害
（全般不安症）
ダウン症

Q2-1　新統合

その他

全体

Q1-1　あなたは
何歳ですか。

１０歳未満

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

その他（具体的
に：
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2-2. 生活上の困難の優先度 

ふだんの生活で、不便だと思うこと 

 

 

  

合計 お金の支払
いが難しい

公共交通機
関（バス・
電車）に乗

るのが難し
い

公共施設
（役所・公
民館・図書

館）を使う
のが難しい

医療費が多
くかかる

周りの人の
理解が少な
い

自分の言い
たいことが
伝わらない

トイレのタ
イミングが
伝えられな

い、わから
ない

介助してく
れる人がい
ない

生活費が足
りない

その他（具
体的に：

特にない

578 245 224 192 32 152 320 100 41 35 71 127
100.0 42.4 38.8 33.2 5.5 26.3 55.4 17.3 7.1 6.1 12.3 22.0

25 13 11 12 2 11 19 10 3 3 1 3
100.0 52.0 44.0 48.0 8.0 44.0 76.0 40.0 12.0 12.0 4.0 12.0
124 48 44 41 6 29 64 22 12 5 11 35

100.0 38.7 35.5 33.1 4.8 23.4 51.6 17.7 9.7 4.0 8.9 28.2
101 48 45 41 3 26 69 13 4 6 15 13

100.0 47.5 44.6 40.6 3.0 25.7 68.3 12.9 4.0 5.9 14.9 12.9
89 50 44 38 7 29 56 17 7 7 8 14

100.0 56.2 49.4 42.7 7.9 32.6 62.9 19.1 7.9 7.9 9.0 15.7
95 31 30 24 4 26 48 16 6 6 16 25

100.0 32.6 31.6 25.3 4.2 27.4 50.5 16.8 6.3 6.3 16.8 26.3
79 32 30 22 6 22 44 13 8 3 13 15

100.0 40.5 38.0 27.8 7.6 27.8 55.7 16.5 10.1 3.8 16.5 19.0
39 15 13 9 4 4 14 8 - 4 5 12

100.0 38.5 33.3 23.1 10.3 10.3 35.9 20.5 - 10.3 12.8 30.8
25 8 7 5 - 5 6 1 1 1 2 9

100.0 32.0 28.0 20.0 - 20.0 24.0 4.0 4.0 4.0 8.0 36.0
221 116 97 88 12 96 147 44 26 15 26 30

100.0 52.5 43.9 39.8 5.4 43.4 66.5 19.9 11.8 6.8 11.8 13.6
37 14 10 11 4 13 22 6 4 3 5 8

100.0 37.8 27.0 29.7 10.8 35.1 59.5 16.2 10.8 8.1 13.5 21.6
13 6 4 5 3 4 7 4 1 2 3 2

100.0 46.2 30.8 38.5 23.1 30.8 53.8 30.8 7.7 15.4 23.1 15.4
7 4 5 3 - 1 4 1 1 1 - 1

100.0 57.1 71.4 42.9 - 14.3 57.1 14.3 14.3 14.3 - 14.3
4 2 2 1 - 1 4 - 1 1 - -

100.0 50.0 50.0 25.0 - 25.0 100.0 - 25.0 25.0 - -
3 3 3 2 1 1 2 2 1 - 1 -

100.0 100.0 100.0 66.7 33.3 33.3 66.7 66.7 33.3 - 33.3 -
38 23 19 20 1 6 28 7 1 - 1 5

100.0 60.5 50.0 52.6 2.6 15.8 73.7 18.4 2.6 - 2.6 13.2
124 49 55 45 9 33 68 31 7 9 27 21

100.0 39.5 44.4 36.3 7.3 26.6 54.8 25.0 5.6 7.3 21.8 16.9
104 34 34 29 8 13 48 17 8 9 8 37

100.0 32.7 32.7 27.9 7.7 12.5 46.2 16.3 7.7 8.7 7.7 35.6
141 68 55 51 5 55 100 28 19 13 25 18

100.0 48.2 39.0 36.2 3.5 39.0 70.9 19.9 13.5 9.2 17.7 12.8
83 46 37 38 2 38 69 15 12 4 13 3

100.0 55.4 44.6 45.8 2.4 45.8 83.1 18.1 14.5 4.8 15.7 3.6
13 8 5 5 1 6 9 1 1 1 2 1

100.0 61.5 38.5 38.5 7.7 46.2 69.2 7.7 7.7 7.7 15.4 7.7
219 83 81 67 18 54 119 55 17 13 30 46

100.0 37.9 37.0 30.6 8.2 24.7 54.3 25.1 7.8 5.9 13.7 21.0
255 112 101 85 12 61 129 29 11 14 28 70

100.0 43.9 39.6 33.3 4.7 23.9 50.6 11.4 4.3 5.5 11.0 27.5
216 105 96 81 9 73 138 39 18 12 28 31

100.0 48.6 44.4 37.5 4.2 33.8 63.9 18.1 8.3 5.6 13.0 14.4
85 39 34 33 4 19 57 15 7 8 7 13

100.0 45.9 40.0 38.8 4.7 22.4 67.1 17.6 8.2 9.4 8.2 15.3
100 38 38 28 3 20 46 8 7 7 15 28

100.0 38.0 38.0 28.0 3.0 20.0 46.0 8.0 7.0 7.0 15.0 28.0
2 - - - - - 2 2 1 - - -

100.0 - - - - - 100.0 100.0 50.0 - - -
170 60 56 49 16 40 78 36 9 7 20 52

100.0 35.3 32.9 28.8 9.4 23.5 45.9 21.2 5.3 4.1 11.8 30.6
13 5 6 5 - 4 6 3 2 1 1 3

100.0 38.5 46.2 38.5 - 30.8 46.2 23.1 15.4 7.7 7.7 23.1

使ったことがない

Q1-3-1　あなた
がいま、住んで
いるお家につい
て教えてくださ
い。

一軒家

マンション・ア
パート
グループホーム
（障害のある方が
病院に入院してい
る
施設に入所してい
る

わからない

感覚過敏系

視覚支援用具

意思伝達装置

感覚・視覚・意思
伝達以外

６０代

７０代以上

Q1-2-5　あなた
が２種類以上の
障害を持つ場合
は、その障害名
（これまでに判
定又は診断され
たもの）を教え
てください。
（当てはまるも
のを全て選んで
ください）

ASD（自閉スペク
トラム症）
ADHD（注意欠如多
動症）
LD（学習障害）

抑うつ

双極性障害（双極
症）
全般性不安障害
（全般不安症）
ダウン症

Q2-1　新統合

その他

全体

Q1-1　あなたは
何歳ですか。

１０歳未満

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

その他（具体的
に：

-12-

 

 
 

2-3. 改良要望の内訳 

支援機器等に改良して欲しい点 

 

 

上記⑥の結果を踏まえると、価格補助のみでは十分ではなく、導入後の“設定・調整・ト

ラブル対応”を含む運用支援体制の設計が採用継続の鍵となる。 

改良してほしい点（複数回答）では、「価格が高い」29.5%（85/288）が最も多い。これに加

え、「使い方や調整などの支援をしてくれる人がおらず、うまく使えない」11.5%（33/288）、

合計 使い方が難

しい、分か

りづらい

価格が高い 使い方や調

整などの支

援をしてく

れる人がお

らず、うま

安全に使え

ない

その他（具

体的に：

特にない

288 19 85 33 11 38 153
100.0 6.6 29.5 11.5 3.8 13.2 53.1

16 1 7 1 2 5 4
100.0 6.3 43.8 6.3 12.5 31.3 25.0

70 1 16 10 3 8 42
100.0 1.4 22.9 14.3 4.3 11.4 60.0

54 4 13 6 3 10 29
100.0 7.4 24.1 11.1 5.6 18.5 53.7

36 2 11 3 - 7 20
100.0 5.6 30.6 8.3 - 19.4 55.6

41 1 14 5 - 4 21
100.0 2.4 34.1 12.2 - 9.8 51.2

37 7 13 6 2 4 16
100.0 18.9 35.1 16.2 5.4 10.8 43.2

18 2 6 1 1 - 10
100.0 11.1 33.3 5.6 5.6 - 55.6

16 1 5 1 - - 11
100.0 6.3 31.3 6.3 - - 68.8
124 9 37 20 5 25 54

100.0 7.3 29.8 16.1 4.0 20.2 43.5
17 1 5 3 2 4 7

100.0 5.9 29.4 17.6 11.8 23.5 41.2
5 1 2 - 1 2 2

100.0 20.0 40.0 - 20.0 40.0 40.0
6 2 3 1 - - 3

100.0 33.3 50.0 16.7 - - 50.0
3 - 1 - - - 2

100.0 - 33.3 - - - 66.7
3 - 1 1 1 1 1

100.0 - 33.3 33.3 33.3 33.3 33.3
21 1 10 3 1 - 10

100.0 4.8 47.6 14.3 4.8 - 47.6
74 4 19 4 3 13 43

100.0 5.4 25.7 5.4 4.1 17.6 58.1
37 5 16 5 2 - 18

100.0 13.5 43.2 13.5 5.4 - 48.6
130 7 36 18 9 29 61

100.0 5.4 27.7 13.8 6.9 22.3 46.9
78 4 24 13 4 20 29

100.0 5.1 30.8 16.7 5.1 25.6 37.2
13 2 6 5 2 3 4

100.0 15.4 46.2 38.5 15.4 23.1 30.8
200 15 67 18 5 18 110

100.0 7.5 33.5 9.0 2.5 9.0 55.0
0 - - - - - -

0.0 - - - - - -
103 4 30 17 3 19 49

100.0 3.9 29.1 16.5 2.9 18.4 47.6
34 2 12 5 3 8 14

100.0 5.9 35.3 14.7 8.8 23.5 41.2
35 3 11 4 4 5 18

100.0 8.6 31.4 11.4 11.4 14.3 51.4
2 - - 1 - - 1

100.0 - - 50.0 - - 50.0
111 10 32 8 2 5 68

100.0 9.0 28.8 7.2 1.8 4.5 61.3
5 - 2 - - 1 2

100.0 - 40.0 - - 20.0 40.0

使ったことがない

Q1-3-1　あなた
がいま、住んで
いるお家につい
て教えてくださ
い。

一軒家

マンション・ア
パート
グループホーム
（障害のある方が
病院に入院してい
る
施設に入所してい
る

ダウン症

その他（具体的
に：
わからない

感覚過敏系

視覚支援用具

意思伝達装置

感覚・視覚・意思
伝達以外

その他

Q1-2-5　あなた
が２種類以上の
障害を持つ場合
は、その障害名
（これまでに判
定又は診断され
たもの）を教え
てください。
（当てはまるも
のを全て選んで
ください）

ASD（自閉スペク
トラム症）
ADHD（注意欠如多
動症）
LD（学習障害）

抑うつ

双極性障害（双極
症）
全般性不安障害
（全般不安症）

全体

Q1-1　あなたは
何歳ですか。

１０歳未満

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

Q2-1　新統合
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「使い方が難しい・分かりづらい」6.6%（19/288）、「安全に使えない」3.8%（11/288）が挙

がる。 

年齢別にみると、例えば「お金の支払いが難しい」は 30 代で 56.2%（50/89）と高く、40 代

は 32.6%（31/95）と低いなど、生活自立段階（就労・単独外出等）に応じて課題の出方が

変化する可能性がある。 

「ふだんの生活で不便だと思うこと（複数回答）」では、最も多いのが「自分の言いたいこ

とが伝わらない」55.4%（320/578）であり、コミュニケーション課題が全体の中核にある。

次いで「お金の支払いが難しい」42.4%（245/578）、「公共交通機関に乗るのが難しい」38.8%

（224/578）、「公共施設を使うのが難しい」33.2%（192/578）が続く。 

携帯電話（スマホ・タブレット含む）は全体で「持っていない」61.9%（364/588）。一方、

20 代では 48.6%（51/105）と相対的に低く、40 代では 72.2%（70/97）と高いなど、年齢に

より保有基盤が大きく異なる。PC は全体で「持っていない」86.3%（504/584）とさらに高

く、10 代でも 78.6%（99/126）が非保有である。 

これらの ICT 基盤を前提とすると、支援設計は個人端末前提ではなく、共有端末や施設

運用モデルを併置する必要がある。 

 

指標 母数 主要カテゴリ 値 

回答者（本人） N=589 本人回答 109（18.5%） 

就労状況 n=588 仕事をしていない 399（67.9%） 

携帯電話保有 n=588 持っていない 364（61.9%） 

PC 保有 n=584 持っていない 504（86.3%） 

支援機器利用経験 N=589 使ったことがない 260（44.8%） 

 

（４）調査結果              
①方法（データ属性・バイアス配慮、機器分類含む）                    

１）データの属性 

有効回答 N=589。本人回答は 109（18.5%）で、家族・支援者等による代理回答が多数。

年齢は 10 代・20 代の比率が高く、学齢期〜若年層が大きなボリュームを占める。 

 

２）バイアス・解釈上の留意点 

• 代理回答比率が高く、本人の主観（ストレス、恥ずかしさ、満足度等）に関する項目で

は過小・過大評価の可能性がある。 

• 非該当・不明を除外して集計しているため、設問ごとに母数が変動する（特に就労・ICT

保有等）。 

• 支援機器の利用経験は複数選択・併用が想定され、単純な機器別比較は「併用パターン」

を踏まえた解釈が必要。 

• 施設入所者では端末保有や外出機会が制度・運用により制約されやすく、「ニーズが低

い」ではなく「選択肢が少ない」可能性がある。 

• 自由記述（「その他」）は回答者の言語化能力・支援者の代筆方針に影響されるため、定

量値の補完として位置づける。 

 

-14-



 

 
 

「使い方が難しい・分かりづらい」6.6%（19/288）、「安全に使えない」3.8%（11/288）が挙

がる。 

年齢別にみると、例えば「お金の支払いが難しい」は 30 代で 56.2%（50/89）と高く、40 代

は 32.6%（31/95）と低いなど、生活自立段階（就労・単独外出等）に応じて課題の出方が

変化する可能性がある。 

「ふだんの生活で不便だと思うこと（複数回答）」では、最も多いのが「自分の言いたいこ

とが伝わらない」55.4%（320/578）であり、コミュニケーション課題が全体の中核にある。

次いで「お金の支払いが難しい」42.4%（245/578）、「公共交通機関に乗るのが難しい」38.8%

（224/578）、「公共施設を使うのが難しい」33.2%（192/578）が続く。 

携帯電話（スマホ・タブレット含む）は全体で「持っていない」61.9%（364/588）。一方、

20 代では 48.6%（51/105）と相対的に低く、40 代では 72.2%（70/97）と高いなど、年齢に

より保有基盤が大きく異なる。PC は全体で「持っていない」86.3%（504/584）とさらに高

く、10 代でも 78.6%（99/126）が非保有である。 

これらの ICT 基盤を前提とすると、支援設計は個人端末前提ではなく、共有端末や施設

運用モデルを併置する必要がある。 

 

指標 母数 主要カテゴリ 値 

回答者（本人） N=589 本人回答 109（18.5%） 

就労状況 n=588 仕事をしていない 399（67.9%） 

携帯電話保有 n=588 持っていない 364（61.9%） 

PC 保有 n=584 持っていない 504（86.3%） 

支援機器利用経験 N=589 使ったことがない 260（44.8%） 

 

（４）調査結果              
①方法（データ属性・バイアス配慮、機器分類含む）                    

１）データの属性 

有効回答 N=589。本人回答は 109（18.5%）で、家族・支援者等による代理回答が多数。

年齢は 10 代・20 代の比率が高く、学齢期〜若年層が大きなボリュームを占める。 

 

２）バイアス・解釈上の留意点 

• 代理回答比率が高く、本人の主観（ストレス、恥ずかしさ、満足度等）に関する項目で

は過小・過大評価の可能性がある。 

• 非該当・不明を除外して集計しているため、設問ごとに母数が変動する（特に就労・ICT

保有等）。 

• 支援機器の利用経験は複数選択・併用が想定され、単純な機器別比較は「併用パターン」

を踏まえた解釈が必要。 

• 施設入所者では端末保有や外出機会が制度・運用により制約されやすく、「ニーズが低

い」ではなく「選択肢が少ない」可能性がある。 

• 自由記述（「その他」）は回答者の言語化能力・支援者の代筆方針に影響されるため、定

量値の補完として位置づける。 

 

-14-

 

 
 

３）支援機器の分類 

再集計により、生活上の目的で 5 分類として整理した。 

• 感覚過敏系：イヤマフ、ノイズキャンセリング、遮音パーテーション等（刺激低減・落

ち着きの確保）。 

• 視覚支援：スケジュール提示、タイムタイマー、写真・ピクトによる手順提示等（見通

し・切替え支援）。 

• 意思伝達（AAC（Augmentative and Alternative Communication）等）：意思伝達装置、

コミュニケーションアプリ等（表出・選択・対人支援）。 

• 生活行為支援（感覚・視覚・意思伝達以外）：見守り、服薬、調理、移動、安全（警報器

等）、排泄・入浴等の補助。 

• 未利用：支援機器を使ったことがない／過去に断念。 

 

②結果（活動場面別／立場別など） 

１）立場別（本人・代理） 

本人回答は 18.5%に留まり、回答の解釈は「本人の困難」よりも「周囲が観察した困難・

支援ニーズ」が相対的に反映されやすい。本人回答割合が高い層（若年、マンション居住、

ADHD/抑うつ、意思伝達装置利用者）では、本人の体験に即した導入条件（恥ずかしさ、操

作負担、デザイン等）を深掘りする価値が高い。 

 

２）活動場面別の困難と支援機器ニーズ 

 

（a）日常生活（家庭・地域生活） 

生活面での不便は、管理・外出・コミュニケーションに関する項目で高い傾向が見ら

れる。特に複数障害のある対象者や、感覚過敏系・視覚支援・意思伝達装置の利用経験

者で顕著である。 

定量的には、生活上の不便（Q4-1-2）で「自分の言いたいことが伝わらない」55.4%、

「お金の支払いが難しい」42.4%、「公共交通機関に乗るのが難しい」38.8%、「公共施設を

使うのが難しい」33.2%が上位である。これらは“本人の能力”というより、環境側の情

報提示・手順設計・支援のつながり方に強く依存する。 

また「介助してくれる人がいない」は 7.1%と選択肢上は低いが、自由記述分析では「支

援者がいないわけではないが、場面によって支援が必要になること自体が困りごと・行

動制約になる」ことが示唆されている。支援機器は、支援者不在の“穴”を埋めるだけ

でなく、支援の必要性そのものを減らす（自立度を上げる）方向で評価する必要がある。 

自由記述（その他）では、選択肢では拾いきれない「介助が必要な場面があること自体

の困りごと」「自己管理の難しさ」「音（突発音・騒音）への過敏」などが多く、制度上は

支援者がいても、場面ごとの支援の穴が行動制約に繋がっていることが示唆される。 

 

（b）就労（通勤・職場） 

就労の有無では、全体で未就労 67.9%と高いが、20-40 代で就労率が上がる。就労にお

ける困難は ASD・ADHD・LD 等で幅広い項目に及び、特に「自分に合った仕事が分からな

い」「働きやすい環境が分からない」等のマッチング課題が目立つ。 

クロス集計では、就労している場合の仕事の種類は「障害のある方が通う施設で、も
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のを作ったり作業したりしている」が 9 割超であり、一般就労は 30～50 代で相対的に高

い傾向がある。したがって就労支援では、(a)通所作業での段取り・品質安定、(b)一般就

労での通勤・対人・情報共有、の 2 系統で課題が異なる可能性を前提に設計する必要が

ある。 

就労場面における支援機器の要件は、本人だけで完結するよりも“職場側の合意と運

用”が鍵となる。例えばノイズ対策機器の着用可否、チェックリストの共有範囲、ミス

の傾向を本人がどこまで開示するかなど、心理的安全性と職場文化の影響が大きい。 

対策としては、(1)騒音・刺激の低減、(2)作業手順の可視化・チェックリスト、(3)支

援員・上司への情報共有（見える化）の 3 点を一体で設計する必要がある。 

 

（c）余暇（おたのしみの時間） 

余暇場面では若年層で困難が多く、特に「旅行」「地域行事」「娯楽施設利用」など環境

変化が大きい活動で困りごとが増える。意思伝達装置利用者では「支援してくれる人が

いない」が顕著で、同行支援・情報保障・意思表示の手段が揃わないと参加が難しい。 

余暇は“危険が少ない”一方で、初見環境・例外対応が多く、本人にとっては生活の中

でもっとも不確実性が高い場面になりやすい。したがって、(1)事前の見通し（行程・混

雑・休憩場所）、(2)当日の調整（遅延・体調変化）、(3)意思表示（困った/休みたい/帰り

たい）をセットで支えることが重要である。 

支援機器としては、視覚提示（行程カード）、タイマー、ノイズ対策に加え、周囲に提

示できるコミュニケーションカードや定型文が有効である。支援者が同行できない場合

は、遠隔で状況共有できる仕組みや、施設・家庭での“連絡窓口”の明確化が参加継続を

左右する。 

 

【対応関係の整理】困難カテゴリ→支援機器・支援プロセスのマトリクス表 

困難（例） 典型的な場面 有効な機器/環境 

意思が伝わらない／理解さ

れない 
家庭・外出・就労全般 

AAC（意思伝達装置/アプリ）、

視覚提示、定型文 

金銭・手順・時間管理が難し

い 
買物、役所手続き、服薬 

チェックリスト、タイマー、写

真付き手順、服薬支援 

公共交通/公共施設が難しい 通勤・通学、受診 
経路案内の簡素化、IC/予約の

代行、同行支援 

騒音・刺激で落ち着かない 通勤、娯楽施設、学校 
イヤマフ/NC、パーテーショ

ン、休憩場所確保 

排泄・入浴等が難しい 施設・在宅の介護場面 
入浴/排泄関連用具、見守り、

呼出し 

支援者がいない/場面で支援

が途切れる 
余暇、外出先、夜間 遠隔支援、見守り、連絡手段 

本調査で頻出する困難は、(i)コミュニケーション、(ii)金銭・時間などの自己管理、(iii)

外出・移動、(iv)感覚刺激、(v)生活行為（排泄・入浴等）に大別できる。これらは単独で

はなく連鎖しやすく、例えば外出先での騒音（感覚刺激）が増えると疲労が高まり、意思
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表出が難しくなり、結果として参加機会が減るといった形で生活範囲の縮小に繋がる。 

 

３）ＩＣＴ保有の実態と含意 

携帯電話は「持っていない」61.9%、PC は「持っていない」86.3%で、ICT を前提とする

支援策には導入段階の格差がある。若年層では共有端末が一定あり、家庭・学校・支援者

間で「共有して使える設計」（テンプレ共有、簡単ログイン等）が鍵となる。 

携帯電話を使っていて困ったこと（Q3-3-1、該当者 n=79）では、「トラブルが起きた時に

対応できない」51.9%、「無料か有料かを判断しづらい」34.2%が上位であり、操作そのもの

（15.2%）より“例外時の自己解決”がボトルネックになりやすい。これは、端末を配布す

るだけでは不十分で、トラブル時の手順提示や支援者へのエスカレーション導線（誰に、

どう連絡するか）が必要であることを示す。 

施設入所者では端末保有が低い傾向であり、個人端末よりも施設運用（共用端末、職員

による充電・更新、利用ルール）を組み込んだ支援設計が現実的である 

 

 

（５）ペルソナ分析（Ａ～Ｅ型） 
本調査では、分析結果をもとに「ペルソナ分析」を実施した。ペルソナとは、調査データ

に基づき、対象者の属性、生活環境、行動特性、課題、ニーズ等を統合して構築した「典型

的な利用者像」である。 

本事業においては、属性分類に加え、「生活場面」「障害特性」「支援環境」「機器の利用状

況」を組み合わせ、支援機器の導入・運用の具体像を明らかにすることを目的とした。 

これにより、個別事例に依らない形で、実装可能な支援機器のニーズおよび導入条件を

整理した。なお、ペルソナは実在の個人を指すものではなく、複数の調査結果を統合して

作成した「代表的な人物モデル」である。これにより、「どのような人が、どのような場面

で、どのような困難を抱え、どのような支援が有効か」を具体的にイメージできるように

する。 

本事業では、主要セグメントを 5 タイプ（A〜E）に整理した。各タイプは「生活場面」

「障害特性」「支援環境」「導入・運用条件」の違いにより、必要な支援機器と普及施策が異

なる。 

型 要約（誰・どこで） 重点支援テーマ 

Ａ 学齢期（家庭×学校） 見通し・切替え支援（視覚支援＋感覚調整） 

Ｂ 若年就労（通勤×職場） 
感覚過敏対策＋実行機能支援（手順・ミス低

減） 

Ｃ GH 生活（起床〜就寝） 
生活自立（服薬・買物・金銭/時間管理）と運

用テンプレート 

Ｄ 施設入所（未利用/断念） 
簡単な入口（押すだけ意思表示）＋施設運用

モデル 

Ｅ 高齢在宅（身体補助中心） 
移動・排泄・入浴等の身体補助＋安全（見守

り） 
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Ａ：学齢期：「見通し」が鍵の中高生（家庭×学校で視覚支援中心） 

• 基本属性例：16 歳・家族同居・公共交通で通学。 

• 特性/課題：予定変更が苦手、聴覚過敏、作業切替えに時間。 

• 支援環境：保護者・担任・支援員（通級等）。 

• 機器/工夫：タイムタイマー、写真/ピクトで予定提示、学校 PC のチェックリスト。 

• 導入条件：簡単操作、家庭-学校でテンプレ共有、端末の持ち運び前提。 

• 阻害要因：充電・更新忘れ、学校側アプリ制限。 

 

 

 

【ニーズ仮説（例）】 

中高生にとって、授業や家庭で毎日の「見通し」を持つために、写真と音声で予定と手

順を一括提示し、学校と家庭で同じテンプレを同期できる解決策が求められる。 

（リスクと対策）端末制限やアプリ導入の壁がある場合は、紙のテンプレや学校標準端末

で再現できる設計（QR で呼び出す、画像を共有する等）を優先する。 

（KPI 例）遅刻・欠席、授業切替えの所要時間、声かけ回数、不安度（自己評価/観察）を

定点で把握する。 

（運用）家庭と学校で同じテンプレを使い、週次で更新する担当（保護者・担任・支援員）

を明確化する。 

（機器）タイムタイマー/スケジュール、写真・ピクト、音声読み上げ、チェックリスト（紙

/端末）。 
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Ａ：学齢期：「見通し」が鍵の中高生（家庭×学校で視覚支援中心） 
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• 阻害要因：充電・更新忘れ、学校側アプリ制限。 

 

 

 

【ニーズ仮説（例）】 

中高生にとって、授業や家庭で毎日の「見通し」を持つために、写真と音声で予定と手

順を一括提示し、学校と家庭で同じテンプレを同期できる解決策が求められる。 

（リスクと対策）端末制限やアプリ導入の壁がある場合は、紙のテンプレや学校標準端末

で再現できる設計（QR で呼び出す、画像を共有する等）を優先する。 

（KPI 例）遅刻・欠席、授業切替えの所要時間、声かけ回数、不安度（自己評価/観察）を

定点で把握する。 

（運用）家庭と学校で同じテンプレを使い、週次で更新する担当（保護者・担任・支援員）

を明確化する。 

（機器）タイムタイマー/スケジュール、写真・ピクト、音声読み上げ、チェックリスト（紙

/端末）。 
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【開発が期待される製品】 

製品名 概要 開発が期待される理由 

デジタル構造化ス

ケジュールボード 

TEACCH 型構造化支援をデ

ジタル化し、学校と家庭

で共有できるクラウド型

スケジュール提示ツール 

学齢期では視覚支援が極めて有効である

ことが確認された。一方、アナログ支援は

家庭連携や継続性に課題がある。卒業後

も一貫した支援を可能にするためデジタ

ル化が期待される。 

シンプル経路検索

アプリ（障害特性配

慮型） 

情報量を最小化し、「今ど

こ」「いつ着く」を中心に

表示する経路案内アプリ 

一般向けアプリは情報過多で理解困難と

の課題があった。学齢期からの練習によ

り移動自立につながる可能性がある。 

音読ナビゲーショ

ン機能 

読書・音読時に自分の読

む箇所を自動ハイライト

表示する機能 

追視困難や番の把握困難が確認された。

学習意欲低下を防ぐ補助技術として有効

と考えられる。 

 

 

Ｂ：若手就労者：通勤と作業品質の両立（感覚過敏×実行機能） 

• 基本属性例：24 歳・マンション住まい・電車通勤。 

• 特性/課題：騒音・人混みで疲労、マルチタスクが苦手、ケアレスミス。 

• 支援環境：ジョブコーチ/就労支援員・上司・家族。 

• 機器/工夫：ノイズ対策、タスク/チェックリスト、通勤リマインド。 

• 導入条件：職場での合意（イヤホン可否等）、進捗の簡易共有。 

• 阻害要因：私物/会社支給の線引き、職場文化。 
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【ニーズ仮説（例）】  

就労中の本人にとって、通勤-作業のストレスとミスを減らすために、騒音対策と手順支

援を 1 つのワークフローに統合し、上司に「進捗と注意ポイント」を共有できる解決策が

求められる。 

（KPI 例）遅刻/欠勤、ミス件数、早退、疲労度（自己評価）、支援要請回数。 

（見える化）本人の負担にならない範囲で、遅延・疲労・困りごとのサインを上司/支援員

に共有できる仕組みを用意する。 

（作業支援）チェックリストは“手順の順番”だけでなく、ミスが出やすいポイントを赤

字で示す等、注意配分を補助する。 

（合意形成）イヤホン・パーテーション等の使用ルールを職場で合意し、合理的配慮とし

て位置づける。 

 

【開発が期待される製品】 

製品名 概要 開発が期待される理由 

実行機能サポート・

タスクナビアプリ 

作業工程を「一画面一工

程」で提示し、完了表示を

明確にする就労支援アプ

リ 

一度に多くの説明を受けると停止する特

性が確認された。工程分解と視覚提示は

就労定着に直結する。 

視覚化型マネーマ

ネジメントアプリ 

残高をバーや図で減少表

示し、1 日上限設定が可能

な金銭管理アプリ 

金額概念の抽象理解が困難な一方、視覚

化は有効との示唆があった。IC カード利

用拡大に対応した支援が必要。 

情報過多抑制ブラ

ウザ 

必要情報のみを抽出表示

する簡易ブラウザ 

情報過多により意欲喪失や頭痛が生じる

課題が確認された。刺激制御型 UI が求め

られる。 
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【ニーズ仮説（例）】  

就労中の本人にとって、通勤-作業のストレスとミスを減らすために、騒音対策と手順支

援を 1 つのワークフローに統合し、上司に「進捗と注意ポイント」を共有できる解決策が

求められる。 

（KPI 例）遅刻/欠勤、ミス件数、早退、疲労度（自己評価）、支援要請回数。 

（見える化）本人の負担にならない範囲で、遅延・疲労・困りごとのサインを上司/支援員

に共有できる仕組みを用意する。 

（作業支援）チェックリストは“手順の順番”だけでなく、ミスが出やすいポイントを赤

字で示す等、注意配分を補助する。 

（合意形成）イヤホン・パーテーション等の使用ルールを職場で合意し、合理的配慮とし

て位置づける。 

 

【開発が期待される製品】 

製品名 概要 開発が期待される理由 

実行機能サポート・

タスクナビアプリ 

作業工程を「一画面一工

程」で提示し、完了表示を

明確にする就労支援アプ

リ 

一度に多くの説明を受けると停止する特

性が確認された。工程分解と視覚提示は

就労定着に直結する。 

視覚化型マネーマ

ネジメントアプリ 

残高をバーや図で減少表

示し、1 日上限設定が可能

な金銭管理アプリ 

金額概念の抽象理解が困難な一方、視覚

化は有効との示唆があった。IC カード利

用拡大に対応した支援が必要。 

情報過多抑制ブラ

ウザ 

必要情報のみを抽出表示

する簡易ブラウザ 

情報過多により意欲喪失や頭痛が生じる

課題が確認された。刺激制御型 UI が求め

られる。 
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Ｃ：地域生活ステップアップ：グループホームの 30 代（生活自立支援） 

• 基本属性例：35 歳・GH・日中は通所/パート。 

• 特性/課題：金銭/時間管理が苦手、見落とし、手順定着に時間。 

• 支援環境：世話人・生活支援員・相談支援専門員等。 

• 機器/工夫：服薬支援（仕切り＋リマインド）、写真つき買物リスト、見守り等。 

• 導入条件：設定・保守がスタッフ負担にならない（テンプレ配布/遠隔メンテ）。 

• 阻害要因：機器間の連携不足、更新時の再設定、スタッフ交代での引継ぎ。 

 
【ニーズ仮説（例）】 

GH 生活者にとって、服薬・買物・外出の「自立度」を高めるために、チェックリスト/リ

マインド/見守りをホーム全体テンプレで一括管理し、スタッフ交代時も設定が引き継げる

解決策が求められる。 

 

（自立支援）成功体験を作るため、まずは服薬や買物など効果が見えやすいタスクから段

階導入する。 

（引継ぎ）スタッフ交代時に引き継ぐ項目（リマインド時刻、服薬内容、注意点）をフォー

マット化する。 

（運用）個人最適よりも“ホーム全体の標準化”を優先し、設定項目を最小限にして継続

性を確保する。 

 

【開発が期待される製品】 

製品名 概要 開発が期待される理由 

超堅牢型デジタル・

タスクボード 

壊れにくい専用端末で生

活手順を常時表示する機

器 

手作りタスクボードが自立の拠り所とな

っている。破損リスクと支援の継続性の

両立が課題である。 
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制限付き用途別決

済アプリ 

「用途別財布」をデジタ

ル再現し、上限超過不可

とする決済アプリ 

財布を用途別に分ける工夫が確認され

た。無制限利用は困難であり、制限設計が

必須である。 

トイレ・入浴手順ガ

イド（AR 型） 

公共施設や旅館等で使用

できる視覚的手順表示ツ

ール 

トイレ操作や入浴手順の混乱が報告され

た。環境が変わる場面での支援ニーズが

高い。 

 

Ｄ：未利用層の包摂：施設入所の 50 代（「簡単さ」と負担最小化） 

• 基本属性例：52 歳・施設入所・余暇は TV 中心。 

• 特性/課題：新しい機器への抵抗、口頭指示理解にばらつき。 

• 支援環境：介護職員・家族（来訪まばら）。 

• 現状：ほぼ未利用、または過去に断念（操作が難しい、壊れやすい、充電管理困難）。 

• 導入条件：ワンタッチ操作、壊れにくい、職員が一括で充電・更新できる。 

• 阻害要因：費用、制度情報不足、共同利用ルール。 

 

 

 

【ニーズ仮説（例）】 

施設生活者にとって、意思表示と家族交流を増やすために、写真・スタンプ中心の「押す

だけコミュニケーション」とビデオ通話を 1 台で簡単に使え、充電/更新は職員がまとめて行

える解決策が求められる。 

（家族連携）家族側の操作負担も考慮し、定時の通話枠や“写真を送るだけ”など簡単な関

わり方を用意する。 

（施設運用）充電・アカウント管理・通信設定を職員が一括で担えるよう、台帳とルール（持

ち出し、利用時間）を整備する。 

-22-



 

 
 

制限付き用途別決

済アプリ 

「用途別財布」をデジタ
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財布を用途別に分ける工夫が確認され

た。無制限利用は困難であり、制限設計が

必須である。 

トイレ・入浴手順ガ

イド（AR 型） 

公共施設や旅館等で使用

できる視覚的手順表示ツ

ール 

トイレ操作や入浴手順の混乱が報告され

た。環境が変わる場面での支援ニーズが

高い。 

 

Ｄ：未利用層の包摂：施設入所の 50 代（「簡単さ」と負担最小化） 

• 基本属性例：52 歳・施設入所・余暇は TV 中心。 

• 特性/課題：新しい機器への抵抗、口頭指示理解にばらつき。 

• 支援環境：介護職員・家族（来訪まばら）。 

• 現状：ほぼ未利用、または過去に断念（操作が難しい、壊れやすい、充電管理困難）。 

• 導入条件：ワンタッチ操作、壊れにくい、職員が一括で充電・更新できる。 

• 阻害要因：費用、制度情報不足、共同利用ルール。 

 

 

 

【ニーズ仮説（例）】 

施設生活者にとって、意思表示と家族交流を増やすために、写真・スタンプ中心の「押す

だけコミュニケーション」とビデオ通話を 1 台で簡単に使え、充電/更新は職員がまとめて行

える解決策が求められる。 

（家族連携）家族側の操作負担も考慮し、定時の通話枠や“写真を送るだけ”など簡単な関

わり方を用意する。 

（施設運用）充電・アカウント管理・通信設定を職員が一括で担えるよう、台帳とルール（持

ち出し、利用時間）を整備する。 
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（簡便性）機能を絞り、画面遷移を最小化する。誤操作しても戻れる設計を前提にする。 

 

【開発が期待される製品】 

製品名 概要 開発が期待される理由 

耐衝撃型支援タブ

レット（施設仕様） 

投擲・落下に耐える強化

端末と限定アプリモード 

機器破損が導入障壁となっている。破損

前提設計が普及条件となる。 

興奮兆候可視化セ

ンサー（支援者向

け） 

心拍・動作・声量等を解析

し色表示で警告するデバ

イス 

熟練職員は兆候を察知できるが、若手支

援者には困難。事故予防の観点から需要

が高い。 

音声起動型ナース

コール 

ボタン操作不要で音声に

より支援要請可能な装置 

身体的制約や操作困難者への対応が必

要。重度障害者施設での実用性が高い。 

 

Ｅ：高齢在宅：身体機能補助の継続利用（安全・介助負担軽減） 

• 基本属性例：50 代以上・在宅（家族介護やヘルパー併用）。 

• 課題：移動、排泄、入浴等の身体負担と事故リスク。 

• 機器/工夫：歩行器・車いす、排泄/入浴関連用具、住宅内の環境調整。 

• 導入条件：給付/補助情報、住宅改修も含む導入計画、介助者の導線に合うこと。 

• 阻害要因：価格、住宅改修の負担、介助者負担。 

 

【ニーズ仮説（例）】 

高齢在宅者にとって、移動・排泄・入浴の負担と事故リスクを減らすために、身体補助

用具と安全（見守り・アラート等）を組み合わせ、介助負担を下げる解決策が求められる。 

（安全）転倒・溺水等のリスクを踏まえ、見守りはアラート過多にならない閾値調整と、
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対応者（家族/ヘルパー）の役割分担を明確化する。 

（制度活用）給付・補助制度の情報提供と申請支援が導入の成否を左右する。カタログ提

示だけでなく、ケアマネ等と連携した導入計画が必要。 

 

【開発が期待される製品】 

製品名 概要 開発が期待される理由 

通帳 GPS デバイス 通帳等に装着可能な小型

位置確認デバイス 

紛失と盗難誤認のリスクがあり、本人意

思尊重と家族安心の両立が求められる。 

てんかん予兆検知

ヘッドギア 

脳波や動作変化を検知し

発作兆候を通知する装置 

転倒事故リスク軽減が重要課題。知的障

害との併存率が高い。 

自動運転型屋内車

椅子 

施設内で目的地まで自律

移動する車椅子 

支援者負担軽減と人手不足対策の観点か

ら需要が見込まれる。 

 

開発が期待される製品（ペルソナの想定ニーズ別）については、ペルソナの想定ニーズや

課題に対する機能別に整理したが、各ペルソナの枠を超えても有益なものも存在する。 

 

（６）まとめ・考察 
本調査の分析にあたっては、年齢、障害特性、居住形態、就労状況などの属性によるク

ロス集計に加え、自由記述の質的分析を行い、さらに生活状況を反映した A～E 型のペルソ

ナ分類を実施した。これにより、単なる利用率の把握にとどまらず、生活環境と機器活用

の関係性を立体的に整理した。 

 

 

図１：支援機器活用モデル（生活場面×運用設計） 

支援機器活用モデル（生活場面×運用設計）

①困難の把握（生活場面） ②解決手段（機器・環境） ③運用設計（支援体制）

④成果（生活の変化）

生活・就労・余暇
困難は単独だけでなく連鎖する
例：
外出困難→社会参加減少→
経験不足→不安増大→外出困難

ICT／非ICT／共有端末
感覚過敏／視覚支援／AAC（拡
大代替コミュニケーション／生活
行為
“端末前提”ではなく“運用前提”

誰が支援するか
誰がトラブル対応するか
引き継ぎ・標準化（グループ
ホーム／施設）
職場における合意（就労）

QOL・社会参加機会の拡大
自己決定の増加
支援負担の軽減
継続利用（成熟度の向上）

※普及・定着のポイントは、「価格」だけでなく、導入後の伴走支援（設定・調整・更新・安全）も重要である。
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１）ICT 基盤格差の可視化と実装上の示唆 
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３）価格よりも“運用設計”が定着を規定 
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い」ことが普及の大きな阻害要因として指摘された。導入支援だけでなく、日常的に使い
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４）ペルソナ A～E 型による実装モデル化（図 2） 

本事業の大きな成果は、利用実態を 5 類型に整理し、導入条件まで含めてモデル化した

点にある。 

図 2 は、これらを「生活場面 × 運用主体」の二軸で整理し、設計思想の違いを可視化

している。 
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図 2：ペルソナ A 型～E 型の位置づけ（運用主体×生活場面） 

 

ペルソナ分類 特徴・ポジション 

Ａ型：学齢期・見通し支援型 

 

家庭と学校を往復する生活構造。 

成功の鍵は「共有設計」。本人主体性が高い領域

に位置。 

Ｂ型：若年就労・実行機能支援型 

 

通勤・作業環境が課題。 

職場合意が不可欠。本人主体×社会参加側。 

Ｃ型：GH 生活・自立促進型 

 

標準化・引継ぎ容易性が重要。 

支援者関与が相対的に強い。 

Ｄ型：施設入所・未利用型 

 

簡便性と職員一括管理が鍵。 

組織主体型に位置。 

Ｅ型：高齢在宅・身体補助型 

 

安全確保と制度連動設計が重要。 

支援者主体型。 

 

５）活用段階プロセスの提示 

支援機器活用は単純な「利用／未利用」の二分法では捉えられない。したがって、本事

業では次の４段階で整理した。 

 

段階 状態 

Stage0 未接触 

Stage1 試行導入 

Stage2 定着利用 

Stage3 拡張活用 
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導入から活用では「機器性能」ではなく「生活への組込み度」で評価される。特に重要な

のは、Stage1→Stage2 移行であり、ここに伴走支援設計が集中する。 

 

 

図 3：支援機器の活用段階プロセス 

 

【分析上の留意点】 

・有効回答 589 件のうち本人回答は 18.5％であり、代理回答が多数を占める。 

・設問ごとに母数が変動する。 

・複数機器併用のため単純比較は限定的である。 

 

 

６）高齢・重複障害の論点 

高齢層では身体補助系機器の利用が高く、発達障害特性を併せ持つ層では感覚調整・意

思伝達支援のニーズが重層的に存在する。単一カテゴリではなく「複合ニーズ」として支

援設計する必要がある。 

 

７）分析結果から導かれる設計原則 

本調査で整理した支援機器活用モデルおよび活用段階プロセスから、支援機器の普及・

定着に向けた設計上の原則が導かれる。以下にその要点を整理する。 

• 支援機器利用は、年齢・障害特性・居住形態で大きく分化しており、同じ機器カテゴ

リでも「目的」「運用条件」が異なる。 

• 共通課題は「価格」と「導入後の運用支援（設定・調整・安全）」であり、特に発達障

害特性や感覚過敏を伴う層では、環境調整と手順支援の併用が必要。 

• ICT 保有率が低いため、スマホアプリ前提の施策だけでは未利用層を取りこぼす。共

用端末・施設運用・レンタル等を含む段階設計が求められる。 

支援機器の活用段階のプロセス

Stage 0
未接触

各段階で必要となる支援要素

・機器未経験
・情報不足
・体験機会なし

Stage0 → 1 ： 体験機会の提供、制度情報の提供、初期設定支援
Stage1 → 2 ： 設定・調整支援、トラブル対応、運用の標準化
Stage2 → 3 ： 活用場面の拡張、本人主体性の強化、成果の評価（KPI）

Stage 1
試行導入

・短期利用
・支援者主導
・効果は限定的

Stage 2
定着利用

・生活に組込み
・本人の理解向上
・運用安定

Stage 3
拡張活用

・複数場面の対応
・自己決定場面の
拡大

・QOLの向上
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• 自由記述からは「支援者がいない」だけでなく「支援が必要な場面があること」が行

動制約になっていることが読み取れ、場面単位での支援設計が重要。 

• 支援機器の導入・活用は、機器単体では完結せず、支援者の理解や関与の程度によっ

て大きく左右される。特に、機器の選定、設定、運用、トラブル対応において支援者

の役割は重要であり、支援者側の知識・理解の向上が普及の前提条件となる。 

 

８）運用前提設計と実装上の留意点 

支援機器は単体で完結するものではなく、導入後の設定、調整、トラブル対応、費用負

担、倫理的配慮を含む運用設計によって成果が規定される。以下に実装上の主要論点を整

理する。 

①“端末前提”ではなく“運用前提”で設計する：誰が設定し、誰がトラブル対応し、どこ

まで本人が担うのかを先に決める。 

②“場面”で切る：生活・就労・余暇で必要機能が異なるため、場面ごとに最小構成を定義

する。 

③“標準化と個別化”の両立：GH・施設では標準テンプレで継続性を確保し、在宅・就労で

は個別調整で適合度を高める。 

 

本調査結果は、端末前提ではなく運用前提で設計すること、生活場面単位で支援を構築

すること、さらに TCO（総保有コスト：Total Cost of Ownership）視点で評価することの

重要性を示している。 

 本調査で提示した活用段階プロセス（Stage0～3）は、「利用経験の有無」ではなく生

活への組込み度で整理する枠組みである。 

 在宅と施設で ICT 環境が異なるため、同一ソリューションでも提供形態を変える必要

がある（個人端末モデル vs 施設運用モデル）。 

 感覚過敏やコミュニケーション困難など「目に見えにくい困難」は、本人の状態変化

（疲労、ストレス）に連動する。短期の支援効果だけでなく、継続利用による QOL・参

加機会の変化を評価指標に含める必要がある。 

 安全性・プライバシー（見守り、録音/録画、位置情報等）は、本人同意と支援者運用

の両立が論点となる。説明可能性とデータ共有範囲の設計が必須。 

 

加えて、価格は単価のみで判断すべきではなく、維持費（通信費、消耗品、故障時交換）

や人的コスト（設定・研修・支援員の稼働）を含めた TCO の視点で捉える必要がある。 

また、支援機器が単体で完結しないケースが多い。複数機器を併用する際の相互運用（通

知の統合、ID 管理、設定の引継ぎ）が弱いと、スタッフ負担が増え継続利用が難しくなる。

現場運用を前提に、標準テンプレや設定パッケージ化の検討が有効である。 

 

９）ＡＩ等の新技術の活用可能性 

検討会においては、支援者不足や操作支援の課題に対して、ＡＩの活用可能性が指摘さ

れた。特に、本人の理解度に応じて情報を分かりやすく提示する機能や、トラブル時の対

応支援などは、知的障害者の自立支援に寄与する可能性がある。今後は、支援者による支

援とＡＩ等の技術的支援を組み合わせた新たな支援モデルの検討が求められる。 
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（７）今後の課題と検討事項

①今後の課題

本調査を通じて明らかになったのは、支援機器活用は「製品導入」ではなく「生活設計」

であるという点である。端末前提ではなく運用前提で設計すること、生活場面単位で最小

機能から導入すること、そして地域の関係各所が継続的に障害者と繋がり、ライフスタイ

ルに応じた障害者の各層の課題に対して連携して支援する協力体制の構築が求められる。

現在、国が推進する支援機器普及啓発促進事業において、各地域に登録・設置が進めら

れている「支援機器の開発・活用を促進する支援ネットワーク（以下「支援ネットワーク」

※）」の活用などによる伴走支援を実施することが、普及の鍵と考えられる。 
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 導入後の運用支援体制の整備（Stage1→2） 

 生活場面単位での実証研究 

 成果評価指標（QOL・参加機会）の標準化 

 導入から活用までの総費用 TCO（Total Cost of Ownership：総保有コスト）の視点導入 

 支援機器に関する情報提供および相談窓口の整備（学校卒業後を含む継続支援） 

 教育（特別支援学校等）から卒業後の支援への移行における断絶の解消 
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地域の支援ネットワークにて連携する機関及び団体 

②検討事項

本調査では、知的障害者の支援機器活用は、単に機器を導入するか否かではなく、生活

場面、運用主体、導入後の伴走支援の有無等によって成果が大きく左右されることが示唆

された。今後の検討会においては、調査結果を踏まえつつ、支援機器の普及・定着に向け

た取り組みや運用モデルの具体化を進める必要がある。以下に、今後の主要な検討課題（案） 
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を整理する。 

１）支援機器活用における「対象層」の優先順位付け

２）ICT 前提の支援と非 ICT 機器の位置づけ

３）導入後の「伴走支援」を誰が担うか（役割分担の整理）

４）運用の標準化と個別最適のバランス

５）本人の主体性と安全性の両立（倫理的・実務的論点）

６）成果の確認の枠組み

７）普及施策における費用設計（TCO の視点）

８）実証研究の設計（フィールド実装の進め方）
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３．関連資料 

（１）調査結果のサマリー（Power Point 版）
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（２）ヒアリング調査の結果詳細 
 

＜A：学齢期・見通し支援型＞ 

①特別支援学校 

１. 基本情報 

10 代女性で家族と同居し、自宅から特別支援学校に通学している生徒を想定している。重

度の知的障害特性を有し、視覚支援用具の利用経験がある。携帯電話・スマートフォン・

PC の利用経験はあるものの、文字を書くことに強い困難を抱えている。 

 

生活上の困難としては、金銭管理、服薬管理、外出や買い物場面での支払い、自身の意思

を適切に言語化して伝えることなどが挙げられる。特に学習場面では、文字を書くこと自

体が負担となり、思考や理解内容を十分に表現できないことが本人のもどかしさにつなが

っている。 

 

■アンケート回答時に想定した生徒について 

当該生徒は、文字を書くことができないことに対して葛藤やもどかしさを感じている様子

があった。文字で表現できなくても意思が伝わることを重視し、その生徒に適した「伝達手

段」として絵文字によるコミュニケーションを活用している。生徒がイメージした絵文字を

組み合わせることで言語表現につなげる指導を行う場合もある。 

特別な支援機器に限定せず、既存の機能を活用しながら最大限意思を伝える方法を採用し

ている（例：「女の子＋女の子＋飛び上がる」＝チアリーディング）。 

 

２．アンケートの回答者を含む学生の学校生活 

【前提】本校は大学附属校であり入学時に選抜を行っている。そのため、一般的な県立特別

支援学校の児童・生徒と比較すると、知的水準は相対的に高い傾向がみられる。 
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■iPad を使用した教育 

GIGA スクール構想の推進により、各校において iPad を活用した教育環境の整備が進んで

いる。本校においても、「iPad をいかに工夫して活用するか」が校内の重要な検討テーマとな

っている。具体的には、生徒一人ひとりに適した活用方法や学習内容を模索する取組を進め

ている。 

iPad は 1 人 1 台体制としており、小学部・中学部では貸与、高等部では就学奨励費を活用

して購入する形をとっている。iPad の基本操作やインストールされているアプリケーション

についても、学校で指導を行っている。フィルタリング機能を設定した上で、「判断に迷う場

合は相談する」「保護者と共に使用する」といった指導を含め、日常生活での活用も視野に入

れた情報リテラシー教育を実施している。 

iPad は生活支援や余暇活動に有用である一方、過度な依存を防ぐ観点から、適切な使用方

法についても授業内で指導している。 

授業では主に「ロイロノート・スクール」（アプリケーション）を活用している。ID で接続

することにより、資料共有や生徒端末の画面管理、教員資料の一斉提示が可能である。アプ

リケーションには、成果物共有用のフォルダ機能があり、写真等も保存できることから、活

用頻度は高い。また、ひらがな表記や文字サイズ変更が可能であり、生徒の特性に応じた表

示調整ができる。 

iPad を使用して何かを検索する際は、中高生徒はキーボードでローマ字打ちを基本とし、

学生によっては画面に出てくる日本語で入力したり、音声で調べる人もいる。アプリケーシ

ョンのダウンロードおよび設定は原則として教員が管理しており、生徒が自由にダウンロー

ドできないよう制限を設けている。 

本来は家庭へ持ち帰り、学校での学習内容を保護者と共有することが望ましいが、現状で

は課題がある。小学部および中学部では、原則として校内のみで使用している。 

 

＜iPad 活用場面①認知・コミュニケーション＞ 

・トーキングエイド for iPad 

・Drop Tap（ドロップタップ） 

対人関係や言語表出に困難が生じやすい生徒への支援として、「トーキングエイド for 

iPad」や「Drop Tap」を活用し、自身の希望や感情を伝える手段として使用している事例が

多くみられる。 

知的障害のある児童生徒にとって、思考内容を言語化することは容易ではない。これらのツ

ールは言語とイラスト・写真が併用されており、文字のみよりも視覚情報があることで選択

しやすくなっている。学生が何を手掛かりとして認識しているかにもよるが、良く使用され

ている。 

主な活用場面は教師と生徒間である。生徒同士での活用は十分に広がっているとは言えな

い。自分の訴えたいことを大人に伝えるため、自分から働きかける児童もいる。なお、近年

は文字盤の使用はほとんど見られない。 

 

＜iPad 活用場面②肖像権や社会のルール＞ 

カメラ機能：カメラ機能の活用にあたっては、肖像権や他者が写り込まないよう配慮する必

要性についても指導している。郊外で写真を撮影する機会があるため、校外学習等で実際に

撮影し、その内容を確認しながら学習を行っている。 
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＜iPad 活用場面③余暇活動・先生から学生への説明場面＞ 

YouTube：余暇活動の一環として YouTube を活用している。また、授業において動画を用いて

内容説明を行う場合もある。 

 

＜iPad 活用場面④忘れ物防止＞ 

リマインド機能：高等部では、忘れ物が多い生徒がリマインド機能を活用し、家庭で翌日の

持ち物を確認することで忘れ物が減少した事例が報告されている。 

 

■学校生活における場面別の用具活用例 

＜時間管理・スケジュールの把握＞ 

・絵カード／タイマー（数字のタイマー、デジタルタイマー、iPad） 

タイマーは短時間の作業であっても見通しを持たせる目的で使用しており、視覚的に理解

しやすい製品も活用している。文字情報よりも視覚情報の方が理解しやすい生徒が多いため、

校内掲示は「文字＋絵」を基本としている。時間管理やスケジュール把握については、主に

アナログ手法を用いており、絵カードの活用が中心である。これらの場面における iPad 活用

事例は多くない。 

 

＜気持ちを落ち着けるための支援＞ 

イヤマフ／カームダウン室 

イヤマフについては、必要に応じて生徒自身が判断して着用するケースもみられる。校内

にカームダウン室を設置し、生徒の特性に応じた環境調整を行っている。専用室が使用でき

ない場合には、別室へ移動するなど柔軟な対応を行っている。 

 

＜体に合わせた調整＞ 

足部の不安定さや姿勢保持の困難さがみられる生徒に対しては、個々の身体状況に合わせ

た靴底（インソール）を使用することがあり、知的障害のある児童生徒において比較的多く

みられる支援方法である。 

 

＜医療を受けやすくするための工夫＞ 

 健康診断ごとの手順書および手作りの健診補助用具 

 某大学歯学部で使用されなくなった歯科用ユニットの活用 

 医療受診時に、医療機器への不慣れさから恐怖や抵抗感を抱く生徒は少なくない。これ

に対し、日常的な検診の段階から、絵と文字を組み合わせた手順書を用いて検査内容を

事前に理解させるとともに、実際に使用する器具に触れる機会を設けることで、視覚的・

触覚的な慣れを促している。(その結果、概ね 3 年程度の継続的取組により、拒否感が軽

減し、円滑に検診を受けられるようになる事例がみられる) 

 近年、医療機関で血圧測定が求められる機会が増えていることから、年 1 回の健康診断

において実際に血圧測定を体験させる取組も実施している。 

 

■その他ＩＴ機器の活用 

＜スマートフォン＞ 
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 中学部まではスマートフォンの持ち込みを原則禁止としている。ただし、日常的に使用

している生徒については、校内では鞄に入れて保管し、必要時のみ使用することとして

おり、主に帰宅時の連絡手段として活用している。 

 高等部ではスマートフォンの所持率・利用率が大きく上昇する。中には、飲食店検索ア

プリ（「食べログ」等）を用いて店舗を調べ、実際に訪れる生徒もみられる。 

＜PC＞ 

 PC の使用頻度は極めて低い。約 4 年前にタブレット端末の 1 人 1 台体制が整備されて以

降、PC の活用はほとんど行われていない。 

 

■その他の学校生活について 

＜学校を出た後に向けた学習＞ 

 高等部では職業実習が開始される。1 年次には、企業から受託した業務を校内で実施する

形で職業体験を行っている。 

 2・3 年次には、各 2 週間の企業実習を年 2 回（夏前・秋）実施し、生徒に適した就労先

を模索している。就労先は、一般企業、就労継続支援 A 型、就労継続支援 B 型等がある。 

 作業環境において周囲の音が気になる場合には、耳栓の使用や音楽を聴きながら作業を

行うなどの調整を行っている。 

 卒業後の生活様式や就労形態を想定し、移動手段や利用方法の変化も見据えた学習を行

っている。 

 「大きな声が聞こえて不快な場合はイヤマフを使用する」等、具体的場面を想定した指

導は行っている。しかし、就労後に全く同一の状況が生じることは少なく、学習内容の

応用が難しい場合がある。 

⇒ 同一条件下での反復が難しい場合、経験と実際の場面が結びつきにくく、汎化（応

用）が課題となる。一方で、バス通学時の IC カードへのチャージなど、場所や状況が

比較的一定で反復可能な活動については、自立につながる可能性が高い。 

 

＜卒業後＞ 

 卒業後の就労形態や就業先にもよるが、学校在学中のような支援機器の継続使用につい

ては、あまり事例が聞かれない。学校環境と職場環境との間に使用機会の差異があるこ

とが一因と考えられる。コミュニケーションツールは使用できることはあると思うが、

それ以外の所ではあまり聞かない。 

 学校としては、卒業後 3 年間は就業先を訪問し、状況確認を行っている。今後は、在学

中に iPad で習得した技能を卒業後の生活や就労にも接続できる可能性について検討し

ている。 

 

３．学校生活における場面別の課題 

■お金の学習 

金銭の「管理」まで到達することは難しい場合が多く、まずは「使用」に焦点を当て、社

会参加につながる学習として位置付けている。 

 障害程度が比較的軽度の生徒については、iPad を活用した貯金管理やスケジュール管理

へ発展させたいという課題意識がある。 

 お金の学習として「貯金学習」を取り入れて実際に貯金をしに行くこともあるが、貯金
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 卒業後の生活様式や就労形態を想定し、移動手段や利用方法の変化も見据えた学習を行
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 「大きな声が聞こえて不快な場合はイヤマフを使用する」等、具体的場面を想定した指
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応用が難しい場合がある。 

⇒ 同一条件下での反復が難しい場合、経験と実際の場面が結びつきにくく、汎化（応
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＜卒業後＞ 

 卒業後の就労形態や就業先にもよるが、学校在学中のような支援機器の継続使用につい

ては、あまり事例が聞かれない。学校環境と職場環境との間に使用機会の差異があるこ

とが一因と考えられる。コミュニケーションツールは使用できることはあると思うが、

それ以外の所ではあまり聞かない。 

 学校としては、卒業後 3 年間は就業先を訪問し、状況確認を行っている。今後は、在学

中に iPad で習得した技能を卒業後の生活や就労にも接続できる可能性について検討し

ている。 

 

３．学校生活における場面別の課題 

■お金の学習 

金銭の「管理」まで到達することは難しい場合が多く、まずは「使用」に焦点を当て、社

会参加につながる学習として位置付けている。 

 障害程度が比較的軽度の生徒については、iPad を活用した貯金管理やスケジュール管理

へ発展させたいという課題意識がある。 

 お金の学習として「貯金学習」を取り入れて実際に貯金をしに行くこともあるが、貯金
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をして使おうとしても、まずお金の感覚を持てていない。金種の理解、3～4 桁の数字理

解、価格と所持金の比較などに困難があり、実際の支払い行為に結びつきにくい場合が
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 学習はするものの、実店舗では他の客が待っている状況下で十分に考えることが難しく、

支払い行動が定着しにくい場合もある。 

 バス通学の生徒については、IC カードや携帯端末でのチャージ行為を反復することで、

自立的に実施できるようになるケースがある。自分で実感をすることは知的障害におい

て重要な部分でもある。実生活で直面する具体的課題（例：残額不足により乗車できな

い状況）への対応経験は、技能の定着につながりやすい。 

 

■公共交通機関 

 校外学習前に実際にバスへ乗車し IC カードの使用方法を学ぶことや、授業内で経路検索

を行うことはあるが、一過性の学習にとどまることが多い。また、一般向け経路検索ア

プリは表示情報が多く、視認性に課題がある。どこを見れば良いか分からない、文字を

捉えられないということもあるため、障害特性に配慮した、より簡潔で理解しやすい表

示形式のツールがあれば有用と考えられる。 

 

■デジタル活用への課題 

 入学直後から iPad が貸与されるわけではないため、即時確認可能なアナログ手法が依然

として活用されている。デジタル表示は一定時間で画面が暗転するなど、常時視認でき

ないという課題がある。常に視界に入る掲示物は、随時確認できる点で知的障害の特性

に適している側面がある。 

 学習用アプリは存在するものの、必ずしも学習意欲や学力向上に直結するとは限らない。

例として、文字なぞりアプリは楽しさを伴う反面、「遊び」の側面が強く、学習動機付け

に十分結びつかない場合もある。 

 

４．今後の展望 

■デジタルの活用 

 iPad 関連の新たなサービスが次々と登場する中で、教員として把握している情報や活用

方法については、生徒へ積極的に還元していきたいと考えている。 

 近年では、児童生徒の情報を入力すると、その特性に応じた学習内容を提案するアプリ

ケーション（熊本大学開発）も登場している。これらは教員の業務負担軽減（働き方改

革）の観点からも活用が期待されるが、提示される内容がどの程度妥当であり、実態に

即しているかについては慎重な検討が必要である。 

 

■合理的配慮に基づいた対応 

 本校は知的障害特別支援学校であるため、入学選抜において認知能力のみを評価基準と

はしていない。むしろ、提示された環境の中でどのように行動し、どのように関わろう

としているかといった適応の様子を評価の観点としている。そのため、学力水準が一定

であることを前提としているわけではなく、支援ニーズの高い生徒も在籍している。生

徒間の個人差は大きく、個々の状況をどのように把握し支援していくかが重要な課題と
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なっている。自らの意思や感情を言語化できる生徒もいれば、表出が困難な生徒もいる。 

 福祉機関、医療機関、学校が連携し、必要に応じてケース会議を開催することで、対象

生徒の行動の背景を多面的に解釈している。加えて、保護者との継続的な情報共有を通

じて理解を深めている。 

 意思決定支援については学習として取り組んでいるが、「否定的な意思表示をすると叱責

される」という誤学習につながる可能性がある点は課題である。例えば給食指導におい

て一方的に摂食を促し続けると、「意思表示をしても受け入れられない」と学習してしま

う恐れがある。国の方針としても、合理的配慮の観点から、本人の参画を前提とし、そ

の意思を尊重した意思決定を行うことが求められている。意思表出が困難な生徒につい

ては、学校側の一方的な解釈とならないよう、保護者と連携しながら慎重に意思を読み

取るよう努めている。 

 

■今後あるとよいサービス 

 知的障害のある利用者を想定すると、既存アプリケーションがより簡潔な構成（やさし

い日本語、読み上げ機能等）となれば、活用可能性は大きく広がると考えられる。具体

例として乗換案内アプリが挙げられる。認知機能が比較的高い生徒であっても、情報量

の多さや文字情報の処理に困難を抱える場合があるため、表示の簡素化が望まれる。 

 

 

＜B 型：若手就労者：通勤と作業品質の両立＞ 

②鳥取県在住 

１. 基本情報（アンケートによる事前情報概要） 

■本人・支援者の関係：母親 

■年齢層：10 代（アンケート回答時）⇒19 歳 

■現在の生活場所：自宅（家族同居） 

■日中の生活：日中の生活：2025 年 4 月より就労継続支援 B 型事業所にて就労開始 

＜アンケートによる事前情報概要＞ 

10 代、ASD（自閉スペクトラム症）および社会不安症の診断がある。家族と戸建住宅で同

居。視覚支援用具の使用経験があり、携帯電話・スマートフォンを利用している。移動に

困難があり、情報量が過多になると意欲が低下する傾向がある。アンケート回答時点では、

就労に関する手続き等は主に母親が代行しており、本人のみでの対応は困難であるとの回

答があった。 

■現在使用している支援機器・アプリ・用具（アンケートより抜粋） 

福祉用具：視覚支援に関わる用具（スケジュール管理等）、パーテーション等、視覚刺激を

調整する用具、イヤマフ等、不快な音刺激を軽減する用具 

ICT：携帯電話・スマートフォン（私的な調べ物、趣味活動、写真撮影等に使用）） 

 改良して欲しいこと：支援してくれる人かいないと使えないものがある 

 生活での不便と思う事：お金の管理をするとき,外出するとき,買い物をするとき,食事

をするとき トイレにいくとき（お金の支払いが難しい,公共交通機関（バス・電車）

に乗るのが難しい,公共施設（役所・公民館・図書館）を使うのが難しい） 

 ふだんの生活で困ること：情報が多すぎると、頭が痛くなり、なにもする気力がなく
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答があった。 

■現在使用している支援機器・アプリ・用具（アンケートより抜粋） 

福祉用具：視覚支援に関わる用具（スケジュール管理等）、パーテーション等、視覚刺激を

調整する用具、イヤマフ等、不快な音刺激を軽減する用具 

ICT：携帯電話・スマートフォン（私的な調べ物、趣味活動、写真撮影等に使用）） 

 改良して欲しいこと：支援してくれる人かいないと使えないものがある 

 生活での不便と思う事：お金の管理をするとき,外出するとき,買い物をするとき,食事
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なる。できなくなる。 

 仕事の中での困り事：書類の内容が分かりづらい,相談相手がいない,WEB ミーティン

グの使い方が分からない,コミュニケーションを取りづらい,作業内容が分かりづら

い,障害のことを理解した支援を受けることができない 

 お楽しみの時間の困り事：旅行へ行くとき,スポーツをするとき,映画・コンサート・

美術館・カラオケ等にいくとき（お店に入りづらい,支援してくれる人がいない,サー

ビス・ルール等の内容が分かりづらい,施設の設備の使い方がわからない,いろいろな

情報を手に入れにくい,障害のことを理解した支援を受けることができない） 

 助けがあると良いこと：コミュニケーション,移動,食事,スケジュール管理,時間の管

理,お金の管理,ICT 機器の利用 

 出来るようになりたいこと：他の人といろいろな話をしてみたい,スムーズに移動した

い,お金を管理したい,落ち着いて生活や仕事がしたい,こんな仕事をしてみたい 

■主な支援者：母親 

■障害の特性： 

 平成 28 年に自閉スペクトラム症（ASD）と診断され、そのほか社会不安症、知的障害、

偏食症の診断を受けている。知的障害も認められるが、特性としては ASD の影響がより

強い。 

 療育手帳は未取得であるが、令和 5 年 8 月に精神障害者保健福祉手帳を取得している。

同手帳は 2 年ごとの更新制であり、福祉支援との継続的なつながりを維持する目的もあ

って取得したものである。現在、服薬は行っていないが、手帳更新等のため半年に 1 回

精神科を受診している。 

 感覚過敏があり、特に朝の気候や気圧の変化により体調が左右されやすい。 

 一度に多くの情報を提示されると、思考が停止してしまうことがある。本人の関心や問

いと異なる情報が提示されると、混乱を覚える様子がある。 

 会話については第三者が補足・仲介することで理解が進むが、単独では内容把握が難し

い場合が多い。例として、テレビ番組におけるお笑いのやり取りなど、文脈依存の内容

の理解は難しい。 

 聴覚情報の処理が苦手であり、音声のみの情報理解は困難である。テレビ視聴時は字幕

を活用して内容理解を補っている。聞き取りにくいこともあるが、何となくわかってい

たりする。特に連続ドラマ等は字幕と併用して理解している。字幕利用は当初、祖父母

の聴力低下への対応として始まったが、結果的に本人にとっても理解を助ける有効な手

段となっている。 

 文字の読み取り自体は可能であるが、理解には強い集中を要し、著しく疲労する。読み

取った情報を意味として処理・変換することに困難がある。絵文字や紙媒体よりも、タ

ブレット端末の表示の方が理解しやすい傾向がある。 

 高周波音に対する過敏さがあり、ラジオ音声等は不快感を生じる場合がある。周波数帯

により受容可否が異なる。一方で、ゲーム音楽など特定の音は好ましく感じている。 

 

■本人の好きなこと 

 料理への関心が高く、自ら調理し、家族等に食べてもらいたいという意欲がある。 

 ゲームへの関心が非常に高い。学生時代に学校では PC でゲームをしており、「桃太郎電

鉄」の教育版が出た時には校長先生に直談判して使えるようにしてもらった。「Minecraft 
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Education Edition」も活用し、制作物を学習発表会で発表している。 

 ピアノ演奏を行っており、YouTube 上の鍵盤動画を参考に独学で練習している。学習発表

会で発表もしている。家族のリクエストをもとに楽曲を検索し、反復練習をしている。

習い事としてではなく、養護学校の時はピアノの先生にみてもらい一緒に演奏していた。 

 筋力トレーニングにも取り組んでいる。 

 

■日中活動の様子（就労継続支援 B 型事業所） 

 就労継続支援 B 型事業所に週 3 回通所している。9：00～9：30 に施設のお迎えがあり、

13:30 くらいに帰宅する。 

 主な作業は軽作業（車部品関連、箱折り等）であり、水曜日は併設カフェにてコーヒー

提供や接客も担当している。接客には当初苦手意識があったが、来店者が地域住民中心

であることから、現在は前向きに取り組んでいる。 

 就労先の検討段階では母親が候補を探し、見学・実習を経て現在の通所に至っている。 

 小学校時は対人不安からスクールバス利用が困難であったが、現在の事業所環境には適

応している。職員の雰囲気が本人に合っており、施設の方が迎えに来るまでは 1 人で過

ごせる。 

 頭痛等の体調不良時には、職員へ自ら申し出ることができている。 

 体力面に課題があるため、当面は B 型事業所での安定通所を目標とし、将来的に一般就

労を視野に入れている。過度な負担が就労意欲低下につながらないよう、無理のない範

囲での就労継続を重視している。 

 職場では対人関係への配慮がなされており、環境調整も柔軟に行われている。職場の人

たちは丁寧に話しかけてくれて、状況に応じて部屋を変えてくれたりする。 

 状況に応じた「おおよそ」の判断が難しく、カフェなどで、人数変動時の分量調整など

では逐一論理的に計算しようとする傾向がある。 

 現在は皆勤を目標として通所を継続している。 

 

２. 活動場面ごとの利用実態 

（生活の中で使用している機器の場面と背景） 

＜効果：本人の心理的安定＞ 

■パーテーション 

└【使用場面】在学時、学校で疲労を感じた際 

└【背景】特別支援学校では異学年が同一教室で学ぶ場合があり、多様な特性のある児童生

徒が同空間にいる。その視覚・聴覚刺激により疲労が増し、休息時に他者から見ら

れることへの抵抗感があった。 

└【使用方法】本人の「壁を作ってほしい」との要望に基づき、教員がパーテーションを設置

し、視覚的・物理的に他の生徒との接触を避けられる環境を整えていた。 

 

＜効果：本人の理解を促す＞ 

■ホワイトボード 

└【使用場面】在学時の学校生活（家庭では同様の詳細対応は実施していない） 

└【背景】文章形式の説明では理解が困難であったため。 

└【使用方法】「●月●日／●時／●へ行く」といった単語中心の簡潔な表記とし、終了後は
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Education Edition」も活用し、制作物を学習発表会で発表している。 
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ごせる。 

 頭痛等の体調不良時には、職員へ自ら申し出ることができている。 
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■ホワイトボード 

└【使用場面】在学時の学校生活（家庭では同様の詳細対応は実施していない） 

└【背景】文章形式の説明では理解が困難であったため。 

└【使用方法】「●月●日／●時／●へ行く」といった単語中心の簡潔な表記とし、終了後は
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消去するなど、視覚的に整理された形で提示していた。小学校期から実施され、特

別支援学校においても同様の支援が継続された。 

 

＜過去に使用し、成長とともに不要となったもの＞ 

■絵カード：幼児期に言語支援の一環として使用していたが、現在は使用していない。 

 

＜購入したが、ほとんど使用していないもの＞ 

■イヤマフ：購入したがあまり使用しなかった。締め付け感や圧迫感への不快感、装着姿を

他者に見られることへの抵抗感があり、家庭内で時折使用するにとどまった。 

■デジタルイヤホン：自ら操作・設定を行う必要がある点が負担となっている。ワンタッチ

操作ではなく、長押しや複数工程を要する操作が難しい可能性がある。 

■ノイズキャンセラー：ノイズキャンセリング機能付き機器についても同様に操作負担が大

きく、使用に至っていない。 

■耳栓：装着感等が本人に合わず、継続使用には至らなかった。 

 

（IT 機器） 

■スマートフォン 

 現在、スマートフォンは所有していない。 

 スマートフォンを持つ場合、緊急時の連絡手段として活用できる可能性がある。また、

金銭管理機能等も活用可能であることから、家族としても仕組みを理解する必要性を感

じている。 

 ただし、画面の小ささから視認性に課題があり、タブレット端末の方が適していると考

えられている。 

■タブレット 

 主な用途は愛犬の写真撮影およびゲーム利用である。メモ機能の活用や一般的な情報検

索はほとんど行っていない。ゲームの内容を調べたいときに検索をしている。「Minecraft」

等のゲームを通じて語彙や概念を習得している側面がある。 

 

３.生活の工夫 

■家族との調整 

 祖母が同一内容を繰り返し尋ねる状況に対応するため、家庭内でホワイトボードを用い

た情報共有を行っている。妹の状況に関する問いかけが繰り返されることが本人の心理

的負担となるため、家庭全体で配慮・調整を行っている。 

 

■ポイント制ルール 

 ゲーム利用時間をポイント制で管理する仕組みを導入しており、過度なゲーム利用を防

ぐことを目的としている。 

 例えば、学校に行ったら●ポイント、宿題できたら●ポイントというように、登校や課

題実施等の行動に応じてポイントを付与する仕組みである。 

 

■本人による体調管理 

 頭痛時には角砂糖等で糖分補給を行うなど、一定の自己対処行動をとっている。 
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４.困ったこと 

■参考となる人・情報の不足 

 類似した特性や状況にある参考事例が身近に見当たらなかった。自閉症協会等で情報収

集を行ったが、特性のタイプが異なる事例が多く、十分な参考とはならなかったため、

最終的には家族が独自に情報を探している状況である。困難の内容は個々に大きく異な

ることを実感している。 

 就労支援事業所に関する基礎情報も十分とは言えない。多人数が集まる場への参加自体

に心理的ハードルがある。e スポーツを取り入れた事業所の体験利用も行ったが、「ゲー

ム活動と報酬との因果関係」が本人の中で十分に理解・納得できなかった。本人にとっ

ては、活動の目的や意義が明確であることが重要である。 

 本人自身も、困難が生じた際に他者へ相談することへの心理的ハードルが高い。相談先

や適切な支援者が分からないことも課題となっている。 

 

５.活動場面ごとのエピソード 

■お金の管理 

 金銭管理は現在も母親が行っている。小学校 2～3 年頃からお年玉を本人に渡し、その範

囲で必要な物を購入する形をとっていたが、定期的なお小遣い制度は設けていなかった。

このためお年玉の中で欲しいものを買う形を取っていた。 

 行動に応じてポイントを付与する「お小遣いポイント制度（1 ポイント＝1 円）」を導入

し、現在も継続している。例えば、お茶碗を運ぶ、●時までに食べたら 10 ポイント、お

風呂の栓を抜く等、家庭内の行動（例：食事時間の遵守、家事の手伝い等）をポイント化

している。現在は本人と妹それぞれが 1 人 1,000 ポイントくらい稼げている。卒業後に

制度の継続可否を確認したところ、本人の希望により継続している。ゲーム的要素が動

機付けとして機能していると考えられる。 

 実店舗等で自ら支払いを行う経験はまだ少なく、今後の課題である。基本的にゲームが

好きでそれ以外のものには興味がない。 

 自分で買うことまではなくてこれからの課題である。出かけた先でお金を使うとしたら、

マックのポテト等。就労による収入は貯蓄している。 

 

■外出 

 自宅周辺に商業施設が少なく、外出の動機が生じにくい環境にある。主な外出は、家族

との買い物同行および犬の散歩である。 

 電車の利用について、最寄駅が無人駅であることから、切符購入等に心理的・実務的ハ

ードルがある。明確な目的がない外出は実行が難しい。 

 なるべく一緒に出掛けようとしようと思っているが、感覚過敏の影響が大きく、連続し

た外出は疲労につながりやすい。このため、訪問予定箇所数等は事前に具体的に伝えて

いる。予定外の変更が生じると強い疲労感を覚える。 

 

■コミュニケーション 

 周囲の雰囲気に合わせる傾向があり、十分に理解できていなくても同調的に応答する場

合がある。そのため、母親は本人の真意を丁寧に確認しながら対応してきた。 
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 コミュニケーションや喜怒哀楽の表現において、感情を抑制し、怒りを表出しない傾向

がある。不信頼関係が十分でない環境では、表情や反応が乏しくなることがある。支援

者の理解度や傾聴姿勢により、反応や安心感が大きく左右される。 

 時折、特別支援学校時代を懐かしむ発言がみられる。在学時には校長が休み時間に本人

の興味に合わせてトランプ等に付き合うなどの関わりがあった。自身の興味関心に寄り

添う関わりが、信頼関係形成を促進していたと考えられる。 

 

■学校での学習 

 一般的な教育方針は、知的障害を伴う生徒の学習特性と必ずしも一致しない場合がある。

通常は手で書いて書き順を覚えるところから始めるが、本人たちは字を覚えるのが大変

であるため、書き順等の形式面に注意が向きすぎ、本来の学習目的から逸れてしまうこ

とがある。その結果、学習意欲の低下につながる場合がある。 

 

６.支援機器・用具への期待と課題感 

■AI：AI については、対話相手としての活用可能性があるのではないかとの意見があった。 

■タブレット： 

 現在はタブレット端末の普及が進んでいるが、より幼少期から活用できていれば、学習

意欲の向上につながった可能性があるとの見解が示された。家庭ではタブレット型教材

（例：「チャレンジタッチ」）を利用していた。 

 例えば音読場面において、タブレット上で「どこまで読んだか」が可視化される機能が

あれば有効ではないかとの意見があった。現状は指で文字を追っているが、途中で現在

位置が分からなくなることがある。 

補足：学校においては感覚過敏への配慮が必要な状況である。 

 

７.今後に向けた理想 

幼少期から継続的な支援につながることの重要性が強調された。 

アンケートの回答で想定した兄は早期に知的障害が判明し、児童期から福祉・支援機関とつ

ながることができた。一方、妹は知的障害がないものの不安障害があり、外見上分かりにく

かったことから、支援の必要性が十分に認識されにくかった。妹は支援学級に在籍していた

が、日常的な個別支援は限定的であり、主に学校と教育委員会との相談対応にとどまってい

た。その結果、福祉・支援機関との接続が遅れ、困難を抱えた時期があった。 

 

※補足：妹に関する状況 

 普段穏やかではあるが、高周波音への過敏反応により、衝動的な行動が生じる場合があ

り、自己抑制が課題である。また、指示理解が難しい場面では、反応が乏しくなること

がある。 

 妹はゲームや音楽への関心が高く、AI 等の活用にも関心を示している。中学生頃からオ

ンラインを通じた友人関係を形成していた。 

 居住地域に同年代の子どもが少ない環境において、オンライン交流は重要なコミュニケ

ーション手段となっていた。 

 

８．その他 
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 過去に卒業論文調査へ協力した経験があるが、結果等のフィードバックはなかった。大

きな報告を求めていたわけではなく、研究者の所感等でも共有されればよかったが、情

報が得られなかった点を残念に感じている。 

 

＜C型：地域生活ステップアップ：グループホーム＞ 

③Ｄ型 当事者団体 

１. 基本情報（アンケートによる事前情報概要）  

■主な支援者：生活介護支援員・家族 

■生活様式 

・ 特別支援学校卒業後は自宅から生活介護事業所へ通所していた。その後、同法人が運営す

るグループホームへ入居し、日中活動は継続している。男性 7 名での共同生活である。立

地は男性棟と女性棟が向かい合う環境にある。 

・ 平日はグループホーム、週末は自宅で過ごしている。 

・ 就労継続支援事業所の利用は難しく、心身のケアを含む生活介護を選択している。 

 

■障害特性 

・ 時計や文字の理解は可能であるが、娯楽番組の内容理解や期待形成は限定的である。 

・ 受動的傾向が強く、他者からの行為を受け入れやすい。「こうされた」「こうしてあげたの

に」といったことがあまり分からないため、対人トラブルに発展しにくい一方、深い関係

性構築が難しい側面がある。結果、誰とでもうまく付き合えるが、揉める程の関係性が築

けない。 

・ パニック後の不調が長期化する場合がある。睡眠障害が状態悪化の指標となる。布団に入

■本人・支援者の関係：母親 

■年齢層：30 代男性（アンケート回答時）⇒31 歳 ＩＱ28 

■現在の生活場所：グループホーム＋自宅 

■日中の生活：生活介護施設へ通っている。  

■仕事：製造・加工（農作業） 

■通勤方法：家族の送迎・勤務先のバス（行動援護サービスを利用して迎えに来てもらう） 

30 代、グループホーム利用、農作業の仕事、「壊れやすい、管理が面倒」で機器への改良を

求める回答がある一方、「症状が軽減して必要がなくなった」と辞めた機器もある。お金の

管理で困るが、自立を手助けする用具・機器への要望で複数の回答があり、ステップアッ

プに関する参考情報を得られるのではないか。 

 生活での不便と思う事：お風呂・シャワーのとき,洗顔・歯磨きのとき,お金の管理を

するとき（お金の支払いが難しい,自分だけで行うと不完全） 

 仕事の中での困り事：特にない  

 お楽しみの時間の困り事：旅行へ行くとき,地域の行事や活動に参加するとき（施設の

設備の使い方がわからない,障害のことを理解した支援を受けることができない） 

 あると良い支援；入浴支援,お金の管理（・歯磨きをチェックする機器 ・入浴を支援

する機器(体を洗う順番を提示するなど)お金の種類が一目でわかる財布など、買い物

時の助けになるアイテム ・知的障害者にもわかるバーコード決済アプリ ・気候や

予定に合った服装をイラスト等で指南してくれるアプリ ・スケジュール管理機器 
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 過去に卒業論文調査へ協力した経験があるが、結果等のフィードバックはなかった。大

きな報告を求めていたわけではなく、研究者の所感等でも共有されればよかったが、情

報が得られなかった点を残念に感じている。 

 

＜C型：地域生活ステップアップ：グループホーム＞ 

③Ｄ型 当事者団体 

１. 基本情報（アンケートによる事前情報概要）  

■主な支援者：生活介護支援員・家族 

■生活様式 

・ 特別支援学校卒業後は自宅から生活介護事業所へ通所していた。その後、同法人が運営す

るグループホームへ入居し、日中活動は継続している。男性 7 名での共同生活である。立

地は男性棟と女性棟が向かい合う環境にある。 

・ 平日はグループホーム、週末は自宅で過ごしている。 

・ 就労継続支援事業所の利用は難しく、心身のケアを含む生活介護を選択している。 

 

■障害特性 

・ 時計や文字の理解は可能であるが、娯楽番組の内容理解や期待形成は限定的である。 

・ 受動的傾向が強く、他者からの行為を受け入れやすい。「こうされた」「こうしてあげたの

に」といったことがあまり分からないため、対人トラブルに発展しにくい一方、深い関係

性構築が難しい側面がある。結果、誰とでもうまく付き合えるが、揉める程の関係性が築

けない。 

・ パニック後の不調が長期化する場合がある。睡眠障害が状態悪化の指標となる。布団に入

■本人・支援者の関係：母親 

■年齢層：30 代男性（アンケート回答時）⇒31 歳 ＩＱ28 

■現在の生活場所：グループホーム＋自宅 

■日中の生活：生活介護施設へ通っている。  

■仕事：製造・加工（農作業） 

■通勤方法：家族の送迎・勤務先のバス（行動援護サービスを利用して迎えに来てもらう） 

30 代、グループホーム利用、農作業の仕事、「壊れやすい、管理が面倒」で機器への改良を

求める回答がある一方、「症状が軽減して必要がなくなった」と辞めた機器もある。お金の

管理で困るが、自立を手助けする用具・機器への要望で複数の回答があり、ステップアッ

プに関する参考情報を得られるのではないか。 

 生活での不便と思う事：お風呂・シャワーのとき,洗顔・歯磨きのとき,お金の管理を

するとき（お金の支払いが難しい,自分だけで行うと不完全） 

 仕事の中での困り事：特にない  

 お楽しみの時間の困り事：旅行へ行くとき,地域の行事や活動に参加するとき（施設の

設備の使い方がわからない,障害のことを理解した支援を受けることができない） 

 あると良い支援；入浴支援,お金の管理（・歯磨きをチェックする機器 ・入浴を支援

する機器(体を洗う順番を提示するなど)お金の種類が一目でわかる財布など、買い物

時の助けになるアイテム ・知的障害者にもわかるバーコード決済アプリ ・気候や

予定に合った服装をイラスト等で指南してくれるアプリ ・スケジュール管理機器 
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っても独り言が多いとき、寝なくなると調子が悪いと思う。年齢を重ねるごとにというよ

りは、浮き沈みがある。 

・ 耳が聞こえないわけではないが、聴覚情報より視覚的提示による理解が得意である。 

 

■本人が好きなこと 

・ ゲームおよび動画視聴を好む。 

・ 「サルゲッチュ２」のゲームプレイ動画や「ロジャー・ラビット」の 8 分程度の動画など、

特定の動画コンテンツを反復視聴する傾向がある。「みんなのうた」の DVD ボックス（12

枚）の 1 枚 30 分程度のものを自分で選んで視聴している。 

・ その他は自宅の軽作業を行っている。 

・ 音楽を好みカラオケにも関心があるが、音程保持は難しい。（お経のように聞こえる） 

 

■日中の活動の様子（生活介護施設） 

 お小遣い程度でしっかりと働かされている。（生活介護では工賃を出す義務がないため）

本人的にもただ楽しく過ごすよりは、作業活動に対して一定のやりがいを感じている様子

がみられる。 

 作業内容は軽作業（袋詰め、清掃、食材処理等）を担当している。現在は蛍光ペンの袋詰

めをしているが、たまに園内の掃除や給食用の玉ねぎの皮むきや、法人が運営するカフェ

へパンを納品することもある。 

 作業の様子について、不潔にしないように（髪の毛が入らないよう）する、シールがまが

らないように貼る、といった注意事項は明確な指示があれば適切に遂行できる。 

 昼休みに母親作成の学習プリント（計算・点つなぎ等）を実施している。施設の昼休みは

1 時間半程度あり、その時間で余計なことやトラブルになる話を聞いていたため、タスク

を与えた。子供向けのドリルやネットの教材から作成しており、具体的には 2 桁の足し

算・引き算、点繋ぎの内容である。 

 本人は昼休みに宿題をすることを分かっており、「そうするもの」だと思っている。また

本人は正答（○）への強いこだわりがあり、不正解（×）は情緒不安定の要因となる。 

  

（グループホーム） 

 日常生活においては、洗濯物を干す・畳む等の基本的な身辺自立は概ね可能である。以前

は個室内に衣類を保管していたが、現在は居室から撤収し、衣類は施錠管理のもと、着替

え時に鍵を受け取る運用としている。 

 特段の予定がない場合にウォーキングを行うことはあるが、基本的には単独行動はしてい

ない。入浴は支援員の見守りのもと実施しており、洗身手順は指導しているが、実際の遂

行状況の確認は十分ではない。 

 個室では主に動画視聴を行っている。ポータブル DVD プレーヤーおよび「船・飛行機」「か

っこいい電車」等の児童向け DVD を複数所持し、視聴している。 

 母親の勧めにより、踏み台昇降運動を約 10 分間実施している。また、つま先立ち傾向へ

の対応として、足裏を伸ばすストレッチボードを使用している。 

  

（自宅） 

・ 自由時間が長くなると不適切行動につながる可能性があるため、空白時間が生じないよう
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母親が適宜課題を設定している。一定の課題がある方が、本人および家族双方にとって安

定して過ごしやすい状況となっている。 

・ 児童期には、皿洗い、浴室清掃、床のモップ掛け等の家事活動にも従事していた。 

・ 週末の夜間は、「入浴→歯磨き→服薬→パソコンでの動画視聴（20 時頃）→再度服薬→就

寝」という一定の生活リズムを日課としている。 

・ YouTube 視聴は 1 本 10～20 分程度のコンテンツ（主にゲーム実況やアニメ）とし、母親

が内容を選定している。長時間視聴とならないよう時間管理を行っている。 

・ 近時はトレーニングへの関心が高く、スクワット等も実施している。一方で、母親との関

わりを避けるように自室にこもる様子がみられることもある。 

 

２. 活動場面ごとの利用実態 

（生活の中で使用している機器の場面と背景） 

＜効果：家族・施設の行動管理/本人の思考整理、心理的安定＞ 

■スケジュール表： 

└【使用場面】日中活動全般（自宅・生活介護事業所・グループホーム） 

└【背景】聴覚的指示よりも視覚的提示による理解が得意である。特別支援学校在籍時より、

視覚支援を通して行動手順を提示されてきた経緯がある。 

 

■スケジュールボード（手作り）/タスクボード： 

└【使用場面】自宅およびグループホームでの生活全般 

└【背景】スケジュール表と同様に視覚支援として活用しており、本人にとって心理的な拠

り所となっている。 

└【使用方法】ホワイトボードに貼付されたタスクを順に実行する方式である。時間指定よ

りも「提示された課題をこなす」形式が適している。 

└【詳細】自宅用とグループホーム用の 2 種類を母親が手作りしている。具体的には、ホワ

イトボードにタスク記載のマグネットシートを貼付して使用している。別途タスク保管用

ボードを設け、その日の実施項目を選択して貼り替える仕組みである。グループホーム用

は色紙サイズ（4～5 工程）で作成し、母親が持参させている。宿直室への設置を確認して

いる。グループホームでの具体的内容は職員に一任している。 

└エ【エピソード】本人からタスク追加の要望が出ることがある。例として、カレンダーを

見て「クリスマスケーキを食べたい」「誕生日にはケーキを食べたい」「買い物に行きたい」

「コンビニに行きたい」等の要望がある。天皇誕生日などの行事と「ケーキを食べる」行

為を結びつけて理解している様子もみられた。実生活上支障がなければ、可能な範囲で受

け入れている。 

 

＜効果：家族・施設の行動管理/本人の時間管理、生活習慣の安定＞ 

■キッチンタイマー： 

└【使用場面】各種活動および食事場面 

└【使用方法】回数で管理するのではなく、キッチンタイマーで時間を可視化しながら活動

している。 

└【エピソード】早食い傾向があり、短時間で食事を終えてしまうことがあった。このため、

1 口あたり 20 秒（施設では 30 秒）と設定し、タイマーを用いることで食事ペースの調整が可
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見て「クリスマスケーキを食べたい」「誕生日にはケーキを食べたい」「買い物に行きたい」
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為を結びつけて理解している様子もみられた。実生活上支障がなければ、可能な範囲で受

け入れている。 
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能となっている。とても頼りにしていて、「30 回噛む」といった抽象的指示よりも有効であっ

た。日常活動の多くの場面で携行している。本人は操作（リセット）も理解しているが、これ

までに複数回故障させている。 

 

＜効果：家族・施設の服薬管理/本人の思考整理、心理的安定、自己肯定感＞ 

■お薬カレンダー： 

└【使用場面】自宅およびグループホームでの服薬管理 

└【使用方法】母親が事前に薬をセットし、本人が取り出して服薬する。（習熟後は本人自身

でセットすることも可能となっている）カレンダー形式により服薬管理が自立しており、支

援者側の負担軽減にもつながっている。 

 

■お薬ボックス（手作り）： 

└【場面】グループホームで薬を飲む 

└【使用方法】市販（ダイソー）の A4 サイズボックスを活用し手作りしている。グループホ

ーム用リュックに収納し、週末に自宅へ持ち帰る運用としている。1 週間分の服薬後、空

容器を箱に戻し、母親が確認している（概ね正確）。自立的に実施できることが本人の自

己肯定感向上につながっている。 

└【ジャムの空きビン】施設だと薬の殻が飲んだ証拠になるため、ボックスの中に戻してほ

しいらしいが、本人は「殻＝ごみ」と認識しており、保管することに抵抗を示す。そこで、

ジャムの空き瓶を「殻を捨てる容器」として位置付け、施設では殻をチェックするように

している。服薬時には、薬を口に入れた状態を示し、服薬完了を伝える行動もみられる。 

 

（こだわりへの工夫） 

＜昔使用していた機器＞ 

■パーテーション：視覚刺激に反応して衝動的に走り出す行動があったため、空間を区切り

学習に集中できる環境を整えていた。年齢とともに衝動性が軽減したため、現在は使用して

いない。 

 

（IT 機器の使用） 

■スマートフォン： 

・ 本人はスマートフォンを所持していない。 

・ 母親が何か連絡したい時は施設に連絡し、夜遅い場合はグループホーム直通の電話に掛

ける。 

 

■パソコン： 

・ 主に動画視聴に使用している。 

・ 当初は母親がパスワード入力を行っていたが、現在は自ら操作可能となっている。 

・ 不適切サイト閲覧や課金リスク防止のため、母親の管理下で利用している。 

 

３.生活の工夫 

■目的別に使用する物品の固定化 

 リュックや財布は用途別に分けて準備し、固定的に使用している。リュックは「自宅外
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出用」「登山用」「行動援護利用時用」等、4～5 種類に分けており、用途を変更すると強

い抵抗を示す。財布についても、用途ごとに分けて管理している。金銭を一括管理する

と混乱が生じるためである。 

 大型リュックに水筒 2 本を入れ、水分摂取量も母親が管理している。（過剰な水分摂取傾

向がみられたため、午前・午後に分けて管理する方法をとっている） 

 

■生活の拠り所の分散 

・ 将来的に母親が支援できなくなった場合を見据えた対応を行っている。支援責任の集中を

避けるため、生活介護事業所、グループホーム、行動援護サービス等を併用し、支援体制

を分散している。 

・ その結果、母親の就労継続も可能となっている。本人が時間に基づく行動（例：15 時にの

みおやつを求める）を身につけたことで、母親不在時でも一定程度生活が回るようになっ

ている。 

・ ただし、地域内の行動援護事業所数は限られており、支援基盤は十分とは言えない。事業

継続が困難となった場合の代替資源確保が課題である。 

・ 施設との情報共有は、母親が B5 サイズ程度の連絡帳を用いて行っている。 

 

４.困ったこと 

■グループホームで困ったこと 

 入居当初は他者の居室へ入室してしまう行動があったが、注意や不利益経験を通して、禁

止行動であることを学習した。 

 パニック時に衣類を破損する行動がみられることがある。そのため、個室内から衣類を撤

去し、グループホームでも管理を徹底している。衣類は施錠管理とし、着替え時のみ職員

が開錠する運用としている。 

 

■家庭で困ったこと 

・ 現在、顕著な困難は生じていない。過去には排泄失敗や睡眠障害、指示不遵守等の課題が

あったものの、直近の年末年始期間は比較的安定している。支援体制を分散させたことが

安定に寄与している可能性がある。 

 

５. 活動場面ごとのエピソード 

■お金の管理 

・ 月額約 2,000 円の工賃を、通所日数に応じた金額で現金支給し、本人がレジ型ボックスに

保管している。 

・ 金銭を使用すれば減少することは理解しており、高額・少額の区別は可能であるが、自ら

計算することは困難である。特別支援学校での視覚教材による学習経験が活かされ、金種

の仕分けは自力で可能である。 

・ 外出時の嗜好品購入は 300 円以内と設定し、専用財布にその金額のみを入れている。2 日

分の場合は 600 円とする等、あらかじめ上限を明確化している。 

・ 施設内の訓練用喫茶室で、昼休みに 50 円のコーヒーを購入することを楽しみにしている。

金銭用途を混在させると混乱が生じるため、「コーヒー用」「外出用」など財布を分けて管

理している。祝日等で利用機会が減る場合は、その分あらかじめ金額を調整している。 
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出用」「登山用」「行動援護利用時用」等、4～5 種類に分けており、用途を変更すると強
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と混乱が生じるためである。 

 大型リュックに水筒 2 本を入れ、水分摂取量も母親が管理している。（過剰な水分摂取傾
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避けるため、生活介護事業所、グループホーム、行動援護サービス等を併用し、支援体制

を分散している。 

・ その結果、母親の就労継続も可能となっている。本人が時間に基づく行動（例：15 時にの

みおやつを求める）を身につけたことで、母親不在時でも一定程度生活が回るようになっ

ている。 

・ ただし、地域内の行動援護事業所数は限られており、支援基盤は十分とは言えない。事業

継続が困難となった場合の代替資源確保が課題である。 

・ 施設との情報共有は、母親が B5 サイズ程度の連絡帳を用いて行っている。 

 

４.困ったこと 

■グループホームで困ったこと 

 入居当初は他者の居室へ入室してしまう行動があったが、注意や不利益経験を通して、禁

止行動であることを学習した。 

 パニック時に衣類を破損する行動がみられることがある。そのため、個室内から衣類を撤

去し、グループホームでも管理を徹底している。衣類は施錠管理とし、着替え時のみ職員

が開錠する運用としている。 
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・ 現在、顕著な困難は生じていない。過去には排泄失敗や睡眠障害、指示不遵守等の課題が

あったものの、直近の年末年始期間は比較的安定している。支援体制を分散させたことが

安定に寄与している可能性がある。 

 

５. 活動場面ごとのエピソード 

■お金の管理 

・ 月額約 2,000 円の工賃を、通所日数に応じた金額で現金支給し、本人がレジ型ボックスに

保管している。 

・ 金銭を使用すれば減少することは理解しており、高額・少額の区別は可能であるが、自ら

計算することは困難である。特別支援学校での視覚教材による学習経験が活かされ、金種

の仕分けは自力で可能である。 

・ 外出時の嗜好品購入は 300 円以内と設定し、専用財布にその金額のみを入れている。2 日

分の場合は 600 円とする等、あらかじめ上限を明確化している。 

・ 施設内の訓練用喫茶室で、昼休みに 50 円のコーヒーを購入することを楽しみにしている。

金銭用途を混在させると混乱が生じるため、「コーヒー用」「外出用」など財布を分けて管

理している。祝日等で利用機会が減る場合は、その分あらかじめ金額を調整している。 
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・ 外出自体が困難な時期があり、買い物行動と計算練習を同時に行うことが難しく、実践的

な金銭訓練は十分に行えていない。 

 

■衣服の選択 

・ 気温に応じた衣服選択が困難であり、冬季でも薄着を選択する場合がある。そのため、日

常的には母親が衣類を準備している。 

 

■コミュニケーション 

・ グループホームに 1 歳年上の利用者がおり、共にゲームを楽しむ関係にある。相手に独特

な特性があっても、本人の受動的傾向により対人摩擦が生じにくく、概ね円滑な関係を維

持している。 

・ 一方で、衣類破損等の衝動行動はみられるため、主に環境調整によって対応している。 

 

■トイレの表示が分からない 

・ トイレの操作表示や機能が施設ごとに異なり、理解が困難であるため、表示の統一が望ま

れる。漢字表記にふりがながなく、理解できない場合がある。 

・ 男性支援員同行時は、排泄自体は可能であるが、洗浄・流し操作の位置が分からないこと

がある。流し操作が分からず長時間出てこない場合があり、他利用者では誤って非常ボタ

ンを押す事例もある。 

・ センサー式（手かざし型）の操作は特に理解が難しい。 

 

■外出 

・ 日常的な単独外出はほとんど行っていない。 

・ 旅行時には、旅館の大浴場利用が難しい。衣類の扱い方や入浴動線が家庭と異なるため、

適応が困難である。手順を視覚的に示したガイドがあれば理解しやすいが、現状はそのよ

うな配慮が十分でない。 

・ 地域行事（例：一斉清掃）への参加は困難であった。参加賞の飲料のみに注意が向き、突

発的に取りに行く行動がみられた。祭り等の行事には関心があるが、周囲の視線等への配

慮から参加に心理的ハードルがある。独語が続くことで周囲から注目される状況が生じて

いる。 

 

６.支援機器・用具への期待と課題感 

■壊れることについて 

・ 一般よりも機器破損のリスクが高い傾向がある。 

・ 本人は物品の価格や経済的価値を十分に理解しておらず、社会的仕組みに関する認識も限

定的である。 

・ タブレットは多機能である一方、故障等で使用不能となった場合の影響が大きい点が懸念

される。修理期間中の代替手段確保が課題となる。実際に DVD 機器が故障した際には強い

不安状態となり、長時間そのことに固執する様子がみられた。 

・ 単一機器への依存はリスクとなる。意識が分散するように場面ごとに使えるのがよく、生

活基盤と同様に、支援機器も分散配置することが望ましいと考えられる。 

・ 他者所有物との境界理解が十分でない場合があり、誤って手を出す可能性がある。そのた
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め、施設では高価な物品の持ち込みを制限している場合がある。 

 

■金銭管理アプリの可能性 

・ 使用上限があらかじめ設定され、指定金額のみ利用可能な決済手段であれば活用可能性が

ある。無制限利用が可能な仕組みはリスクとなる。本人は収入総額と 1 日あたり使用可能

額の概念理解が困難である。理解が難しい場合は、使用制限機能が必要である。 

・ 支出状況が視覚的に示される仕組みが有効と考えられる。残額が視覚的に減少していく表

示等があれば理解を促進できる可能性がある。 

 

■タブレットの可能性 

・ マウス操作よりもタッチ操作の方が適している。ただし、インターネット接続による課金

リスクが懸念される。不適切サイトへのアクセスリスクがある限り、自由利用は困難であ

る。そのことを本人が理解しておらずもう少し頭の良い子でもトラブルがある。 

・ 入力権限を限定した専用アプリの導入が望ましい可能性がある。一般の人でもスマートフ

ォンを渡すとそれを手放さなくなる話があるが、それが壊れると故障時に強い心理的混乱

が生じる可能性がある。また、障害年金は生活で全てなくなるため、高額機器の継続的維

持は経済的負担が大きく、現実的課題がある。 

・ デジタル日めくりカレンダーを試行したが、定着しなかった単機能機器の方が適している

可能性もあるが、明確な結論は出ていない。 

・ 現在母親が作成している学習課題をタブレット上で提示できる仕組みへの期待がある。 

 

■衣服の調節 

・ スケジュール情報と連動し、適切な衣服を提示する仕組みがあれば有効である。自立的選

択を促し、自己効力感向上にもつながる可能性がある。 

 

■デジタルへの希望 

・ ビデオメッセージ形式で日々のタスクを提示できる仕組みへの期待がある。（デジタル日

めくりカレンダーで示唆する等）⇒個別最適化された AI 支援は、知的障害および ASD 特

性との親和性が高い可能性がある。 

・ 現在使用しているスケジュールボードのデジタル化を希望している。 

・ 重度知的障害者でも直感的に使用可能な設計が望まれる。 

■その他 

・ 児童期の送迎負担は大きく、移動支援に関する公的支援の充実が望まれる。 

 

７.今後に向けた理想    

単独行動は困難であるが、状況理解を伴いながら支援者の見守りのもとで生活できる状態の

実現を理想としている。 

 

 

＜D・E 型：施設入所・高齢在宅＞ 

④Ｅ型 社生活介護事業所（通所） 

１．基本情報 
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＜D・E 型：施設入所・高齢在宅＞ 

④Ｅ型 社生活介護事業所（通所） 

１．基本情報 
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アンケート回答は施設代表者によるものであり、複数利用者の状況を統合して記載した内

容であることが確認されたため、個別事例としての記述は本報告では割愛する。 

【施設の基本情報】 

通所利用者の年齢層は 10 代後半から 50 代である。 

約 6～7 割を受け入れている。療育手帳 A 相当、障害者手帳の重度区分（5～6 段階）に該当

する利用者が多い。 

２.障害特性と行動

■自閉症

 自閉スペクトラム症（ASD）の利用者は行動上の課題が生じやすく、知的障害を伴うケー

スが多い。

 こだわりが強く、興味関心のある活動は継続して取り組める傾向がある。 

 絵を描く、タブレット端末で閲覧する等の活動は可能である一方、端末のフリーズ等の

トラブル発生時には本人のみでの対応が難しい場合がある。

 タブレットや PC 等の破損が多い。落下による画面破損のほか、投げる行為により損傷す

る場合もある。特に強度行動障害がある場合、不快な状況に対する反応として投擲行動

が生じやすい。食事場面でも、嫌いな物を投げる行動がみられることがある。 

 機器破損への対応として、施設では利用者に保険加入を依頼している。保険未加入の場

合は、実費負担での補償対応となる。 

 ASD の特性として、聴覚情報は混乱を招きやすく、視覚情報の方が理解しやすいとされ

る。また、活動の「開始」と「終了」が不明確な場合、不安が高まることがある。そのた

め、通常と異なる手順や変更点は視覚的に提示し、見通しを持てるよう説明している。

文字情報のみでは不安が高まり、繰り返し確認行動（質問）が生じやすい。 

 TEACCH プログラム等を用い、例えば「入浴後の着替え手順」などを視覚的に構造化し、

ライフステージに応じて切れ目なく同様の方法で継続できると、安定して実施しやすい。

こうした手順学習（生活行動への順序づけ）は、18 歳以降に急に導入すると定着が難し

いため、可能な限り幼少期から継続して行う方針としている。 

■強度行動障害

 強度行動障害の背景には、幼少期の「誤学習」が関連する場合があるとされる。例とし

て、望む支援が得られない状況下で、偶発的に生じた行動（物を壊す等）により周囲の

注意や介入が得られた経験が、本人にとって「有効な手段」として学習されてしまうこ

とがある。その結果、他者を害する行動が本人の意思表出手段として固定化することが

ある。 

 行動変容に向けては、適切な行動による成功体験を段階的に積み重ねることが重要であ

る。 

 叩く・蹴る・大声等の行動について、氷山モデル等を用いて背景要因（本人特性・環境要

因等）を分析し、行動支援計画に基づき段階的に低減を図る。 

 対応方針として、環境調整の重要性が大きく、服薬は補助的要素と位置付けられている

（目安として「環境 7 割、服薬 3 割」との考え方）。 
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３．施設利用者の活動例 

＜30 代、女性＞ 

 全身麻痺による身体障害があり、両上肢に麻痺がある。 

 週 3 回通所し、絵本制作やイラスト制作を行い、工賃を得ている。 

 絵本制作では、キャラクター制作担当と背景制作担当（当該利用者）に分かれて分業し

ている。物語構成はキャラクター担当が担う。職員が製品化および販売を支援し、その

収益を工賃として利用者へ支給する仕組みである。 

 イラスト制作には口マウスを使用している。当該機器は自宅および特別支援学校在籍時

に選定されたものである。 

 

＜50 代、男性＞ 

 自閉スペクトラム症があり、同一発話を繰り返す傾向がある。 

 以前は就労系施設に通所していたが、コロナ禍以前に本施設へ移行し、現在は通所開始

から約 7 年が経過している。居住地が近隣であるため、徒歩で通所している。 

 タブレット端末を使用しており、主に歌唱動画の視聴を好んでいる。 

 買い物時は多めの金額を支払い、釣銭を受け取る方法を取っている。職員が硬貨を指定

すれば支払いは可能であるが、単独での対応は困難であるため、レジ対応時には必ず職

員が付き添っている。また、こだわり傾向があり、購入品目はほぼ固定されている。 

 

＜施設全体での通所方法＞ 

 通所方法は、路線バス、自転車（5～6 名、うち電動自転車利用）、徒歩、グループホーム

からの送迎等である。 

 「おおぞらの夢／新おおぞらの夢」では、原則として保護者または職員による送迎を実

施している。1 名のみ、経路理解が可能であるため徒歩通所している。 

 送迎車両の運転は派遣社員が担当し、職員が添乗員として同乗している。 

 

＜バスで通所する利用者＞ 

 座席は固定されており、常に同じ席に着席している。 

 最寄り駅始発便では安定して利用できているが、途中停留所での遅延時には「いつも来

るはずのバスが来ない」状況が理解できず、不安から自傷的行動（指を噛む）につなが

る場合がある。 

 学校在籍時の反復練習により乗降自体は可能であるが、交通系 IC カードの残額管理は困

難であり、事前に支援者がチャージ対応している。 

 

４．場面別の使用している機器・用具 

＜スケジュール管理＞ 

 手順表（文字と絵を組み合わせた構成） 

 絵カード 

 ホワイトボード 

 TEACCH（ティーチ）プログラム（米国ノースカロライナ州で開発された視覚構造化支援

プログラム） 
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３．施設利用者の活動例 
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 週 3 回通所し、絵本制作やイラスト制作を行い、工賃を得ている。 

 絵本制作では、キャラクター制作担当と背景制作担当（当該利用者）に分かれて分業し

ている。物語構成はキャラクター担当が担う。職員が製品化および販売を支援し、その

収益を工賃として利用者へ支給する仕組みである。 

 イラスト制作には口マウスを使用している。当該機器は自宅および特別支援学校在籍時

に選定されたものである。 

 

＜50 代、男性＞ 

 自閉スペクトラム症があり、同一発話を繰り返す傾向がある。 

 以前は就労系施設に通所していたが、コロナ禍以前に本施設へ移行し、現在は通所開始

から約 7 年が経過している。居住地が近隣であるため、徒歩で通所している。 

 タブレット端末を使用しており、主に歌唱動画の視聴を好んでいる。 

 買い物時は多めの金額を支払い、釣銭を受け取る方法を取っている。職員が硬貨を指定

すれば支払いは可能であるが、単独での対応は困難であるため、レジ対応時には必ず職

員が付き添っている。また、こだわり傾向があり、購入品目はほぼ固定されている。 

 

＜施設全体での通所方法＞ 

 通所方法は、路線バス、自転車（5～6 名、うち電動自転車利用）、徒歩、グループホーム

からの送迎等である。 

 「おおぞらの夢／新おおぞらの夢」では、原則として保護者または職員による送迎を実

施している。1 名のみ、経路理解が可能であるため徒歩通所している。 

 送迎車両の運転は派遣社員が担当し、職員が添乗員として同乗している。 

 

＜バスで通所する利用者＞ 

 座席は固定されており、常に同じ席に着席している。 

 最寄り駅始発便では安定して利用できているが、途中停留所での遅延時には「いつも来

るはずのバスが来ない」状況が理解できず、不安から自傷的行動（指を噛む）につなが

る場合がある。 

 学校在籍時の反復練習により乗降自体は可能であるが、交通系 IC カードの残額管理は困

難であり、事前に支援者がチャージ対応している。 

 

４．場面別の使用している機器・用具 

＜スケジュール管理＞ 

 手順表（文字と絵を組み合わせた構成） 

 絵カード 

 ホワイトボード 

 TEACCH（ティーチ）プログラム（米国ノースカロライナ州で開発された視覚構造化支援

プログラム） 
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 施設生活において通常と異なる手順や変更点は、視覚的に提示して理解を促している。

ASD 特性として聴覚情報は混乱しやすく、視覚情報の方が理解しやすいとされるが、文

字情報のみでは不安が高まり、繰り返し確認行動が生じやすい。 

 このため、1 日の予定を 4 コマ漫画形式で提示し、視覚的に流れを理解できるよう工夫

している。海言語理解が困難な状況でも、視覚的な共通イメージ（例：ハンバーガー店

の視覚認識）が安心感につながるのと同様に、絵やイラストは共通認識を形成しやす

い。 

 こうした視覚的支援は、18 歳以降に新規導入するよりも、学齢期から継続的に実施す

る方が定着しやすい。 

 

＜心理的安定（クールダウン）＞ 

 タブレット端末 

 ASD の利用者はタブレットへの関心が高く、好みの画面やコンテンツに接すると情緒が

安定する傾向がある。 

 初期設定やアプリ起動は職員が補助し、その後は本人がスクロール操作によりコンテン

ツを選択している。新幹線等の乗り物映像や咀嚼音（ASMR）等、各利用者の嗜好に応じ

た動画を継続視聴している。 

 

＜コミュニケーション/意思決定支援＞ 

 タブレット端末 

 マカトン（視覚シンボルを用いたコミュニケーション手法） 

 TEACCH プログラム 

 絵カード 

 書籍・写真資料 

 マカトンを使用して利用者に状況説明を行うことがある。 

 利用者の中には、食事選択場面でカレーやラーメンの絵カードを提示し、表情変化（微

笑等）を手がかりに選好を読み取る場合がある。 

 日々の食事について、外出機会が限られる利用者に配慮し、施設内で郷土料理を提供す

る工夫を行っている。言語表出が困難な利用者には、写真や書籍を提示して選択を支援

している。 

 

５.機器の破損と保険 

 保護者の互助会を基盤として設立された、全国対応の保険制度がある。 

 年間保険料は約 13,000 円からで、自己負担なし、補償上限は 50 万円である。 

 保険料は本人の障害年金から支出する場合が多いが、重度心身障害者で機器使用が少な

い場合は未加入者も多い。 

 今年度より発達障害のある利用者も加入対象となり、一般校の支援学級等にも制度案内

が配布されている。 

 全国的には、タブレット・電話・スマートフォン等の電子機器破損や、投擲行動がみら

れるケースでの加入が多い。 
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６.支援機器ニーズ 

■ナースコール 

 ボタン操作が困難な利用者もいるため、音声による起動が可能なナースコール等の仕組

みがあれば、支援員が迅速に対応できるのではないかとの意見があった。 

 

■残高不足の通知 

 聴覚障害がある場合、交通系 IC カードの残高不足通知が音声のみでは認識できない。残

高不足時にランプ点灯等、視覚的に明確な通知があれば有効である。 

 

■通帳 GPS 

 高齢利用者において、通帳の保管場所が分からなくなる事例がみられる。また認知症の

ある利用者が紛失を「盗難」と認識することで、家族や金融機関との間で混乱が生じる

場合がある。家族管理が安全である一方、本人が所持を希望する場合も多く、意思尊重

とのバランスが課題である。 

 通帳に GPS 機能を付与することで、本人の所持意思を尊重しつつ、家族が所在確認でき

る仕組みがあれば有効ではないかとの提案があった。 

 

■自動運転の車イス（支援者向け） 

 食堂への移動時に、複数の車椅子利用者を同時に誘導する必要がある。 

 

■食事介助 

 自動で口元へ食物を運ぶ装置（例：食事介助ロボット「Obi」）のような機器があれば有

効であるとの意見があった。 

 食事介助場面では、利用者の意思（例：食べる順番）を尊重する必要があるが、支援効率

を優先すると意思確認が不十分となる課題がある。 

 

■てんかん発作の予知機器 

 知的障害を伴う利用者の中には、てんかんを併存するケースが少なくない。てんかん発

作は突発的に生じるため、転倒による外傷リスクがある。 

 てんかん用ヘッドギアに脳波変化を可視化・検知できる機能を付加することで、発作兆

候を事前に把握し、事故防止につながる可能性がある。 

 

■AI 会話記録（ケース記録）（支援者向け） 

 「～しなければ～できない」といった発言は、場合によっては心理的虐待に該当し得る。

一方で、支援者が無自覚に用いている場合もある。よって、会話内容を記録・分析し、不

適切表現に対する注意喚起を行う AI 支援ツールがあれば、虐待防止に資する可能性があ

る。 

 

■興奮状態を可視化するサングラス（支援者向け） 

 経験の浅い職員でも、熟練職員のように利用者の興奮兆候を把握できる支援ツールがあ

れば有効である。例えば、興奮度を色信号（黄色等）で表示するデバイスがあれば、早期

対応が可能となる。 
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＜その他＞ 

■障害者就業・生活支援センター 

 企業と連携し、障害者の就労および生活支援を行う機関である。登録者は約 1,000 名で、

年間約 50 名の就職マッチングを実施している。（同様の機関は各都道府県に設置されて

いる） 
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ⅡⅡ..福福祉祉用用具具ニニーーズズ情情報報収収集集・・提提供供シシスステテ

ムムのの運運用用  

    





 

 
 

１．事業概要 

（１）事業の目的 
当協会では、２００９年（平成２１年）度、厚生労働省から開発費の補助を受けて、障

害者や介護者の生の声と福祉用具の開発者や研究者を結ぶ｢福祉用具ニーズ情報収集・提

供システム（以下、本システム）｣を開発し、運用しているところである。

（https://www7.techno-aids.or.jp/） 

本システムは、障害のある方や介助されている方等から、よりよい福祉用具を作るため

のご意見やご要望、日常のお困り事などの情報を収集し、メーカーや研究者へ橋渡しする

ためのものである。 

本年度も、本システムを運用することにより、福祉用具のニーズと技術シーズの適切な

情報連携とその促進を図ることとし、システムのデザインを一新することとした。 

また、ニーズ・シーズマッチング交流会において本システムの周知を行い、ニーズ及び

シーズの収集に努めた。 

 

検討経過及びシステム概要 

年度 主な事項 

平成２１年度 ○｢福祉用具ニーズ情報収集・提供システム｣の開発 

平成２２年度 ○福祉用具有識者会議の設置（本システムの活用方策を検討） 

平成２３年度 

○福祉用具有識者会議による検討 

・これまでに寄せられたご意見等の整理、分類の体系化 

・本システムの一部改良 

・本システムの課題と今後の方向性についての取り纏め 

平成２４年度 
○｢生活便利用具（自助具）情報提供システム｣の開発を検討 

○本システムの改良（「ご意見」と「掲示板」の統合） 

平成２５年度 
○｢生活便利用具（自助具）情報提供システム｣の運用を開始 

○団体等の協力を得て、家族会等の場においてニーズ収集 

平成２６年度 

○｢生活便利用具（自助具）情報提供システム｣の改良 

（管理機能の拡充） 

○シーズ・ニーズマッチング交流会にてニーズ収集 

平成２７年度 

○本システムの大幅改修 

・操作及び利便性の向上、デザインの変更 

・スマートフォンからのニーズ投稿を可能とするシステム改修 

平成２８年度 
○シーズ・ニーズマッチング交流会と連携し、障害当事者団体の協力により作成

したニーズ集の内容を本システムに掲載 

平成２９年度 
○シーズ・ニーズマッチング交流会と連携し、障害当事者団体の協力により作成

したニーズ集の内容を本システムに掲載 
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年度 主な事項 

平成３０年度 

○シーズ・ニーズマッチング交流会と連携し、障害当事者団体の協力により作成

したニーズ集の内容を本システムに掲載 

○｢生活便利用具（自助具）情報提供システム｣の改良 

（メール配信機能の追加等） 

令和元年度 
○時代のニーズに即した本システムの在り方に関する検討 

（投稿状況のビジュアル表示、メール配信機能の追加等） 

令和２年度 ○シーズ・ニーズマッチング交流会等のイベントにて、本システムを周知 

令和３年度  

○本システムの一部改良 

・年度末集計ツールの作成 

・既存データ及びマスターの追加 

・操作ガイドの改訂 

令和４年度  ○ニーズ・シーズマッチング交流会等のイベントにて、本システムを周知 

令和５年度  ○システムのデザインを一新 

令和６年度  ○ニーズ・シーズマッチング交流会等のイベントにて、本システムを周知 

令和７年度  ○ニーズ・シーズマッチング交流会等のイベントにて、本システムを周知 
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（２）主な実施内容 
本システムに寄せられたご意見等の分類・整理、体系化を実施 

（３）ニーズの収集状況 
障害者のニーズを踏まえた福祉用具の開発・普及を推進するため、平成２２年度から運

用している本システムにこれまで寄せられた、「要望・アイディア・課題」、「新製品や技術」、

「お知らせ」の３項目について、直近５年間の累計投稿件数は以下のとおりである。 

令和７年度は、前年から２６件増加し、１０７４件の投稿件数となった。 

 

〇累計投稿件数（直近５年間）※令和８年２月２７日現在 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

累計  

投稿件数 
９３２件 ９６０件 １００９件 １０４８件 １０７４件 

 

〇投稿カテゴリの内訳（直近５年間）※令和８年２月２７日現在 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

要望 

アイディア 

課題 

７ ７ ９ ４ ３ 

新製品 

技術 
１２ ５ １３ ４ １２ 

お知らせ ２８ １６ ２７ ３１ １１ 

総計 ４７件 ２８件 ４９件 ３９件 ２６件 

 
（４）ニーズの集計・傾向 
 以下、集計した結果をカテゴリ別、投稿者別、利用対象者別、キーワード別にグラフ化

したもの記す。 

 

〇カテゴリー内訳 

 

12

11

3

0 2 4 6 8 10 12 14

新製品・技術

お知らせ

要望・アイディア・課題

2025年度カテゴリー集計

(n=２６)
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〇投稿者別投稿内訳 

 

 

〇利用対象者別投稿内訳 
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(n=60)

(n=25) 

(複数選択可) 
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〇投稿者別投稿内訳 

 

 

〇利用対象者別投稿内訳 
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（５）主な投稿内容について（令和７年度の新規投稿）

今年度の主な「要望・アイディア・課題」の投稿内容については以下のとおりである。

キーワード 名称・機能 内容 

操作性 

タブレット

アプリ

音声操作 

文字変換 

障がい者の方から出た「欲しい機能・サービス」のア

イディア 3 つと実現可能性について

1. 音声でタブレット操作（「もっと右」「クリック」な

ど）

→ 全アプリに対して音声でマウス操作のような

入力ができる仕組み。 

2. ゲーム・アプリ内の漢字をひらがな表記に変換する

機能

→ タブレット・スマホに組み込み、どのアプリ

でも対応できるように。 

3. スマホで動かせる台（棚・ごみ箱・扇風機などを載

せて移動）

→ 車いすユーザーが部屋の中のものをスマホ操

作で動かせると便利。 

これらが近い将来できるのか、技術的に難しいのか、

既存の商品があるかについて情報がほしい。 

ライフライン

発電 

電源供給 

災害時時の機器 近年、首都直下地震では 1 週間分の備えが必要と言わ

れるなど、ライフライン復旧までの電力確保の重要性

を強く感じています。 

しかし、集合住宅に住んでおり、ベランダでは消防法

の関係でカセットガス発電機が使えません。西向きの

ため太陽光発電も十分に期待できず、3 階なので車か

らの給電も難しい状況です。 

このような環境でも、在宅避難や避難所避難の際に、

室内で安全に発電できる方法や技術があれば教えてい

ただきたいです。 

ユニバーサル

デザイン 

衣服 日常着として着やすい小袖・細帯を現代生活に適応さ

せて普及させることが、着物文化と産地・職人技術の

持続につながると考えています。 

簡素な構造で着装が容易なため、持続可能性やユニバ

ーサルデザインの観点からも価値があり、日常需要の

拡大が産業基盤の安定と文化継承に寄与すると期待し

ています。 
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『

圧
縮

試
験

 』
耐

圧
荷

重
１

４
T

O
N

 証
明

済
。

さ
れ

て
い

ま
す

。
総

重
量

-
約

7
3

K
g

◎
ベ

ッ
ド

の
一

部
、

上
半

身
保

護
と

し
て

ご
利

用
、

地
震

の
場

合
シ

ェ
ル

タ
ー

内
に

避
難

。
◎

通
常

は
、

机
と

し
て

、
テ

レ
ビ

台
な

ど
と

し
て

も
ご

利
用

。
◎

お
一

人
に

１
個

あ
る

い
は

、
1

部
屋

に
１

個
設

置
し

て
い

た
だ

け
ま

す
。

◎
カ

ラ
ー

も
数

種
類

ご
ざ

い
ま

す
。

◎
価

格
も

リ
ー

ズ
ナ

ブ
ル

で
ご

提
供

で
き

ま
す

。

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

1
6

2
0

2
5

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

服
、

靴
な

ど
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

そ
の

他
(支

援
者

)
加

齢
・

障
害

な
ど

に
配

慮
し

た
お

し
ゃ

れ
な

衣
服

・
靴

な
ど

に
関

す
る

ウ
エ

ブ
サ

イ
ト

の
公

開

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 知

的
障

害
者

 精
神

障
害

者
 発

達
障

害
者

 盲
ろ

う
者

高
齢

者
 児

童
 家

族
 介

助
者

 就
労

・
就

学
 共

用
品

 そ
の

他
(服

・
靴

な
ど

の
作

製
者

) 
利

用
対

象
等

全
般

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

研
究

所
顧

問
の

小
野

で
す

。

以
前

、
ご

紹
介

し
た

「
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
の

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
デ

ザ
イ

ン
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」

（
1

1
/
9

　
午

後
）

と
同

様
、

カ
シ

オ
科

学
振

興
財

団
の

補
助

金
を

用
い

て
、

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

の
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

デ
ザ

イ
ン

の
情

報
提

供
を

目
指

し
た

サ
イ

ト
を

作
成

し
ま

し
た

。

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

の
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

デ
ザ

イ
ン

を
目

指
し

た
情

報
共

有
サ

イ
ト

や
さ

し
い

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

h
tt

p
s
:/

/
ya

s
a
s
h

ii-
fa

s
h

io
n

.jp
/

内
容

は
以

下
で

す
。

１
．

衣
服

・
靴

等
の

工
夫

・
実

例
お

よ
び

相
談

で
き

る
、

購
入

で
き

る
所

　
の

検
索

２
．

衣
服

制
作

者
・

メ
ー

カ
ー

（
お

直
し

サ
ー

ビ
ス

）
、

衣
服

に
困

っ
た

こ
と

が
あ

る
当

事
者

・
ご

家
族

、
衣

服
制

作
者

・
メ

ー
カ

ー
・

研
究

者
、

医
療

・
福

祉
関

係
者

、
公

益
財

団
法

人
、

メ
デ

ィ
ア

 の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
記

事
や

寄
稿

文
３

．
そ

の
他

、
イ

ベ
ン

ト
や

様
々

な
活

動
や

取
組

（
金

城
学

院
、

筑
波

技
術

大
学

、
国

リ
ハ

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

）
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
掲

載
し

て
い

ま
す

。

な
お

、
「

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

の
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

デ
ザ

イ
ン

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

」
の

講
演

概
要

と
、

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

参
加

者
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

は
、

以
下

に
掲

載
さ

れ
て

い
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
ya

s
a
s
h

ii-
fa

s
h

io
n

.jp
/
p

a
s
t-

e
v
e
n

ts
/
e
v
e
n

t2
0

2
4

1
1

0
9

掲
載

し
た

方
が

良
さ

そ
う

な
情

報
な

ど
ア

ド
バ

イ
ス

あ
り

ま
し

た
ら

、
以

下
の

お
問

合
せ

フ
ォ

ー
ム

か
ら

ご
教

示
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。

h
tt

p
s
:/

/
ya

s
a
s
h

ii-
fa

s
h

io
n

.jp
/
c
o
n

ta
c
t

適
宜

、
情

報
を

追
加

・
更

新
し

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

2
0

2
5

.4
.4

1
1

1
8

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

訓
練

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

リ
ハ

ビ
リ

開
発

メ
ー

カ
ー

麻
痺

障
害

者
の

疼
痛

改
善

の
た

め
の

他
動

運
動

装
置

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
麻

痺
な

ど
に

よ
り

自
身

で
は

運
動

で
き

な
い

方
の

た
め

の
他

運
動

装
置

で
す

。
麻

痺
な

ど
に

よ
る

不
動

・
低

運
動

が
長

期
間

続
く

こ
と

で
、

疼
痛

、
痙

性
、

足
の

冷
え

、
皮

膚
の

脆
弱

化
、

排
便

困
難

な
ど

の
廃

用
症

候
群

が
起

こ
り

ま
す

が
、

改
善

方
法

は
あ

る
程

度
の

運
動

を
お

こ
な

う
が

唯
一

の
対

処
方

法
で

す
。

弊
社

で
開

発
中

の
他

動
運

動
装

置
は

、
モ

ー
タ

ー
の

動
力

と
シ

ン
プ

ル
な

構
造

の
装

置
に

よ
っ

て
、

足
首

と
膝

、
股

関
節

の
回

旋
運

動
を

、
そ

の
方

の
体

格
や

関
節

の
拘

縮
具

合
に

自
由

に
角

度
を

調
整

し
、

非
常

に
ゆ

っ
く

り
と

他
動

運
動

を
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
開

発
者

で
あ

る
代

表
自

身
が

頸
髄

損
傷

に
よ

り
疼

痛
や

冷
え

な
ど

に
悩

み
、

そ
の

改
善

の
た

め
に

装
置

を
発

案
し

１
６

年
間

使
用

を
続

け
て

お
り

ま
す

。
そ

の
結

果
、

疼
痛

と
痙

性
は

８
割

以
上

が
消

失
し

、
足

の
冷

え
、

脆
弱

だ
っ

た
皮

膚
な

ど
が

改
善

し
て

お
り

ま
す

。

今
後

、
モ

ニ
タ

ー
に

よ
る

効
果

の
検

証
と

装
置

の
軽

量
・

コ
ン

パ
ク

ト
化

を
目

指
し

、
ご

協
力

い
た

だ
け

る
当

事
者

様
と

企
業

様
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

ご
試

問
な

ど
お

気
軽

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。

装
置

紹
介

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

h
tt

p
s
:/

/
d

e
b

o
ra

-
g
u

ru
g
u

ru
.m

ys
tr

ik
in

g
ly

.c
o
m

/

1
1

1
9

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

屋
外

の
移

動
車

い
す

個
人

災
害

時
の

車
椅

子
避

難
用

具
（

用
心

棒
）

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
災

害
時

に
車

椅
子

で
迅

速
に

避
難

す
る

た
め

の
用

具
を

考
案

し
ま

し
た

。
「

用
心

棒
」

と
称

し
ま

す
。

こ
れ

は
、

Y
o
u

T
u

b
e

h
tt

p
s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
iv

0
W

9
0

ta
s
u

M
に

u
p

し
、

ま
た

、
朝

日
新

聞
宮

城
県

版
に

も
取

り
上

げ
て

い
た

だ
い

た
と

こ
ろ

で
す

。

こ
の

用
具

が
、

今
後

危
惧

さ
れ

て
い

る
南

海
ト

ラ
フ

な
ど

の
大

地
震

・
大

津
波

の
際

の
高

齢
者

・
障

害
者

の
避

難
・

救
命

に
役

立
て

ば
と

、
願

っ
て

お
り

ま
す

。

ど
な

た
で

も
ご

自
由

に
製

作
さ

れ
、

あ
る

い
は

販
売

さ
れ

、
家

庭
は

も
と

よ
り

、
病

院
、

介
護

施
設

、
老

人
ホ

ー
ム

、
防

災
セ

ン
タ

ー
、

避
難

所
等

に
広

く
行

き
渡

っ
て

い
く

こ
と

を
願

っ
て

い
ま

す
。

1
1

2
0

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)耐

震
ベ

ッ
ド

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

耐
震

ベ
ッ

ド
供

給
事

業
者

耐
震

ベ
ッ

ド
兼

シ
ェ

ル
タ

ー
　

【
M

A
M

O
R

U
N

o
.3

】
 【

製
造

元
】

三
佳

テ
ッ

ク
(株

)

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 利

用
対

象
等

全
般

★
地

震
か

ら
、

命
を

守
り

ま
す

。
‼

<品
名

>　
M

A
M

O
R

U
　

N
o
３

★
住

宅
・

事
務

所
・

そ
の

他
【

組
立

式
】

リ
ー

ズ
ナ

ブ
ル

な
価

格
の

商
品

開
発

い
た

し
ま

し
た

。
❢

★【
一

体
式

】
も

製
作

で
き

ま
す

。

(　
工

場
・

作
業

場
で

も
ご

利
用

で
き

ま
す

。
)

『
圧

縮
試

験
』

耐
圧

荷
重

１
４

to
n

公
共

技
術

総
合

セ
ン

タ
ー

に
て

、
試

験
済

み
(下

記
に

成
績

表
)あ

り
。

 【
製

造
元

】
三

佳
テ

ッ
ク

(株
) 

ミ
ヨ

シ
テ

ッ
ク

(カ
★

『
耐

震
補

助
金

代
替

え
値

引
き

』
ご

利
用

い
た

だ
け

ま
す

。
M

A
M

O
R

U
 N

o
.3

詳
細

は
　

h
tt

p
s
:/

/
m

iy
o
s
h

i-
te

c
.c

o
.jp

/
b

e
d

/
か

ら
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

2
1

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
『

読
話

ク
ラ

ブ
』

（
旧

・
読

話
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ア

プ
リ

）
が

リ
リ

ー
ス

さ
れ

ま
し

た

聴
覚

障
害

者
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
よ

り
代

理
で

投
稿

い
た

し
ま

す
。

『
読

話
ク

ラ
ブ

』
（

旧
・

読
話

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ア
プ

リ
）

は
、

読
話

（
相

手
の

口
の

動
き

か
ら

発
話

内
容

を
理

解
す

る
）

の
力

を
身

に
つ

け
る

た
め

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ア

プ
リ

で
す

。
A

p
p

 S
to

re
に

て
リ

リ
ー

ス
が

さ
れ

ま
し

た
。

無
料

で
ご

利
用

で
き

る
の

で
ご

活
用

く
だ

さ
い

。

以
下

の
U

R
L
よ

り
ア

プ
リ

の
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
が

可
能

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。
h

tt
p

s
:/

/
s
it
e
s
.g

o
o
g
le

.c
o
m

/
v
ie

w
/
d

o
k
u

w
a
c
lu

b
/

※
現

バ
ー

ジ
ョ

ン
は

iP
a
d

の
み

対
応

と
な

っ
て

お
り

ま
す

．

【
開

発
者

】
神

奈
川

工
科

大
学

情
報

学
部

情
報

工
学

科
画

像
情

報
処

理
シ

ス
テ

ム
研

究
室

1
1

2
2

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

風
呂

や
シ

ャ
ワ

ー
入

浴
関

連
用

具
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

入
浴

者
と

入
浴

介
護

す
る

人
が

笑
顔

で
入

浴
で

き
る

入
浴

補
助

器
の

ご
提

案

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 家

族
以

下
、

代
理

投
稿

に
な

り
ま

す
。

【
開

発
の

背
景

】
介

護
士

や
介

護
を

受
け

て
い

る
方

の
声

を
も

と
に

、
安

全
で

負
担

の
少

な
い

入
浴

を
実

現
す

る
た

め
に

開
発

し
ま

し
た

。
・

ア
ー

ム
式

入
浴

補
助

器
・

簡
易

版
入

浴
補

助
器

・
舟

形
の

入
浴

風
呂

（
移

動
式

）
【

介
護

士
の

声
】

•
体

を
持

ち
上

げ
る

作
業

が
大

変
•

腰
が

痛
く

な
る

•
利

用
者

が
吊

り
上

げ
式

を
怖

が
る

•
湯

の
深

さ
を

調
整

し
に

く
い

•
会

話
し

や
す

い
入

浴
補

助
器

が
欲

し
い

【
介

護
を

受
け

る
方

の
声

】
•

家
族

と
一

緒
に

温
泉

な
ど

に
入

り
た

い
•

家
庭

で
も

簡
単

に
使

え
る

装
置

が
欲

し
い

【
開

発
の

ポ
イ

ン
ト

】
•

安
全

第
一

、
国

立
大

学
医

学
博

士
及

び
大

学
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

等
か

ら
も

助
言

を
受

け
る

•
電

気
を

使
わ

ず
、

手
動

で
簡

単
に

使
え

る
•

高
齢

者
や

車
椅

子
の

方
で

も
扱

い
や

す
い

構
造

•
介

護
者

の
負

担
を

最
小

限
に

【
開

発
状

況
】

•
特

許
3

件
申

請
中

•
動

作
確

認
済

み
の

試
作

機
あ

り
（

宮
崎

市
の

鉄
工

所
で

見
学

可
能

）
•

既
存

の
浴

槽
に

取
り

付
け

ら
れ

る
新

モ
デ

ル
も

設
計

中
•

移
動

式
入

浴
装

置
も

開
発

済
み

（
ベ

ッ
ド

→
浴

場
の

移
動

可
）

【
現

在
の

課
題

】
　

試
作

器
は

出
来

上
が

っ
て

い
る

が
、

商
品

化
し

て
い

た
だ

け
る

パ
ー

ト
ナ

ー
企

業
様

を
募

集
し

て
い

ま
す

。
　

本
件

に
つ

き
ま

し
て

は
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
ま

で
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
　

公
益

財
団

法
人

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

　
企

画
部

　
s
h

o
g
a
i-

k
ik

i2
@

te
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

1
1

2
3

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

開
発

メ
ー

カ
ー

【
耐

震
シ

ェ
ル

タ
ー

】
<

品
名

> 
『

ミ
ニ

キ
ュ

ー
ブ

・
シ

ェ
ル

タ
ー

 N
o
1

』

そ
の

他
<サ

イ
ズ

/
m

m
> 

  
鋼

材
製

8
0

0
×

1
0

0
0

×
8

0
0

H
。

【
公

共
技

術
総

合
セ

ン
タ

ー
】

に
て

、
『

圧
縮

試
験

 』
耐

圧
荷

重
１

４
T

O
N

 証
明

済
。

さ
れ

て
い

ま
す

。
総

重
量

-
約

7
3

K
g

◎
ベ

ッ
ド

の
一

部
、

上
半

身
保

護
と

し
て

ご
利

用
、

地
震

の
場

合
シ

ェ
ル

タ
ー

内
に

避
難

。
◎

通
常

は
、

机
と

し
て

、
テ

レ
ビ

台
な

ど
と

し
て

も
ご

利
用

。
◎

お
一

人
に

１
個

あ
る

い
は

、
1

部
屋

に
１

個
設

置
し

て
い

た
だ

け
ま

す
。

◎
カ

ラ
ー

も
数

種
類

ご
ざ

い
ま

す
。

◎
価

格
も

リ
ー

ズ
ナ

ブ
ル

で
ご

提
供

で
き

ま
す

。

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

1
6

2
0

2
5

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

服
、

靴
な

ど
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

そ
の

他
(支

援
者

)
加

齢
・

障
害

な
ど

に
配

慮
し

た
お

し
ゃ

れ
な

衣
服

・
靴

な
ど

に
関

す
る

ウ
エ

ブ
サ

イ
ト

の
公

開

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 知

的
障

害
者

 精
神

障
害

者
 発

達
障

害
者

 盲
ろ

う
者

高
齢

者
 児

童
 家

族
 介

助
者

 就
労

・
就

学
 共

用
品

 そ
の

他
(服

・
靴

な
ど

の
作

製
者

) 
利

用
対

象
等

全
般

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

研
究

所
顧

問
の

小
野

で
す

。

以
前

、
ご

紹
介

し
た

「
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
の

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
デ

ザ
イ

ン
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」

（
1

1
/
9

　
午

後
）

と
同

様
、

カ
シ

オ
科

学
振

興
財

団
の

補
助

金
を

用
い

て
、

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

の
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

デ
ザ

イ
ン

の
情

報
提

供
を

目
指

し
た

サ
イ

ト
を

作
成

し
ま

し
た

。

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

の
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

デ
ザ

イ
ン

を
目

指
し

た
情

報
共

有
サ

イ
ト

や
さ

し
い

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

h
tt

p
s
:/

/
ya

s
a
s
h

ii-
fa

s
h

io
n

.jp
/

内
容

は
以

下
で

す
。

１
．

衣
服

・
靴

等
の

工
夫

・
実

例
お

よ
び

相
談

で
き

る
、

購
入

で
き

る
所

　
の

検
索

２
．

衣
服

制
作

者
・

メ
ー

カ
ー

（
お

直
し

サ
ー

ビ
ス

）
、

衣
服

に
困

っ
た

こ
と

が
あ

る
当

事
者

・
ご

家
族

、
衣

服
制

作
者

・
メ

ー
カ

ー
・

研
究

者
、

医
療

・
福

祉
関

係
者

、
公

益
財

団
法

人
、

メ
デ

ィ
ア

 の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
記

事
や

寄
稿

文
３

．
そ

の
他

、
イ

ベ
ン

ト
や

様
々

な
活

動
や

取
組

（
金

城
学

院
、

筑
波

技
術

大
学

、
国

リ
ハ

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

）
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
掲

載
し

て
い

ま
す

。

な
お

、
「

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

の
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

デ
ザ

イ
ン

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

」
の

講
演

概
要

と
、

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

参
加

者
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

は
、

以
下

に
掲

載
さ

れ
て

い
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
ya

s
a
s
h

ii-
fa

s
h

io
n

.jp
/
p

a
s
t-

e
v
e
n

ts
/
e
v
e
n

t2
0

2
4

1
1

0
9

掲
載

し
た

方
が

良
さ

そ
う

な
情

報
な

ど
ア

ド
バ

イ
ス

あ
り

ま
し

た
ら

、
以

下
の

お
問

合
せ

フ
ォ

ー
ム

か
ら

ご
教

示
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。

h
tt

p
s
:/

/
ya

s
a
s
h

ii-
fa

s
h

io
n

.jp
/
c
o
n

ta
c
t

適
宜

、
情

報
を

追
加

・
更

新
し

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

2
0

2
5

.4
.4

1
1

1
8

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

訓
練

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

リ
ハ

ビ
リ

開
発

メ
ー

カ
ー

麻
痺

障
害

者
の

疼
痛

改
善

の
た

め
の

他
動

運
動

装
置

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
麻

痺
な

ど
に

よ
り

自
身

で
は

運
動

で
き

な
い

方
の

た
め

の
他

運
動

装
置

で
す

。
麻

痺
な

ど
に

よ
る

不
動

・
低

運
動

が
長

期
間

続
く

こ
と

で
、

疼
痛

、
痙

性
、

足
の

冷
え

、
皮

膚
の

脆
弱

化
、

排
便

困
難

な
ど

の
廃

用
症

候
群

が
起

こ
り

ま
す

が
、

改
善

方
法

は
あ

る
程

度
の

運
動

を
お

こ
な

う
が

唯
一

の
対

処
方

法
で

す
。

弊
社

で
開

発
中

の
他

動
運

動
装

置
は

、
モ

ー
タ

ー
の

動
力

と
シ

ン
プ

ル
な

構
造

の
装

置
に

よ
っ

て
、

足
首

と
膝

、
股

関
節

の
回

旋
運

動
を

、
そ

の
方

の
体

格
や

関
節

の
拘

縮
具

合
に

自
由

に
角

度
を

調
整

し
、

非
常

に
ゆ

っ
く

り
と

他
動

運
動

を
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
開

発
者

で
あ

る
代

表
自

身
が

頸
髄

損
傷

に
よ

り
疼

痛
や

冷
え

な
ど

に
悩

み
、

そ
の

改
善

の
た

め
に

装
置

を
発

案
し

１
６

年
間

使
用

を
続

け
て

お
り

ま
す

。
そ

の
結

果
、

疼
痛

と
痙

性
は

８
割

以
上

が
消

失
し

、
足

の
冷

え
、

脆
弱

だ
っ

た
皮

膚
な

ど
が

改
善

し
て

お
り

ま
す

。

今
後

、
モ

ニ
タ

ー
に

よ
る

効
果

の
検

証
と

装
置

の
軽

量
・

コ
ン

パ
ク

ト
化

を
目

指
し

、
ご

協
力

い
た

だ
け

る
当

事
者

様
と

企
業

様
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

ご
試

問
な

ど
お

気
軽

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。

装
置

紹
介

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

h
tt

p
s
:/

/
d

e
b

o
ra

-
g
u

ru
g
u

ru
.m

ys
tr

ik
in

g
ly

.c
o
m

/

1
1

1
9

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

屋
外

の
移

動
車

い
す

個
人

災
害

時
の

車
椅

子
避

難
用

具
（

用
心

棒
）

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
災

害
時

に
車

椅
子

で
迅

速
に

避
難

す
る

た
め

の
用

具
を

考
案

し
ま

し
た

。
「

用
心

棒
」

と
称

し
ま

す
。

こ
れ

は
、

Y
o
u

T
u

b
e

h
tt

p
s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
iv

0
W

9
0

ta
s
u

M
に

u
p

し
、

ま
た

、
朝

日
新

聞
宮

城
県

版
に

も
取

り
上

げ
て

い
た

だ
い

た
と

こ
ろ

で
す

。

こ
の

用
具

が
、

今
後

危
惧

さ
れ

て
い

る
南

海
ト

ラ
フ

な
ど

の
大

地
震

・
大

津
波

の
際

の
高

齢
者

・
障

害
者

の
避

難
・

救
命

に
役

立
て

ば
と

、
願

っ
て

お
り

ま
す

。

ど
な

た
で

も
ご

自
由

に
製

作
さ

れ
、

あ
る

い
は

販
売

さ
れ

、
家

庭
は

も
と

よ
り

、
病

院
、

介
護

施
設

、
老

人
ホ

ー
ム

、
防

災
セ

ン
タ

ー
、

避
難

所
等

に
広

く
行

き
渡

っ
て

い
く

こ
と

を
願

っ
て

い
ま

す
。

1
1

2
0

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)耐

震
ベ

ッ
ド

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

耐
震

ベ
ッ

ド
供

給
事

業
者

耐
震

ベ
ッ

ド
兼

シ
ェ

ル
タ

ー
　

【
M

A
M

O
R

U
N

o
.3

】
 【

製
造

元
】

三
佳

テ
ッ

ク
(株

)

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 利

用
対

象
等

全
般

★
地

震
か

ら
、

命
を

守
り

ま
す

。
‼

<品
名

>　
M

A
M

O
R

U
　

N
o
３

★
住

宅
・

事
務

所
・

そ
の

他
【

組
立

式
】

リ
ー

ズ
ナ

ブ
ル

な
価

格
の

商
品

開
発

い
た

し
ま

し
た

。
❢

★【
一

体
式

】
も

製
作

で
き

ま
す

。

(　
工

場
・

作
業

場
で

も
ご

利
用

で
き

ま
す

。
)

『
圧

縮
試

験
』

耐
圧

荷
重

１
４

to
n

公
共

技
術

総
合

セ
ン

タ
ー

に
て

、
試

験
済

み
(下

記
に

成
績

表
)あ

り
。

 【
製

造
元

】
三

佳
テ

ッ
ク

(株
) 

ミ
ヨ

シ
テ

ッ
ク

(カ
★

『
耐

震
補

助
金

代
替

え
値

引
き

』
ご

利
用

い
た

だ
け

ま
す

。
M

A
M

O
R

U
 N

o
.3

詳
細

は
　

h
tt

p
s
:/

/
m

iy
o
s
h

i-
te

c
.c

o
.jp

/
b

e
d

/
か

ら
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

-68-

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

2
1

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
『

読
話

ク
ラ

ブ
』

（
旧

・
読

話
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ア

プ
リ

）
が

リ
リ

ー
ス

さ
れ

ま
し

た

聴
覚

障
害

者
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
よ

り
代

理
で

投
稿

い
た

し
ま

す
。

『
読

話
ク

ラ
ブ

』
（

旧
・

読
話

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ア
プ

リ
）

は
、

読
話

（
相

手
の

口
の

動
き

か
ら

発
話

内
容

を
理

解
す

る
）

の
力

を
身

に
つ

け
る

た
め

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ア

プ
リ

で
す

。
A

p
p

 S
to

re
に

て
リ

リ
ー

ス
が

さ
れ

ま
し

た
。

無
料

で
ご

利
用

で
き

る
の

で
ご

活
用

く
だ

さ
い

。

以
下

の
U

R
L
よ

り
ア

プ
リ

の
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
が

可
能

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。
h

tt
p

s
:/

/
s
it
e
s
.g

o
o
g
le

.c
o
m

/
v
ie

w
/
d

o
k
u

w
a
c
lu

b
/

※
現

バ
ー

ジ
ョ

ン
は

iP
a
d

の
み

対
応

と
な

っ
て

お
り

ま
す

．

【
開

発
者

】
神

奈
川

工
科

大
学

情
報

学
部

情
報

工
学

科
画

像
情

報
処

理
シ

ス
テ

ム
研

究
室

1
1

2
2

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

風
呂

や
シ

ャ
ワ

ー
入

浴
関

連
用

具
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

入
浴

者
と

入
浴

介
護

す
る

人
が

笑
顔

で
入

浴
で

き
る

入
浴

補
助

器
の

ご
提

案

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 家

族
以

下
、

代
理

投
稿

に
な

り
ま

す
。

【
開

発
の

背
景

】
介

護
士

や
介

護
を

受
け

て
い

る
方

の
声

を
も

と
に

、
安

全
で

負
担

の
少

な
い

入
浴

を
実

現
す

る
た

め
に

開
発

し
ま

し
た

。
・

ア
ー

ム
式

入
浴

補
助

器
・

簡
易

版
入

浴
補

助
器

・
舟

形
の

入
浴

風
呂

（
移

動
式

）
【

介
護

士
の

声
】

•
体

を
持

ち
上

げ
る

作
業

が
大

変
•

腰
が

痛
く

な
る

•
利

用
者

が
吊

り
上

げ
式

を
怖

が
る

•
湯

の
深

さ
を

調
整

し
に

く
い

•
会

話
し

や
す

い
入

浴
補

助
器

が
欲

し
い

【
介

護
を

受
け

る
方

の
声

】
•

家
族

と
一

緒
に

温
泉

な
ど

に
入

り
た

い
•

家
庭

で
も

簡
単

に
使

え
る

装
置

が
欲

し
い

【
開

発
の

ポ
イ

ン
ト

】
•

安
全

第
一

、
国

立
大

学
医

学
博

士
及

び
大

学
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

等
か

ら
も

助
言

を
受

け
る

•
電

気
を

使
わ

ず
、

手
動

で
簡

単
に

使
え

る
•

高
齢

者
や

車
椅

子
の

方
で

も
扱

い
や

す
い

構
造

•
介

護
者

の
負

担
を

最
小

限
に

【
開

発
状

況
】

•
特

許
3

件
申

請
中

•
動

作
確

認
済

み
の

試
作

機
あ

り
（

宮
崎

市
の

鉄
工

所
で

見
学

可
能

）
•

既
存

の
浴

槽
に

取
り

付
け

ら
れ

る
新

モ
デ

ル
も

設
計

中
•

移
動

式
入

浴
装

置
も

開
発

済
み

（
ベ

ッ
ド

→
浴

場
の

移
動

可
）

【
現

在
の

課
題

】
　

試
作

器
は

出
来

上
が

っ
て

い
る

が
、

商
品

化
し

て
い

た
だ

け
る

パ
ー

ト
ナ

ー
企

業
様

を
募

集
し

て
い

ま
す

。
　

本
件

に
つ

き
ま

し
て

は
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
ま

で
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
　

公
益

財
団

法
人

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

　
企

画
部

　
s
h

o
g
a
i-

k
ik

i2
@

te
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

1
1

2
3

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

開
発

メ
ー

カ
ー

【
耐

震
シ

ェ
ル

タ
ー

】
<

品
名

> 
『

ミ
ニ

キ
ュ

ー
ブ

・
シ

ェ
ル

タ
ー

 N
o
1

』

そ
の

他
<サ

イ
ズ

/
m

m
> 

  
鋼

材
製

8
0

0
×

1
0

0
0

×
8

0
0

H
。

【
公

共
技

術
総

合
セ

ン
タ

ー
】

に
て

、
『

圧
縮

試
験

 』
耐

圧
荷

重
１

４
T

O
N

 証
明

済
。

さ
れ

て
い

ま
す

。
総

重
量

-
約

7
3

K
g

◎
ベ

ッ
ド

の
一

部
、

上
半

身
保

護
と

し
て

ご
利

用
、

地
震

の
場

合
シ

ェ
ル

タ
ー

内
に

避
難

。
◎

通
常

は
、

机
と

し
て

、
テ

レ
ビ

台
な

ど
と

し
て

も
ご

利
用

。
◎

お
一

人
に

１
個

あ
る

い
は

、
1

部
屋

に
１

個
設

置
し

て
い

た
だ

け
ま

す
。

◎
カ

ラ
ー

も
数

種
類

ご
ざ

い
ま

す
。

◎
価

格
も

リ
ー

ズ
ナ

ブ
ル

で
ご

提
供

で
き

ま
す

。

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

1
6

2
0

2
5

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

服
、

靴
な

ど
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

そ
の

他
(支

援
者

)
加

齢
・

障
害

な
ど

に
配

慮
し

た
お

し
ゃ

れ
な

衣
服

・
靴

な
ど

に
関

す
る

ウ
エ

ブ
サ

イ
ト

の
公

開

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 知

的
障

害
者

 精
神

障
害

者
 発

達
障

害
者

 盲
ろ

う
者

高
齢

者
 児

童
 家

族
 介

助
者

 就
労

・
就

学
 共

用
品

 そ
の

他
(服

・
靴

な
ど

の
作

製
者

) 
利

用
対

象
等

全
般

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

研
究

所
顧

問
の

小
野

で
す

。

以
前

、
ご

紹
介

し
た

「
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
の

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
デ

ザ
イ

ン
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」

（
1

1
/
9

　
午

後
）

と
同

様
、

カ
シ

オ
科

学
振

興
財

団
の

補
助

金
を

用
い

て
、

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

の
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

デ
ザ

イ
ン

の
情

報
提

供
を

目
指

し
た

サ
イ

ト
を

作
成

し
ま

し
た

。

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

の
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

デ
ザ

イ
ン

を
目

指
し

た
情

報
共

有
サ

イ
ト

や
さ

し
い

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

h
tt

p
s
:/

/
ya

s
a
s
h

ii-
fa

s
h

io
n

.jp
/

内
容

は
以

下
で

す
。

１
．

衣
服

・
靴

等
の

工
夫

・
実

例
お

よ
び

相
談

で
き

る
、

購
入

で
き

る
所

　
の

検
索

２
．

衣
服

制
作

者
・

メ
ー

カ
ー

（
お

直
し

サ
ー

ビ
ス

）
、

衣
服

に
困

っ
た

こ
と

が
あ

る
当

事
者

・
ご

家
族

、
衣

服
制

作
者

・
メ

ー
カ

ー
・

研
究

者
、

医
療

・
福

祉
関

係
者

、
公

益
財

団
法

人
、

メ
デ

ィ
ア

 の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
記

事
や

寄
稿

文
３

．
そ

の
他

、
イ

ベ
ン

ト
や

様
々

な
活

動
や

取
組

（
金

城
学

院
、

筑
波

技
術

大
学

、
国

リ
ハ

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

）
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
掲

載
し

て
い

ま
す

。

な
お

、
「

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

の
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

デ
ザ

イ
ン

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

」
の

講
演

概
要

と
、

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

参
加

者
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

は
、

以
下

に
掲

載
さ

れ
て

い
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
ya

s
a
s
h

ii-
fa

s
h

io
n

.jp
/
p

a
s
t-

e
v
e
n

ts
/
e
v
e
n

t2
0

2
4

1
1

0
9

掲
載

し
た

方
が

良
さ

そ
う

な
情

報
な

ど
ア

ド
バ

イ
ス

あ
り

ま
し

た
ら

、
以

下
の

お
問

合
せ

フ
ォ

ー
ム

か
ら

ご
教

示
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。

h
tt

p
s
:/

/
ya

s
a
s
h

ii-
fa

s
h

io
n

.jp
/
c
o
n

ta
c
t

適
宜

、
情

報
を

追
加

・
更

新
し

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

2
0

2
5

.4
.4

1
1

1
8

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

訓
練

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

リ
ハ

ビ
リ

開
発

メ
ー

カ
ー

麻
痺

障
害

者
の

疼
痛

改
善

の
た

め
の

他
動

運
動

装
置

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
麻

痺
な

ど
に

よ
り

自
身

で
は

運
動

で
き

な
い

方
の

た
め

の
他

運
動

装
置

で
す

。
麻

痺
な

ど
に

よ
る

不
動

・
低

運
動

が
長

期
間

続
く

こ
と

で
、

疼
痛

、
痙

性
、

足
の

冷
え

、
皮

膚
の

脆
弱

化
、

排
便

困
難

な
ど

の
廃

用
症

候
群

が
起

こ
り

ま
す

が
、

改
善

方
法

は
あ

る
程

度
の

運
動

を
お

こ
な

う
が

唯
一

の
対

処
方

法
で

す
。

弊
社

で
開

発
中

の
他

動
運

動
装

置
は

、
モ

ー
タ

ー
の

動
力

と
シ

ン
プ

ル
な

構
造

の
装

置
に

よ
っ

て
、

足
首

と
膝

、
股

関
節

の
回

旋
運

動
を

、
そ

の
方

の
体

格
や

関
節

の
拘

縮
具

合
に

自
由

に
角

度
を

調
整

し
、

非
常

に
ゆ

っ
く

り
と

他
動

運
動

を
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
開

発
者

で
あ

る
代

表
自

身
が

頸
髄

損
傷

に
よ

り
疼

痛
や

冷
え

な
ど

に
悩

み
、

そ
の

改
善

の
た

め
に

装
置

を
発

案
し

１
６

年
間

使
用

を
続

け
て

お
り

ま
す

。
そ

の
結

果
、

疼
痛

と
痙

性
は

８
割

以
上

が
消

失
し

、
足

の
冷

え
、

脆
弱

だ
っ

た
皮

膚
な

ど
が

改
善

し
て

お
り

ま
す

。

今
後

、
モ

ニ
タ

ー
に

よ
る

効
果

の
検

証
と

装
置

の
軽

量
・

コ
ン

パ
ク

ト
化

を
目

指
し

、
ご

協
力

い
た

だ
け

る
当

事
者

様
と

企
業

様
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

ご
試

問
な

ど
お

気
軽

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。

装
置

紹
介

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

h
tt

p
s
:/

/
d

e
b

o
ra

-
g
u

ru
g
u

ru
.m

ys
tr

ik
in

g
ly

.c
o
m

/

1
1

1
9

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

屋
外

の
移

動
車

い
す

個
人

災
害

時
の

車
椅

子
避

難
用

具
（

用
心

棒
）

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
災

害
時

に
車

椅
子

で
迅

速
に

避
難

す
る

た
め

の
用

具
を

考
案

し
ま

し
た

。
「

用
心

棒
」

と
称

し
ま

す
。

こ
れ

は
、

Y
o
u

T
u

b
e

h
tt

p
s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
iv

0
W

9
0

ta
s
u

M
に

u
p

し
、

ま
た

、
朝

日
新

聞
宮

城
県

版
に

も
取

り
上

げ
て

い
た

だ
い

た
と

こ
ろ

で
す

。

こ
の

用
具

が
、

今
後

危
惧

さ
れ

て
い

る
南

海
ト

ラ
フ

な
ど

の
大

地
震

・
大

津
波

の
際

の
高

齢
者

・
障

害
者

の
避

難
・

救
命

に
役

立
て

ば
と

、
願

っ
て

お
り

ま
す

。

ど
な

た
で

も
ご

自
由

に
製

作
さ

れ
、

あ
る

い
は

販
売

さ
れ

、
家

庭
は

も
と

よ
り

、
病

院
、

介
護

施
設

、
老

人
ホ

ー
ム

、
防

災
セ

ン
タ

ー
、

避
難

所
等

に
広

く
行

き
渡

っ
て

い
く

こ
と

を
願

っ
て

い
ま

す
。

1
1

2
0

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)耐

震
ベ

ッ
ド

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

耐
震

ベ
ッ

ド
供

給
事

業
者

耐
震

ベ
ッ

ド
兼

シ
ェ

ル
タ

ー
　

【
M

A
M

O
R

U
N

o
.3

】
 【

製
造

元
】

三
佳

テ
ッ

ク
(株

)

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 利

用
対

象
等

全
般

★
地

震
か

ら
、

命
を

守
り

ま
す

。
‼

<品
名

>　
M

A
M

O
R

U
　

N
o
３

★
住

宅
・

事
務

所
・

そ
の

他
【

組
立

式
】

リ
ー

ズ
ナ

ブ
ル

な
価

格
の

商
品

開
発

い
た

し
ま

し
た

。
❢

★【
一

体
式

】
も

製
作

で
き

ま
す

。

(　
工

場
・

作
業

場
で

も
ご

利
用

で
き

ま
す

。
)

『
圧

縮
試

験
』

耐
圧

荷
重

１
４

to
n

公
共

技
術

総
合

セ
ン

タ
ー

に
て

、
試

験
済

み
(下

記
に

成
績

表
)あ

り
。

 【
製

造
元

】
三

佳
テ

ッ
ク

(株
) 

ミ
ヨ

シ
テ

ッ
ク

(カ
★

『
耐

震
補

助
金

代
替

え
値

引
き

』
ご

利
用

い
た

だ
け

ま
す

。
M

A
M

O
R

U
 N

o
.3

詳
細

は
　

h
tt

p
s
:/

/
m

iy
o
s
h

i-
te

c
.c

o
.jp

/
b

e
d

/
か

ら
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

2
7

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
医

療
専

門
職

片
手

で
握

っ
て

使
え

る
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
マ

ウ
ス

肢
体

不
自

由
者

本
製

品
は

片
手

で
握

っ
て

使
え

る
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
マ

ウ
ス

で
す

。
机

や
台

が
な

く
て

も
、

ジ
ョ

イ
ス

テ
ィ

ッ
ク

と
、

左
ク

リ
ッ

ク
、

右
ク

リ
ッ

ク
で

P
C

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
操

作
で

き
ま

す
。

ま
た

、
外

部
ス

イ
ッ

チ
用

の
直

径
3

.5
m

m
ミ

ニ
ジ

ャ
ッ

ク
1

個
を

搭
載

し
、

ス
イ

ッ
チ

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

と
し

て
も

使
え

ま
す

。
ボ

タ
ン

式
ス

イ
ッ

チ
な

ど
を

モ
ノ

ラ
ル

ジ
ャ

ッ
ク

に
接

続
す

れ
ば

、
ボ

タ
ン

入
力

が
ス

ペ
ー

ス
キ

ー
入

力
と

し
て

認
識

さ
れ

ま
す

。
そ

の
際

は
、

モ
ー

ド
切

替
ボ

タ
ン

（
右

ク
リ

ッ
ク

）
を

2
秒

間
押

し
て

、
モ

ー
ド

を
切

り
替

え
て

く
だ

さ
い

。
モ

ー
ド

を
切

り
替

え
る

と
、

ジ
ョ

イ
ス

テ
ィ

ッ
ク

は
矢

印
キ

ー
と

し
て

、
左

ク
リ

ッ
ク

は
エ

ン
タ

ー
キ

ー
、

右
ク

リ
ッ

ク
は

ス
ペ

ー
ス

キ
ー

入
力

に
変

わ
り

ま
す

。
普

通
の

マ
ウ

ス
に

戻
す

に
は

、
ま

た
、

右
ボ

タ
ン

を
２

秒
間

押
し

て
く

だ
さ

い
。

<販
売

ペ
ー

ジ
>

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.a
m

a
z
o
n

.c
o
.jp

/
d

p
/
B

0
F
F
2

6
6

T
F
7

<ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

>
h

tt
p

s
:/

/
p

la
in

s
tu

d
io

.o
rg

1
1

2
8

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
補

聴
器

 意
思

伝
達

装
置

開
発

メ
ー

カ
ー

難
聴

者
の

会
話

支
援

サ
ー

ビ
ス

「
C

h
a
tt

e
e
」

の
ご

案
内

（
初

回
3

0
分

無
料

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

中
）

聴
覚

障
害

者
突

然
の

ご
連

絡
失

礼
い

た
し

ま
す

。

御
協

会
の

活
動

を
W

e
b

で
拝

見
し

、
大

変
共

感
致

し
ま

し
た

。
私

も
難

聴
の

家
族

と
の

会
話

に
困

っ
た

経
験

か
ら

、
難

聴
者

様
と

そ
の

ご
家

族
様

向
け

に
「

C
h

a
tt

e
e
（

チ
ャ

テ
ィ

ー
）

」
と

い
う

会
話

支
援

サ
ー

ビ
ス

を
今

月
1

日
に

開
始

い
た

し
ま

し
た

。

P
C

・
iP

a
d

・
iP

h
o
n

e
で

音
声

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

文
字

起
こ

し
し

、
会

話
を

支
援

い
た

し
ま

す
。

現
在

、
初

回
ロ

グ
イ

ン
の

方
に

は
合

計
3

0
分

間
、

文
字

起
こ

し
機

能
を

無
料

で
ご

体
験

い
た

だ
け

ま
す

。

よ
ろ

し
け

れ
ば

一
度

C
h

a
tt

e
e
を

お
試

し
い

た
だ

き
、

ご
参

考
ま

で
に

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

と
幸

い
で

す
。

（
も

し
お

知
り

合
い

の
難

聴
の

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
ら

、
ご

紹
介

い
た

だ
け

ま
す

と
大

変
あ

り
が

た
く

存
じ

ま
す

）

▼
C

h
a
tt

e
e
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
ペ

ー
ジ

h
tt

p
s
:/

/
c
h

a
tt

e
e
-
a
i.c

o
m

/
la

n
d

in
g
.h

tm
l

ご
多

忙
中

と
は

存
じ

ま
す

が
、

何
卒

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

ク
リ

ア
ウ

ォ
ー

タ
ー

・
パ

ー
ト

ナ
ー

代
表

 兼
 C

h
a
tt

e
e
開

発
責

任
者

　
吉

田
 将

人
（

よ
し

だ
 ま

さ
と

）
E

-
m

a
il:
 m

.y
o
s
h

id
a
@

c
le

a
rw

a
te

r-
in

c
.c

o
m

C
h

a
tt

e
e
: 
h

tt
p

s
:/

/
c
h

a
tt

e
e
-
a
i.c

o
m

/
la

n
d

in
g
.h

tm
l

H
P

: 
h

tt
p

s
:/

/
c
le

a
rw

a
te

r-
in

c
.c

o
m

T
E

L
: 
0

5
0

-
6

8
6

7
-
1

9
3

7
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

1
1

2
9

2
0

2
5

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

個
人

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

リ
ハ

並
木

祭
　

研
究

所
一

般
公

開
の

ご
案

内

利
用

対
象

等
全

般
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
（

埼
玉

県
所

沢
市

）
の

年
に

一
度

の
一

般
の

方
向

け
の

イ
ベ

ン
ト

で
す

。
ご

関
心

あ
り

ま
し

た
ら

、
以

下
、

ご
覧

く
だ

さ
い

。

1
0

月
４

日
（

土
）

1
9

:0
0

-
1

6
:0

0
リ

ハ
並

木
祭

詳
細

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
re

h
a
n

a
m

ik
is

a
i/

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
、

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

紹
介

を
本

館
ロ

ビ
ー

で
し

て
い

ま
す

。
私

は
、

主
に

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
（

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

で
は

文
字

数
の

関
係

で
、

「
自

立
支

援
機

器
の

ア
イ

デ
ア

」
）

と
あ

り
ま

す
。

今
ま

で
の

作
品

紹
介

ポ
ス

タ
ー

（
6

0
枚

程
）

と
国

リ
ハ

に
あ

る
作

品
を

展
示

し
ま

す
。

研
究

所
一

般
公

開
詳

細
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/
e
v
e
n

tj
/
o
p

e
n

h
o
u

s
e
/
2

0
2

5
-
o
p

e
n

h
o
u

s
e
/

展
示

内
容

が
上

記
U

R
L
に

紹
介

さ
れ

て
い

ま
す

。

【
補

足
】

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
看

護
師

が
中

心
と

な
っ

て
、

障
害

の
あ

る
人

の
ニ

ー
ズ

を
解

決
す

る
ア

イ
デ

ア
（

服
、

靴
な

ど
の

試
作

品
を

1
2

月
の

障
害

者
週

間
に

展
示

説
明

）
を

紹
介

す
る

と
と

も
に

、
ご

覧
に

な
っ

た
当

事
者

や
関

係
者

の
意

見
を

伺
い

、
ア

イ
デ

ア
を

更
新

続
け

て
い

ま
す

。
参

考
：

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

紹
介

　
h

tt
p

s
:/

/
x
.g

d
/
Z

6
Ic

m
　

　
　

看
護

師
の

ア
イ

デ
ア

　
事

例
集

　
h

tt
p

s
:/

/
ya

s
a
s
h

ii-
fa

s
h

io
n

.jp
/
c
a
s
e
-
s
tu

d
ie

s

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
医

療
・

福
祉

系
、

デ
ザ

イ
ン

系
、

工
学

系
の

学
生

が
協

働
し

て
、

障
害

当
事

者
の

ニ
ー

ズ
を

解
決

す
る

ア
イ

デ
ア

を
形

に
し

て
見

せ
る

展
示

・
発

表
会

（
今

年
は

、
1

2
月

2
1

日
（

日
）

国
際

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

ビ
ル

、
K

F
C

ホ
ー

ル
 A

N
N

E
X

 東
京

都
墨

田
区

）
参

考
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/
e
v
e
n

tj
/
N

IF
/

　
　

　
h

tt
p

:/
/
n

-
i-

f.
jp

/
　

N
IF

の
サ

ー
バ

ー
が

海
外

か
ら

の
不

正
ア

ク
セ

ス
の

た
め

、
現

在
一

時
停

止
中

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

2
4

2
0

2
5

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
自

立
支

援
機

器
を

活
用

す
る

就
労

支
援

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

つ
い

て
（

公
募

）

利
用

対
象

等
全

般
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
で

は
令

和
7

年
度

、
新

し
い

事
業

を
実

施
し

ま
す

事
業

は
、

一
般

就
労

に
お

け
る

障
害

者
の

支
援

機
器

利
活

用
の

重
要

性
を

普
及

啓
発

し
、

製
造

事
業

者
に

は
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
支

援
機

器
の

開
発

・
改

良
を

支
援

す
る

こ
と

と
い

た
し

ま
す

実
施

を
希

望
す

る
評

価
チ

ー
ム

を
募

集
し

て
い

ま
す

。
詳

し
く

は
当

協
会

の
サ

イ
ト

を
ご

覧
く

だ
さ

い
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
s
h

u
ro

_
s
u

p
p

o
rt

2
0

2
5

.s
h

tm
l

1
1

2
5

2
0

2
5

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
ハ

ミ
ン

グ
・

オ
ア

シ
ス

2
0

2
5

開
催

の
お

知
ら

せ
及

び
出

展
者

の
募

集
！

そ
の

他
(医

療
的

ケ
ア

児
等

)
代

理
に

て
投

稿
い

た
し

ま
す

。

ハ
ミ

ン
グ

・
オ

ア
シ

ス
2

0
2

5
と

は
？

ス
ペ

シ
ャ

ル
キ

ッ
ズ

と
そ

の
家

族
が

よ
り

楽
し

く
豊

か
な

日
々

を
過

ご
せ

る
よ

う
に

、
「

モ
ノ

」
や

「
コ

ト
」

を
紹

介
・

体
験

で
き

る
イ

ベ
ン

ト
。

・
気

軽
に

参
加

し
、

楽
し

み
な

が
ら

学
べ

る
1

日
を

提
供

・
ス

ポ
ー

ツ
、

遊
び

、
学

び
（

セ
ミ

ナ
ー

）
、

交
流

な
ど

幅
広

い
内

容
を

用
意

・
家

族
、

支
援

者
、

企
業

、
学

生
、

地
域

の
人

々
と

の
つ

な
が

り
の

場
・

明
日

か
ら

役
立

つ
情

報
や

支
援

ア
イ

テ
ム

を
紹

介
し

、
他

の
支

援
者

に
も

共
有

可
能

な
内

容
に

開
催

日
：

2
0

2
5

年
8

月
2

3
日

（
土

）
2

4
日

（
日

）
 午

前
1

0
～

1
6

時
（

予
定

）

場
所

：
東

和
薬

品
R

A
C

T
A

B
ド

ー
ム

（
大

阪
府

門
真

市
三

ツ
島

３
丁

目
7

-
1

6
）

参
加

対
象

：
ス

ペ
シ

ャ
ル

キ
ッ

ズ
（

病
気

や
障

害
が

あ
る

子
ど

も
）

と
家

族
、

支
援

者
、

学
生

、
そ

の
他

主
催

：
一

般
社

団
法

人
ス

ペ
シ

ャ
ル

キ
ッ

ズ
サ

ポ
ー

ト
振

興
協

会
 「

ハ
ミ

ン
グ

・
オ

ア
シ

ス
2

0
2

5
実

行
委

員
会

」
協

力
：

一
般

社
団

法
人

m
in

a
 f

a
m

ily
、

大
阪

医
療

的
ケ

ア
児

・
者

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

W
A

！
わ

っ
し

ょ
い

愛
ボ

ッ
チ

ャ
協

会
、

一
般

社
団

法
人

ナ
チ

ュ
ラ

ル
ハ

ー
ト

フ
ル

ケ
ア

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

他
後

援
（

申
請

予
定

）
：

大
阪

府
、

大
阪

小
児

科
医

会
公

益
社

団
法

人
大

阪
府

理
学

療
法

士
会

、
一

般
社

団
法

人
大

阪
府

作
業

療
法

士
会

他
同

時
開

催
：

医
療

的
ケ

ア
児

・
者

を
さ

さ
え

る
モ

ノ
と

ヒ
ト

展
 （

主
催

：
大

阪
医

療
的

ケ
ア

児
・

者
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
W

A
！

わ
っ

し
ょ

い
）

問
い

合
わ

せ
先

：
一

般
社

団
法

人
ス

ペ
シ

ャ
ル

キ
ッ

ズ
サ

ポ
ー

ト
振

興
協

会
「

ハ
ミ

ン
グ

・
オ

ア
シ

ス
2

0
2

5
実

行
委

員
会

」
 担

当
オ

カ
ザ

キ
、

ホ
ン

ダ
、

カ
ワ

モ
ト

出
展

に
つ

い
て

は
、

申
込

締
切

 2
0

2
5

 年
7

 月
2

1
 日

（
月

）
ま

で
※

現
在

は
メ

ー
ル

で
ご

連
絡

下
さ

い
 o

k
a
z
a
k
i@

s
p

k
id

s
.o

r.
jp

【
過

去
の

開
催

実
績

】
（

第
一

回
）

ハ
ミ

ン
グ

・
オ

ア
シ

ス
2

0
1

9
・

開
催

日
：

2
0

1
9

 年
月

 3
 月

3
1

 日
 (

土
)

・
出

展
企

業
：

 4
8

 社
 ・

来
場

者
数

：
1

2
0

0
 名

※
ハ

ミ
ン

グ
・

オ
ア

シ
ス

2
0

2
5

 は
、

来
場

者
数

1
5

0
0

 名
以

上
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

1
1

2
6

2
0

2
5

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
【

出
展

者
募

集
開

始
の

お
知

ら
せ

】
 障

害
者

自
立

支
援

機
器

　
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

2
0

2
5

利
用

対
象

等
全

般
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

2
0

2
5

を
開

催
し

ま
す

。

本
交

流
会

で
は

、
障

害
当

事
者

等
の

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
捉

え
た

支
援

機
器

開
発

と
な

る
よ

う
、

ニ
ー

ズ
（

使
う

人
）

と
シ

ー
ズ

（
作

る
人

）
の

交
流

を
深

め
る

取
り

組
み

を
行

う
も

の
で

す
。

交
流

会
で

は
障

害
者

の
た

め
の

自
立

支
援

機
器

の
展

示
、

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

、
意

見
交

換
を

実
施

し
ま

す
。

ま
た

、
併

催
イ

ベ
ン

ト
と

し
て

、
各

種
セ

ミ
ナ

ー
も

実
施

し
ま

す
。

詳
細

は
下

記
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
よ

り
随

時
情

報
を

掲
載

し
て

い
き

ま
す

の
で

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

【
交

流
会

開
催

日
程

】
来

場
料

無
料

　
入

退
出

自
由

　
・

W
e
b

開
催

　
令

和
7

年
１

０
月

１
日

（
水

）
～

令
和

８
年

１
月

３
１

日
（

土
）

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

H
P

内
Ｗ

ｅ
ｂ

交
流

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

　
・

東
京

会
場

　
令

和
7

年
１

２
月

１
８

日
（

木
）

～
２

０
日

（
土

）
東

京
都

立
産

業
貿

易
セ

ン
タ

ー
浜

松
町

館
３

階

○
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

2
0

2
5

専
用

サ
イ

ト
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
2

0
2

5
k
o
ry

u
k
a
i/

w
e
b

/
h

a
ll/

c
m

s
/

〇
出

展
者

の
募

集
【

７
月

４
日

（
金

）
1

6
:0

0
ま

で
】

出
展

費
用

無
料

出
展

要
項

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
n

e
e
d

s
m

a
tc

h
/
fi
le

0
7

/
s
yu

tt
e
n

yo
u

k
o
u

2
0

2
5

.p
d

f
下

記
、

よ
り

お
申

し
込

み
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

1
.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
ro

b
o
t/

m
a
k
e
r/

in
d

e
x
.p

h
p

?
fm

d
=
8

4

参
考

）
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

2
0

2
4

記
録

動
画

h
tt

p
s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
b

R
M

Y
U

F
fT

IJ
c

-70-



投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

2
7

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
医

療
専

門
職

片
手

で
握

っ
て

使
え

る
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
マ

ウ
ス

肢
体

不
自

由
者

本
製

品
は

片
手

で
握

っ
て

使
え

る
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
マ

ウ
ス

で
す

。
机

や
台

が
な

く
て

も
、

ジ
ョ

イ
ス

テ
ィ

ッ
ク

と
、

左
ク

リ
ッ

ク
、

右
ク

リ
ッ

ク
で

P
C

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
操

作
で

き
ま

す
。

ま
た

、
外

部
ス

イ
ッ

チ
用

の
直

径
3

.5
m

m
ミ

ニ
ジ

ャ
ッ

ク
1

個
を

搭
載

し
、

ス
イ

ッ
チ

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

と
し

て
も

使
え

ま
す

。
ボ

タ
ン

式
ス

イ
ッ

チ
な

ど
を

モ
ノ

ラ
ル

ジ
ャ

ッ
ク

に
接

続
す

れ
ば

、
ボ

タ
ン

入
力

が
ス

ペ
ー

ス
キ

ー
入

力
と

し
て

認
識

さ
れ

ま
す

。
そ

の
際

は
、

モ
ー

ド
切

替
ボ

タ
ン

（
右

ク
リ

ッ
ク

）
を

2
秒

間
押

し
て

、
モ

ー
ド

を
切

り
替

え
て

く
だ

さ
い

。
モ

ー
ド

を
切

り
替

え
る

と
、

ジ
ョ

イ
ス

テ
ィ

ッ
ク

は
矢

印
キ

ー
と

し
て

、
左

ク
リ

ッ
ク

は
エ

ン
タ

ー
キ

ー
、

右
ク

リ
ッ

ク
は

ス
ペ

ー
ス

キ
ー

入
力

に
変

わ
り

ま
す

。
普

通
の

マ
ウ

ス
に

戻
す

に
は

、
ま

た
、

右
ボ

タ
ン

を
２

秒
間

押
し

て
く

だ
さ

い
。

<販
売

ペ
ー

ジ
>

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.a
m

a
z
o
n

.c
o
.jp

/
d

p
/
B

0
F
F
2

6
6

T
F
7

<ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

>
h

tt
p

s
:/

/
p

la
in

s
tu

d
io

.o
rg

1
1

2
8

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
補

聴
器

 意
思

伝
達

装
置

開
発

メ
ー

カ
ー

難
聴

者
の

会
話

支
援

サ
ー

ビ
ス

「
C

h
a
tt

e
e
」

の
ご

案
内

（
初

回
3

0
分

無
料

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

中
）

聴
覚

障
害

者
突

然
の

ご
連

絡
失

礼
い

た
し

ま
す

。

御
協

会
の

活
動

を
W

e
b

で
拝

見
し

、
大

変
共

感
致

し
ま

し
た

。
私

も
難

聴
の

家
族

と
の

会
話

に
困

っ
た

経
験

か
ら

、
難

聴
者

様
と

そ
の

ご
家

族
様

向
け

に
「

C
h

a
tt

e
e
（

チ
ャ

テ
ィ

ー
）

」
と

い
う

会
話

支
援

サ
ー

ビ
ス

を
今

月
1

日
に

開
始

い
た

し
ま

し
た

。

P
C

・
iP

a
d

・
iP

h
o
n

e
で

音
声

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

文
字

起
こ

し
し

、
会

話
を

支
援

い
た

し
ま

す
。

現
在

、
初

回
ロ

グ
イ

ン
の

方
に

は
合

計
3

0
分

間
、

文
字

起
こ

し
機

能
を

無
料

で
ご

体
験

い
た

だ
け

ま
す

。

よ
ろ

し
け

れ
ば

一
度

C
h

a
tt

e
e
を

お
試

し
い

た
だ

き
、

ご
参

考
ま

で
に

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

と
幸

い
で

す
。

（
も

し
お

知
り

合
い

の
難

聴
の

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
ら

、
ご

紹
介

い
た

だ
け

ま
す

と
大

変
あ

り
が

た
く

存
じ

ま
す

）

▼
C

h
a
tt

e
e
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
ペ

ー
ジ

h
tt

p
s
:/

/
c
h

a
tt

e
e
-
a
i.c

o
m

/
la

n
d

in
g
.h

tm
l

ご
多

忙
中

と
は

存
じ

ま
す

が
、

何
卒

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

ク
リ

ア
ウ

ォ
ー

タ
ー

・
パ

ー
ト

ナ
ー

代
表

 兼
 C

h
a
tt

e
e
開

発
責

任
者

　
吉

田
 将

人
（

よ
し

だ
 ま

さ
と

）
E

-
m

a
il:
 m

.y
o
s
h

id
a
@

c
le

a
rw

a
te

r-
in

c
.c

o
m

C
h

a
tt

e
e
: 
h

tt
p

s
:/

/
c
h

a
tt

e
e
-
a
i.c

o
m

/
la

n
d

in
g
.h

tm
l

H
P

: 
h

tt
p

s
:/

/
c
le

a
rw

a
te

r-
in

c
.c

o
m

T
E

L
: 
0

5
0

-
6

8
6

7
-
1

9
3

7
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

1
1

2
9

2
0

2
5

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

個
人

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

リ
ハ

並
木

祭
　

研
究

所
一

般
公

開
の

ご
案

内

利
用

対
象

等
全

般
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
（

埼
玉

県
所

沢
市

）
の

年
に

一
度

の
一

般
の

方
向

け
の

イ
ベ

ン
ト

で
す

。
ご

関
心

あ
り

ま
し

た
ら

、
以

下
、

ご
覧

く
だ

さ
い

。

1
0

月
４

日
（

土
）

1
9

:0
0

-
1

6
:0

0
リ

ハ
並

木
祭

詳
細

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
re

h
a
n

a
m

ik
is

a
i/

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
、

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

紹
介

を
本

館
ロ

ビ
ー

で
し

て
い

ま
す

。
私

は
、

主
に

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
（

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

で
は

文
字

数
の

関
係

で
、

「
自

立
支

援
機

器
の

ア
イ

デ
ア

」
）

と
あ

り
ま

す
。

今
ま

で
の

作
品

紹
介

ポ
ス

タ
ー

（
6

0
枚

程
）

と
国

リ
ハ

に
あ

る
作

品
を

展
示

し
ま

す
。

研
究

所
一

般
公

開
詳

細
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/
e
v
e
n

tj
/
o
p

e
n

h
o
u

s
e
/
2

0
2

5
-
o
p

e
n

h
o
u

s
e
/

展
示

内
容

が
上

記
U

R
L
に

紹
介

さ
れ

て
い

ま
す

。

【
補

足
】

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
看

護
師

が
中

心
と

な
っ

て
、

障
害

の
あ

る
人

の
ニ

ー
ズ

を
解

決
す

る
ア

イ
デ

ア
（

服
、

靴
な

ど
の

試
作

品
を

1
2

月
の

障
害

者
週

間
に

展
示

説
明

）
を

紹
介

す
る

と
と

も
に

、
ご

覧
に

な
っ

た
当

事
者

や
関

係
者

の
意

見
を

伺
い

、
ア

イ
デ

ア
を

更
新

続
け

て
い

ま
す

。
参

考
：

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

紹
介

　
h

tt
p

s
:/

/
x
.g

d
/
Z

6
Ic

m
　

　
　

看
護

師
の

ア
イ

デ
ア

　
事

例
集

　
h

tt
p

s
:/

/
ya

s
a
s
h

ii-
fa

s
h

io
n

.jp
/
c
a
s
e
-
s
tu

d
ie

s

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
医

療
・

福
祉

系
、

デ
ザ

イ
ン

系
、

工
学

系
の

学
生

が
協

働
し

て
、

障
害

当
事

者
の

ニ
ー

ズ
を

解
決

す
る

ア
イ

デ
ア

を
形

に
し

て
見

せ
る

展
示

・
発

表
会

（
今

年
は

、
1

2
月

2
1

日
（

日
）

国
際

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

ビ
ル

、
K

F
C

ホ
ー

ル
 A

N
N

E
X

 東
京

都
墨

田
区

）
参

考
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/
e
v
e
n

tj
/
N

IF
/

　
　

　
h

tt
p

:/
/
n

-
i-

f.
jp

/
　

N
IF

の
サ

ー
バ

ー
が

海
外

か
ら

の
不

正
ア

ク
セ

ス
の

た
め

、
現

在
一

時
停

止
中

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

2
4

2
0

2
5

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
自

立
支

援
機

器
を

活
用

す
る

就
労

支
援

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

つ
い

て
（

公
募

）

利
用

対
象

等
全

般
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
で

は
令

和
7

年
度

、
新

し
い

事
業

を
実

施
し

ま
す

事
業

は
、

一
般

就
労

に
お

け
る

障
害

者
の

支
援

機
器

利
活

用
の

重
要

性
を

普
及

啓
発

し
、

製
造

事
業

者
に

は
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
支

援
機

器
の

開
発

・
改

良
を

支
援

す
る

こ
と

と
い

た
し

ま
す

実
施

を
希

望
す

る
評

価
チ

ー
ム

を
募

集
し

て
い

ま
す

。
詳

し
く

は
当

協
会

の
サ

イ
ト

を
ご

覧
く

だ
さ

い
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
s
h

u
ro

_
s
u

p
p

o
rt

2
0

2
5

.s
h

tm
l

1
1

2
5

2
0

2
5

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
ハ

ミ
ン

グ
・

オ
ア

シ
ス

2
0

2
5

開
催

の
お

知
ら

せ
及

び
出

展
者

の
募

集
！

そ
の

他
(医

療
的

ケ
ア

児
等

)
代

理
に

て
投

稿
い

た
し

ま
す

。

ハ
ミ

ン
グ

・
オ

ア
シ

ス
2

0
2

5
と

は
？

ス
ペ

シ
ャ

ル
キ

ッ
ズ

と
そ

の
家

族
が

よ
り

楽
し

く
豊

か
な

日
々

を
過

ご
せ

る
よ

う
に

、
「

モ
ノ

」
や

「
コ

ト
」

を
紹

介
・

体
験

で
き

る
イ

ベ
ン

ト
。

・
気

軽
に

参
加

し
、

楽
し

み
な

が
ら

学
べ

る
1

日
を

提
供

・
ス

ポ
ー

ツ
、

遊
び

、
学

び
（

セ
ミ

ナ
ー

）
、

交
流

な
ど

幅
広

い
内

容
を

用
意

・
家

族
、

支
援

者
、

企
業

、
学

生
、

地
域

の
人

々
と

の
つ

な
が

り
の

場
・

明
日

か
ら

役
立

つ
情

報
や

支
援

ア
イ

テ
ム

を
紹

介
し

、
他

の
支

援
者

に
も

共
有

可
能

な
内

容
に

開
催

日
：

2
0

2
5

年
8

月
2

3
日

（
土

）
2

4
日

（
日

）
 午

前
1

0
～

1
6

時
（

予
定

）

場
所

：
東

和
薬

品
R

A
C

T
A

B
ド

ー
ム

（
大

阪
府

門
真

市
三

ツ
島

３
丁

目
7

-
1

6
）

参
加

対
象

：
ス

ペ
シ

ャ
ル

キ
ッ

ズ
（

病
気

や
障

害
が

あ
る

子
ど

も
）

と
家

族
、

支
援

者
、

学
生

、
そ

の
他

主
催

：
一

般
社

団
法

人
ス

ペ
シ

ャ
ル

キ
ッ

ズ
サ

ポ
ー

ト
振

興
協

会
 「

ハ
ミ

ン
グ

・
オ

ア
シ

ス
2

0
2

5
実

行
委

員
会

」
協

力
：

一
般

社
団

法
人

m
in

a
 f

a
m

ily
、

大
阪

医
療

的
ケ

ア
児

・
者

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

W
A

！
わ

っ
し

ょ
い

愛
ボ

ッ
チ

ャ
協

会
、

一
般

社
団

法
人

ナ
チ

ュ
ラ

ル
ハ

ー
ト

フ
ル

ケ
ア

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

他
後

援
（

申
請

予
定

）
：

大
阪

府
、

大
阪

小
児

科
医

会
公

益
社

団
法

人
大

阪
府

理
学

療
法

士
会

、
一

般
社

団
法

人
大

阪
府

作
業

療
法

士
会

他
同

時
開

催
：

医
療

的
ケ

ア
児

・
者

を
さ

さ
え

る
モ

ノ
と

ヒ
ト

展
 （

主
催

：
大

阪
医

療
的

ケ
ア

児
・

者
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
W

A
！

わ
っ

し
ょ

い
）

問
い

合
わ

せ
先

：
一

般
社

団
法

人
ス

ペ
シ

ャ
ル

キ
ッ

ズ
サ

ポ
ー

ト
振

興
協

会
「

ハ
ミ

ン
グ

・
オ

ア
シ

ス
2

0
2

5
実

行
委

員
会

」
 担

当
オ

カ
ザ

キ
、

ホ
ン

ダ
、

カ
ワ

モ
ト

出
展

に
つ

い
て

は
、

申
込

締
切

 2
0

2
5

 年
7

 月
2

1
 日

（
月

）
ま

で
※

現
在

は
メ

ー
ル

で
ご

連
絡

下
さ

い
 o

k
a
z
a
k
i@

s
p

k
id

s
.o

r.
jp

【
過

去
の

開
催

実
績

】
（

第
一

回
）

ハ
ミ

ン
グ

・
オ

ア
シ

ス
2

0
1

9
・

開
催

日
：

2
0

1
9

 年
月

 3
 月

3
1

 日
 (

土
)

・
出

展
企

業
：

 4
8

 社
 ・

来
場

者
数

：
1

2
0

0
 名

※
ハ

ミ
ン

グ
・

オ
ア

シ
ス

2
0

2
5

 は
、

来
場

者
数

1
5

0
0

 名
以

上
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

1
1

2
6

2
0

2
5

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
【

出
展

者
募

集
開

始
の

お
知

ら
せ

】
 障

害
者

自
立

支
援

機
器

　
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

2
0

2
5

利
用

対
象

等
全

般
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

2
0

2
5

を
開

催
し

ま
す

。

本
交

流
会

で
は

、
障

害
当

事
者

等
の

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
捉

え
た

支
援

機
器

開
発

と
な

る
よ

う
、

ニ
ー

ズ
（

使
う

人
）

と
シ

ー
ズ

（
作

る
人

）
の

交
流

を
深

め
る

取
り

組
み

を
行

う
も

の
で

す
。

交
流

会
で

は
障

害
者

の
た

め
の

自
立

支
援

機
器

の
展

示
、

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

、
意

見
交

換
を

実
施

し
ま

す
。

ま
た

、
併

催
イ

ベ
ン

ト
と

し
て

、
各

種
セ

ミ
ナ

ー
も

実
施

し
ま

す
。

詳
細

は
下

記
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
よ

り
随

時
情

報
を

掲
載

し
て

い
き

ま
す

の
で

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

【
交

流
会

開
催

日
程

】
来

場
料

無
料

　
入

退
出

自
由

　
・

W
e
b

開
催

　
令

和
7

年
１

０
月

１
日

（
水

）
～

令
和

８
年

１
月

３
１

日
（

土
）

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

H
P

内
Ｗ

ｅ
ｂ

交
流

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

　
・

東
京

会
場

　
令

和
7

年
１

２
月

１
８

日
（

木
）

～
２

０
日

（
土

）
東

京
都

立
産

業
貿

易
セ

ン
タ

ー
浜

松
町

館
３

階

○
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

2
0

2
5

専
用

サ
イ

ト
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
2

0
2

5
k
o
ry

u
k
a
i/

w
e
b

/
h

a
ll/

c
m

s
/

〇
出

展
者

の
募

集
【

７
月

４
日

（
金

）
1

6
:0

0
ま

で
】

出
展

費
用

無
料

出
展

要
項

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
n

e
e
d

s
m

a
tc

h
/
fi
le

0
7

/
s
yu

tt
e
n

yo
u

k
o
u

2
0

2
5

.p
d

f
下

記
、

よ
り

お
申

し
込

み
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

1
.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
ro

b
o
t/

m
a
k
e
r/

in
d

e
x
.p

h
p

?
fm

d
=
8

4

参
考

）
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

2
0

2
4

記
録

動
画

h
tt

p
s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
b

R
M

Y
U

F
fT

IJ
c

-70-

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

2
7

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
医

療
専

門
職

片
手

で
握

っ
て

使
え

る
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
マ

ウ
ス

肢
体

不
自

由
者

本
製

品
は

片
手

で
握

っ
て

使
え

る
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
マ

ウ
ス

で
す

。
机

や
台

が
な

く
て

も
、

ジ
ョ

イ
ス

テ
ィ

ッ
ク

と
、

左
ク

リ
ッ

ク
、

右
ク

リ
ッ

ク
で

P
C

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
操

作
で

き
ま

す
。

ま
た

、
外

部
ス

イ
ッ

チ
用

の
直

径
3

.5
m

m
ミ

ニ
ジ

ャ
ッ

ク
1

個
を

搭
載

し
、

ス
イ

ッ
チ

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

と
し

て
も

使
え

ま
す

。
ボ

タ
ン

式
ス

イ
ッ

チ
な

ど
を

モ
ノ

ラ
ル

ジ
ャ

ッ
ク

に
接

続
す

れ
ば

、
ボ

タ
ン

入
力

が
ス

ペ
ー

ス
キ

ー
入

力
と

し
て

認
識

さ
れ

ま
す

。
そ

の
際

は
、

モ
ー

ド
切

替
ボ

タ
ン

（
右

ク
リ

ッ
ク

）
を

2
秒

間
押

し
て

、
モ

ー
ド

を
切

り
替

え
て

く
だ

さ
い

。
モ

ー
ド

を
切

り
替

え
る

と
、

ジ
ョ

イ
ス

テ
ィ

ッ
ク

は
矢

印
キ

ー
と

し
て

、
左

ク
リ

ッ
ク

は
エ

ン
タ

ー
キ

ー
、

右
ク

リ
ッ

ク
は

ス
ペ

ー
ス

キ
ー

入
力

に
変

わ
り

ま
す

。
普

通
の

マ
ウ

ス
に

戻
す

に
は

、
ま

た
、

右
ボ

タ
ン

を
２

秒
間

押
し

て
く

だ
さ

い
。

<販
売

ペ
ー

ジ
>

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.a
m

a
z
o
n

.c
o
.jp

/
d

p
/
B

0
F
F
2

6
6

T
F
7

<ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

>
h

tt
p

s
:/

/
p

la
in

s
tu

d
io

.o
rg

1
1

2
8

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
補

聴
器

 意
思

伝
達

装
置

開
発

メ
ー

カ
ー

難
聴

者
の

会
話

支
援

サ
ー

ビ
ス

「
C

h
a
tt

e
e
」

の
ご

案
内

（
初

回
3

0
分

無
料

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

中
）

聴
覚

障
害

者
突

然
の

ご
連

絡
失

礼
い

た
し

ま
す

。

御
協

会
の

活
動

を
W

e
b

で
拝

見
し

、
大

変
共

感
致

し
ま

し
た

。
私

も
難

聴
の

家
族

と
の

会
話

に
困

っ
た

経
験

か
ら

、
難

聴
者

様
と

そ
の

ご
家

族
様

向
け

に
「

C
h

a
tt

e
e
（

チ
ャ

テ
ィ

ー
）

」
と

い
う

会
話

支
援

サ
ー

ビ
ス

を
今

月
1

日
に

開
始

い
た

し
ま

し
た

。

P
C

・
iP

a
d

・
iP

h
o
n

e
で

音
声

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

文
字

起
こ

し
し

、
会

話
を

支
援

い
た

し
ま

す
。

現
在

、
初

回
ロ

グ
イ

ン
の

方
に

は
合

計
3

0
分

間
、

文
字

起
こ

し
機

能
を

無
料

で
ご

体
験

い
た

だ
け

ま
す

。

よ
ろ

し
け

れ
ば

一
度

C
h

a
tt

e
e
を

お
試

し
い

た
だ

き
、

ご
参

考
ま

で
に

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

と
幸

い
で

す
。

（
も

し
お

知
り

合
い

の
難

聴
の

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
ら

、
ご

紹
介

い
た

だ
け

ま
す

と
大

変
あ

り
が

た
く

存
じ

ま
す

）

▼
C

h
a
tt

e
e
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
ペ

ー
ジ

h
tt

p
s
:/

/
c
h

a
tt

e
e
-
a
i.c

o
m

/
la

n
d

in
g
.h

tm
l

ご
多

忙
中

と
は

存
じ

ま
す

が
、

何
卒

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

ク
リ

ア
ウ

ォ
ー

タ
ー

・
パ

ー
ト

ナ
ー

代
表

 兼
 C

h
a
tt

e
e
開

発
責

任
者

　
吉

田
 将

人
（

よ
し

だ
 ま

さ
と

）
E

-
m

a
il:
 m

.y
o
s
h

id
a
@

c
le

a
rw

a
te

r-
in

c
.c

o
m

C
h

a
tt

e
e
: 
h

tt
p

s
:/

/
c
h

a
tt

e
e
-
a
i.c

o
m

/
la

n
d

in
g
.h

tm
l

H
P

: 
h

tt
p

s
:/

/
c
le

a
rw

a
te

r-
in

c
.c

o
m

T
E

L
: 
0

5
0

-
6

8
6

7
-
1

9
3

7
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

1
1

2
9

2
0

2
5

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

個
人

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

リ
ハ

並
木

祭
　

研
究

所
一

般
公

開
の

ご
案

内

利
用

対
象

等
全

般
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
（

埼
玉

県
所

沢
市

）
の

年
に

一
度

の
一

般
の

方
向

け
の

イ
ベ

ン
ト

で
す

。
ご

関
心

あ
り

ま
し

た
ら

、
以

下
、

ご
覧

く
だ

さ
い

。

1
0

月
４

日
（

土
）

1
9

:0
0

-
1

6
:0

0
リ

ハ
並

木
祭

詳
細

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
re

h
a
n

a
m

ik
is

a
i/

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
、

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

紹
介

を
本

館
ロ

ビ
ー

で
し

て
い

ま
す

。
私

は
、

主
に

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
（

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

で
は

文
字

数
の

関
係

で
、

「
自

立
支

援
機

器
の

ア
イ

デ
ア

」
）

と
あ

り
ま

す
。

今
ま

で
の

作
品

紹
介

ポ
ス

タ
ー

（
6

0
枚

程
）

と
国

リ
ハ

に
あ

る
作

品
を

展
示

し
ま

す
。

研
究

所
一

般
公

開
詳

細
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/
e
v
e
n

tj
/
o
p

e
n

h
o
u

s
e
/
2

0
2

5
-
o
p

e
n

h
o
u

s
e
/

展
示

内
容

が
上

記
U

R
L
に

紹
介

さ
れ

て
い

ま
す

。

【
補

足
】

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
看

護
師

が
中

心
と

な
っ

て
、

障
害

の
あ

る
人

の
ニ

ー
ズ

を
解

決
す

る
ア

イ
デ

ア
（

服
、

靴
な

ど
の

試
作

品
を

1
2

月
の

障
害

者
週

間
に

展
示

説
明

）
を

紹
介

す
る

と
と

も
に

、
ご

覧
に

な
っ

た
当

事
者

や
関

係
者

の
意

見
を

伺
い

、
ア

イ
デ

ア
を

更
新

続
け

て
い

ま
す

。
参

考
：

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
の

紹
介

　
h

tt
p

s
:/

/
x
.g

d
/
Z

6
Ic

m
　

　
　

看
護

師
の

ア
イ

デ
ア

　
事

例
集

　
h

tt
p

s
:/

/
ya

s
a
s
h

ii-
fa

s
h

io
n

.jp
/
c
a
s
e
-
s
tu

d
ie

s

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
医

療
・

福
祉

系
、

デ
ザ

イ
ン

系
、

工
学

系
の

学
生

が
協

働
し

て
、

障
害

当
事

者
の

ニ
ー

ズ
を

解
決

す
る

ア
イ

デ
ア

を
形

に
し

て
見

せ
る

展
示

・
発

表
会

（
今

年
は

、
1

2
月

2
1

日
（

日
）

国
際

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

ビ
ル

、
K

F
C

ホ
ー

ル
 A

N
N

E
X

 東
京

都
墨

田
区

）
参

考
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/
　

N
IF

の
サ

ー
バ

ー
が

海
外

か
ら

の
不

正
ア

ク
セ

ス
の

た
め

、
現

在
一

時
停

止
中

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

2
4

2
0

2
5

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
自

立
支

援
機

器
を

活
用

す
る

就
労

支
援

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

つ
い

て
（

公
募

）

利
用

対
象

等
全

般
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
で

は
令

和
7

年
度

、
新

し
い

事
業

を
実

施
し

ま
す

事
業

は
、

一
般

就
労

に
お

け
る

障
害

者
の

支
援

機
器

利
活

用
の

重
要

性
を

普
及

啓
発

し
、

製
造

事
業

者
に

は
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
支

援
機

器
の

開
発

・
改

良
を

支
援

す
る

こ
と

と
い

た
し

ま
す

実
施

を
希

望
す

る
評

価
チ

ー
ム

を
募

集
し

て
い

ま
す

。
詳

し
く

は
当

協
会

の
サ

イ
ト

を
ご

覧
く

だ
さ

い
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
s
h

u
ro

_
s
u

p
p

o
rt

2
0

2
5

.s
h

tm
l

1
1

2
5

2
0

2
5

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
ハ

ミ
ン

グ
・

オ
ア

シ
ス

2
0

2
5

開
催

の
お

知
ら

せ
及

び
出

展
者

の
募

集
！

そ
の

他
(医

療
的

ケ
ア

児
等

)
代

理
に

て
投

稿
い

た
し

ま
す

。

ハ
ミ

ン
グ

・
オ

ア
シ

ス
2

0
2

5
と

は
？

ス
ペ

シ
ャ

ル
キ

ッ
ズ

と
そ

の
家

族
が

よ
り

楽
し

く
豊

か
な

日
々

を
過

ご
せ

る
よ

う
に

、
「

モ
ノ

」
や

「
コ

ト
」

を
紹

介
・

体
験

で
き

る
イ

ベ
ン

ト
。

・
気

軽
に

参
加

し
、

楽
し

み
な

が
ら

学
べ

る
1

日
を

提
供

・
ス

ポ
ー

ツ
、

遊
び

、
学

び
（

セ
ミ

ナ
ー

）
、

交
流

な
ど

幅
広

い
内

容
を

用
意

・
家

族
、

支
援

者
、

企
業

、
学

生
、

地
域

の
人

々
と

の
つ

な
が

り
の

場
・

明
日

か
ら

役
立

つ
情

報
や

支
援

ア
イ

テ
ム

を
紹

介
し

、
他

の
支

援
者

に
も

共
有

可
能

な
内

容
に

開
催

日
：

2
0

2
5

年
8

月
2

3
日

（
土

）
2

4
日

（
日

）
 午

前
1

0
～

1
6

時
（

予
定

）

場
所

：
東

和
薬

品
R

A
C

T
A

B
ド

ー
ム

（
大

阪
府

門
真

市
三

ツ
島

３
丁

目
7

-
1

6
）

参
加

対
象

：
ス

ペ
シ

ャ
ル

キ
ッ

ズ
（

病
気

や
障

害
が

あ
る

子
ど

も
）

と
家

族
、

支
援

者
、

学
生

、
そ

の
他

主
催

：
一

般
社

団
法

人
ス

ペ
シ

ャ
ル

キ
ッ

ズ
サ

ポ
ー

ト
振

興
協

会
 「

ハ
ミ

ン
グ

・
オ

ア
シ

ス
2

0
2

5
実

行
委

員
会

」
協

力
：

一
般

社
団

法
人

m
in

a
 f

a
m

ily
、

大
阪

医
療

的
ケ

ア
児

・
者

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

W
A

！
わ

っ
し

ょ
い

愛
ボ

ッ
チ

ャ
協

会
、

一
般

社
団

法
人

ナ
チ

ュ
ラ

ル
ハ

ー
ト

フ
ル

ケ
ア

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

他
後

援
（

申
請

予
定

）
：

大
阪

府
、

大
阪

小
児

科
医

会
公

益
社

団
法

人
大

阪
府

理
学

療
法

士
会

、
一

般
社

団
法

人
大

阪
府

作
業

療
法

士
会

他
同

時
開

催
：

医
療

的
ケ

ア
児

・
者

を
さ

さ
え

る
モ

ノ
と

ヒ
ト

展
 （

主
催

：
大

阪
医

療
的

ケ
ア

児
・

者
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
W

A
！

わ
っ

し
ょ

い
）

問
い

合
わ

せ
先

：
一

般
社

団
法

人
ス

ペ
シ

ャ
ル

キ
ッ

ズ
サ

ポ
ー

ト
振

興
協

会
「

ハ
ミ

ン
グ

・
オ

ア
シ

ス
2

0
2

5
実

行
委

員
会

」
 担

当
オ

カ
ザ

キ
、

ホ
ン

ダ
、

カ
ワ

モ
ト

出
展

に
つ

い
て

は
、

申
込

締
切

 2
0

2
5

 年
7

 月
2

1
 日

（
月

）
ま

で
※

現
在

は
メ

ー
ル

で
ご

連
絡

下
さ

い
 o

k
a
z
a
k
i@

s
p

k
id

s
.o

r.
jp

【
過

去
の

開
催

実
績

】
（

第
一

回
）

ハ
ミ

ン
グ

・
オ

ア
シ

ス
2

0
1

9
・

開
催

日
：

2
0

1
9

 年
月

 3
 月

3
1

 日
 (

土
)

・
出

展
企

業
：

 4
8

 社
 ・

来
場

者
数

：
1

2
0

0
 名

※
ハ

ミ
ン

グ
・

オ
ア

シ
ス

2
0

2
5

 は
、

来
場

者
数

1
5

0
0

 名
以

上
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

1
1

2
6

2
0

2
5

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
【

出
展

者
募

集
開

始
の

お
知

ら
せ

】
 障

害
者

自
立

支
援

機
器

　
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

2
0

2
5

利
用

対
象

等
全

般
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

2
0

2
5

を
開

催
し

ま
す

。

本
交

流
会

で
は

、
障

害
当

事
者

等
の

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
捉

え
た

支
援

機
器

開
発

と
な

る
よ

う
、

ニ
ー

ズ
（

使
う

人
）

と
シ

ー
ズ

（
作

る
人

）
の

交
流

を
深

め
る

取
り

組
み

を
行

う
も

の
で

す
。

交
流

会
で

は
障

害
者

の
た

め
の

自
立

支
援

機
器

の
展

示
、

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

、
意

見
交

換
を

実
施

し
ま

す
。

ま
た

、
併

催
イ

ベ
ン

ト
と

し
て

、
各

種
セ

ミ
ナ

ー
も

実
施

し
ま

す
。

詳
細

は
下

記
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
よ

り
随

時
情

報
を

掲
載

し
て

い
き

ま
す

の
で

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

【
交

流
会

開
催

日
程

】
来

場
料

無
料

　
入

退
出

自
由

　
・

W
e
b

開
催

　
令

和
7

年
１

０
月

１
日

（
水

）
～

令
和

８
年

１
月

３
１

日
（

土
）

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

H
P

内
Ｗ

ｅ
ｂ

交
流

プ
ラ
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ト

フ
ォ

ー
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・
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京
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２
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～
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０
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３
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ー
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７
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、
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

3
2

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)日

常
使

用
装

具
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)メ
ガ

ネ
開

発
メ

ー
カ

ー
か

け
た

ま
ま

横
に

な
れ

る
“

や
さ

し
い

”
め

が
ね

『
優

眠
（

ゆ
う

み
ん

』

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 高

齢
者

■
概

要
眼

鏡
フ

レ
ー

ム
は

基
本

的
に

は
「

硬
い

金
属

」
や

「
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
」

で
出

来
た

も
の

で
あ

る
為

、
歪

ん
だ

り
、

折
れ

て
し

ま
う

危
険

性
が

あ
り

、
そ

の
結

果
、

転
倒

・
怪

我
な

ど
の

要
因

に
な

り
得

ま
す

の
で

、
要

介
護

者
・

介
護

従
事

者
の

方
々

が
安

心
し

て
使

用
で

き
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

そ
の

現
状

を
踏

ま
え

て
、

弊
社

で
は

要
介

護
者

・
介

護
従

事
者

の
方

で
も

安
全

か
つ

快
適

に
使

用
で

き
る

眼
鏡

フ
レ

ー
ム

を
開

発
い

た
し

ま
し

た
。

■
製

品
概

要
『

優
眠

（
ゆ

う
み

ん
）

』
は

要
介

護
者

・
介

護
従

事
者

の
方

々
が

使
用

す
る

事
を

想
定

し
、

・
布

団
で

横
に

な
っ

て
も

使
用

で
き

る
・

顔
，

頭
部

に
し

っ
か

り
フ

ィ
ッ

ト
し

、
安

全
に

使
用

で
き

る
（

内
側

の
凸

部
を

極
力

な
く

し
、

顔
へ

の
負

担
を

大
幅

に
軽

減
）

・
力

が
加

わ
っ

て
も

歪
ま

ず
、

壊
れ

に
く

い
構

造
を

コ
ン

セ
プ

ト
に

開
発

し
て

お
り

ま
す

。
■

機
能

・
特

徴
『

優
眠

』
は

安
全

性
を

考
慮

し
、

内
側

（
顔

側
）

へ
の

出
っ

張
り

(凸
部

)が
な

い
メ

ガ
ネ

フ
レ

ー
ム

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。
ツ

ル
の

部
分

は
柔

ら
か

く
薄

い
素

材
を

使
用

し
、

耳
掛

け
部

分
も

シ
リ

コ
ン

で
出

来
て

お
り

ま
す

の
で

、
寝

な
が

ら
掛

け
て

い
て

も
痛

み
を

感
じ

な
い

よ
う

に
設

計
・

材
料

選
定

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

鼻
パ

ッ
ド

は
安

全
性

と
耐

久
性

を
重

視
し

、
鼻

に
合

わ
せ

ら
れ

る
よ

う
に

「
曲

げ
ら

れ
る

金
属

」
が

内
蔵

さ
れ

た
シ

リ
コ

ン
製

の
物

を
採

用
し

て
お

り
ま

す
『

優
眠

』
の

ヘ
ッ

ド
バ

ン
ド

は
オ

ス
・

メ
ス

の
無

い
、

特
殊

な
マ

ジ
ッ

ク
テ

ー
プ

®
を

使
用

し
て

お
り

、
こ

の
マ

ジ
ッ

ク
テ

ー
プ

®
を

使
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

長
さ

の
調

整
や

装
着

時
の

付
け

外
し

等
を

容
易

に
行

う
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ご

本
人

が
使

用
す

る
際

は
勿

論
の

こ
と

、
要

介
護

者
に

対
し

て
介

護
従

事
者

が
眼

鏡
を

か
け

外
し

す
る

際
も

、
ス

ム
ー

ズ
に

付
け

外
し

が
出

来
る

よ
う

に
な

っ
て

お
り

ま
す

。
■

ご
購

入
　

メ
ガ

ネ
小

売
店

様
に

て
購

入
で

き
ま

す
。

■
お

問
い

合
わ

せ
  
 h

tt
p
s
:/

/
w

w
w

.b
ic

o
h

.c
o
.jp

/
c
o
n

ta
c
t.
h

tm
l

■
会

社
情

報
  

 株
式

会
社

ハ
セ

ガ
ワ

・
ビ

コ
ー

  
〒

1
3

3
-
0

0
4

3
　

東
京

都
江

戸
川

区
松

本
2

-
4

1
-
4

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

3
0

2
0

2
5

お
知

ら
せ

衣
服

の
着

脱
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
衣

料
個

人
フ

ァ
シ

ョ
ン

関
連

3
件

視
覚

障
害

と
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
、

金
城

学
院

大
学

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

工
房

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

シ
ョ

ー
、

他

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 発

達
障

害
者

 介
助

者

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

　
研

究
所

顧
問

の
小

野
で

す
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
関

連
3

件
の

ご
案

内
で

す
。

1
．

視
覚

障
害

者
向

け
総

合
イ

ベ
ン

ト
　

サ
イ

ト
ワ

ー
ル

ド
2

0
2

5
　

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.s
ig

h
t-

w
o
rl
d

.c
o
m

/
　

　
2

0
2

5
年

1
0

月
1

5
日

～
1

8
日

　
　

1
8

日
の

午
後

の
イ

ベ
ン

ト
で

、
視

覚
障

害
と

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

を
課

題
に

筑
波

技
術

大
学

が
行

い
ま

す
。

　
　

昨
年

、
初

め
て

試
み

、
そ

の
報

告
は

以
下

の
佐

々
木

健
さ

ん
（

筑
波

技
術

大
学

）
　

　
　

※
参

考
　

h
tt

p
s
:/

/
ya

s
a
s
h

ii-
fa

s
h

io
n

.jp
/
in

it
ia

ti
v
e
s

　
　

昨
年

、
開

催
後

に
複

数
の

ご
意

見
を

伺
い

、
そ

れ
ら

を
参

考
に

今
年

は
、

「
視

覚
障

害
者

の
絵

画
の

対
話

的
鑑

賞
」

の
方

式
を

今
回

の
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
イ

ベ
ン

ト
に

ア
レ

ン
ジ

し
て

実
施

し
ま

す
。

　
　

方
式

は
、

近
年

、
「

対
話

」
が

重
視

さ
れ

て
い

る
教

育
現

場
に

お
い

て
佐

々
木

先
生

が
大

学
教

員
時

代
に

教
育

実
践

し
て

い
た

「
オ

ー
プ

ン
ダ

イ
ア

ロ
グ

的
手

法
」

を
用

い
ま

す
。

他
に

触
察

で
き

る
モ

ノ
を

展
示

予
定

で
す

。
　

　
当

日
、

私
も

お
手

伝
い

し
て

い
ま

す
。

　
　

な
お

、
午

前
中

に
、

他
の

団
体

が
、

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

関
連

の
セ

ミ
ナ

ー
を

や
る

よ
う

で
す

。
2

．
金

城
学

院
大

学
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
工

房
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

　
　

1
0

月
2

5
日

（
土

）
　

　
金

城
学

院
大

学
の

学
園

祭
（

名
古

屋
市

）
に

て
　

　
金

城
学

院
大

学
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
工

房
が

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

シ
ョ

ー
を

開
催

し
ま

す
。

（
ポ

ス
タ

ー
添

付
）

　
　

参
考

　
金

城
学

院
大

学
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
工

房
　

　
　

　
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.k
in

jo
-
u

.a
c
.jp

/
ja

/
a
b

o
u

t/
fa

c
ili
ty

/
f-

k
o
b

o
/

3
．

東
京

都
主

催
　

9
月

1
日

～
1

0
月

3
1

日
　

一
次

審
査

通
過

作
品

の
一

般
投

票
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）

　
　

東
京

都
は

、
2

0
2

3
年

よ
り

、
世

界
に

羽
ば

た
く

フ
ァ

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ナ
ー

の
育

成
の

た
め

、
都

内
学

生
を

対
象

に
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
コ

ン
ク

ー
ル

　
N

e
x
t

F
a
s
h

io
n

 D
e
s
ig

n
e
r 

o
f 

T
o
k
yo

（
N

F
D

T
）

 2
0

2
6

を
行

っ
て

い
ま

す
。

　
　

そ
の

一
部

に
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

デ
ザ

イ
ン

部
門

が
あ

り
ま

す
。

　
　

N
F

D
T

　
詳

細
H

P
　

h
tt

p
s
:/

/
n

fd
t.
m

e
tr

o
.t
o
k
yo

.lg
.jp

/
　

　
　

　
　

N
F
D

T
 2

0
2

6
一

次
審

査
通

過
者

発
表

　
作

品
紹

介
　

　
　

　
　

h
tt

p
s
:/

/
n

fd
t.
m

e
tr

o
.t
o
k
yo

.lg
.jp

/
p

ri
m

a
ry

-
s
e
le

c
ti
o
n

2
0

2
6

_
in

c
lu

s
iv

e
/

　
　

現
在

、
一

次
審

査
通

過
作

品
の

一
般

投
票

を
、

公
式

イ
ン

ス
タ

グ
ラ

ム
で

受
付

に
て

行
っ

て
い

ま
す

。
　

　
ど

な
た

で
も

投
票

で
き

、
複

数
作

品
へ

の
投

票
も

可
能

で
す

。
　

　
ご

関
心

あ
れ

ば
、

以
下

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

　
　

公
式

イ
ン

ス
タ

グ
ラ

ム
で

受
付

（
各

デ
ザ

イ
ン

画
に

「
い

い
ね

！
」

を
ク

リ
ッ

ク
）

　
　

N
e
x
t 

F
a
s
h

io
n

 D
e
s
ig

n
e
r 

o
f 

T
o
k
yo

 2
0

2
6

：
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.in
s
ta

g
ra

m
.c

o
m

/
n

fd
t_

to
k
yo

/
　

　
　

※
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

デ
ザ

イ
ン

部
門

を
含

む
　

　
別

件
で

以
下

も
あ

り
ま

す
。

　
　

S
u

s
ta

in
a
b

le
 F

a
s
h

io
n

 D
e
s
ig

n
 A

w
a
rd

 2
0

2
6

：
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.in
s
ta

g
ra

m
.c

o
m

/
s
fd

a
_
k
im

o
n

o
_
w

a
g
a
ra

/
ご

参
考

ま
で

。

1
1

3
1

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

屋
内

の
移

動
歩

行
器

・
歩

行
車

 移
動

用
リ

フ
ト

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)車

椅
子

、
ベ

ッ
ド

、
ス

ト
レ

ッ
チ

ャ
ー

、

開
発

メ
ー

カ
ー

ス
マ

ー
ト

キ
ャ

ス
タ

ー
と

ス
マ

ー
ト

キ
ャ

ス
タ

ー
車

椅
子

高
齢

者
 介

助
者

そ
の

他
(医

療
、

救
助

、
)

 
①

ス
マ

ー
ト

キ
ャ

ス
タ

ー
：

旋
回

自
在

キ
ャ

ス
タ

ー
の

車
輪

ロ
ッ

ク
操

作
が

手
動

式
。

（
他

社
有

り
）

以
後

の
機

構
は

世
界

で
も

本
機

だ
け

で
す

。
①

走
行

中
レ

バ
ー

を
離

せ
ば

車
輪

が
ロ

ッ
ク

 ②
小

指
１

本
の

力
で

操
作

可
能

 ③
坂

停
止

状
態

で
レ

バ
ー

を
握

っ
て

も
坂

下
方

向
発

進
し

な
い

。
特

許
は

世
界

4
7

か
国

取
得

済
み

◎
用

途
：

 医
療

・
介

護
・

そ
の

他
キ

ャ
ス

タ
ー

付
き

製
品

 
②

ス
マ

ー
ト

キ
ャ

ス
タ

ー
車

椅
子

：
床

に
座

っ
た

人
を

掬
う

車
椅

子
。

◎
体

重
1

0
0

K
g
超

の
方

で
も

、
力

の
無

い
女

性
一

人
で

、
簡

単
に

座
面

に
掬

い
上

げ
、

座
面

が
上

昇
し

、
車

椅
子

に
な

り
ま

す
。

▲
現

介
護

の
状

況
　

①
介

護
者

一
人

の
場

合
、

知
識

、
技

術
、

経
験

が
必

須
。

②
救

護
時

バ
ラ

ン
ス

を
崩

す
と

、
二

次
災

害
で

怪
我

を
す

る
事

も
あ

る
為

、
一

般
的

に
は

応
援

を
呼

び
３

人
以

上
で

救
護

を
し

て
い

る
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

内
　

H
P

: 
h

tt
p

:/
/
m

u
s
u

k
e
.n

e
t/

　
動

画
を

ご
覧

い
た

だ
け

ば
、

簡
単

に
ご

理
解

い
た

だ
け

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

3
2

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)日

常
使

用
装

具
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)メ
ガ

ネ
開

発
メ

ー
カ

ー
か

け
た

ま
ま

横
に

な
れ

る
“

や
さ

し
い

”
め

が
ね

『
優

眠
（

ゆ
う

み
ん

』

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 高

齢
者

■
概

要
眼

鏡
フ

レ
ー

ム
は

基
本

的
に

は
「

硬
い

金
属

」
や

「
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
」

で
出

来
た

も
の

で
あ

る
為

、
歪

ん
だ

り
、

折
れ

て
し

ま
う

危
険

性
が

あ
り

、
そ

の
結

果
、

転
倒

・
怪

我
な

ど
の

要
因

に
な

り
得

ま
す

の
で

、
要

介
護

者
・

介
護

従
事

者
の

方
々

が
安

心
し

て
使

用
で

き
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

そ
の

現
状

を
踏

ま
え

て
、

弊
社

で
は

要
介

護
者

・
介

護
従

事
者

の
方

で
も

安
全

か
つ

快
適

に
使

用
で

き
る

眼
鏡

フ
レ

ー
ム

を
開

発
い

た
し

ま
し

た
。

■
製

品
概

要
『

優
眠

（
ゆ

う
み

ん
）

』
は

要
介

護
者

・
介

護
従

事
者

の
方

々
が

使
用

す
る

事
を

想
定

し
、

・
布

団
で

横
に

な
っ

て
も

使
用

で
き

る
・

顔
，

頭
部

に
し

っ
か

り
フ

ィ
ッ

ト
し

、
安

全
に

使
用

で
き

る
（

内
側

の
凸

部
を

極
力

な
く

し
、

顔
へ

の
負

担
を

大
幅

に
軽

減
）

・
力

が
加

わ
っ

て
も

歪
ま

ず
、

壊
れ

に
く

い
構

造
を

コ
ン

セ
プ

ト
に

開
発

し
て

お
り

ま
す

。
■

機
能

・
特

徴
『

優
眠

』
は

安
全

性
を

考
慮

し
、

内
側

（
顔

側
）

へ
の

出
っ

張
り

(凸
部

)が
な

い
メ

ガ
ネ

フ
レ

ー
ム

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。
ツ

ル
の

部
分

は
柔

ら
か

く
薄

い
素

材
を

使
用

し
、

耳
掛

け
部

分
も

シ
リ

コ
ン

で
出

来
て

お
り

ま
す

の
で

、
寝

な
が

ら
掛

け
て

い
て

も
痛

み
を

感
じ

な
い

よ
う

に
設

計
・

材
料

選
定

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

鼻
パ

ッ
ド

は
安

全
性

と
耐

久
性

を
重

視
し

、
鼻

に
合

わ
せ

ら
れ

る
よ

う
に

「
曲

げ
ら

れ
る

金
属

」
が

内
蔵

さ
れ

た
シ

リ
コ

ン
製

の
物

を
採

用
し

て
お

り
ま

す
『

優
眠

』
の

ヘ
ッ

ド
バ

ン
ド

は
オ

ス
・

メ
ス

の
無

い
、

特
殊

な
マ

ジ
ッ

ク
テ

ー
プ

®
を

使
用

し
て

お
り

、
こ

の
マ

ジ
ッ

ク
テ

ー
プ

®
を

使
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

長
さ

の
調

整
や

装
着

時
の

付
け

外
し

等
を

容
易

に
行

う
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ご

本
人

が
使

用
す

る
際

は
勿

論
の

こ
と

、
要

介
護

者
に

対
し

て
介

護
従

事
者

が
眼

鏡
を

か
け

外
し

す
る

際
も

、
ス

ム
ー

ズ
に

付
け

外
し

が
出

来
る

よ
う

に
な

っ
て

お
り

ま
す

。
■

ご
購

入
　

メ
ガ

ネ
小

売
店

様
に

て
購

入
で

き
ま

す
。

■
お

問
い

合
わ

せ
  
 h

tt
p
s
:/

/
w

w
w

.b
ic

o
h

.c
o
.jp

/
c
o
n

ta
c
t.
h

tm
l

■
会

社
情

報
  

 株
式

会
社

ハ
セ

ガ
ワ

・
ビ

コ
ー

  
〒

1
3

3
-
0

0
4

3
　

東
京

都
江

戸
川

区
松

本
2

-
4

1
-
4

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

3
0

2
0

2
5

お
知

ら
せ

衣
服

の
着

脱
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
衣

料
個

人
フ

ァ
シ

ョ
ン

関
連

3
件

視
覚

障
害

と
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
、

金
城

学
院

大
学

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

工
房

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

シ
ョ

ー
、

他

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 発

達
障

害
者

 介
助

者

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

　
研

究
所

顧
問

の
小

野
で

す
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
関

連
3

件
の

ご
案

内
で

す
。

1
．

視
覚

障
害

者
向

け
総

合
イ

ベ
ン

ト
　

サ
イ

ト
ワ

ー
ル

ド
2

0
2

5
　

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.s
ig

h
t-

w
o
rl
d

.c
o
m

/
　

　
2

0
2

5
年

1
0

月
1

5
日

～
1

8
日

　
　

1
8

日
の

午
後

の
イ

ベ
ン

ト
で

、
視

覚
障

害
と

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

を
課

題
に

筑
波

技
術

大
学

が
行

い
ま

す
。

　
　

昨
年

、
初

め
て

試
み

、
そ

の
報

告
は

以
下

の
佐

々
木

健
さ

ん
（

筑
波

技
術

大
学

）
　

　
　

※
参

考
　

h
tt

p
s
:/

/
ya

s
a
s
h

ii-
fa

s
h

io
n

.jp
/
in

it
ia

ti
v
e
s

　
　

昨
年

、
開

催
後

に
複

数
の

ご
意

見
を

伺
い

、
そ

れ
ら

を
参

考
に

今
年

は
、

「
視

覚
障

害
者

の
絵

画
の

対
話

的
鑑

賞
」

の
方

式
を

今
回

の
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
イ

ベ
ン

ト
に

ア
レ

ン
ジ

し
て

実
施

し
ま

す
。

　
　

方
式

は
、

近
年

、
「

対
話

」
が

重
視

さ
れ

て
い

る
教

育
現

場
に

お
い

て
佐

々
木

先
生

が
大

学
教

員
時

代
に

教
育

実
践

し
て

い
た

「
オ

ー
プ

ン
ダ

イ
ア

ロ
グ

的
手

法
」

を
用

い
ま

す
。

他
に

触
察

で
き

る
モ

ノ
を

展
示

予
定

で
す

。
　

　
当

日
、

私
も

お
手

伝
い

し
て

い
ま

す
。

　
　

な
お

、
午

前
中

に
、

他
の

団
体

が
、

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

関
連

の
セ

ミ
ナ

ー
を

や
る

よ
う

で
す

。
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ョ
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て
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催
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は
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よ
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を
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式

イ
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ス
タ

グ
ラ

ム
で
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付

に
て

行
っ

て
い

ま
す

。
　

　
ど

な
た

で
も

投
票

で
き

、
複

数
作

品
へ

の
投

票
も

可
能

で
す
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関
心
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を
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く

だ
さ
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。
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・

技
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動
歩

行
器

・
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行
車

 移
動

用
リ

フ
ト

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)車

椅
子

、
ベ

ッ
ド

、
ス

ト
レ

ッ
チ

ャ
ー

、

開
発

メ
ー

カ
ー

ス
マ

ー
ト

キ
ャ

ス
タ

ー
と

ス
マ

ー
ト

キ
ャ

ス
タ

ー
車

椅
子

高
齢

者
 介

助
者

そ
の

他
(医

療
、

救
助

、
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①
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ー
ト
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ス
タ
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回
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ャ
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タ

ー
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輪
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ッ
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操

作
が

手
動
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り
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後

の
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世
界
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機

だ
け

で
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①

走
行

中
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輪
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小
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操
作
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坂
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で
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を
握

っ
て
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坂

下
方
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発

進
し

な
い

。
特

許
は

世
界
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国
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み
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用

途
：
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・
介

護
・

そ
の

他
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ス
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ー

付
き

製
品
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ト
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ャ
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床

に
座

っ
た

人
を

掬
う

車
椅

子
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◎
体

重
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超

の
方

で
も

、
力

の
無

い
女

性
一

人
で

、
簡

単
に

座
面

に
掬

い
上

げ
、

座
面

が
上

昇
し

、
車

椅
子

に
な

り
ま

す
。
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介
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状
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①
介
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技
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、
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必

須
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護
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と

、
二

次
災

害
で
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我
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も
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、
一
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呼

び
３

人
以

上
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。
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画
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け

ば
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ご
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解

い
た

だ
け

ま
す
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1
1
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2
5

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)日
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装

具
 そ

の
他
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祉

用
具
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発
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か

け
た

ま
ま

横
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な
れ
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“
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し
い

”
め
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優

眠
（

ゆ
う

み
ん

』

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 高

齢
者

■
概

要
眼

鏡
フ

レ
ー

ム
は

基
本

的
に

は
「

硬
い

金
属

」
や

「
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
」

で
出

来
た

も
の

で
あ

る
為

、
歪

ん
だ

り
、

折
れ

て
し

ま
う

危
険

性
が

あ
り

、
そ

の
結

果
、

転
倒

・
怪

我
な

ど
の

要
因

に
な

り
得

ま
す

の
で

、
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介
護

者
・

介
護

従
事

者
の

方
々

が
安

心
し

て
使

用
で

き
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

そ
の

現
状

を
踏

ま
え

て
、

弊
社

で
は

要
介

護
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・
介

護
従

事
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の
方

で
も

安
全

か
つ

快
適

に
使

用
で

き
る

眼
鏡

フ
レ

ー
ム

を
開

発
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た
し

ま
し

た
。
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介

護
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・
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護
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事
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々
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用

す
る
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、

・
布

団
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横
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て
も

使
用

で
き

る
・

顔
，

頭
部

に
し

っ
か

り
フ

ィ
ッ

ト
し

、
安

全
に

使
用

で
き

る
（

内
側

の
凸

部
を

極
力

な
く

し
、

顔
へ

の
負

担
を

大
幅

に
軽

減
）

・
力

が
加

わ
っ

て
も

歪
ま

ず
、

壊
れ

に
く

い
構

造
を

コ
ン

セ
プ

ト
に

開
発

し
て

お
り

ま
す
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優
眠
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は

安
全
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を

考
慮
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（
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出
っ

張
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レ

ー
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っ
て

お
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ま
す

。
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薄
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を
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、
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掛

け
部

分
も
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リ

コ
ン

で
出

来
て

お
り

ま
す

の
で

、
寝

な
が

ら
掛

け
て

い
て

も
痛

み
を
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な
い

よ
う

に
設

計
・

材
料

選
定

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

鼻
パ

ッ
ド

は
安

全
性

と
耐

久
性

を
重

視
し

、
鼻

に
合

わ
せ

ら
れ

る
よ

う
に

「
曲

げ
ら

れ
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の
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・
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、
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を
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で
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介
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介
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ス
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し
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来
る
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ま
す

。
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ョ
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の
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の
方
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を

今
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て
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す
。

他
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触
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で
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モ
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示

予
定

で
す
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当
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私
も
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手
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し
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す
。
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前
中

に
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～
1

0
月

3
1

日
　

一
次

審
査

通
過

作
品

の
一

般
投

票
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）

　
　

東
京

都
は

、
2

0
2

3
年

よ
り

、
世

界
に

羽
ば

た
く

フ
ァ

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ナ
ー

の
育

成
の

た
め

、
都

内
学

生
を

対
象

に
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
コ

ン
ク

ー
ル

　
N

e
x
t

F
a
s
h

io
n

 D
e
s
ig

n
e
r 

o
f 

T
o
k
yo

（
N

F
D

T
）

 2
0

2
6

を
行

っ
て

い
ま

す
。

　
　

そ
の

一
部

に
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

デ
ザ

イ
ン

部
門

が
あ

り
ま

す
。

　
　

N
F

D
T

　
詳

細
H

P
　

h
tt

p
s
:/

/
n

fd
t.
m

e
tr

o
.t
o
k
yo

.lg
.jp

/
　

　
　

　
　

N
F
D

T
 2

0
2

6
一

次
審

査
通

過
者

発
表

　
作

品
紹

介
　

　
　

　
　

h
tt

p
s
:/

/
n

fd
t.
m

e
tr

o
.t
o
k
yo

.lg
.jp

/
p

ri
m

a
ry

-
s
e
le

c
ti
o
n

2
0

2
6

_
in

c
lu

s
iv

e
/

　
　

現
在

、
一

次
審

査
通

過
作

品
の

一
般

投
票

を
、

公
式

イ
ン

ス
タ

グ
ラ

ム
で

受
付

に
て

行
っ

て
い

ま
す

。
　

　
ど

な
た

で
も

投
票

で
き

、
複

数
作

品
へ

の
投

票
も

可
能

で
す

。
　

　
ご

関
心

あ
れ

ば
、

以
下

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

　
　

公
式

イ
ン

ス
タ

グ
ラ

ム
で

受
付

（
各

デ
ザ

イ
ン

画
に

「
い

い
ね

！
」

を
ク

リ
ッ

ク
）

　
　

N
e
x
t 

F
a
s
h

io
n

 D
e
s
ig

n
e
r 

o
f 

T
o
k
yo

 2
0

2
6

：
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.in
s
ta

g
ra

m
.c

o
m

/
n

fd
t_

to
k
yo

/
　

　
　

※
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

デ
ザ

イ
ン

部
門

を
含

む
　

　
別

件
で

以
下

も
あ

り
ま

す
。

　
　

S
u

s
ta

in
a
b

le
 F

a
s
h

io
n

 D
e
s
ig

n
 A

w
a
rd

 2
0

2
6

：
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.in
s
ta

g
ra

m
.c

o
m

/
s
fd

a
_
k
im

o
n

o
_
w

a
g
a
ra

/
ご

参
考

ま
で

。

1
1

3
1

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

屋
内

の
移

動
歩

行
器

・
歩

行
車

 移
動

用
リ

フ
ト

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)車

椅
子

、
ベ

ッ
ド

、
ス

ト
レ

ッ
チ

ャ
ー

、

開
発

メ
ー

カ
ー

ス
マ

ー
ト

キ
ャ

ス
タ

ー
と

ス
マ

ー
ト

キ
ャ

ス
タ

ー
車

椅
子

高
齢

者
 介

助
者

そ
の

他
(医

療
、

救
助

、
)

 
①

ス
マ

ー
ト

キ
ャ

ス
タ

ー
：

旋
回

自
在

キ
ャ

ス
タ

ー
の

車
輪

ロ
ッ

ク
操

作
が

手
動

式
。

（
他

社
有

り
）

以
後

の
機

構
は

世
界

で
も

本
機

だ
け

で
す

。
①

走
行

中
レ

バ
ー

を
離

せ
ば

車
輪

が
ロ

ッ
ク

 ②
小

指
１

本
の

力
で

操
作

可
能

 ③
坂

停
止

状
態

で
レ

バ
ー

を
握

っ
て

も
坂

下
方

向
発

進
し

な
い

。
特

許
は

世
界

4
7

か
国

取
得

済
み

◎
用

途
：

 医
療

・
介

護
・

そ
の

他
キ

ャ
ス

タ
ー

付
き

製
品

 
②

ス
マ

ー
ト

キ
ャ

ス
タ

ー
車

椅
子

：
床

に
座

っ
た

人
を

掬
う

車
椅

子
。

◎
体

重
1

0
0

K
g
超

の
方

で
も

、
力

の
無

い
女

性
一

人
で

、
簡

単
に

座
面

に
掬

い
上

げ
、

座
面

が
上

昇
し

、
車

椅
子

に
な

り
ま

す
。

▲
現

介
護

の
状

況
　

①
介

護
者

一
人

の
場

合
、

知
識

、
技

術
、

経
験

が
必

須
。

②
救

護
時

バ
ラ

ン
ス

を
崩

す
と

、
二

次
災

害
で

怪
我

を
す

る
事

も
あ

る
為

、
一

般
的

に
は

応
援

を
呼

び
３

人
以

上
で

救
護

を
し

て
い

る
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

内
　

H
P

: 
h

tt
p

:/
/
m

u
s
u

k
e
.n

e
t/

　
動

画
を

ご
覧

い
た

だ
け

ば
、

簡
単

に
ご

理
解

い
た

だ
け

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

3
6

2
0

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
衣

服
の

着
脱

装
具

個
人

着
物

文
化

・
産

業
の

持
続

可
能

性
に

関
す

る
ご

提
案

知
的

障
害

者
 発

達
障

害
者

関
係

各
位

初
め

ま
し

て
。

私
は

、
日

常
生

活
に

根
ざ

し
た

着
物

文
化

と
、

国
内

の
繊

維
産

地
・

関
係

職
人

の
方

々
の

技
術

が
今

後
も

継
続

し
て

い
く

こ
と

を
願

っ
て

お
り

ま
す

。

現
代

の
和

服
は

フ
ォ

ー
マ

ル
化

・
高

級
化

が
進

み
、

生
活

文
化

と
し

て
の

距
離

が
広

が
っ

て
い

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

、
産

地
の

需
要

縮
小

、
若

年
層

の
着

装
機

会
の

減
少

、
職

人
技

術
の

継
承

難
な

ど
、

文
化

的
・

産
業

的
課

題
が

深
刻

化
し

て
い

ま
す

。

私
は

、
扱

い
や

す
く

構
造

が
簡

素
な

日
常

着
型

の
和

服
（

小
袖

・
細

帯
）

を
、

現
代

生
活

に
適

応
し

た
形

で
普

及
さ

せ
る

こ
と

が
、

産
業

と
文

化
の

双
方

に
と

っ
て

有
効

な
方

向
性

に
な

り
得

る
と

考
え

て
い

ま
す

。

n
o
te

記
事

「
易

し
い

着
物

の
提

案
─

─
江

戸
時

代
初

期
の

小
袖

を
現

代
に

着
る

」
で

は
、

小
袖

と
細

帯
の

実
験

、
現

代
の

着
物

と
の

比
較

、
き

も
の

や
ま

と
の

S
P

A
型

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
、

着
物

文
化

に
関

す
る

私
の

意
見

を
詳

し
く

記
録

し
て

い
ま

す
。

以
下

に
、

そ
の

理
由

と
期

待
で

き
る

効
果

を
整

理
し

ま
し

た
。

1
.
持

続
可

能
性

と
素

材
循

環
へ

の
貢

献
（

産
業

・
行

政
向

け
）

小
袖

は
直

線
裁

ち
・

平
面

裁
ち

を
基

本
と

し
、

布
地

の
歩

留
ま

り
が

高
く

、
素

材
利

用
効

率
に

優
れ

て
い

ま
す

。

ボ
タ

ン
・

フ
ァ

ス
ナ

ー
な

ど
の

金
具

を
使

用
し

な
い

た
め

、
分

解
・

再
構

成
・

再
利

用
が

容
易

で
、

長
期

利
用

や
素

材
循

環
（

端
布

の
活

用
、

裂
き

織
り

等
）

に
適

し
た

衣
服

構
造

で
す

。

綿
・

麻
・

蚕
・

藍
な

ど
の

自
然

素
材

と
の

親
和

性
が

高
く

、
循

環
的

経
済

の
一

要
素

と
し

て
位

置
付

け
ら

れ
ま

す
。

2
.
現

代
生

活
へ

の
適

応
（

小
売

・
メ

ー
カ

ー
・

生
活

者
向

け
）

補
助

具
を

最
小

限
に

留
め

、
短

時
間

で
着

用
で

き
る

た
め

、
忙

し
い

生
活

に
も

取
り

入
れ

や
す

い
日

常
着

に
な

り
ま

す
。

細
帯

は
軽

量
で

、
締

め
付

け
が

少
な

く
、

気
温

調
節

も
し

や
す

い
た

め
、

夏
季

軽
装

（
ク

ー
ル

ビ
ズ

）
へ

の
応

用
可

能
性

も
あ

り
ま

す
。

畳
む

と
省

ス
ペ

ー
ス

で
、

家
庭

内
で

の
保

管
・

洗
濯

・
管

理
も

し
や

す
く

、
継

続
的

な
ユ

ー
ザ

ー
獲

得
に

つ
な

が
り

ま
す

。

3
.
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
と

し
て

の
価

値
（

行
政

・
福

祉
・

教
育

機
関

向
け

）

小
袖

と
細

帯
は

着
装

工
程

が
単

純
で

、
身

体
的

・
認

知
的

負
荷

が
少

な
い

衣
服

で
す

。

年
齢

・
体

型
・

性
別

・
特

性
を

問
わ

ず
着

ら
れ

る
た

め
、

“
普

遍
的

な
日

常
着

”
と

し
て

再
評

価
で

き
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。

介
助

を
必

要
と

す
る

方
、

子
供

、
高

齢
者

な
ど

に
と

っ
て

も
扱

い
や

す
い

構
造

で
す

。

4
.
地

域
産

業
・

職
人

技
術

の
継

続
と

多
様

化
（

産
地

・
職

人
向

け
）

小
袖

の
普

及
は

、
木

綿
・

麻
・

絹
な

ど
の

素
材

生
産

、
草

木
染

め
・

藍
染

め
な

ど
の

染
色

、
織

物
産

地
の

基
礎

的
生

産
、

和
裁

と
い

っ
た

基
盤

的
な

工
程

へ
の

安
定

需
要

を
生

み
出

し
ま

す
。

高
度

な
礼

装
需

要
だ

け
で

は
な

く
、

「
日

常
使

用
の

需
要

」
を

広
げ

る
こ

と
で

、
技

術
継

承
の

裾
野

が
広

が
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

産
地

間
の

連
携

（
布

・
染

色
・

仕
立

て
）

も
促

し
や

す
く

、
新

規
事

業
者

の
参

入
障

壁
も

下
が

り
ま

す
。

5
.
他

の
伝

統
文

化
と

の
接

続
・

文
化

参
加

の
増

加
（

文
化

団
体

・
行

政
向

け
）

小
袖

は
日

本
家

屋
・

和
紙

・
伝

統
工

芸
・

舞
踊

・
舞

台
芸

能
な

ど
と

本
来

強
い

文
化

的
連

続
性

を
持

っ
て

い
ま

す
。

日
常

着
と

し
て

の
和

服
が

身
近

に
な

る
こ

と
で

、
伝

統
芸

能
・

伝
統

工
芸

へ
の

心
理

的
距

離
が

縮
ま

り
、

「
生

活
文

化
と

し
て

の
伝

統
文

化
」

が
再

評
価

さ
れ

る
土

壌
が

生
ま

れ
ま

す
。

若
い

世
代

の
文

化
参

加
を

促
し

、
観

光
的

消
費

で
は

な
く

国
内

文
化

基
盤

の
強

化
に

つ
な

が
り

ま
す

。

6
.
東

ア
ジ

ア
文

化
と

の
共

通
性

（
国

際
交

流
・

民
間

団
体

向
け

）

着
物

の
基

本
的

な
構

造
は

、
中

国
・

韓
国

・
ベ

ト
ナ

ム
の

歴
史

的
衣

服
と

も
共

通
し

て
い

ま
す

。

こ
の

共
通

性
は

、
国

際
文

化
交

流
や

共
同

展
示

、
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
応

用
で

き
、

地
域

間
の

文
化

的
理

解
を

深
め

る
媒

介
に

な
り

得
ま

す
。

7
.
普

及
に

向
け

た
提

案
（

総
合

的
ア

ク
シ

ョ
ン

）

可
能

で
あ

れ
ば

、
以

下
の

よ
う

な
取

り
組

み
を

ご
検

討
い

た
だ

け
れ

ば
幸

い
で

す
。

日
常

着
型

和
服

（
小

袖
・

細
帯

）
の

標
準

的
な

型
・

仕
様

の
検

討

着
付

け
簡

素
化

・
着

装
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

整
備

産
地

間
連

携
に

よ
る

素
材

・
染

色
・

縫
製

の
共

通
基

盤
の

整
備

初
学

者
・

一
般

向
け

の
簡

易
な

染
織

の
技

術
普

及
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
創

設

一
貫

生
産

・
S

P
A

型
事

業
者

へ
の

支
援

拡
充

医
療

・
福

祉
・

教
育

分
野

と
の

協
働

に
よ

る
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
型

和
装

の
実

証

伝
統

工
芸

・
舞

台
芸

能
と

の
横

断
的

な
連

携

海
外

向
け

の
文

化
発

信
素

材
と

し
て

の
活

用

終
わ

り
に

日
常

着
と

し
て

の
和

服
が

少
し

ず
つ

普
及

す
る

こ
と

は
、

産
地

の
技

術
、

文
化

資
源

、
工

芸
、

芸
能

、
地

域
社

会
、

そ
し

て
生

活
者

自
身

の
多

様
な

あ
り

方
を

支
え

る
こ

と
に

繋
が

る
と

考
え

て
い

ま
す

。

本
提

案
が

、
皆

様
の

ご
検

討
や

議
論

の
一

助
と

な
れ

ば
幸

い
で

す
。

ご
多

忙
の

と
こ

ろ
お

読
み

い
た

だ
き

、
誠

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

1
1

3
7

2
0

2
5

お
知

ら
せ

そ
の

他
(場

面
)障

害
に

配
慮

し
た

衣
料

・
靴

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

個
人

2
件

お
知

ら
せ

　
国

リ
ハ

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
2

0
2

5

肢
体

不
自

由
者

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

　
研

究
所

顧
問

の
小

野
で

す
標

記
ご

関
心

あ
り

ま
し

た
ら

、
以

下
、

ご
覧

く
だ

さ
い

。

1
2

／
3

～
9

は
、

障
害

者
週

間
で

す
。

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
を

開
催

し
ま

す
。

予
約

不
要

、
参

加
無

料
場

所
　

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

　
本

館
ロ

ビ
ー

時
間

　
平

日
の

9
時

か
ら

1
3

時
ま

で
展

示
内

容
（

予
定

）
　

ス
ポ

ー
ツ

サ
ン

ダ
ル

・
ミ

ュ
ー

ル
の

改
良

　
入

手
し

や
す

い
グ

ロ
ー

ブ
で

車
椅

子
の

操
作

し
や

す
さ

比
較

　
尿

臭
を

抑
え

る
た

め
の

ウ
ロ

バ
ッ

ク
カ

バ
ー

の
工

夫
　

ネ
ク

タ
イ

の
改

良
　

他
看

護
師

が
展

示
説

明
す

る
予

定
で

す
参

考
　

過
去

4
年

間
の

展
示

資
料

は
、

以
下

の
サ

イ
ト

に
ま

と
め

て
あ

り
ま

す
h

tt
p

s
:/

/
ya

s
a
s
h

ii-
fa

s
h

io
n

.jp
/
w

p
-
c
o
n

te
n

t/
u

p
lo

a
d

s
/
2

0
2

5
/
0

5
/
2

8
4

ff
0

e
a
5

9
3

c
b

a
c
4

c
d

7
a
6

7
1

e
f6

5
b

c
5

1
6

.p
d

f

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
2

0
2

5
日

時
　

1
2

月
2

1
日

（
日

）
　

1
3

時
開

始
予

定
場

所
　

K
F
C

ホ
ー

ル
A

n
n

e
x
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
fc

.c
o
.jp

/
a
c
c
e
s
s
/

　
　

　
東

京
都

墨
田

区
横

網
1

-
6

-
1

　
国

際
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
ビ

ル
参

加
無

料
対

面
・

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
詳

細
は

、
決

ま
り

次
第

ご
連

絡
し

ま
す

な
お

、
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

2
0

2
5

に
、

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

出
展

し
ま

す
（

会
場

出
口

に
一

番
近

い
ブ

ー
ス

）
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
2

0
2

5
k
o
ry

u
k
a
i/

w
e
b

/
h

a
ll/

c
m

s
/

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

3
4

2
0

2
5

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

そ
の

他
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
開

発
に

関
す

る
無

料
セ

ミ
ナ

ー
の

ご
案

内
（

厚
生

労
働

省
事

業
）

高
齢

者
厚

生
労

働
省

委
託

事
業

「
介

護
現

場
の

生
産

性
向

上
に

向
け

た
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
開

発
等

支
援

事
業

」
の

一
環

と
し

て
実

施
す

る
「

令
和

７
年

度
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

支
援

事
業

」
に

お
い

て
、

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

開
発

に
役

立
つ

最
新

情
報

を
お

伝
え

す
る

セ
ミ

ナ
ー

を
以

下
の

と
お

り
開

催
い

た
し

ま
す

。
今

年
度

は
、

「
よ

り
使

い
や

す
い

機
器

開
発

の
た

め
の

U
I・

U
X

」
「

認
知

症
×

A
Iの

開
発

事
例

」
を

ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

し
、

ご
講

演
を

い
た

だ
き

ま
す

。
介

護
分

野
で

の
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
開

発
、

介
護

分
野

へ
の

新
規

参
入

等
を

検
討

さ
れ

て
い

る
開

発
企

業
・

研
究

開
発

機
関

等
の

皆
様

に
お

か
れ

ま
し

て
は

、
ぜ

ひ
ご

参
加

い
た

だ
け

ま
す

と
幸

い
で

す
。

【
セ

ミ
ナ

ー
内

容
】

以
下

よ
り

、
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

い
た

だ
け

ま
す

。
h

tt
p

s
:/

/
fi
le

s
.m

ic
ro

c
m

s
-

a
s
s
e
ts

.io
/
a
s
s
e
ts

/
8

b
a
8

8
0

c
1

a
d

a
2

4
b

3
2

8
6

6
6

2
c
4

1
b

2
8

2
2

8
5

1
/
9

8
7

d
0

6
fd

7
b

3
3

4
5

3
0

9
8

0
1

e
b

2
3

4
5

c
ff

4
0

1
/
%

E
4

%
B

B
%

A
4

%
E

5
%

9
2

%
8

C
7

%
E

5
%

B
9

%
B

4
%

E
5

%
B

A
%

A
6

%
2

0
%

E
3

%
8

3
%

8
B

%
E

3
%

8
3

%
B

C
%

E
3

%
8

2
%

B
A

%
E

3
%

8
3

%
B

B
%

E
3

%
8

2
%

B
7

%
E

3
%

8
3

%
B

C
%

E
3

%
8

2
%

B
A

%
E

3
%

8
3

%
9

E
%

E
3

%
8

3
%

8
3

%
E

3
%

8
3

%
8

1
%

E
3

%
8

3
%

B
3

%
E

3
%

8
2

%
B

0
%

E
3

%
8

2
%

B
B

%
E

3
%

8
3

%
9

F
%

E
3

%
8

3
%

8
A

%
E

3
%

8
3

%
B

C
%

E
3

%
8

3
%

A
A

%
E

3
%

8
3

%
B

C
%

E
3

%
8

3
%

9
5

%
E

3
%

8
3

%
A

C
%

E
3

%
8

3
%

8
3

%
E

3
%

8
3

%
8

8
.p

d
f

・
タ

イ
ト

ル
：

ニ
ー

ズ
×

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

セ
ミ

ナ
ー

2
0

2
5

 ～
現

場
で

活
用

さ
れ

る
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
を

作
り

出
す

た
め

に
～

・
日

時
：

令
和

７
年

1
2

月
9

日
（

火
）

1
4

：
0

0
～

1
5

：
1

0
・

形
式

：
Z

o
o
m

ウ
ェ

ビ
ナ

ー
・

参
加

費
：

無
料

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

：
講

演
１

：
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
政

策
の

最
新

動
向

（
厚

生
労

働
省

 老
健

局
 高

齢
者

支
援

課
 介

護
業

務
効

率
化

・
生

産
性

向
上

推
進

室
 介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
政

策
調

整
官

 佐
藤

 修
一

 氏
）

講
演

２
：

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

政
策

の
最

新
動

向
（

経
済

産
業

省
 商

務
・

サ
ー

ビ
ス

グ
ル

ー
プ

 医
療

・
福

祉
機

器
産

業
室

 丸
古

 京
香

 氏
）

講
演

３
：

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

に
求

め
ら

れ
る

U
I・

U
X

（
有

限
会

社
住

ま
い

と
道

具
研

究
所

 代
表

取
締

役
 相

良
二

朗
氏

）
講

演
４

：
福

祉
用

具
情

報
シ

ス
テ

ム
(T

A
IS

)へ
の

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

登
録

の
流

れ
と

ポ
イ

ン
ト

（
公

益
財

団
法

人
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
 企

画
部

 香
川

洋
一

氏
）

講
演

５
：

B
P

S
D

予
測

A
I「

D
e
C

a
A

I」
の

開
発

（
ゲ

オ
ム

株
式

会
社

 代
表

取
締

役
 矢

沢
一

真
氏

）
講

演
６

：
ニ

ー
ズ

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

支
援

事
業

 概
要

説
明

（
株

式
会

社
Ｎ

Ｔ
Ｔ

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

）
・

定
員

：
先

着
3

0
0

名
参

加
希

望
の

方
は

以
下

Ｕ
Ｒ

Ｌ
か

ら
お

申
込

み
く

だ
さ

い
。

・
申

込
Ｕ

Ｒ
Ｌ

：
h

tt
p

s
:/

/
5

8
6

f0
5

7
e
.f
o
rm

.k
in

to
n

e
a
p

p
.c

o
m

/
p

u
b

lic
/
r7

n
s
-
s
e
m

in
a
r-

a
p

p
lic

a
ti
o
n

・
申

込
期

限
：

1
2

月
７

日
（

日
）

【
本

事
業

に
つ

い
て

】
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
開

発
企

業
の

皆
様

、
販

売
・

ア
フ

タ
ー

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
の

皆
様

向
け

に
、

介
護

現
場

の
ニ

ー
ズ

伝
達

、
協

業
先

ご
紹

介
等

の
ご

支
援

を
行

っ
て

い
ま

す
。

ご
支

援
を

希
望

さ
れ

る
皆

様
に

お
か

れ
て

は
、

下
記

本
事

業
ペ

ー
ジ

右
上

「
企

業
エ

ン
ト

リ
ー

」
よ

り
お

申
込

み
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
k
a
ig

o
s
e
is

a
n

s
e
i/

n
s
/
?

re
fr

e
s
h

-
2

0
2

5
0

6
■

お
問

い
合

わ
せ

本
事

業
は

 株
式

会
社

N
T

T
デ

ー
タ

経
営

研
究

所
が

厚
生

労
働

省
よ

り
委

託
を

受
け

実
施

し
て

お
り

ま
す

。
本

件
に

関
す

る
お

問
い

合
わ

せ
は

、
以

下
ま

で
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

支
援

事
業

 事
務

局
株

式
会

社
N

T
T

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

ラ
イ

フ
・

バ
リ

ュ
ー

・
ク

リ
エ

イ
シ

ョ
ン

ユ
ニ

ッ
ト

M
a
il:
 n

s
-
p

la
t@

n
tt

d
a
ta

-
s
tr

a
te

g
y.

c
o
m

1
1

3
5

2
0

2
5

お
知

ら
せ

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
福

祉
車

両
個

人
み

ん
な

の
く

る
ま

2
0

2
5

肢
体

不
自

由
者

標
記

が
、

2
0

2
5

年
1

1
月

3
0

日
に

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

（
埼

玉
県

）
に

て
開

催
さ

れ
ま

す
ご

関
心

あ
り

ま
し

た
ら

、
以

下
、

ご
覧

く
だ

さ
い

足
で

運
転

す
る

車
や

両
手

の
み

で
運

転
す

る
車

、
車

椅
子

の
方

で
も

運
転

可
能

な
車

、
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
車

な
ど

、
自

操
式

福
祉

車
両

が
き

ま
す

。
主

催
　

公
益

財
団

法
人

 い
し

ず
え

  
（

サ
リ

ド
マ

イ
ド

福
祉

セ
ン

タ
ー

）
会

場
　

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

第
1

部
　

1
0

：
0

0
-
1

1
：

3
0

自
操

式
福

祉
車

両
の

ユ
ー

ザ
ー

な
ど

に
よ

る
体

験
談

免
許

取
得

の
方

法
や

・
税

金
や

優
遇

制
度

の
解

説
も

あ
り

第
2

部
　

1
2

：
0

0
—

1
5

：
0

0
展

示
車

両
の

説
明

、
同

乗
見

学

足
だ

け
で

！
手

だ
け

で
！

車
椅

子
の

方
で

も
運

転
で

き
る

く
る

ま
の

展
示

、
同

乗
試

乗
が

あ
り

ま
す

運
転

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
の

展
示

も
あ

り
ま

す

詳
細

は
、

以
下

を
ご

覧
く

だ
さ

い
h

tt
p

:/
/
is

h
iz

u
e
-
tw

c
.o

r.
jp

/
m

in
k
u

ru
/

お
問

い
合

わ
せ

先
は

、
標

記
U

R
L
に

あ
る

チ
ラ

シ
に

記
載

が
あ

る
よ

う
に

主
催

者
で

あ
る

「
公

益
財

団
法

人
 い

し
ず

え
」

で
す

。
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
で

は
あ

り
ま

せ
ん

の
で

、
ご

留
意

く
だ

さ
い

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

3
6

2
0

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
衣

服
の

着
脱

装
具

個
人

着
物

文
化

・
産

業
の

持
続

可
能

性
に

関
す

る
ご

提
案

知
的

障
害

者
 発

達
障

害
者

関
係

各
位

初
め

ま
し

て
。

私
は

、
日

常
生

活
に

根
ざ

し
た

着
物

文
化

と
、

国
内

の
繊

維
産

地
・

関
係

職
人

の
方

々
の

技
術

が
今

後
も

継
続

し
て

い
く

こ
と

を
願

っ
て

お
り

ま
す

。

現
代

の
和

服
は

フ
ォ

ー
マ

ル
化

・
高

級
化

が
進

み
、

生
活

文
化

と
し

て
の

距
離

が
広

が
っ

て
い

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

、
産

地
の

需
要

縮
小

、
若

年
層

の
着

装
機

会
の

減
少

、
職

人
技

術
の

継
承

難
な

ど
、

文
化

的
・

産
業

的
課

題
が

深
刻

化
し

て
い

ま
す

。

私
は

、
扱

い
や

す
く

構
造

が
簡

素
な

日
常

着
型

の
和

服
（

小
袖

・
細

帯
）

を
、

現
代

生
活

に
適

応
し

た
形

で
普

及
さ

せ
る

こ
と

が
、

産
業

と
文

化
の

双
方

に
と

っ
て

有
効

な
方

向
性

に
な

り
得

る
と

考
え

て
い

ま
す

。

n
o
te

記
事

「
易

し
い

着
物

の
提

案
─

─
江

戸
時

代
初

期
の

小
袖

を
現

代
に

着
る

」
で

は
、

小
袖

と
細

帯
の

実
験

、
現

代
の

着
物

と
の

比
較

、
き

も
の

や
ま

と
の

S
P

A
型

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
、

着
物

文
化

に
関

す
る

私
の

意
見

を
詳

し
く

記
録

し
て

い
ま

す
。

以
下

に
、

そ
の

理
由

と
期

待
で

き
る

効
果

を
整

理
し

ま
し

た
。

1
.
持

続
可

能
性

と
素

材
循

環
へ

の
貢

献
（

産
業

・
行

政
向

け
）

小
袖

は
直

線
裁

ち
・

平
面

裁
ち

を
基

本
と

し
、

布
地

の
歩

留
ま

り
が

高
く

、
素

材
利

用
効

率
に

優
れ

て
い

ま
す

。

ボ
タ

ン
・

フ
ァ

ス
ナ

ー
な

ど
の

金
具

を
使

用
し

な
い

た
め

、
分

解
・

再
構

成
・

再
利

用
が

容
易

で
、

長
期

利
用

や
素

材
循

環
（

端
布

の
活

用
、

裂
き

織
り

等
）

に
適

し
た

衣
服

構
造

で
す

。

綿
・

麻
・

蚕
・

藍
な

ど
の

自
然

素
材

と
の

親
和

性
が

高
く

、
循

環
的

経
済

の
一

要
素

と
し

て
位

置
付

け
ら

れ
ま

す
。

2
.
現

代
生

活
へ

の
適

応
（

小
売

・
メ

ー
カ

ー
・

生
活

者
向

け
）

補
助

具
を

最
小

限
に

留
め

、
短

時
間

で
着

用
で

き
る

た
め

、
忙

し
い

生
活

に
も

取
り

入
れ

や
す

い
日

常
着

に
な

り
ま

す
。

細
帯

は
軽

量
で

、
締

め
付

け
が

少
な

く
、

気
温

調
節

も
し

や
す

い
た

め
、

夏
季

軽
装

（
ク

ー
ル

ビ
ズ

）
へ

の
応

用
可

能
性

も
あ

り
ま

す
。

畳
む

と
省

ス
ペ

ー
ス

で
、

家
庭

内
で

の
保

管
・

洗
濯

・
管

理
も

し
や

す
く

、
継

続
的

な
ユ

ー
ザ

ー
獲

得
に

つ
な

が
り

ま
す

。

3
.
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
と

し
て

の
価

値
（

行
政

・
福

祉
・

教
育

機
関

向
け

）

小
袖

と
細

帯
は

着
装

工
程

が
単

純
で

、
身

体
的

・
認

知
的

負
荷

が
少

な
い

衣
服

で
す

。

年
齢

・
体

型
・

性
別

・
特

性
を

問
わ

ず
着

ら
れ

る
た

め
、

“
普

遍
的

な
日

常
着

”
と

し
て

再
評

価
で

き
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。

介
助

を
必

要
と

す
る

方
、

子
供

、
高

齢
者

な
ど

に
と

っ
て

も
扱

い
や

す
い

構
造

で
す

。

4
.
地

域
産

業
・

職
人

技
術

の
継

続
と

多
様

化
（

産
地

・
職

人
向

け
）

小
袖

の
普

及
は

、
木

綿
・

麻
・

絹
な

ど
の

素
材

生
産

、
草

木
染

め
・

藍
染

め
な

ど
の

染
色

、
織

物
産

地
の

基
礎

的
生

産
、

和
裁

と
い

っ
た

基
盤

的
な

工
程

へ
の

安
定

需
要

を
生

み
出

し
ま

す
。

高
度

な
礼

装
需

要
だ

け
で

は
な

く
、

「
日

常
使

用
の

需
要

」
を

広
げ

る
こ

と
で

、
技

術
継

承
の

裾
野

が
広

が
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

産
地

間
の

連
携

（
布

・
染

色
・

仕
立

て
）

も
促

し
や

す
く

、
新

規
事

業
者

の
参

入
障

壁
も

下
が

り
ま

す
。

5
.
他

の
伝

統
文

化
と

の
接

続
・

文
化

参
加

の
増

加
（

文
化

団
体

・
行

政
向

け
）

小
袖

は
日

本
家

屋
・

和
紙

・
伝

統
工

芸
・

舞
踊

・
舞

台
芸

能
な

ど
と

本
来

強
い

文
化

的
連

続
性

を
持

っ
て

い
ま

す
。

日
常

着
と

し
て

の
和

服
が

身
近

に
な

る
こ

と
で

、
伝

統
芸

能
・

伝
統

工
芸

へ
の

心
理

的
距

離
が

縮
ま

り
、

「
生

活
文

化
と

し
て

の
伝

統
文

化
」

が
再

評
価

さ
れ

る
土

壌
が

生
ま

れ
ま

す
。

若
い

世
代

の
文

化
参

加
を

促
し

、
観

光
的

消
費

で
は

な
く

国
内

文
化

基
盤

の
強

化
に

つ
な

が
り

ま
す

。

6
.
東

ア
ジ

ア
文

化
と

の
共

通
性

（
国

際
交

流
・

民
間

団
体

向
け

）

着
物

の
基

本
的

な
構

造
は

、
中

国
・

韓
国

・
ベ

ト
ナ

ム
の

歴
史

的
衣

服
と

も
共

通
し

て
い

ま
す

。

こ
の

共
通

性
は

、
国

際
文

化
交

流
や

共
同

展
示

、
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
応

用
で

き
、

地
域

間
の

文
化

的
理

解
を

深
め

る
媒

介
に

な
り

得
ま

す
。

7
.
普

及
に

向
け

た
提

案
（

総
合

的
ア

ク
シ

ョ
ン

）

可
能

で
あ

れ
ば

、
以

下
の

よ
う

な
取

り
組

み
を

ご
検

討
い

た
だ

け
れ

ば
幸

い
で

す
。

日
常

着
型

和
服

（
小

袖
・

細
帯

）
の

標
準

的
な

型
・

仕
様

の
検

討

着
付

け
簡

素
化

・
着

装
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

整
備

産
地

間
連

携
に

よ
る

素
材

・
染

色
・

縫
製

の
共

通
基

盤
の

整
備

初
学

者
・

一
般

向
け

の
簡

易
な

染
織

の
技

術
普

及
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
創

設

一
貫

生
産

・
S

P
A

型
事

業
者

へ
の

支
援

拡
充

医
療

・
福

祉
・

教
育

分
野

と
の

協
働

に
よ

る
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
型

和
装

の
実

証

伝
統

工
芸

・
舞

台
芸

能
と

の
横

断
的

な
連

携

海
外

向
け

の
文

化
発

信
素

材
と

し
て

の
活

用

終
わ

り
に

日
常

着
と

し
て

の
和

服
が

少
し

ず
つ

普
及

す
る

こ
と

は
、

産
地

の
技

術
、

文
化

資
源

、
工

芸
、

芸
能

、
地

域
社

会
、

そ
し

て
生

活
者

自
身

の
多

様
な

あ
り

方
を

支
え

る
こ

と
に

繋
が

る
と

考
え

て
い

ま
す

。

本
提

案
が

、
皆

様
の

ご
検

討
や

議
論

の
一

助
と

な
れ

ば
幸

い
で

す
。

ご
多

忙
の

と
こ

ろ
お

読
み

い
た

だ
き

、
誠

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

1
1

3
7

2
0

2
5

お
知

ら
せ

そ
の

他
(場

面
)障

害
に

配
慮

し
た

衣
料

・
靴

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

個
人

2
件

お
知

ら
せ

　
国

リ
ハ

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
2

0
2

5

肢
体

不
自

由
者

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

　
研

究
所

顧
問

の
小

野
で

す
標

記
ご

関
心

あ
り

ま
し

た
ら

、
以

下
、

ご
覧

く
だ

さ
い

。

1
2

／
3

～
9

は
、

障
害

者
週

間
で

す
。

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
を

開
催

し
ま

す
。

予
約

不
要

、
参

加
無

料
場

所
　

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

　
本

館
ロ

ビ
ー

時
間

　
平

日
の

9
時

か
ら

1
3

時
ま

で
展

示
内

容
（

予
定

）
　

ス
ポ

ー
ツ

サ
ン

ダ
ル

・
ミ

ュ
ー

ル
の

改
良

　
入

手
し

や
す

い
グ

ロ
ー

ブ
で

車
椅

子
の

操
作

し
や

す
さ

比
較

　
尿

臭
を

抑
え

る
た

め
の

ウ
ロ

バ
ッ

ク
カ

バ
ー

の
工

夫
　

ネ
ク

タ
イ

の
改

良
　

他
看

護
師

が
展

示
説

明
す

る
予

定
で

す
参

考
　

過
去

4
年

間
の

展
示

資
料

は
、

以
下

の
サ

イ
ト

に
ま

と
め

て
あ

り
ま

す
h

tt
p

s
:/

/
ya

s
a
s
h

ii-
fa

s
h

io
n

.jp
/
w

p
-
c
o
n

te
n

t/
u

p
lo

a
d

s
/
2

0
2

5
/
0

5
/
2

8
4

ff
0

e
a
5

9
3

c
b

a
c
4

c
d

7
a
6

7
1

e
f6

5
b

c
5

1
6

.p
d

f

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
2

0
2

5
日

時
　

1
2

月
2

1
日

（
日

）
　

1
3

時
開

始
予

定
場

所
　

K
F
C

ホ
ー

ル
A

n
n

e
x
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
fc

.c
o
.jp

/
a
c
c
e
s
s
/

　
　

　
東

京
都

墨
田

区
横

網
1

-
6

-
1

　
国

際
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
ビ

ル
参

加
無

料
対

面
・

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
詳

細
は

、
決

ま
り

次
第

ご
連

絡
し

ま
す

な
お

、
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

2
0

2
5

に
、

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

出
展

し
ま

す
（

会
場

出
口

に
一

番
近

い
ブ

ー
ス

）
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
2

0
2

5
k
o
ry

u
k
a
i/

w
e
b

/
h

a
ll/

c
m

s
/

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

3
4

2
0

2
5

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

そ
の

他
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
開

発
に

関
す

る
無

料
セ

ミ
ナ

ー
の

ご
案

内
（

厚
生

労
働

省
事

業
）

高
齢

者
厚

生
労

働
省

委
託

事
業

「
介

護
現

場
の

生
産

性
向

上
に

向
け

た
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
開

発
等

支
援

事
業

」
の

一
環

と
し

て
実

施
す

る
「

令
和

７
年

度
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

支
援

事
業

」
に

お
い

て
、

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

開
発

に
役

立
つ

最
新

情
報

を
お

伝
え

す
る

セ
ミ

ナ
ー

を
以

下
の

と
お

り
開

催
い

た
し

ま
す

。
今

年
度

は
、

「
よ

り
使

い
や

す
い

機
器

開
発

の
た

め
の

U
I・

U
X

」
「

認
知

症
×

A
Iの

開
発

事
例

」
を

ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

し
、

ご
講

演
を

い
た

だ
き

ま
す

。
介

護
分

野
で

の
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
開

発
、

介
護

分
野

へ
の

新
規

参
入

等
を

検
討

さ
れ

て
い

る
開

発
企

業
・

研
究

開
発

機
関

等
の

皆
様

に
お

か
れ

ま
し

て
は

、
ぜ

ひ
ご

参
加

い
た

だ
け

ま
す

と
幸

い
で

す
。

【
セ

ミ
ナ

ー
内

容
】

以
下

よ
り

、
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

い
た

だ
け

ま
す

。
h

tt
p

s
:/

/
fi
le

s
.m

ic
ro

c
m

s
-

a
s
s
e
ts

.io
/
a
s
s
e
ts

/
8

b
a
8

8
0

c
1

a
d

a
2

4
b

3
2

8
6

6
6

2
c
4

1
b

2
8

2
2

8
5

1
/
9

8
7

d
0

6
fd

7
b

3
3

4
5

3
0

9
8

0
1

e
b

2
3

4
5

c
ff

4
0

1
/
%

E
4

%
B

B
%

A
4

%
E

5
%

9
2

%
8

C
7

%
E

5
%

B
9

%
B

4
%

E
5

%
B

A
%

A
6

%
2

0
%

E
3

%
8

3
%

8
B

%
E

3
%

8
3

%
B

C
%

E
3

%
8

2
%

B
A

%
E

3
%

8
3

%
B

B
%

E
3

%
8

2
%

B
7

%
E

3
%

8
3

%
B

C
%

E
3

%
8

2
%

B
A

%
E

3
%

8
3

%
9

E
%

E
3

%
8

3
%

8
3

%
E

3
%

8
3

%
8

1
%

E
3

%
8

3
%

B
3

%
E

3
%

8
2

%
B

0
%

E
3

%
8

2
%

B
B

%
E

3
%

8
3

%
9

F
%

E
3

%
8

3
%

8
A

%
E

3
%

8
3

%
B

C
%

E
3

%
8

3
%

A
A

%
E

3
%

8
3

%
B

C
%

E
3

%
8

3
%

9
5

%
E

3
%

8
3

%
A

C
%

E
3

%
8

3
%

8
3

%
E

3
%

8
3

%
8

8
.p

d
f

・
タ

イ
ト

ル
：

ニ
ー

ズ
×

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

セ
ミ

ナ
ー

2
0

2
5

 ～
現

場
で

活
用

さ
れ

る
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
を

作
り

出
す

た
め

に
～

・
日

時
：

令
和

７
年

1
2

月
9

日
（

火
）

1
4

：
0

0
～

1
5

：
1

0
・

形
式

：
Z

o
o
m

ウ
ェ

ビ
ナ

ー
・

参
加

費
：

無
料

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

：
講

演
１

：
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
政

策
の

最
新

動
向

（
厚

生
労

働
省

 老
健

局
 高

齢
者

支
援

課
 介

護
業

務
効

率
化

・
生

産
性

向
上

推
進

室
 介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
政

策
調

整
官

 佐
藤

 修
一

 氏
）

講
演

２
：

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

政
策

の
最

新
動

向
（

経
済

産
業

省
 商

務
・

サ
ー

ビ
ス

グ
ル

ー
プ

 医
療

・
福

祉
機

器
産

業
室

 丸
古

 京
香

 氏
）

講
演

３
：

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

に
求

め
ら

れ
る

U
I・

U
X

（
有

限
会

社
住

ま
い

と
道

具
研

究
所

 代
表

取
締

役
 相

良
二

朗
氏

）
講

演
４

：
福

祉
用

具
情

報
シ

ス
テ

ム
(T

A
IS

)へ
の

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

登
録

の
流

れ
と

ポ
イ

ン
ト

（
公

益
財

団
法

人
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
 企

画
部

 香
川

洋
一

氏
）

講
演

５
：

B
P

S
D

予
測

A
I「

D
e
C

a
A

I」
の

開
発

（
ゲ

オ
ム

株
式

会
社

 代
表

取
締

役
 矢

沢
一

真
氏

）
講

演
６

：
ニ

ー
ズ

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

支
援

事
業

 概
要

説
明

（
株

式
会

社
Ｎ

Ｔ
Ｔ

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

）
・

定
員

：
先

着
3

0
0

名
参

加
希

望
の

方
は

以
下

Ｕ
Ｒ

Ｌ
か

ら
お

申
込

み
く

だ
さ

い
。

・
申

込
Ｕ

Ｒ
Ｌ

：
h

tt
p

s
:/

/
5

8
6

f0
5

7
e
.f
o
rm

.k
in

to
n

e
a
p

p
.c

o
m

/
p

u
b

lic
/
r7

n
s
-
s
e
m

in
a
r-

a
p

p
lic

a
ti
o
n

・
申

込
期

限
：

1
2

月
７

日
（

日
）

【
本

事
業

に
つ

い
て

】
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
開

発
企

業
の

皆
様

、
販

売
・

ア
フ

タ
ー

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
の

皆
様

向
け

に
、

介
護

現
場

の
ニ

ー
ズ

伝
達

、
協

業
先

ご
紹

介
等

の
ご

支
援

を
行

っ
て

い
ま

す
。

ご
支

援
を

希
望

さ
れ

る
皆

様
に

お
か

れ
て

は
、

下
記

本
事

業
ペ

ー
ジ

右
上

「
企

業
エ

ン
ト

リ
ー

」
よ

り
お

申
込

み
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
k
a
ig

o
s
e
is

a
n

s
e
i/

n
s
/
?

re
fr

e
s
h

-
2

0
2

5
0

6
■

お
問

い
合

わ
せ

本
事

業
は

 株
式

会
社

N
T

T
デ

ー
タ

経
営

研
究

所
が

厚
生

労
働

省
よ

り
委

託
を

受
け

実
施

し
て

お
り

ま
す

。
本

件
に

関
す

る
お

問
い

合
わ

せ
は

、
以

下
ま

で
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

支
援

事
業

 事
務

局
株

式
会

社
N

T
T

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

ラ
イ

フ
・

バ
リ

ュ
ー

・
ク

リ
エ

イ
シ

ョ
ン

ユ
ニ

ッ
ト

M
a
il:
 n

s
-
p

la
t@

n
tt

d
a
ta

-
s
tr

a
te

g
y.

c
o
m

1
1

3
5

2
0

2
5

お
知

ら
せ

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
福

祉
車

両
個

人
み

ん
な

の
く

る
ま

2
0

2
5

肢
体

不
自

由
者

標
記

が
、

2
0

2
5

年
1

1
月

3
0

日
に

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

（
埼

玉
県

）
に

て
開

催
さ

れ
ま

す
ご

関
心

あ
り

ま
し

た
ら

、
以

下
、

ご
覧

く
だ

さ
い

足
で

運
転

す
る

車
や

両
手

の
み

で
運

転
す

る
車

、
車

椅
子

の
方

で
も

運
転

可
能

な
車

、
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
車

な
ど

、
自

操
式

福
祉

車
両

が
き

ま
す

。
主

催
　

公
益

財
団

法
人

 い
し

ず
え

  
（

サ
リ

ド
マ

イ
ド

福
祉

セ
ン

タ
ー

）
会

場
　

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

第
1

部
　

1
0

：
0

0
-
1

1
：

3
0

自
操

式
福

祉
車

両
の

ユ
ー

ザ
ー

な
ど

に
よ

る
体

験
談

免
許

取
得

の
方

法
や

・
税

金
や

優
遇

制
度

の
解

説
も

あ
り

第
2

部
　

1
2

：
0

0
—

1
5

：
0

0
展

示
車

両
の

説
明

、
同

乗
見

学

足
だ

け
で

！
手

だ
け

で
！

車
椅

子
の

方
で

も
運

転
で

き
る

く
る

ま
の

展
示

、
同

乗
試

乗
が

あ
り

ま
す

運
転

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
の

展
示

も
あ

り
ま

す

詳
細

は
、

以
下

を
ご

覧
く

だ
さ

い
h

tt
p

:/
/
is

h
iz

u
e
-
tw

c
.o

r.
jp

/
m

in
k
u

ru
/

お
問

い
合

わ
せ

先
は

、
標

記
U

R
L
に

あ
る

チ
ラ

シ
に

記
載

が
あ

る
よ

う
に

主
催

者
で

あ
る

「
公

益
財

団
法

人
 い

し
ず

え
」

で
す

。
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
で

は
あ

り
ま

せ
ん

の
で

、
ご

留
意

く
だ

さ
い

。

-74-

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

3
6

2
0

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
衣

服
の

着
脱

装
具

個
人

着
物

文
化

・
産

業
の

持
続

可
能

性
に

関
す

る
ご

提
案

知
的

障
害

者
 発

達
障

害
者

関
係

各
位

初
め

ま
し

て
。

私
は

、
日

常
生

活
に

根
ざ

し
た

着
物

文
化

と
、

国
内

の
繊

維
産

地
・

関
係

職
人

の
方

々
の

技
術

が
今

後
も

継
続

し
て

い
く

こ
と

を
願

っ
て

お
り

ま
す

。

現
代

の
和

服
は

フ
ォ

ー
マ

ル
化

・
高

級
化

が
進

み
、

生
活

文
化

と
し

て
の

距
離

が
広

が
っ

て
い

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

、
産

地
の

需
要

縮
小

、
若

年
層

の
着

装
機

会
の

減
少

、
職

人
技

術
の

継
承

難
な

ど
、

文
化

的
・

産
業

的
課

題
が

深
刻

化
し

て
い

ま
す

。

私
は

、
扱

い
や

す
く

構
造

が
簡

素
な

日
常

着
型

の
和

服
（

小
袖

・
細

帯
）

を
、

現
代

生
活

に
適

応
し

た
形

で
普

及
さ

せ
る

こ
と

が
、

産
業

と
文

化
の

双
方

に
と

っ
て

有
効

な
方

向
性

に
な

り
得

る
と

考
え

て
い

ま
す

。

n
o
te

記
事

「
易

し
い

着
物

の
提

案
─

─
江

戸
時

代
初

期
の

小
袖

を
現

代
に

着
る

」
で

は
、

小
袖

と
細

帯
の

実
験

、
現

代
の

着
物

と
の

比
較

、
き

も
の

や
ま

と
の

S
P

A
型

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
、

着
物

文
化

に
関

す
る

私
の

意
見

を
詳

し
く

記
録

し
て

い
ま

す
。

以
下

に
、

そ
の

理
由

と
期

待
で

き
る

効
果

を
整

理
し

ま
し

た
。

1
. 
持

続
可

能
性

と
素

材
循

環
へ

の
貢

献
（

産
業

・
行

政
向

け
）

小
袖

は
直

線
裁

ち
・

平
面

裁
ち

を
基

本
と

し
、

布
地

の
歩

留
ま

り
が

高
く

、
素

材
利

用
効

率
に

優
れ

て
い

ま
す

。

ボ
タ

ン
・

フ
ァ

ス
ナ

ー
な

ど
の

金
具

を
使

用
し

な
い

た
め

、
分

解
・

再
構

成
・

再
利

用
が

容
易

で
、

長
期

利
用

や
素

材
循

環
（

端
布

の
活

用
、

裂
き

織
り

等
）

に
適

し
た

衣
服

構
造

で
す

。

綿
・

麻
・

蚕
・

藍
な

ど
の

自
然

素
材

と
の

親
和

性
が

高
く

、
循

環
的

経
済

の
一

要
素

と
し

て
位

置
付

け
ら

れ
ま

す
。

2
. 
現

代
生

活
へ

の
適

応
（

小
売

・
メ

ー
カ

ー
・

生
活

者
向

け
）

補
助

具
を

最
小

限
に

留
め

、
短

時
間

で
着

用
で

き
る

た
め

、
忙

し
い

生
活

に
も

取
り

入
れ

や
す

い
日

常
着

に
な

り
ま

す
。

細
帯

は
軽

量
で

、
締

め
付

け
が

少
な

く
、

気
温

調
節

も
し

や
す

い
た

め
、

夏
季

軽
装

（
ク

ー
ル

ビ
ズ

）
へ

の
応

用
可

能
性

も
あ

り
ま

す
。

畳
む

と
省

ス
ペ

ー
ス

で
、

家
庭

内
で

の
保

管
・

洗
濯

・
管

理
も

し
や

す
く

、
継

続
的

な
ユ

ー
ザ

ー
獲

得
に

つ
な

が
り

ま
す

。

3
. 
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
と

し
て

の
価

値
（

行
政

・
福

祉
・

教
育

機
関

向
け

）

小
袖

と
細

帯
は

着
装

工
程

が
単

純
で

、
身

体
的

・
認

知
的

負
荷

が
少

な
い

衣
服

で
す

。

年
齢

・
体

型
・

性
別

・
特

性
を

問
わ

ず
着

ら
れ

る
た

め
、

“
普

遍
的

な
日

常
着

”
と

し
て

再
評

価
で

き
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。

介
助

を
必

要
と

す
る

方
、

子
供

、
高

齢
者

な
ど

に
と

っ
て

も
扱

い
や

す
い

構
造

で
す

。

4
. 
地

域
産

業
・

職
人

技
術

の
継

続
と

多
様

化
（

産
地

・
職

人
向

け
）

小
袖

の
普

及
は

、
木

綿
・

麻
・

絹
な

ど
の

素
材

生
産

、
草

木
染

め
・

藍
染

め
な

ど
の

染
色

、
織

物
産

地
の

基
礎

的
生

産
、

和
裁

と
い

っ
た

基
盤

的
な

工
程

へ
の

安
定

需
要

を
生

み
出

し
ま

す
。

高
度

な
礼

装
需

要
だ

け
で

は
な

く
、

「
日

常
使

用
の

需
要

」
を

広
げ

る
こ

と
で

、
技

術
継

承
の

裾
野

が
広

が
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

産
地

間
の

連
携

（
布

・
染

色
・

仕
立

て
）

も
促

し
や

す
く

、
新

規
事

業
者

の
参

入
障

壁
も

下
が

り
ま

す
。

5
. 
他

の
伝

統
文

化
と

の
接

続
・

文
化

参
加

の
増

加
（

文
化

団
体

・
行

政
向

け
）

小
袖

は
日

本
家

屋
・

和
紙

・
伝

統
工

芸
・

舞
踊

・
舞

台
芸

能
な

ど
と

本
来

強
い

文
化

的
連

続
性

を
持

っ
て

い
ま

す
。

日
常

着
と

し
て

の
和

服
が

身
近

に
な

る
こ

と
で

、
伝

統
芸

能
・

伝
統

工
芸

へ
の

心
理

的
距

離
が

縮
ま

り
、

「
生

活
文

化
と

し
て

の
伝

統
文

化
」

が
再

評
価

さ
れ

る
土

壌
が

生
ま

れ
ま

す
。

若
い

世
代

の
文

化
参

加
を

促
し

、
観

光
的

消
費

で
は

な
く

国
内

文
化

基
盤

の
強

化
に

つ
な

が
り

ま
す

。

6
. 
東

ア
ジ

ア
文

化
と

の
共

通
性

（
国

際
交

流
・

民
間

団
体

向
け

）

着
物

の
基

本
的

な
構

造
は

、
中

国
・

韓
国

・
ベ

ト
ナ

ム
の

歴
史

的
衣

服
と

も
共

通
し

て
い

ま
す

。

こ
の

共
通

性
は

、
国

際
文

化
交

流
や

共
同

展
示

、
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
応

用
で

き
、

地
域

間
の

文
化

的
理

解
を

深
め

る
媒

介
に

な
り

得
ま

す
。

7
. 
普

及
に

向
け

た
提

案
（

総
合

的
ア

ク
シ

ョ
ン

）

可
能

で
あ

れ
ば

、
以

下
の

よ
う

な
取

り
組

み
を

ご
検

討
い

た
だ

け
れ

ば
幸

い
で

す
。

日
常

着
型

和
服

（
小

袖
・

細
帯

）
の

標
準

的
な

型
・

仕
様

の
検

討

着
付

け
簡

素
化

・
着

装
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

整
備

産
地

間
連

携
に

よ
る

素
材

・
染

色
・

縫
製

の
共

通
基

盤
の

整
備

初
学

者
・

一
般

向
け

の
簡

易
な

染
織

の
技

術
普

及
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
創

設

一
貫

生
産

・
S

P
A

型
事

業
者

へ
の

支
援

拡
充

医
療

・
福

祉
・

教
育

分
野

と
の

協
働

に
よ

る
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
型

和
装

の
実

証

伝
統

工
芸

・
舞

台
芸

能
と

の
横

断
的

な
連

携

海
外

向
け

の
文

化
発

信
素

材
と

し
て

の
活

用

終
わ

り
に

日
常

着
と

し
て

の
和

服
が

少
し

ず
つ

普
及

す
る

こ
と

は
、

産
地

の
技

術
、

文
化

資
源

、
工

芸
、

芸
能

、
地

域
社

会
、

そ
し

て
生

活
者

自
身

の
多

様
な

あ
り

方
を

支
え

る
こ

と
に

繋
が

る
と

考
え

て
い

ま
す

。

本
提

案
が

、
皆

様
の

ご
検

討
や

議
論

の
一

助
と

な
れ

ば
幸

い
で

す
。

ご
多

忙
の

と
こ

ろ
お

読
み

い
た

だ
き

、
誠

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

1
1

3
7

2
0

2
5

お
知

ら
せ

そ
の

他
(場

面
)障

害
に

配
慮

し
た

衣
料

・
靴

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

個
人

2
件

お
知

ら
せ

　
国

リ
ハ

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
2

0
2

5

肢
体

不
自

由
者

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

　
研

究
所

顧
問

の
小

野
で

す
標

記
ご

関
心

あ
り

ま
し

た
ら

、
以

下
、

ご
覧

く
だ

さ
い

。

1
2

／
3

～
9

は
、

障
害

者
週

間
で

す
。

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
を

開
催

し
ま

す
。

予
約

不
要

、
参

加
無

料
場

所
　

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

　
本

館
ロ

ビ
ー

時
間

　
平

日
の

9
時

か
ら

1
3

時
ま

で
展

示
内

容
（

予
定

）
　

ス
ポ

ー
ツ

サ
ン

ダ
ル

・
ミ

ュ
ー

ル
の

改
良

　
入

手
し

や
す

い
グ

ロ
ー

ブ
で

車
椅

子
の

操
作

し
や

す
さ

比
較

　
尿

臭
を

抑
え

る
た

め
の

ウ
ロ

バ
ッ

ク
カ

バ
ー

の
工

夫
　

ネ
ク

タ
イ

の
改

良
　

他
看

護
師

が
展

示
説

明
す

る
予

定
で

す
参

考
　

過
去

4
年

間
の

展
示

資
料

は
、

以
下

の
サ

イ
ト

に
ま

と
め

て
あ

り
ま

す
h

tt
p

s
:/

/
ya

s
a
s
h

ii-
fa

s
h

io
n

.jp
/
w

p
-
c
o
n

te
n

t/
u

p
lo

a
d

s
/
2

0
2

5
/
0

5
/
2

8
4

ff
0

e
a
5

9
3

c
b

a
c
4

c
d

7
a
6

7
1

e
f6

5
b

c
5

1
6

.p
d

f

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
2

0
2

5
日

時
　

1
2

月
2

1
日

（
日

）
　

1
3

時
開

始
予

定
場

所
　

K
F
C

ホ
ー

ル
A

n
n

e
x
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
fc

.c
o
.jp

/
a
c
c
e
s
s
/

　
　

　
東

京
都

墨
田

区
横

網
1

-
6

-
1

　
国

際
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
ビ

ル
参

加
無

料
対

面
・

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
詳

細
は

、
決

ま
り

次
第

ご
連

絡
し

ま
す

な
お

、
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

2
0

2
5

に
、

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

出
展

し
ま

す
（

会
場

出
口

に
一

番
近

い
ブ

ー
ス

）
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
2

0
2

5
k
o
ry

u
k
a
i/

w
e
b

/
h

a
ll/

c
m

s
/

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

3
4

2
0

2
5

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

そ
の

他
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
開

発
に

関
す

る
無

料
セ

ミ
ナ

ー
の

ご
案

内
（

厚
生

労
働

省
事

業
）

高
齢

者
厚

生
労

働
省

委
託

事
業

「
介

護
現

場
の

生
産

性
向

上
に

向
け

た
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
開

発
等

支
援

事
業

」
の

一
環

と
し

て
実

施
す

る
「

令
和

７
年

度
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

支
援

事
業

」
に

お
い

て
、

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

開
発

に
役

立
つ

最
新

情
報

を
お

伝
え

す
る

セ
ミ

ナ
ー

を
以

下
の

と
お

り
開

催
い

た
し

ま
す

。
今

年
度

は
、

「
よ

り
使

い
や

す
い

機
器

開
発

の
た

め
の

U
I・

U
X

」
「

認
知

症
×

A
Iの

開
発

事
例

」
を

ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

し
、

ご
講

演
を

い
た

だ
き

ま
す

。
介

護
分

野
で

の
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
開

発
、

介
護

分
野

へ
の

新
規

参
入

等
を

検
討

さ
れ

て
い

る
開

発
企

業
・

研
究

開
発

機
関

等
の

皆
様

に
お

か
れ

ま
し

て
は

、
ぜ

ひ
ご

参
加

い
た

だ
け

ま
す

と
幸

い
で

す
。

【
セ

ミ
ナ

ー
内

容
】

以
下

よ
り

、
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

い
た

だ
け

ま
す

。
h

tt
p

s
:/

/
fi
le

s
.m

ic
ro

c
m

s
-

a
s
s
e
ts

.io
/
a
s
s
e
ts

/
8

b
a
8

8
0

c
1

a
d

a
2

4
b

3
2

8
6

6
6

2
c
4

1
b

2
8

2
2

8
5

1
/
9

8
7

d
0

6
fd

7
b

3
3

4
5

3
0

9
8

0
1

e
b

2
3

4
5

c
ff

4
0

1
/
%

E
4

%
B

B
%

A
4

%
E

5
%

9
2

%
8

C
7

%
E

5
%

B
9

%
B

4
%

E
5

%
B

A
%

A
6

%
2

0
%

E
3

%
8

3
%

8
B

%
E

3
%

8
3

%
B

C
%

E
3

%
8

2
%

B
A

%
E

3
%

8
3

%
B

B
%

E
3

%
8

2
%

B
7

%
E

3
%

8
3

%
B

C
%

E
3

%
8

2
%

B
A

%
E

3
%

8
3

%
9

E
%

E
3

%
8

3
%

8
3

%
E

3
%

8
3

%
8

1
%

E
3

%
8

3
%

B
3

%
E

3
%

8
2

%
B

0
%

E
3

%
8

2
%

B
B

%
E

3
%

8
3

%
9

F
%

E
3

%
8

3
%

8
A

%
E

3
%

8
3

%
B

C
%

E
3

%
8

3
%

A
A

%
E

3
%

8
3

%
B

C
%

E
3

%
8

3
%

9
5

%
E

3
%

8
3

%
A

C
%

E
3

%
8

3
%

8
3

%
E

3
%

8
3

%
8

8
.p

d
f

・
タ

イ
ト

ル
：

ニ
ー

ズ
×

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

セ
ミ

ナ
ー

2
0

2
5

 ～
現

場
で

活
用

さ
れ

る
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
を

作
り

出
す

た
め

に
～

・
日

時
：

令
和

７
年

1
2

月
9

日
（

火
）

1
4

：
0

0
～

1
5

：
1

0
・

形
式

：
Z

o
o
m

ウ
ェ

ビ
ナ

ー
・

参
加

費
：

無
料

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

：
　

講
演

１
：

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

政
策

の
最

新
動

向
（

厚
生

労
働

省
 老

健
局

 高
齢

者
支

援
課

 介
護

業
務

効
率

化
・

生
産

性
向

上
推

進
室

 介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

政
策

調
整

官
 佐

藤
 修

一
 氏

）
　

講
演

２
：

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

政
策

の
最

新
動

向
（

経
済

産
業

省
 商

務
・

サ
ー

ビ
ス

グ
ル

ー
プ

 医
療

・
福

祉
機

器
産

業
室

 丸
古

 京
香

 氏
）

　
講

演
３

：
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
に

求
め

ら
れ

る
U

I・
U

X
（

有
限

会
社

住
ま

い
と

道
具

研
究

所
 代

表
取

締
役

 相
良

二
朗

氏
）

　
講

演
４

：
福

祉
用

具
情

報
シ

ス
テ

ム
(T

A
IS

)へ
の

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

登
録

の
流

れ
と

ポ
イ

ン
ト

（
公

益
財

団
法

人
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
 企

画
部

 香
川

洋
一

氏
）

　
講

演
５

：
B

P
S

D
予

測
A

I「
D

e
C

a
A

I」
の

開
発

（
ゲ

オ
ム

株
式

会
社

 代
表

取
締

役
 矢

沢
一

真
氏

）
　

講
演

６
：

ニ
ー

ズ
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
事

業
 概

要
説

明
（

株
式

会
社

Ｎ
Ｔ

Ｔ
デ

ー
タ

経
営

研
究

所
）

・
定

員
：

先
着

3
0

0
名

　
参

加
希

望
の

方
は

以
下

Ｕ
Ｒ

Ｌ
か

ら
お

申
込

み
く

だ
さ

い
。

・
申

込
Ｕ

Ｒ
Ｌ

：
　

h
tt

p
s
:/

/
5

8
6

f0
5

7
e
.f
o
rm

.k
in

to
n

e
a
p

p
.c

o
m

/
p

u
b

lic
/
r7

n
s
-
s
e
m

in
a
r-

a
p

p
lic

a
ti
o
n

・
申

込
期

限
：

1
2

月
７

日
（

日
）

【
本

事
業

に
つ

い
て

】
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
開

発
企

業
の

皆
様

、
販

売
・

ア
フ

タ
ー

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
の

皆
様

向
け

に
、

介
護

現
場

の
ニ

ー
ズ

伝
達

、
協

業
先

ご
紹

介
等

の
ご

支
援

を
行

っ
て

い
ま

す
。

ご
支

援
を

希
望

さ
れ

る
皆

様
に

お
か

れ
て

は
、

下
記

本
事

業
ペ

ー
ジ

右
上

「
企

業
エ

ン
ト

リ
ー

」
よ

り
お

申
込

み
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
k
a
ig

o
s
e
is

a
n

s
e
i/

n
s
/
?

re
fr

e
s
h

-
2

0
2

5
0

6
■

お
問

い
合

わ
せ

本
事

業
は

 株
式

会
社

N
T

T
デ

ー
タ

経
営

研
究

所
が

厚
生

労
働

省
よ

り
委

託
を

受
け

実
施

し
て

お
り

ま
す

。
本

件
に

関
す

る
お

問
い

合
わ

せ
は

、
以

下
ま

で
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

支
援

事
業

 事
務

局
株

式
会

社
N

T
T

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

ラ
イ

フ
・

バ
リ

ュ
ー

・
ク

リ
エ

イ
シ

ョ
ン

ユ
ニ

ッ
ト

M
a
il:
 n

s
-
p

la
t@

n
tt

d
a
ta

-
s
tr

a
te

g
y.

c
o
m

1
1

3
5

2
0

2
5

お
知

ら
せ

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
福

祉
車

両
個

人
み

ん
な

の
く

る
ま

2
0

2
5

肢
体

不
自

由
者

標
記

が
、

2
0

2
5

年
1

1
月

3
0

日
に

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

（
埼

玉
県

）
に

て
開

催
さ

れ
ま

す
ご

関
心

あ
り

ま
し

た
ら

、
以

下
、

ご
覧

く
だ

さ
い

足
で

運
転

す
る

車
や

両
手

の
み

で
運

転
す

る
車

、
車

椅
子

の
方

で
も

運
転

可
能

な
車

、
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
車

な
ど

、
自

操
式

福
祉

車
両

が
き

ま
す

。
主

催
　

公
益

財
団

法
人

 い
し

ず
え

  
（

サ
リ

ド
マ

イ
ド

福
祉

セ
ン

タ
ー

）
会

場
　

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

第
1

部
　

1
0

：
0

0
-
1

1
：

3
0

自
操

式
福

祉
車

両
の

ユ
ー

ザ
ー

な
ど

に
よ

る
体

験
談

免
許

取
得

の
方

法
や

・
税

金
や

優
遇

制
度

の
解

説
も

あ
り

第
2

部
　

1
2

：
0

0
—

1
5

：
0

0
展

示
車

両
の

説
明

、
同

乗
見

学

足
だ

け
で

！
手

だ
け

で
！

車
椅

子
の

方
で

も
運

転
で

き
る

く
る

ま
の

展
示

、
同

乗
試

乗
が

あ
り

ま
す

運
転

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

ー
の

展
示

も
あ

り
ま

す

詳
細

は
、

以
下

を
ご

覧
く

だ
さ

い
h

tt
p

:/
/
is

h
iz

u
e
-
tw

c
.o

r.
jp

/
m

in
k
u

ru
/

お
問

い
合

わ
せ

先
は

、
標

記
U

R
L
に

あ
る

チ
ラ

シ
に

記
載

が
あ

る
よ

う
に

主
催

者
で

あ
る

「
公

益
財

団
法

人
 い

し
ず

え
」

で
す

。
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
で

は
あ

り
ま

せ
ん

の
で

、
ご

留
意

く
だ

さ
い

。

-75-



投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

4
1

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

排
泄

体
位

変
換

器
 排

泄
関

連
用

具
そ

の
他

(薬
剤

師
)

垂
直

移
動

転
位

を
用

い
た

寝
た

き
り

排
泄

ケ
ア

技
術

高
齢

者
 介

助
者

寝
た

き
り

状
態

に
お

け
る

排
泄

は
、

本
人

の
尊

厳
や

健
康

に
深

く
関

わ
る

だ
け

で
な

く
、

介
護

者
の

負
担

や
社

会
的

コ
ス

ト
に

も
直

結
す

る
重

要
課

題
で

あ
る

。
特

許
第

7
1

9
9

6
9

2
号

で
は

、
排

便
収

納
パ

ウ
チ

開
口

部
と

肛
門

と
の

間
に

密
着

構
造

を
形

成
す

る
こ

と
で

、
排

泄
過

程
に

お
け

る
便

臭
問

題
を

大
幅

に
改

善
し

た
。

し
か

し
、

肛
門

近
傍

に
滞

留
し

た
排

便
が

体
表

に
付

着
す

る
と

汚
染

が
拡

大
し

、
清

拭
段

階
に

お
い

て
も

便
臭

が
拡

散
す

る
た

め
、

さ
ら

な
る

改
善

が
求

め
ら

れ
て

い
た

。
　

今
回

、
特

願
2

0
2

5
-
2

8
5

3
5

6
号

に
よ

り
、

省
力

か
つ

簡
易

な
用

具
を

用
い

て
体

位
を

垂
直

方
向

に
移

動
さ

せ
る

新
し

い
排

泄
支

援
方

法
を

開
発

し
た

。
図

に
示

す
よ

う
に

、
排

出
さ

れ
た

糞
便

は
直

ち
に

隔
離

空
間

へ
落

下
す

る
た

め
、

体
表

汚
染

を
最

小
限

に
抑

え
ら

れ
る

。
ま

た
、

パ
ウ

チ
内

部
へ

の
ス

プ
レ

ー
水

噴
射

に
よ

っ
て

清
拭

が
可

能
で

あ
り

、
介

護
者

の
負

担
軽

減
に

も
寄

与
す

る
。

　
本

方
法

は
寝

具
を

選
ば

ず
、

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
ベ

ッ
ド

に
も

適
用

で
き

、
自

然
に

近
い

排
便

姿
勢

を
再

現
で

き
る

点
に

特
徴

が
あ

る
。

特
に

、
肛

門
と

排
便

貯
留

部
と

の
間

に
落

差
が

生
じ

る
構

造
は

、
日

常
の

ト
イ

レ
環

境
に

近
く

、
排

泄
行

為
の

自
然

性
と

尊
厳

保
持

に
資

す
る

。
　

さ
ら

に
、

密
閉

パ
ウ

チ
法

と
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
で

、
簡

便
か

つ
経

済
的

な
運

用
が

可
能

と
な

る
。

加
え

て
、

臀
部

下
の

隔
離

空
間

を
利

用
し

て
外

部
排

気
装

置
を

接
続

す
れ

ば
、

敏
感

で
尊

厳
に

関
わ

る
陰

部
・

肛
門

周
囲

に
触

れ
る

こ
と

な
く

介
護

で
き

る
排

便
具

へ
の

発
展

や
、

他
の

医
療

・
介

護
用

具
、

検
査

機
器

へ
の

応
用

展
開

も
期

待
で

き
る

。
　

本
技

術
の

核
心

は
、

体
位

を
垂

直
方

向
に

移
動

さ
せ

る
こ

と
で

排
泄

物
を

即
時

に
隔

離
す

る
点

に
あ

る
。

今
後

は
こ

れ
を

基
盤

と
し

て
、

想
定

さ
れ

る
モ

ノ
特

許
へ

と
落

と
し

込
み

、
特

許
範

囲
の

確
立

を
図

り
た

い
。

本
技

術
の

詳
細

に
つ

い
て

は
、

機
密

保
持

の
も

と
で

開
示

し
、

必
要

に
応

じ
て

先
後

願
関

係
を

踏
ま

え
た

出
願

や
共

同
出

願
に

つ
い

て
も

相
談

可
能

で
あ

る
。

1
1

4
2

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

屋
内

の
移

動
装

具
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)長
時

間
使

用
可

能
な

補
強

パ
ン

ツ

医
療

専
門

職
大

腿
骨

近
位

部
骨

折
に

対
す

る
予

防
策

「
サ

ル
コ

ペ
ニ

ア
の

股
関

節
に

加
圧

し
筋

肉
を

補
強

す
る

エ
ア

誘
導

パ
ン

ツ
(i
P

a
p

)」

そ
の

他
(認

知
症

の
な

い
高

齢
者

)
は

じ
め

に
当

院
は

、
二

次
救

急
病

院
で

2
0

1
8

年
1

年
間

に
大

腿
骨

近
位

部
骨

折
で

1
2

7
例

入
院

手
術

的
治

療
を

お
こ

な
っ

た
が

、
積

極
的

な
骨

折
予

防
法

に
つ

い
て

模
索

し
エ

ア
誘

導
パ

ン
ツ

（
in

d
u

c
in

g
 P

re
s
s
u

re
d

 a
ir
 p

a
n

ts
（

以
下

iP
a
p

仮
称

）
）

を
考

案
す

る
に

至
っ

た
．

考
察

転
倒

骨
折

の
一

つ
の

原
因

と
し

て
用

心
深

さ
の

欠
如

ま
た

は
低

下
が

考
え

ら
れ

、
骨

折
予

防
を

目
的

に
装

着
者

自
身

で
膨

ら
ま

せ
る

iP
a
p

を
2

0
2

4
年

特
許

取
得

（
特

許
第

7
5

4
4

4
8

6
号

）
し

た
．

iP
a
p

使
用

の
対

象
は

、
認

知
症

が
な

く
健

康
志

向
の

強
い

サ
ル

コ
ペ

ニ
ア

や
骨

粗
鬆

症
の

あ
る

人
達

で
あ

る
．

膨
ら

ま
せ

る
方

式
は

、
一

般
に

市
販

さ
れ

て
い

る
よ

う
な

電
池

式
の

血
圧

計
の

機
構

を
採

用
す

る
こ

と
で

普
段

は
パ

ジ
ャ

マ
の

パ
ン

ツ
の

よ
う

に
ゆ

る
く

装
着

で
き

る
た

め
長

時
間

使
用

で
も

苦
痛

を
感

じ
る

こ
と

な
く

継
続

使
用

が
可

能
と

な
る

．
ト

イ
レ

な
ど

の
移

動
時

は
、

エ
ア

誘
導

パ
ン

ツ
iP

a
p

の
ス

イ
ッ

チ
を

入
れ

て
膨

ら
ま

せ
る

と
同

時
に

ハ
ー

ト
に

も
ス

イ
ッ

チ
を

入
れ

て
転

倒
し

な
い

よ
う

に
ハ

ー
ト

に
訴

え
な

が
ら

、
用

心
深

く
転

倒
を

予
防

す
る

こ
と

が
で

き
る

．
ま

た
、

仮
に

膨
ら

ん
だ

状
態

で
転

倒
し

て
も

衝
撃

を
一

定
量

吸
収

し
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
・

サ
ポ

ー
タ

ー
の

役
割

を
は

た
す

こ
と

が
で

き
る

．

ま
と

め
１

．
転

倒
骨

折
予

防
に

自
分

で
ス

イ
ッ

チ
す

る
エ

ア
誘

導
パ

ン
ツ

iP
a
p

を
考

案
．

　
　

a
).
 パ

ジ
ャ

マ
や

ジ
ャ

ー
ジ

の
よ

う
に

圧
迫

感
な

く
長

時
間

装
着

可
能

b
).

ヒ
ッ

プ
に

も
ハ

ー
ト

に
も

ス
イ

ッ
チ

で
用

心
深

く
行

動
す

る
意

識
づ

け
c
).

エ
ア

圧
に

よ
り

コ
ル

セ
ッ

ト
の

原
理

で
股

関
節

周
囲

筋
を

補
強

d
).

膨
ら

ん
だ

状
態

で
の

転
倒

時
衝

撃
を

一
定

量
緩

和
２

．
エ

ア
誘

導
パ

ン
ツ

iP
a
p

は
、

パ
ジ

ャ
マ

の
パ

ン
ツ

の
よ

う
に

日
常

的
に

圧
迫

感
な

く
持

続
的

に
装

着
可

能
で

転
倒

骨
折

に
備

え
る

こ
と

が
で

き
る

ア
イ

テ
ム

で
あ

る
．

ヒ
ッ

プ
に

も
ハ

ー
ト

に
も

ス
イ

ッ
チ

を
入

れ
る

パ
ン

ツ
で

骨
折

を
完

全
に

予
防

で
き

る
も

の
で

は
な

い
が

新
し

い
予

防
医

学
と

し
て

学
会

・
行

政
お

よ
び

企
業

の
参

画
を

期
待

し
た

い
．

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

3
8

2
0

2
5

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

障
害

に
配

慮
し

た
衣

料
・

靴
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

個
人

開
催

案
内

（
1

2
／

2
1

）
ニ

ー
ズ

＆
ア

イ
デ

ア
フ

ォ
ー

ラ
ム

2
0

2
5

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 言

語
障

害
者

 利
用

対
象

等
全

般

埼
玉

大
学

の
琴

坂
先

生
の

代
理

で
ご

案
内

し
ま

す
表

記
ご

関
心

あ
り

ま
し

た
ら

、
以

下
、

ご
覧

く
だ

さ
い

ー
ー

こ
こ

か
ら

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
各

位
埼

玉
大

学
の

琴
坂

と
申

し
ま

す
．

　
医

療
・

福
祉

系
，

デ
ザ

イ
ン

系
，

工
学

系
の

学
生

混
合

チ
ー

ム
に

よ
る

障
害

者
の

た
め

の
自

立
支

援
機

器
開

発
を

題
材

と
し

た
人

材
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
最

終
成

果
報

告
会

の
ご

案
内

を
さ

せ
て

頂
い

て
お

り
ま

す
．

ど
う

ぞ
，

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

．
N

e
e
d

s
 ＆

 I
d

e
a
s
 F

o
ru

m
 f

o
r 

W
e
ll-

b
e
in

g
第

1
２

回
　

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
　

2
0

2
5

年
度

最
終

報
告

会
医

療
・

福
祉

系
，

デ
ザ

イ
ン

系
，

工
学

系
の

学
生

混
合

チ
ー

ム
に

よ
る

自
立

支
援

へ
の

ア
イ

デ
ア

2
0

2
5

年
度

の
課

題
一

覧
：

A
: 
 視

覚
障

害
者

の
温

泉
利

用
に

関
す

る
課

題
B

: 
 よ

く
使

う
呼

び
か

け
音

声
の

出
力

装
置

C
: 
 足

で
押

す
こ

と
が

で
き

る
汎

用
台

車
D

: 
 点

字
ブ

ロ
ッ

ク
が

な
い

広
場

等
で

真
っ

す
ぐ

歩
く

た
め

の
支

援
機

器
E

: 
 リ

コ
ー

ダ
ー

の
演

奏
補

助
具

参
加

校
（

順
不

同
）

【
グ

ル
ー

プ
参

加
】

東
京

都
立

大
学

（
医

療
・

福
祉

）
/
情

報
経

営
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

専
門

職
大

学
（

デ
ザ

イ
ン

）
/
麗

澤
大

学
（

工
学

）
/
東

京
都

立
大

学
（

デ
ザ

イ
ン

）
/
埼

玉
大

学
（

工
学

）
ゲ

ス
ト

コ
メ

ン
テ

ー
タ

ー
　

　
田

中
勇

次
郎

氏
　

一
般

社
団

法
人

　
東

京
都

作
業

療
法

士
会

　
会

長
　

　
中

澤
信

氏
　

　
　

株
式

会
社

バ
リ

ア
フ

リ
ー

カ
ン

パ
ニ

ー
　

代
表

取
締

役
　

　
芳

賀
優

子
氏

　
　

社
会

福
祉

法
人

　
国

際
視

覚
障

害
者

援
護

協
会

　
理

事
プ

ロ
グ

ラ
ム

1
2

/2
1

（
日

）
午

後
1

3
時

（
開

場
　

1
2

:3
0

か
ら

）
〜

1
6

時
2

5
分

参
加

無
料

，
事

前
予

約
無

用
，

随
時

出
入

り
自

由
Z

o
o
m

に
よ

る
配

信
予

定
　

(Z
o
o
m

 U
R

L
を

ご
希

望
の

方
は

，
ご

連
絡

く
だ

さ
い

）
1

3
:0

0
　

開
会

挨
拶

1
3

:0
5

　
企

画
の

趣
旨

説
明

1
3

:1
0

　
学

生
チ

ー
ム

に
よ

る
成

果
発

表
1

4
:0

0
　

試
作

品
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
・

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

1
4

:3
0

　
ゲ

ス
ト

コ
メ

ン
テ

ー
タ

ー
に

よ
る

コ
メ

ン
ト

1
5

:1
5

　
コ

メ
ン

ト
に

対
す

る
学

生
の

返
答

　
Z

O
O

M
参

加
者

か
ら

の
質

問
と

返
答

1
5

:4
0

　
学

生
に

よ
る

取
組

の
総

括
1

6
:2

0
　

閉
会

挨
拶

1
6

:2
5

　
終

了
（

予
定

）
会

場
：

東
京

都
墨

田
区

横
網

1
-
6

-
1

　
国

際
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
ビ

ル
3

F
 K

F
C

 H
a
ll 

A
n

n
e
x

最
寄

駅
：

都
営

地
下

鉄
大

江
戸

線
 両

国
駅

（
A

1
出

口
）

徒
歩

0
分

, 
J
R

総
武

線
 両

国
駅

 徒
歩

約
7

分
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
fc

.c
o
.jp

/
a
c
c
e
s
s
/

連
絡

・
問

合
せ

先
：

im
a
im

2
5

@
m

a
il.
s
a
it
a
m

a
-
u

.a
c
.jp

ま
で

ご
関

心
あ

る
方

は
，

下
記

の
U

R
L
を

ご
覧

く
だ

さ
い

．
h

tt
p

:/
/
n

-
i-

f.
jp

/
＊

た
だ

い
ま

，
外

部
か

ら
の

D
D

O
S

攻
撃

に
よ

り
サ

ー
バ

ー
が

ア
ク

セ
ス

し
に

く
く

な
っ

て
お

り
ま

す
．

申
し

訳
ご

ざ
い

ま
せ

ん
．

1
1

3
9

2
0

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
そ

の
他

(場
面

)災
害

対
策

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

電
源

・
発

電
災

害
時

の
電

源
確

保
そ

の
他

(医
療

的
ケ

ア
児

者
)

昨
今

は
、

例
え

ば
、

首
都

直
下

地
震

で
は

１
週

間
分

の
備

え
を

、
と

も
い

わ
れ

る
よ

う
に

な
り

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

が
復

旧
す

る
ま

で
の

間
の

発
電

や
電

力
調

達
が

ま
す

ま
す

重
要

だ
な

と
感

じ
て

い
ま

す
。

当
方

は
集

合
住

宅
住

ま
い

で
ベ

ラ
ン

ダ
に

は
避

難
ば

し
ご

が
あ

り
、

消
防

法
上

ベ
ラ

ン
ダ

で
カ

セ
ッ

ト
ガ

ス
発

電
機

を
使

う
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

西
向

き
の

部
屋

の
た

め
、

ソ
ー

ラ
ー

パ
ネ

ル
か

ら
の

発
電

も
余

り
期

待
で

き
ま

せ
ん

。
３

階
な

の
で

車
か

ら
の

給
電

に
も

さ
ま

ざ
ま

な
困

難
が

あ
り

ま
す

。
八

方
塞

が
り

の
よ

う
な

状
況

で
す

。
在

宅
避

難
や

避
難

所
避

難
で

、
室

内
で

安
全

に
発

電
で

き
る

技
術

は
な

い
で

し
ょ

う
か

？

1
1

4
0

2
0

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
そ

の
他

(場
面

)生
活

全
般

車
い

す
 電

動
車

い
す

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ス
マ

ホ

医
療

専
門

職
障

害
を

お
持

ち
の

方
の

要
望

肢
体

不
自

由
者

発
達

障
害

者
先

日
、

自
立

支
援

の
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
で

の
講

義
で

障
が

い
者

の
方

々
に

「
あ

っ
た

ら
い

い
な

」
と

い
う

テ
ー

マ
で

意
見

を
出

し
て

も
ら

い
ま

し
た

。
そ

の
中

で
、

実
現

で
き

そ
う

で
ま

だ
な

い
も

の
を

３
つ

こ
こ

に
出

さ
せ

て
も

ら
い

ま
す

。

・
タ

ブ
レ

ッ
ト

の
音

声
操

作
音

声
で

マ
ウ

ス
を

操
作

す
る

よ
う

な
感

覚
で

、
例

え
ば

「
も

っ
と

右
」

「
ク

リ
ッ

ク
」

「
右

下
の

方
の

ボ
タ

ン
」

「
は

い
・

い
い

え
」

な
ど

操
作

で
き

る
も

の
は

な
い

で
し

ょ
う

か
？

そ
れ

が
で

き
れ

ば
、

す
べ

て
の

ア
プ

リ
な

ど
で

使
用

で
き

る
よ

う
に

な
る

の
で

は
な

い
か

。

・
ゲ

ー
ム

や
ア

プ
リ

で
出

て
く

る
漢

字
を

ひ
ら

が
な

に
変

え
て

く
れ

る
も

の
こ

れ
も

タ
ブ

レ
ッ

ト
な

ど
ハ

ー
ド

に
そ

ん
な

機
能

が
搭

載
さ

れ
て

い
れ

ば
ど

ん
な

ゲ
ー

ム
や

ア
プ

リ
で

も
対

応
で

き
る

の
で

は
な

い
か

・
ス

マ
ホ

操
作

で
動

く
台

小
さ

な
棚

や
ご

み
箱

、
扇

風
機

、
ヒ

ー
タ

ー
な

ど
、

部
屋

に
置

い
て

い
る

も
の

を
そ

の
台

に
置

い
て

、
適

宜
ス

マ
ホ

で
移

動
で

き
る

と
助

か
る

。
特

に
車

い
す

ユ
ー

ザ
ー

は
移

動
で

広
い

場
所

を
要

す
る

た
め

同
線

の
中

に
あ

る
邪

魔
に

な
る

も
の

の
位

置
を

適
宜

変
え

た
い

。

こ
れ

ら
3

つ
の

要
望

に
対

し
て

近
い

う
ち

に
で

き
る

よ
う

に
な

る
の

か
、

シ
ス

テ
ム

上
難

し
い

の
か

、
詳

し
い

方
の

見
解

を
教

え
て

い
た

だ
け

ま
す

で
し

ょ
う

か
。

も
う

商
品

と
し

て
存

在
す

る
の

で
あ

れ
ば

そ
の

情
報

も
い

た
だ

け
る

と
助

か
り

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

4
1

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

排
泄

体
位

変
換

器
 排

泄
関

連
用

具
そ

の
他

(薬
剤

師
)

垂
直

移
動

転
位

を
用

い
た

寝
た

き
り

排
泄

ケ
ア

技
術

高
齢

者
 介

助
者

寝
た

き
り

状
態

に
お

け
る

排
泄

は
、

本
人

の
尊

厳
や

健
康

に
深

く
関

わ
る

だ
け

で
な

く
、

介
護

者
の

負
担

や
社

会
的

コ
ス

ト
に

も
直

結
す

る
重

要
課

題
で

あ
る

。
特

許
第

7
1

9
9

6
9

2
号

で
は

、
排

便
収

納
パ

ウ
チ

開
口

部
と

肛
門

と
の

間
に

密
着

構
造

を
形

成
す

る
こ

と
で

、
排

泄
過

程
に

お
け

る
便

臭
問

題
を

大
幅

に
改

善
し

た
。

し
か

し
、

肛
門

近
傍

に
滞

留
し

た
排

便
が

体
表

に
付

着
す

る
と

汚
染

が
拡

大
し

、
清

拭
段

階
に

お
い

て
も

便
臭

が
拡

散
す

る
た

め
、

さ
ら

な
る

改
善

が
求

め
ら

れ
て

い
た

。
　

今
回

、
特

願
2

0
2

5
-
2

8
5

3
5

6
号

に
よ

り
、

省
力

か
つ

簡
易

な
用

具
を

用
い

て
体

位
を

垂
直

方
向

に
移

動
さ

せ
る

新
し

い
排

泄
支

援
方

法
を

開
発

し
た

。
図

に
示

す
よ

う
に

、
排

出
さ

れ
た

糞
便

は
直

ち
に

隔
離

空
間

へ
落

下
す

る
た

め
、

体
表

汚
染

を
最

小
限

に
抑

え
ら

れ
る

。
ま

た
、

パ
ウ

チ
内

部
へ

の
ス

プ
レ

ー
水

噴
射

に
よ

っ
て

清
拭

が
可

能
で

あ
り

、
介

護
者

の
負

担
軽

減
に

も
寄

与
す

る
。

　
本

方
法

は
寝

具
を

選
ば

ず
、

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
ベ

ッ
ド

に
も

適
用

で
き

、
自

然
に

近
い

排
便

姿
勢

を
再

現
で

き
る

点
に

特
徴

が
あ

る
。

特
に

、
肛

門
と

排
便

貯
留

部
と

の
間

に
落

差
が

生
じ

る
構

造
は

、
日

常
の

ト
イ

レ
環

境
に

近
く

、
排

泄
行

為
の

自
然

性
と

尊
厳

保
持

に
資

す
る

。
　

さ
ら

に
、

密
閉

パ
ウ

チ
法

と
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
で

、
簡

便
か

つ
経

済
的

な
運

用
が

可
能

と
な

る
。

加
え

て
、

臀
部

下
の

隔
離

空
間

を
利

用
し

て
外

部
排

気
装

置
を

接
続

す
れ

ば
、

敏
感

で
尊

厳
に

関
わ

る
陰

部
・

肛
門

周
囲

に
触

れ
る

こ
と

な
く

介
護

で
き

る
排

便
具

へ
の

発
展

や
、

他
の

医
療

・
介

護
用

具
、

検
査

機
器

へ
の

応
用

展
開

も
期

待
で

き
る

。
　

本
技

術
の

核
心

は
、

体
位

を
垂

直
方

向
に

移
動

さ
せ

る
こ

と
で

排
泄

物
を

即
時

に
隔

離
す

る
点

に
あ

る
。

今
後

は
こ

れ
を

基
盤

と
し

て
、

想
定

さ
れ

る
モ

ノ
特

許
へ

と
落

と
し

込
み

、
特

許
範

囲
の

確
立

を
図

り
た

い
。

本
技

術
の

詳
細

に
つ

い
て

は
、

機
密

保
持

の
も

と
で

開
示

し
、

必
要

に
応

じ
て

先
後

願
関

係
を

踏
ま

え
た

出
願

や
共

同
出

願
に

つ
い

て
も

相
談

可
能

で
あ

る
。

1
1

4
2

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

屋
内

の
移

動
装

具
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)長
時

間
使

用
可

能
な

補
強

パ
ン

ツ

医
療

専
門

職
大

腿
骨

近
位

部
骨

折
に

対
す

る
予

防
策

「
サ

ル
コ

ペ
ニ

ア
の

股
関

節
に

加
圧

し
筋

肉
を

補
強

す
る

エ
ア

誘
導

パ
ン

ツ
(i
P

a
p

)」

そ
の

他
(認

知
症

の
な

い
高

齢
者

)
は

じ
め

に
当

院
は

、
二

次
救

急
病

院
で

2
0

1
8

年
1

年
間

に
大

腿
骨

近
位

部
骨

折
で

1
2

7
例

入
院

手
術

的
治

療
を

お
こ

な
っ

た
が

、
積

極
的

な
骨

折
予

防
法

に
つ

い
て

模
索

し
エ

ア
誘

導
パ

ン
ツ

（
in

d
u

c
in

g
 P

re
s
s
u

re
d

 a
ir
 p

a
n

ts
（

以
下

iP
a
p

仮
称

）
）

を
考

案
す

る
に

至
っ

た
．

考
察

転
倒

骨
折

の
一

つ
の

原
因

と
し

て
用

心
深

さ
の

欠
如

ま
た

は
低

下
が

考
え

ら
れ

、
骨

折
予

防
を

目
的

に
装

着
者

自
身

で
膨

ら
ま

せ
る

iP
a
p

を
2

0
2

4
年

特
許

取
得

（
特

許
第

7
5

4
4

4
8

6
号

）
し

た
．

iP
a
p

使
用

の
対

象
は

、
認

知
症

が
な

く
健

康
志

向
の

強
い

サ
ル

コ
ペ

ニ
ア

や
骨

粗
鬆

症
の

あ
る

人
達

で
あ

る
．

膨
ら

ま
せ

る
方

式
は

、
一

般
に

市
販

さ
れ

て
い

る
よ

う
な

電
池

式
の

血
圧

計
の

機
構

を
採

用
す

る
こ

と
で

普
段

は
パ

ジ
ャ

マ
の

パ
ン

ツ
の

よ
う

に
ゆ

る
く

装
着

で
き

る
た

め
長

時
間

使
用

で
も

苦
痛

を
感

じ
る

こ
と

な
く

継
続

使
用

が
可

能
と

な
る

．
ト

イ
レ

な
ど

の
移

動
時

は
、

エ
ア

誘
導

パ
ン

ツ
iP

a
p

の
ス

イ
ッ

チ
を

入
れ

て
膨

ら
ま

せ
る

と
同

時
に

ハ
ー

ト
に

も
ス

イ
ッ

チ
を

入
れ

て
転

倒
し

な
い

よ
う

に
ハ

ー
ト

に
訴

え
な

が
ら

、
用

心
深

く
転

倒
を

予
防

す
る

こ
と

が
で

き
る

．
ま

た
、

仮
に

膨
ら

ん
だ

状
態

で
転

倒
し

て
も

衝
撃

を
一

定
量

吸
収

し
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
・

サ
ポ

ー
タ

ー
の

役
割

を
は

た
す

こ
と

が
で

き
る

．

ま
と

め
１

．
転

倒
骨

折
予

防
に

自
分

で
ス

イ
ッ

チ
す

る
エ

ア
誘

導
パ

ン
ツ

iP
a
p

を
考

案
．

　
　

a
).
 パ

ジ
ャ

マ
や

ジ
ャ

ー
ジ

の
よ

う
に

圧
迫

感
な

く
長

時
間

装
着

可
能

b
).

ヒ
ッ

プ
に

も
ハ

ー
ト

に
も

ス
イ

ッ
チ

で
用

心
深

く
行

動
す

る
意

識
づ

け
c
).

エ
ア

圧
に

よ
り

コ
ル

セ
ッ

ト
の

原
理

で
股

関
節

周
囲

筋
を

補
強

d
).

膨
ら

ん
だ

状
態

で
の

転
倒

時
衝

撃
を

一
定

量
緩

和
２

．
エ

ア
誘

導
パ

ン
ツ

iP
a
p

は
、

パ
ジ

ャ
マ

の
パ

ン
ツ

の
よ

う
に

日
常

的
に

圧
迫

感
な

く
持

続
的

に
装

着
可

能
で

転
倒

骨
折

に
備

え
る

こ
と

が
で

き
る

ア
イ

テ
ム

で
あ

る
．

ヒ
ッ

プ
に

も
ハ

ー
ト

に
も

ス
イ

ッ
チ

を
入

れ
る

パ
ン

ツ
で

骨
折

を
完

全
に

予
防

で
き

る
も

の
で

は
な

い
が

新
し

い
予

防
医

学
と

し
て

学
会

・
行

政
お

よ
び

企
業

の
参

画
を

期
待

し
た

い
．

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

3
8

2
0

2
5

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

障
害

に
配

慮
し

た
衣

料
・

靴
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

個
人

開
催

案
内

（
1

2
／

2
1

）
ニ

ー
ズ

＆
ア

イ
デ

ア
フ

ォ
ー

ラ
ム

2
0

2
5

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 言

語
障

害
者

 利
用

対
象

等
全

般

埼
玉

大
学

の
琴

坂
先

生
の

代
理

で
ご

案
内

し
ま

す
表

記
ご

関
心

あ
り

ま
し

た
ら

、
以

下
、

ご
覧

く
だ

さ
い

ー
ー

こ
こ

か
ら

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
各

位
埼

玉
大

学
の

琴
坂

と
申

し
ま

す
．

　
医

療
・

福
祉

系
，

デ
ザ

イ
ン

系
，

工
学

系
の

学
生

混
合

チ
ー

ム
に

よ
る

障
害

者
の

た
め

の
自

立
支

援
機

器
開

発
を

題
材

と
し

た
人

材
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
最

終
成

果
報

告
会

の
ご

案
内

を
さ

せ
て

頂
い

て
お

り
ま

す
．

ど
う

ぞ
，

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

．
N

e
e
d

s
 ＆

 I
d

e
a
s
 F

o
ru

m
 f

o
r 

W
e
ll-

b
e
in

g
第

1
２

回
　

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
　

2
0

2
5

年
度

最
終

報
告

会
医

療
・

福
祉

系
，

デ
ザ

イ
ン

系
，

工
学

系
の

学
生

混
合

チ
ー

ム
に

よ
る

自
立

支
援

へ
の

ア
イ

デ
ア

2
0

2
5

年
度

の
課

題
一

覧
：

A
: 
 視

覚
障

害
者

の
温

泉
利

用
に

関
す

る
課

題
B

: 
 よ

く
使

う
呼

び
か

け
音

声
の

出
力

装
置

C
: 
 足

で
押

す
こ

と
が

で
き

る
汎

用
台

車
D

: 
 点

字
ブ

ロ
ッ

ク
が

な
い

広
場

等
で

真
っ

す
ぐ

歩
く

た
め

の
支

援
機

器
E

: 
 リ

コ
ー

ダ
ー

の
演

奏
補

助
具

参
加

校
（

順
不

同
）

【
グ

ル
ー

プ
参

加
】

東
京

都
立

大
学

（
医

療
・

福
祉

）
/
情

報
経

営
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

専
門

職
大

学
（

デ
ザ

イ
ン

）
/
麗

澤
大

学
（

工
学

）
/
東

京
都

立
大

学
（

デ
ザ

イ
ン

）
/
埼

玉
大

学
（

工
学

）
ゲ

ス
ト

コ
メ

ン
テ

ー
タ

ー
　

　
田

中
勇

次
郎

氏
　

一
般

社
団

法
人

　
東

京
都

作
業

療
法

士
会

　
会

長
　

　
中

澤
信

氏
　

　
　

株
式

会
社

バ
リ

ア
フ

リ
ー

カ
ン

パ
ニ

ー
　

代
表

取
締

役
　

　
芳

賀
優

子
氏

　
　

社
会

福
祉

法
人

　
国

際
視

覚
障

害
者

援
護

協
会

　
理

事
プ

ロ
グ

ラ
ム

1
2

/2
1

（
日

）
午

後
1

3
時

（
開

場
　

1
2

:3
0

か
ら

）
〜

1
6

時
2

5
分

参
加

無
料

，
事

前
予

約
無

用
，

随
時

出
入

り
自

由
Z

o
o
m

に
よ

る
配

信
予

定
　

(Z
o
o
m

 U
R

L
を

ご
希

望
の

方
は

，
ご

連
絡

く
だ

さ
い

）
1

3
:0

0
　

開
会

挨
拶

1
3

:0
5

　
企

画
の

趣
旨

説
明

1
3

:1
0

　
学

生
チ

ー
ム

に
よ

る
成

果
発

表
1

4
:0

0
　

試
作

品
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
・

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

1
4

:3
0

　
ゲ

ス
ト

コ
メ

ン
テ

ー
タ

ー
に

よ
る

コ
メ

ン
ト

1
5

:1
5

　
コ

メ
ン

ト
に

対
す

る
学

生
の

返
答

　
Z

O
O

M
参

加
者

か
ら

の
質

問
と

返
答

1
5

:4
0

　
学

生
に

よ
る

取
組

の
総

括
1

6
:2

0
　

閉
会

挨
拶

1
6

:2
5

　
終

了
（

予
定

）
会

場
：

東
京

都
墨

田
区

横
網

1
-
6

-
1

　
国

際
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
ビ

ル
3

F
 K

F
C

 H
a
ll 

A
n

n
e
x

最
寄

駅
：

都
営

地
下

鉄
大

江
戸

線
 両

国
駅

（
A

1
出

口
）

徒
歩

0
分

, 
J
R

総
武

線
 両

国
駅

 徒
歩

約
7

分
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
fc

.c
o
.jp

/
a
c
c
e
s
s
/

連
絡

・
問

合
せ

先
：

im
a
im

2
5

@
m

a
il.
s
a
it
a
m

a
-
u

.a
c
.jp

ま
で

ご
関

心
あ

る
方

は
，

下
記

の
U

R
L
を

ご
覧

く
だ

さ
い

．
h

tt
p

:/
/
n

-
i-

f.
jp

/
＊

た
だ

い
ま

，
外

部
か

ら
の

D
D

O
S

攻
撃

に
よ

り
サ

ー
バ

ー
が

ア
ク

セ
ス

し
に

く
く

な
っ

て
お

り
ま

す
．

申
し

訳
ご

ざ
い

ま
せ

ん
．

1
1

3
9

2
0

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
そ

の
他

(場
面

)災
害

対
策

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

電
源

・
発

電
災

害
時

の
電

源
確

保
そ

の
他

(医
療

的
ケ

ア
児

者
)

昨
今

は
、

例
え

ば
、

首
都

直
下

地
震

で
は

１
週

間
分

の
備

え
を

、
と

も
い

わ
れ

る
よ

う
に

な
り

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

が
復

旧
す

る
ま

で
の

間
の

発
電

や
電

力
調

達
が

ま
す

ま
す

重
要

だ
な

と
感

じ
て

い
ま

す
。

当
方

は
集

合
住

宅
住

ま
い

で
ベ

ラ
ン

ダ
に

は
避

難
ば

し
ご

が
あ

り
、

消
防

法
上

ベ
ラ

ン
ダ

で
カ

セ
ッ

ト
ガ

ス
発

電
機

を
使

う
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

西
向

き
の

部
屋

の
た

め
、

ソ
ー

ラ
ー

パ
ネ

ル
か

ら
の

発
電

も
余

り
期

待
で

き
ま

せ
ん

。
３

階
な

の
で

車
か

ら
の

給
電

に
も

さ
ま

ざ
ま

な
困

難
が

あ
り

ま
す

。
八

方
塞

が
り

の
よ

う
な

状
況

で
す

。
在

宅
避

難
や

避
難

所
避

難
で

、
室

内
で

安
全

に
発

電
で

き
る

技
術

は
な

い
で

し
ょ

う
か

？

1
1

4
0

2
0

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
そ

の
他

(場
面

)生
活

全
般

車
い

す
 電

動
車

い
す

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ス
マ

ホ

医
療

専
門

職
障

害
を

お
持

ち
の

方
の

要
望

肢
体

不
自

由
者

発
達

障
害

者
先

日
、

自
立

支
援

の
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
で

の
講

義
で

障
が

い
者

の
方

々
に

「
あ

っ
た

ら
い

い
な

」
と

い
う

テ
ー

マ
で

意
見

を
出

し
て

も
ら

い
ま

し
た

。
そ

の
中

で
、

実
現

で
き

そ
う

で
ま

だ
な

い
も

の
を

３
つ

こ
こ

に
出

さ
せ

て
も

ら
い

ま
す

。

・
タ

ブ
レ

ッ
ト

の
音

声
操

作
音

声
で

マ
ウ

ス
を

操
作

す
る

よ
う

な
感

覚
で

、
例

え
ば

「
も

っ
と

右
」

「
ク

リ
ッ

ク
」

「
右

下
の

方
の

ボ
タ

ン
」

「
は

い
・

い
い

え
」

な
ど

操
作

で
き

る
も

の
は

な
い

で
し

ょ
う

か
？

そ
れ

が
で

き
れ

ば
、

す
べ

て
の

ア
プ

リ
な

ど
で

使
用

で
き

る
よ

う
に

な
る

の
で

は
な

い
か

。

・
ゲ

ー
ム

や
ア

プ
リ

で
出

て
く

る
漢

字
を

ひ
ら

が
な

に
変

え
て

く
れ

る
も

の
こ

れ
も

タ
ブ

レ
ッ

ト
な

ど
ハ

ー
ド

に
そ

ん
な

機
能

が
搭

載
さ

れ
て

い
れ

ば
ど

ん
な

ゲ
ー

ム
や

ア
プ

リ
で

も
対

応
で

き
る

の
で

は
な

い
か

・
ス

マ
ホ

操
作

で
動

く
台

小
さ

な
棚

や
ご

み
箱

、
扇

風
機

、
ヒ

ー
タ

ー
な

ど
、

部
屋

に
置

い
て

い
る

も
の

を
そ

の
台

に
置

い
て

、
適

宜
ス

マ
ホ

で
移

動
で

き
る

と
助

か
る

。
特

に
車

い
す

ユ
ー

ザ
ー

は
移

動
で

広
い

場
所

を
要

す
る

た
め

同
線

の
中

に
あ

る
邪

魔
に

な
る

も
の

の
位

置
を

適
宜

変
え

た
い

。

こ
れ

ら
3

つ
の

要
望

に
対

し
て

近
い

う
ち

に
で

き
る

よ
う

に
な

る
の

か
、

シ
ス

テ
ム

上
難

し
い

の
か

、
詳

し
い

方
の

見
解

を
教

え
て

い
た

だ
け

ま
す

で
し

ょ
う

か
。

も
う

商
品

と
し

て
存

在
す

る
の

で
あ

れ
ば

そ
の

情
報

も
い

た
だ

け
る

と
助

か
り

ま
す

。

-76-

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

4
1

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

排
泄

体
位

変
換

器
 排

泄
関

連
用

具
そ

の
他

(薬
剤

師
)

垂
直

移
動

転
位

を
用

い
た

寝
た

き
り

排
泄

ケ
ア

技
術

高
齢

者
 介

助
者

寝
た

き
り

状
態

に
お

け
る

排
泄

は
、

本
人

の
尊

厳
や

健
康

に
深

く
関

わ
る

だ
け

で
な

く
、

介
護

者
の

負
担

や
社

会
的

コ
ス

ト
に

も
直

結
す

る
重

要
課

題
で

あ
る

。
特

許
第

7
1

9
9

6
9

2
号

で
は

、
排

便
収

納
パ

ウ
チ

開
口

部
と

肛
門

と
の

間
に

密
着

構
造

を
形

成
す

る
こ

と
で

、
排

泄
過

程
に

お
け

る
便

臭
問

題
を

大
幅

に
改

善
し

た
。

し
か

し
、

肛
門

近
傍

に
滞

留
し

た
排

便
が

体
表

に
付

着
す

る
と

汚
染

が
拡

大
し

、
清

拭
段

階
に

お
い

て
も

便
臭

が
拡

散
す

る
た

め
、

さ
ら

な
る

改
善

が
求

め
ら

れ
て

い
た

。
　

今
回

、
特

願
2

0
2

5
-
2

8
5

3
5

6
号

に
よ

り
、

省
力

か
つ

簡
易

な
用

具
を

用
い

て
体

位
を

垂
直

方
向

に
移

動
さ

せ
る

新
し

い
排

泄
支

援
方

法
を

開
発

し
た

。
図

に
示

す
よ

う
に

、
排

出
さ

れ
た

糞
便

は
直

ち
に

隔
離

空
間

へ
落

下
す

る
た

め
、

体
表

汚
染

を
最

小
限

に
抑

え
ら

れ
る

。
ま

た
、

パ
ウ

チ
内

部
へ

の
ス

プ
レ

ー
水

噴
射

に
よ

っ
て

清
拭

が
可

能
で

あ
り

、
介

護
者

の
負

担
軽

減
に

も
寄

与
す

る
。

　
本

方
法

は
寝

具
を

選
ば

ず
、

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
ベ

ッ
ド

に
も

適
用

で
き

、
自

然
に

近
い

排
便

姿
勢

を
再

現
で

き
る

点
に

特
徴

が
あ

る
。

特
に

、
肛

門
と

排
便

貯
留

部
と

の
間

に
落

差
が

生
じ

る
構

造
は

、
日

常
の

ト
イ

レ
環

境
に

近
く

、
排

泄
行

為
の

自
然

性
と

尊
厳

保
持

に
資

す
る

。
　

さ
ら

に
、

密
閉

パ
ウ

チ
法

と
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
で

、
簡

便
か

つ
経

済
的

な
運

用
が

可
能

と
な

る
。

加
え

て
、

臀
部

下
の

隔
離

空
間

を
利

用
し

て
外

部
排

気
装

置
を

接
続

す
れ

ば
、

敏
感

で
尊

厳
に

関
わ

る
陰

部
・

肛
門

周
囲

に
触

れ
る

こ
と

な
く

介
護

で
き

る
排

便
具

へ
の

発
展

や
、

他
の

医
療

・
介

護
用

具
、

検
査

機
器

へ
の

応
用

展
開

も
期

待
で

き
る

。
　

本
技

術
の

核
心

は
、

体
位

を
垂

直
方

向
に

移
動

さ
せ

る
こ

と
で

排
泄

物
を

即
時

に
隔

離
す

る
点

に
あ

る
。

今
後

は
こ

れ
を

基
盤

と
し

て
、

想
定

さ
れ

る
モ

ノ
特

許
へ

と
落

と
し

込
み

、
特

許
範

囲
の

確
立

を
図

り
た

い
。

本
技

術
の

詳
細

に
つ

い
て

は
、

機
密

保
持

の
も

と
で

開
示

し
、

必
要

に
応

じ
て

先
後

願
関

係
を

踏
ま

え
た

出
願

や
共

同
出

願
に

つ
い

て
も

相
談

可
能

で
あ

る
。

1
1

4
2

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

屋
内

の
移

動
装

具
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)長
時

間
使

用
可

能
な

補
強

パ
ン

ツ

医
療

専
門

職
大

腿
骨

近
位

部
骨

折
に

対
す

る
予

防
策

「
サ

ル
コ

ペ
ニ

ア
の

股
関

節
に

加
圧

し
筋

肉
を

補
強

す
る

エ
ア

誘
導

パ
ン

ツ
(i
P

a
p

)」

そ
の

他
(認

知
症

の
な

い
高

齢
者

)
は

じ
め

に
当

院
は

、
二

次
救

急
病

院
で

2
0

1
8

年
1

年
間

に
大

腿
骨

近
位

部
骨

折
で

1
2

7
例

入
院

手
術

的
治

療
を

お
こ

な
っ

た
が

、
積

極
的

な
骨

折
予

防
法

に
つ

い
て

模
索

し
エ

ア
誘

導
パ

ン
ツ

（
in

d
u

c
in

g
 P

re
s
s
u

re
d

 a
ir
 p

a
n

ts
（

以
下

iP
a
p

仮
称

）
）

を
考

案
す

る
に

至
っ

た
．

考
察

転
倒

骨
折

の
一

つ
の

原
因

と
し

て
用

心
深

さ
の

欠
如

ま
た

は
低

下
が

考
え

ら
れ

、
骨

折
予

防
を

目
的

に
装

着
者

自
身

で
膨

ら
ま

せ
る

iP
a
p

を
2

0
2

4
年

特
許

取
得

（
特

許
第

7
5

4
4

4
8

6
号

）
し

た
．

iP
a
p

使
用

の
対

象
は

、
認

知
症

が
な

く
健

康
志

向
の

強
い

サ
ル

コ
ペ

ニ
ア

や
骨

粗
鬆

症
の

あ
る

人
達

で
あ

る
．

膨
ら

ま
せ

る
方

式
は

、
一

般
に

市
販

さ
れ

て
い

る
よ

う
な

電
池

式
の

血
圧

計
の

機
構

を
採

用
す

る
こ

と
で

普
段

は
パ

ジ
ャ

マ
の

パ
ン

ツ
の

よ
う

に
ゆ

る
く

装
着

で
き

る
た

め
長

時
間

使
用

で
も

苦
痛

を
感

じ
る

こ
と

な
く

継
続

使
用

が
可

能
と

な
る

．
ト

イ
レ

な
ど

の
移

動
時

は
、

エ
ア

誘
導

パ
ン

ツ
iP

a
p

の
ス

イ
ッ

チ
を

入
れ

て
膨

ら
ま

せ
る

と
同

時
に

ハ
ー

ト
に

も
ス

イ
ッ

チ
を

入
れ

て
転

倒
し

な
い

よ
う

に
ハ

ー
ト

に
訴

え
な

が
ら

、
用

心
深

く
転

倒
を

予
防

す
る

こ
と

が
で

き
る

．
ま

た
、

仮
に

膨
ら

ん
だ

状
態

で
転

倒
し

て
も

衝
撃

を
一

定
量

吸
収

し
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
・

サ
ポ

ー
タ

ー
の

役
割

を
は

た
す

こ
と

が
で

き
る

．

ま
と

め
１

．
転

倒
骨

折
予

防
に

自
分

で
ス

イ
ッ

チ
す

る
エ

ア
誘

導
パ

ン
ツ

iP
a
p

を
考

案
．

　
　

a
).
 パ

ジ
ャ

マ
や

ジ
ャ

ー
ジ

の
よ

う
に

圧
迫

感
な

く
長

時
間

装
着

可
能

b
).
 ヒ

ッ
プ

に
も

ハ
ー

ト
に

も
ス

イ
ッ

チ
で

用
心

深
く

行
動

す
る

意
識

づ
け

c
).
 エ

ア
圧

に
よ

り
コ

ル
セ

ッ
ト

の
原

理
で

股
関

節
周

囲
筋

を
補

強
d

).
 膨

ら
ん

だ
状

態
で

の
転

倒
時

衝
撃

を
一

定
量

緩
和

２
．

エ
ア

誘
導

パ
ン

ツ
iP

a
p

は
、

パ
ジ

ャ
マ

の
パ

ン
ツ

の
よ

う
に

日
常

的
に

圧
迫

感
な

く
持

続
的

に
装

着
可

能
で

転
倒

骨
折

に
備

え
る

こ
と

が
で

き
る

ア
イ

テ
ム

で
あ

る
．

ヒ
ッ

プ
に

も
ハ

ー
ト

に
も

ス
イ

ッ
チ

を
入

れ
る

パ
ン

ツ
で

骨
折

を
完

全
に

予
防

で
き

る
も

の
で

は
な

い
が

新
し

い
予

防
医

学
と

し
て

学
会

・
行

政
お

よ
び

企
業

の
参

画
を

期
待

し
た

い
．

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

3
8

2
0

2
5

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

障
害

に
配

慮
し

た
衣

料
・

靴
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

個
人

開
催

案
内

（
1

2
／

2
1

）
ニ

ー
ズ

＆
ア

イ
デ

ア
フ

ォ
ー

ラ
ム

2
0

2
5

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 言

語
障

害
者

 利
用

対
象

等
全

般

埼
玉

大
学

の
琴

坂
先

生
の

代
理

で
ご

案
内

し
ま

す
表

記
ご

関
心

あ
り

ま
し

た
ら

、
以

下
、

ご
覧

く
だ

さ
い

ー
ー

こ
こ

か
ら

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
各

位
埼

玉
大

学
の

琴
坂

と
申

し
ま

す
．

　
医

療
・

福
祉

系
，

デ
ザ

イ
ン

系
，

工
学

系
の

学
生

混
合

チ
ー

ム
に

よ
る

障
害

者
の

た
め

の
自

立
支

援
機

器
開

発
を

題
材

と
し

た
人

材
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
最

終
成

果
報

告
会

の
ご

案
内

を
さ

せ
て

頂
い

て
お

り
ま

す
．

ど
う

ぞ
，

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

．
N

e
e
d

s
 ＆

 I
d

e
a
s
 F

o
ru

m
 f

o
r 

W
e
ll-

b
e
in

g
第

1
２

回
　

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
　

2
0

2
5

年
度

最
終

報
告

会
医

療
・

福
祉

系
，

デ
ザ

イ
ン

系
，

工
学

系
の

学
生

混
合

チ
ー

ム
に

よ
る

自
立

支
援

へ
の

ア
イ

デ
ア

2
0

2
5

年
度

の
課

題
一

覧
：

A
: 
 視

覚
障

害
者

の
温

泉
利

用
に

関
す

る
課

題
B

: 
 よ

く
使

う
呼

び
か

け
音

声
の

出
力

装
置

C
: 
 足

で
押

す
こ

と
が

で
き

る
汎

用
台

車
D

: 
 点

字
ブ

ロ
ッ

ク
が

な
い

広
場

等
で

真
っ

す
ぐ

歩
く

た
め

の
支

援
機

器
E

: 
 リ

コ
ー

ダ
ー

の
演

奏
補

助
具

参
加

校
（

順
不

同
）

【
グ

ル
ー

プ
参

加
】

東
京

都
立

大
学

（
医

療
・

福
祉

）
/
情

報
経

営
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

専
門

職
大

学
（

デ
ザ

イ
ン

）
/
麗

澤
大

学
（

工
学

）
/
東

京
都

立
大

学
（

デ
ザ

イ
ン

）
/
埼

玉
大

学
（

工
学

）
ゲ

ス
ト

コ
メ

ン
テ

ー
タ

ー
　

　
田

中
勇

次
郎

氏
　

一
般

社
団

法
人

　
東

京
都

作
業

療
法

士
会

　
会

長
　

　
中

澤
信

氏
　

　
　

株
式

会
社

バ
リ

ア
フ

リ
ー

カ
ン

パ
ニ

ー
　

代
表

取
締

役
　

　
芳

賀
優

子
氏

　
　

社
会

福
祉

法
人

　
国

際
視

覚
障

害
者

援
護

協
会

　
理

事
プ

ロ
グ

ラ
ム

1
2

/2
1

（
日

）
午

後
1

3
時

（
開

場
　

1
2

:3
0

か
ら

）
〜

1
6

時
2

5
分

参
加

無
料

，
事

前
予

約
無

用
，

随
時

出
入

り
自

由
Z

o
o
m

に
よ

る
配

信
予

定
　

(Z
o
o
m

 U
R

L
を

ご
希

望
の

方
は

，
ご

連
絡

く
だ

さ
い

）
1

3
:0

0
　

開
会

挨
拶

1
3

:0
5

　
企

画
の

趣
旨

説
明

1
3

:1
0

　
学

生
チ

ー
ム

に
よ

る
成

果
発

表
1

4
:0

0
　

試
作

品
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
・

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

1
4

:3
0

　
ゲ

ス
ト

コ
メ

ン
テ

ー
タ

ー
に

よ
る

コ
メ

ン
ト

1
5

:1
5

　
コ

メ
ン

ト
に

対
す

る
学

生
の

返
答

　
Z

O
O

M
参

加
者

か
ら

の
質

問
と

返
答

1
5

:4
0

　
学

生
に

よ
る

取
組

の
総

括
1

6
:2

0
　

閉
会

挨
拶

1
6

:2
5

　
終

了
（

予
定

）
会

場
：

東
京

都
墨

田
区

横
網

1
-
6

-
1

　
国

際
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
ビ

ル
3

F
 K

F
C

 H
a
ll 

A
n

n
e
x

最
寄

駅
：

都
営

地
下

鉄
大

江
戸

線
 両

国
駅

（
A

1
出

口
）

徒
歩

0
分

, 
J
R

総
武

線
 両

国
駅

 徒
歩

約
7

分
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
fc

.c
o
.jp

/
a
c
c
e
s
s
/

連
絡

・
問

合
せ

先
：

im
a
im

2
5

@
m

a
il.
s
a
it
a
m

a
-
u

.a
c
.jp

ま
で

ご
関

心
あ

る
方

は
，

下
記

の
U

R
L
を

ご
覧

く
だ

さ
い

．
h

tt
p

:/
/
n

-
i-

f.
jp

/
＊

た
だ

い
ま

，
外

部
か

ら
の

D
D

O
S

攻
撃

に
よ

り
サ

ー
バ

ー
が

ア
ク

セ
ス

し
に

く
く

な
っ

て
お

り
ま

す
．

申
し

訳
ご

ざ
い

ま
せ

ん
．

1
1

3
9

2
0

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
そ

の
他

(場
面

)災
害

対
策

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

電
源

・
発

電
災

害
時

の
電

源
確

保
そ

の
他

(医
療

的
ケ

ア
児

者
)

昨
今

は
、

例
え

ば
、

首
都

直
下

地
震

で
は

１
週

間
分

の
備

え
を

、
と

も
い

わ
れ

る
よ

う
に

な
り

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

が
復

旧
す

る
ま

で
の

間
の

発
電

や
電

力
調

達
が

ま
す

ま
す

重
要

だ
な

と
感

じ
て

い
ま

す
。

当
方

は
集

合
住

宅
住

ま
い

で
ベ

ラ
ン

ダ
に

は
避

難
ば

し
ご

が
あ

り
、

消
防

法
上

ベ
ラ

ン
ダ

で
カ

セ
ッ

ト
ガ

ス
発

電
機

を
使

う
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

西
向

き
の

部
屋

の
た

め
、

ソ
ー

ラ
ー

パ
ネ

ル
か

ら
の

発
電

も
余

り
期

待
で

き
ま

せ
ん

。
３

階
な

の
で

車
か

ら
の

給
電

に
も

さ
ま

ざ
ま

な
困

難
が

あ
り

ま
す

。
八

方
塞

が
り

の
よ

う
な

状
況

で
す

。
在

宅
避

難
や

避
難

所
避

難
で

、
室

内
で

安
全

に
発

電
で

き
る

技
術

は
な

い
で

し
ょ

う
か

？

1
1

4
0

2
0

2
5

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
そ

の
他

(場
面

)生
活

全
般

車
い

す
 電

動
車

い
す

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ス
マ

ホ

医
療

専
門

職
障

害
を

お
持

ち
の

方
の

要
望

肢
体

不
自

由
者

発
達

障
害

者
先

日
、

自
立

支
援

の
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
で

の
講

義
で

障
が

い
者

の
方

々
に

「
あ

っ
た

ら
い

い
な

」
と

い
う

テ
ー

マ
で

意
見

を
出

し
て

も
ら

い
ま

し
た

。
そ

の
中

で
、

実
現

で
き

そ
う

で
ま

だ
な

い
も

の
を

３
つ

こ
こ

に
出

さ
せ

て
も

ら
い

ま
す

。

・
タ

ブ
レ

ッ
ト

の
音

声
操

作
　

音
声

で
マ

ウ
ス

を
操

作
す

る
よ

う
な

感
覚

で
、

例
え

ば
「

も
っ

と
右

」
「

ク
リ

ッ
ク

」
「

右
下

の
方

の
ボ

タ
ン

」
「

は
い

・
い

い
え

」
な

ど
操

作
で

き
る

も
の

は
な

い
で

し
ょ

う
か

？
そ

れ
が

で
き

れ
ば

、
す

べ
て

の
ア

プ
リ

な
ど

で
使

用
で

き
る

よ
う

に
な

る
の

で
は

な
い

か
。

・
ゲ

ー
ム

や
ア

プ
リ

で
出

て
く

る
漢

字
を

ひ
ら

が
な

に
変

え
て

く
れ

る
も

の
　

こ
れ

も
タ

ブ
レ

ッ
ト

な
ど

ハ
ー

ド
に

そ
ん

な
機

能
が

搭
載

さ
れ

て
い

れ
ば

ど
ん

な
ゲ

ー
ム

や
ア

プ
リ

で
も

対
応

で
き

る
の

で
は

な
い

か

・
ス

マ
ホ

操
作

で
動

く
台

　
小

さ
な

棚
や

ご
み

箱
、

扇
風

機
、

ヒ
ー

タ
ー

な
ど

、
部

屋
に

置
い

て
い

る
も

の
を

そ
の

台
に

置
い

て
、

適
宜

ス
マ

ホ
で

移
動

で
き

る
と

助
か

る
。

特
に

車
い

す
ユ

ー
ザ

ー
は

移
動

で
広

い
場

所
を

要
す

る
た

め
同

線
の

中
に

あ
る

邪
魔

に
な

る
も

の
の

位
置

を
適

宜
変

え
た

い
。

こ
れ

ら
3

つ
の

要
望

に
対

し
て

近
い

う
ち

に
で

き
る

よ
う

に
な

る
の

か
、

シ
ス

テ
ム

上
難

し
い

の
か

、
詳

し
い

方
の

見
解

を
教

え
て

い
た

だ
け

ま
す

で
し

ょ
う

か
。

も
う

商
品

と
し

て
存

在
す

る
の

で
あ

れ
ば

そ
の

情
報

も
い

た
だ

け
る

と
助

か
り

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

4
4

2
0

2
5

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(シ

ン
ク

タ
【

3
/
1

2
】

海
外

展
開

を
見

据
え

た
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

研
究

開
発

に
関

す
る

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

高
齢

者
 家

族
 介

助
者

 利
用

対
象

等
全

般

国
立

研
究

開
発

法
人

日
本

医
療

研
究

開
発

機
構

（
A

M
E

D
）

に
よ

る
「

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

社
会

実
装

の
た

め
の

エ
ビ

デ
ン

ス
構

築
事

業
」

の
一

環
と

し
て

、
「

海
外

展
開

を
見

据
え

た
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

研
究

開
発

に
関

す
る

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

」
を

以
下

の
と

お
り

開
催

い
た

し
ま

す
。

本
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
で

は
、

経
済

産
業

省
、

厚
生

労
働

省
よ

り
日

本
の

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

関
連

の
政

策
動

向
の

共
有

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

開
発

企
業

か
ら

海
外

展
開

を
見

据
え

た
研

究
開

発
の

実
態

や
こ

れ
ま

で
の

取
組

を
共

有
し

ま
す

。
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
に

関
心

の
あ

る
方

は
ど

な
た

で
も

参
加

可
能

と
な

っ
て

お
り

ま
す

が
、

特
に

今
後

、
海

外
展

開
に

取
り

組
ま

れ
る

開
発

企
業

の
皆

様
に

は
、

た
い

へ
ん

示
唆

に
富

む
内

容
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。

現
地

限
定

に
て

、
講

師
を

交
え

た
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
セ

ッ
シ

ョ
ン

も
ご

ざ
い

ま
す

。
お

誘
い

あ
わ

せ
の

う
え

、
ぜ

ひ
ご

参
加

く
だ

さ
い

。
●

日
時

2
0

2
6

年
３

月
1

2
日

（
木

）
9

：
3

0
～

1
2

：
4

0
（

開
場

・
受

付
開

始
：

9
：

0
0

）
 ※

オ
ン

ラ
イ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
1

1
：

3
0

ま
で

●
実

施
方

法
対

面
及

び
オ

ン
ラ

イ
ン

（
Z

O
O

M
ウ

ェ
ビ

ナ
ー

）
の

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

形
式

（
対

面
会

場
）

大
手

町
サ

ン
ケ

イ
プ

ラ
ザ

 3
0

1
-
3

0
2

会
場

（
 h

tt
p
s
:/

/
w

w
w

.s
-
p
la

z
a
.c

o
m

/
a
c
c
e
s
s
/

）
●

申
込

み
方

法
以

下
の

参
加

申
込

み
フ

ォ
ー

ム
よ

り
お

申
込

み
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
9

e
d

8
b

d
4

2
.f
o
rm

.k
in

to
n

e
a
p

p
.c

o
m

/
p

u
b

lic
/
a
p

p
ly

-
in

te
rn

a
ti
o
n

a
l-

s
ym

p
o
s
iu

m
-
r7

申
込

締
切

日
：

2
0

2
6

年
３

月
９

日
（

月
）

1
7

時
●

主
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
・

基
調

講
演

（
学

校
法

人
東

京
理

科
大

学
 教

授
／

A
M

E
D

 介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
社

会
実

装
の

た
め

の
エ

ビ
デ

ン
ス

構
築

事
業

 P
S

森
 武

俊
氏

）
・

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

関
連

施
策

紹
介

（
経

済
産

業
省

、
厚

生
労

働
省

）
・

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
通

し
た

介
護

現
場

の
課

題
解

決
モ

デ
ル

・
事

例
（

S
O

M
P

O
ケ

ア
株

式
会

社
、

株
式

会
社

S
P

IN
）

・
基

調
講

演
（

株
式

会
社

日
本

政
策

投
資

銀
行

 副
調

査
役

／
A

M
E

D
 介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

社
会

実
装

の
た

め
の

エ
ビ

デ
ン

ス
構

築
事

業
 P

O
植

村
 佳

代
氏

）
・

海
外

展
開

を
見

据
え

た
研

究
開

発
の

取
組

（
マ

ッ
ス

ル
株

式
会

社
、

株
式

会
社

C
o
g
S

m
a
rt

、
株

式
会

社
善

光
総

合
研

究
所

）
・

【
現

地
限

定
】

コ
ー

ヒ
ー

ブ
レ

イ
ク

セ
ッ

シ
ョ

ン
（

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

）
●

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

詳
細

H
P

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
tt

d
a
ta

-
s
tr

a
te

g
y.

c
o
m

/
n

e
w

s
re

le
a
s
e
/
e
v
e
n

t/
s
ym

p
o
s
iu

m
2

6
0

3
1

2
/

●
対

象
・

海
外

展
開

に
興

味
の

あ
る

国
内

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

開
発

企
業

・
日

本
の

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

等
介

護
市

場
に

興
味

の
あ

る
海

外
機

関
　

等
●

定
員

現
地

：
先

着
8

0
名

、
オ

ン
ラ

イ
ン

：
先

着
2

0
0

名
（

予
定

）
※

定
員

に
達

し
次

第
、

早
め

に
申

し
込

み
を

締
め

切
ら

せ
て

い
た

だ
く

場
合

が
ご

ざ
い

ま
す

。
予

め
ご

了
承

く
だ

さ
い

。
●

参
加

費
用

無
料

●
お

問
い

合
わ

せ
先

株
式

会
社

N
T

T
デ

ー
タ

経
営

研
究

所
 ラ

イ
フ

・
バ

リ
ュ

ー
・

ク
リ

エ
イ

シ
ョ

ン
ユ

ニ
ッ

ト
担

当
：

大
塚

、
山

下
、

太
刀

川
d

is
s
e
m

in
a
te

_
c
a
re

_
te

c
h

@
n

tt
d

a
ta

-
s
tr

a
te

g
y.

c
o
m

本
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
は

、
国

立
研

究
開

発
法

人
日

本
医

療
研

究
開

発
機

構
（

A
M

E
D

）
に

よ
る

「
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
社

会
実

装
の

た
め

の
エ

ビ
デ

ン
ス

構
築

事
業

」
の

一
環

で
あ

り
、

株
式

会
社

ビ
ー

ブ
リ

ッ
ド

が
受

託
し

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
株

式
会

社
N

T
T

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

が
運

営
を

担
当

し
て

お
り

ま
す

。
・

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
　

h
tt

p
s
:/

/
ro

b
o
tc

a
re

.jp
/
jp

/
h

o
m

e
/
in

d
e
x

・
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

社
会

実
装

の
た

め
の

エ
ビ

デ
ン

ス
構

築
事

業
S

N
S

（
F
a
c
e
b
o
o
k
）

　
h

tt
p
s
:/

/
w

w
w

.f
a
c
e
b
o
o
k
.c

o
m

/
ro

b
o
tc

a
re

.jp
（

X
）

　
h

tt
p
s
:/

/
x
.c

o
m

/
ro

b
o
tc

a
re

_
jp

1
1

4
5

2
0

2
5

お
知

ら
せ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
開

発
メ

ー
カ

ー
ト

ー
キ

ン
グ

エ
イ

ド
新

機
能

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

す
る

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
募

集
の

お
知

ら
せ

肢
体

不
自

由
者

言
語

障
害

者
 発

達
障

害
者

こ
の

度
、

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
を

活
用

し
、

A
Iを

利
用

し
て

よ
り

一
層

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
次

期
ト

ー
キ

ン
グ

エ
イ

ド
の

開
発

を
計

画
し

て
お

り
ま

す
。

つ
き

ま
し

て
は

、
下

記
の

通
り

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
を

公
開

し
て

い
ま

す
の

で
、

ト
ー

キ
ン

グ
エ

イ
ド

が
多

く
の

方
々

に
認

知
さ

れ
、

現
在

も
進

化
を

続
け

て
い

る
と

い
う

情
報

発
信

の
ご

協
力

を
い

た
だ

け
ま

し
た

ら
幸

い
で

す
。

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
概

要
】

4
0

年
の

時
を

超
え

、
言

葉
の

壁
を

A
Iで

突
破

す
る

。
ト

ー
キ

ン
グ

エ
イ

ド
新

機
能

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
実

施
期

間
：

 2
0

2
6

年
2

月
1

7
日

（
火

）
～

 4
月

2
日

（
木

）
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
：

 R
E

A
D

Y
F

O
R

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ペ
ー

ジ
：

 h
tt

p
s
:/

/
re

a
d

yf
o
r.
jp

/
p

ro
je

c
ts

/
ta

lk
in

g
a
id

-
a
i

1
1

4
6

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
医

療
専

門
職

s
b

o
a
rd

 J
P

 W
e
b

（
S

w
it
c
h

A
c
c
e
s
s
ib

le
C

o
m

m
u

n
ic

a
ti
o
n

B
o
a
rd

）

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 家

族
 介

助
者

 就
労

・
就

学

簡
易

意
思

伝
達

ア
プ

リ
s
b

o
a
rd

 J
P

 W
e
b

を
リ

リ
ー

ス
し

ま
し

た
。

イ
ン

ス
ト

ー
ル

不
要

。
ブ

ラ
ウ

ザ
で

動
作

す
る

簡
易

意
思

伝
達

ア
プ

リ
で

す
。

iP
a
d

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

で
使

用
で

き
ま

す
。

ス
イ

ッ
チ

入
力

に
も

対
応

し
て

い
ま

す
。

ウ
ェ

ブ
ア

プ
リ

な
の

で
、

ア
ド

レ
ス

を
ク

リ
ッ

ク
す

る
だ

け
で

無
料

で
使

え
ま

す
。

■
特

徴
タ

ッ
チ

キ
ー

操
作

で
読

み
上

げ
ス

キ
ャ

ン
モ

ー
ド

で
、

ス
イ

ッ
チ

入
力

（
jo

ys
ti
c
k
-
b

la
c
k
等

、
外

部
ス

イ
ッ

チ
）

対
応

。

■
設

定
　

・
ダ

ー
ク

モ
ー

ド
・

ラ
イ

ト
モ

ー
ド

が
あ

り
ま

す
。

見
や

す
い

方
に

切
り

替
え

て
く

だ
さ

い
。

　
・

自
動

ス
キ

ャ
ン

（
ス

ペ
ー

ス
キ

ー
決

定
）

、
手

動
矢

印
キ

ー
ス

キ
ャ

ン
（

←
→

↑
↓

＋
E

n
te

rキ
ー

決
定

）
　

・
ス

キ
ャ

ン
ス

ピ
ー

ド
切

り
替

え
　

・
音

声
ガ

イ
ド

の
O

N
/
O

F
F

タ
ブ

レ
ッ

ト
の

ホ
ー

ム
画

面
に

、
w

e
b

ア
プ

リ
と

し
て

追
加

し
て

使
っ

て
い

た
だ

く
と

便
利

で
す

。
ア

プ
リ

の
バ

ー
ジ

ョ
ン

を
ツ

ー
ル

バ
ー

に
表

示
し

て
ま

す
。

シ
ン

プ
ル

・
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
・

エ
イ

ド
Ｕ

Ｒ
Ｌ

：
h

tt
p

s
:/

/
p

la
in

s
tu

d
io

.o
rg

/

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

4
3

2
0

2
5

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

そ
の

他
【

ご
案

内
】

【
2

/
2

5
（

水
）

】
「

介
護

現
場

と
開

発
企

業
が

つ
な

が
る

！
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
導

入
・

活
用

セ
ミ

ナ
ー

」
開

催
の

お
知

ら
せ

高
齢

者
 家

族
 介

助
者

国
立

研
究

開
発

法
人

日
本

医
療

研
究

開
発

機
構

（
A

M
E

D
）

に
よ

る
「

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

社
会

実
装

の
た

め
の

エ
ビ

デ
ン

ス
構

築
事

業
」

の
一

環
と

し
て

、
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

の
皆

様
、

介
護

分
野

で
の

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

開
発

企
業

の
皆

様
双

方
を

対
象

に
し

た
セ

ミ
ナ

ー
を

以
下

の
と

お
り

開
催

い
た

し
ま

す
。

本
セ

ミ
ナ

ー
で

は
、

介
護

現
場

で
実

際
に

活
用

さ
れ

て
い

る
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

取
組

事
例

を
知

る
と

と
も

に
、

最
新

の
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
動

向
や

、
現

場
で

の
活

用
に

つ
な

が
る

視
点

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

ま
す

。

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
導

入
・

活
用

を
検

討
さ

れ
て

い
る

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
の

方
は

も
ち

ろ
ん

、

現
場

の
課

題
や

ニ
ー

ズ
を

知
り

た
い

開
発

企
業

の
方

に
も

有
益

な
機

会
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。

ぜ
ひ

こ
の

機
会

に
ご

参
加

く
だ

さ
い

。

【
セ

ミ
ナ

ー
内

容
】

以
下

よ
り

、
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

い
た

だ
け

ま
す

。

h
tt

p
s
:/

/
fi
le

s
.m

ic
ro

c
m

s
-

a
s
s
e
ts

.io
/
a
s
s
e
ts

/
8

b
a
8

8
0

c
1

a
d
a
2

4
b
3

2
8

6
6

6
2

c
4

1
b
2

8
2

2
8

5
1

/
5

1
7

c
4

fc
0

b
a
a
9

4
3

4
d
a
4

c
1

7
4

5
b
e
d
9

9
8

5
7

f/
2

6
0

2
2

5
_
%

E
4

%
B

B
%

8
B

%
E

8
%

A
D

%
B

7
%

E
3

%
8

3
%

8
6

%
E

3
%

8
2

%
A

F
%

E
3

%
8

3
%

8
E

%
E

3
%

8
3

%
A

D
%

E
3

%
8

2
%

B
8

%
E

3
%

8
3

%
B

C
%

E
5

%
B

0
%

8
E

%
E

5
%

8
5

%
A

5
%

E
3

%
8

3
%

B
B

%
E

6
%

B
4

%
B

B
%

E
7

%
9

4
%

A
8

%
E

3
%

8
2

%
B

B
%

E
3

%
8

3
%

9
F
%

E
3

%
8

3
%

8
A

%
E

3
%

8
3

%
B

C
v
2

.p
d
f

【
開

催
概

要
】

日
時

：
2

0
2

6
年

2
月

2
5

日
（

水
）

1
0

：
0

0
～

1
2

：
3

0
（

開
場

・
受

付
開

始
：

9
：

3
0

）

※
オ

ン
ラ

イ
ン

配
信

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

1
2

:0
0

ま
で

テ
ー

マ
：

介
護

現
場

と
開

発
企

業
が

つ
な

が
る

！
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
導

入
・

活
用

セ
ミ

ナ
ー

●
実

施
方

法

対
面

及
び

オ
ン

ラ
イ

ン
（

Z
O

O
M

ウ
ェ

ビ
ナ

ー
）

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
形

式

●
（

対
面

会
場

）
A

P
赤

坂
グ

リ
ー

ン
ク

ロ
ス

（
東

京
都

港
区

2
-
4

-
6

赤
坂

グ
リ

ー
ン

ク
ロ

ス
４

階
）

東
京

メ
ト

ロ
銀

座
線

・
南

北
線

「
溜

池
山

王
」

駅
地

下
直

結

東
京

メ
ト

ロ
丸

ノ
内

線
・

千
代

田
線

「
国

会
議

事
堂

前
」

駅
地

下
直

結

●
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
国

内
の

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

関
連

の
政

策
動

向
（

経
済

産
業

省
、

厚
生

労
働

省
）

・
介

護
事

業
者

向
け

セ
ミ

ナ
ー

「
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

導
入

・
定

着
に

求
め

ら
れ

る
視

点
」

（
株

式
会

社
ビ

ー
ブ

リ
ッ

ド
）

・
メ

ー
カ

ー
に

よ
る

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

導
入

事
例

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

（
情

報
提

供
）

　
＊

R
T

.ワ
ー

ク
ス

株
式

会
社

　
＊

株
式

会
社

テ
ク

リ
コ

　
＊

コ
ニ

カ
ミ

ノ
ル

タ
株

式
会

社

　
＊

フ
ラ

ン
ス

ベ
ッ

ド
株

式
会

社

・
事

業
紹

介

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
　

開
発

・
導

入
・

活
用

の
個

別
相

談
会

 ※
現

地
の

み

●
対

象

・
介

護
事

業
者

・
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
開

発
企

業

・
そ

の
他

、
国

内
の

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
政

策
動

向
に

興
味

が
あ

る
方

　
等

介
護

事
業

者
、

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

開
発

企
業

等
に

所
属

す
る

職
員

の
方

、
そ

の
他

、
国

内
の

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
政

策
動

向
に

興
味

が
あ

る
方

等
ご

関
心

の
あ

る
方

は
ど

な
た

で
も

参
加

い
た

だ
け

ま
す

。

●
定

員
：

（
現

地
）

先
着

1
0

0
名

、
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）

先
着

3
0

0
名

（
予

定
）

※
定

員
に

達
し

次
第

、
早

め
に

申
し

込
み

を
締

め
切

ら
せ

て
い

た
だ

く
場

合
が

ご
ざ

い
ま

す
。

予
め

ご
了

承
く

だ
さ

い
。

●
参

加
費

用
：

無
料

●
申

込
み

方
法

以
下

の
「

参
加

申
込

み
フ

ォ
ー

ム
」

よ
り

お
申

込
み

く
だ

さ
い

。

h
tt

p
s
:/

/
9

e
d
8

b
d
4

2
.f
o
rm

.k
in

to
n

e
a
p
p
.c

o
m

/
p
u

b
lic

/
a
p
p
ly

-
d
o
m

e
s
ti
c
-
s
e
m

im
a
r-

r7

申
込

締
切

日
：

2
0

2
5

年
２

月
1

6
日

（
月

）

●
詳

細
H

P

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
tt

d
a
ta

-
s
tr

a
te

g
y.

c
o
m

/
n

e
w

s
re

le
a
s
e
/
e
v
e
n

t/
2

6
0

1
1

6
s
/

主
催

：
株

式
会

社
ビ

ー
ブ

リ
ッ

ド
（

B
IB

ri
d

）

共
催

：
株

式
会

社
N

T
T

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

■
お

問
い

合
わ

せ
先

株
式

会
社

N
T

T
デ

ー
タ

経
営

研
究

所
 ラ

イ
フ

・
バ

リ
ュ

ー
・

ク
リ

エ
イ

シ
ョ

ン
ユ

ニ
ッ

ト

担
当

：
大

塚
、

保
坂

、
太

刀
川

d
is

s
e
m

in
a
te

_
c
a
re

_
te

c
h

@
n

tt
d
a
ta

-
s
tr

a
te

g
y.

c
o
m

-78-



投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

4
4

2
0

2
5

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(シ

ン
ク

タ
【

3
/
1

2
】

海
外

展
開

を
見

据
え

た
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

研
究

開
発

に
関

す
る

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

高
齢

者
 家

族
 介

助
者

 利
用

対
象

等
全

般

国
立

研
究

開
発

法
人

日
本

医
療

研
究

開
発

機
構

（
A

M
E

D
）

に
よ

る
「

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

社
会

実
装

の
た

め
の

エ
ビ

デ
ン

ス
構

築
事

業
」

の
一

環
と

し
て

、
「

海
外

展
開

を
見

据
え

た
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

研
究

開
発

に
関

す
る

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

」
を

以
下

の
と

お
り

開
催

い
た

し
ま

す
。

本
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
で

は
、

経
済

産
業

省
、

厚
生

労
働

省
よ

り
日

本
の

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

関
連

の
政

策
動

向
の

共
有

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

開
発

企
業

か
ら

海
外

展
開

を
見

据
え

た
研

究
開

発
の

実
態

や
こ

れ
ま

で
の

取
組

を
共

有
し

ま
す

。
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
に

関
心

の
あ

る
方

は
ど

な
た

で
も

参
加

可
能

と
な

っ
て

お
り

ま
す

が
、

特
に

今
後

、
海

外
展

開
に

取
り

組
ま

れ
る

開
発

企
業

の
皆

様
に

は
、

た
い

へ
ん

示
唆

に
富

む
内

容
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。

現
地

限
定

に
て

、
講

師
を

交
え

た
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
セ

ッ
シ

ョ
ン

も
ご

ざ
い

ま
す

。
お

誘
い

あ
わ

せ
の

う
え

、
ぜ

ひ
ご

参
加

く
だ

さ
い

。
●

日
時

2
0

2
6

年
３

月
1

2
日

（
木

）
9

：
3

0
～

1
2

：
4

0
（

開
場

・
受

付
開

始
：

9
：

0
0

）
 ※

オ
ン

ラ
イ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
1

1
：

3
0

ま
で

●
実

施
方

法
対

面
及

び
オ

ン
ラ

イ
ン

（
Z

O
O

M
ウ

ェ
ビ

ナ
ー

）
の

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

形
式

（
対

面
会

場
）

大
手

町
サ

ン
ケ

イ
プ

ラ
ザ

 3
0

1
-
3

0
2

会
場

（
 h

tt
p
s
:/

/
w

w
w

.s
-
p
la

z
a
.c

o
m

/
a
c
c
e
s
s
/

）
●

申
込

み
方

法
以

下
の

参
加

申
込

み
フ

ォ
ー

ム
よ

り
お

申
込

み
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
9

e
d

8
b

d
4

2
.f
o
rm

.k
in

to
n

e
a
p

p
.c

o
m

/
p

u
b

lic
/
a
p

p
ly

-
in

te
rn

a
ti
o
n

a
l-

s
ym

p
o
s
iu

m
-
r7

申
込

締
切

日
：

2
0

2
6

年
３

月
９

日
（

月
）

1
7

時
●

主
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
・

基
調

講
演

（
学

校
法

人
東

京
理

科
大

学
 教

授
／

A
M

E
D

 介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
社

会
実

装
の

た
め

の
エ

ビ
デ

ン
ス

構
築

事
業

 P
S

森
 武

俊
氏

）
・

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

関
連

施
策

紹
介

（
経

済
産

業
省

、
厚

生
労

働
省

）
・

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
通

し
た

介
護

現
場

の
課

題
解

決
モ

デ
ル

・
事

例
（

S
O

M
P

O
ケ

ア
株

式
会

社
、

株
式

会
社

S
P

IN
）

・
基

調
講

演
（

株
式

会
社

日
本

政
策

投
資

銀
行

 副
調

査
役

／
A

M
E

D
 介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

社
会

実
装

の
た

め
の

エ
ビ

デ
ン

ス
構

築
事

業
 P

O
植

村
 佳

代
氏

）
・

海
外

展
開

を
見

据
え

た
研

究
開

発
の

取
組

（
マ

ッ
ス

ル
株

式
会

社
、

株
式

会
社

C
o
g
S

m
a
rt

、
株

式
会

社
善

光
総

合
研

究
所

）
・

【
現

地
限

定
】

コ
ー

ヒ
ー

ブ
レ

イ
ク

セ
ッ

シ
ョ

ン
（

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

）
●

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

詳
細

H
P

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
tt

d
a
ta

-
s
tr

a
te

g
y.

c
o
m

/
n

e
w

s
re

le
a
s
e
/
e
v
e
n

t/
s
ym

p
o
s
iu

m
2

6
0

3
1

2
/

●
対

象
・

海
外

展
開

に
興

味
の

あ
る

国
内

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

開
発

企
業

・
日

本
の

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

等
介

護
市

場
に

興
味

の
あ

る
海

外
機

関
　

等
●

定
員

現
地

：
先

着
8

0
名

、
オ

ン
ラ

イ
ン

：
先

着
2

0
0

名
（

予
定

）
※

定
員

に
達

し
次

第
、

早
め

に
申

し
込

み
を

締
め

切
ら

せ
て

い
た

だ
く

場
合

が
ご

ざ
い

ま
す

。
予

め
ご

了
承

く
だ

さ
い

。
●

参
加

費
用

無
料

●
お

問
い

合
わ

せ
先

株
式

会
社

N
T

T
デ

ー
タ

経
営

研
究

所
 ラ

イ
フ

・
バ

リ
ュ

ー
・

ク
リ

エ
イ

シ
ョ

ン
ユ

ニ
ッ

ト
担

当
：

大
塚

、
山

下
、

太
刀

川
d

is
s
e
m

in
a
te

_
c
a
re

_
te

c
h

@
n

tt
d

a
ta

-
s
tr

a
te

g
y.

c
o
m

本
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
は

、
国

立
研

究
開

発
法

人
日

本
医

療
研

究
開

発
機

構
（

A
M

E
D

）
に

よ
る

「
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
社

会
実

装
の

た
め

の
エ

ビ
デ

ン
ス

構
築

事
業

」
の

一
環

で
あ

り
、

株
式

会
社

ビ
ー

ブ
リ

ッ
ド

が
受

託
し

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
株

式
会

社
N

T
T

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

が
運

営
を

担
当

し
て

お
り

ま
す

。
・

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
　

h
tt

p
s
:/

/
ro

b
o
tc

a
re

.jp
/
jp

/
h

o
m

e
/
in

d
e
x

・
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

社
会

実
装

の
た

め
の

エ
ビ

デ
ン

ス
構

築
事

業
S

N
S

（
F
a
c
e
b
o
o
k
）

　
h

tt
p
s
:/

/
w

w
w

.f
a
c
e
b
o
o
k
.c

o
m

/
ro

b
o
tc

a
re

.jp
（

X
）

　
h

tt
p
s
:/

/
x
.c

o
m

/
ro

b
o
tc

a
re

_
jp

1
1

4
5

2
0

2
5

お
知

ら
せ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
開

発
メ

ー
カ

ー
ト

ー
キ

ン
グ

エ
イ

ド
新

機
能

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

す
る

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
募

集
の

お
知

ら
せ

肢
体

不
自

由
者

言
語

障
害

者
 発

達
障

害
者

こ
の

度
、

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
を

活
用

し
、

A
Iを

利
用

し
て

よ
り

一
層

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
次

期
ト

ー
キ

ン
グ

エ
イ

ド
の

開
発

を
計

画
し

て
お

り
ま

す
。

つ
き

ま
し

て
は

、
下

記
の

通
り

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
を

公
開

し
て

い
ま

す
の

で
、

ト
ー

キ
ン

グ
エ

イ
ド

が
多

く
の

方
々

に
認

知
さ

れ
、

現
在

も
進

化
を

続
け

て
い

る
と

い
う

情
報

発
信

の
ご

協
力

を
い

た
だ

け
ま

し
た

ら
幸

い
で

す
。

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
概

要
】

4
0

年
の

時
を

超
え

、
言

葉
の

壁
を

A
Iで

突
破

す
る

。
ト

ー
キ

ン
グ

エ
イ

ド
新

機
能

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
実

施
期

間
：

 2
0

2
6

年
2

月
1

7
日

（
火

）
～

 4
月

2
日

（
木

）
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
：

 R
E

A
D

Y
F

O
R

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ペ
ー

ジ
：

 h
tt

p
s
:/

/
re

a
d

yf
o
r.
jp

/
p

ro
je

c
ts

/
ta

lk
in

g
a
id

-
a
i

1
1

4
6

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
医

療
専

門
職

s
b

o
a
rd

 J
P

 W
e
b

（
S

w
it
c
h

A
c
c
e
s
s
ib

le
C

o
m

m
u

n
ic

a
ti
o
n

B
o
a
rd

）

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 家

族
 介

助
者

 就
労

・
就

学

簡
易

意
思

伝
達

ア
プ

リ
s
b

o
a
rd

 J
P

 W
e
b

を
リ

リ
ー

ス
し

ま
し

た
。

イ
ン

ス
ト

ー
ル

不
要

。
ブ

ラ
ウ

ザ
で

動
作

す
る

簡
易

意
思

伝
達

ア
プ

リ
で

す
。

iP
a
d

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

で
使

用
で

き
ま

す
。

ス
イ

ッ
チ

入
力

に
も

対
応

し
て

い
ま

す
。

ウ
ェ

ブ
ア

プ
リ

な
の

で
、

ア
ド

レ
ス

を
ク

リ
ッ

ク
す

る
だ

け
で

無
料

で
使

え
ま

す
。

■
特

徴
タ

ッ
チ

キ
ー

操
作

で
読

み
上

げ
ス

キ
ャ

ン
モ

ー
ド

で
、

ス
イ

ッ
チ

入
力

（
jo

ys
ti
c
k
-
b

la
c
k
等

、
外

部
ス

イ
ッ

チ
）

対
応

。

■
設

定
　

・
ダ

ー
ク

モ
ー

ド
・

ラ
イ

ト
モ

ー
ド

が
あ

り
ま

す
。

見
や

す
い

方
に

切
り

替
え

て
く

だ
さ

い
。

　
・

自
動

ス
キ

ャ
ン

（
ス

ペ
ー

ス
キ

ー
決

定
）

、
手

動
矢

印
キ

ー
ス

キ
ャ

ン
（

←
→

↑
↓

＋
E

n
te

rキ
ー

決
定

）
　

・
ス

キ
ャ

ン
ス

ピ
ー

ド
切

り
替

え
　

・
音

声
ガ

イ
ド

の
O

N
/
O

F
F

タ
ブ

レ
ッ

ト
の

ホ
ー

ム
画

面
に

、
w

e
b

ア
プ

リ
と

し
て

追
加

し
て

使
っ

て
い

た
だ

く
と

便
利

で
す

。
ア

プ
リ

の
バ

ー
ジ

ョ
ン

を
ツ

ー
ル

バ
ー

に
表

示
し

て
ま

す
。

シ
ン

プ
ル

・
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
・

エ
イ

ド
Ｕ

Ｒ
Ｌ

：
h

tt
p

s
:/

/
p

la
in

s
tu

d
io

.o
rg

/

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

4
3

2
0

2
5

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

そ
の

他
【

ご
案

内
】

【
2

/
2

5
（

水
）

】
「

介
護

現
場

と
開

発
企

業
が

つ
な

が
る

！
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
導

入
・

活
用

セ
ミ

ナ
ー

」
開

催
の

お
知

ら
せ

高
齢

者
 家

族
 介

助
者

国
立

研
究

開
発

法
人

日
本

医
療

研
究

開
発

機
構

（
A

M
E

D
）

に
よ

る
「

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

社
会

実
装

の
た

め
の

エ
ビ

デ
ン

ス
構

築
事

業
」

の
一

環
と

し
て

、
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

の
皆

様
、

介
護

分
野

で
の

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

開
発

企
業

の
皆

様
双

方
を

対
象

に
し

た
セ

ミ
ナ

ー
を

以
下

の
と

お
り

開
催

い
た

し
ま

す
。

本
セ

ミ
ナ

ー
で

は
、

介
護

現
場

で
実

際
に

活
用

さ
れ

て
い

る
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

取
組

事
例

を
知

る
と

と
も

に
、

最
新

の
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
動

向
や

、
現

場
で

の
活

用
に

つ
な

が
る

視
点

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

ま
す

。

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
導

入
・

活
用

を
検

討
さ

れ
て

い
る

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
の

方
は

も
ち

ろ
ん

、

現
場

の
課

題
や

ニ
ー

ズ
を

知
り

た
い

開
発

企
業

の
方

に
も

有
益

な
機

会
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。

ぜ
ひ

こ
の

機
会

に
ご

参
加

く
だ

さ
い

。

【
セ

ミ
ナ

ー
内

容
】

以
下

よ
り

、
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

い
た

だ
け

ま
す

。

h
tt

p
s
:/

/
fi
le

s
.m

ic
ro

c
m

s
-

a
s
s
e
ts

.io
/
a
s
s
e
ts

/
8

b
a
8

8
0

c
1

a
d
a
2

4
b
3

2
8

6
6

6
2

c
4

1
b
2

8
2

2
8

5
1

/
5

1
7

c
4

fc
0

b
a
a
9

4
3

4
d
a
4

c
1

7
4

5
b
e
d
9

9
8

5
7

f/
2

6
0

2
2

5
_
%

E
4

%
B

B
%

8
B

%
E

8
%

A
D

%
B

7
%

E
3

%
8

3
%

8
6

%
E

3
%

8
2

%
A

F
%

E
3

%
8

3
%

8
E

%
E

3
%

8
3

%
A

D
%

E
3

%
8

2
%

B
8

%
E

3
%

8
3

%
B

C
%

E
5

%
B

0
%

8
E

%
E

5
%

8
5

%
A

5
%

E
3

%
8

3
%

B
B

%
E

6
%

B
4

%
B

B
%

E
7

%
9

4
%

A
8

%
E

3
%

8
2

%
B

B
%

E
3

%
8

3
%

9
F
%

E
3

%
8

3
%

8
A

%
E

3
%

8
3

%
B

C
v
2

.p
d
f

【
開

催
概

要
】

日
時

：
2

0
2

6
年

2
月

2
5

日
（

水
）

1
0

：
0

0
～

1
2

：
3

0
（

開
場

・
受

付
開

始
：

9
：

3
0

）

※
オ

ン
ラ

イ
ン

配
信

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

1
2

:0
0

ま
で

テ
ー

マ
：

介
護

現
場

と
開

発
企

業
が

つ
な

が
る

！
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
導

入
・

活
用

セ
ミ

ナ
ー

●
実

施
方

法

対
面

及
び

オ
ン

ラ
イ

ン
（

Z
O

O
M

ウ
ェ

ビ
ナ

ー
）

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
形

式

●
（

対
面

会
場

）
A

P
赤

坂
グ

リ
ー

ン
ク

ロ
ス

（
東

京
都

港
区

2
-
4

-
6

赤
坂

グ
リ

ー
ン

ク
ロ

ス
４

階
）

東
京

メ
ト

ロ
銀

座
線

・
南

北
線

「
溜

池
山

王
」

駅
地

下
直

結

東
京

メ
ト

ロ
丸

ノ
内

線
・

千
代

田
線

「
国

会
議

事
堂

前
」

駅
地

下
直

結

●
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
国

内
の

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

関
連

の
政

策
動

向
（

経
済

産
業

省
、

厚
生

労
働

省
）

・
介

護
事

業
者

向
け

セ
ミ

ナ
ー

「
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

導
入

・
定

着
に

求
め

ら
れ

る
視

点
」

（
株

式
会

社
ビ

ー
ブ

リ
ッ

ド
）

・
メ

ー
カ

ー
に

よ
る

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

導
入

事
例

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

（
情

報
提

供
）

　
＊

R
T

.ワ
ー

ク
ス

株
式

会
社

　
＊

株
式

会
社

テ
ク

リ
コ

　
＊

コ
ニ

カ
ミ

ノ
ル

タ
株

式
会

社

　
＊

フ
ラ

ン
ス

ベ
ッ

ド
株

式
会

社

・
事

業
紹

介

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
　

開
発

・
導

入
・

活
用

の
個

別
相

談
会

 ※
現

地
の

み

●
対

象

・
介

護
事

業
者

・
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
開

発
企

業

・
そ

の
他

、
国

内
の

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
政

策
動

向
に

興
味

が
あ

る
方

　
等

介
護

事
業

者
、

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

開
発

企
業

等
に

所
属

す
る

職
員

の
方

、
そ

の
他

、
国

内
の

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
政

策
動

向
に

興
味

が
あ

る
方

等
ご

関
心

の
あ

る
方

は
ど

な
た

で
も

参
加

い
た

だ
け

ま
す

。

●
定

員
：

（
現

地
）

先
着

1
0

0
名

、
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）

先
着

3
0

0
名

（
予

定
）

※
定

員
に

達
し

次
第

、
早

め
に

申
し

込
み

を
締

め
切

ら
せ

て
い

た
だ

く
場

合
が

ご
ざ

い
ま

す
。

予
め

ご
了

承
く

だ
さ

い
。

●
参

加
費

用
：

無
料

●
申

込
み

方
法

以
下

の
「

参
加

申
込

み
フ

ォ
ー

ム
」

よ
り

お
申

込
み

く
だ

さ
い

。

h
tt

p
s
:/

/
9

e
d
8

b
d
4

2
.f
o
rm

.k
in

to
n

e
a
p
p
.c

o
m

/
p
u

b
lic

/
a
p
p
ly

-
d
o
m

e
s
ti
c
-
s
e
m

im
a
r-

r7

申
込

締
切

日
：

2
0

2
5

年
２

月
1

6
日

（
月

）

●
詳

細
H

P

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
tt

d
a
ta

-
s
tr

a
te

g
y.

c
o
m

/
n

e
w

s
re

le
a
s
e
/
e
v
e
n

t/
2

6
0

1
1

6
s
/

主
催

：
株

式
会

社
ビ

ー
ブ

リ
ッ

ド
（

B
IB

ri
d

）

共
催

：
株

式
会

社
N

T
T

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

■
お

問
い

合
わ

せ
先

株
式

会
社

N
T

T
デ

ー
タ

経
営

研
究

所
 ラ

イ
フ

・
バ

リ
ュ

ー
・

ク
リ

エ
イ

シ
ョ

ン
ユ

ニ
ッ

ト

担
当

：
大

塚
、

保
坂

、
太

刀
川

d
is

s
e
m

in
a
te

_
c
a
re

_
te

c
h

@
n

tt
d
a
ta

-
s
tr

a
te

g
y.

c
o
m

-78-

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

4
4

2
0

2
5

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(シ

ン
ク

タ
【

3
/
1

2
】

海
外

展
開

を
見

据
え

た
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

研
究

開
発

に
関

す
る

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

高
齢

者
 家

族
 介

助
者

 利
用

対
象

等
全

般

国
立

研
究

開
発

法
人

日
本

医
療

研
究

開
発

機
構

（
A

M
E

D
）

に
よ

る
「

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

社
会

実
装

の
た

め
の

エ
ビ

デ
ン

ス
構

築
事

業
」

の
一

環
と

し
て

、
「

海
外

展
開

を
見

据
え

た
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

研
究

開
発

に
関

す
る

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

」
を

以
下

の
と

お
り

開
催

い
た

し
ま

す
。

本
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
で

は
、

経
済

産
業

省
、

厚
生

労
働

省
よ

り
日

本
の

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

関
連

の
政

策
動

向
の

共
有

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

開
発

企
業

か
ら

海
外

展
開

を
見

据
え

た
研

究
開

発
の

実
態

や
こ

れ
ま

で
の

取
組

を
共

有
し

ま
す

。
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
に

関
心

の
あ

る
方

は
ど

な
た

で
も

参
加

可
能

と
な

っ
て

お
り

ま
す

が
、

特
に

今
後

、
海

外
展

開
に

取
り

組
ま

れ
る

開
発

企
業

の
皆

様
に

は
、

た
い

へ
ん

示
唆

に
富

む
内

容
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。

現
地

限
定

に
て

、
講

師
を

交
え

た
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
セ

ッ
シ

ョ
ン

も
ご

ざ
い

ま
す

。
お

誘
い

あ
わ

せ
の

う
え

、
ぜ

ひ
ご

参
加

く
だ

さ
い

。
●

日
時

2
0

2
6

年
３

月
1

2
日

（
木

）
9

：
3

0
～

1
2

：
4

0
（

開
場

・
受

付
開

始
：

9
：

0
0

）
 ※

オ
ン

ラ
イ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
1

1
：

3
0

ま
で

●
実

施
方

法
対

面
及

び
オ

ン
ラ

イ
ン

（
Z

O
O

M
ウ

ェ
ビ

ナ
ー

）
の

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

形
式

（
対

面
会

場
）

大
手

町
サ

ン
ケ

イ
プ

ラ
ザ

 3
0

1
-
3

0
2

会
場

（
 h

tt
p
s
:/

/
w

w
w

.s
-
p
la

z
a
.c

o
m

/
a
c
c
e
s
s
/
 ）

●
申

込
み

方
法

以
下

の
参

加
申

込
み

フ
ォ

ー
ム

よ
り

お
申

込
み

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

s
:/

/
9

e
d

8
b

d
4

2
.f
o
rm

.k
in

to
n

e
a
p

p
.c

o
m

/
p

u
b

lic
/
a
p

p
ly

-
in

te
rn

a
ti
o
n

a
l-

s
ym

p
o
s
iu

m
-
r7

申
込

締
切

日
：

2
0

2
6

年
３

月
９

日
（

月
）

1
7

時
●

主
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
・

基
調

講
演

（
学

校
法

人
東

京
理

科
大

学
 教

授
／

A
M

E
D

 介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
社

会
実

装
の

た
め

の
エ

ビ
デ

ン
ス

構
築

事
業

 P
S

 森
 武

俊
氏

）
・

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

関
連

施
策

紹
介

（
経

済
産

業
省

、
厚

生
労

働
省

）
・

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
通

し
た

介
護

現
場

の
課

題
解

決
モ

デ
ル

・
事

例
（

S
O

M
P

O
ケ

ア
株

式
会

社
、

株
式

会
社

S
P

IN
）

・
基

調
講

演
（

株
式

会
社

日
本

政
策

投
資

銀
行

 副
調

査
役

／
A

M
E

D
 介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

社
会

実
装

の
た

め
の

エ
ビ

デ
ン

ス
構

築
事

業
 P

O
 植

村
 佳

代
氏

）
・

海
外

展
開

を
見

据
え

た
研

究
開

発
の

取
組

（
マ

ッ
ス

ル
株

式
会

社
、

株
式

会
社

C
o
g
S

m
a
rt

、
株

式
会

社
善

光
総

合
研

究
所

）
・

【
現

地
限

定
】

コ
ー

ヒ
ー

ブ
レ

イ
ク

セ
ッ

シ
ョ

ン
（

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

）
●

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

詳
細

H
P

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
tt

d
a
ta

-
s
tr

a
te

g
y.

c
o
m

/
n

e
w

s
re

le
a
s
e
/
e
v
e
n

t/
s
ym

p
o
s
iu

m
2

6
0

3
1

2
/

●
対

象
・

海
外

展
開

に
興

味
の

あ
る

国
内

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

開
発

企
業

・
日

本
の

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

等
介

護
市

場
に

興
味

の
あ

る
海

外
機

関
　

等
●

定
員

現
地

：
先

着
8

0
名

、
オ

ン
ラ

イ
ン

：
先

着
2

0
0

名
（

予
定

）
※

定
員

に
達

し
次

第
、

早
め

に
申

し
込

み
を

締
め

切
ら

せ
て

い
た

だ
く

場
合

が
ご

ざ
い

ま
す

。
予

め
ご

了
承

く
だ

さ
い

。
●

参
加

費
用

無
料

●
お

問
い

合
わ

せ
先

株
式

会
社

N
T

T
デ

ー
タ

経
営

研
究

所
 ラ

イ
フ

・
バ

リ
ュ

ー
・

ク
リ

エ
イ

シ
ョ

ン
ユ

ニ
ッ

ト
担

当
：

大
塚

、
山

下
、

太
刀

川
d

is
s
e
m

in
a
te

_
c
a
re

_
te

c
h

@
n

tt
d

a
ta

-
s
tr

a
te

g
y.

c
o
m

本
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
は

、
国

立
研

究
開

発
法

人
日

本
医

療
研

究
開

発
機

構
（

A
M

E
D

）
に

よ
る

「
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
社

会
実

装
の

た
め

の
エ

ビ
デ

ン
ス

構
築

事
業

」
の

一
環

で
あ

り
、

株
式

会
社

ビ
ー

ブ
リ

ッ
ド

が
受

託
し

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
株

式
会

社
N

T
T

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

が
運

営
を

担
当

し
て

お
り

ま
す

。
・

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
　

h
tt

p
s
:/

/
ro

b
o
tc

a
re

.jp
/
jp

/
h

o
m

e
/
in

d
e
x

・
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

社
会

実
装

の
た

め
の

エ
ビ

デ
ン

ス
構

築
事

業
S

N
S

（
F
a
c
e
b
o
o
k
）

　
h

tt
p
s
:/

/
w

w
w

.f
a
c
e
b
o
o
k
.c

o
m

/
ro

b
o
tc

a
re

.jp
（

X
）

h
tt

p
s
:/

/
x
.c

o
m

/
ro

b
o
tc

a
re

_
jp

1
1

4
5

2
0

2
5

お
知

ら
せ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
開

発
メ

ー
カ

ー
ト

ー
キ

ン
グ

エ
イ

ド
新

機
能

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

す
る

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
募

集
の

お
知

ら
せ

肢
体

不
自

由
者

言
語

障
害

者
 発

達
障

害
者

こ
の

度
、

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
を

活
用

し
、

A
Iを

利
用

し
て

よ
り

一
層

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
次

期
ト

ー
キ

ン
グ

エ
イ

ド
の

開
発

を
計

画
し

て
お

り
ま

す
。

つ
き

ま
し

て
は

、
下

記
の

通
り

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
を

公
開

し
て

い
ま

す
の

で
、

ト
ー

キ
ン

グ
エ

イ
ド

が
多

く
の

方
々

に
認

知
さ

れ
、

現
在

も
進

化
を

続
け

て
い

る
と

い
う

情
報

発
信

の
ご

協
力

を
い

た
だ

け
ま

し
た

ら
幸

い
で

す
。

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
概

要
】

4
0

年
の

時
を

超
え

、
言

葉
の

壁
を

A
Iで

突
破

す
る

。
ト

ー
キ

ン
グ

エ
イ

ド
新

機
能

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
実

施
期

間
：

 2
0

2
6

年
2

月
1

7
日

（
火

）
～

 4
月

2
日

（
木

）
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
：

 R
E

A
D

Y
F

O
R

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ペ
ー

ジ
：

 h
tt

p
s
:/

/
re

a
d

yf
o
r.
jp

/
p

ro
je

c
ts

/
ta

lk
in

g
a
id

-
a
i

1
1

4
6

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
医

療
専

門
職

s
b

o
a
rd

 J
P

 W
e
b

（
S

w
it
c
h

A
c
c
e
s
s
ib

le
C

o
m

m
u

n
ic

a
ti
o
n

B
o
a
rd

）

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 家

族
 介

助
者

 就
労

・
就

学

簡
易

意
思

伝
達

ア
プ

リ
s
b

o
a
rd

 J
P

 W
e
b

を
リ

リ
ー

ス
し

ま
し

た
。

イ
ン

ス
ト

ー
ル

不
要

。
ブ

ラ
ウ

ザ
で

動
作

す
る

簡
易

意
思

伝
達

ア
プ

リ
で

す
。

iP
a
d

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

で
使

用
で

き
ま

す
。

ス
イ

ッ
チ

入
力

に
も

対
応

し
て

い
ま

す
。

ウ
ェ

ブ
ア

プ
リ

な
の

で
、

ア
ド

レ
ス

を
ク

リ
ッ

ク
す

る
だ

け
で

無
料

で
使

え
ま

す
。

■
特

徴
タ

ッ
チ

キ
ー

操
作

で
読

み
上

げ
ス

キ
ャ

ン
モ

ー
ド

で
、

ス
イ

ッ
チ

入
力

（
jo

ys
ti
c
k
-
b

la
c
k
等

、
外

部
ス

イ
ッ

チ
）

対
応

。

■
設

定
・

ダ
ー

ク
モ

ー
ド

・
ラ

イ
ト

モ
ー

ド
が

あ
り

ま
す

。
見

や
す

い
方

に
切

り
替

え
て

く
だ

さ
い

。
・

自
動

ス
キ

ャ
ン

（
ス

ペ
ー

ス
キ

ー
決

定
）

、
手

動
矢

印
キ

ー
ス

キ
ャ

ン
（

←
→

↑
↓

＋
E

n
te

rキ
ー

決
定

）
・

ス
キ

ャ
ン

ス
ピ

ー
ド

切
り

替
え

・
音

声
ガ

イ
ド

の
O

N
/
O

F
F

タ
ブ

レ
ッ

ト
の

ホ
ー

ム
画

面
に

、
w

e
b

ア
プ

リ
と

し
て

追
加

し
て

使
っ

て
い

た
だ

く
と

便
利

で
す

。
ア

プ
リ

の
バ

ー
ジ

ョ
ン

を
ツ

ー
ル

バ
ー

に
表

示
し

て
ま

す
。

シ
ン

プ
ル

・
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
・

エ
イ

ド
Ｕ

Ｒ
Ｌ

：
h

tt
p

s
:/

/
p

la
in

s
tu

d
io

.o
rg

/

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

4
3

2
0

2
5

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

そ
の

他
【

ご
案

内
】

【
2

/
2

5
（

水
）

】
「

介
護

現
場

と
開

発
企

業
が

つ
な

が
る

！
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
導

入
・

活
用

セ
ミ

ナ
ー

」
開

催
の

お
知

ら
せ

高
齢

者
 家

族
 介

助
者

国
立

研
究

開
発

法
人

日
本

医
療

研
究

開
発

機
構

（
A

M
E

D
）

に
よ

る
「

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

社
会

実
装

の
た

め
の

エ
ビ

デ
ン

ス
構

築
事

業
」

の
一

環
と

し
て

、
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

の
皆

様
、

介
護

分
野

で
の

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

開
発

企
業

の
皆

様
双

方
を

対
象

に
し

た
セ

ミ
ナ

ー
を

以
下

の
と

お
り

開
催

い
た

し
ま

す
。

本
セ

ミ
ナ

ー
で

は
、

介
護

現
場

で
実

際
に

活
用

さ
れ

て
い

る
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

取
組

事
例

を
知

る
と

と
も

に
、

最
新

の
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
動

向
や

、
現

場
で

の
活

用
に

つ
な

が
る

視
点

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

ま
す

。

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
導

入
・

活
用

を
検

討
さ

れ
て

い
る

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
の

方
は

も
ち

ろ
ん

、

現
場

の
課

題
や

ニ
ー

ズ
を

知
り

た
い

開
発

企
業

の
方

に
も

有
益

な
機

会
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。

ぜ
ひ

こ
の

機
会

に
ご

参
加

く
だ

さ
い

。

【
セ

ミ
ナ

ー
内

容
】

以
下

よ
り

、
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

い
た

だ
け

ま
す

。

h
tt

p
s
:/

/
fi
le

s
.m

ic
ro

c
m

s
-

a
s
s
e
ts

.io
/
a
s
s
e
ts

/
8

b
a
8

8
0

c
1

a
d
a
2

4
b
3

2
8

6
6

6
2

c
4

1
b
2

8
2

2
8

5
1

/
5

1
7

c
4

fc
0

b
a
a
9

4
3

4
d
a
4

c
1

7
4

5
b
e
d
9

9
8

5
7

f/
2

6
0

2
2

5
_
%

E
4

%
B

B
%

8
B

%
E

8
%

A
D

%
B

7
%

E
3

%
8

3
%

8
6

%
E

3
%

8
2

%
A

F
%

E
3

%
8

3
%

8
E

%
E

3
%

8
3

%
A

D
%

E
3

%
8

2
%

B
8

%
E

3
%

8
3

%
B

C
%

E
5

%
B

0
%

8
E

%
E

5
%

8
5

%
A

5
%

E
3

%
8

3
%

B
B

%
E

6
%

B
4

%
B

B
%

E
7

%
9

4
%

A
8

%
E

3
%

8
2

%
B

B
%

E
3

%
8

3
%

9
F
%

E
3

%
8

3
%

8
A

%
E

3
%

8
3

%
B

C
v
2

.p
d
f

【
開

催
概

要
】

日
時

：
2

0
2

6
年

2
月

2
5

日
（

水
）

1
0

：
0

0
～

1
2

：
3

0
（

開
場

・
受

付
開

始
：

9
：

3
0

）

※
オ

ン
ラ

イ
ン

配
信

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

1
2

:0
0

ま
で

テ
ー

マ
：

介
護

現
場

と
開

発
企

業
が

つ
な

が
る

！
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
導

入
・

活
用

セ
ミ

ナ
ー

●
実

施
方

法

対
面

及
び

オ
ン

ラ
イ

ン
（

Z
O

O
M

ウ
ェ

ビ
ナ

ー
）

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
形

式

●
（

対
面

会
場

）
A

P
赤

坂
グ

リ
ー

ン
ク

ロ
ス

（
東

京
都

港
区

2
-
4

-
6

赤
坂

グ
リ

ー
ン

ク
ロ

ス
４

階
）

東
京

メ
ト

ロ
銀

座
線

・
南

北
線

「
溜

池
山

王
」

駅
地

下
直

結

東
京

メ
ト

ロ
丸

ノ
内

線
・

千
代

田
線

「
国

会
議

事
堂

前
」

駅
地

下
直

結

●
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
国

内
の

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

関
連

の
政

策
動

向
（

経
済

産
業

省
、

厚
生

労
働

省
）

・
介

護
事

業
者

向
け

セ
ミ

ナ
ー

「
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

導
入

・
定

着
に

求
め

ら
れ

る
視

点
」

（
株

式
会

社
ビ

ー
ブ

リ
ッ

ド
）

・
メ

ー
カ

ー
に

よ
る

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

導
入

事
例

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

（
情

報
提

供
）

　
＊

R
T

.ワ
ー

ク
ス

株
式

会
社

　
＊

株
式

会
社

テ
ク

リ
コ

　
＊

コ
ニ

カ
ミ

ノ
ル

タ
株

式
会

社

　
＊

フ
ラ

ン
ス

ベ
ッ

ド
株

式
会

社

・
事

業
紹

介

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
　

開
発

・
導

入
・

活
用

の
個

別
相

談
会

 ※
現

地
の

み

●
対

象

・
介

護
事

業
者

・
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
開

発
企

業

・
そ

の
他

、
国

内
の

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
政

策
動

向
に

興
味

が
あ

る
方

　
等

介
護

事
業

者
、

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

開
発

企
業

等
に

所
属

す
る

職
員

の
方

、
そ

の
他

、
国

内
の

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
政

策
動

向
に

興
味

が
あ

る
方

等
ご

関
心

の
あ

る
方

は
ど

な
た

で
も

参
加

い
た

だ
け

ま
す

。

●
定

員
：

（
現

地
）

先
着

1
0

0
名

、
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）

先
着

3
0

0
名

（
予

定
）

※
定

員
に

達
し

次
第

、
早

め
に

申
し

込
み

を
締

め
切

ら
せ

て
い

た
だ

く
場

合
が

ご
ざ

い
ま

す
。

予
め

ご
了

承
く

だ
さ

い
。

●
参

加
費

用
：

無
料

●
申

込
み

方
法

以
下

の
「

参
加

申
込

み
フ

ォ
ー

ム
」

よ
り

お
申

込
み

く
だ

さ
い

。

h
tt

p
s
:/

/
9

e
d
8

b
d
4

2
.f
o
rm

.k
in

to
n

e
a
p
p
.c

o
m

/
p
u

b
lic

/
a
p
p
ly

-
d
o
m

e
s
ti
c
-
s
e
m

im
a
r-

r7

申
込

締
切

日
：

2
0

2
5

年
２

月
1

6
日

（
月

）

●
詳

細
H

P

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
tt

d
a
ta

-
s
tr

a
te

g
y.

c
o
m

/
n

e
w

s
re

le
a
s
e
/
e
v
e
n

t/
2

6
0

1
1

6
s
/

主
催

：
株

式
会

社
ビ

ー
ブ

リ
ッ

ド
（

B
IB

ri
d

）

共
催

：
株

式
会

社
N

T
T

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

■
お

問
い

合
わ

せ
先

株
式

会
社

N
T

T
デ

ー
タ

経
営

研
究

所
 ラ

イ
フ

・
バ

リ
ュ

ー
・

ク
リ

エ
イ

シ
ョ

ン
ユ

ニ
ッ

ト

担
当

：
大

塚
、

保
坂

、
太

刀
川

d
is

s
e
m

in
a
te

_
c
a
re

_
te

c
h

@
n

tt
d
a
ta

-
s
tr

a
te

g
y.

c
o
m

-79-



投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

7
7

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
開

発
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
の

ご
案

内
（

厚
生

労
働

省
事

業
）

高
齢

者
 家

族
 介

助
者

い
つ

も
大

変
お

世
話

に
な

っ
て

お
り

ま
す

。
N

T
T

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

「
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
の

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

支
援

事
業

」
事

務
局

で
ご

ざ
い

ま
す

。
厚

生
労

働
省

事
業

「
令

和
６

年
度

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
事

業
」

に
お

い
て

、
7

月
1

日
（

月
）

に
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
開

発
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

い
た

し
ま

す
。

ぜ
ひ

ご
参

加
く

だ
さ

い
。

詳
細

は
下

記
を

ご
参

照
い

た
だ

け
れ

ば
と

存
じ

ま
す

。
【

セ
ミ

ナ
ー

内
容

】
・

タ
イ

ト
ル

：
ニ

ー
ズ

×
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
セ

ミ
ナ

ー
2

0
2

4
 ～

現
場

で
活

用
さ

れ
る

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
作

り
出

す
た

め
に

～
・

日
時

：
令

和
６

年
７

月
１

日
（

月
）

1
5

：
0

0
～

1
7

：
0

0
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

予
定

）
：

　
講

演
１

：
介

護
現

場
に

お
け

る
生

産
性

向
上

と
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
関

連
の

政
策

に
つ

い
て

（
厚

生
労

働
省

）
　

講
演

２
：

経
済

産
業

省
に

お
け

る
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
政

策
に

つ
い

て
（

経
済

産
業

省
）

　
講

演
３

：
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

企
画

・
開

発
・

販
売

の
ポ

イ
ン

ト
 ～

介
護

現
場

の
ニ

ー
ズ

を
ふ

ま
え

た
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

を
つ

く
る

た
め

に
～

（
社

会
福

祉
法

人
善

光
会

/
株

式
会

社
善

光
総

合
研

究
所

）
　

講
演

４
：

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
創

り
か

た
・

使
わ

れ
か

た
（

Ｓ
Ｏ

Ｍ
Ｐ

Ｏ
ケ

ア
株

式
会

社
）

　
講

演
５

：
見

守
り

シ
ス

テ
ム

開
発

に
か

け
た

情
熱

 ～
現

場
ニ

ー
ズ

に
寄

り
添

っ
て

～
（

株
式

会
社

秋
田

テ
ク

ノ
デ

ザ
イ

ン
）

　
講

演
６

：
ニ

ー
ズ

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

支
援

事
業

 概
要

説
明

（
株

式
会

社
Ｎ

Ｔ
Ｔ

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

）
・

定
員

：
先

着
4

0
0

名
・

形
式

：
Z

o
o
m

ウ
ェ

ビ
ナ

ー
参

加
希

望
の

方
は

以
下

Ｕ
Ｒ

Ｌ
か

ら
お

申
込

み
く

だ
さ

い
。

申
込

Ｕ
Ｒ

Ｌ
：

h
tt

p
s
:/

/
5

8
6

f0
5

7
e
.f
o
rm

.k
in

to
n

e
a
p

p
.c

o
m

/
p

u
b

lic
/
2

f8
1

d
4

5
5

8
1

fc
8

e
0

e
d

2
d

b
f2

f0
fb

8
4

9
e
e
3

f4
fb

b
3

4
7

4
1

3
0

4
e
3

3
2

6
a
2

5
f

d
4

3
4

2
6

c
0

f4
【

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
事

業
に

つ
い

て
】

本
事

業
は

、
介

護
現

場
の

真
の

ニ
ー

ズ
を

反
映

し
た

ロ
ボ

ッ
ト

の
開

発
・

普
及

促
進

を
目

的
と

し
、

企
業

の
参

入
検

討
・

開
発

・
製

品
の

普
及

を
支

援
し

て
い

ま
す

。
支

援
を

希
望

さ
れ

る
開

発
企

業
の

皆
様

は
、

以
下

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

よ
り

エ
ン

ト
リ

ー
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
k
a
ig

o
s
e
is

a
n

s
e
i/

n
s
/
in

d
e
x
.h

tm
l

■
お

問
い

合
わ

せ
本

事
業

は
 株

式
会

社
N

T
T

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

が
厚

生
労

働
省

よ
り

委
託

を
受

け
実

施
し

て
お

り
ま

す
。

本
件

に
関

す
る

お
問

い
合

わ
せ

は
、

以
下

ま
で

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

「
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
事

業
」

事
務

局
株

式
会

社
N

T
T

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

ラ
イ

フ
・

バ
リ

ュ
ー

・
ク

リ
エ

イ
シ

ョ
ン

ユ
ニ

ッ
ト

M
a
il:
 n

s
-
p

la
t@

n
tt

d
a
ta

-
s
tr

a
te

g
y.

c
o
m

1
0

7
8

2
0

2
4

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)場

面
全

般
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
衣

類
、

洋
服

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
軟

骨
無

形
成

症
、

低
身

長
の

方
の

た
め

の
洋

服
製

作
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
始

動

そ
の

他
(軟

骨
無

形
成

症
、

低
身

長
症

)

事
務

局
よ

り
入

力
を

代
行

い
た

し
ま

す
。

私
は

軟
骨

無
形

成
症

（
指

定
難

病
2

7
6

）
の

子
を

持
つ

母
親

で
、

G
A

G
O

-
2

7
6

-
と

い
う

軟
骨

無
形

成
症

、
低

身
長

症
向

け
の

洋
服

製
作

を
し

て
お

り
ま

す
南

條
万

紀
子

と
申

し
ま

す
。

こ
の

度
、

２
回

目
の

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
を

ど
う

ぞ
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

【
【

  
軟

骨
無

形
成

症
と

い
う

病
気

に
つ

い
て

  
】

 軟
骨

無
形

成
症

は
２

万
人

に
１

人
の

出
生

と
い

わ
れ

、
全

国
に

5
,0

0
0

～
6

,0
0

0
人

い
る

と
言

わ
れ

て
お

り
ま

す
。

骨
系

統
疾

患
の

中
で

は
代

表
的

な
疾

患
で

、
遺

伝
子

の
変

異
が

認
め

ら
れ

、
骨

の
成

長
に

関
わ

る
軟

骨
の

異
常

に
よ

る
病

気
で

す
。

特
徴

と
し

ま
し

て
は

、
頭

が
大

き
く

低
身

長
（

成
人

の
女

性
の

平
均

が
1

2
5

c
m

前
後

、
男

性
の

平
均

が
1

3
0

c
m

前
後

）
、

四
肢

や
指

の
短

縮
、

背
骨

の
反

り
返

り
、

大
き

な
お

尻
や

太
い

太
も

も
、

そ
し

て
年

齢
と

と
も

に
上

半
身

と
下

半
身

の
バ

ラ
ン

ス
の

悪
さ

が
よ

り
目

立
っ

て
く

る
と

い
う

こ
と

が
あ

げ
ら

れ
ま

す
。

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

立
ち

上
げ

た
き

っ
か

け
】

軟
骨

無
形

成
症

の
洋

服
は

市
販

の
服

で
は

、
ピ

ッ
タ

リ
と

着
ら

れ
る

サ
イ

ズ
は

あ
り

ま
せ

ん
。

市
販

の
服

を
着

る
た

め
に

は
袖

丈
や

裾
丈

の
サ

イ
ズ

の
変

更
は

も
ち

ろ
ん

、
デ

ザ
イ

ン
の

変
更

も
必

要
と

な
る

場
合

が
あ

り
、

時
間

や
費

用
も

か
か

り
ま

す
。

【
今

回
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
実

現
し

た
い

こ
と

】
 軟

骨
無

形
成

症
の

特
徴

あ
る

体
形

に
合

っ
た

素
材

の
パ

ン
ツ

、
気

に
な

る
体

形
を

緩
和

し
、

履
き

心
地

の
良

い
パ

ン
ツ

を
製

作
し

て
い

き
ま

す
。

今
回

は
前

回
の

パ
ン

ツ
よ

り
張

り
の

あ
る

カ
ジ

ュ
ア

ル
パ

ン
ツ

に
す

る
予

定
で

す
。

対
象

は
制

作
費

の
都

合
上

ワ
ン

サ
イ

ズ
と

な
り

、
我

が
子

を
含

め
た

1
2

0
c
m

前
後

～
の

パ
ン

ツ
の

予
定

で
す

。
今

回
、

実
用

新
案

に
も

な
り

ま
し

た
立

体
的

な
お

尻
の

デ
ザ

イ
ン

が
生

か
せ

る
こ

と
が

出
来

れ
ば

と
も

考
え

て
お

り
ま

す
。

詳
し

く
は

下
記

（
別

サ
イ

ト
に

移
行

し
ま

す
）

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
R

E
A

D
Y

F
O

R
h

tt
p

s
:/

/
re

a
d

yf
o
r.
jp

/
p

ro
je

c
ts

/
G

A
G

O
-
2

7
6

-
C

F
2

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

4
7

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

屋
内

の
移

動
車

い
す

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)清

掃
治

具
個

人
車

椅
子

車
輪

の
楽

々
清

掃
高

齢
者

 介
助

者
そ

の
他

(車
椅

子
利

用
者

)

車
椅

子
で

外
出

 帰
宅

の
際

、
車

輪
汚

れ
を

簡
単

に
清

掃
で

き
る

治
具

を
考

案
し

ま
し

た
。

本
人

、
介

助
側

に
と

っ
て

の
過

重
を

軽
減

で
き

る
も

の
で

、
車

椅
子

か
ら

降
り

る
こ

と
も

無
く

、
軽

量
（

２
k
g
）

で
耐

荷
重

（
1

3
0

k
g
）

と
何

処
に

で
も

持
運

び
が

自
由

で
設

置
可

能
で

す
。

1
0

7
3

2
0

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
そ

の
他

(場
面

)日
常

装
具

利
用

者
の

家
族

眼
押

し
チ

ッ
ク

防
止

軽
量

ヘ
ル

メ
ッ

ト
視

覚
障

害
者

 知
的

障
害

者
 発

達
障

害
者

お
世

話
に

な
り

ま
す

。
製

作
頂

け
る

の
か

解
り

ま
せ

ん
が

、
二

十
歳

に
な

る
障

害
（

視
覚

障
害

：
右

目
失

明
、

左
目

裸
眼

0
.0

1
/
A

D
H

D
,

T
o
u

re
tt

e
症

候
群

、
強

迫
性

障
害

、
癲

癇
）

の
あ

る
娘

が
お

り
ま

す
が

、
眼

を
押

す
ト

ゥ
レ

ッ
ト

症
が

現
在

出
て

お
り

わ
ず

か
に

残
る

視
力

を
守

る
た

め
に

バ
イ

ク
用

フ
ル

フ
ェ

ー
ス

ヘ
ル

メ
ッ

ト
を

被
せ

て
ガ

ム
テ

ー
プ

を
貼

り
付

け
首

側
か

ら
顔

に
手

が
届

か
な

い
よ

う
固

定
し

て
お

り
ま

す
。

し
か

し
こ

れ
で

は
ま

と
も

に
外

を
歩

け
な

い
た

め
軽

量
で

尚
且

つ
し

っ
か

り
し

た
隙

間
の

な
い

ヘ
ル

メ
ッ

ト
が

欲
し

い
の

で
す

が
、

ど
こ

か
で

こ
の

よ
う

な
カ

ス
タ

ム
装

具
を

作
っ

て
頂

け
な

い
も

の
か

探
し

て
お

り
ま

す
。

1
0

7
4

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
総

務
省

「
情

報
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
好

事
例

2
0

2
3

」
の

公
表

に
つ

い
て

利
用

対
象

等
全

般
誰

も
が

デ
ジ

タ
ル

活
用

の
利

便
性

を
享

受
し

、
豊

か
な

人
生

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
社

会
の

実
現

の
た

め
に

は
、

IC
T

機
器

・
サ

ー
ビ

ス
の

情
報

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

の
確

保
が

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

総
務

省
で

は
、

 
(1

)国
民

全
般

に
広

く
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
に

配
慮

し
た

製
品

を
知

っ
て

い
た

だ
く

こ
と

 
(2

)情
報

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

に
特

に
配

慮
し

て
い

る
企

業
等

や
そ

の
取

組
を

奨
励

す
る

こ
と

を
主

な
目

的
と

し
て

、
令

和
5

年
度

か
ら

の
新

た
な

取
組

と
し

て
情

報
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
好

事
例

を
募

集
し

、
審

査
の

結
果

、
2

3
件

の
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

を
「

情
報

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

好
事

例
2

0
2

3
」

と
し

て
公

表
す

る
こ

と
と

し
ま

し
た

。
詳

細
は

下
記

の
総

務
省

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.s
o
u

m
u

.g
o
.jp

/
m

e
n

u
_
n

e
w

s
/
s
-
n

e
w

s
/
0

1
ry

u
ts

u
0

5
_
0

2
0

0
0

1
6

2
.h

tm
l

1
0

7
5

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
N

E
D

O
 2

0
2

4
年

度
「

S
B

IR
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
（

一
気

通
貫

型
）

に
係

る
公

募
開

始
の

お
知

ら
せ

利
用

対
象

等
全

般
■

S
B

IR
概

要
本

事
業

は
、

科
学

技
術

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

の
活

性
化

に
関

す
る

法
律

の
規

定
に

よ
り

定
め

ら
れ

た
、

指
定

補
助

金
等

の
交

付
等

に
関

す
る

指
針

に
基

づ
き

、
多

様
化

す
る

社
会

課
題

の
解

決
に

貢
献

す
る

研
究

開
発

型
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

等
の

研
究

開
発

の
促

進
及

び
成

果
の

円
滑

な
社

会
実

装
を

目
的

と
し

て
、

内
閣

府
が

司
令

塔
と

な
っ

て
、

省
庁

横
断

的
に

実
施

す
る

「
日

本
版

S
B

IR
（

S
m

a
ll/

S
ta

rt
u

p
 B

u
s
in

e
s
s
 I
n

n
o
v
a
ti
o
n

 R
e
s
e
a
rc

h
）

制
度

」
の

一
翼

を
担

う
も

の
で

す
。

本
公

募
で

は
、

「
一

気
通

貫
型

」
の

研
究

開
発

課
題

の
フ

ェ
ー

ズ
1

（
P

O
C

、
F

S
）

、
フ

ェ
ー

ズ
2

（
実

用
化

研
究

開
発

）
の

公
募

と
な

り
ま

す
。

■
公

募
期

間
2

0
2

4
年

4
月

3
0

日
（

火
）

か
ら

2
0

2
4

年
5

月
3

1
日

（
金

）
正

午
ま

で

■
説

明
会

5
月

1
3

日
(月

)1
3

：
3

0
～

1
5

：
0

0
（

申
込

要
）

■
詳

細
は

以
下

の
N

E
D

O
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

ご
確

認
い

た
だ

け
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/
k
o
u

b
o
/
C

A
2

_
1

0
0

4
5

8
.h

tm
l

【
お

問
い

合
わ

せ
先

】
N

E
D

O
　

S
B

IR
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
務

局
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

推
進

部
 プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
グ

ル
ー

プ
s
b

ir
_
p

fg
@

n
e
d

o
.g

o
.jp

1
0

7
6

2
0

2
4

お
知

ら
せ

そ
の

他
(場

面
)

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
障

害
者

自
立

支
援

機
器

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
2

0
2

4
出

展
者

募
集

開
始

の
お

知
ら

せ

利
用

対
象

等
全

般
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

２
４

を
開

催
し

ま
す

。
本

交
流

会
で

は
、

障
害

当
事

者
等

の
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

捉
え

た
支

援
機

器
開

発
と

な
る

よ
う

、
ニ

ー
ズ

（
使

う
人

）
と

シ
ー

ズ
（

作
る

人
）

の
交

流
を

深
め

る
取

り
組

み
を

行
う

も
の

で
す

。
交

流
会

で
は

障
害

者
の

た
め

の
自

立
支

援
機

器
の

展
示

、
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
、

意
見

交
換

を
実

施
し

ま
す

。
ま

た
、

併
催

イ
ベ

ン
ト

と
し

て
、

各
種

セ
ミ

ナ
ー

も
実

施
し

ま
す

。
詳

細
は

下
記

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

よ
り

随
時

情
報

を
掲

載
し

て
い

き
ま

す
の

で
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
【

交
流

会
開

催
日

程
】

来
場

料
無

料
　

入
退

出
自

由
　

・
W

e
b
開

催
　

令
和

６
年

１
０

月
　

１
日

（
火

）
～

令
和

６
年

１
月

３
１

日
（

金
）

　
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
H

P
内

Ｗ
ｅ

ｂ
交

流
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
　

・
大

阪
会

場
　

令
和

６
年

１
１

月
　

２
５

日
（

月
）

～
２

７
日

（
水

）
　

Ｏ
Ｍ

Ｍ
　

・
東

京
会

場
　

令
和

６
年

１
２

月
　

１
０

日
（

火
）

～
１

２
日

（
木

）
　

東
京

都
立

産
業

貿
易

セ
ン

タ
ー

浜
松

町
館

○
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

２
４

専
用

サ
イ

ト
h

tt
p
s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
2

0
2

4
k
o
ry

u
k
a
i/

w
e
b
/
h

a
ll/

c
m

s
/
#

ta
b
4

0
_d

e
ti
a
l

〇
出

展
者

の
募

集
【

７
月

５
日

（
木

）
1

6
:0

0
ま

で
】

出
展

費
用

無
料

出
展

要
項

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
n

e
e
d
s
m

a
tc

h
/
fi
le

0
6

/
s
yu

tt
e
n

yo
u

k
o
u

2
0

2
4

.p
d
f

下
記

、
よ

り
お

申
し

込
み

く
だ

さ
い

。
h

tt
p
s
:/

/
w

w
w

1
.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
ro

b
o
t/

m
a
k
e
r/

in
d
e
x
.p

h
p
?

fm
d
=
8

4
参

考
）

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
２

３
記

録
動

画
h

tt
p
s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
jM

2
Y

yE
th

_
7

4

-80-



投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

7
7

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
開

発
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
の

ご
案

内
（

厚
生

労
働

省
事

業
）

高
齢

者
 家

族
 介

助
者

い
つ

も
大

変
お

世
話

に
な

っ
て

お
り

ま
す

。
N

T
T

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

「
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
の

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

支
援

事
業

」
事

務
局

で
ご

ざ
い

ま
す

。
厚

生
労

働
省

事
業

「
令

和
６

年
度

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
事

業
」

に
お

い
て

、
7

月
1

日
（

月
）

に
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
開

発
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

い
た

し
ま

す
。

ぜ
ひ

ご
参

加
く

だ
さ

い
。

詳
細

は
下

記
を

ご
参

照
い

た
だ

け
れ

ば
と

存
じ

ま
す

。
【

セ
ミ

ナ
ー

内
容

】
・

タ
イ

ト
ル

：
ニ

ー
ズ

×
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
セ

ミ
ナ

ー
2

0
2

4
 ～

現
場

で
活

用
さ

れ
る

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
作

り
出

す
た

め
に

～
・

日
時

：
令

和
６

年
７

月
１

日
（

月
）

1
5

：
0

0
～

1
7

：
0

0
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

予
定

）
：

　
講

演
１

：
介

護
現

場
に

お
け

る
生

産
性

向
上

と
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
関

連
の

政
策

に
つ

い
て

（
厚

生
労

働
省

）
　

講
演

２
：

経
済

産
業

省
に

お
け

る
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
政

策
に

つ
い

て
（

経
済

産
業

省
）

　
講

演
３

：
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

企
画

・
開

発
・

販
売

の
ポ

イ
ン

ト
 ～

介
護

現
場

の
ニ

ー
ズ

を
ふ

ま
え

た
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

を
つ

く
る

た
め

に
～

（
社

会
福

祉
法

人
善

光
会

/
株

式
会

社
善

光
総

合
研

究
所

）
　

講
演

４
：

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
創

り
か

た
・

使
わ

れ
か

た
（

Ｓ
Ｏ

Ｍ
Ｐ

Ｏ
ケ

ア
株

式
会

社
）

　
講

演
５

：
見

守
り

シ
ス

テ
ム

開
発

に
か

け
た

情
熱

 ～
現

場
ニ

ー
ズ

に
寄

り
添

っ
て

～
（

株
式

会
社

秋
田

テ
ク

ノ
デ

ザ
イ

ン
）

　
講

演
６

：
ニ

ー
ズ

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

支
援

事
業

 概
要

説
明

（
株

式
会

社
Ｎ

Ｔ
Ｔ

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

）
・

定
員

：
先

着
4

0
0

名
・

形
式

：
Z

o
o
m

ウ
ェ

ビ
ナ

ー
参

加
希

望
の

方
は

以
下

Ｕ
Ｒ

Ｌ
か

ら
お

申
込

み
く

だ
さ

い
。

申
込

Ｕ
Ｒ

Ｌ
：

h
tt

p
s
:/

/
5

8
6

f0
5

7
e
.f
o
rm

.k
in

to
n

e
a
p

p
.c

o
m

/
p

u
b

lic
/
2

f8
1

d
4

5
5

8
1

fc
8

e
0

e
d

2
d

b
f2

f0
fb

8
4

9
e
e
3

f4
fb

b
3

4
7

4
1

3
0

4
e
3

3
2

6
a
2

5
f

d
4

3
4

2
6

c
0

f4
【

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
事

業
に

つ
い

て
】

本
事

業
は

、
介

護
現

場
の

真
の

ニ
ー

ズ
を

反
映

し
た

ロ
ボ

ッ
ト

の
開

発
・

普
及

促
進

を
目

的
と

し
、

企
業

の
参

入
検

討
・

開
発

・
製

品
の

普
及

を
支

援
し

て
い

ま
す

。
支

援
を

希
望

さ
れ

る
開

発
企

業
の

皆
様

は
、

以
下

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

よ
り

エ
ン

ト
リ

ー
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
k
a
ig

o
s
e
is

a
n

s
e
i/

n
s
/
in

d
e
x
.h

tm
l

■
お

問
い

合
わ

せ
本

事
業

は
 株

式
会

社
N

T
T

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

が
厚

生
労

働
省

よ
り

委
託

を
受

け
実

施
し

て
お

り
ま

す
。

本
件

に
関

す
る

お
問

い
合

わ
せ

は
、

以
下

ま
で

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

「
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
事

業
」

事
務

局
株

式
会

社
N

T
T

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

ラ
イ

フ
・

バ
リ

ュ
ー

・
ク

リ
エ

イ
シ

ョ
ン

ユ
ニ

ッ
ト

M
a
il:
 n

s
-
p

la
t@

n
tt

d
a
ta

-
s
tr

a
te

g
y.

c
o
m

1
0

7
8

2
0

2
4

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)場

面
全

般
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
衣

類
、

洋
服

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
軟

骨
無

形
成

症
、

低
身

長
の

方
の

た
め

の
洋

服
製

作
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
始

動

そ
の

他
(軟

骨
無

形
成

症
、

低
身

長
症

)

事
務

局
よ

り
入

力
を

代
行

い
た

し
ま

す
。

私
は

軟
骨

無
形

成
症

（
指

定
難

病
2

7
6

）
の

子
を

持
つ

母
親

で
、

G
A

G
O

-
2

7
6

-
と

い
う

軟
骨

無
形

成
症

、
低

身
長

症
向

け
の

洋
服

製
作

を
し

て
お

り
ま

す
南

條
万

紀
子

と
申

し
ま

す
。

こ
の

度
、

２
回

目
の

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
を

ど
う

ぞ
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

【
【

  
軟

骨
無

形
成

症
と

い
う

病
気

に
つ

い
て

  
】

 軟
骨

無
形

成
症

は
２

万
人

に
１

人
の

出
生

と
い

わ
れ

、
全

国
に

5
,0

0
0

～
6

,0
0

0
人

い
る

と
言

わ
れ

て
お

り
ま

す
。

骨
系

統
疾

患
の

中
で

は
代

表
的

な
疾

患
で

、
遺

伝
子

の
変

異
が

認
め

ら
れ

、
骨

の
成

長
に

関
わ

る
軟

骨
の

異
常

に
よ

る
病

気
で

す
。

特
徴

と
し

ま
し

て
は

、
頭

が
大

き
く

低
身

長
（

成
人

の
女

性
の

平
均

が
1

2
5

c
m

前
後

、
男

性
の

平
均

が
1

3
0

c
m

前
後

）
、

四
肢

や
指

の
短

縮
、

背
骨

の
反

り
返

り
、

大
き

な
お

尻
や

太
い

太
も

も
、

そ
し

て
年

齢
と

と
も

に
上

半
身

と
下

半
身

の
バ

ラ
ン

ス
の

悪
さ

が
よ

り
目

立
っ

て
く

る
と

い
う

こ
と

が
あ

げ
ら

れ
ま

す
。

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

立
ち

上
げ

た
き

っ
か

け
】

軟
骨

無
形

成
症

の
洋

服
は

市
販

の
服

で
は

、
ピ

ッ
タ

リ
と

着
ら

れ
る

サ
イ

ズ
は

あ
り

ま
せ

ん
。

市
販

の
服

を
着

る
た

め
に

は
袖

丈
や

裾
丈

の
サ

イ
ズ

の
変

更
は

も
ち

ろ
ん

、
デ

ザ
イ

ン
の

変
更

も
必

要
と

な
る

場
合

が
あ

り
、

時
間

や
費

用
も

か
か

り
ま

す
。

【
今

回
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
実

現
し

た
い

こ
と

】
 軟

骨
無

形
成

症
の

特
徴

あ
る

体
形

に
合

っ
た

素
材

の
パ

ン
ツ

、
気

に
な

る
体

形
を

緩
和

し
、

履
き

心
地

の
良

い
パ

ン
ツ

を
製

作
し

て
い

き
ま

す
。

今
回

は
前

回
の

パ
ン

ツ
よ

り
張

り
の

あ
る

カ
ジ

ュ
ア

ル
パ

ン
ツ

に
す

る
予

定
で

す
。

対
象

は
制

作
費

の
都

合
上

ワ
ン

サ
イ

ズ
と

な
り

、
我

が
子

を
含

め
た

1
2

0
c
m

前
後

～
の

パ
ン

ツ
の

予
定

で
す

。
今

回
、

実
用

新
案

に
も

な
り

ま
し

た
立

体
的

な
お

尻
の

デ
ザ

イ
ン

が
生

か
せ

る
こ

と
が

出
来

れ
ば

と
も

考
え

て
お

り
ま

す
。

詳
し

く
は

下
記

（
別

サ
イ

ト
に

移
行

し
ま

す
）

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
R

E
A

D
Y

F
O

R
h

tt
p

s
:/

/
re

a
d

yf
o
r.
jp

/
p

ro
je

c
ts

/
G

A
G

O
-
2

7
6

-
C

F
2

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

4
7

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

屋
内

の
移

動
車

い
す

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)清

掃
治

具
個

人
車

椅
子

車
輪

の
楽

々
清

掃
高

齢
者

 介
助

者
そ

の
他

(車
椅

子
利

用
者

)

車
椅

子
で

外
出

 帰
宅

の
際

、
車

輪
汚

れ
を

簡
単

に
清

掃
で

き
る

治
具

を
考

案
し

ま
し

た
。

本
人

、
介

助
側

に
と

っ
て

の
過

重
を

軽
減

で
き

る
も

の
で

、
車

椅
子

か
ら

降
り

る
こ

と
も

無
く

、
軽

量
（

２
k
g
）

で
耐

荷
重

（
1

3
0

k
g
）

と
何

処
に

で
も

持
運

び
が

自
由

で
設

置
可

能
で

す
。

1
0

7
3

2
0

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
そ

の
他

(場
面

)日
常

装
具

利
用

者
の

家
族

眼
押

し
チ

ッ
ク

防
止

軽
量

ヘ
ル

メ
ッ

ト
視

覚
障

害
者

 知
的

障
害

者
 発

達
障

害
者

お
世

話
に

な
り

ま
す

。
製

作
頂

け
る

の
か

解
り

ま
せ

ん
が

、
二

十
歳

に
な

る
障

害
（

視
覚

障
害

：
右

目
失

明
、

左
目

裸
眼

0
.0

1
/
A

D
H

D
,

T
o
u

re
tt

e
症

候
群

、
強

迫
性

障
害

、
癲

癇
）

の
あ

る
娘

が
お

り
ま

す
が

、
眼

を
押

す
ト

ゥ
レ

ッ
ト

症
が

現
在

出
て

お
り

わ
ず

か
に

残
る

視
力

を
守

る
た

め
に

バ
イ

ク
用

フ
ル

フ
ェ

ー
ス

ヘ
ル

メ
ッ

ト
を

被
せ

て
ガ

ム
テ

ー
プ

を
貼

り
付

け
首

側
か

ら
顔

に
手

が
届

か
な

い
よ

う
固

定
し

て
お

り
ま

す
。

し
か

し
こ

れ
で

は
ま

と
も

に
外

を
歩

け
な

い
た

め
軽

量
で

尚
且

つ
し

っ
か

り
し

た
隙

間
の

な
い

ヘ
ル

メ
ッ

ト
が

欲
し

い
の

で
す

が
、

ど
こ

か
で

こ
の

よ
う

な
カ

ス
タ

ム
装

具
を

作
っ

て
頂

け
な

い
も

の
か

探
し

て
お

り
ま

す
。

1
0

7
4

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
総

務
省

「
情

報
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
好

事
例

2
0

2
3

」
の

公
表

に
つ

い
て

利
用

対
象

等
全

般
誰

も
が

デ
ジ

タ
ル

活
用

の
利

便
性

を
享

受
し

、
豊

か
な

人
生

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
社

会
の

実
現

の
た

め
に

は
、

IC
T

機
器

・
サ

ー
ビ

ス
の

情
報

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

の
確

保
が

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

総
務

省
で

は
、

 
(1

)国
民

全
般

に
広

く
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
に

配
慮

し
た

製
品

を
知

っ
て

い
た

だ
く

こ
と

 
(2

)情
報

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

に
特

に
配

慮
し

て
い

る
企

業
等

や
そ

の
取

組
を

奨
励

す
る

こ
と

を
主

な
目

的
と

し
て

、
令

和
5

年
度

か
ら

の
新

た
な

取
組

と
し

て
情

報
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
好

事
例

を
募

集
し

、
審

査
の

結
果

、
2

3
件

の
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

を
「

情
報

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

好
事

例
2

0
2

3
」

と
し

て
公

表
す

る
こ

と
と

し
ま

し
た

。
詳

細
は

下
記

の
総

務
省

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.s
o
u

m
u

.g
o
.jp

/
m

e
n

u
_
n

e
w

s
/
s
-
n

e
w

s
/
0

1
ry

u
ts

u
0

5
_
0

2
0

0
0

1
6

2
.h

tm
l

1
0

7
5

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
N

E
D

O
 2

0
2

4
年

度
「

S
B

IR
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
（

一
気

通
貫

型
）

に
係

る
公

募
開

始
の

お
知

ら
せ

利
用

対
象

等
全

般
■

S
B

IR
概

要
本

事
業

は
、

科
学

技
術

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

の
活

性
化

に
関

す
る

法
律

の
規

定
に

よ
り

定
め

ら
れ

た
、

指
定

補
助

金
等

の
交

付
等

に
関

す
る

指
針

に
基

づ
き

、
多

様
化

す
る

社
会

課
題

の
解

決
に

貢
献

す
る

研
究

開
発

型
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

等
の

研
究

開
発

の
促

進
及

び
成

果
の

円
滑

な
社

会
実

装
を

目
的

と
し

て
、

内
閣

府
が

司
令

塔
と

な
っ

て
、

省
庁

横
断

的
に

実
施

す
る

「
日

本
版

S
B

IR
（

S
m

a
ll/

S
ta

rt
u

p
 B

u
s
in

e
s
s
 I
n

n
o
v
a
ti
o
n

 R
e
s
e
a
rc

h
）

制
度

」
の

一
翼

を
担

う
も

の
で

す
。

本
公

募
で

は
、

「
一

気
通

貫
型

」
の

研
究

開
発

課
題

の
フ

ェ
ー

ズ
1

（
P

O
C

、
F

S
）

、
フ

ェ
ー

ズ
2

（
実

用
化

研
究

開
発

）
の

公
募

と
な

り
ま

す
。

■
公

募
期

間
2

0
2

4
年

4
月

3
0

日
（

火
）

か
ら

2
0

2
4

年
5

月
3

1
日

（
金

）
正

午
ま

で

■
説

明
会

5
月

1
3

日
(月

)1
3

：
3

0
～

1
5

：
0

0
（

申
込

要
）

■
詳

細
は

以
下

の
N

E
D

O
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

ご
確

認
い

た
だ

け
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/
k
o
u

b
o
/
C

A
2

_
1

0
0

4
5

8
.h

tm
l

【
お

問
い

合
わ

せ
先

】
N

E
D

O
　

S
B

IR
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
務

局
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

推
進

部
 プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
グ

ル
ー

プ
s
b

ir
_
p

fg
@

n
e
d

o
.g

o
.jp

1
0

7
6

2
0

2
4

お
知

ら
せ

そ
の

他
(場

面
)

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
障

害
者

自
立

支
援

機
器

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
2

0
2

4
出

展
者

募
集

開
始

の
お

知
ら

せ

利
用

対
象

等
全

般
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

２
４

を
開

催
し

ま
す

。
本

交
流

会
で

は
、

障
害

当
事

者
等

の
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

捉
え

た
支

援
機

器
開

発
と

な
る

よ
う

、
ニ

ー
ズ

（
使

う
人

）
と

シ
ー

ズ
（

作
る

人
）

の
交

流
を

深
め

る
取

り
組

み
を

行
う

も
の

で
す

。
交

流
会

で
は

障
害

者
の

た
め

の
自

立
支

援
機

器
の

展
示

、
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
、

意
見

交
換

を
実

施
し

ま
す

。
ま

た
、

併
催

イ
ベ

ン
ト

と
し

て
、

各
種

セ
ミ

ナ
ー

も
実

施
し

ま
す

。
詳

細
は

下
記

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

よ
り

随
時

情
報

を
掲

載
し

て
い

き
ま

す
の

で
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
【

交
流

会
開

催
日

程
】

来
場

料
無

料
　

入
退

出
自

由
　

・
W

e
b
開

催
　

令
和

６
年

１
０

月
　

１
日

（
火

）
～

令
和

６
年

１
月

３
１

日
（

金
）

　
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
H

P
内

Ｗ
ｅ

ｂ
交

流
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
　

・
大

阪
会

場
　

令
和

６
年

１
１

月
　

２
５

日
（

月
）

～
２

７
日

（
水

）
　

Ｏ
Ｍ

Ｍ
　

・
東

京
会

場
　

令
和

６
年

１
２

月
　

１
０

日
（

火
）

～
１

２
日

（
木

）
　

東
京

都
立

産
業

貿
易

セ
ン

タ
ー

浜
松

町
館

○
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

２
４

専
用

サ
イ

ト
h

tt
p
s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
2

0
2

4
k
o
ry

u
k
a
i/

w
e
b
/
h

a
ll/

c
m

s
/
#

ta
b
4

0
_d

e
ti
a
l

〇
出

展
者

の
募

集
【

７
月

５
日

（
木

）
1

6
:0

0
ま

で
】

出
展

費
用

無
料

出
展

要
項

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
n

e
e
d
s
m

a
tc

h
/
fi
le

0
6

/
s
yu

tt
e
n

yo
u

k
o
u

2
0

2
4

.p
d
f

下
記

、
よ

り
お

申
し

込
み

く
だ

さ
い

。
h

tt
p
s
:/

/
w

w
w

1
.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
ro

b
o
t/

m
a
k
e
r/

in
d
e
x
.p

h
p
?

fm
d
=
8

4
参

考
）

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
２

３
記

録
動

画
h

tt
p
s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
jM

2
Y

yE
th

_
7

4

-80-

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

7
7

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
開

発
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
の

ご
案

内
（

厚
生

労
働

省
事

業
）

高
齢

者
 家

族
 介

助
者

い
つ

も
大

変
お

世
話

に
な

っ
て

お
り

ま
す

。
N

T
T

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

「
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
の

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

支
援

事
業

」
事

務
局

で
ご

ざ
い

ま
す

。
厚

生
労

働
省

事
業

「
令

和
６

年
度

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
事

業
」

に
お

い
て

、
7

月
1

日
（

月
）

に
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
開

発
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

い
た

し
ま

す
。

ぜ
ひ

ご
参

加
く

だ
さ

い
。

詳
細

は
下

記
を

ご
参

照
い

た
だ

け
れ

ば
と

存
じ

ま
す

。
【

セ
ミ

ナ
ー

内
容

】
・

タ
イ

ト
ル

：
ニ

ー
ズ

×
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
セ

ミ
ナ

ー
2

0
2

4
 ～

現
場

で
活

用
さ

れ
る

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
作

り
出

す
た

め
に

～
・

日
時

：
令

和
６

年
７

月
１

日
（

月
）

1
5

：
0

0
～

1
7

：
0

0
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

予
定

）
：

講
演

１
：

介
護

現
場

に
お

け
る

生
産

性
向

上
と

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

関
連

の
政

策
に

つ
い

て
（

厚
生

労
働

省
）

講
演

２
：

経
済

産
業

省
に

お
け

る
ロ

ボ
ッ

ト
介

護
機

器
政

策
に

つ
い

て
（

経
済

産
業

省
）

講
演

３
：

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
企

画
・

開
発

・
販

売
の

ポ
イ

ン
ト

 ～
介

護
現

場
の

ニ
ー

ズ
を

ふ
ま

え
た

製
品

・
サ

ー
ビ

ス
を

つ
く

る
た

め
に

～
（

社
会

福
祉

法
人

善
光

会
/
株

式
会

社
善

光
総

合
研

究
所

）
　

講
演

４
：

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
創

り
か

た
・

使
わ

れ
か

た
（

Ｓ
Ｏ

Ｍ
Ｐ

Ｏ
ケ

ア
株

式
会

社
）

　
講

演
５

：
見

守
り

シ
ス

テ
ム

開
発

に
か

け
た

情
熱

 ～
現

場
ニ

ー
ズ

に
寄

り
添

っ
て

～
（

株
式

会
社

秋
田

テ
ク

ノ
デ

ザ
イ

ン
）

　
講

演
６

：
ニ

ー
ズ

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

支
援

事
業

 概
要

説
明

（
株

式
会

社
Ｎ

Ｔ
Ｔ

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

）
・

定
員

：
先

着
4

0
0

名
・

形
式

：
Z

o
o
m

ウ
ェ

ビ
ナ

ー
参

加
希

望
の

方
は

以
下

Ｕ
Ｒ

Ｌ
か

ら
お

申
込

み
く

だ
さ

い
。

申
込

Ｕ
Ｒ

Ｌ
：

h
tt

p
s
:/

/
5

8
6

f0
5

7
e
.f
o
rm

.k
in

to
n

e
a
p

p
.c

o
m

/
p

u
b

lic
/
2

f8
1

d
4

5
5

8
1

fc
8

e
0

e
d

2
d

b
f2

f0
fb

8
4

9
e
e
3

f4
fb

b
3

4
7

4
1

3
0

4
e
3

3
2

6
a
2

5
f

d
4

3
4

2
6

c
0

f4
【

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
事

業
に

つ
い

て
】

本
事

業
は

、
介

護
現

場
の

真
の

ニ
ー

ズ
を

反
映

し
た

ロ
ボ

ッ
ト

の
開

発
・

普
及

促
進

を
目

的
と

し
、

企
業

の
参

入
検

討
・

開
発

・
製

品
の

普
及

を
支

援
し

て
い

ま
す

。
支

援
を

希
望

さ
れ

る
開

発
企

業
の

皆
様

は
、

以
下

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

よ
り

エ
ン

ト
リ

ー
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
k
a
ig

o
s
e
is

a
n

s
e
i/

n
s
/
in

d
e
x
.h

tm
l

■
お

問
い

合
わ

せ
本

事
業

は
 株

式
会

社
N

T
T

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

が
厚

生
労

働
省

よ
り

委
託

を
受

け
実

施
し

て
お

り
ま

す
。

本
件

に
関

す
る

お
問

い
合

わ
せ

は
、

以
下

ま
で

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

「
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
事

業
」

事
務

局
株

式
会

社
N

T
T

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

ラ
イ

フ
・

バ
リ

ュ
ー

・
ク

リ
エ

イ
シ

ョ
ン

ユ
ニ

ッ
ト

M
a
il:
 n

s
-
p

la
t@

n
tt

d
a
ta

-
s
tr

a
te

g
y.

c
o
m

1
0

7
8

2
0

2
4

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)場

面
全

般
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
衣

類
、

洋
服

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
軟

骨
無

形
成

症
、

低
身

長
の

方
の

た
め

の
洋

服
製

作
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
始

動

そ
の

他
(軟

骨
無

形
成

症
、

低
身

長
症

)

事
務

局
よ

り
入

力
を

代
行

い
た

し
ま

す
。

私
は

軟
骨

無
形

成
症

（
指

定
難

病
2

7
6

）
の

子
を

持
つ

母
親

で
、

G
A

G
O

-
2

7
6

-
と

い
う

軟
骨

無
形

成
症

、
低

身
長

症
向

け
の

洋
服

製
作

を
し

て
お

り
ま

す
南

條
万

紀
子

と
申

し
ま

す
。

こ
の

度
、

２
回

目
の

ク
ラ

ウ
ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
を

ど
う

ぞ
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

【
【

  
軟

骨
無

形
成

症
と

い
う

病
気

に
つ

い
て

  
】

 軟
骨

無
形

成
症

は
２

万
人

に
１

人
の

出
生

と
い

わ
れ

、
全

国
に

5
,0

0
0

～
6

,0
0

0
人

い
る

と
言

わ
れ

て
お

り
ま

す
。

骨
系

統
疾

患
の

中
で

は
代

表
的

な
疾

患
で

、
遺

伝
子

の
変

異
が

認
め

ら
れ

、
骨

の
成

長
に

関
わ

る
軟

骨
の

異
常

に
よ

る
病

気
で

す
。

特
徴

と
し

ま
し

て
は

、
頭

が
大

き
く

低
身

長
（

成
人

の
女

性
の

平
均

が
1

2
5

c
m

前
後

、
男

性
の

平
均

が
1

3
0

c
m

前
後

）
、

四
肢

や
指

の
短

縮
、

背
骨

の
反

り
返

り
、

大
き

な
お

尻
や

太
い

太
も

も
、

そ
し

て
年

齢
と

と
も

に
上

半
身

と
下

半
身

の
バ

ラ
ン

ス
の

悪
さ

が
よ

り
目

立
っ

て
く

る
と

い
う

こ
と

が
あ

げ
ら

れ
ま

す
。

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

立
ち

上
げ

た
き

っ
か

け
】

軟
骨

無
形

成
症

の
洋

服
は

市
販

の
服

で
は

、
ピ

ッ
タ

リ
と

着
ら

れ
る

サ
イ

ズ
は

あ
り

ま
せ

ん
。

市
販

の
服

を
着

る
た

め
に

は
袖

丈
や

裾
丈

の
サ

イ
ズ

の
変

更
は

も
ち

ろ
ん

、
デ

ザ
イ

ン
の

変
更

も
必

要
と

な
る

場
合

が
あ

り
、

時
間

や
費

用
も

か
か

り
ま

す
。

【
今

回
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
実

現
し

た
い

こ
と

】
 軟

骨
無

形
成

症
の

特
徴

あ
る

体
形

に
合

っ
た

素
材

の
パ

ン
ツ

、
気

に
な

る
体

形
を

緩
和

し
、

履
き

心
地

の
良

い
パ

ン
ツ

を
製

作
し

て
い

き
ま

す
。

今
回

は
前

回
の

パ
ン

ツ
よ

り
張

り
の

あ
る

カ
ジ

ュ
ア

ル
パ

ン
ツ

に
す

る
予

定
で

す
。

対
象

は
制

作
費

の
都

合
上

ワ
ン

サ
イ

ズ
と

な
り

、
我

が
子

を
含

め
た

1
2

0
c
m

前
後

～
の

パ
ン

ツ
の

予
定

で
す

。
今

回
、

実
用

新
案

に
も

な
り

ま
し

た
立

体
的

な
お

尻
の

デ
ザ

イ
ン

が
生

か
せ

る
こ

と
が

出
来

れ
ば

と
も

考
え

て
お

り
ま

す
。

詳
し

く
は

下
記

（
別

サ
イ

ト
に

移
行

し
ま

す
）

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
R

E
A

D
Y

F
O

R
h

tt
p

s
:/

/
re

a
d

yf
o
r.
jp

/
p

ro
je

c
ts

/
G

A
G

O
-
2

7
6

-
C

F
2

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

4
7

2
0

2
5

新
製

品
・

技
術

屋
内

の
移

動
車

い
す

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)清

掃
治

具
個

人
車

椅
子

車
輪

の
楽

々
清

掃
高

齢
者

 介
助

者
そ

の
他

(車
椅

子
利

用
者

)

車
椅

子
で

外
出

 帰
宅

の
際

、
車

輪
汚

れ
を

簡
単

に
清

掃
で

き
る

治
具

を
考

案
し

ま
し

た
。

本
人

、
介

助
側

に
と

っ
て

の
過

重
を

軽
減

で
き

る
も

の
で

、
車

椅
子

か
ら

降
り

る
こ

と
も

無
く

、
軽

量
（

２
k
g
）

で
耐

荷
重

（
1

3
0

k
g
）

と
何

処
に

で
も

持
運

び
が

自
由

で
設

置
可

能
で

す
。

1
0

7
3

2
0

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
そ

の
他

(場
面

)日
常

装
具

利
用

者
の

家
族

眼
押

し
チ

ッ
ク

防
止

軽
量

ヘ
ル

メ
ッ

ト
視

覚
障

害
者

 知
的

障
害

者
 発

達
障

害
者

お
世

話
に

な
り

ま
す

。
製

作
頂

け
る

の
か

解
り

ま
せ

ん
が

、
二

十
歳

に
な

る
障

害
（

視
覚

障
害

：
右

目
失

明
、

左
目

裸
眼

0
.0

1
/
A

D
H

D
,

T
o
u

re
tt

e
症

候
群

、
強

迫
性

障
害

、
癲

癇
）

の
あ

る
娘

が
お

り
ま

す
が

、
眼

を
押

す
ト

ゥ
レ

ッ
ト

症
が

現
在

出
て

お
り

わ
ず

か
に

残
る

視
力

を
守

る
た

め
に

バ
イ

ク
用

フ
ル

フ
ェ

ー
ス

ヘ
ル

メ
ッ

ト
を

被
せ

て
ガ

ム
テ

ー
プ

を
貼

り
付

け
首

側
か

ら
顔

に
手

が
届

か
な

い
よ

う
固

定
し

て
お

り
ま

す
。

し
か

し
こ

れ
で

は
ま

と
も

に
外

を
歩

け
な

い
た

め
軽

量
で

尚
且

つ
し

っ
か

り
し

た
隙

間
の

な
い

ヘ
ル

メ
ッ

ト
が

欲
し

い
の

で
す

が
、

ど
こ

か
で

こ
の

よ
う

な
カ

ス
タ

ム
装

具
を

作
っ

て
頂

け
な

い
も

の
か

探
し

て
お

り
ま

す
。

1
0

7
4

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
総

務
省

「
情

報
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
好

事
例

2
0

2
3

」
の

公
表

に
つ

い
て

利
用

対
象

等
全

般
誰

も
が

デ
ジ

タ
ル

活
用

の
利

便
性

を
享

受
し

、
豊

か
な

人
生

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
社

会
の

実
現

の
た

め
に

は
、

IC
T

機
器

・
サ

ー
ビ

ス
の

情
報

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

の
確

保
が

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

総
務

省
で

は
、

(1
)国

民
全

般
に

広
く

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

に
配

慮
し

た
製

品
を

知
っ

て
い

た
だ

く
こ

と
(2

)情
報

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

に
特

に
配

慮
し

て
い

る
企

業
等

や
そ

の
取

組
を

奨
励

す
る

こ
と

を
主

な
目

的
と

し
て

、
令

和
5

年
度

か
ら

の
新

た
な

取
組

と
し

て
情

報
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
好

事
例

を
募

集
し

、
審

査
の

結
果

、
2

3
件

の
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

を
「

情
報

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

好
事

例
2

0
2

3
」

と
し

て
公

表
す

る
こ

と
と

し
ま

し
た

。
詳

細
は

下
記

の
総

務
省

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.s
o
u

m
u

.g
o
.jp

/
m

e
n

u
_
n

e
w

s
/
s
-
n

e
w

s
/
0

1
ry

u
ts

u
0

5
_
0

2
0

0
0

1
6

2
.h

tm
l

1
0

7
5

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
N

E
D

O
 2

0
2

4
年

度
「

S
B

IR
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
（

一
気

通
貫

型
）

に
係

る
公

募
開

始
の

お
知

ら
せ

利
用

対
象

等
全

般
■

S
B

IR
概

要
本

事
業

は
、

科
学

技
術

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

の
活

性
化

に
関

す
る

法
律

の
規

定
に

よ
り

定
め

ら
れ

た
、

指
定

補
助

金
等

の
交

付
等

に
関

す
る

指
針

に
基

づ
き

、
多

様
化

す
る

社
会

課
題

の
解

決
に

貢
献

す
る

研
究

開
発

型
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

等
の

研
究

開
発

の
促

進
及

び
成

果
の

円
滑

な
社

会
実

装
を

目
的

と
し

て
、

内
閣

府
が

司
令

塔
と

な
っ

て
、

省
庁

横
断

的
に

実
施

す
る

「
日

本
版

S
B

IR
（

S
m

a
ll/

S
ta

rt
u

p
 B

u
s
in

e
s
s
 I
n

n
o
v
a
ti
o
n

 R
e
s
e
a
rc

h
）

制
度

」
の

一
翼

を
担

う
も

の
で

す
。

本
公

募
で

は
、

「
一

気
通

貫
型

」
の

研
究

開
発

課
題

の
フ

ェ
ー

ズ
1

（
P

O
C

、
F

S
）

、
フ

ェ
ー

ズ
2

（
実

用
化

研
究

開
発

）
の

公
募

と
な

り
ま

す
。

■
公

募
期

間
2

0
2

4
年

4
月

3
0

日
（

火
）

か
ら

2
0

2
4

年
5

月
3

1
日

（
金

）
正

午
ま

で

■
説

明
会

5
月

1
3

日
(月

)1
3

：
3

0
～

1
5

：
0

0
（

申
込

要
）

■
詳

細
は

以
下

の
N

E
D

O
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

ご
確

認
い

た
だ

け
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/
k
o
u

b
o
/
C

A
2

_
1

0
0

4
5

8
.h

tm
l

【
お

問
い

合
わ

せ
先

】
N

E
D

O
　

S
B

IR
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
務

局
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

推
進

部
 プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
グ

ル
ー

プ
s
b

ir
_
p

fg
@

n
e
d

o
.g

o
.jp

1
0

7
6

2
0

2
4

お
知

ら
せ

そ
の

他
(場

面
)

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
障

害
者

自
立

支
援

機
器

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
2

0
2

4
出

展
者

募
集

開
始

の
お

知
ら

せ

利
用

対
象

等
全

般
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

２
４

を
開

催
し

ま
す

。
本

交
流

会
で

は
、

障
害

当
事

者
等

の
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

捉
え

た
支

援
機

器
開

発
と

な
る

よ
う

、
ニ

ー
ズ

（
使

う
人

）
と

シ
ー

ズ
（

作
る

人
）

の
交

流
を

深
め

る
取

り
組

み
を

行
う

も
の

で
す

。
交

流
会

で
は

障
害

者
の

た
め

の
自

立
支

援
機

器
の

展
示

、
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
、

意
見

交
換

を
実

施
し

ま
す

。
ま

た
、

併
催

イ
ベ

ン
ト

と
し

て
、

各
種

セ
ミ

ナ
ー

も
実

施
し

ま
す

。
詳

細
は

下
記

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

よ
り

随
時

情
報

を
掲

載
し

て
い

き
ま

す
の

で
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
【

交
流

会
開

催
日

程
】

来
場

料
無

料
　

入
退

出
自

由
　

・
W

e
b
開

催
　

令
和

６
年

１
０

月
　

１
日

（
火

）
～

令
和

６
年

１
月

３
１

日
（

金
）

　
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
H

P
内

Ｗ
ｅ

ｂ
交

流
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
　

・
大

阪
会

場
　

令
和

６
年

１
１

月
　

２
５

日
（

月
）

～
２

７
日

（
水

）
　

Ｏ
Ｍ

Ｍ
　

・
東

京
会

場
　

令
和

６
年

１
２

月
　

１
０

日
（

火
）

～
１

２
日

（
木

）
　

東
京

都
立

産
業

貿
易

セ
ン

タ
ー

浜
松

町
館

○
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

２
４

専
用

サ
イ

ト
h

tt
p
s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
2

0
2

4
k
o
ry

u
k
a
i/

w
e
b
/
h

a
ll/

c
m

s
/
#

ta
b
4

0
_d

e
ti
a
l

〇
出

展
者

の
募

集
【

７
月

５
日

（
木

）
1

6
:0

0
ま

で
】

出
展

費
用

無
料

出
展

要
項

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
n

e
e
d
s
m

a
tc

h
/
fi
le

0
6

/
s
yu

tt
e
n

yo
u

k
o
u

2
0

2
4

.p
d
f

下
記

、
よ

り
お

申
し

込
み

く
だ

さ
い

。
h

tt
p
s
:/

/
w

w
w

1
.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
ro

b
o
t/

m
a
k
e
r/

in
d
e
x
.p

h
p
?

fm
d
=
8

4
参

考
）

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
２

３
記

録
動

画
h

tt
p
s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
jM

2
Y

yE
th

_
7

4

-81-



投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

8
2

2
0

2
4

新
製

品
・

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
医

療
専

門
職

意
思

伝
達

ア
プ

リ
「

s
b

o
a
rd

 J
P

」
肢

体
不

自
由

者
視

覚
障

害
者

 聴
覚

障
害

者
 言

語
障

害
者

「
s
b

o
a
rd

 J
P

」
は

、
P

C
で

の
文

字
入

力
が

難
し

い
場

合
に

、
ス

キ
ャ

ン
キ

ー
、

あ
る

い
は

自
動

ク
リ

ッ
ク

で
日

本
語

の
文

字
を

入
力

で
き

る
w

in
d

o
w

s
用

ア
プ

リ
で

す
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

困
難

を
抱

え
る

方
々

の
、

日
常

生
活

に
お

け
る

意
思

伝
達

の
障

壁
を

取
り

除
き

、
利

用
者

が
自

分
の

考
え

や
感

情
を

簡
単

に
表

現
で

き
る

よ
う

サ
ポ

ー
ト

し
ま

す
。

簡
易

の
意

思
伝

達
装

置
と

し
て

使
用

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

操
作

支
援

ス
イ

ッ
チ

を
使

っ
て

操
作

し
た

い
場

合
に

も
お

使
い

く
だ

さ
い

。
主

機
能

：
  
  
・

キ
ー

ボ
ー

ド
ク

リ
ッ

ク
(ス

キ
ャ

ン
キ

ー
機

能
)

  
  
・

マ
ウ

ス
操

作
（

自
動

ク
リ

ッ
ク

、
滞

留
機

能
）

主
な

特
徴

：
ス

キ
ャ

ン
キ

ー
や

自
動

ク
リ

ッ
ク

を
使

っ
て

文
字

を
入

力
し

、
キ

ー
ボ

ー
ド

や
マ

ウ
ス

の
操

作
を

補
助

し
ま

す
。

主
な

機
能

に
は

、
文

字
入

力
の

ス
キ

ャ
ン

キ
ー

機
能

、
自

動
ク

リ
ッ

ク
、

メ
ー

ル
送

信
機

能
、

テ
キ

ス
ト

の
ク

リ
ッ

プ
ボ

ー
ド

コ
ピ

ー
な

ど
が

あ
り

ま
す

。
さ

ら
に

、
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
可

能
な

ス
キ

ャ
ン

キ
ー

速
度

や
ク

リ
ッ

ク
時

間
の

設
定

も
可

能
で

す
。

■
直

感
的

な
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
：

  
  

 シ
ン

プ
ル

で
使

い
や

す
い

デ
ザ

イ
ン

に
よ

り
、

初
め

て
の

方
で

も
す

ぐ
に

使
い

こ
な

せ
ま

す
。

　
　

（
最

初
は

ス
ペ

ー
ス

キ
ー

で
ス

タ
ー

ト
し

ま
す

。
ま

ず
は

、
ス

ペ
ー

ス
キ

ー
の

み
で

入
力

し
て

み
て

く
だ

さ
い

。
）

■
多

言
語

対
応

：
  
  
 日

本
語

版
と

英
語

版
が

あ
り

ま
す

。
■

音
声

出
力

機
能

：
  

  
 テ

キ
ス

ト
を

音
声

に
変

換
す

る
機

能
を

備
え

て
お

り
、

声
を

出
せ

な
い

方
で

も
意

思
を

伝
え

る
こ

と
が

可
能

で
す

。
■

視
覚

障
害

者
対

応
：

  
  

音
声

機
能

に
よ

り
、

視
覚

障
害

の
あ

る
方

々
も

利
用

で
き

る
設

計
に

な
っ

て
い

ま
す

。
■

無
料

で
利

用
可

能
：

  
  
「

s
b

o
a
rd

 J
P

」
は

無
料

で
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
し

て
利

用
で

き
ま

す
。

意
思

伝
達

装
置

が
使

え
る

か
ど

う
か

、
試

し
て

み
た

い
　

　
時

に
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

利
用

シ
ー

ン
：

■
日

常
生

活
：

  
  
  
 家

族
や

友
人

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

円
滑

に
な

り
、

よ
り

充
実

し
た

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
■

医
療

現
場

：
  
  
  
  
医

療
ス

タ
ッ

フ
と

の
意

思
疎

通
が

ス
ム

ー
ズ

に
な

り
、

適
切

な
ケ

ア
を

受
け

る
た

め
の

手
助

け
と

な
り

ま
す

。
■

教
育

現
場

：
  
  
  
  
学

校
や

学
習

支
援

施
設

で
の

利
用

に
よ

り
、

教
育

の
機

会
を

広
げ

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
問

題
点

や
課

題
：

　
メ

ー
ル

設
定

や
詳

細
な

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

な
ど

、
一

部
の

操
作

に
は

介
護

者
や

サ
ポ

ー
ト

ス
タ

ッ
フ

の
助

け
が

必
要

と
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

定
型

文
は

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
な

い
の

で
、

文
字

入
力

に
時

間
が

か
か

る
場

合
が

あ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

）
「

s
b

o
a
rd

 J
P

」
は

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
バ

リ
ア

を
取

り
除

き
、

利
用

者
が

自
立

し
て

生
活

す
る

た
め

の
ツ

ー
ル

で
す

。
よ

り
多

く
の

方
々

が
ご

使
用

で
き

る
よ

う
、

サ
ポ

ー
ト

支
援

を
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
■

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

h
tt

p
s
:/

/
p

la
in

s
tu

d
io

.o
rg

/
開

発
者

：
A

c
c
e
s
s
ib

ili
ty

 D
e
s
ig

n
理

学
療

法
士

柴
　

士
朗

1
0

8
3

2
0

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
屋

内
の

移
動

つ
え

 歩
行

器
・

歩
行

車
利

用
者

公
共

施
設

で
の

貸
出

補
助

具
の

拡
大

（
上

肢
不

自
由

）

肢
体

不
自

由
者

小
型

の
キ

ャ
リ

ー
ケ

ー
ス

を
、

杖
や

手
す

り
 兼

 カ
バ

ン
 と

し
て

持
ち

歩
い

て
い

ま
す

。
ヘ

ル
プ

マ
ー

ク
を

付
け

て
い

て
も

、
美

術
館

や
劇

場
で

ロ
ッ

カ
ー

や
ク

ロ
ー

ク
に

預
け

る
よ

う
案

内
さ

れ
る

こ
と

が
多

い
で

す
。

で
も

、
貴

重
品

と
杖

を
出

す
、

な
ど

物
の

出
し

入
れ

が
上

肢
不

自
由

者
に

は
か

な
り

手
間

で
す

。

せ
め

て
、

車
椅

子
や

ベ
ビ

ー
カ

ー
同

様
、

歩
行

器
や

杖
（

ト
レ

ッ
キ

ン
グ

ポ
ー

ル
）

の
館

内
貸

出
が

で
き

れ
ば

。
と

思
い

ま
す

。

1
0

8
4

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
6

年
度

 厚
生

労
働

省
自

立
支

援
機

器
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

人
材

育
成

事
業

(A
ID

-
P

) 
参

加
申

し
込

み
受

付
開

始

利
用

対
象

等
全

般
本

事
業

は
、

障
害

者
の

多
岐

に
わ

た
る

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
捉

え
、

か
つ

事
業

化
の

視
点

を
踏

ま
え

た
人

材
育

成
と

を
目

的
と

し
た

厚
生

労
働

省
の

事
業

で
、

昨
年

度
に

引
き

続
き

プ
レ

モ
パ

ー
ト

ナ
ー

が
実

施
団

体
と

し
て

事
業

（
A

ID
-
P

と
名

称
）

を
実

施
す

る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

A
ID

-
P

で
は

、
東

京
・

大
阪

の
2

か
所

で
、

7
ヶ

月
間

（
各

会
場

月
 1

回
程

度
）

に
わ

た
る

W
S

等
を

実
施

し
、

デ
ザ

イ
ン

思
考

に
精

通
し

た
ジ

ャ
パ

ン
バ

イ
オ

デ
ザ

イ
ン

フ
ェ

ロ
ー

シ
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
修

了
生

等
が

講
師

と
な

り
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
及

び
そ

の
後

の
課

題
に

対
す

る
メ

ン
タ

リ
ン

グ
等

の
支

援
を

行
い

、
障

書
者

の
支

援
機

器
開

発
に

特
化

し
た

人
材

を
育

成
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
す

。
今

年
度

は
8

月
に

仙
台

で
の

1
d

a
y 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
も

開
催

予
定

で
す

。

（
応

募
要

項
の

概
要

）
本

年
度

は
、

一
般

応
募

と
N

e
e
d

 K
n

o
w

e
r一

部
参

加
型

の
2

通
り

の
応

募
を

い
た

し
ま

す
。

＊
N

e
e
d

 K
n

o
w

e
r：

本
事

業
で

は
、

対
象

と
す

る
領

域
の

障
害

が
あ

る
方

を
指

し
ま

す
。

大
阪

会
場

で
は

視
覚

障
害

者
を

、
東

京
会

場
で

は
脊

髄
損

傷
に

よ
る

障
害

者
を

N
e
e
d

 K
n

o
w

e
rと

し
て

、
一

般
応

募
お

よ
び

N
e
e
d

 K
n

o
w

e
r一

部
参

加
型

で
優

先
し

て
採

択
い

た
し

ま
す

。

【
一

般
応

募
】

全
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

へ
の

参
加

が
必

要
に

な
り

ま
す

。
 N

e
e
d

 K
n

o
w

e
rの

方
の

優
先

枠
を

設
定

し
て

お
り

ま
す

が
、

全
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
参

加
い

た
だ

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

【
N

e
e
d

 K
n

o
w

e
r一

部
参

加
型

】
N

e
e
d

 K
n

o
w

e
r（

視
覚

障
害

・
脊

髄
損

傷
に

よ
る

障
害

者
）

の
方

の
み

オ
ン

ラ
イ

ン
参

加
を

含
め

一
部

参
加

応
募

で
き

ま
す

。
各

々
に

応
募

フ
ォ

ー
ム

を
設

け
て

お
り

ま
す

。
応

募
フ

ォ
ー

ム
と

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

詳
細

等
は

プ
レ

モ
パ

ー
ト

ナ
ー

　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
ご

確
認

く
だ

さ
い

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.p
re

m
o
p

a
rt

n
e
rs

.c
o
m

/
a
id

p
/

事
業

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.p
re

m
o
p

a
rt

n
e
rs

.c
o
m

/
a
id

p
/

運
営

：
プ

レ
モ

パ
ー

ト
ナ

ー
株

式
会

社

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

7
9

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

行
政

【
助

成
金

エ
ン

ト
リ

ー
受

付
中

】
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
関

連
、

福
祉

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
製

品
の

販
路

開
拓

を
支

援
！

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
介

助
者

 共
用

品
利

用
対

象
等

全
般

公
益

財
団

法
人

東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
か

ら
の

お
知

ら
せ

【
令

和
６

年
度

  
障

害
者

向
け

製
品

等
の

販
路

開
拓

支
援

事
業

（
助

成
金

）
エ

ン
ト

リ
ー

受
付

中
】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

製
品

や
コ

ン
テ

ン
ツ

等
か

ら
、

福
祉

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
製

品
ま

で
、

「
障

害
者

向
け

」
等

の
製

品
や

サ
ー

ビ
ス

の
製

造
・

販
売

に
取

り
組

む
都

内
の

中
小

企
業

を
対

象
に

、
展

示
会

出
展

や
自

社
W

e
b

サ
イ

ト
制

作
な

ど
の

費
用

を
助

成
し

ま
す

。
（

助
成

上
限

額
1

5
0

万
円

・
助

成
率

2
/
3

）
只

今
、

エ
ン

ト
リ

ー
受

付
中

！

▼
詳

細
は

こ
ち

ら
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

1
0

8
0

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

行
政

【
助

成
金

エ
ン

ト
リ

ー
受

付
中

】
ア

ク
テ

ィ
ブ

シ
ニ

ア
製

品
や

健
康

・
介

護
製

品
の

販
路

開
拓

を
支

援
！

利
用

対
象

等
全

般
公

益
財

団
法

人
東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

か
ら

の
お

知
ら

せ
【

令
和

６
年

度
  

高
齢

者
向

け
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

の
販

路
開

拓
支

援
事

業
（

助
成

金
）

エ
ン

ト
リ

ー
受

付
中

】
ア

ク
テ

ィ
ブ

シ
ニ

ア
製

品
か

ら
健

康
・

介
護

製
品

ま
で

、
「

高
齢

者
・

シ
ニ

ア
」

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
し

た
製

品
や

サ
ー

ビ
ス

の
製

造
・

販
売

に
取

り
組

む
都

内
の

中
小

企
業

を
対

象
に

、
展

示
会

出
展

や
自

社
W

e
b

サ
イ

ト
制

作
な

ど
の

費
用

を
助

成
し

ま
す

。
（

助
成

上
限

額
1

5
0

万
円

・
助

成
率

2
/
3

）
只

今
、

エ
ン

ト
リ

ー
受

付
中

！
▼

詳
細

は
こ

ち
ら

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
k
o
u

re
is

ya
_
h

a
n

ro
k
a
it
a
k
u

.h
tm

l

1
0

8
1

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
6

年
度

 厚
生

労
働

省
自

立
支

援
機

器
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

人
材

育
成

事
業

(A
ID

-
P

) 
事

前
説

明
会

利
用

対
象

等
全

般
支

援
機

器
の

開
発

で
は

、
約

5
0

%
の

開
発

が
製

品
発

売
に

至
り

ま
せ

ん
。

そ
の

要
因

と
し

て
、

支
援

機
器

の
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

把
握

が
不

十
分

、
開

発
に

携
わ

る
医

療
福

祉
専

門
職

等
の

事
業

化
（

ビ
ジ

ネ
ス

）
に

関
す

る
理

解
の

不
十

分
な

ど
が

挙
げ

ら
れ

ま
す

。

本
事

業
は

、
障

害
者

の
多

岐
に

わ
た

る
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

捉
え

、
か

つ
事

業
化

の
視

点
を

踏
ま

え
た

人
材

育
成

と
を

目
的

と
し

た
厚

生
労

働
省

の
事

業
で

、
昨

年
度

に
引

き
続

き
プ

レ
モ

パ
ー

ト
ナ

ー
が

実
施

団
体

と
し

て
事

業
（

A
ID

-
P

と
名

称
）

を
実

施
す

る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

A
ID

-
P

で
は

、
東

京
・

大
阪

の
2

か
所

で
、

7
ヶ

月
間

（
各

会
場

月
 1

回
程

度
）

に
わ

た
る

W
S

等
を

実
施

し
、

デ
ザ

イ
ン

思
考

に
精

通
し

た
ジ

ャ
パ

ン
バ

イ
オ

デ
ザ

イ
ン

フ
ェ

ロ
ー

シ
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
修

了
生

等
が

講
師

と
な

り
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
及

び
そ

の
後

の
課

題
に

対
す

る
メ

ン
タ

リ
ン

グ
等

の
支

援
を

行
い

、
障

書
者

の
支

援
機

器
開

発
に

特
化

し
た

人
材

を
育

成
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
す

。
今

年
度

は
8

月
に

仙
台

で
の

1
d

a
y 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
も

開
催

予
定

で
す

。

令
和

6
年

度
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
開

催
し

、
障

害
者

の
支

援
機

器
開

発
に

熱
意

を
持

ち
取

り
組

ん
で

く
だ

さ
る

受
講

者
を

募
集

す
る

た
め

の
、

事
前

説
明

会
（

参
加

費
：

無
料

）
を

オ
ン

ラ
イ

ン
に

て
開

催
い

た
し

ま
す

。

本
事

業
に

ご
興

味
を

お
持

ち
の

方
は

、
是

非
お

気
軽

に
ご

参
加

く
だ

さ
い

。

対
象

：
・

医
療

福
祉

専
門

職
(医

師
、

看
護

師
、

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
、

言
語

聴
覚

士
、

介
護

福
祉

士
等

)
・

大
学

や
研

究
機

関
に

所
属

す
る

研
究

者
(医

学
、

工
学

等
)

・
支

援
機

器
開

発
産

業
に

既
に

参
入

し
て

い
る

、
又

は
将

来
的

な
参

入
を

検
討

し
て

い
る

研
究

開
発

、
製

品
企

画
、

新
規

事
業

等
を

担
当

す
る

企
業

所
属

の
方

・
ご

自
身

が
障

害
を

お
持

ち
で

支
援

機
器

開
発

に
取

り
組

ん
で

み
た

い
方

皆
様

の
ご

応
募

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

事
業

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.p
re

m
o
p

a
rt

n
e
rs

.c
o
m

/
a
id

p
/

運
営

：
プ

レ
モ

パ
ー

ト
ナ

ー
株

式
会

社

-82-



投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

8
2

2
0

2
4

新
製

品
・

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
医

療
専

門
職

意
思

伝
達

ア
プ

リ
「

s
b

o
a
rd

 J
P

」
肢

体
不

自
由

者
視

覚
障

害
者

 聴
覚

障
害

者
 言

語
障

害
者

「
s
b

o
a
rd

 J
P

」
は

、
P

C
で

の
文

字
入

力
が

難
し

い
場

合
に

、
ス

キ
ャ

ン
キ

ー
、

あ
る

い
は

自
動

ク
リ

ッ
ク

で
日

本
語

の
文

字
を

入
力

で
き

る
w

in
d

o
w

s
用

ア
プ

リ
で

す
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

困
難

を
抱

え
る

方
々

の
、

日
常

生
活

に
お

け
る

意
思

伝
達

の
障

壁
を

取
り

除
き

、
利

用
者

が
自

分
の

考
え

や
感

情
を

簡
単

に
表

現
で

き
る

よ
う

サ
ポ

ー
ト

し
ま

す
。

簡
易

の
意

思
伝

達
装

置
と

し
て

使
用

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

操
作

支
援

ス
イ

ッ
チ

を
使

っ
て

操
作

し
た

い
場

合
に

も
お

使
い

く
だ

さ
い

。
主

機
能

：
  
  
・

キ
ー

ボ
ー

ド
ク

リ
ッ

ク
(ス

キ
ャ

ン
キ

ー
機

能
)

  
  
・

マ
ウ

ス
操

作
（

自
動

ク
リ

ッ
ク

、
滞

留
機

能
）

主
な

特
徴

：
ス

キ
ャ

ン
キ

ー
や

自
動

ク
リ

ッ
ク

を
使

っ
て

文
字

を
入

力
し

、
キ

ー
ボ

ー
ド

や
マ

ウ
ス

の
操

作
を

補
助

し
ま

す
。

主
な

機
能

に
は

、
文

字
入

力
の

ス
キ

ャ
ン

キ
ー

機
能

、
自

動
ク

リ
ッ

ク
、

メ
ー

ル
送

信
機

能
、

テ
キ

ス
ト

の
ク

リ
ッ

プ
ボ

ー
ド

コ
ピ

ー
な

ど
が

あ
り

ま
す

。
さ

ら
に

、
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
可

能
な

ス
キ

ャ
ン

キ
ー

速
度

や
ク

リ
ッ

ク
時

間
の

設
定

も
可

能
で

す
。

■
直

感
的

な
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
：

  
  

 シ
ン

プ
ル

で
使

い
や

す
い

デ
ザ

イ
ン

に
よ

り
、

初
め

て
の

方
で

も
す

ぐ
に

使
い

こ
な

せ
ま

す
。

　
　

（
最

初
は

ス
ペ

ー
ス

キ
ー

で
ス

タ
ー

ト
し

ま
す

。
ま

ず
は

、
ス

ペ
ー

ス
キ

ー
の

み
で

入
力

し
て

み
て

く
だ

さ
い

。
）

■
多

言
語

対
応

：
  
  
 日

本
語

版
と

英
語

版
が

あ
り

ま
す

。
■

音
声

出
力

機
能

：
  

  
 テ

キ
ス

ト
を

音
声

に
変

換
す

る
機

能
を

備
え

て
お

り
、

声
を

出
せ

な
い

方
で

も
意

思
を

伝
え

る
こ

と
が

可
能

で
す

。
■

視
覚

障
害

者
対

応
：

  
  

音
声

機
能

に
よ

り
、

視
覚

障
害

の
あ

る
方

々
も

利
用

で
き

る
設

計
に

な
っ

て
い

ま
す

。
■

無
料

で
利

用
可

能
：

  
  
「

s
b

o
a
rd

 J
P

」
は

無
料

で
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
し

て
利

用
で

き
ま

す
。

意
思

伝
達

装
置

が
使

え
る

か
ど

う
か

、
試

し
て

み
た

い
　

　
時

に
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

利
用

シ
ー

ン
：

■
日

常
生

活
：

  
  
  
 家

族
や

友
人

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

円
滑

に
な

り
、

よ
り

充
実

し
た

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
■

医
療

現
場

：
  
  
  
  
医

療
ス

タ
ッ

フ
と

の
意

思
疎

通
が

ス
ム

ー
ズ

に
な

り
、

適
切

な
ケ

ア
を

受
け

る
た

め
の

手
助

け
と

な
り

ま
す

。
■

教
育

現
場

：
  
  
  
  
学

校
や

学
習

支
援

施
設

で
の

利
用

に
よ

り
、

教
育

の
機

会
を

広
げ

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
問

題
点

や
課

題
：

　
メ

ー
ル

設
定

や
詳

細
な

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

な
ど

、
一

部
の

操
作

に
は

介
護

者
や

サ
ポ

ー
ト

ス
タ

ッ
フ

の
助

け
が

必
要

と
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

定
型

文
は

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
な

い
の

で
、

文
字

入
力

に
時

間
が

か
か

る
場

合
が

あ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

）
「

s
b

o
a
rd

 J
P

」
は

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
バ

リ
ア

を
取

り
除

き
、

利
用

者
が

自
立

し
て

生
活

す
る

た
め

の
ツ

ー
ル

で
す

。
よ

り
多

く
の

方
々

が
ご

使
用

で
き

る
よ

う
、

サ
ポ

ー
ト

支
援

を
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
■

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

h
tt

p
s
:/

/
p

la
in

s
tu

d
io

.o
rg

/
開

発
者

：
A

c
c
e
s
s
ib

ili
ty

 D
e
s
ig

n
理

学
療

法
士

柴
　

士
朗

1
0

8
3

2
0

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
屋

内
の

移
動

つ
え

 歩
行

器
・

歩
行

車
利

用
者

公
共

施
設

で
の

貸
出

補
助

具
の

拡
大

（
上

肢
不

自
由

）

肢
体

不
自

由
者

小
型

の
キ

ャ
リ

ー
ケ

ー
ス

を
、

杖
や

手
す

り
 兼

 カ
バ

ン
 と

し
て

持
ち

歩
い

て
い

ま
す

。
ヘ

ル
プ

マ
ー

ク
を

付
け

て
い

て
も

、
美

術
館

や
劇

場
で

ロ
ッ

カ
ー

や
ク

ロ
ー

ク
に

預
け

る
よ

う
案

内
さ

れ
る

こ
と

が
多

い
で

す
。

で
も

、
貴

重
品

と
杖

を
出

す
、

な
ど

物
の

出
し

入
れ

が
上

肢
不

自
由

者
に

は
か

な
り

手
間

で
す

。

せ
め

て
、

車
椅

子
や

ベ
ビ

ー
カ

ー
同

様
、

歩
行

器
や

杖
（

ト
レ

ッ
キ

ン
グ

ポ
ー

ル
）

の
館

内
貸

出
が

で
き

れ
ば

。
と

思
い

ま
す

。

1
0

8
4

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
6

年
度

 厚
生

労
働

省
自

立
支

援
機

器
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

人
材

育
成

事
業

(A
ID

-
P

) 
参

加
申

し
込

み
受

付
開

始

利
用

対
象

等
全

般
本

事
業

は
、

障
害

者
の

多
岐

に
わ

た
る

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
捉

え
、

か
つ

事
業

化
の

視
点

を
踏

ま
え

た
人

材
育

成
と

を
目

的
と

し
た

厚
生

労
働

省
の

事
業

で
、

昨
年

度
に

引
き

続
き

プ
レ

モ
パ

ー
ト

ナ
ー

が
実

施
団

体
と

し
て

事
業

（
A

ID
-
P

と
名

称
）

を
実

施
す

る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

A
ID

-
P

で
は

、
東

京
・

大
阪

の
2

か
所

で
、

7
ヶ

月
間

（
各

会
場

月
 1

回
程

度
）

に
わ

た
る

W
S

等
を

実
施

し
、

デ
ザ

イ
ン

思
考

に
精

通
し

た
ジ

ャ
パ

ン
バ

イ
オ

デ
ザ

イ
ン

フ
ェ

ロ
ー

シ
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
修

了
生

等
が

講
師

と
な

り
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
及

び
そ

の
後

の
課

題
に

対
す

る
メ

ン
タ

リ
ン

グ
等

の
支

援
を

行
い

、
障

書
者

の
支

援
機

器
開

発
に

特
化

し
た

人
材

を
育

成
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
す

。
今

年
度

は
8

月
に

仙
台

で
の

1
d

a
y 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
も

開
催

予
定

で
す

。

（
応

募
要

項
の

概
要

）
本

年
度

は
、

一
般

応
募

と
N

e
e
d

 K
n

o
w

e
r一

部
参

加
型

の
2

通
り

の
応

募
を

い
た

し
ま

す
。

＊
N

e
e
d

 K
n

o
w

e
r：

本
事

業
で

は
、

対
象

と
す

る
領

域
の

障
害

が
あ

る
方

を
指

し
ま

す
。

大
阪

会
場

で
は

視
覚

障
害

者
を

、
東

京
会

場
で

は
脊

髄
損

傷
に

よ
る

障
害

者
を

N
e
e
d

 K
n

o
w

e
rと

し
て

、
一

般
応

募
お

よ
び

N
e
e
d

 K
n

o
w

e
r一

部
参

加
型

で
優

先
し

て
採

択
い

た
し

ま
す

。

【
一

般
応

募
】

全
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

へ
の

参
加

が
必

要
に

な
り

ま
す

。
 N

e
e
d

 K
n

o
w

e
rの

方
の

優
先

枠
を

設
定

し
て

お
り

ま
す

が
、

全
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
参

加
い

た
だ

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

【
N

e
e
d

 K
n

o
w

e
r一

部
参

加
型

】
N

e
e
d

 K
n

o
w

e
r（

視
覚

障
害

・
脊

髄
損

傷
に

よ
る

障
害

者
）

の
方

の
み

オ
ン

ラ
イ

ン
参

加
を

含
め

一
部

参
加

応
募

で
き

ま
す

。
各

々
に

応
募

フ
ォ

ー
ム

を
設

け
て

お
り

ま
す

。
応

募
フ

ォ
ー

ム
と

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

詳
細

等
は

プ
レ

モ
パ

ー
ト

ナ
ー

　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
ご

確
認

く
だ

さ
い

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.p
re

m
o
p

a
rt

n
e
rs

.c
o
m

/
a
id

p
/

事
業

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.p
re

m
o
p

a
rt

n
e
rs

.c
o
m

/
a
id

p
/

運
営

：
プ

レ
モ

パ
ー

ト
ナ

ー
株

式
会

社

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

7
9

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

行
政

【
助

成
金

エ
ン

ト
リ

ー
受

付
中

】
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
関

連
、

福
祉

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
製

品
の

販
路

開
拓

を
支

援
！

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
介

助
者

 共
用

品
利

用
対

象
等

全
般

公
益

財
団

法
人

東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
か

ら
の

お
知

ら
せ

【
令

和
６

年
度

  
障

害
者

向
け

製
品

等
の

販
路

開
拓

支
援

事
業

（
助

成
金

）
エ

ン
ト

リ
ー

受
付

中
】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

製
品

や
コ

ン
テ

ン
ツ

等
か

ら
、

福
祉

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
製

品
ま

で
、

「
障

害
者

向
け

」
等

の
製

品
や

サ
ー

ビ
ス

の
製

造
・

販
売

に
取

り
組

む
都

内
の

中
小

企
業

を
対

象
に

、
展

示
会

出
展

や
自

社
W

e
b

サ
イ

ト
制

作
な

ど
の

費
用

を
助

成
し

ま
す

。
（

助
成

上
限

額
1

5
0

万
円

・
助

成
率

2
/
3

）
只

今
、

エ
ン

ト
リ

ー
受

付
中

！

▼
詳

細
は

こ
ち

ら
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

1
0

8
0

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

行
政

【
助

成
金

エ
ン

ト
リ

ー
受

付
中

】
ア

ク
テ

ィ
ブ

シ
ニ

ア
製

品
や

健
康

・
介

護
製

品
の

販
路

開
拓

を
支

援
！

利
用

対
象

等
全

般
公

益
財

団
法

人
東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

か
ら

の
お

知
ら

せ
【

令
和

６
年

度
  

高
齢

者
向

け
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

の
販

路
開

拓
支

援
事

業
（

助
成

金
）

エ
ン

ト
リ

ー
受

付
中

】
ア

ク
テ

ィ
ブ

シ
ニ

ア
製

品
か

ら
健

康
・

介
護

製
品

ま
で

、
「

高
齢

者
・

シ
ニ

ア
」

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
し

た
製

品
や

サ
ー

ビ
ス

の
製

造
・

販
売

に
取

り
組

む
都

内
の

中
小

企
業

を
対

象
に

、
展

示
会

出
展

や
自

社
W

e
b

サ
イ

ト
制

作
な

ど
の

費
用

を
助

成
し

ま
す

。
（

助
成

上
限

額
1

5
0

万
円

・
助

成
率

2
/
3

）
只

今
、

エ
ン

ト
リ

ー
受

付
中

！
▼

詳
細

は
こ

ち
ら

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
k
o
u

re
is

ya
_
h

a
n

ro
k
a
it
a
k
u

.h
tm

l

1
0

8
1

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
6

年
度

 厚
生

労
働

省
自

立
支

援
機

器
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

人
材

育
成

事
業

(A
ID

-
P

) 
事

前
説

明
会

利
用

対
象

等
全

般
支

援
機

器
の

開
発

で
は

、
約

5
0

%
の

開
発

が
製

品
発

売
に

至
り

ま
せ

ん
。

そ
の

要
因

と
し

て
、

支
援

機
器

の
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

把
握

が
不

十
分

、
開

発
に

携
わ

る
医

療
福

祉
専

門
職

等
の

事
業

化
（

ビ
ジ

ネ
ス

）
に

関
す

る
理

解
の

不
十

分
な

ど
が

挙
げ

ら
れ

ま
す

。

本
事

業
は

、
障

害
者

の
多

岐
に

わ
た

る
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

捉
え

、
か

つ
事

業
化

の
視

点
を

踏
ま

え
た

人
材

育
成

と
を

目
的

と
し

た
厚

生
労

働
省

の
事

業
で

、
昨

年
度

に
引

き
続

き
プ

レ
モ

パ
ー

ト
ナ

ー
が

実
施

団
体

と
し

て
事

業
（

A
ID

-
P

と
名

称
）

を
実

施
す

る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

A
ID

-
P

で
は

、
東

京
・

大
阪

の
2

か
所

で
、

7
ヶ

月
間

（
各

会
場

月
 1

回
程

度
）

に
わ

た
る

W
S

等
を

実
施

し
、

デ
ザ

イ
ン

思
考

に
精

通
し

た
ジ

ャ
パ

ン
バ

イ
オ

デ
ザ

イ
ン

フ
ェ

ロ
ー

シ
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
修

了
生

等
が

講
師

と
な

り
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
及

び
そ

の
後

の
課

題
に

対
す

る
メ

ン
タ

リ
ン

グ
等

の
支

援
を

行
い

、
障

書
者

の
支

援
機

器
開

発
に

特
化

し
た

人
材

を
育

成
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
す

。
今

年
度

は
8

月
に

仙
台

で
の

1
d

a
y 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
も

開
催

予
定

で
す

。

令
和

6
年

度
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
開

催
し

、
障

害
者

の
支

援
機

器
開

発
に

熱
意

を
持

ち
取

り
組

ん
で

く
だ

さ
る

受
講

者
を

募
集

す
る

た
め

の
、

事
前

説
明

会
（

参
加

費
：

無
料

）
を

オ
ン

ラ
イ

ン
に

て
開

催
い

た
し

ま
す

。

本
事

業
に

ご
興

味
を

お
持

ち
の

方
は

、
是

非
お

気
軽

に
ご

参
加

く
だ

さ
い

。

対
象

：
・

医
療

福
祉

専
門

職
(医

師
、

看
護

師
、

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
、

言
語

聴
覚

士
、

介
護

福
祉

士
等

)
・

大
学

や
研

究
機

関
に

所
属

す
る

研
究

者
(医

学
、

工
学

等
)

・
支

援
機

器
開

発
産

業
に

既
に

参
入

し
て

い
る

、
又

は
将

来
的

な
参

入
を

検
討

し
て

い
る

研
究

開
発

、
製

品
企

画
、

新
規

事
業

等
を

担
当

す
る

企
業

所
属

の
方

・
ご

自
身

が
障

害
を

お
持

ち
で

支
援

機
器

開
発

に
取

り
組

ん
で

み
た

い
方

皆
様

の
ご

応
募

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

事
業

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.p
re

m
o
p

a
rt

n
e
rs

.c
o
m

/
a
id

p
/

運
営

：
プ

レ
モ

パ
ー

ト
ナ

ー
株

式
会

社

-82-

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

8
2

2
0

2
4

新
製

品
・

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
医

療
専

門
職

意
思

伝
達

ア
プ

リ
「

s
b

o
a
rd

 J
P

」
肢

体
不

自
由

者
視

覚
障

害
者

 聴
覚

障
害

者
 言

語
障

害
者

「
s
b

o
a
rd

 J
P

」
は

、
P

C
で

の
文

字
入

力
が

難
し

い
場

合
に

、
ス

キ
ャ

ン
キ

ー
、

あ
る

い
は

自
動

ク
リ

ッ
ク

で
日

本
語

の
文

字
を

入
力

で
き

る
w

in
d

o
w

s
用

ア
プ

リ
で

す
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

困
難

を
抱

え
る

方
々

の
、

日
常

生
活

に
お

け
る

意
思

伝
達

の
障

壁
を

取
り

除
き

、
利

用
者

が
自

分
の

考
え

や
感

情
を

簡
単

に
表

現
で

き
る

よ
う

サ
ポ

ー
ト

し
ま

す
。

簡
易

の
意

思
伝

達
装

置
と

し
て

使
用

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

操
作

支
援

ス
イ

ッ
チ

を
使

っ
て

操
作

し
た

い
場

合
に

も
お

使
い

く
だ

さ
い

。
主

機
能

：
  
  
・

キ
ー

ボ
ー

ド
ク

リ
ッ

ク
(ス

キ
ャ

ン
キ

ー
機

能
)

  
  
・

マ
ウ

ス
操

作
（

自
動

ク
リ

ッ
ク

、
滞

留
機

能
）

主
な

特
徴

：
ス

キ
ャ

ン
キ

ー
や

自
動

ク
リ

ッ
ク

を
使

っ
て

文
字

を
入

力
し

、
キ

ー
ボ

ー
ド

や
マ

ウ
ス

の
操

作
を

補
助

し
ま

す
。

主
な

機
能

に
は

、
文

字
入

力
の

ス
キ

ャ
ン

キ
ー

機
能

、
自

動
ク

リ
ッ

ク
、

メ
ー

ル
送

信
機

能
、

テ
キ

ス
ト

の
ク

リ
ッ

プ
ボ

ー
ド

コ
ピ

ー
な

ど
が

あ
り

ま
す

。
さ

ら
に

、
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
可

能
な

ス
キ

ャ
ン

キ
ー

速
度

や
ク

リ
ッ

ク
時

間
の

設
定

も
可

能
で

す
。

■
直

感
的

な
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
：

  
  

 シ
ン

プ
ル

で
使

い
や

す
い

デ
ザ

イ
ン

に
よ

り
、

初
め

て
の

方
で

も
す

ぐ
に

使
い

こ
な

せ
ま

す
。

　
　

（
最

初
は

ス
ペ

ー
ス

キ
ー

で
ス

タ
ー

ト
し

ま
す

。
ま

ず
は

、
ス

ペ
ー

ス
キ

ー
の

み
で

入
力

し
て

み
て

く
だ

さ
い

。
）

■
多

言
語

対
応

：
  
  
 日

本
語

版
と

英
語

版
が

あ
り

ま
す

。
■

音
声

出
力

機
能

：
  

  
 テ

キ
ス

ト
を

音
声

に
変

換
す

る
機

能
を

備
え

て
お

り
、

声
を

出
せ

な
い

方
で

も
意

思
を

伝
え

る
こ

と
が

可
能

で
す

。
■

視
覚

障
害

者
対

応
：

  
  

音
声

機
能

に
よ

り
、

視
覚

障
害

の
あ

る
方

々
も

利
用

で
き

る
設

計
に

な
っ

て
い

ま
す

。
■

無
料

で
利

用
可

能
：

  
  
「

s
b

o
a
rd

 J
P

」
は

無
料

で
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
し

て
利

用
で

き
ま

す
。

意
思

伝
達

装
置

が
使

え
る

か
ど

う
か

、
試

し
て

み
た

い
　

　
時

に
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

利
用

シ
ー

ン
：

■
日

常
生

活
：

  
  
  
 家

族
や

友
人

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

円
滑

に
な

り
、

よ
り

充
実

し
た

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
■

医
療

現
場

：
  
  
  
  
医

療
ス

タ
ッ

フ
と

の
意

思
疎

通
が

ス
ム

ー
ズ

に
な

り
、

適
切

な
ケ

ア
を

受
け

る
た

め
の

手
助

け
と

な
り

ま
す

。
■

教
育

現
場

：
  
  
  
  
学

校
や

学
習

支
援

施
設

で
の

利
用

に
よ

り
、

教
育

の
機

会
を

広
げ

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
問

題
点

や
課

題
：

　
メ

ー
ル

設
定

や
詳

細
な

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

な
ど

、
一

部
の

操
作

に
は

介
護

者
や

サ
ポ

ー
ト

ス
タ

ッ
フ

の
助

け
が

必
要

と
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

定
型

文
は

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
な

い
の

で
、

文
字

入
力

に
時

間
が

か
か

る
場

合
が

あ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

）
「

s
b

o
a
rd

 J
P

」
は

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
バ

リ
ア

を
取

り
除

き
、

利
用

者
が

自
立

し
て

生
活

す
る

た
め

の
ツ

ー
ル

で
す

。
よ

り
多

く
の

方
々

が
ご

使
用

で
き

る
よ

う
、

サ
ポ

ー
ト

支
援

を
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
■

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

h
tt

p
s
:/

/
p

la
in

s
tu

d
io

.o
rg

/
開

発
者

：
A

c
c
e
s
s
ib

ili
ty

 D
e
s
ig

n
理

学
療

法
士

柴
　

士
朗

1
0

8
3

2
0

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
屋

内
の

移
動

つ
え

 歩
行

器
・

歩
行

車
利

用
者

公
共

施
設

で
の

貸
出

補
助

具
の

拡
大

（
上

肢
不

自
由

）

肢
体

不
自

由
者

小
型

の
キ

ャ
リ

ー
ケ

ー
ス

を
、

杖
や

手
す

り
 兼

 カ
バ

ン
 と

し
て

持
ち

歩
い

て
い

ま
す

。
ヘ

ル
プ

マ
ー

ク
を

付
け

て
い

て
も

、
美

術
館

や
劇

場
で

ロ
ッ

カ
ー

や
ク

ロ
ー

ク
に

預
け

る
よ

う
案

内
さ

れ
る

こ
と

が
多

い
で

す
。

で
も

、
貴

重
品

と
杖

を
出

す
、

な
ど

物
の

出
し

入
れ

が
上

肢
不

自
由

者
に

は
か

な
り

手
間

で
す

。

せ
め

て
、

車
椅

子
や

ベ
ビ

ー
カ

ー
同

様
、

歩
行

器
や

杖
（

ト
レ

ッ
キ

ン
グ

ポ
ー

ル
）

の
館

内
貸

出
が

で
き

れ
ば

。
と

思
い

ま
す

。

1
0

8
4

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
6

年
度

 厚
生

労
働

省
自

立
支

援
機

器
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

人
材

育
成

事
業

(A
ID

-
P

) 
参

加
申

し
込

み
受

付
開

始

利
用

対
象

等
全

般
本

事
業

は
、

障
害

者
の

多
岐

に
わ

た
る

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
捉

え
、

か
つ

事
業

化
の

視
点

を
踏

ま
え

た
人

材
育

成
と

を
目

的
と

し
た

厚
生

労
働

省
の

事
業

で
、

昨
年

度
に

引
き

続
き

プ
レ

モ
パ

ー
ト

ナ
ー

が
実

施
団

体
と

し
て

事
業

（
A

ID
-
P

と
名

称
）

を
実

施
す

る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

A
ID

-
P

で
は

、
東

京
・

大
阪

の
2

か
所

で
、

7
ヶ

月
間

（
各

会
場

月
 1

回
程

度
）

に
わ

た
る

W
S

等
を

実
施

し
、

デ
ザ

イ
ン

思
考

に
精

通
し

た
ジ

ャ
パ

ン
バ

イ
オ

デ
ザ

イ
ン

フ
ェ

ロ
ー

シ
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
修

了
生

等
が

講
師

と
な

り
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
及

び
そ

の
後

の
課

題
に

対
す

る
メ

ン
タ

リ
ン

グ
等

の
支

援
を

行
い

、
障

書
者

の
支

援
機

器
開

発
に

特
化

し
た

人
材

を
育

成
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
す

。
今

年
度

は
8

月
に

仙
台

で
の

1
d

a
y 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
も

開
催

予
定

で
す

。

（
応

募
要

項
の

概
要

）
本

年
度

は
、

一
般

応
募

と
N

e
e
d

 K
n

o
w

e
r一

部
参

加
型

の
2

通
り

の
応

募
を

い
た

し
ま

す
。

＊
N

e
e
d

 K
n

o
w

e
r：

本
事

業
で

は
、

対
象

と
す

る
領

域
の

障
害

が
あ

る
方

を
指

し
ま

す
。

大
阪

会
場

で
は

視
覚

障
害

者
を

、
東

京
会

場
で

は
脊

髄
損

傷
に

よ
る

障
害

者
を

N
e
e
d

 K
n

o
w

e
rと

し
て

、
一

般
応

募
お

よ
び

N
e
e
d

 K
n

o
w

e
r一

部
参

加
型

で
優

先
し

て
採

択
い

た
し

ま
す

。

【
一

般
応

募
】

全
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

へ
の

参
加

が
必

要
に

な
り

ま
す

。
 N

e
e
d

 K
n

o
w

e
rの

方
の

優
先

枠
を

設
定

し
て

お
り

ま
す

が
、

全
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
参

加
い

た
だ

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

【
N

e
e
d

 K
n

o
w

e
r一

部
参

加
型

】
N

e
e
d

 K
n

o
w

e
r（

視
覚

障
害

・
脊

髄
損

傷
に

よ
る

障
害

者
）

の
方

の
み

オ
ン

ラ
イ

ン
参

加
を

含
め

一
部

参
加

応
募

で
き

ま
す

。
各

々
に

応
募

フ
ォ

ー
ム

を
設

け
て

お
り

ま
す

。
応

募
フ

ォ
ー

ム
と

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

詳
細

等
は

プ
レ

モ
パ

ー
ト

ナ
ー

　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
ご

確
認

く
だ

さ
い

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.p
re

m
o
p

a
rt

n
e
rs

.c
o
m

/
a
id

p
/

事
業

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.p
re

m
o
p

a
rt

n
e
rs

.c
o
m

/
a
id

p
/

運
営

：
プ

レ
モ

パ
ー

ト
ナ

ー
株

式
会

社

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

7
9

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

行
政

【
助

成
金

エ
ン

ト
リ

ー
受

付
中

】
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
関

連
、

福
祉

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
製

品
の

販
路

開
拓

を
支

援
！

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
介

助
者

 共
用

品
利

用
対

象
等

全
般

公
益

財
団

法
人

東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
か

ら
の

お
知

ら
せ

【
令

和
６

年
度

  
障

害
者

向
け

製
品

等
の

販
路

開
拓

支
援

事
業

（
助

成
金

）
エ

ン
ト

リ
ー

受
付

中
】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

製
品

や
コ

ン
テ

ン
ツ

等
か

ら
、

福
祉

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
製

品
ま

で
、

「
障

害
者

向
け

」
等

の
製

品
や

サ
ー

ビ
ス

の
製

造
・

販
売

に
取

り
組

む
都

内
の

中
小

企
業

を
対

象
に

、
展

示
会

出
展

や
自

社
W

e
b

サ
イ

ト
制

作
な

ど
の

費
用

を
助

成
し

ま
す

。
（

助
成

上
限

額
1

5
0

万
円

・
助

成
率

2
/
3

）
只

今
、

エ
ン

ト
リ

ー
受

付
中

！

▼
詳

細
は

こ
ち

ら
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

1
0

8
0

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

行
政

【
助

成
金

エ
ン

ト
リ

ー
受

付
中

】
ア

ク
テ

ィ
ブ

シ
ニ

ア
製

品
や

健
康

・
介

護
製

品
の

販
路

開
拓

を
支

援
！

利
用

対
象

等
全

般
公

益
財

団
法

人
東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

か
ら

の
お

知
ら

せ
【

令
和

６
年

度
  

高
齢

者
向

け
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

の
販

路
開

拓
支

援
事

業
（

助
成

金
）

エ
ン

ト
リ

ー
受

付
中

】
ア

ク
テ

ィ
ブ

シ
ニ

ア
製

品
か

ら
健

康
・

介
護

製
品

ま
で

、
「

高
齢

者
・

シ
ニ

ア
」

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
し

た
製

品
や

サ
ー

ビ
ス

の
製

造
・

販
売

に
取

り
組

む
都

内
の

中
小

企
業

を
対

象
に

、
展

示
会

出
展

や
自

社
W

e
b

サ
イ

ト
制

作
な

ど
の

費
用

を
助

成
し

ま
す

。
（

助
成

上
限

額
1

5
0

万
円

・
助

成
率

2
/
3

）
只

今
、

エ
ン

ト
リ

ー
受

付
中

！
▼

詳
細

は
こ

ち
ら

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
k
o
u

re
is

ya
_
h

a
n

ro
k
a
it
a
k
u

.h
tm

l

1
0

8
1

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
6

年
度

 厚
生

労
働

省
自

立
支

援
機

器
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

人
材

育
成

事
業

(A
ID

-
P

) 
事

前
説

明
会

利
用

対
象

等
全

般
支

援
機

器
の

開
発

で
は

、
約

5
0

%
の

開
発

が
製

品
発

売
に

至
り

ま
せ

ん
。

そ
の

要
因

と
し

て
、

支
援

機
器

の
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

把
握

が
不

十
分

、
開

発
に

携
わ

る
医

療
福

祉
専

門
職

等
の

事
業

化
（

ビ
ジ

ネ
ス

）
に

関
す

る
理

解
の

不
十

分
な

ど
が

挙
げ

ら
れ

ま
す

。

本
事

業
は

、
障

害
者

の
多

岐
に

わ
た

る
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

捉
え

、
か

つ
事

業
化

の
視

点
を

踏
ま

え
た

人
材

育
成

と
を

目
的

と
し

た
厚

生
労

働
省

の
事

業
で

、
昨

年
度

に
引

き
続

き
プ

レ
モ

パ
ー

ト
ナ

ー
が

実
施

団
体

と
し

て
事

業
（

A
ID

-
P

と
名

称
）

を
実

施
す

る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

A
ID

-
P

で
は

、
東

京
・

大
阪

の
2

か
所

で
、

7
ヶ

月
間

（
各

会
場

月
 1

回
程

度
）

に
わ

た
る

W
S

等
を

実
施

し
、

デ
ザ

イ
ン

思
考

に
精

通
し

た
ジ

ャ
パ

ン
バ

イ
オ

デ
ザ

イ
ン

フ
ェ

ロ
ー

シ
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
修

了
生

等
が

講
師

と
な

り
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
及

び
そ

の
後

の
課

題
に

対
す

る
メ

ン
タ

リ
ン

グ
等

の
支

援
を

行
い

、
障

書
者

の
支

援
機

器
開

発
に

特
化

し
た

人
材

を
育

成
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
す

。
今

年
度

は
8

月
に

仙
台

で
の

1
d

a
y 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
も

開
催

予
定

で
す

。

令
和

6
年

度
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
開

催
し

、
障

害
者

の
支

援
機

器
開

発
に

熱
意

を
持

ち
取

り
組

ん
で

く
だ

さ
る

受
講

者
を

募
集

す
る

た
め

の
、

事
前

説
明

会
（

参
加

費
：

無
料

）
を

オ
ン

ラ
イ

ン
に

て
開

催
い

た
し

ま
す

。

本
事

業
に

ご
興

味
を

お
持

ち
の

方
は

、
是

非
お

気
軽

に
ご

参
加

く
だ

さ
い

。

対
象

：
・

医
療

福
祉

専
門

職
(医

師
、

看
護

師
、

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
、

言
語

聴
覚

士
、

介
護

福
祉

士
等

)
・

大
学

や
研

究
機

関
に

所
属

す
る

研
究

者
(医

学
、

工
学

等
)

・
支

援
機

器
開

発
産

業
に

既
に

参
入

し
て

い
る

、
又

は
将

来
的

な
参

入
を

検
討

し
て

い
る

研
究

開
発

、
製

品
企

画
、

新
規

事
業

等
を

担
当

す
る

企
業

所
属

の
方

・
ご

自
身

が
障

害
を

お
持

ち
で

支
援

機
器

開
発

に
取

り
組

ん
で

み
た

い
方

皆
様

の
ご

応
募

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

事
業

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.p
re

m
o
p

a
rt

n
e
rs

.c
o
m

/
a
id

p
/

運
営

：
プ

レ
モ

パ
ー

ト
ナ

ー
株

式
会

社
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

8
7

2
0

2
4

新
製

品
・

技
術

屋
外

の
移

動
車

い
す

開
発

メ
ー

カ
ー

【
車

い
す

利
用

者
用

レ
イ

ン
ウ

ェ
ア

】
正

式
販

売
開

始
の

ご
案

内

肢
体

不
自

由
者

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
高

齢
者

 児
童

 家
族

 介
助

者
 共

用
品

 利
用

対
象

等
全

般

昨
年

こ
ち

ら
で

投
稿

し
ア

イ
デ

ィ
ア

も
頂

戴
し

ま
し

た
【

車
い

す
利

用
者

向
け

レ
イ

ン
ウ

ェ
ア

】
が

無
事

に
開

発
を

終
え

、
正

式
販

売
を

開
始

し
ま

し
た

。
弊

社
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
、

ア
マ

ゾ
ン

、
ヤ

フ
ー

、
マ

ク
ア

ケ
ス

ト
ア

で
ご

購
入

い
た

だ
け

ま
す

。

　
【

ひ
ざ

掛
け

】
【

ジ
ャ

ケ
ッ

ト
】

は
別

々
で

も
、

セ
ッ

ト
で

も
ご

購
入

で
き

ま
す

、
こ

れ
ま

で
の

販
売

状
況

を
み

ま
す

と
、

ひ
ざ

掛
け

の
ご

購
入

者
が

約
7

0
%

を
占

め
ま

す
。

　
医

療
・

介
護

系
法

人
向

け
（

法
人

購
入

お
よ

び
法

人
か

ら
対

象
者

様
の

ご
紹

介
）

に
は

、
特

別
な

割
引

も
ご

提
供

し
て

お
り

ま
す

の
で

気
軽

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

　
新

聞
に

も
掲

載
さ

れ
ま

し
た

。
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
n

p
.c

o
.jp

/
a
rt

ic
le

/
3

3
7

1
2

1
　 《

ご
購

入
サ

イ
ト

》

　
▼

弊
社

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

　
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.c
a
re

w
ill
.c

o
.jp

/
p

ro
d

u
c
ts

/
w

h
e
e
lc

h
a
ir
-
ra

in
c
o
a
t

　
▼

ア
マ

ゾ
ン

　
　

h
tt

p
s
:/

/
a
m

z
n

.t
o
/
4

fN
y5

yp

　
▼

ヤ
フ

ー
　

　
h

tt
p

s
:/

/
s
to

re
.s

h
o
p

p
in

g
.y

a
h

o
o
.c

o
.jp

/
c
a
re

w
ill
/
b

0
e
1

c
e
c
1

c
9

.h
tm

l

　
▼

マ
ク

ア
ケ

ス
ト

ア
　

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.m
a
k
u

a
k
e
.c

o
m

/
p

ro
je

c
t/

c
a
re

w
ill
3

/

1
0

8
9

2
0

2
4

お
知

ら
せ

衣
服

の
着

脱
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
衣

服
開

発
メ

ー
カ

ー
展

示
会

「
体

が
不

自
由

で
も

お
し

ゃ
れ

を
楽

し
も

う
！

」
の

ご
案

内

肢
体

不
自

由
者

知
的

障
害

者
 高

齢
者

 児
童

 家
族

介
助

者

こ
ん

に
ち

は
。

s
tu

d
io

 f
u

k
u

の
廣

瀬
和

子
（

社
会

福
祉

士
・

パ
タ

ン
ナ

ー
）

で
す

。
江

東
区

役
所

前
に

小
さ

な
洋

裁
ス

タ
ジ

オ
を

開
き

、
車

い
す

を
利

用
し

て
暮

ら
し

て
い

る
方

な
ど

の
ご

要
望

に
応

じ
て

衣
服

を
オ

ー
ダ

ー
で

製
作

し
た

り
、

オ
ン

ラ
イ

ン
シ

ョ
ッ

プ
で

販
売

し
た

り
し

て
い

ま
す

。
9

月
7

日
か

ら
2

0
日

ま
で

、
サ

ン
パ

ー
ル

荒
川

に
て

「
体

が
不

自
由

で
も

お
し

ゃ
れ

を
楽

し
も

う
！

」
と

題
し

た
展

示
会

を
開

催
す

る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

主
催

は
、

荒
川

区
社

会
福

祉
協

議
会

が
運

営
す

る
 あ

ら
か

わ
地

域
活

動
サ

ロ
ン

ふ
ら

っ
と

.フ
ラ

ッ
ト

で
す

。
s
tu

d
io

fu
k
u

 は
展

示
協

力
を

い
た

し
ま

す
。

（
サ

ン
パ

ー
ル

荒
川

　
東

京
都

荒
川

区
荒

川
1

-
1

-
1

）
障

害
や

高
齢

な
ど

を
理

由
に

体
が

動
か

し
に

く
い

方
の

服
に

関
す

る
情

報
を

得
ら

れ
る

貴
重

な
機

会
で

す
の

で
、

ぜ
ひ

お
立

ち
寄

り
く

だ
さ

い
。

会
場

を
３

つ
の

コ
ー

ナ
ー

に
分

け
て

展
示

い
た

し
ま

す
。

１
つ

め
は

「
既

製
品

の
リ

フ
ォ

ー
ム

」
で

す
。

車
い

す
を

使
っ

て
い

る
方

や
体

の
動

き
が

不
自

由
な

方
が

「
着

や
す

く
」

「
着

心
地

よ
く

」
服

を
着

ら
れ

る
よ

う
、

リ
フ

ォ
ー

ム
を

施
し

た
衣

服
を

ご
紹

介
し

ま
す

。
２

つ
め

は
「

困
り

ご
と

の
解

決
事

例
」

で
す

。
s
tu

d
io

 f
u

k
u

で
お

客
様

と
の

や
り

取
り

か
ら

生
ま

れ
た

オ
ー

ダ
ー

事
例

を
ご

紹
介

し
ま

す
。

３
つ

め
は

「
試

し
て

み
よ

う
」

の
コ

ー
ナ

ー
で

す
。

手
が

不
自

由
で

市
販

の
フ

ァ
ス

ナ
ー

で
は

開
け

に
く

い
と

お
悩

み
の

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

。
市

販
の

フ
ァ

ス
ナ

ー
に

ひ
と

工
夫

す
る

こ
と

で
操

作
し

や
す

く
な

る
の

で
す

が
、

ど
れ

が
い

い
か

は
ひ

と
そ

れ
ぞ

れ
。

い
く

つ
か

の
工

夫
を

展
示

し
て

い
ま

す
の

で
、

実
際

に
試

し
て

み
て

く
だ

さ
い

。
私

が
会

場
に

い
る

時
間

帯
も

ご
ざ

い
ま

す
。

詳
し

く
は

添
付

の
ち

ら
し

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
皆

様
の

ご
来

場
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

8
5

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
3

D
 プ

リ
ン

ト
自

助
具

デ
ザ

イ
ン

コ
ン

テ
ス

ト
2

0
2

4
 開

催
の

お
知

ら
せ

利
用

対
象

等
全

般
3

D
 プ

リ
ン

ト
自

助
具

デ
ザ

イ
ン

コ
ン

テ
ス

ト
 2

0
2

4
 関

連
情

報
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.ic
tr

e
h

a
b

.c
o
m

/
n

e
w

s
/
6

8
8

/

コ
ン

テ
ス

ト
の

紹
介

と
説

明
会

の
動

画
は

こ
ち

ら
h

tt
p

s
:/

/
v
im

e
o
.c

o
m

/
9

3
6

5
3

8
1

8
2

エ
ン

ト
リ

ー
期

間
：

2
0

2
4

年
6

月
1

日
（

土
）

〜
8

月
3

1
日

（
土

）
最

終
審

査
会

（
オ

ン
ラ

イ
ン

・
非

公
開

 結
果

発
表

）
：

2
0

2
4

年
1

0
月

2
6

日
（

土
）

参
加

費
：

無
料

・
複

数
応

募
可

参
加

資
格

：
ど

な
た

で
も

（
日

本
語

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
必

須
）

※
応

募
内

容
や

条
件

の
詳

細
は

応
募

要
項

参
照

・
最

優
秀

賞
（

1
名

/
組

予
定

）
副

賞
：

３
D

プ
リ

ン
タ

ー
１

台
（

C
re

a
ri
ty

 K
1

C
予

定
）

と
フ

ィ
ラ

メ
ン

ト
・

優
秀

賞
（

2
名

/
組

予
定

）
副

賞
：

フ
ィ

ラ
メ

ン
ト

・
学

生
賞

（
1

名
/
組

予
定

）
副

賞
：

フ
ィ

ラ
メ

ン
ト

審
査

員
（

順
不

同
、

敬
称

略
）

・
松

元
義

彦
　

鹿
児

島
赤

十
字

病
院

 専
門

作
業

療
法

士
（

福
祉

用
具

）
・

は
る

か
ぜ

ポ
ポ

ポ
（

３
D

プ
リ

ン
ト

エ
ン

ジ
ニ

ア
）

・
濱

中
直

樹
（

フ
ァ

ブ
ラ

ボ
品

川
 フ

ァ
ウ

ン
ダ

ー
）

・
株

式
会

社
良

品
計

画
 生

活
雑

貨
部

企
画

デ
ザ

イ
ン

課

主
催

：
一

般
社

団
法

人
IC

T
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

研
究

会
共

催
：

フ
ァ

ブ
ラ

ボ
品

川
協

賛
：

株
式

会
社

サ
ン

ス
テ

ラ
／

日
本

３
D

プ
リ

ン
タ

ー
株

式
会

社
 (

予
定

)／
一

般
社

団
法

人
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
教

育
振

興
協

会
／

株
式

会
社

北
陸

エ
ン

ジ
ニ

ア
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
／

テ
ク

ダ
イ

ヤ
株

式
会

社

1
0

8
6

2
0

2
4

お
知

ら
せ

そ
の

他
(場

面
)日

常
・

社
会

生
活

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

衣
料

個
人

（
9

/
7

）
F

a
s
h

io
n

fo
r 

a
ll 

を
目

指
し

て
”

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

シ
ョ

ー
＆

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
－

服
の

多
様

性
－

”
 着

た
い

服
で

輝
く

肢
体

不
自

由
者

標
記

の
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

と
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

が
あ

り
ま

す
。

参
加

無
料

で
す

が
、

事
前

申
し

込
み

（
〆

切
8

/
2

4
）

が
必

要
で

す
。

ご
関

心
あ

り
ま

し
た

ら
、

以
下

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

日
時

：
2

0
2

4
年

9
月

7
日

（
土

）
1

3
:0

0
～

1
6

:0
0

展
示

1
3

:3
0

～
1

4
:0

0
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

1
4

:1
0

～
1

5
:2

0
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

を
考

え
る

）
コ

メ
ン

テ
ー

タ
ー

：
田

原
美

智
子

氏
（

N
P

O
法

人
作

業
療

法
支

援
ネ

ッ
ト

）
（

前
日

本
福

祉
大

学
，

前
日

本
福

祉
大

学
高

浜
専

門
学

校
作

業
療

法
学

科
教

員
，

障
が

い
者

の
方

へ
の

衣
服

・
道

具
の

工
夫

に
携

わ
る

）
会

場
：

金
城

学
院

大
学

(W
3

棟
・

1
F

食
堂

)
　

　
　

〒
4

6
3

-
8

5
2

1
 名

古
屋

市
守

山
区

大
森

二
丁

目
1

7
2

3
番

地
主

催
：

金
城

学
院

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

工
房

定
員

：
6

0
 名

参
加

費
：

無
料

事
前

申
込

が
必

要
　

〆
切

　
2

0
2

4
年

8
月

2
4

日
（

土
）

申
込

は
以

下
か

ら
お

願
い

し
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
d

o
c
s
.g

o
o
g
le

.c
o
m

/
fo

rm
s
/
d

/
e
/
1

F
A

Ip
Q

L
S

d
R

_
Y

E
fv

N
g
Z

Z
8

yt
6

G
T

W
e
g
_
F
0

m
v
F
B

Z
x
0

tG
n

2
iC

m
7

u
8

q
yl

E
1

E
3

w
/
v
ie

w
fo

r
m 問

合
せ

先
：

平
林

由
果

（
金

城
学

院
大

学
生

活
環

境
学

部
環

境
デ

ザ
イ

ン
学

科
）

E
-
m

a
il:
h

ir
a
b

a
ya

@
k
in

jo
-
u

.a
c
.jp

金
城

学
院

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

工
房

は
、

お
し

ゃ
れ

を
あ

き
ら

め
て

い
る

方
に

、
装

い
を

楽
し

ん
で

も
ら

う
た

め
に

1
5

年
間

、
活

動
を

続
け

て
き

ま
し

た
。

か
ら

だ
が

不
自

由
で

も
、

ち
ょ

っ
と

し
た

工
夫

で
着

脱
が

楽
に

な
り

、
お

し
ゃ

れ
を

楽
し

む
こ

と
が

で
き

ま
す

。
イ

ベ
ン

ト
で

は
、

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

性
と

機
能

性
を

兼
ね

備
え

た
装

い
を

披
露

し
ま

す
。

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

は
、

参
加

者
と

一
緒

に
改

良
点

を
考

え
ま

す
。

な
お

、
本

イ
ベ

ン
ト

は
カ

シ
オ

科
学

振
興

財
団

か
ら

の
補

助
を

受
け

て
開

催
し

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

8
7

2
0

2
4

新
製

品
・

技
術

屋
外

の
移

動
車

い
す

開
発

メ
ー

カ
ー

【
車

い
す

利
用

者
用

レ
イ

ン
ウ

ェ
ア

】
正

式
販

売
開

始
の

ご
案

内

肢
体

不
自

由
者

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
高

齢
者

 児
童

 家
族

 介
助

者
 共

用
品

 利
用

対
象

等
全

般

昨
年

こ
ち

ら
で

投
稿

し
ア

イ
デ

ィ
ア

も
頂

戴
し

ま
し

た
【

車
い

す
利

用
者

向
け

レ
イ

ン
ウ

ェ
ア

】
が

無
事

に
開

発
を

終
え

、
正

式
販

売
を

開
始

し
ま

し
た

。
弊

社
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
、

ア
マ

ゾ
ン

、
ヤ

フ
ー

、
マ

ク
ア

ケ
ス

ト
ア

で
ご

購
入

い
た

だ
け

ま
す

。

　
【

ひ
ざ

掛
け

】
【

ジ
ャ

ケ
ッ

ト
】

は
別

々
で

も
、

セ
ッ

ト
で

も
ご

購
入

で
き

ま
す

、
こ

れ
ま

で
の

販
売

状
況

を
み

ま
す

と
、

ひ
ざ

掛
け

の
ご

購
入

者
が

約
7

0
%

を
占

め
ま

す
。

　
医

療
・

介
護

系
法

人
向

け
（

法
人

購
入

お
よ

び
法

人
か

ら
対

象
者

様
の

ご
紹

介
）

に
は

、
特

別
な

割
引

も
ご

提
供

し
て

お
り

ま
す

の
で

気
軽

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

　
新

聞
に

も
掲

載
さ

れ
ま

し
た

。
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
n

p
.c

o
.jp

/
a
rt

ic
le

/
3

3
7

1
2

1
　 《

ご
購

入
サ

イ
ト

》

　
▼

弊
社

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

　
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.c
a
re

w
ill
.c

o
.jp

/
p

ro
d

u
c
ts

/
w

h
e
e
lc

h
a
ir
-
ra

in
c
o
a
t

　
▼

ア
マ

ゾ
ン

　
　

h
tt

p
s
:/

/
a
m

z
n

.t
o
/
4

fN
y5

yp

　
▼

ヤ
フ

ー
　

　
h

tt
p

s
:/

/
s
to

re
.s

h
o
p

p
in

g
.y

a
h

o
o
.c

o
.jp

/
c
a
re

w
ill
/
b

0
e
1

c
e
c
1

c
9

.h
tm

l

　
▼

マ
ク

ア
ケ

ス
ト

ア
　

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.m
a
k
u

a
k
e
.c

o
m

/
p

ro
je

c
t/

c
a
re

w
ill
3

/

1
0

8
9

2
0

2
4

お
知

ら
せ

衣
服

の
着

脱
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
衣

服
開

発
メ

ー
カ

ー
展

示
会

「
体

が
不

自
由

で
も

お
し

ゃ
れ

を
楽

し
も

う
！

」
の

ご
案

内

肢
体

不
自

由
者

知
的

障
害

者
 高

齢
者

 児
童

 家
族

介
助

者

こ
ん

に
ち

は
。

s
tu

d
io

 f
u

k
u

の
廣

瀬
和

子
（

社
会

福
祉

士
・

パ
タ

ン
ナ

ー
）

で
す

。
江

東
区

役
所

前
に

小
さ

な
洋

裁
ス

タ
ジ

オ
を

開
き

、
車

い
す

を
利

用
し

て
暮

ら
し

て
い

る
方

な
ど

の
ご

要
望

に
応

じ
て

衣
服

を
オ

ー
ダ

ー
で

製
作

し
た

り
、

オ
ン

ラ
イ

ン
シ

ョ
ッ

プ
で

販
売

し
た

り
し

て
い

ま
す

。
9

月
7

日
か

ら
2

0
日

ま
で

、
サ

ン
パ

ー
ル

荒
川

に
て

「
体

が
不

自
由

で
も

お
し

ゃ
れ

を
楽

し
も

う
！

」
と

題
し

た
展

示
会

を
開

催
す

る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

主
催

は
、

荒
川

区
社

会
福

祉
協

議
会

が
運

営
す

る
 あ

ら
か

わ
地

域
活

動
サ

ロ
ン

ふ
ら

っ
と

.フ
ラ

ッ
ト

で
す

。
s
tu

d
io

fu
k
u

 は
展

示
協

力
を

い
た

し
ま

す
。

（
サ

ン
パ

ー
ル

荒
川

　
東

京
都

荒
川

区
荒

川
1

-
1

-
1

）
障

害
や

高
齢

な
ど

を
理

由
に

体
が

動
か

し
に

く
い

方
の

服
に

関
す

る
情

報
を

得
ら

れ
る

貴
重

な
機

会
で

す
の

で
、

ぜ
ひ

お
立

ち
寄

り
く

だ
さ

い
。

会
場

を
３

つ
の

コ
ー

ナ
ー

に
分

け
て

展
示

い
た

し
ま

す
。

１
つ

め
は

「
既

製
品

の
リ

フ
ォ

ー
ム

」
で

す
。

車
い

す
を

使
っ

て
い

る
方

や
体

の
動

き
が

不
自

由
な

方
が

「
着

や
す

く
」

「
着

心
地

よ
く

」
服

を
着

ら
れ

る
よ

う
、

リ
フ

ォ
ー

ム
を

施
し

た
衣

服
を

ご
紹

介
し

ま
す

。
２

つ
め

は
「

困
り

ご
と

の
解

決
事

例
」

で
す

。
s
tu

d
io

 f
u

k
u

で
お

客
様

と
の

や
り

取
り

か
ら

生
ま

れ
た

オ
ー

ダ
ー

事
例

を
ご

紹
介

し
ま

す
。

３
つ

め
は

「
試

し
て

み
よ

う
」

の
コ

ー
ナ

ー
で

す
。

手
が

不
自

由
で

市
販

の
フ

ァ
ス

ナ
ー

で
は

開
け

に
く

い
と

お
悩

み
の

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

。
市

販
の

フ
ァ

ス
ナ

ー
に

ひ
と

工
夫

す
る

こ
と

で
操

作
し

や
す

く
な

る
の

で
す

が
、

ど
れ

が
い

い
か

は
ひ

と
そ

れ
ぞ

れ
。

い
く

つ
か

の
工

夫
を

展
示

し
て

い
ま

す
の

で
、

実
際

に
試

し
て

み
て

く
だ

さ
い

。
私

が
会

場
に

い
る

時
間

帯
も

ご
ざ

い
ま

す
。

詳
し

く
は

添
付

の
ち

ら
し

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
皆

様
の

ご
来

場
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

8
5

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
3

D
 プ

リ
ン

ト
自

助
具

デ
ザ

イ
ン

コ
ン

テ
ス

ト
2

0
2

4
 開

催
の

お
知

ら
せ

利
用

対
象

等
全

般
3

D
 プ

リ
ン

ト
自

助
具

デ
ザ

イ
ン

コ
ン

テ
ス

ト
 2

0
2

4
 関

連
情

報
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.ic
tr

e
h

a
b

.c
o
m

/
n

e
w

s
/
6

8
8

/

コ
ン

テ
ス

ト
の

紹
介

と
説

明
会

の
動

画
は

こ
ち

ら
h

tt
p

s
:/

/
v
im

e
o
.c

o
m

/
9

3
6

5
3

8
1

8
2

エ
ン

ト
リ

ー
期

間
：

2
0

2
4

年
6

月
1

日
（

土
）

〜
8

月
3

1
日

（
土

）
最

終
審

査
会

（
オ

ン
ラ

イ
ン

・
非

公
開

 結
果

発
表

）
：

2
0

2
4

年
1

0
月

2
6

日
（

土
）

参
加

費
：

無
料

・
複

数
応

募
可

参
加

資
格

：
ど

な
た

で
も

（
日

本
語

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
必

須
）

※
応

募
内

容
や

条
件

の
詳

細
は

応
募

要
項

参
照

・
最

優
秀

賞
（

1
名

/
組

予
定

）
副

賞
：

３
D

プ
リ

ン
タ

ー
１

台
（

C
re

a
ri
ty

 K
1

C
予

定
）

と
フ

ィ
ラ

メ
ン

ト
・

優
秀

賞
（

2
名

/
組

予
定

）
副

賞
：

フ
ィ

ラ
メ

ン
ト

・
学

生
賞

（
1

名
/
組

予
定

）
副

賞
：

フ
ィ

ラ
メ

ン
ト

審
査

員
（

順
不

同
、

敬
称

略
）

・
松

元
義

彦
　

鹿
児

島
赤

十
字

病
院

 専
門

作
業

療
法

士
（

福
祉

用
具

）
・

は
る

か
ぜ

ポ
ポ

ポ
（

３
D

プ
リ

ン
ト

エ
ン

ジ
ニ

ア
）

・
濱

中
直

樹
（

フ
ァ

ブ
ラ

ボ
品

川
 フ

ァ
ウ

ン
ダ

ー
）

・
株

式
会

社
良

品
計

画
 生

活
雑

貨
部

企
画

デ
ザ

イ
ン

課

主
催

：
一

般
社

団
法

人
IC

T
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

研
究

会
共

催
：

フ
ァ

ブ
ラ

ボ
品

川
協

賛
：

株
式

会
社

サ
ン

ス
テ

ラ
／

日
本

３
D

プ
リ

ン
タ

ー
株

式
会

社
 (

予
定

)／
一

般
社

団
法

人
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
教

育
振

興
協

会
／

株
式

会
社

北
陸

エ
ン

ジ
ニ

ア
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
／

テ
ク

ダ
イ

ヤ
株

式
会

社

1
0

8
6

2
0

2
4

お
知

ら
せ

そ
の

他
(場

面
)日

常
・

社
会

生
活

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

衣
料

個
人

（
9

/
7

）
F

a
s
h

io
n

fo
r 

a
ll 

を
目

指
し

て
”

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

シ
ョ

ー
＆

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
－

服
の

多
様

性
－

”
 着

た
い

服
で

輝
く

肢
体

不
自

由
者

標
記

の
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

と
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

が
あ

り
ま

す
。

参
加

無
料

で
す

が
、

事
前

申
し

込
み

（
〆

切
8

/
2

4
）

が
必

要
で

す
。

ご
関

心
あ

り
ま

し
た

ら
、

以
下

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

日
時

：
2

0
2

4
年

9
月

7
日

（
土

）
1

3
:0

0
～

1
6

:0
0

展
示

1
3

:3
0

～
1

4
:0

0
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

1
4

:1
0

～
1

5
:2

0
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

を
考

え
る

）
コ

メ
ン

テ
ー

タ
ー

：
田

原
美

智
子

氏
（

N
P

O
法

人
作

業
療

法
支

援
ネ

ッ
ト

）
（

前
日

本
福

祉
大

学
，

前
日

本
福

祉
大

学
高

浜
専

門
学

校
作

業
療

法
学

科
教

員
，

障
が

い
者

の
方

へ
の

衣
服

・
道

具
の

工
夫

に
携

わ
る

）
会

場
：

金
城

学
院

大
学

(W
3

棟
・

1
F

食
堂

)
　

　
　

〒
4

6
3

-
8

5
2

1
 名

古
屋

市
守

山
区

大
森

二
丁

目
1

7
2

3
番

地
主

催
：

金
城

学
院

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

工
房

定
員

：
6

0
 名

参
加

費
：

無
料

事
前

申
込

が
必

要
　

〆
切

　
2

0
2

4
年

8
月

2
4

日
（

土
）

申
込

は
以

下
か

ら
お

願
い

し
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
d

o
c
s
.g

o
o
g
le

.c
o
m

/
fo

rm
s
/
d

/
e
/
1

F
A

Ip
Q

L
S

d
R

_
Y

E
fv

N
g
Z

Z
8

yt
6

G
T

W
e
g
_
F
0

m
v
F
B

Z
x
0

tG
n

2
iC

m
7

u
8

q
yl

E
1

E
3

w
/
v
ie

w
fo

r
m 問

合
せ

先
：

平
林

由
果

（
金

城
学

院
大

学
生

活
環

境
学

部
環

境
デ

ザ
イ

ン
学

科
）

E
-
m

a
il:
h

ir
a
b

a
ya

@
k
in

jo
-
u

.a
c
.jp

金
城

学
院

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

工
房

は
、

お
し

ゃ
れ

を
あ

き
ら

め
て

い
る

方
に

、
装

い
を

楽
し

ん
で

も
ら

う
た

め
に

1
5

年
間

、
活

動
を

続
け

て
き

ま
し

た
。

か
ら

だ
が

不
自

由
で

も
、

ち
ょ

っ
と

し
た

工
夫

で
着

脱
が

楽
に

な
り

、
お

し
ゃ

れ
を

楽
し

む
こ

と
が

で
き

ま
す

。
イ

ベ
ン

ト
で

は
、

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

性
と

機
能

性
を

兼
ね

備
え

た
装

い
を

披
露

し
ま

す
。

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

は
、

参
加

者
と

一
緒

に
改

良
点

を
考

え
ま

す
。

な
お

、
本

イ
ベ

ン
ト

は
カ

シ
オ

科
学

振
興

財
団

か
ら

の
補

助
を

受
け

て
開

催
し

ま
す

。

-84-

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

8
7

2
0

2
4

新
製

品
・

技
術

屋
外

の
移

動
車

い
す

開
発

メ
ー

カ
ー

【
車

い
す

利
用

者
用

レ
イ

ン
ウ

ェ
ア

】
正

式
販

売
開

始
の

ご
案

内

肢
体

不
自

由
者

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
高

齢
者

 児
童

 家
族

 介
助

者
 共

用
品

 利
用

対
象

等
全

般

昨
年

こ
ち

ら
で

投
稿

し
ア

イ
デ

ィ
ア

も
頂

戴
し

ま
し

た
【

車
い

す
利

用
者

向
け

レ
イ

ン
ウ

ェ
ア

】
が

無
事

に
開

発
を

終
え

、
正

式
販

売
を

開
始

し
ま

し
た

。
弊

社
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
、

ア
マ

ゾ
ン

、
ヤ

フ
ー

、
マ

ク
ア

ケ
ス

ト
ア

で
ご

購
入

い
た

だ
け

ま
す

。

　
【

ひ
ざ

掛
け

】
【

ジ
ャ

ケ
ッ

ト
】

は
別

々
で

も
、

セ
ッ

ト
で

も
ご

購
入

で
き

ま
す

、
こ

れ
ま

で
の

販
売

状
況

を
み

ま
す

と
、

ひ
ざ

掛
け

の
ご

購
入

者
が

約
7

0
%

を
占

め
ま

す
。

　
医

療
・

介
護

系
法

人
向

け
（

法
人

購
入

お
よ

び
法

人
か

ら
対

象
者

様
の

ご
紹

介
）

に
は

、
特

別
な

割
引

も
ご

提
供

し
て

お
り

ま
す

の
で

気
軽

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

　
新

聞
に

も
掲

載
さ

れ
ま

し
た

。
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
n

p
.c

o
.jp

/
a
rt

ic
le

/
3

3
7

1
2

1
　 《

ご
購

入
サ

イ
ト

》

　
▼

弊
社

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

　
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.c
a
re

w
ill
.c

o
.jp

/
p

ro
d

u
c
ts

/
w

h
e
e
lc

h
a
ir
-
ra

in
c
o
a
t

　
▼

ア
マ

ゾ
ン

　
　

h
tt

p
s
:/

/
a
m

z
n

.t
o
/
4

fN
y5

yp

　
▼

ヤ
フ

ー
　

　
h

tt
p

s
:/

/
s
to

re
.s

h
o
p

p
in

g
.y

a
h

o
o
.c

o
.jp

/
c
a
re

w
ill
/
b

0
e
1

c
e
c
1

c
9

.h
tm

l

　
▼

マ
ク

ア
ケ

ス
ト

ア
　

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.m
a
k
u

a
k
e
.c

o
m

/
p

ro
je

c
t/

c
a
re

w
ill
3

/

1
0

8
9

2
0

2
4

お
知

ら
せ

衣
服

の
着

脱
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
衣

服
開

発
メ

ー
カ

ー
展

示
会

「
体

が
不

自
由

で
も

お
し

ゃ
れ

を
楽

し
も

う
！

」
の

ご
案

内

肢
体

不
自

由
者

知
的

障
害

者
 高

齢
者

 児
童

 家
族

介
助

者

こ
ん

に
ち

は
。

s
tu

d
io

 f
u

k
u

の
廣

瀬
和

子
（

社
会

福
祉

士
・

パ
タ

ン
ナ

ー
）

で
す

。
江

東
区

役
所

前
に

小
さ

な
洋

裁
ス

タ
ジ

オ
を

開
き

、
車

い
す

を
利

用
し

て
暮

ら
し

て
い

る
方

な
ど

の
ご

要
望

に
応

じ
て

衣
服

を
オ

ー
ダ

ー
で

製
作

し
た

り
、

オ
ン

ラ
イ

ン
シ

ョ
ッ

プ
で

販
売

し
た

り
し

て
い

ま
す

。
9

月
7

日
か

ら
2

0
日

ま
で

、
サ

ン
パ

ー
ル

荒
川

に
て

「
体

が
不

自
由

で
も

お
し

ゃ
れ

を
楽

し
も

う
！

」
と

題
し

た
展

示
会

を
開

催
す

る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

主
催

は
、

荒
川

区
社

会
福

祉
協

議
会

が
運

営
す

る
 あ

ら
か

わ
地

域
活

動
サ

ロ
ン

ふ
ら

っ
と

.フ
ラ

ッ
ト

で
す

。
s
tu

d
io

fu
k
u

 は
展

示
協

力
を

い
た

し
ま

す
。

（
サ

ン
パ

ー
ル

荒
川

　
東

京
都

荒
川

区
荒

川
1

-
1

-
1

）
障

害
や

高
齢

な
ど

を
理

由
に

体
が

動
か

し
に

く
い

方
の

服
に

関
す

る
情

報
を

得
ら

れ
る

貴
重

な
機

会
で

す
の

で
、

ぜ
ひ

お
立

ち
寄

り
く

だ
さ

い
。

会
場

を
３

つ
の

コ
ー

ナ
ー

に
分

け
て

展
示

い
た

し
ま

す
。

１
つ

め
は

「
既

製
品

の
リ

フ
ォ

ー
ム

」
で

す
。

車
い

す
を

使
っ

て
い

る
方

や
体

の
動

き
が

不
自

由
な

方
が

「
着

や
す

く
」

「
着

心
地

よ
く

」
服

を
着

ら
れ

る
よ

う
、

リ
フ

ォ
ー

ム
を

施
し

た
衣

服
を

ご
紹

介
し

ま
す

。
２

つ
め

は
「

困
り

ご
と

の
解

決
事

例
」

で
す

。
s
tu

d
io

 f
u

k
u

で
お

客
様

と
の

や
り

取
り

か
ら

生
ま

れ
た

オ
ー

ダ
ー

事
例

を
ご

紹
介

し
ま

す
。

３
つ

め
は

「
試

し
て

み
よ

う
」

の
コ

ー
ナ

ー
で

す
。

手
が

不
自

由
で

市
販

の
フ

ァ
ス

ナ
ー

で
は

開
け

に
く

い
と

お
悩

み
の

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

。
市

販
の

フ
ァ

ス
ナ

ー
に

ひ
と

工
夫

す
る

こ
と

で
操

作
し

や
す

く
な

る
の

で
す

が
、

ど
れ

が
い

い
か

は
ひ

と
そ

れ
ぞ

れ
。

い
く

つ
か

の
工

夫
を

展
示

し
て

い
ま

す
の

で
、

実
際

に
試

し
て

み
て

く
だ

さ
い

。
私

が
会

場
に

い
る

時
間

帯
も

ご
ざ

い
ま

す
。

詳
し

く
は

添
付

の
ち

ら
し

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
皆

様
の

ご
来

場
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

8
5

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
3

D
 プ

リ
ン

ト
自

助
具

デ
ザ

イ
ン

コ
ン

テ
ス

ト
2

0
2

4
 開

催
の

お
知

ら
せ

利
用

対
象

等
全

般
3

D
 プ

リ
ン

ト
自

助
具

デ
ザ

イ
ン

コ
ン

テ
ス

ト
 2

0
2

4
 関

連
情

報
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.ic
tr

e
h

a
b

.c
o
m

/
n

e
w

s
/
6

8
8

/

コ
ン

テ
ス

ト
の

紹
介

と
説

明
会

の
動

画
は

こ
ち

ら
h

tt
p

s
:/

/
v
im

e
o
.c

o
m

/
9

3
6

5
3

8
1

8
2

エ
ン

ト
リ

ー
期

間
：

2
0

2
4

年
6

月
1

日
（

土
）

〜
8

月
3

1
日

（
土

）
最

終
審

査
会

（
オ

ン
ラ

イ
ン

・
非

公
開

 結
果

発
表

）
：

2
0

2
4

年
1

0
月

2
6

日
（

土
）

参
加

費
：

無
料

・
複

数
応

募
可

参
加

資
格

：
ど

な
た

で
も

（
日

本
語

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
必

須
）

※
応

募
内

容
や

条
件

の
詳

細
は

応
募

要
項

参
照

・
最

優
秀

賞
（

1
名

/
組

予
定

）
副

賞
：

３
D

プ
リ

ン
タ

ー
１

台
（

C
re

a
ri
ty

 K
1

C
予

定
）

と
フ

ィ
ラ

メ
ン

ト
・

優
秀

賞
（

2
名

/
組

予
定

）
副

賞
：

フ
ィ

ラ
メ

ン
ト

・
学

生
賞

（
1

名
/
組

予
定

）
副

賞
：

フ
ィ

ラ
メ

ン
ト

審
査

員
（

順
不

同
、

敬
称

略
）

・
松

元
義

彦
　

鹿
児

島
赤

十
字

病
院

 専
門

作
業

療
法

士
（

福
祉

用
具

）
・

は
る

か
ぜ

ポ
ポ

ポ
（

３
D

プ
リ

ン
ト

エ
ン

ジ
ニ

ア
）

・
濱

中
直

樹
（

フ
ァ

ブ
ラ

ボ
品

川
 フ

ァ
ウ

ン
ダ

ー
）

・
株

式
会

社
良

品
計

画
 生

活
雑

貨
部

企
画

デ
ザ

イ
ン

課

主
催

：
一

般
社

団
法

人
IC

T
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

研
究

会
共

催
：

フ
ァ

ブ
ラ

ボ
品

川
協

賛
：

株
式

会
社

サ
ン

ス
テ

ラ
／

日
本

３
D

プ
リ

ン
タ

ー
株

式
会

社
 (

予
定

)／
一

般
社

団
法

人
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
教

育
振

興
協

会
／

株
式

会
社

北
陸

エ
ン

ジ
ニ

ア
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
／

テ
ク

ダ
イ

ヤ
株

式
会

社

1
0

8
6

2
0

2
4

お
知

ら
せ

そ
の

他
(場

面
)日

常
・

社
会

生
活

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

衣
料

個
人

（
9

/
7

）
F

a
s
h

io
n

fo
r 

a
ll 

を
目

指
し

て
”

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

シ
ョ

ー
＆

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
－

服
の

多
様

性
－

”
 着

た
い

服
で

輝
く

肢
体

不
自

由
者

標
記

の
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

と
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

が
あ

り
ま

す
。

参
加

無
料

で
す

が
、

事
前

申
し

込
み

（
〆

切
8

/
2

4
）

が
必

要
で

す
。

ご
関

心
あ

り
ま

し
た

ら
、

以
下

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

日
時

：
2

0
2

4
年

9
月

7
日

（
土

）
1

3
:0

0
～

1
6

:0
0

展
示

1
3

:3
0

～
1

4
:0

0
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

1
4

:1
0

～
1

5
:2

0
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

を
考

え
る

）
コ

メ
ン

テ
ー

タ
ー

：
田

原
美

智
子

氏
（

N
P

O
法

人
作

業
療

法
支

援
ネ

ッ
ト

）
（

前
日

本
福

祉
大

学
，

前
日

本
福

祉
大

学
高

浜
専

門
学

校
作

業
療

法
学

科
教

員
，

障
が

い
者

の
方

へ
の

衣
服

・
道

具
の

工
夫

に
携

わ
る

）
会

場
：

金
城

学
院

大
学

(W
3

棟
・

1
F

食
堂

)
　

　
　

〒
4

6
3

-
8

5
2

1
 名

古
屋

市
守

山
区

大
森

二
丁

目
1

7
2

3
番

地
主

催
：

金
城

学
院

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

工
房

定
員

：
6

0
 名

参
加

費
：

無
料

事
前

申
込

が
必

要
　

〆
切

　
2

0
2

4
年

8
月

2
4

日
（

土
）

申
込

は
以

下
か

ら
お

願
い

し
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
d

o
c
s
.g

o
o
g
le

.c
o
m

/
fo

rm
s
/
d

/
e
/
1

F
A

Ip
Q

L
S

d
R

_
Y

E
fv

N
g
Z

Z
8

yt
6

G
T

W
e
g
_
F
0

m
v
F
B

Z
x
0

tG
n

2
iC

m
7

u
8

q
yl

E
1

E
3

w
/
v
ie

w
fo

r
m 問

合
せ

先
：

平
林

由
果

（
金

城
学

院
大

学
生

活
環

境
学

部
環

境
デ

ザ
イ

ン
学

科
）

E
-
m

a
il:
h

ir
a
b

a
ya

@
k
in

jo
-
u

.a
c
.jp

金
城

学
院

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

工
房

は
、

お
し

ゃ
れ

を
あ

き
ら

め
て

い
る

方
に

、
装

い
を

楽
し

ん
で

も
ら

う
た

め
に

1
5

年
間

、
活

動
を

続
け

て
き

ま
し

た
。

か
ら

だ
が

不
自

由
で

も
、

ち
ょ

っ
と

し
た

工
夫

で
着

脱
が

楽
に

な
り

、
お

し
ゃ

れ
を

楽
し

む
こ

と
が

で
き

ま
す

。
イ

ベ
ン

ト
で

は
、

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

性
と

機
能

性
を

兼
ね

備
え

た
装

い
を

披
露

し
ま

す
。

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

は
、

参
加

者
と

一
緒

に
改

良
点

を
考

え
ま

す
。

な
お

、
本

イ
ベ

ン
ト

は
カ

シ
オ

科
学

振
興

財
団

か
ら

の
補

助
を

受
け

て
開

催
し

ま
す

。

-85-



投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

9
3

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

、
IC

T
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

そ
の

他
令

和
6

年
度

 厚
生

労
働

省
「

介
護

現
場

に
お

け
る

生
産

性
向

上
推

進
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
の

企
業

出
展

に
関

す
る

ご
案

内

高
齢

者
 家

族
 介

助
者

 利
用

対
象

等
全

般

こ
の

度
、

弊
社

の
受

託
す

る
厚

生
労

働
省

「
「

介
護

現
場

の
生

産
性

向
上

に
関

す
る

普
及

加
速

化
事

業
」

の
一

環
と

し
て

、
介

護
現

場
の

生
産

性
向

上
の

気
運

の
醸

成
を

図
る

「
介

護
現

場
に

お
け

る
生

産
性

向
上

推
進

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

を
開

催
す

る
運

び
と

な
り

ま
し

た
。

こ
ち

ら
で

は
、

企
業

出
展

を
実

施
予

定
で

出
展

い
た

だ
け

る
企

業
様

に
つ

き
ま

し
て

公
募

を
実

施
し

ま
す

の
で

ご
案

内
申

し
上

げ
ま

す
。

本
事

業
の

趣
旨

に
つ

い
て

ご
理

解
の

上
、

お
忙

し
い

と
こ

ろ
、

誠
に

恐
縮

で
ご

ざ
い

ま
す

が
、

貴
団

体
に

お
か

れ
ま

し
て

は
、

関
係

者
の

方
々

へ
本

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

公
募

の
周

知
に

ご
協

力
を

賜
り

た
く

、
何

卒
よ

ろ
し

く
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
【

フ
ォ

ー
ラ

ム
概

要
】

 
１

．
期

間
  

2
0

2
5

年
2

月
ま

た
は

3
月

　
予

定
　

　
　

　
　

※
具

体
例

な
日

程
は

1
0

月
上

旬
頃

に
決

定
予

定
 

２
．

開
催

場
所

　
　

東
京

都
内

の
ホ

テ
ル

・
会

議
室

等
　

（
3

0
0

人
程

度
の

会
場

、
オ

ン
ラ

イ
ン

1
,5

0
0

人
程

度
を

想
定

）
　

　
大

阪
府

内
の

ホ
テ

ル
・

会
議

室
等

　
（

3
0

0
人

程
度

の
会

場
、

オ
ン

ラ
イ

ン
1

,5
0

0
人

程
度

を
想

定
）

 
３

．
対

象
と

な
る

機
器

・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
　

経
済

産
業

省
と

厚
生

労
働

省
が

策
定

し
た

「
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
利

用
の

重
点

分
野

」
の

９
分

野
１

６
項

目
に

該
当

す
る

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
又

は
介

護
に

お
け

る
請

求
業

務
、

記
録

業
務

、
情

報
共

有
業

務
等

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
等

の
Ｉ

Ｃ
Ｔ

と
す

る
。

　
機

器
・

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
導

入
実

績
が

1
0

施
設

・
事

業
所

以
上

あ
る

こ
と

。
　

機
器

・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

導
入

し
た

施
設

・
事

業
所

の
所

在
地

が
２

都
道

府
県

以
上

あ
る

こ
と

。
【

公
募

要
領

】
 

１
．

公
募

期
間

  
2

0
2

4
年

９
月

2
0

日
（

金
）

ま
で

　
　

　
　

　
　

　
　

※
た

だ
し

、
応

募
状

況
に

よ
り

公
募

期
間

を
予

告
な

く
変

更
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
 

２
．

応
募

方
法

指
定

の
応

募
フ

ォ
ー

ム
に

必
要

事
項

を
記

載
の

上
送

信
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
　

　
Ｕ

Ｒ
Ｌ

：
　

h
tt

p
s
:/

/
2

6
7

c
0

3
d

e
.f
o
rm

.k
in

to
n

e
a
p

p
.c

o
m

/
p

u
b

lic
/
im

p
ro

v
e
m

e
n

t-
fo

ru
m

 
３

．
選

定
方

法
事

務
局

で
選

定
委

員
会

を
設

置
し

、
選

定
を

行
い

ま
す

。
〇

そ
の

他
　

　
そ

の
他

詳
細

に
つ

き
ま

し
て

は
、

以
下

公
募

要
領

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
d
ri
v
e
.g

o
o
g
le

.c
o
m

/
fi
le

/
d
/
1

V
M

8
iB

8
A

9
B

Ip
o
_
u

u
1

0
s
s
p
2

m
B

3
7

rv
m

s
rN

D
/
v
ie

w
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
株

式
会

社
エ

ヌ
・

テ
ィ

・
テ

ィ
・

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

 ラ
イ

フ
・

バ
リ

ュ
ー

・
ク

リ
エ

イ
シ

ョ
ン

 ユ
ニ

ッ
ト

担
当

：
相

良
、

金
尾

、
池

永
T

E
L
：

０
３

-
６

２
６

１
-
７

５
３

４
 （

平
日

１
０

：
０

０
～

１
７

：
０

０
）

 ※
１

３
:０

０
-
１

４
:０

０
を

除
く

E
-
m

a
il：

k
a
ig

o
s
e
is

a
n

s
e
i-

s
e
m

in
a
r@

n
tt

d
a
ta

-
s
tr

a
te

g
y.

c
o
m

（
所

属
先

、
お

名
前

、
連

絡
先

、
ご

要
件

を
ご

記
載

く
だ

さ
い

）
※

可
能

な
限

り
、

メ
ー

ル
に

よ
る

お
問

い
合

わ
せ

の
ご

協
力

を
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

※
H

P
・

開
催

要
綱

の
F
A

Q
も

事
前

に
お

確
か

め
く

だ
さ

い

1
0

9
4

2
0

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
移

乗
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
コ

ル
セ

ッ
ト

コ
ル

セ
ッ

ト

学
校

取
っ

て
付

き
コ

ル
セ

ッ
ト

内
部

障
害

者
 高

齢
者

 家
族

 介
助

者

コ
ル

セ
ッ

ト
に

フ
レ

キ
シ

ハ
グ

ベ
ル

ト
の

よ
う

な
取

っ
手

を
つ

け
る

こ
と

で
、

腰
痛

を
予

防
し

な
が

ら
移

乗
介

助
を

行
え

る
と

考
え

て
い

ま
す

。

1
0

9
5

2
0

2
4

お
知

ら
せ

そ
の

他
(場

面
)車

い
す

の
仕

様
車

い
す

学
校

生
活

モ
デ

ル
か

ら
考

え
る

高
齢

者
の

車
い

す
高

齢
者

 家
族

 介
助

者
介

護
老

人
福

祉
施

設
入

所
者

を
は

じ
め

，
介

護
が

必
要

な
高

齢
者

の
多

く
が

日
常

で
車

椅
子

を
使

用
し

て
い

ま
す

．
本

セ
ミ

ナ
ー

で
は

，
生

活
モ

デ
ル

の
視

点
か

ら
適

切
な

車
椅

子
使

用
方

法
に

つ
い

て
話

題
提

供
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

．
主

な
キ

ー
ワ

ー
ド

は
，

科
学

的
介

護
，

生
産

性
向

上
及

び
W

e
llb

e
in

g
で

す
．

ど
な

た
で

も
無

料
で

参
加

で
き

ま
す

の
で

，
ぜ

ひ
ご

参
加

く
だ

さ
い

．

1
0

9
6

2
0

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
移

乗
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
筋

ト
レ

で
使

用
さ

れ
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ベ
ル

ト
を

介
護

の
現

場
で

活
用

介
助

者
フ

リ
ー

ウ
ェ

イ
ト

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

で
使

用
さ

れ
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ベ
ル

ト
を

介
護

現
場

で
活

用
で

き
な

い
か

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ベ

ル
ト

を
使

用
す

る
こ

と
で

腹
圧

が
高

ま
り

、
体

幹
の

固
定

力
を

高
め

怪
我

の
防

止
や

筋
力

発
揮

能
力

の
効

果
を

発
揮

し
ま

す
。

そ
こ

で
、

介
護

業
務

を
含

む
保

健
衛

生
業

に
お

い
て

、
発

生
す

る
業

務
上

疾
病

の
約

8
割

が
腰

痛
で

あ
り

、
動

作
別

腰
痛

発
生

割
合

の
約

8
割

は
人

の
移

乗
と

な
っ

て
い

ま
す

。
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ベ

ル
ト

を
施

設
や

病
院

で
使

用
で

き
る

よ
う

な
デ

ザ
イ

ン
で

作
成

使
用

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
い

か
が

で
し

ょ
う

か
。

1
0

9
7

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
（

自
動

車
事

故
で

お
困

り
の

方
へ

）
ベ

ッ
ド

や
車

い
す

等
の

助
成

の
ご

案
内

利
用

対
象

等
全

般
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
の

五
島

と
申

し
ま

す
。

こ
の

度
は

、
ナ

ス
バ

（
自

動
車

事
故

対
策

機
構

）
様

が
行

っ
て

い
る

福
祉

用
具

に
係

る
事

業
に

つ
い

て
、

情
報

共
有

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

ナ
ス

バ
で

は
、

自
動

車
事

故
で

重
度

の
後

遺
症

を
持

っ
た

方
に

対
し

て
、

ベ
ッ

ド
や

車
い

す
等

の
購

入
や

レ
ン

タ
ル

、
修

理
（

交
換

）
等

に
か

か
る

費
用

を
支

給
す

る
事

業
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

受
給

は
常

時
又

は
随

時
の

介
護

を
要

す
る

な
ど

、
一

定
の

要
件

に
該

当
す

る
方

と
な

り
ま

す
が

、
詳

細
は

ナ
ス

バ
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
添

付
資

料
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
福

祉
用

具
に

関
係

す
る

皆
様

に
置

か
れ

ま
し

て
は

、
福

祉
用

具
を

利
用

さ
れ

て
い

る
方

で
該

当
し

そ
う

な
方

に
ご

周
知

い
た

だ
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

◆
ナ

ス
バ

（
自

動
車

事
故

対
策

機
構

）
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

当
該

事
業

の
ペ

ー
ジ

）
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
a
s
v
a
.g

o
.jp

/
s
a
s
a
e
ru

/
s
h

ik
yu

k
in

g
a
k
u

.h
tm

l#
h

e
a
d

e
r

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

9
1

2
0

2
4

お
知

ら
せ

そ
の

他
(場

面
)屋

内
外

移
動

歩
行

器
・

歩
行

車
 車

い
す

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)防

災
用

品

研
究

機
関

ぼ
う

さ
い

国
体

2
0

2
4

in
熊

本
に

介
助

運
搬

車
（

手
押

し
車

）
の

展
示

・
試

乗
会

を
開

催

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 盲

ろ
う

者
 高

齢
者

家
族

 介
助

者
 利

用
対

象
等

全
般

ぼ
う

さ
い

国
体

2
0

2
4

in
熊

本
で

開
催

さ
れ

ま
す

。
（

日
本

最
大

の
防

災
用

品
展

示
及

び
発

表
会

で
す

）
主

催
：

防
災

推
進

国
民

大
会

2
0

2
4

実
行

委
員

会
（

内
閣

府
・

防
災

推
進

協
議

会
・

防
災

国
民

会
議

）
協

力
：

熊
本

県
・

熊
本

市

日
　

　
時

：
１

０
月

１
９

日
（

土
）

～
２

０
日

（
日

）
場

　
　

所
：

熊
本

城
ホ

ー
ル

・
熊

本
国

際
交

流
会

館
・

花
畑

広
場

開
催

時
間

：
１

９
日

1
0

:0
0

～
1

8
:0

0
・

２
０

日
1

0
:0

0
～

5
:3

0
（

予
定

）
参

 加
  

料
：

無
料

定
　

　
員

：
特

に
有

り
ま

せ
ん

。

N
P

O
法

人
日

本
防

災
用

品
技

術
研

究
協

会
の

参
加

内
容

展
  

示
  

場
  

所
：

屋
外

展
示

場
（

花
畑

広
場

）
区

分
２

、
O

-
1

5
で

す
。

展
  

示
  

内
  

容
：

介
助

運
搬

車
（

手
押

し
車

）
の

展
示

・
試

乗
会

を
開

催
参

加
タ

イ
ト

ル
：

老
い

も
若

き
も

み
ん

な
一

緒
に

避
難

参
 　

加
　

  
料

：
無

料

内
容

は
、

災
害

弱
者

と
言

わ
れ

ま
す

シ
ニ

ア
・

目
・

体
の

不
自

由
な

方
々

の
避

難
用

品
の

介
助

運
搬

車
の

展
示

試
乗

会
で

す
。

従
来

の
避

難
用

品
の

リ
ヤ

カ
ー

・
車

い
す

・
担

架
等

の
良

い
所

を
取

り
入

れ
。

ま
た

、
悪

い
所

を
改

善
し

ま
し

た
。

利
用

者
は

介
助

運
搬

車
の

椅
子

に
シ

ー
ト

ベ
ル

ト
を

締
め

て
安

心
・

安
全

に
座

っ
て

頂
き

ま
す

。
ま

た
、

搬
送

者
は

、
動

力
を

使
用

し
な

い
人

力
で

の
操

作
で

す
が

テ
コ

の
原

理
で

約
1

/
7

（
7

0
㌔

で
す

と
1

0
㌔

）
の

軽
い

力
で

持
ち

上
げ

て
搬

送
出

来
ま

す
。

ま
た

、
防

災
用

品
ん

は
日

常
で

は
あ

ま
り

使
用

し
ま

せ
ん

。
で

す
が

介
助

運
搬

車
は

、
椅

子
を

取
り

換
え

る
事

に
よ

り
通

常
の

一
輪

車
と

し
て

バ
ケ

ッ
ト

（
船

）
に

土
砂

を
運

ん
だ

り
、

バ
ケ

ッ
ト

を
外

し
て

コ
ン

テ
ナ

ー
搬

送
と

3
通

り
に

使
え

る
フ

ェ
ズ

フ
リ

ー
商

品
で

す
。

ち
な

み
に

椅
子

・
バ

ケ
ッ

ト
の

交
換

は
工

具
を

使
わ

ず
に

数
秒

で
行

え
ま

す
。

そ
の

為
に

日
常

使
用

し
て

い
た

だ
け

る
商

品
で

す
。

写
真

の
見

た
目

は
少

々
重

工
で

す
が

軽
く

2
輪

な
の

で
悪

路
に

も
対

応
し

た
操

作
性

で
す

。
ど

う
ぞ

お
出

で
い

た
だ

き
ま

す
よ

う
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。

1
0

9
2

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
（

お
願

い
）

知
的

に
障

害
の

あ
る

方
の

支
援

機
器

に
係

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

に
つ

い
て

知
的

障
害

者
 精

神
障

害
者

 発
達

障
害

者

公
益

財
団

法
人

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

は
、

厚
生

労
働

省
か

ら
補

助
を

受
け

て
｢
知

的
障

害
者

の
支

援
機

器
に

係
る

ニ
ー

ズ
情

報
の

収
集

・
提

供
の

在
り

方
に

関
す

る
調

査
研

究
｣
を

実
施

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
が

、
こ

の
度

、
本

事
業

の
一

環
と

し
て

、
知

的
に

障
害

の
あ

る
方

を
対

象
に

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

す
る

こ
と

と
致

し
ま

し
た

。
　 【

目
的

】
本

調
査

で
は

、
知

的
障

害
者

の
支

援
機

器
等

に
関

す
る

ニ
ー

ズ
と

し
て

整
理

分
析

す
る

こ
と

と
し

、
知

的
障

害
者

（
「

児
」

を
含

む
。

）
が

日
常

生
活

で
抱

え
る

潜
在

的
な

困
難

を
顕

在
化

し
、

真
に

必
要

と
さ

れ
る

支
援

機
器

の
開

発
及

び
普

及
の

促
進

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

ま
す

。
【

対
象

】
知

的
に

障
害

の
あ

る
ご

本
人

（
た

だ
し

、
代

理
に

よ
る

回
答

も
差

支
え

あ
り

ま
せ

ん
。

【
調

査
方

法
】

知
的

に
障

害
の

あ
る

ご
本

人
又

は
、

ご
家

族
や

施
設

・
事

業
所

の
職

員
等

の
支

援
を

受
け

な
が

ら
ご

本
人

が
回

答
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
、

ご
本

人
の

回
答

が
困

難
な

場
合

に
は

、
ご

本
人

の
立

場
か

ら
代

理
で

回
答

す
る

こ
と

も
差

し
支

え
あ

り
ま

せ
ん

。
【

回
答

方
法

】
可

能
な

限
り

Ｗ
ｅ

ｂ
か

ら
行

っ
て

い
だ

た
き

ま
す

よ
う

、
ご

協
力

を
お

願
い

し
ま

す
。

た
だ

し
、

紙
に

よ
る

回
答

も
差

支
え

あ
り

ま
せ

ん
。

○
ア

ン
ケ

ー
ト

協
力

の
ご

案
内

　
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
c
h

it
e
k
i_

2
0

2
4

.s
h

tm
l

○
回

答
ペ

ー
ジ

　
h

tt
p

s
:/

/
q

u
e
s
ta

n
t.
jp

/
q

/
G

V
U

2
0

V
0

9

【
回

答
期

限
】

令
和

６
年

１
０

月
３

１
日

（
木

）

【
本

調
査

に
関

す
る

お
問

い
合

わ
せ

】
（

１
）

調
査

の
主

旨
、

目
的

に
関

す
る

お
問

い
合

わ
せ

公
益

財
団

法
人

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

　
企

画
部

　
宇

田
川

・
岩

田
・

五
島

Ｔ
Ｅ

Ｌ
 ０

３
（

３
２

６
６

）
６

８
８

３
Ｆ

Ａ
Ｘ

 ０
３

（
３

２
６

６
）

６
８

８
５

電
子

メ
ー

ル
　

s
h

o
g
a
i-

k
ik

i@
te

c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

〒
1

6
2

-
0

8
2

3
東

京
都

新
宿

区
神

楽
河

岸
１

－
１

 セ
ン

ト
ラ

ル
プ

ラ
ザ

４
階

（
２

）
ア

ン
ケ

ー
ト

の
入

力
に

関
す

る
お

問
い

合
わ

せ
株

式
会

社
シ

ー
ド

・
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
（

委
託

事
業

者
）

　
荒

川
・

采
本

電
子

メ
ー

ル
　

n
.a

ra
k
a
w

a
@

s
e
e
d

p
la

n
n

in
g
.c

o
.jp

〒
1

1
3

-
0

0
3

4
東

京
都

文
京

区
湯

島
３

－
１

９
－

１
１

湯
島

フ
ァ

ー
ス

ト
ビ

ル
４

階

-86-



投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

9
3

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

、
IC

T
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

そ
の

他
令

和
6

年
度

 厚
生

労
働

省
「

介
護

現
場

に
お

け
る

生
産

性
向

上
推

進
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
の

企
業

出
展

に
関

す
る

ご
案

内

高
齢

者
 家

族
 介

助
者

 利
用

対
象

等
全

般

こ
の

度
、

弊
社

の
受

託
す

る
厚

生
労

働
省

「
「

介
護

現
場

の
生

産
性

向
上

に
関

す
る

普
及

加
速

化
事

業
」

の
一

環
と

し
て

、
介

護
現

場
の

生
産

性
向

上
の

気
運

の
醸

成
を

図
る

「
介

護
現

場
に

お
け

る
生

産
性

向
上

推
進

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

を
開

催
す

る
運

び
と

な
り

ま
し

た
。

こ
ち

ら
で

は
、

企
業

出
展

を
実

施
予

定
で

出
展

い
た

だ
け

る
企

業
様

に
つ

き
ま

し
て

公
募

を
実

施
し

ま
す

の
で

ご
案

内
申

し
上

げ
ま

す
。

本
事

業
の

趣
旨

に
つ

い
て

ご
理

解
の

上
、

お
忙

し
い

と
こ

ろ
、

誠
に

恐
縮

で
ご

ざ
い

ま
す

が
、

貴
団

体
に

お
か

れ
ま

し
て

は
、

関
係

者
の

方
々

へ
本

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

公
募

の
周

知
に

ご
協

力
を

賜
り

た
く

、
何

卒
よ

ろ
し

く
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
【

フ
ォ

ー
ラ

ム
概

要
】

 
１

．
期

間
  

2
0

2
5

年
2

月
ま

た
は

3
月

　
予

定
　

　
　

　
　

※
具

体
例

な
日

程
は

1
0

月
上

旬
頃

に
決

定
予

定
 

２
．

開
催

場
所

　
　

東
京

都
内

の
ホ

テ
ル

・
会

議
室

等
　

（
3

0
0

人
程

度
の

会
場

、
オ

ン
ラ

イ
ン

1
,5

0
0

人
程

度
を

想
定

）
　

　
大

阪
府

内
の

ホ
テ

ル
・

会
議

室
等

　
（

3
0

0
人

程
度

の
会

場
、

オ
ン

ラ
イ

ン
1

,5
0

0
人

程
度

を
想

定
）

 
３

．
対

象
と

な
る

機
器

・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
　

経
済

産
業

省
と

厚
生

労
働

省
が

策
定

し
た

「
介

護
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
利

用
の

重
点

分
野

」
の

９
分

野
１

６
項

目
に

該
当

す
る

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
又

は
介

護
に

お
け

る
請

求
業

務
、

記
録

業
務

、
情

報
共

有
業

務
等

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
等

の
Ｉ

Ｃ
Ｔ

と
す

る
。

　
機

器
・

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
導

入
実

績
が

1
0

施
設

・
事

業
所

以
上

あ
る

こ
と

。
　

機
器

・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

導
入

し
た

施
設

・
事

業
所

の
所

在
地

が
２

都
道

府
県

以
上

あ
る

こ
と

。
【

公
募

要
領

】
 

１
．

公
募

期
間

  
2

0
2

4
年

９
月

2
0

日
（

金
）

ま
で

　
　

　
　

　
　

　
　

※
た

だ
し

、
応

募
状

況
に

よ
り

公
募

期
間

を
予

告
な

く
変

更
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
 

２
．

応
募

方
法

指
定

の
応

募
フ

ォ
ー

ム
に

必
要

事
項

を
記

載
の

上
送

信
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
　

　
Ｕ

Ｒ
Ｌ

：
　

h
tt

p
s
:/

/
2

6
7

c
0

3
d

e
.f
o
rm

.k
in

to
n

e
a
p

p
.c

o
m

/
p

u
b

lic
/
im

p
ro

v
e
m

e
n

t-
fo

ru
m

 
３

．
選

定
方

法
事

務
局

で
選

定
委

員
会

を
設

置
し

、
選

定
を

行
い

ま
す

。
〇

そ
の

他
　

　
そ

の
他

詳
細

に
つ

き
ま

し
て

は
、

以
下

公
募

要
領

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
d
ri
v
e
.g

o
o
g
le

.c
o
m

/
fi
le

/
d
/
1

V
M

8
iB

8
A

9
B

Ip
o
_
u

u
1

0
s
s
p
2

m
B

3
7

rv
m

s
rN

D
/
v
ie

w
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
株

式
会

社
エ

ヌ
・

テ
ィ

・
テ

ィ
・

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

 ラ
イ

フ
・

バ
リ

ュ
ー

・
ク

リ
エ

イ
シ

ョ
ン

 ユ
ニ

ッ
ト

担
当

：
相

良
、

金
尾

、
池

永
T

E
L
：

０
３

-
６

２
６

１
-
７

５
３

４
 （

平
日

１
０

：
０

０
～

１
７

：
０

０
）

 ※
１

３
:０

０
-
１

４
:０

０
を

除
く

E
-
m

a
il：

k
a
ig

o
s
e
is

a
n

s
e
i-

s
e
m

in
a
r@

n
tt

d
a
ta

-
s
tr

a
te

g
y.

c
o
m

（
所

属
先

、
お

名
前

、
連

絡
先

、
ご

要
件

を
ご

記
載

く
だ

さ
い

）
※

可
能

な
限

り
、

メ
ー

ル
に

よ
る

お
問

い
合

わ
せ

の
ご

協
力

を
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

※
H

P
・

開
催

要
綱

の
F
A

Q
も

事
前

に
お

確
か

め
く

だ
さ

い

1
0

9
4

2
0

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
移

乗
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
コ

ル
セ

ッ
ト

コ
ル

セ
ッ

ト

学
校

取
っ

て
付

き
コ

ル
セ

ッ
ト

内
部

障
害

者
 高

齢
者

 家
族

 介
助

者

コ
ル

セ
ッ

ト
に

フ
レ

キ
シ

ハ
グ

ベ
ル

ト
の

よ
う

な
取

っ
手

を
つ

け
る

こ
と

で
、

腰
痛

を
予

防
し

な
が

ら
移

乗
介

助
を

行
え

る
と

考
え

て
い

ま
す

。

1
0

9
5

2
0

2
4

お
知

ら
せ

そ
の

他
(場

面
)車

い
す

の
仕

様
車

い
す

学
校

生
活

モ
デ

ル
か

ら
考

え
る

高
齢

者
の

車
い

す
高

齢
者

 家
族

 介
助

者
介

護
老

人
福

祉
施

設
入

所
者

を
は

じ
め

，
介

護
が

必
要

な
高

齢
者

の
多

く
が

日
常

で
車

椅
子

を
使

用
し

て
い

ま
す

．
本

セ
ミ

ナ
ー

で
は

，
生

活
モ

デ
ル

の
視

点
か

ら
適

切
な

車
椅

子
使

用
方

法
に

つ
い

て
話

題
提

供
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

．
主

な
キ

ー
ワ

ー
ド

は
，

科
学

的
介

護
，

生
産

性
向

上
及

び
W

e
llb

e
in

g
で

す
．

ど
な

た
で

も
無

料
で

参
加

で
き

ま
す

の
で

，
ぜ

ひ
ご

参
加

く
だ

さ
い

．

1
0

9
6

2
0

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
移

乗
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
筋

ト
レ

で
使

用
さ

れ
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ベ
ル

ト
を

介
護

の
現

場
で

活
用

介
助

者
フ

リ
ー

ウ
ェ

イ
ト

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

で
使

用
さ

れ
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ベ
ル

ト
を

介
護

現
場

で
活

用
で

き
な

い
か

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ベ

ル
ト

を
使

用
す

る
こ

と
で

腹
圧

が
高

ま
り

、
体

幹
の

固
定

力
を

高
め

怪
我

の
防

止
や

筋
力

発
揮

能
力

の
効

果
を

発
揮

し
ま

す
。

そ
こ

で
、

介
護

業
務

を
含

む
保

健
衛

生
業

に
お

い
て

、
発

生
す

る
業

務
上

疾
病

の
約

8
割

が
腰

痛
で

あ
り

、
動

作
別

腰
痛

発
生

割
合

の
約

8
割

は
人

の
移

乗
と

な
っ

て
い

ま
す

。
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ベ

ル
ト

を
施

設
や

病
院

で
使

用
で

き
る

よ
う

な
デ

ザ
イ

ン
で

作
成

使
用

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
い

か
が

で
し

ょ
う

か
。

1
0

9
7

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
（

自
動

車
事

故
で

お
困

り
の

方
へ

）
ベ

ッ
ド

や
車

い
す

等
の

助
成

の
ご

案
内

利
用

対
象

等
全

般
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
の

五
島

と
申

し
ま

す
。

こ
の

度
は

、
ナ

ス
バ

（
自

動
車

事
故

対
策

機
構

）
様

が
行

っ
て

い
る

福
祉

用
具

に
係

る
事

業
に

つ
い

て
、

情
報

共
有

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

ナ
ス

バ
で

は
、

自
動

車
事

故
で

重
度

の
後

遺
症

を
持

っ
た

方
に

対
し

て
、

ベ
ッ

ド
や

車
い

す
等

の
購

入
や

レ
ン

タ
ル

、
修

理
（

交
換

）
等

に
か

か
る

費
用

を
支

給
す

る
事

業
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

受
給

は
常

時
又

は
随

時
の

介
護

を
要

す
る

な
ど

、
一

定
の

要
件

に
該

当
す

る
方

と
な

り
ま

す
が

、
詳

細
は

ナ
ス

バ
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
添

付
資

料
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
福

祉
用

具
に

関
係

す
る

皆
様

に
置

か
れ

ま
し

て
は

、
福

祉
用

具
を

利
用

さ
れ

て
い

る
方

で
該

当
し

そ
う

な
方

に
ご

周
知

い
た

だ
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

◆
ナ

ス
バ

（
自

動
車

事
故

対
策

機
構

）
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

当
該

事
業

の
ペ

ー
ジ

）
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
a
s
v
a
.g

o
.jp

/
s
a
s
a
e
ru

/
s
h

ik
yu

k
in

g
a
k
u

.h
tm

l#
h

e
a
d

e
r

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

9
1

2
0

2
4

お
知

ら
せ

そ
の

他
(場

面
)屋

内
外

移
動

歩
行

器
・

歩
行

車
 車

い
す

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)防

災
用

品

研
究

機
関

ぼ
う

さ
い

国
体

2
0

2
4

in
熊

本
に

介
助

運
搬

車
（

手
押

し
車

）
の

展
示

・
試

乗
会

を
開

催

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 盲

ろ
う

者
 高

齢
者

家
族

 介
助

者
 利

用
対

象
等

全
般

ぼ
う

さ
い

国
体

2
0

2
4

in
熊

本
で

開
催

さ
れ

ま
す

。
（

日
本

最
大

の
防

災
用

品
展

示
及

び
発

表
会

で
す

）
主

催
：

防
災

推
進

国
民

大
会

2
0

2
4

実
行

委
員

会
（

内
閣

府
・

防
災

推
進

協
議

会
・

防
災

国
民

会
議

）
協

力
：

熊
本

県
・

熊
本

市

日
　

　
時

：
１

０
月

１
９

日
（

土
）

～
２

０
日

（
日

）
場

　
　

所
：

熊
本

城
ホ

ー
ル

・
熊

本
国

際
交

流
会

館
・

花
畑

広
場

開
催

時
間

：
１

９
日

1
0

:0
0

～
1

8
:0

0
・

２
０

日
1

0
:0

0
～

5
:3

0
（

予
定

）
参

 加
  

料
：

無
料

定
　

　
員

：
特

に
有

り
ま

せ
ん

。

N
P

O
法

人
日

本
防

災
用

品
技

術
研

究
協

会
の

参
加

内
容

展
  

示
  

場
  

所
：

屋
外

展
示

場
（

花
畑

広
場

）
区

分
２

、
O

-
1

5
で

す
。

展
  

示
  

内
  

容
：

介
助

運
搬

車
（

手
押

し
車

）
の

展
示

・
試

乗
会

を
開

催
参

加
タ

イ
ト

ル
：

老
い

も
若

き
も

み
ん

な
一

緒
に

避
難

参
 　

加
　

  
料

：
無

料

内
容

は
、

災
害

弱
者

と
言

わ
れ

ま
す

シ
ニ

ア
・

目
・

体
の

不
自

由
な

方
々

の
避

難
用

品
の

介
助

運
搬

車
の

展
示

試
乗

会
で

す
。

従
来

の
避

難
用

品
の

リ
ヤ

カ
ー

・
車

い
す

・
担

架
等

の
良

い
所

を
取

り
入

れ
。

ま
た

、
悪

い
所

を
改

善
し

ま
し

た
。

利
用

者
は

介
助

運
搬

車
の

椅
子

に
シ

ー
ト

ベ
ル

ト
を

締
め

て
安

心
・

安
全

に
座

っ
て

頂
き

ま
す

。
ま

た
、

搬
送

者
は

、
動

力
を

使
用

し
な

い
人

力
で

の
操

作
で

す
が

テ
コ

の
原

理
で

約
1

/
7

（
7

0
㌔

で
す

と
1

0
㌔

）
の

軽
い

力
で

持
ち

上
げ

て
搬

送
出

来
ま

す
。

ま
た

、
防

災
用

品
ん

は
日

常
で

は
あ

ま
り

使
用

し
ま

せ
ん

。
で

す
が

介
助

運
搬

車
は

、
椅

子
を

取
り

換
え

る
事

に
よ

り
通

常
の

一
輪

車
と

し
て

バ
ケ

ッ
ト

（
船

）
に

土
砂

を
運

ん
だ

り
、

バ
ケ

ッ
ト

を
外

し
て

コ
ン

テ
ナ

ー
搬

送
と

3
通

り
に

使
え

る
フ

ェ
ズ

フ
リ

ー
商

品
で

す
。

ち
な

み
に

椅
子

・
バ

ケ
ッ

ト
の

交
換

は
工

具
を

使
わ

ず
に

数
秒

で
行

え
ま

す
。

そ
の

為
に

日
常

使
用

し
て

い
た

だ
け

る
商

品
で

す
。

写
真

の
見

た
目

は
少

々
重

工
で

す
が

軽
く

2
輪

な
の

で
悪

路
に

も
対

応
し

た
操

作
性

で
す

。
ど

う
ぞ

お
出

で
い

た
だ

き
ま

す
よ

う
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。

1
0

9
2

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
（

お
願

い
）

知
的

に
障

害
の

あ
る

方
の

支
援

機
器

に
係

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

に
つ

い
て

知
的

障
害

者
 精

神
障

害
者

 発
達

障
害

者

公
益

財
団

法
人

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

は
、

厚
生

労
働

省
か

ら
補

助
を

受
け

て
｢
知

的
障

害
者

の
支

援
機

器
に

係
る

ニ
ー

ズ
情

報
の

収
集

・
提

供
の

在
り

方
に

関
す

る
調

査
研

究
｣
を

実
施

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
が

、
こ

の
度

、
本

事
業

の
一

環
と

し
て

、
知

的
に

障
害

の
あ

る
方

を
対

象
に

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

す
る

こ
と

と
致

し
ま

し
た

。
　 【

目
的

】
本

調
査

で
は

、
知

的
障

害
者

の
支

援
機

器
等

に
関

す
る

ニ
ー

ズ
と

し
て

整
理

分
析

す
る

こ
と

と
し

、
知

的
障

害
者

（
「

児
」

を
含

む
。

）
が

日
常

生
活

で
抱

え
る

潜
在

的
な

困
難

を
顕

在
化

し
、

真
に

必
要

と
さ

れ
る

支
援

機
器

の
開

発
及

び
普

及
の

促
進

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

ま
す

。
【

対
象

】
知

的
に

障
害

の
あ

る
ご

本
人

（
た

だ
し

、
代

理
に

よ
る

回
答

も
差

支
え

あ
り

ま
せ

ん
。

【
調

査
方

法
】

知
的

に
障

害
の

あ
る

ご
本

人
又

は
、

ご
家

族
や

施
設

・
事

業
所

の
職

員
等

の
支

援
を

受
け

な
が

ら
ご

本
人

が
回

答
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
、

ご
本

人
の

回
答

が
困

難
な

場
合

に
は

、
ご

本
人

の
立

場
か

ら
代

理
で

回
答

す
る

こ
と

も
差

し
支

え
あ

り
ま

せ
ん

。
【

回
答

方
法

】
可

能
な

限
り

Ｗ
ｅ

ｂ
か

ら
行

っ
て

い
だ

た
き

ま
す

よ
う

、
ご

協
力

を
お

願
い

し
ま

す
。

た
だ

し
、

紙
に

よ
る

回
答

も
差

支
え

あ
り

ま
せ

ん
。

○
ア

ン
ケ

ー
ト

協
力

の
ご

案
内

　
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
c
h

it
e
k
i_

2
0

2
4

.s
h

tm
l

○
回

答
ペ

ー
ジ

　
h

tt
p

s
:/

/
q

u
e
s
ta

n
t.
jp

/
q

/
G

V
U

2
0

V
0

9

【
回

答
期

限
】

令
和

６
年

１
０

月
３

１
日

（
木

）

【
本

調
査

に
関

す
る

お
問

い
合

わ
せ

】
（

１
）

調
査

の
主

旨
、

目
的

に
関

す
る

お
問

い
合

わ
せ

公
益

財
団

法
人

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

　
企

画
部

　
宇

田
川

・
岩

田
・

五
島

Ｔ
Ｅ

Ｌ
 ０

３
（

３
２

６
６

）
６

８
８

３
Ｆ

Ａ
Ｘ

 ０
３

（
３

２
６

６
）

６
８

８
５

電
子

メ
ー

ル
　

s
h

o
g
a
i-

k
ik

i@
te

c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

〒
1

6
2

-
0

8
2

3
東

京
都

新
宿

区
神

楽
河

岸
１

－
１

 セ
ン

ト
ラ

ル
プ

ラ
ザ

４
階

（
２

）
ア

ン
ケ

ー
ト

の
入

力
に

関
す

る
お

問
い

合
わ

せ
株

式
会

社
シ

ー
ド

・
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
（

委
託

事
業

者
）

　
荒

川
・

采
本

電
子

メ
ー

ル
　

n
.a

ra
k
a
w

a
@

s
e
e
d

p
la

n
n

in
g
.c

o
.jp

〒
1

1
3

-
0

0
3

4
東

京
都

文
京

区
湯

島
３

－
１

９
－

１
１

湯
島

フ
ァ

ー
ス

ト
ビ

ル
４

階

-86-

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

9
3

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

、
IC

T
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

そ
の

他
令

和
6

年
度

 厚
生

労
働

省
「

介
護

現
場

に
お

け
る

生
産

性
向

上
推

進
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
の

企
業

出
展

に
関

す
る

ご
案

内

高
齢

者
 家

族
 介

助
者

 利
用

対
象

等
全

般

こ
の

度
、

弊
社

の
受

託
す

る
厚

生
労

働
省

「
「

介
護

現
場

の
生

産
性

向
上

に
関

す
る

普
及

加
速

化
事

業
」

の
一

環
と

し
て

、
介

護
現

場
の

生
産

性
向

上
の

気
運

の
醸

成
を

図
る

「
介

護
現

場
に

お
け

る
生

産
性

向
上

推
進

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

を
開

催
す

る
運

び
と

な
り

ま
し

た
。

こ
ち

ら
で

は
、

企
業

出
展

を
実

施
予

定
で

出
展

い
た

だ
け

る
企

業
様

に
つ

き
ま

し
て

公
募

を
実

施
し

ま
す

の
で

ご
案

内
申

し
上

げ
ま

す
。

本
事

業
の

趣
旨

に
つ

い
て

ご
理

解
の

上
、

お
忙

し
い

と
こ

ろ
、

誠
に

恐
縮

で
ご

ざ
い

ま
す

が
、

貴
団

体
に

お
か

れ
ま

し
て

は
、

関
係

者
の

方
々

へ
本

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

公
募

の
周

知
に

ご
協

力
を

賜
り

た
く

、
何

卒
よ

ろ
し

く
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
【

フ
ォ

ー
ラ

ム
概

要
】

 
１

．
期

間
  

2
0

2
5

年
2

月
ま

た
は

3
月

　
予

定
※

具
体

例
な

日
程

は
1

0
月

上
旬

頃
に

決
定

予
定

 
２

．
開

催
場

所
　

　
東

京
都

内
の

ホ
テ

ル
・

会
議

室
等

　
（

3
0

0
人

程
度

の
会

場
、

オ
ン

ラ
イ

ン
1

,5
0

0
人

程
度

を
想

定
）

　
　

大
阪

府
内

の
ホ

テ
ル

・
会

議
室

等
　

（
3

0
0

人
程

度
の

会
場

、
オ

ン
ラ

イ
ン

1
,5

0
0

人
程

度
を

想
定

）
 

３
．

対
象

と
な

る
機

器
・

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

　
経

済
産

業
省

と
厚

生
労

働
省

が
策

定
し

た
「

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

利
用

の
重

点
分

野
」

の
９

分
野

１
６

項
目

に
該

当
す

る
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

又
は

介
護

に
お

け
る

請
求

業
務

、
記

録
業

務
、

情
報

共
有

業
務

等
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

等
の

Ｉ
Ｃ

Ｔ
と

す
る

。
　

機
器

・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

導
入

実
績

が
1

0
施

設
・

事
業

所
以

上
あ

る
こ

と
。

　
機

器
・

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

を
導

入
し

た
施

設
・

事
業

所
の

所
在

地
が

２
都

道
府

県
以

上
あ

る
こ

と
。

【
公

募
要

領
】

 
１

．
公

募
期

間
  

2
0

2
4

年
９

月
2

0
日

（
金

）
ま

で
※

た
だ

し
、

応
募

状
況

に
よ

り
公

募
期

間
を

予
告

な
く

変
更

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

 
２

．
応

募
方

法
指

定
の

応
募

フ
ォ

ー
ム

に
必

要
事

項
を

記
載

の
上

送
信

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

Ｕ
Ｒ

Ｌ
：

　
h

tt
p

s
:/

/
2

6
7

c
0

3
d

e
.f
o
rm

.k
in

to
n

e
a
p

p
.c

o
m

/
p

u
b

lic
/
im

p
ro

v
e
m

e
n

t-
fo

ru
m

 
３

．
選

定
方

法
事

務
局

で
選

定
委

員
会

を
設

置
し

、
選

定
を

行
い

ま
す

。
〇

そ
の

他
　

　
そ

の
他

詳
細

に
つ

き
ま

し
て

は
、

以
下

公
募

要
領

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
d
ri
v
e
.g

o
o
g
le

.c
o
m

/
fi
le

/
d
/
1

V
M

8
iB

8
A

9
B

Ip
o
_
u

u
1

0
s
s
p
2

m
B

3
7

rv
m

s
rN

D
/
v
ie

w
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
株

式
会

社
エ

ヌ
・

テ
ィ

・
テ

ィ
・

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

 ラ
イ

フ
・

バ
リ

ュ
ー

・
ク

リ
エ

イ
シ

ョ
ン

 ユ
ニ

ッ
ト

担
当

：
相

良
、

金
尾

、
池

永
T

E
L
：

０
３

-
６

２
６

１
-
７

５
３

４
 （

平
日

１
０

：
０

０
～

１
７

：
０

０
）

 ※
１

３
:０

０
-
１

４
:０

０
を

除
く

E
-
m

a
il：

k
a
ig

o
s
e
is

a
n

s
e
i-

s
e
m

in
a
r@

n
tt

d
a
ta

-
s
tr

a
te

g
y.

c
o
m

（
所

属
先

、
お

名
前

、
連

絡
先

、
ご

要
件

を
ご

記
載

く
だ

さ
い

）
※

可
能

な
限

り
、

メ
ー

ル
に

よ
る

お
問

い
合

わ
せ

の
ご

協
力

を
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

※
H

P
・

開
催

要
綱

の
F
A

Q
も

事
前

に
お

確
か

め
く

だ
さ

い

1
0

9
4

2
0

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
移

乗
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
コ

ル
セ

ッ
ト

コ
ル

セ
ッ

ト

学
校

取
っ

て
付

き
コ

ル
セ

ッ
ト

内
部

障
害

者
 高

齢
者

 家
族

 介
助

者

コ
ル

セ
ッ

ト
に

フ
レ

キ
シ

ハ
グ

ベ
ル

ト
の

よ
う

な
取

っ
手

を
つ

け
る

こ
と

で
、

腰
痛

を
予

防
し

な
が

ら
移

乗
介

助
を

行
え

る
と

考
え

て
い

ま
す

。

1
0

9
5

2
0

2
4

お
知

ら
せ

そ
の

他
(場

面
)車

い
す

の
仕

様
車

い
す

学
校

生
活

モ
デ

ル
か

ら
考

え
る

高
齢

者
の

車
い

す
高

齢
者

 家
族

 介
助

者
介

護
老

人
福

祉
施

設
入

所
者

を
は

じ
め

，
介

護
が

必
要

な
高

齢
者

の
多

く
が

日
常

で
車

椅
子

を
使

用
し

て
い

ま
す

．
本

セ
ミ

ナ
ー

で
は

，
生

活
モ

デ
ル

の
視

点
か

ら
適

切
な

車
椅

子
使

用
方

法
に

つ
い

て
話

題
提

供
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

．
主

な
キ

ー
ワ

ー
ド

は
，

科
学

的
介

護
，

生
産

性
向

上
及

び
W

e
llb

e
in

g
で

す
．

ど
な

た
で

も
無

料
で

参
加

で
き

ま
す

の
で

，
ぜ

ひ
ご

参
加

く
だ

さ
い

．

1
0

9
6

2
0

2
4

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
移

乗
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
筋

ト
レ

で
使

用
さ

れ
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ベ
ル

ト
を

介
護

の
現

場
で

活
用

介
助

者
フ

リ
ー

ウ
ェ

イ
ト

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

で
使

用
さ

れ
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ベ
ル

ト
を

介
護

現
場

で
活

用
で

き
な

い
か

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ベ

ル
ト

を
使

用
す

る
こ

と
で

腹
圧

が
高

ま
り

、
体

幹
の

固
定

力
を

高
め

怪
我

の
防

止
や

筋
力

発
揮

能
力

の
効

果
を

発
揮

し
ま

す
。

そ
こ

で
、

介
護

業
務

を
含

む
保

健
衛

生
業

に
お

い
て

、
発

生
す

る
業

務
上

疾
病

の
約

8
割

が
腰

痛
で

あ
り

、
動

作
別

腰
痛

発
生

割
合

の
約

8
割

は
人

の
移

乗
と

な
っ

て
い

ま
す

。
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ベ

ル
ト

を
施

設
や

病
院

で
使

用
で

き
る

よ
う

な
デ

ザ
イ

ン
で

作
成

使
用

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
い

か
が

で
し

ょ
う

か
。

1
0

9
7

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
（

自
動

車
事

故
で

お
困

り
の

方
へ

）
ベ

ッ
ド

や
車

い
す

等
の

助
成

の
ご

案
内

利
用

対
象

等
全

般
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
の

五
島

と
申

し
ま

す
。

こ
の

度
は

、
ナ

ス
バ

（
自

動
車

事
故

対
策

機
構

）
様

が
行

っ
て

い
る

福
祉

用
具

に
係

る
事

業
に

つ
い

て
、

情
報

共
有

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

ナ
ス

バ
で

は
、

自
動

車
事

故
で

重
度

の
後

遺
症

を
持

っ
た

方
に

対
し

て
、

ベ
ッ

ド
や

車
い

す
等

の
購

入
や

レ
ン

タ
ル

、
修

理
（

交
換

）
等

に
か

か
る

費
用

を
支

給
す

る
事

業
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

受
給

は
常

時
又

は
随

時
の

介
護

を
要

す
る

な
ど

、
一

定
の

要
件

に
該

当
す

る
方

と
な

り
ま

す
が

、
詳

細
は

ナ
ス

バ
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
添

付
資

料
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
福

祉
用

具
に

関
係

す
る

皆
様

に
置

か
れ

ま
し

て
は

、
福

祉
用

具
を

利
用

さ
れ

て
い

る
方

で
該

当
し

そ
う

な
方

に
ご

周
知

い
た

だ
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

◆
ナ

ス
バ

（
自

動
車

事
故

対
策

機
構

）
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

当
該

事
業

の
ペ

ー
ジ

）
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.n
a
s
v
a
.g

o
.jp

/
s
a
s
a
e
ru

/
s
h

ik
yu

k
in

g
a
k
u

.h
tm

l#
h

e
a
d

e
r

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

9
1

2
0

2
4

お
知

ら
せ

そ
の

他
(場

面
)屋

内
外

移
動

歩
行

器
・

歩
行

車
 車

い
す

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)防

災
用

品

研
究

機
関

ぼ
う

さ
い

国
体

2
0

2
4

in
熊

本
に

介
助

運
搬

車
（

手
押

し
車

）
の

展
示

・
試

乗
会

を
開

催

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 盲

ろ
う

者
 高

齢
者

家
族

 介
助

者
 利

用
対

象
等

全
般

ぼ
う

さ
い

国
体

2
0

2
4

in
熊

本
で

開
催

さ
れ

ま
す

。
（

日
本

最
大

の
防

災
用

品
展

示
及

び
発

表
会

で
す

）
主

催
：

防
災

推
進

国
民

大
会

2
0

2
4

実
行

委
員

会
（

内
閣

府
・

防
災

推
進

協
議

会
・

防
災

国
民

会
議

）
協

力
：

熊
本

県
・

熊
本

市

日
　

　
時

：
１

０
月

１
９

日
（

土
）

～
２

０
日

（
日

）
場

　
　

所
：

熊
本

城
ホ

ー
ル

・
熊

本
国

際
交

流
会

館
・

花
畑

広
場

開
催

時
間

：
１

９
日

1
0

:0
0

～
1

8
:0

0
・

２
０

日
1

0
:0

0
～

5
:3

0
（

予
定

）
参

 加
  

料
：

無
料

定
　

　
員

：
特

に
有

り
ま

せ
ん

。

N
P

O
法

人
日

本
防

災
用

品
技

術
研

究
協

会
の

参
加

内
容

展
  

示
  

場
  

所
：

屋
外

展
示

場
（

花
畑

広
場

）
区

分
２

、
O

-
1

5
で

す
。

展
  

示
  

内
  

容
：

介
助

運
搬

車
（

手
押

し
車

）
の

展
示

・
試

乗
会

を
開

催
参

加
タ

イ
ト

ル
：

老
い

も
若

き
も

み
ん

な
一

緒
に

避
難

参
 　

加
　

  
料

：
無

料

内
容

は
、

災
害

弱
者

と
言

わ
れ

ま
す

シ
ニ

ア
・

目
・

体
の

不
自

由
な

方
々

の
避

難
用

品
の

介
助

運
搬

車
の

展
示

試
乗

会
で

す
。

従
来

の
避

難
用

品
の

リ
ヤ

カ
ー

・
車

い
す

・
担

架
等

の
良

い
所

を
取

り
入

れ
。

ま
た

、
悪

い
所

を
改

善
し

ま
し

た
。

利
用

者
は

介
助

運
搬

車
の

椅
子

に
シ

ー
ト

ベ
ル

ト
を

締
め

て
安

心
・

安
全

に
座

っ
て

頂
き

ま
す

。
ま

た
、

搬
送

者
は

、
動

力
を

使
用

し
な

い
人

力
で

の
操

作
で

す
が

テ
コ

の
原

理
で

約
1

/
7

（
7

0
㌔

で
す

と
1

0
㌔

）
の

軽
い

力
で

持
ち

上
げ

て
搬

送
出

来
ま

す
。

ま
た

、
防

災
用

品
ん

は
日

常
で

は
あ

ま
り

使
用

し
ま

せ
ん

。
で

す
が

介
助

運
搬

車
は

、
椅

子
を

取
り

換
え

る
事

に
よ

り
通

常
の

一
輪

車
と

し
て

バ
ケ

ッ
ト

（
船

）
に

土
砂

を
運

ん
だ

り
、

バ
ケ

ッ
ト

を
外

し
て

コ
ン

テ
ナ

ー
搬

送
と

3
通

り
に

使
え

る
フ

ェ
ズ

フ
リ

ー
商

品
で

す
。

ち
な

み
に

椅
子

・
バ

ケ
ッ

ト
の

交
換

は
工

具
を

使
わ

ず
に

数
秒

で
行

え
ま

す
。

そ
の

為
に

日
常

使
用

し
て

い
た

だ
け

る
商

品
で

す
。

写
真

の
見

た
目

は
少

々
重

工
で

す
が

軽
く

2
輪

な
の

で
悪

路
に

も
対

応
し

た
操

作
性

で
す

。
ど

う
ぞ

お
出

で
い

た
だ

き
ま

す
よ

う
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。

1
0

9
2

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
（

お
願

い
）

知
的

に
障

害
の

あ
る

方
の

支
援

機
器

に
係

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

に
つ

い
て

知
的

障
害

者
 精

神
障

害
者

 発
達

障
害

者

公
益

財
団

法
人

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

は
、

厚
生

労
働

省
か

ら
補

助
を

受
け

て
｢
知

的
障

害
者

の
支

援
機

器
に

係
る

ニ
ー

ズ
情

報
の

収
集

・
提

供
の

在
り

方
に

関
す

る
調

査
研

究
｣
を

実
施

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
が

、
こ

の
度

、
本

事
業

の
一

環
と

し
て

、
知

的
に

障
害

の
あ

る
方

を
対

象
に

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

す
る

こ
と

と
致

し
ま

し
た

。

【
目

的
】

本
調

査
で

は
、

知
的

障
害

者
の

支
援

機
器

等
に

関
す

る
ニ

ー
ズ

と
し

て
整

理
分

析
す

る
こ

と
と

し
、

知
的

障
害

者
（

「
児

」
を

含
む

。
）

が
日

常
生

活
で

抱
え

る
潜

在
的

な
困

難
を

顕
在

化
し

、
真

に
必

要
と

さ
れ

る
支

援
機

器
の

開
発

及
び

普
及

の
促

進
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
ま

す
。

【
対

象
】

知
的

に
障

害
の

あ
る

ご
本

人
（

た
だ

し
、

代
理

に
よ

る
回

答
も

差
支

え
あ

り
ま

せ
ん

。
【

調
査

方
法

】
知

的
に

障
害

の
あ

る
ご

本
人

又
は

、
ご

家
族

や
施

設
・

事
業

所
の

職
員

等
の

支
援

を
受

け
な

が
ら

ご
本

人
が

回
答

く
だ

さ
い

。
た

だ
し

、
ご

本
人

の
回

答
が

困
難

な
場

合
に

は
、

ご
本

人
の

立
場

か
ら

代
理

で
回

答
す

る
こ

と
も

差
し

支
え

あ
り

ま
せ

ん
。

【
回

答
方

法
】

可
能

な
限

り
Ｗ

ｅ
ｂ

か
ら

行
っ

て
い

だ
た

き
ま

す
よ

う
、

ご
協

力
を

お
願

い
し

ま
す

。
た

だ
し

、
紙

に
よ

る
回

答
も

差
支

え
あ

り
ま

せ
ん

。
○

ア
ン

ケ
ー

ト
協

力
の

ご
案

内
　

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
c
h

it
e
k
i_

2
0

2
4

.s
h

tm
l

○
回

答
ペ

ー
ジ

　
h

tt
p

s
:/

/
q

u
e
s
ta

n
t.
jp

/
q

/
G

V
U

2
0

V
0

9

【
回

答
期

限
】

令
和

６
年

１
０

月
３

１
日

（
木

）

【
本

調
査

に
関

す
る

お
問

い
合

わ
せ

】
（

１
）

調
査

の
主

旨
、

目
的

に
関

す
る

お
問

い
合

わ
せ

公
益

財
団

法
人

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

　
企

画
部

　
宇

田
川

・
岩

田
・

五
島

Ｔ
Ｅ

Ｌ
 ０

３
（

３
２

６
６

）
６

８
８

３
Ｆ

Ａ
Ｘ

 ０
３

（
３

２
６

６
）

６
８

８
５

電
子

メ
ー

ル
　

s
h

o
g
a
i-

k
ik

i@
te

c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

〒
1

6
2

-
0

8
2

3
東

京
都

新
宿

区
神

楽
河

岸
１

－
１

 セ
ン

ト
ラ

ル
プ

ラ
ザ

４
階

（
２

）
ア

ン
ケ

ー
ト

の
入

力
に

関
す

る
お

問
い

合
わ

せ
株

式
会

社
シ

ー
ド

・
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
（

委
託

事
業

者
）

　
荒

川
・

采
本

電
子

メ
ー

ル
　

n
.a

ra
k
a
w

a
@

s
e
e
d

p
la

n
n

in
g
.c

o
.jp

〒
1

1
3

-
0

0
3

4
東

京
都

文
京

区
湯

島
３

－
１

９
－

１
１

湯
島

フ
ァ

ー
ス

ト
ビ

ル
４

階

-87-



投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

0
0

2
0

2
4

お
知

ら
せ

衣
服

の
着

脱
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
衣

服
、

靴
国

リ
ハ

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

お
よ

び
障

害
者

週
間

の
特

別
講

演
（

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

）

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 利

用
対

象
等

全
般

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

研
究

所
顧

問
の

小
野

で
す

1
2

/
3

か
ら

1
2

/
9

は
障

害
者

週
間

で
す

。
こ

の
間

の
平

日
9

時
か

ら
1

3
時

、
国

リ
ハ

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

2
0

2
4

『
み

ん
な

の
「

着
た

い
」

「
履

き
た

い
」

を
叶

え
ま

す
』

を
開

催
し

ま
す

。
以

下
の

展
示

を
担

当
し

た
看

護
師

ら
が

本
館

ロ
ビ

ー
に

て
説

明
予

定
で

す
。

　
・

ワ
ン

ピ
ー

ス
の

改
良

　
・

フ
リ

ー
ス

の
改

良
　

・
レ

イ
ン

コ
ー

ト
の

改
良

　
・

靴
の

改
良

ま
た

、
「

令
和

6
年

度
 障

害
者

週
間

記
念

特
別

講
演

」
を

、
令

和
6

年
1

2
月

3
日

（
火

）
よ

り
、

障
害

者
週

間
特

設
ペ

ー
ジ

お
よ

び
国

リ
ハ

公
式

Y
o
u

T
u

b
e

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

て
公

開
し

ま
す

。
特

別
講

演
　

「
視

覚
に

障
害

の
あ

る
方

に
も

手
軽

に
で

き
る

ヨ
ガ

教
室

」

い
ず

れ
も

参
加

無
料

、
詳

細
は

以
下

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

な
お

、
私

は
、

1
2

/
3

、
国

リ
ハ

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

2
0

2
4

の
会

場
に

い
る

予
定

で
す

。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
s
h

o
g
a
is

h
a
s
h

u
k
a
n

/

1
1

0
1

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

予
告

　
1

2
/
2

1
（

土
）

午
後

　
ニ

ー
ズ

＆
ア

イ
デ

ア
フ

ォ
ー

ラ
ム

利
用

対
象

等
全

般
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
研

究
所

顧
問

の
小

野
で

す
。

標
記

ご
関

心
あ

る
方

は
、

以
下

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

詳
細

が
確

定
し

ま
し

た
ら

、
再

度
お

知
ら

せ
し

ま
す

。

1
2

/
2

1
（

土
）

午
後

1
3

時
～

1
6

時
半

予
定

会
場

　
日

経
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
　

日
経

ビ
ル

６
F

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
ik

k
e
i-

h
a
ll.
c
o
m

/
a
c
c
e
s
s
/
#

s
e
c
ti
o
n

_
0

1
対

面
、

オ
ン

ラ
イ

ン
の

併
催

参
加

無
料

、
随

時
出

入
り

自
由

ご
関

心
と

お
時

間
の

あ
る

方
は

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

過
去

の
作

品
等

　
h

tt
p

:/
/
n

-
i-

f.
jp

/

な
お

、
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

に
て

、
ニ

ー
ズ

＆
ア

イ
デ

ア
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
活

動
を

紹
介

し
て

い
ま

す
。

東
京

会
場

に
は

 1
2

月
1

0
日

(火
)～

 1
2

日
(木

)の
３

日
間

、
小

野
が

参
加

し
て

お
り

ま
す

。
ご

関
心

あ
り

ま
し

た
ら

、
お

気
軽

に
い

ら
し

て
く

だ
さ

い
。

お
待

ち
し

て
い

ま
す

。

1
1

0
2

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
2

0
2

5
年

度
　

A
L
S

基
金

研
究

奨
励

金
交

付
テ

ー
マ

募
集

の
お

知
ら

せ

そ
の

他
(A

L
S

)
日

本
A

L
S

協
会

で
は

、
毎

年
「

A
L
S

基
金

」
に

よ
り

、
研

究
テ

ー
マ

を
公

募
し

、
研

究
推

奨
金

を
交

付
し

て
お

り
ま

す
。

２
０

２
５

年
度

の
公

募
要

項
を

以
下

に
記

載
し

ま
す

。
皆

様
か

ら
の

ご
応

募
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

【
公

募
掲

載
ペ

ー
ジ

】
h

tt
p

s
:/

/
a
ls

ja
p

a
n

.o
rg

/
6

9
1

4
/

【
問

い
合

わ
せ

先
】

日
本

A
L
S

協
会

h
tt

p
s
:/

/
a
ls

ja
p

a
n

.o
rg

/

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

9
8

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

個
人

1
0

/
1

9
（

土
）

　
リ

ハ
並

木
祭

、
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
研

究
所

オ
ー

プ
ン

ハ
ウ

ス

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 知

的
障

害
者

 精
神

障
害

者
 発

達
障

害
者

盲
ろ

う
者

 内
部

障
害

者
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

 高
齢

者
 児

童
 家

族
 介

助
者

 就
労

・
就

学
 共

用
品

 利
用

対
象

等
全

般

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

研
究

所
顧

問
の

小
野

で
す

1
0

/
1

9
（

土
）

に
「

リ
ハ

並
木

祭
」

、
「

研
究

所
オ

ー
プ

ン
ハ

ウ
ス

」
が

あ
り

ま
す

事
前

登
録

不
要

、
参

加
費

無
料

で
す

施
設

や
活

動
の

一
端

が
ご

覧
に

な
れ

ま
す

。
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

な
ど

体
験

で
き

る
モ

ノ
も

あ
り

ま
す

ご
関

心
あ

り
ま

し
た

ら
、

以
下

、
ご

覧
く

だ
さ

い

リ
ハ

並
木

祭
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
re

h
a
n

a
m

ik
is

a
i/

私
は

、
ニ

ー
ズ

＆
ア

イ
デ

ア
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
過

去
数

年
の

展
示

物
の

紹
介

ポ
ス

タ
ー

や
国

リ
ハ

に
保

存
し

て
い

る
展

示
物

（
実

機
）

を
、

本
館

１
F

に
並

べ
る

個
所

に
い

る
予

定
で

す
文

字
数

の
関

係
で

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
に

は
「

自
立

支
援

機
器

の
ア

イ
デ

ア
」

と
記

載
さ

れ
て

い
ま

す
※

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
　

h
tt

p
:/

/
n

-
i-

f.
jp

/

研
究

所
オ

ー
プ

ン
ハ

ウ
ス

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/
e
v
e
n

tj
/
o
p

e
n

h
o
u

s
e
/

　
ま

だ
、

具
体

的
内

容
は

公
開

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
が

、
上

記
を

ご
参

照
く

だ
さ

い

1
0

9
9

2
0

2
4

お
知

ら
せ

そ
の

他
(場

面
)衣

生
活

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

衣
料

個
人

視
覚

障
害

者
と

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

　
と

　
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
の

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
デ

ザ
イ

ン
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 知

的
障

害
者

 発
達

障
害

者
 盲

ろ
う

者
 高

齢
者

 児
童

家
族

 介
助

者
 就

労
・

就
学

 共
用

品

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

研
究

所
顧

問
の

小
野

で
す

。

衣
服

関
連

の
イ

ベ
ン

ト
２

件
（

参
加

無
料

）
を

紹
介

し
ま

す
。

ご
関

心
あ

り
ま

し
た

ら
、

以
下

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

１
．

サ
イ

ト
ワ

ー
ル

ド
（

1
1

/
3

午
後

）
内

で
、

視
覚

障
害

者
と

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

　
対

面

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.s
ig

h
t-

w
o
rl
d
.c

o
m

/
e
v
e
n

t2
0

2
4

/
%

E
8

%
A

6
%

9
6

%
E

8
%

A
6

%
9

A
%

E
9

%
9

A
%

9
C

%
E

5
%

A
E

%
B

3
%

E
8

%
8

0
%

8
5

%
E

3
%

8
1

%
A

8
%

E
3

%
8

3
%

9
5

%
E

3
%

8
2

%
A

1
%

E
3

%
8

3
%

8
3

%
E

3
%

8
2

%
B

7
%

E
3

%
8

3
%

A
7

%
E

3
%

8
3

%
B

3

２
．

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

の
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

デ
ザ

イ
ン

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

（
1

1
/
9

　
午

後
）

　
対

面
・

オ
ン

ラ
イ

ン

障
害

な
ど

に
配

慮
の

あ
る

『
お

し
ゃ

れ
』

な
衣

服
が

思
う

よ
う

に
手

に
入

り
に

く
い

人
が

い
る

と
い

う
現

状
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

一
方

で
な

ん
と

か
し

た
い

と
多

く
の

方
々

が
活

動
さ

れ
て

い
る

割
に

は
、

そ
れ

ら
が

必
ず

し
も

あ
ま

り
世

の
中

に
広

ま
っ

て
い

な
い

の
で

は
な

い
か

と
の

懸
念

が
あ

り
ま

す
。

そ
こ

で
、

お
互

い
に

情
報

共
有

す
る

こ
と

で
、

衣
服

が
よ

り
手

に
入

り
や

す
く

な
れ

ば
と

思
っ

て
、

「
み

ん
な

で
一

緒
に

考
え

る
」

を
キ

ャ
ッ

チ
フ

レ
ー

ズ
と

し
て

今
回

の
シ

ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
開

催
す

る
こ

と
と

し
ま

し
た

。

【
主

催
】

 シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

：
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
の

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
デ

ザ
イ

ン
実

行
委

員
会

「
障

害
等

に
よ

る
機

能
低

下
、

体
型

変
化

等
に

配
慮

し
た

衣
服

の
開

発
と

普
及

の
た

め
の

基
盤

整
備

」
研

究
班

【
日

時
】

 2
0

2
4

年
1

1
月

９
日

（
土

）
 1

3
：

0
5

～
1

6
：

4
5

（
予

定
）

【
会

場
】

 ビ
ジ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

東
京

八
重

洲
 9

0
4

室
 対

面
と

オ
ン

ラ
イ

ン
（

Z
O

O
M

）
併

催

【
参

加
費

】
 参

加
無

料
 た

だ
し

、
会

場
参

加
は

事
前

登
録

制
（

〆
切

1
0

/
2

8
、

先
着

順
3

0
名

）
、

オ
ン

ラ
イ

ン
は

事
前

登
録

制
（

〆
切

1
0

/
2

8
、

先
着

順
2

0
0

名
）

申
込

時
に

、
参

加
に

あ
た

っ
て

配
慮

が
必

要
な

こ
と

を
伺

い
ま

す
。

時
間

等
で

実
施

可
能

な
場

合
、

で
き

る
だ

け
対

応
い

た
し

ま
す

。

申
込

用
U

R
L
は

下
記

で
す

。

h
tt

p
s
:/

/
fo

rm
s
.g

le
/
z
9

9
1

b
k
V

4
Y

K
V

H
X

T
8

A
7

【
お

問
合

せ
】

お
問

合
せ

用
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

は
下

記
で

す
。

in
c
lu

s
iv

e
_
fa

s
h

io
n

@
g
o
o
g
le

g
ro

u
p
s
.c

o
m

【
備

考
】

 カ
シ

オ
科

学
振

興
財

団
研

究
協

賛
事

業
の

予
算

で
実

施
し

ま
す

【
プ

ロ
グ

ラ
ム

】

司
会

 徳
永

千
尋

、
日

本
医

療
科

学
大

学
/
名

誉
教

授
 一

般
社

団
法

人
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

教
育

評
価

機
構

開
会

の
言

葉

平
林

由
果

　
金

城
学

院
大

学
/
教

授
 公

益
財

団
法

人
カ

シ
オ

科
学

振
興

財
団

 研
究

代
表

者

第
1

部
 フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
を

通
じ

た
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

社
会

の
実

現
の

た
め

に
 1

3
:1

0
～

1
4

:2
0

～
新

し
い

価
値

創
出

の
可

能
性

を
探

る
～

・
本

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

の
開

催
趣

旨
、

ウ
ェ

ブ
紹

介
と

作
成

協
力

の
お

願
い

小
野

栄
一

 国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

/
研

究
所

顧
問

・
当

事
者

・
家

族
の

立
場

か
ら

 困
っ

た
こ

と
、

工
夫

し
た

こ
と

、
解

決
し

て
ほ

し
い

課
題

な
ど

山
岸

加
奈

子
氏

 ト
ロ

ン
ボ

ー
ン

ソ
リ

ス
ト

 一
般

社
団

法
人

日
本

ケ
ア

メ
イ

ク
協

会
/
理

事
長

富
田

公
美

氏
 多

発
性

内
軟

骨
腫

症
の

紹
介

・
企

業
の

立
場

か
ら

 何
故

始
め

た
か

、
ど

ん
な

課
題

が
あ

る
か

な
ど

中
澤

幸
子

氏
 株

式
会

社
S

A
C

H
I/

代
表

取
締

役
 実

例
紹

介
を

含
め

て

・
研

究
者

の
立

場
か

ら
 何

故
始

め
た

か
、

ど
ん

な
課

題
が

あ
る

か
な

ど

雙
田

珠
己

氏
 元

熊
本

大
学

教
授

【
休

憩
】

第
2

部
 誰

で
も

お
し

ゃ
れ

を
（

取
組

の
例

）
 1

4
:3

0
～

1
6

:1
0

・
公

益
法

人
・

大
学

の
取

組

星
川

安
之

氏
 公

益
財

団
法

人
 共

用
品

推
進

機
構

/
専

務
理

事
 ～

共
用

品
と

お
し

ゃ
れ

に
つ

い
て

～

大
野

淑
子

氏
 山

野
美

容
芸

術
短

期
大

学
/
客

員
教

授
 美

容
福

祉
と

美
齢

学

・
人

材
育

成
の

取
組

鈴
木

 綾
氏

 N
P

O
法

人
エ

ス
プ

リ
ロ

ー
ブ

/
代

表
理

事
 身

体
障

害
者

の
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
教

育
の

取
組

み

・
企

業
の

取
組

前
田

哲
平

氏
 株

式
会

社
コ

ワ
ー

ド
ロ

ー
ブ

/
代

表
取

締
役

 服
の

お
直

し
サ

ー
ビ

ス
「

キ
ヤ

ス
ク

」
の

紹
介

田
中

美
咲

氏
 社

会
活

動
家

・
ソ

ー
シ

ャ
ル

デ
ザ

イ
ナ

ー
 イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

「
S

O
L
IT

!」
の

紹
介

加
藤

路
瑛

氏
 感

覚
過

敏
研

究
所

/
所

長
 感

覚
過

敏
の

課
題

解
決

ア
パ

レ
ル

ブ
ラ

ン
ド

の
事

例
紹

介

【
休

憩
】

第
3

部
 情

報
交

換
会

 1
6

:2
0

～
1

6
:4

5

閉
会

の
言

葉

-88-



投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

0
0

2
0

2
4

お
知

ら
せ

衣
服

の
着

脱
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
衣

服
、

靴
国

リ
ハ

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

お
よ

び
障

害
者

週
間

の
特

別
講

演
（

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

）

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 利

用
対

象
等

全
般

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

研
究

所
顧

問
の

小
野

で
す

1
2

/
3

か
ら

1
2

/
9

は
障

害
者

週
間

で
す

。
こ

の
間

の
平

日
9

時
か

ら
1

3
時

、
国

リ
ハ

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

2
0

2
4

『
み

ん
な

の
「

着
た

い
」

「
履

き
た

い
」

を
叶

え
ま

す
』

を
開

催
し

ま
す

。
以

下
の

展
示

を
担

当
し

た
看

護
師

ら
が

本
館

ロ
ビ

ー
に

て
説

明
予

定
で

す
。

　
・

ワ
ン

ピ
ー

ス
の

改
良

　
・

フ
リ

ー
ス

の
改

良
　

・
レ

イ
ン

コ
ー

ト
の

改
良

　
・

靴
の

改
良

ま
た

、
「

令
和

6
年

度
 障

害
者

週
間

記
念

特
別

講
演

」
を

、
令

和
6

年
1

2
月

3
日

（
火

）
よ

り
、

障
害

者
週

間
特

設
ペ

ー
ジ

お
よ

び
国

リ
ハ

公
式

Y
o
u

T
u

b
e

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

て
公

開
し

ま
す

。
特

別
講

演
　

「
視

覚
に

障
害

の
あ

る
方

に
も

手
軽

に
で

き
る

ヨ
ガ

教
室

」

い
ず

れ
も

参
加

無
料

、
詳

細
は

以
下

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

な
お

、
私

は
、

1
2

/
3

、
国

リ
ハ

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

2
0

2
4

の
会

場
に

い
る

予
定

で
す

。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
s
h

o
g
a
is

h
a
s
h

u
k
a
n

/

1
1

0
1

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

予
告

　
1

2
/
2

1
（

土
）

午
後

　
ニ

ー
ズ

＆
ア

イ
デ

ア
フ

ォ
ー

ラ
ム

利
用

対
象

等
全

般
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
研

究
所

顧
問

の
小

野
で

す
。

標
記

ご
関

心
あ

る
方

は
、

以
下

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

詳
細

が
確

定
し

ま
し

た
ら

、
再

度
お

知
ら

せ
し

ま
す

。

1
2

/
2

1
（

土
）

午
後

1
3

時
～

1
6

時
半

予
定

会
場

　
日

経
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
　

日
経

ビ
ル

６
F

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
ik

k
e
i-

h
a
ll.
c
o
m

/
a
c
c
e
s
s
/
#

s
e
c
ti
o
n

_
0

1
対

面
、

オ
ン

ラ
イ

ン
の

併
催

参
加

無
料

、
随

時
出

入
り

自
由

ご
関

心
と

お
時

間
の

あ
る

方
は

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

過
去

の
作

品
等

　
h

tt
p

:/
/
n

-
i-

f.
jp

/

な
お

、
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

に
て

、
ニ

ー
ズ

＆
ア

イ
デ

ア
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
活

動
を

紹
介

し
て

い
ま

す
。

東
京

会
場

に
は

 1
2

月
1

0
日

(火
)～

 1
2

日
(木

)の
３

日
間

、
小

野
が

参
加

し
て

お
り

ま
す

。
ご

関
心

あ
り

ま
し

た
ら

、
お

気
軽

に
い

ら
し

て
く

だ
さ

い
。

お
待

ち
し

て
い

ま
す

。

1
1

0
2

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
2

0
2

5
年

度
　

A
L
S

基
金

研
究

奨
励

金
交

付
テ

ー
マ

募
集

の
お

知
ら

せ

そ
の

他
(A

L
S

)
日

本
A

L
S

協
会

で
は

、
毎

年
「

A
L
S

基
金

」
に

よ
り

、
研

究
テ

ー
マ

を
公

募
し

、
研

究
推

奨
金

を
交

付
し

て
お

り
ま

す
。

２
０

２
５

年
度

の
公

募
要

項
を

以
下

に
記

載
し

ま
す

。
皆

様
か

ら
の

ご
応

募
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

【
公

募
掲

載
ペ

ー
ジ

】
h

tt
p

s
:/

/
a
ls

ja
p

a
n

.o
rg

/
6

9
1

4
/

【
問

い
合

わ
せ

先
】

日
本

A
L
S

協
会

h
tt

p
s
:/

/
a
ls

ja
p

a
n

.o
rg

/

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

9
8

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

個
人

1
0

/
1

9
（

土
）

　
リ

ハ
並

木
祭

、
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
研

究
所

オ
ー

プ
ン

ハ
ウ

ス

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 知

的
障

害
者

 精
神

障
害

者
 発

達
障

害
者

盲
ろ

う
者

 内
部

障
害

者
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

 高
齢

者
 児

童
 家

族
 介

助
者

 就
労

・
就

学
 共

用
品

 利
用

対
象

等
全

般

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

研
究

所
顧

問
の

小
野

で
す

1
0

/
1

9
（

土
）

に
「

リ
ハ

並
木

祭
」

、
「

研
究

所
オ

ー
プ

ン
ハ

ウ
ス

」
が

あ
り

ま
す

事
前

登
録

不
要

、
参

加
費

無
料

で
す

施
設

や
活

動
の

一
端

が
ご

覧
に

な
れ

ま
す

。
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

な
ど

体
験

で
き

る
モ

ノ
も

あ
り

ま
す

ご
関

心
あ

り
ま

し
た

ら
、

以
下

、
ご

覧
く

だ
さ

い

リ
ハ

並
木

祭
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
re

h
a
n

a
m

ik
is

a
i/

私
は

、
ニ

ー
ズ

＆
ア

イ
デ

ア
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
過

去
数

年
の

展
示

物
の

紹
介

ポ
ス

タ
ー

や
国

リ
ハ

に
保

存
し

て
い

る
展

示
物

（
実

機
）

を
、

本
館

１
F

に
並

べ
る

個
所

に
い

る
予

定
で

す
文

字
数

の
関

係
で

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
に

は
「

自
立

支
援

機
器

の
ア

イ
デ

ア
」

と
記

載
さ

れ
て

い
ま

す
※

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
　

h
tt

p
:/

/
n

-
i-

f.
jp

/

研
究

所
オ

ー
プ

ン
ハ

ウ
ス

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/
e
v
e
n

tj
/
o
p

e
n

h
o
u

s
e
/

　
ま

だ
、

具
体

的
内

容
は

公
開

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
が

、
上

記
を

ご
参

照
く

だ
さ

い

1
0

9
9

2
0

2
4

お
知

ら
せ

そ
の

他
(場

面
)衣

生
活

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

衣
料

個
人

視
覚

障
害

者
と

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

　
と

　
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
の

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
デ

ザ
イ

ン
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 知

的
障

害
者

 発
達

障
害

者
 盲

ろ
う

者
 高

齢
者

 児
童

家
族

 介
助

者
 就

労
・

就
学

 共
用

品

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

研
究

所
顧

問
の

小
野

で
す

。

衣
服

関
連

の
イ

ベ
ン

ト
２

件
（

参
加

無
料

）
を

紹
介

し
ま

す
。

ご
関

心
あ

り
ま

し
た

ら
、

以
下

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

１
．

サ
イ

ト
ワ

ー
ル

ド
（

1
1

/
3

午
後

）
内

で
、

視
覚

障
害

者
と

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

　
対

面

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.s
ig

h
t-

w
o
rl
d
.c

o
m

/
e
v
e
n

t2
0

2
4

/
%

E
8

%
A

6
%

9
6

%
E

8
%

A
6

%
9

A
%

E
9

%
9

A
%

9
C

%
E

5
%

A
E

%
B

3
%

E
8

%
8

0
%

8
5

%
E

3
%

8
1

%
A

8
%

E
3

%
8

3
%

9
5

%
E

3
%

8
2

%
A

1
%

E
3

%
8

3
%

8
3

%
E

3
%

8
2

%
B

7
%

E
3

%
8

3
%

A
7

%
E

3
%

8
3

%
B

3

２
．

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

の
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

デ
ザ

イ
ン

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

（
1

1
/
9

　
午

後
）

　
対

面
・

オ
ン

ラ
イ

ン

障
害

な
ど

に
配

慮
の

あ
る

『
お

し
ゃ

れ
』

な
衣

服
が

思
う

よ
う

に
手

に
入

り
に

く
い

人
が

い
る

と
い

う
現

状
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

一
方

で
な

ん
と

か
し

た
い

と
多

く
の

方
々

が
活

動
さ

れ
て

い
る

割
に

は
、

そ
れ

ら
が

必
ず

し
も

あ
ま

り
世

の
中

に
広

ま
っ

て
い

な
い

の
で

は
な

い
か

と
の

懸
念

が
あ

り
ま

す
。

そ
こ

で
、

お
互

い
に

情
報

共
有

す
る

こ
と

で
、

衣
服

が
よ

り
手

に
入

り
や

す
く

な
れ

ば
と

思
っ

て
、

「
み

ん
な

で
一

緒
に

考
え

る
」

を
キ

ャ
ッ

チ
フ

レ
ー

ズ
と

し
て

今
回

の
シ

ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
開

催
す

る
こ

と
と

し
ま

し
た

。

【
主

催
】

 シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

：
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
の

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
デ

ザ
イ

ン
実

行
委

員
会

「
障

害
等

に
よ

る
機

能
低

下
、

体
型

変
化

等
に

配
慮

し
た

衣
服

の
開

発
と

普
及

の
た

め
の

基
盤

整
備

」
研

究
班

【
日

時
】

 2
0

2
4

年
1

1
月

９
日

（
土

）
 1

3
：

0
5

～
1

6
：

4
5

（
予

定
）

【
会

場
】

 ビ
ジ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

東
京

八
重

洲
 9

0
4

室
 対

面
と

オ
ン

ラ
イ

ン
（

Z
O

O
M

）
併

催

【
参

加
費

】
 参

加
無

料
 た

だ
し

、
会

場
参

加
は

事
前

登
録

制
（

〆
切

1
0

/
2

8
、

先
着

順
3

0
名

）
、

オ
ン

ラ
イ

ン
は

事
前

登
録

制
（

〆
切

1
0

/
2

8
、

先
着

順
2

0
0

名
）

申
込

時
に

、
参

加
に

あ
た

っ
て

配
慮

が
必

要
な

こ
と

を
伺

い
ま

す
。

時
間

等
で

実
施

可
能

な
場

合
、

で
き

る
だ

け
対

応
い

た
し

ま
す

。

申
込

用
U

R
L
は

下
記

で
す

。

h
tt

p
s
:/

/
fo

rm
s
.g

le
/
z
9

9
1

b
k
V

4
Y

K
V

H
X

T
8

A
7

【
お

問
合

せ
】

お
問

合
せ

用
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

は
下

記
で

す
。

in
c
lu

s
iv

e
_
fa

s
h

io
n

@
g
o
o
g
le

g
ro

u
p
s
.c

o
m

【
備

考
】

 カ
シ

オ
科

学
振

興
財

団
研

究
協

賛
事

業
の

予
算

で
実

施
し

ま
す

【
プ

ロ
グ

ラ
ム

】

司
会

 徳
永

千
尋

、
日

本
医

療
科

学
大

学
/
名

誉
教

授
 一

般
社

団
法

人
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

教
育

評
価

機
構

開
会

の
言

葉

平
林

由
果

　
金

城
学

院
大

学
/
教

授
 公

益
財

団
法

人
カ

シ
オ

科
学

振
興

財
団

 研
究

代
表

者

第
1

部
 フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
を

通
じ

た
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

社
会

の
実

現
の

た
め

に
 1

3
:1

0
～

1
4

:2
0

～
新

し
い

価
値

創
出

の
可

能
性

を
探

る
～

・
本

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

の
開

催
趣

旨
、

ウ
ェ

ブ
紹

介
と

作
成

協
力

の
お

願
い

小
野

栄
一

 国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

/
研

究
所

顧
問

・
当

事
者

・
家

族
の

立
場

か
ら

 困
っ

た
こ

と
、

工
夫

し
た

こ
と

、
解

決
し

て
ほ

し
い

課
題

な
ど

山
岸

加
奈

子
氏

 ト
ロ

ン
ボ

ー
ン

ソ
リ

ス
ト

 一
般

社
団

法
人

日
本

ケ
ア

メ
イ

ク
協

会
/
理

事
長

富
田

公
美

氏
 多

発
性

内
軟

骨
腫

症
の

紹
介

・
企

業
の

立
場

か
ら

 何
故

始
め

た
か

、
ど

ん
な

課
題

が
あ

る
か

な
ど

中
澤

幸
子

氏
 株

式
会

社
S

A
C

H
I/

代
表

取
締

役
 実

例
紹

介
を

含
め

て

・
研

究
者

の
立

場
か

ら
 何

故
始

め
た

か
、

ど
ん

な
課

題
が

あ
る

か
な

ど

雙
田

珠
己

氏
 元

熊
本

大
学

教
授

【
休

憩
】

第
2

部
 誰

で
も

お
し

ゃ
れ

を
（

取
組

の
例

）
 1

4
:3

0
～

1
6

:1
0

・
公

益
法

人
・

大
学

の
取

組

星
川

安
之

氏
 公

益
財

団
法

人
 共

用
品

推
進

機
構

/
専

務
理

事
 ～

共
用

品
と

お
し

ゃ
れ

に
つ

い
て

～

大
野

淑
子

氏
 山

野
美

容
芸

術
短

期
大

学
/
客

員
教

授
 美

容
福

祉
と

美
齢

学

・
人

材
育

成
の

取
組

鈴
木

 綾
氏

 N
P

O
法

人
エ

ス
プ

リ
ロ

ー
ブ

/
代

表
理

事
 身

体
障

害
者

の
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
教

育
の

取
組

み

・
企

業
の

取
組

前
田

哲
平

氏
 株

式
会

社
コ

ワ
ー

ド
ロ

ー
ブ

/
代

表
取

締
役

 服
の

お
直

し
サ

ー
ビ

ス
「

キ
ヤ

ス
ク

」
の

紹
介

田
中

美
咲

氏
 社

会
活

動
家

・
ソ

ー
シ

ャ
ル

デ
ザ

イ
ナ

ー
 イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

「
S

O
L
IT

!」
の

紹
介

加
藤

路
瑛

氏
 感

覚
過

敏
研

究
所

/
所

長
 感

覚
過

敏
の

課
題

解
決

ア
パ

レ
ル

ブ
ラ

ン
ド

の
事

例
紹

介

【
休

憩
】

第
3

部
 情

報
交

換
会

 1
6

:2
0

～
1

6
:4

5

閉
会

の
言

葉

-88-

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

0
0

2
0

2
4

お
知

ら
せ

衣
服

の
着

脱
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
衣

服
、

靴
国

リ
ハ

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

お
よ

び
障

害
者

週
間

の
特

別
講

演
（

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

）

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 利

用
対

象
等

全
般

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

研
究

所
顧

問
の

小
野

で
す

1
2

/
3

か
ら

1
2

/
9

は
障

害
者

週
間

で
す

。
こ

の
間

の
平

日
9

時
か

ら
1

3
時

、
国

リ
ハ

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

2
0

2
4

『
み

ん
な

の
「

着
た

い
」

「
履

き
た

い
」

を
叶

え
ま

す
』

を
開

催
し

ま
す

。
以

下
の

展
示

を
担

当
し

た
看

護
師

ら
が

本
館

ロ
ビ

ー
に

て
説

明
予

定
で

す
。

　
・

ワ
ン

ピ
ー

ス
の

改
良

　
・

フ
リ

ー
ス

の
改

良
　

・
レ

イ
ン

コ
ー

ト
の

改
良

　
・

靴
の

改
良

ま
た

、
「

令
和

6
年

度
 障

害
者

週
間

記
念

特
別

講
演

」
を

、
令

和
6

年
1

2
月

3
日

（
火

）
よ

り
、

障
害

者
週

間
特

設
ペ

ー
ジ

お
よ

び
国

リ
ハ

公
式

Y
o
u

T
u

b
e

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

て
公

開
し

ま
す

。
特

別
講

演
　

「
視

覚
に

障
害

の
あ

る
方

に
も

手
軽

に
で

き
る

ヨ
ガ

教
室

」

い
ず

れ
も

参
加

無
料

、
詳

細
は

以
下

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

な
お

、
私

は
、

1
2

/
3

、
国

リ
ハ

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

2
0

2
4

の
会

場
に

い
る

予
定

で
す

。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
s
h

o
g
a
is

h
a
s
h

u
k
a
n

/

1
1

0
1

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

予
告

　
1

2
/
2

1
（

土
）

午
後

　
ニ

ー
ズ

＆
ア

イ
デ

ア
フ

ォ
ー

ラ
ム

利
用

対
象

等
全

般
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
研

究
所

顧
問

の
小

野
で

す
。

標
記

ご
関

心
あ

る
方

は
、

以
下

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

詳
細

が
確

定
し

ま
し

た
ら

、
再

度
お

知
ら

せ
し

ま
す

。

1
2

/
2

1
（

土
）

午
後

1
3

時
～

1
6

時
半

予
定

会
場

　
日

経
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
　

日
経

ビ
ル

６
F

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
ik

k
e
i-

h
a
ll.
c
o
m

/
a
c
c
e
s
s
/
#

s
e
c
ti
o
n

_
0

1
対

面
、

オ
ン

ラ
イ

ン
の

併
催

参
加

無
料

、
随

時
出

入
り

自
由

ご
関

心
と

お
時

間
の

あ
る

方
は

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

過
去

の
作

品
等

　
h

tt
p

:/
/
n

-
i-

f.
jp

/

な
お

、
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

に
て

、
ニ

ー
ズ

＆
ア

イ
デ

ア
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
活

動
を

紹
介

し
て

い
ま

す
。

東
京

会
場

に
は

 1
2

月
1

0
日

(火
)～

 1
2

日
(木

)の
３

日
間

、
小

野
が

参
加

し
て

お
り

ま
す

。
ご

関
心

あ
り

ま
し

た
ら

、
お

気
軽

に
い

ら
し

て
く

だ
さ

い
。

お
待

ち
し

て
い

ま
す

。

1
1

0
2

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
2

0
2

5
年

度
　

A
L
S

基
金

研
究

奨
励

金
交

付
テ

ー
マ

募
集

の
お

知
ら

せ

そ
の

他
(A

L
S

)
日

本
A

L
S

協
会

で
は

、
毎

年
「

A
L
S

基
金

」
に

よ
り

、
研

究
テ

ー
マ

を
公

募
し

、
研

究
推

奨
金

を
交

付
し

て
お

り
ま

す
。

２
０

２
５

年
度

の
公

募
要

項
を

以
下

に
記

載
し

ま
す

。
皆

様
か

ら
の

ご
応

募
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

【
公

募
掲

載
ペ

ー
ジ

】
h

tt
p

s
:/

/
a
ls

ja
p

a
n

.o
rg

/
6

9
1

4
/

【
問

い
合

わ
せ

先
】

日
本

A
L
S

協
会

h
tt

p
s
:/

/
a
ls

ja
p

a
n

.o
rg

/

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

9
8

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

個
人

1
0

/
1

9
（

土
）

　
リ

ハ
並

木
祭

、
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
研

究
所

オ
ー

プ
ン

ハ
ウ

ス

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 知

的
障

害
者

 精
神

障
害

者
 発

達
障

害
者

盲
ろ

う
者

 内
部

障
害

者
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

 高
齢

者
 児

童
 家

族
 介

助
者

 就
労

・
就

学
 共

用
品

 利
用

対
象

等
全

般

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

研
究

所
顧

問
の

小
野

で
す

1
0

/
1

9
（

土
）

に
「

リ
ハ

並
木

祭
」

、
「

研
究

所
オ

ー
プ

ン
ハ

ウ
ス

」
が

あ
り

ま
す

事
前

登
録

不
要

、
参

加
費

無
料

で
す

施
設

や
活

動
の

一
端

が
ご

覧
に

な
れ

ま
す

。
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

な
ど

体
験

で
き

る
モ

ノ
も

あ
り

ま
す

ご
関

心
あ

り
ま

し
た

ら
、

以
下

、
ご

覧
く

だ
さ

い

リ
ハ

並
木

祭
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
re

h
a
n

a
m

ik
is

a
i/

私
は

、
ニ

ー
ズ

＆
ア

イ
デ

ア
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
過

去
数

年
の

展
示

物
の

紹
介

ポ
ス

タ
ー

や
国

リ
ハ

に
保

存
し

て
い

る
展

示
物

（
実

機
）

を
、

本
館

１
F

に
並

べ
る

個
所

に
い

る
予

定
で

す
文

字
数

の
関

係
で

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
に

は
「

自
立

支
援

機
器

の
ア

イ
デ

ア
」

と
記

載
さ

れ
て

い
ま

す
※

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
　

h
tt

p
:/

/
n

-
i-

f.
jp

/

研
究

所
オ

ー
プ

ン
ハ

ウ
ス

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/
e
v
e
n

tj
/
o
p

e
n

h
o
u

s
e
/

　
ま

だ
、

具
体

的
内

容
は

公
開

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
が

、
上

記
を

ご
参

照
く

だ
さ

い

1
0

9
9

2
0

2
4

お
知

ら
せ

そ
の

他
(場

面
)衣

生
活

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

衣
料

個
人

視
覚

障
害

者
と

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

　
と

　
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
の

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
デ

ザ
イ

ン
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 知

的
障

害
者

 発
達

障
害

者
 盲

ろ
う

者
 高

齢
者

 児
童

家
族

 介
助

者
 就

労
・

就
学

 共
用

品

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

研
究

所
顧

問
の

小
野

で
す

。

衣
服

関
連

の
イ

ベ
ン

ト
２

件
（

参
加

無
料

）
を

紹
介

し
ま

す
。

ご
関

心
あ

り
ま

し
た

ら
、

以
下

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

１
．

サ
イ

ト
ワ

ー
ル

ド
（

1
1

/
3

午
後

）
内

で
、

視
覚

障
害

者
と

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

　
対

面

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.s
ig

h
t-

w
o
rl
d
.c

o
m

/
e
v
e
n

t2
0

2
4

/
%

E
8

%
A

6
%

9
6

%
E

8
%

A
6

%
9

A
%

E
9

%
9

A
%

9
C

%
E

5
%

A
E

%
B

3
%

E
8

%
8

0
%

8
5

%
E

3
%

8
1

%
A

8
%

E
3

%
8

3
%

9
5

%
E

3
%

8
2

%
A

1
%

E
3

%
8

3
%

8
3

%
E

3
%

8
2

%
B

7
%

E
3

%
8

3
%

A
7

%
E

3
%

8
3

%
B

3

２
．

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

の
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

デ
ザ

イ
ン

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

（
1

1
/
9

　
午

後
）

　
対

面
・

オ
ン

ラ
イ

ン

障
害

な
ど

に
配

慮
の

あ
る

『
お

し
ゃ

れ
』

な
衣

服
が

思
う

よ
う

に
手

に
入

り
に

く
い

人
が

い
る

と
い

う
現

状
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

一
方

で
な

ん
と

か
し

た
い

と
多

く
の

方
々

が
活

動
さ

れ
て

い
る

割
に

は
、

そ
れ

ら
が

必
ず

し
も

あ
ま

り
世

の
中

に
広

ま
っ

て
い

な
い

の
で

は
な

い
か

と
の

懸
念

が
あ

り
ま

す
。

そ
こ

で
、

お
互

い
に

情
報

共
有

す
る

こ
と

で
、

衣
服

が
よ

り
手

に
入

り
や

す
く

な
れ

ば
と

思
っ

て
、

「
み

ん
な

で
一

緒
に

考
え

る
」

を
キ

ャ
ッ

チ
フ

レ
ー

ズ
と

し
て

今
回

の
シ

ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
開

催
す

る
こ

と
と

し
ま

し
た

。

【
主

催
】

 シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

：
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
の

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
デ

ザ
イ

ン
実

行
委

員
会

「
障

害
等

に
よ

る
機

能
低

下
、

体
型

変
化

等
に

配
慮

し
た

衣
服

の
開

発
と

普
及

の
た

め
の

基
盤

整
備

」
研

究
班

【
日

時
】

 2
0

2
4

年
1

1
月

９
日

（
土

）
 1

3
：

0
5

～
1

6
：

4
5

（
予

定
）

【
会

場
】

 ビ
ジ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

東
京

八
重

洲
 9

0
4

室
 対

面
と

オ
ン

ラ
イ

ン
（

Z
O

O
M

）
併

催

【
参

加
費

】
 参

加
無

料
 た

だ
し

、
会

場
参

加
は

事
前

登
録

制
（

〆
切

1
0

/
2

8
、

先
着

順
3

0
名

）
、

オ
ン

ラ
イ

ン
は

事
前

登
録

制
（

〆
切

1
0

/
2

8
、

先
着

順
2

0
0

名
）

申
込

時
に

、
参

加
に

あ
た

っ
て

配
慮

が
必

要
な

こ
と

を
伺

い
ま

す
。

時
間

等
で

実
施

可
能

な
場

合
、

で
き

る
だ

け
対

応
い

た
し

ま
す

。

申
込

用
U

R
L
は

下
記

で
す

。

h
tt

p
s
:/

/
fo

rm
s
.g

le
/
z
9

9
1

b
k
V

4
Y

K
V

H
X

T
8

A
7

【
お

問
合

せ
】

お
問

合
せ

用
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

は
下

記
で

す
。

in
c
lu

s
iv

e
_
fa

s
h

io
n

@
g
o
o
g
le

g
ro

u
p
s
.c

o
m

【
備

考
】

 カ
シ

オ
科

学
振

興
財

団
研

究
協

賛
事

業
の

予
算

で
実

施
し

ま
す

【
プ

ロ
グ

ラ
ム

】

司
会

 徳
永

千
尋

、
日

本
医

療
科

学
大

学
/
名

誉
教

授
 一

般
社

団
法

人
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

教
育

評
価

機
構

開
会

の
言

葉

平
林

由
果

　
金

城
学

院
大

学
/
教

授
 公

益
財

団
法

人
カ

シ
オ

科
学

振
興

財
団

 研
究

代
表

者

第
1

部
 フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
を

通
じ

た
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

社
会

の
実

現
の

た
め

に
 1

3
:1

0
～

1
4

:2
0

～
新

し
い

価
値

創
出

の
可

能
性

を
探

る
～

・
本

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

の
開

催
趣

旨
、

ウ
ェ

ブ
紹

介
と

作
成

協
力

の
お

願
い

小
野

栄
一

 国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

/
研

究
所

顧
問

・
当

事
者

・
家

族
の

立
場

か
ら

 困
っ

た
こ

と
、

工
夫

し
た

こ
と

、
解

決
し

て
ほ

し
い

課
題

な
ど

山
岸

加
奈

子
氏

 ト
ロ

ン
ボ

ー
ン

ソ
リ

ス
ト

 一
般

社
団

法
人

日
本

ケ
ア

メ
イ

ク
協

会
/
理

事
長

富
田

公
美

氏
 多

発
性

内
軟

骨
腫

症
の

紹
介

・
企

業
の

立
場

か
ら

 何
故

始
め

た
か

、
ど

ん
な

課
題

が
あ

る
か

な
ど

中
澤

幸
子

氏
 株

式
会

社
S

A
C

H
I/

代
表

取
締

役
 実

例
紹

介
を

含
め

て

・
研

究
者

の
立

場
か

ら
 何

故
始

め
た

か
、

ど
ん

な
課

題
が

あ
る

か
な

ど

雙
田

珠
己

氏
 元

熊
本

大
学

教
授

【
休

憩
】

第
2

部
 誰

で
も

お
し

ゃ
れ

を
（

取
組

の
例

）
 1

4
:3

0
～

1
6

:1
0

・
公

益
法

人
・

大
学

の
取

組

星
川

安
之

氏
 公

益
財

団
法

人
 共

用
品

推
進

機
構

/
専

務
理

事
 ～

共
用

品
と

お
し

ゃ
れ

に
つ

い
て

～

大
野

淑
子

氏
 山

野
美

容
芸

術
短

期
大

学
/
客

員
教

授
 美

容
福

祉
と

美
齢

学

・
人

材
育

成
の

取
組

鈴
木

 綾
氏

 N
P

O
法

人
エ

ス
プ

リ
ロ

ー
ブ

/
代

表
理

事
 身

体
障

害
者

の
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
教

育
の

取
組

み

・
企

業
の

取
組

前
田

哲
平

氏
 株

式
会

社
コ

ワ
ー

ド
ロ

ー
ブ

/
代

表
取

締
役

 服
の

お
直

し
サ

ー
ビ

ス
「

キ
ヤ

ス
ク

」
の

紹
介

田
中

美
咲

氏
 社

会
活

動
家

・
ソ

ー
シ

ャ
ル

デ
ザ

イ
ナ

ー
 イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

「
S

O
L
IT

!」
の

紹
介

加
藤

路
瑛

氏
 感

覚
過

敏
研

究
所

/
所

長
 感

覚
過

敏
の

課
題

解
決

ア
パ

レ
ル

ブ
ラ

ン
ド

の
事

例
紹

介

【
休

憩
】

第
3

部
 情

報
交

換
会

 1
6

:2
0

～
1

6
:4

5

閉
会

の
言

葉

-89-



投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

0
6

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
７

年
度

「
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
」

公
募

説
明

会
開

催
に

つ
い

て

利
用

対
象

等
全

般
標

記
に

つ
い

て
、

下
記

の
と

お
り

開
催

し
ま

す
。

な
お

、
本

説
明

会
は

、
標

記
事

業
に

加
え

て
、

総
務

省
及

び
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｔ
（

国
立

研
究

開
発

法
人

情
報

通
信

研
究

機
構

）
が

実
施

す
る

事
業

の
合

同
説

明
会

と
な

り
ま

す
。

参
加

を
希

望
さ

れ
る

場
合

は
、

下
記

５
の

と
お

り
参

加
登

録
い

た
だ

き
ま

す
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

１
 開

催
日

時
（

１
）

大
阪

会
場

：
令

和
７

年
１

月
 １

７
日

(金
) 

1
4

：
3

0
～

1
6

：
3

0
（

２
）

東
京

会
場

：
令

和
７

年
１

月
 ２

０
日

(月
) 

1
4

：
3

0
～

1
6

：
3

0
２

 開
催

場
所

（
１

）
大

阪
会

場
近

畿
厚

生
局

（
大

阪
合

同
庁

舎
第

４
号

館
）

 ２
階

 特
別

会
議

室
大

阪
府

大
阪

市
中

央
区

大
手

前
４

－
１

－
７

６
（

２
）

東
京

会
場

 総
務

省
（

中
央

合
同

庁
舎

第
２

号
館

）
 1

1
 階

会
議

室
東

京
都

千
代

田
区

霞
が

関
２

－
１

－
２

３
 開

催
方

法
・

対
面

及
び

オ
ン

ラ
イ

ン
（

Ｔ
ｅ

ａ
ｍ

ｓ
）

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
形

式
・

総
務

省
、

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｔ

と
の

合
同

開
催

４
 説

明
内

容
・

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

（
厚

生
労

働
省

）
・

デ
ジ

タ
ル

・
デ

ィ
バ

イ
ド

解
消

の
た

め
の

技
術

等
研

究
開

発
推

進
事

業
（

総
務

省
）

・
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
役

務
提

供
事

業
推

進
助

成
金

（
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｔ
）

５
 参

加
登

録
方

法
（

１
）

登
録

期
日

令
和

７
年

１
月

１
６

日
（

木
）

正
午

（
２

）
登

録
先

（
開

催
会

場
に

よ
っ

て
異

な
り

ま
す

）
 以

下
Ｕ

Ｒ
Ｌ

よ
り

入
力

フ
ォ

ー
ム

に
て

登
録

く
だ

さ
い

。
①

大
阪

会
場

登
録

受
付

担
当

：
厚

生
労

働
省

社
会

・
援

護
局

障
害

保
健

福
祉

部
企

画
課

自
立

支
援

振
興

室
障

害
者

支
援

機
器

係
 h

tt
p
s
:/

/
fo

rm
s
.o

ff
ic

e
.c

o
m

/
r/

w
9

t4
q
U

5
5

G
a

②
東

京
会

場
 登

録
受

付
担

当
：

総
務

省
情

報
流

通
行

政
局

情
報

活
用

支
援

室
h

tt
p
s
:/

/
fo

rm
s
.g

le
/
E

a
7

u
tu

h
T

p
6

v
C

v
th

F
9

【
問

合
せ

先
】

厚
生

労
働

省
社

会
・

援
護

局
障

害
保

健
福

祉
部

企
画

課
自

立
支

援
振

興
室

 障
害

者
支

援
機

器
係

T
E

L
 0

3
-
5

2
5

3
-
1

1
1

1
 （

内
線

 3
6

3
7

、
3

0
8

8
）

1
1

0
7

2
0

2
4

お
知

ら
せ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
 緊

急
通

報
装

置
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
7

年
度

「
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
役

務
提

供
事

業
推

進
助

成
金

」
の

公
募

に
つ

い
て

利
用

対
象

等
全

般
国

立
研

究
開

発
法

人
情

報
通

信
研

究
機

構
（

N
IC

T
エ

ヌ
ア

イ
シ

ー
テ

ィ
ー

、
理

事
長

: 
徳

田
 英

幸
）

は
、

令
和

7
年

度
「

情
報

バ
リ

ア
フ

リ
ー

役
務

提
供

事
業

推
進

助
成

金
※

1
」

に
つ

い
て

、
下

記
の

と
お

り
公

募
を

開
始

し
ま

す
。

本
公

募
は

、
令

和
6

年
度

補
正

予
算

の
繰

越
し

を
前

提
に

行
う

も
の

で
す

の
で

、
ご

承
知

お
き

く
だ

さ
い

。
※

1
 こ

れ
ま

で
の

名
称

「
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
通

信
・

放
送

役
務

提
供

・
開

発
推

進
助

成
金

」
を

変
更

し
ま

し
た

。

詳
細

は
以

下
の

N
IC

T
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.n
ic

t.
g
o
.jp

/
p

re
s
s
/
2

0
2

5
/
0

1
/
1

6
-
1

.h
tm

l

（
参

考
情

報
）

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
g
a
lle

ry
/
lis

t/
?

c
a
t=

1
1

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

0
3

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

個
人

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
2

0
2

4
第

1
1

回
成

果
発

表
会

の
ご

案
内

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 発

達
障

害
者

 盲
ろ

う
者

 高
齢

者
 家

族
 共

用
品

N
e
e
d

s
 ＆

 I
d

e
a
s
 F

o
ru

m
 f

o
r 

W
e
ll-

b
e
in

g
第

1
1

回
　

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
医

療
・

福
祉

系
、

デ
ザ

イ
ン

系
、

工
学

系
の

学
生

混
合

チ
ー

ム
に

よ
る

自
立

支
援

へ
の

ア
イ

デ
ア

1
2

/
2

1
（

土
）

1
3

:0
0

～
1

6
:3

0
参

加
無

料
、

事
前

予
約

無
用

、
随

時
出

入
り

自
由

対
面

・
オ

ン
ラ

イ
ン

併
催

ご
関

心
あ

る
方

は
、

詳
細

は
U

R
L
、

概
略

は
以

下
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

:/
/
n

-
i-

f.
jp

/
e
v
e
n

t2
0

2
4

今
回

の
課

題
一

覧
：

A
: 
 イ

ヤ
マ

フ
の

デ
ザ

イ
ン

性
向

上
　

（
※

感
覚

過
敏

）
B

: 
 視

覚
障

害
者

が
使

用
で

き
る

メ
ジ

ャ
ー

C
: 
 車

い
す

の
交

通
安

全
　

（
※

自
動

車
か

ら
の

視
認

性
を

あ
げ

る
）

D
: 
 車

内
に

お
け

る
杖

の
簡

単
・

安
全

固
定

具
E

: 
 視

覚
障

害
者

も
楽

し
め

る
ゲ

ー
ム

F
: 
 キ

ッ
チ

ン
で

使
用

可
能

な
安

定
移

動
い

す
ゲ

ス
ト

コ
メ

ン
テ

ー
タ

ー
　

井
口

正
樹

氏
　

筑
波

技
術

大
学

保
健

科
学

部
　

准
教

授
　

理
学

療
法

士
　

徳
永

千
尋

氏
　

日
本

医
療

科
学

大
学

　
名

誉
教

授
　

作
業

療
法

士
Z

o
o
m

情
報

：
会

議
ID

：
9

8
0
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4
1
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8

5
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パ
ス

コ
ー

ド
：

4
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9
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8
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Z
o
o
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起
動

U
R

L
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h
tt

p
s
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/
z
o
o
m
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s
/
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9
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0
0

1
4

1
3

8
5

8
?

p
w

d
=
7

A
z
c
C

S
B

q
z
yW

N
7

p
d

B
R

c
0

b
A

tg
Z

9
S

b
D

8
i.1

会
場

　
日

経
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
　

日
経

ビ
ル

６
F

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
ik

k
e
i-

h
a
ll.
c
o
m

/
a
c
c
e
s
s
/
#

s
e
c
ti
o
n

_
0

1
開

場
　

1
2

:3
0

問
合

せ
先

N
IF

@
re

h
a
b

.g
o
.jp

1
1

0
4

2
0

2
4

新
製

品
・

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
供

給
事

業
者

口
述

筆
記

「
語

心
録

（
ご

し
ん

ろ
く

）
」

聴
覚

障
害

者
 言

語
障

害
者

 高
齢

者

「
語

心
録

（
ご

し
ん

ろ
く

）
」

は
、

医
療

現
場

か
ら

の
要

望
を

基
に

開
発

さ
れ

た
シ

ス
テ

ム
で

す
。

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
音

声
を

文
字

に
起

こ
す

機
能

と
、

指
や

タ
ッ

チ
ペ

ン
を

使
っ

て
画

面
上

に
直

接
文

字
を

書
き

込
め

る
ペ

イ
ン

ト
機

能
を

備
え

て
い

ま
す

。
耳

の
不

自
由

な
方

々
が

日
常

生
活

で
直

面
す

る
意

思
伝

達
の

壁
を

取
り

除
き

、
円

滑
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

サ
ポ

ー
ト

し
ま

す
。

ま
た

、
オ

フ
ラ

イ
ン

環
境

で
の

文
字

起
こ

し
に

対
応

し
て

い
る

た
め

、
会

話
が

外
部

に
漏

れ
る

心
配

が
な

く
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

面
で

も
安

心
し

て
ご

利
用

い
た

だ
け

ま
す

。

主
な

機
能

：
　

・
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

音
声

を
文

字
に

起
こ

す
機

能
　

・
指

や
タ

ッ
チ

ペ
ン

を
使

っ
て

画
面

上
に

直
接

文
字

を
書

き
込

め
る

ペ
イ

ン
ト

機
能

主
な

特
徴

：
オ

フ
ラ

イ
ン

環
境

で
の

文
字

起
こ

し
に

対
応

し
て

い
る

た
め

、
利

用
時

に
L
T

E
や

W
i-

F
iな

ど
の

通
信

環
境

を
必

要
と

し
ま

せ
ん

。
そ

の
た

め
、

音
声

を
文

字
に

起
こ

す
際

の
情

報
が

端
末

の
外

部
に

漏
れ

る
心

配
が

な
く

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
面

で
も

安
心

し
て

ご
利

用
い

た
だ

け
ま

す
。

ま
た

、
現

場
で

必
要

と
さ

れ
る

機
能

に
絞

り
込

む
こ

と
で

、
直

感
的

な
操

作
が

可
能

と
な

り
、

ど
な

た
で

も
簡

単
に

お
使

い
い

た
だ

け
ま

す
。

利
用

シ
ー

ン
：

　
・

病
院

で
の

問
診

　
・

窓
口

で
の

や
り

取
り

　
・

デ
イ

ケ
ア

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

実
証

実
験

に
て

ご
利

用
者

様
の

声
を

お
聞

き
し

て
お

り
ま

す
。

　
・

宇
部

市
　

・
五

反
田

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

院
　

・
山

口
大

学
附

属
病

院

ホ
ー
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ペ

ー
ジ

：
h
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p

s
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/
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w
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e
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

0
6

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
７

年
度

「
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
」

公
募

説
明

会
開

催
に

つ
い

て

利
用

対
象

等
全

般
標

記
に

つ
い

て
、

下
記

の
と

お
り

開
催

し
ま

す
。

な
お

、
本

説
明

会
は

、
標

記
事

業
に

加
え

て
、

総
務

省
及

び
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｔ
（

国
立

研
究

開
発

法
人

情
報

通
信

研
究

機
構

）
が

実
施

す
る

事
業

の
合

同
説

明
会

と
な

り
ま

す
。

参
加

を
希

望
さ

れ
る

場
合

は
、

下
記

５
の

と
お

り
参

加
登

録
い

た
だ

き
ま

す
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

１
 開

催
日

時
（

１
）

大
阪

会
場

：
令

和
７

年
１

月
 １

７
日

(金
) 

1
4

：
3

0
～

1
6

：
3

0
（

２
）

東
京

会
場

：
令

和
７

年
１

月
 ２

０
日

(月
) 

1
4

：
3

0
～

1
6

：
3

0
２

 開
催

場
所

（
１

）
大

阪
会

場
近

畿
厚

生
局

（
大

阪
合

同
庁

舎
第

４
号

館
）

 ２
階

 特
別

会
議

室
大

阪
府

大
阪

市
中

央
区

大
手

前
４

－
１

－
７

６
（

２
）

東
京

会
場

 総
務

省
（

中
央

合
同

庁
舎

第
２

号
館

）
 1

1
 階

会
議

室
東

京
都

千
代

田
区

霞
が

関
２

－
１

－
２

３
 開

催
方

法
・

対
面

及
び

オ
ン

ラ
イ

ン
（

Ｔ
ｅ

ａ
ｍ

ｓ
）

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
形

式
・

総
務

省
、

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｔ

と
の

合
同

開
催

４
 説

明
内

容
・

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

（
厚

生
労

働
省

）
・

デ
ジ

タ
ル

・
デ

ィ
バ

イ
ド

解
消

の
た

め
の

技
術

等
研

究
開

発
推

進
事

業
（

総
務

省
）

・
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
役

務
提

供
事

業
推

進
助

成
金

（
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｔ
）

５
 参

加
登

録
方

法
（

１
）

登
録

期
日

令
和

７
年

１
月

１
６

日
（

木
）

正
午

（
２

）
登

録
先

（
開

催
会

場
に

よ
っ

て
異

な
り

ま
す

）
 以

下
Ｕ

Ｒ
Ｌ

よ
り

入
力

フ
ォ

ー
ム

に
て

登
録

く
だ

さ
い

。
①

大
阪

会
場

登
録

受
付

担
当

：
厚

生
労

働
省

社
会

・
援

護
局

障
害

保
健

福
祉

部
企

画
課

自
立

支
援

振
興

室
障

害
者

支
援

機
器

係
 h

tt
p
s
:/

/
fo

rm
s
.o

ff
ic

e
.c

o
m

/
r/

w
9

t4
q
U

5
5

G
a

②
東

京
会

場
 登

録
受

付
担

当
：

総
務

省
情

報
流

通
行

政
局

情
報

活
用

支
援

室
h

tt
p
s
:/

/
fo

rm
s
.g

le
/
E

a
7

u
tu

h
T

p
6

v
C

v
th

F
9

【
問

合
せ

先
】

厚
生

労
働

省
社

会
・

援
護

局
障

害
保

健
福

祉
部

企
画

課
自

立
支

援
振

興
室

 障
害

者
支

援
機

器
係

T
E

L
 0

3
-
5

2
5

3
-
1

1
1

1
 （

内
線

 3
6

3
7

、
3

0
8

8
）

1
1

0
7

2
0

2
4

お
知

ら
せ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
 緊

急
通

報
装

置
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
7

年
度

「
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
役

務
提

供
事

業
推

進
助

成
金

」
の

公
募

に
つ

い
て

利
用

対
象

等
全

般
国

立
研

究
開

発
法

人
情

報
通

信
研

究
機

構
（

N
IC

T
エ

ヌ
ア

イ
シ

ー
テ

ィ
ー

、
理

事
長

: 
徳

田
 英

幸
）

は
、

令
和

7
年

度
「

情
報

バ
リ

ア
フ

リ
ー

役
務

提
供

事
業

推
進

助
成

金
※

1
」

に
つ

い
て

、
下

記
の

と
お

り
公

募
を

開
始

し
ま

す
。

本
公

募
は

、
令

和
6

年
度

補
正

予
算

の
繰

越
し

を
前

提
に

行
う

も
の

で
す

の
で

、
ご

承
知

お
き

く
だ

さ
い

。
※

1
 こ

れ
ま

で
の

名
称

「
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
通

信
・

放
送

役
務

提
供

・
開

発
推

進
助

成
金

」
を

変
更

し
ま

し
た

。

詳
細

は
以

下
の

N
IC

T
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
h
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s
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/
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参

考
情

報
）

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
g
a
lle

ry
/
lis

t/
?

c
a
t=

1
1

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

0
3

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

個
人

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
2

0
2

4
第

1
1

回
成

果
発

表
会

の
ご

案
内

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 発

達
障

害
者

 盲
ろ

う
者

 高
齢

者
 家

族
 共

用
品

N
e
e
d

s
 ＆

 I
d

e
a
s
 F

o
ru

m
 f

o
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W
e
ll-

b
e
in

g
第

1
1

回
　

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
医

療
・

福
祉

系
、

デ
ザ

イ
ン

系
、

工
学

系
の

学
生

混
合

チ
ー

ム
に

よ
る

自
立

支
援

へ
の

ア
イ

デ
ア

1
2

/
2

1
（

土
）

1
3

:0
0

～
1

6
:3

0
参

加
無

料
、

事
前

予
約

無
用

、
随

時
出

入
り

自
由

対
面

・
オ

ン
ラ

イ
ン

併
催

ご
関

心
あ

る
方

は
、

詳
細

は
U

R
L
、

概
略

は
以

下
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

:/
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/
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今
回

の
課

題
一

覧
：

A
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 イ

ヤ
マ

フ
の

デ
ザ

イ
ン

性
向

上
　

（
※

感
覚

過
敏

）
B

: 
 視

覚
障

害
者

が
使

用
で

き
る

メ
ジ

ャ
ー

C
: 
 車

い
す

の
交

通
安

全
　

（
※

自
動

車
か

ら
の

視
認

性
を

あ
げ

る
）

D
: 
 車

内
に

お
け

る
杖

の
簡

単
・

安
全

固
定

具
E

: 
 視

覚
障

害
者

も
楽

し
め

る
ゲ

ー
ム

F
: 
 キ

ッ
チ

ン
で

使
用

可
能

な
安

定
移

動
い

す
ゲ

ス
ト

コ
メ

ン
テ

ー
タ

ー
　

井
口

正
樹

氏
　

筑
波

技
術

大
学

保
健

科
学

部
　

准
教

授
　

理
学

療
法

士
　

徳
永

千
尋

氏
　

日
本

医
療

科
学

大
学

　
名

誉
教

授
　

作
業

療
法

士
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o
o
m

情
報

：
会

議
ID

：
9

8
0

 0
1

4
1

 3
8

5
8

パ
ス

コ
ー

ド
：

4
6

9
9

8
9

Z
o
o
m

起
動

U
R

L
：

h
tt

p
s
:/

/
z
o
o
m

.u
s
/
j/

9
8

0
0

1
4

1
3

8
5

8
?

p
w

d
=
7

A
z
c
C

S
B

q
z
yW

N
7

p
d

B
R

c
0

b
A

tg
Z

9
S

b
D

8
i.1

会
場

　
日

経
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
　

日
経

ビ
ル

６
F

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
ik

k
e
i-

h
a
ll.
c
o
m

/
a
c
c
e
s
s
/
#

s
e
c
ti
o
n

_
0

1
開

場
　

1
2

:3
0

問
合

せ
先

N
IF

@
re

h
a
b

.g
o
.jp

1
1

0
4

2
0

2
4

新
製

品
・

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
供

給
事

業
者

口
述

筆
記

「
語

心
録

（
ご

し
ん

ろ
く

）
」

聴
覚

障
害

者
 言

語
障

害
者

 高
齢

者

「
語

心
録

（
ご

し
ん

ろ
く

）
」

は
、

医
療

現
場

か
ら

の
要

望
を

基
に

開
発

さ
れ

た
シ

ス
テ

ム
で

す
。

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
音

声
を

文
字

に
起

こ
す

機
能

と
、

指
や

タ
ッ

チ
ペ

ン
を

使
っ

て
画

面
上

に
直

接
文

字
を

書
き

込
め

る
ペ

イ
ン

ト
機

能
を

備
え

て
い

ま
す

。
耳

の
不

自
由

な
方

々
が

日
常

生
活

で
直

面
す

る
意

思
伝

達
の

壁
を

取
り

除
き

、
円

滑
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

サ
ポ

ー
ト

し
ま

す
。

ま
た

、
オ

フ
ラ

イ
ン

環
境

で
の

文
字

起
こ

し
に

対
応

し
て

い
る

た
め

、
会

話
が

外
部

に
漏

れ
る

心
配

が
な

く
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

面
で

も
安

心
し

て
ご

利
用

い
た

だ
け

ま
す

。

主
な

機
能

：
　

・
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

音
声

を
文

字
に

起
こ

す
機

能
　

・
指

や
タ

ッ
チ

ペ
ン

を
使

っ
て

画
面

上
に

直
接

文
字

を
書

き
込

め
る

ペ
イ

ン
ト

機
能

主
な

特
徴

：
オ

フ
ラ

イ
ン

環
境

で
の

文
字

起
こ

し
に

対
応

し
て

い
る

た
め

、
利

用
時

に
L
T

E
や

W
i-

F
iな

ど
の

通
信

環
境

を
必

要
と

し
ま

せ
ん

。
そ

の
た

め
、

音
声

を
文

字
に

起
こ

す
際

の
情

報
が

端
末

の
外

部
に

漏
れ

る
心

配
が

な
く

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
面

で
も

安
心

し
て

ご
利

用
い

た
だ

け
ま

す
。

ま
た

、
現

場
で

必
要

と
さ

れ
る

機
能

に
絞

り
込

む
こ

と
で

、
直

感
的

な
操

作
が

可
能

と
な

り
、

ど
な

た
で

も
簡

単
に

お
使

い
い

た
だ

け
ま

す
。

利
用

シ
ー

ン
：

　
・

病
院

で
の

問
診

　
・

窓
口

で
の

や
り

取
り

　
・

デ
イ

ケ
ア

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

実
証

実
験

に
て

ご
利

用
者

様
の

声
を

お
聞

き
し

て
お

り
ま

す
。

　
・

宇
部

市
　

・
五

反
田

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

院
　

・
山

口
大

学
附

属
病

院

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.m
e
d

im
o
n

y.
c
o
.jp

/

-90-

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

0
6

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
７

年
度

「
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
」

公
募

説
明

会
開

催
に

つ
い

て

利
用

対
象

等
全

般
標

記
に

つ
い

て
、

下
記

の
と

お
り

開
催

し
ま

す
。

な
お

、
本

説
明

会
は

、
標

記
事

業
に

加
え

て
、

総
務

省
及

び
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｔ
（

国
立

研
究

開
発

法
人

情
報

通
信

研
究

機
構

）
が

実
施

す
る

事
業

の
合

同
説

明
会

と
な

り
ま

す
。

参
加

を
希

望
さ

れ
る

場
合

は
、

下
記

５
の

と
お

り
参

加
登

録
い

た
だ

き
ま

す
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

１
 開

催
日

時
（

１
）

大
阪

会
場

：
令

和
７

年
１

月
 １

７
日

(金
) 

1
4

：
3

0
～

1
6

：
3

0
（

２
）

東
京

会
場

：
令

和
７

年
１

月
 ２

０
日

(月
) 

1
4

：
3

0
～

1
6

：
3

0
２

 開
催

場
所

（
１

）
大

阪
会

場
近

畿
厚

生
局

（
大

阪
合

同
庁

舎
第

４
号

館
）

 ２
階

 特
別

会
議

室
大

阪
府

大
阪

市
中

央
区

大
手

前
４

－
１

－
７

６
（

２
）

東
京

会
場

 総
務

省
（

中
央

合
同

庁
舎

第
２

号
館

）
 1

1
 階

会
議

室
東

京
都

千
代

田
区

霞
が

関
２

－
１

－
２

３
 開

催
方

法
・

対
面

及
び

オ
ン

ラ
イ

ン
（

Ｔ
ｅ

ａ
ｍ

ｓ
）

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
形

式
・

総
務

省
、

Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｔ

と
の

合
同

開
催

４
 説

明
内

容
・

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

（
厚

生
労

働
省

）
・

デ
ジ

タ
ル

・
デ

ィ
バ

イ
ド

解
消

の
た

め
の

技
術

等
研

究
開

発
推

進
事

業
（

総
務

省
）

・
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
役

務
提

供
事

業
推

進
助

成
金

（
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｔ
）

５
 参

加
登

録
方

法
（

１
）

登
録

期
日

令
和

７
年

１
月

１
６

日
（

木
）

正
午

（
２

）
登

録
先

（
開

催
会

場
に

よ
っ

て
異

な
り

ま
す

）
 以

下
Ｕ

Ｒ
Ｌ

よ
り

入
力

フ
ォ

ー
ム

に
て

登
録

く
だ

さ
い

。
①

大
阪

会
場

登
録

受
付

担
当

：
厚

生
労

働
省

社
会

・
援

護
局

障
害

保
健

福
祉

部
企

画
課

自
立

支
援

振
興

室
障

害
者

支
援

機
器

係
 h

tt
p
s
:/

/
fo

rm
s
.o

ff
ic

e
.c

o
m

/
r/

w
9

t4
q
U

5
5

G
a

②
東

京
会

場
 登

録
受

付
担

当
：

総
務

省
情

報
流

通
行

政
局

情
報

活
用

支
援

室
h

tt
p
s
:/

/
fo

rm
s
.g

le
/
E

a
7

u
tu

h
T

p
6

v
C

v
th

F
9

【
問

合
せ

先
】

厚
生

労
働

省
社

会
・

援
護

局
障

害
保

健
福

祉
部

企
画

課
自

立
支

援
振

興
室

 障
害

者
支

援
機

器
係

T
E

L
 0

3
-
5

2
5

3
-
1

1
1

1
 （

内
線

 3
6

3
7

、
3

0
8

8
）

1
1

0
7

2
0

2
4

お
知

ら
せ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
 緊

急
通

報
装

置
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
7

年
度

「
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
役

務
提

供
事

業
推

進
助

成
金

」
の

公
募

に
つ

い
て

利
用

対
象

等
全

般
国

立
研

究
開

発
法

人
情

報
通

信
研

究
機

構
（

N
IC

T
エ

ヌ
ア

イ
シ

ー
テ

ィ
ー

、
理

事
長

: 
徳

田
 英

幸
）

は
、

令
和

7
年

度
「

情
報

バ
リ

ア
フ

リ
ー

役
務

提
供

事
業

推
進

助
成

金
※

1
」

に
つ

い
て

、
下

記
の

と
お

り
公

募
を

開
始

し
ま

す
。

本
公

募
は

、
令

和
6

年
度

補
正

予
算

の
繰

越
し

を
前

提
に

行
う

も
の

で
す

の
で

、
ご

承
知

お
き

く
だ

さ
い

。
※

1
 こ

れ
ま

で
の

名
称

「
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
通

信
・

放
送

役
務

提
供

・
開

発
推

進
助

成
金

」
を

変
更

し
ま

し
た

。

詳
細

は
以

下
の

N
IC

T
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.n
ic

t.
g
o
.jp

/
p

re
s
s
/
2

0
2

5
/
0

1
/
1

6
-
1

.h
tm

l

（
参

考
情

報
）

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
g
a
lle

ry
/
lis

t/
?

c
a
t=

1
1

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

0
3

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

個
人

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
2

0
2

4
第

1
1

回
成

果
発

表
会

の
ご

案
内

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 発

達
障

害
者

 盲
ろ

う
者

 高
齢

者
 家

族
 共

用
品

N
e
e
d

s
 ＆

 I
d

e
a
s
 F

o
ru

m
 f

o
r 

W
e
ll-

b
e
in

g
第

1
1

回
　

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
医

療
・

福
祉

系
、

デ
ザ

イ
ン

系
、

工
学

系
の

学
生

混
合

チ
ー

ム
に

よ
る

自
立

支
援

へ
の

ア
イ

デ
ア

1
2

/
2

1
（

土
）

1
3

:0
0

～
1

6
:3

0
参

加
無

料
、

事
前

予
約

無
用

、
随

時
出

入
り

自
由

対
面

・
オ

ン
ラ

イ
ン

併
催

ご
関

心
あ

る
方

は
、

詳
細

は
U

R
L
、

概
略

は
以

下
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

:/
/
n

-
i-

f.
jp

/
e
v
e
n

t2
0

2
4

今
回

の
課

題
一

覧
：

A
: 
 イ

ヤ
マ

フ
の

デ
ザ

イ
ン

性
向

上
　

（
※

感
覚

過
敏

）
B

: 
 視

覚
障

害
者

が
使

用
で

き
る

メ
ジ

ャ
ー

C
: 
 車

い
す

の
交

通
安

全
　

（
※

自
動

車
か

ら
の

視
認

性
を

あ
げ

る
）

D
: 
 車

内
に

お
け

る
杖

の
簡

単
・

安
全

固
定

具
E

: 
 視

覚
障

害
者

も
楽

し
め

る
ゲ

ー
ム

F
: 
 キ

ッ
チ

ン
で

使
用

可
能

な
安

定
移

動
い

す
ゲ

ス
ト

コ
メ

ン
テ

ー
タ

ー
　

井
口

正
樹

氏
　

筑
波

技
術

大
学

保
健

科
学

部
　

准
教

授
　

理
学

療
法

士
　

徳
永

千
尋

氏
　

日
本

医
療

科
学

大
学

　
名

誉
教

授
　

作
業

療
法

士
Z

o
o
m

情
報

：
会

議
ID

：
9

8
0

 0
1

4
1

 3
8

5
8

パ
ス

コ
ー

ド
：

4
6

9
9

8
9

Z
o
o
m

起
動

U
R

L
：

h
tt

p
s
:/

/
z
o
o
m

.u
s
/
j/

9
8

0
0

1
4

1
3

8
5

8
?

p
w

d
=
7

A
z
c
C

S
B

q
z
yW

N
7

p
d

B
R

c
0

b
A

tg
Z

9
S

b
D

8
i.1

会
場

　
日

経
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
　

日
経

ビ
ル

６
F

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
ik

k
e
i-

h
a
ll.
c
o
m

/
a
c
c
e
s
s
/
#

s
e
c
ti
o
n

_
0

1
開

場
　

1
2

:3
0

問
合

せ
先

N
IF

@
re

h
a
b

.g
o
.jp

1
1

0
4

2
0

2
4

新
製

品
・

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
供

給
事

業
者

口
述

筆
記

「
語

心
録

（
ご

し
ん

ろ
く

）
」

聴
覚

障
害

者
 言

語
障

害
者

 高
齢

者

「
語

心
録

（
ご

し
ん

ろ
く

）
」

は
、

医
療

現
場

か
ら

の
要

望
を

基
に

開
発

さ
れ

た
シ

ス
テ

ム
で

す
。

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
音

声
を

文
字

に
起

こ
す

機
能

と
、

指
や

タ
ッ

チ
ペ

ン
を

使
っ

て
画

面
上

に
直

接
文

字
を

書
き

込
め

る
ペ

イ
ン

ト
機

能
を

備
え

て
い

ま
す

。
耳

の
不

自
由

な
方

々
が

日
常

生
活

で
直

面
す

る
意

思
伝

達
の

壁
を

取
り

除
き

、
円

滑
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

サ
ポ

ー
ト

し
ま

す
。

ま
た

、
オ

フ
ラ

イ
ン

環
境

で
の

文
字

起
こ

し
に

対
応

し
て

い
る

た
め

、
会

話
が

外
部

に
漏

れ
る

心
配

が
な

く
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

面
で

も
安

心
し

て
ご

利
用

い
た

だ
け

ま
す

。

主
な

機
能

：
　

・
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

音
声

を
文

字
に

起
こ

す
機

能
　

・
指

や
タ

ッ
チ

ペ
ン

を
使

っ
て

画
面

上
に

直
接

文
字

を
書

き
込

め
る

ペ
イ

ン
ト

機
能

主
な

特
徴

：
オ

フ
ラ

イ
ン

環
境

で
の

文
字

起
こ

し
に

対
応

し
て

い
る

た
め

、
利

用
時

に
L
T

E
や

W
i-

F
iな

ど
の

通
信

環
境

を
必

要
と

し
ま

せ
ん

。
そ

の
た

め
、

音
声

を
文

字
に

起
こ

す
際

の
情

報
が

端
末

の
外

部
に

漏
れ

る
心

配
が

な
く

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
面

で
も

安
心

し
て

ご
利

用
い

た
だ

け
ま

す
。

ま
た

、
現

場
で

必
要

と
さ

れ
る

機
能

に
絞

り
込

む
こ

と
で

、
直

感
的

な
操

作
が

可
能

と
な

り
、

ど
な

た
で

も
簡

単
に

お
使

い
い

た
だ

け
ま

す
。

利
用

シ
ー

ン
：

　
・

病
院

で
の

問
診

　
・

窓
口

で
の

や
り

取
り

　
・

デ
イ

ケ
ア

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

実
証

実
験

に
て

ご
利

用
者

様
の

声
を

お
聞

き
し

て
お

り
ま

す
。

　
・

宇
部

市
　

・
五

反
田

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

院
　

・
山

口
大

学
附

属
病

院

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.m
e
d

im
o
n

y.
c
o
.jp

/

-91-



投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

1
0

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

そ
の

他
厚

生
労

働
省

　
令

和
6

年
度

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
事

業

高
齢

者
厚

生
労

働
省

「
令

和
6

年
度

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
事

業
」

事
務

局
を

受
託

し
て

お
り

ま
す

、
N

T
T

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

の
太

刀
川

と
申

し
ま

す
。

上
記

事
業

で
は

、
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

の
開

発
、

販
売

・
ア

フ
タ

ー
サ

ー
ビ

ス
等

を
実

施
さ

れ
て

い
る

企
業

様
・

団
体

様
、

介
護

分
野

へ
の

自
社

技
術

活
用

を
検

討
さ

れ
て

い
る

企
業

様
・

団
体

様
向

け
に

、
専

門
家

に
よ

る
助

言
や

、
他

の
企

業
様

・
団

体
様

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
機

会
の

ご
提

供
等

の
支

援
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

ご
興

味
、

ご
関

心
の

あ
る

皆
様

に
お

か
れ

ま
し

て
は

、
ぜ

ひ
、

本
事

業
を

ご
活

用
い

た
だ

け
れ

ば
幸

い
で

す
。

支
援

を
お

受
け

い
た

だ
く

た
め

、
ま

ず
は

以
下

H
P

か
ら

エ
ン

ト
リ

ー
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
公

式
H

P
：

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
k
a
ig

o
s
e
is

a
n

s
e
i/

n
s
/

エ
ン

ト
リ

ー
フ

ォ
ー

ム
：

　
h

tt
p

s
:/

/
5

8
6

f0
5

7
e
.f
o
rm

.k
in

to
n

e
a
p

p
.c

o
m

/
p

u
b

lic
/
k
a
ig

o
p

f-
n

s
-
m

a
tc

h
in

g
-
e
n

tr
y

【
事

業
概

要
】

本
事

業
は

、
介

護
現

場
の

真
の

ニ
ー

ズ
を

反
映

し
た

ロ
ボ

ッ
ト

の
開

発
・

普
及

促
進

を
目

的
と

し
、

企
業

の
参

入
検

討
・

開
発

・
製

品
の

普
及

を
支

援
し

て
い

ま
す

。
【

対
象

企
業

】
・

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

開
発

を
実

施
・

検
討

し
て

い
る

企
業

・
自

社
の

有
す

る
技

術
を

、
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

に
活

用
さ

れ
た

い
企

業
・

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

販
売

や
ア

フ
タ

ー
サ

ー
ビ

ス
を

行
っ

て
い

る
企

業
※

本
事

業
で

は
、

ロ
ボ

ッ
ト

技
術

の
介

護
利

用
に

お
け

る
重

点
分

野
（

6
分

野
1

3
項

目
）

に
限

定
せ

ず
、

介
護

現
場

で
必

要
と

な
る

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
広

く
対

象
と

し
て

い
ま

す
。

【
支

援
内

容
】

本
事

業
で

は
以

下
３

つ
の

タ
イ

プ
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

支
援

し
ま

す
。

マ
ッ

チ
ン

グ
①

（
主

に
自

社
開

発
を

さ
れ

た
い

企
業

様
向

け
）

：
介

護
現

場
の

ニ
ー

ズ
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

支
援

　
・

約
2

0
0

件
の

介
護

現
場

の
ニ

ー
ズ

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

で
閲

覧
が

可
能

で
す

　
・

関
心

の
あ

る
ニ

ー
ズ

に
つ

い
て

、
有

識
者

と
の

相
談

、
介

護
現

場
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

、
現

場
見

学
等

が
可

能
で

す
マ

ッ
チ

ン
グ

②
（

主
に

自
社

開
発

を
さ

れ
た

い
企

業
様

向
け

）
：

実
証

に
関

わ
る

フ
ィ

ー
ル

ド
（

介
護

施
設

・
リ

ビ
ン

グ
ラ

ボ
等

）
へ

の
取

次
　

・
製

品
検

証
に

関
す

る
専

門
機

関
か

ら
の

助
言

や
評

価
を

得
る

こ
と

が
出

来
ま

す
　

・
製

品
検

証
の

後
、

実
証

試
験

を
受

け
入

れ
る

介
護

現
場

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

支
援

し
ま

す
マ

ッ
チ

ン
グ

③
（

自
社

開
発

を
さ

れ
た

い
企

業
様

、
お

よ
び

協
業

先
を

探
し

た
い

企
業

様
向

け
）

：
企

業
間

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
　

・
開

発
企

業
と

製
品

・
要

素
技

術
を

有
す

る
企

業
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
支

援
し

ま
す

　
・

開
発

企
業

と
販

売
・

ア
フ

タ
ー

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
支

援
し

ま
す

【
費

用
】

支
援

は
基

本
的

に
無

料
で

す
。

専
門

機
関

ま
で

の
試

作
品

輸
送

費
や

、
実

証
試

験
時

の
介

護
現

場
へ

の
謝

礼
金

等
が

発
生

す
る

場
合

、
ご

負
担

を
お

願
い

し
て

お
り

ま
す

。
■

お
問

い
合

わ
せ

本
件

に
関

す
る

お
問

い
合

わ
せ

は
、

以
下

ま
で

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

厚
生

労
働

省
「

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

支
援

事
業

」
事

務
局

株
式

会
社

N
T

T
デ

ー
タ

経
営

研
究

所
ラ

イ
フ

・
バ

リ
ュ

ー
・

ク
リ

エ
イ

シ
ョ

ン
ユ

ニ
ッ

ト
M

a
il:
 n

s
-
p
la

t@
n

tt
d
a
ta

-
s
tr

a
te

g
y.

c
o
m

1
1

1
1

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

「
第

4
回

東
北

K
a
ig

o
-

T
e
c
h

実
践

研
究

会
」

の
お

知
ら

せ

高
齢

者
 家

族
 介

助
者

こ
の

度
、

N
T

T
デ

ー
タ

経
営

研
究

所
で

は
、

厚
生

労
働

省
よ

り
受

託
し

て
お

り
ま

す
 「

介
護

現
場

の
生

産
性

向
上

に
向

け
た

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

開
発

・
実

証
・

普
及

広
報

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
」

の
一

環
と

し
て

、
 第

4
回

東
北

K
a
ig

o
-
T

e
c
h

実
践

研
究

会
を

開
催

す
る

こ
と

と
な

り
ま

し
た

。

本
研

究
会

は
、

東
北

地
域

に
お

け
る

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
活

用
し

た
介

護
現

場
の

課
題

解
決

策
・

よ
り

よ
い

介
護

に
関

す
る

介
護

研
究

の
成

果
や

、
 ニ

ー
ズ

を
真

に
と

ら
え

た
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

開
発

事
例

等
を

全
国

に
発

信
す

る
も

の
で

す
。

東
北

地
域

の
方

に
限

ら
ず

、
全

国
の

皆
様

に
ご

聴
講

い
た

だ
け

ま
す

。
是

非
ご

参
加

い
た

だ
け

ま
す

と
幸

い
で

す
。

【
第

4
回

東
北

K
a
ig

o
-
T

e
c
h

実
践

研
究

会
】

 詳
細

は
「

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

」
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。

○
開

催
日

時
：

2
0

2
5

年
3

月
1

3
日

（
木

）
　

開
始

1
4

 :
3

0
～

1
6

:3
0

（
受

付
開

始
1

4
:0

0
）

○
定

員
：

2
0

0
名

（
先

着
）

○
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
：

　
h

tt
p

s
:/

/
fi
le

s
.m

ic
ro

c
m

s
-

a
s
s
e
ts

.io
/
a
s
s
e
ts

/
8

b
a
8

8
0

c
1

a
d

a
2

4
b

3
2

8
6

6
6

2
c
4

1
b

2
8

2
2

8
5

1
/
2

1
a
c
0

2
9

fe
1

b
f4

1
9

d
8

c
2

a
1

3
7

a
d

2
7

8
5

3
b

7
/
%

E
7

%
A

C
%

A
C

4
%

E
5

%
9

B
%

9
E

%
E

6
%

9
D

%
B

1
%

E
5

%
8

C
%

9
7

K
a
ig

o
-

T
e
c
h

%
E

7
%

A
0

%
9

4
%

E
7

%
A

9
%

B
6

%
E

4
%

B
C

%
9

A
%

E
3

%
8

2
%

B
B

%
E

3
%

8
3

%
9

F
%

E
3

%
8

3
%

8
A

%
E

3
%

8
3

%
B

C
%

E
3

%
8

3
%

8
1

%
E

3
%

8
3

%
A

9
%

E
3

%
8

2
%

B
7

.p
d

f
○

開
催

形
式

：
 オ

ン
ラ

イ
ン

（
Z

o
o
m

ウ
ェ

ビ
ナ

ー
）

○
申

込
U

R
L
：

h
tt

p
s
:/

/
5

8
6

f0
5

7
e
.f
o
rm

.k
in

to
n

e
a
p

p
.c

o
m

/
p

u
b

lic
/
k
a
ig

o
p

f-
to

h
o
k
u

-
k
a
ig

o
-
te

c
h

2
0

2
5

0
3

1
3

【
東

北
K

a
ig

o
-
T

e
c
h

実
践

研
究

会
に

つ
い

て
】

（
参

考
）

東
北

K
a
ig

o
-
T

e
c
h

実
践

研
究

会
設

立
の

ご
案

内
：

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
k
a
ig

o
s
e
is

a
n

s
e
i/

p
f/

m
e
d

ia
/
k
a
ig

o
-
te

c
h

_
2

2
0

1
1

7
0

2
.p

d
f

何
卒

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

東
北

 K
a
ig

o
-
T

e
c
h

 実
践

研
究

会
 事

務
局

株
式

会
社

エ
ヌ

・
テ

ィ
・

テ
ィ

・
デ

ー
タ

経
営

研
究

所
〒

1
0

2
-
0

0
9

3
 東

京
都

千
代

田
区

平
河

町
 2

-
7

-
9

 J
A

 共
済

ビ
ル

 9
階

担
当

者
：

田
中

、
保

坂
、

太
刀

川
、

足
立

メ
ー

ル
：

p
la

t2
0

2
0

@
n

tt
d

a
ta

-
s
tr

a
te

g
y.

c
o
m

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

0
8

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
有

楽
町

の
交

通
会

館
に

て
写

真
展

を
開

催
！

（
一

般
社

団
法

人
日

本
A

L
S

協
会

）

そ
の

他
(A

L
S

)
機

関
誌

J
A

L
S

A
の

巻
頭

で
、

約
2

0
年

間
に

わ
た

り
、

患
者

さ
ん

の
日

常
を

撮
影

し
た

写
真

を
掲

載
し

て
き

ま
し

た
。

こ
れ

ら
の

写
真

で
、

誌
面

で
は

紹
介

し
き

れ
な

か
っ

た
も

の
を

集
め

た
写

真
展

に
な

っ
て

い
ま

す
。

写
真

を
通

し
て

、
A

L
S

を
も

っ
と

深
く

知
っ

て
も

ら
い

た
い

、
も

っ
と

身
近

に
感

じ
て

も
ら

い
た

い
と

考
え

、
開

催
に

至
り

ま
し

た
。

多
く

の
皆

様
に

是
非

と
も

お
立

ち
よ

り
い

た
だ

き
ま

す
よ

う
、

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

【
開

催
概

要
】

会
　

　
　

場
　

：
　

東
京

交
通

会
館

　
　

　
　

　
　

　
　

東
京

都
千

代
田

区
有

楽
町

2
丁

目
1

0
－

1
　

2
階

ギ
ャ

ラ
リ

ー
　

　
　

　
　

　
　

　
（

J
R

有
楽

町
駅

　
京

橋
口

　
徒

歩
1

分
）

  
開

催
日

時
　

：
　

1
9

日
（

日
）

　
1

4
：

0
0

～
1

8
：

0
0

 
　

　
　

　
　

　
　

2
0

日
（

月
）

～
2

4
日

（
金

）
1

0
：

0
0

～
1

8
：

0
0

  
　

　
　

　
　

　
　

2
5

日
（

土
）

　
1

0
：

0
0

～
1

6
：

0
0

入
場

無
料

追
伸

：
産

経
新

聞
他

で
取

り
上

げ
て

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
h

tt
p

s
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/
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e
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s
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a
h

o
o
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/
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s
/
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e
b
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6
e
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a
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1
7

a
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0
d

d
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5
a
0

fc
f1

5

【
本

件
に

関
す

る
問

い
合

わ
せ

先
】

一
般

社
団

法
人

日
本

A
L
S

協
会

電
話

（
0

3
）

（
3

2
3

4
）

9
1

5
5

　
F
A

X
（

0
3

）
（

3
2

3
4

）
9

1
5

6
U

R
L
　

　
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.a
ls

ja
p

a
n

.o
rg

/
　

E
-
m

a
il　

ja
ls

a
@

a
ls

ja
p

a
n

.o
rg

1
1

0
9

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
７

年
度

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

に
係

る
公

募
開

始
に

つ
い

て
（

厚
生

労
働

省
）

利
用

対
象

等
全

般
令

和
７

年
度

　
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
の

自
立

支
援

機
器

開
発

の
補

助
事

業
に

関
す

る
公

募
を

1
4

日
か

ら
開

始
し

て
お

り
ま

す
。

新
た

な
支

援
機

器
開

発
を

さ
れ

て
い

る
、

ま
た

は
今

後
開

発
を

予
定

し
て

い
る

企
業

お
よ

び
関

連
団

体
等

の
皆

様
に

お
か

れ
ま

し
て

は
、

上
記

事
業

の
応

募
に

つ
い

て
ご

検
討

い
た

だ
き

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 応

募
に

関
す

る
情

報
は

、
厚

生
労

働
省

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
＜

参
考

U
R

L
：

厚
生

労
働

省
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
＞

令
和

７
年

度
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
　

公
募

開
始

に
つ

い
て

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
s
tf

/
n

e
w

p
a
g
e
_
4

8
7

1
0

.h
tm

l
 応

募
す

る
際

は
、

H
P

に
て

公
表

し
て

お
り

ま
す

令
和

７
年

度
の

公
募

要
項

を
よ

く
ご

確
認

い
た

だ
き

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 ま

た
、

今
回

か
ら

新
た

に
、

原
則

補
助

金
申

請
シ

ス
テ

ム
「

jG
ra

n
ts

」
に

て
応

募
、

提
出

「
jG

ra
n

ts
」

で
の

提
出

方
法

で
難

し
い

場
合

は
、

末
尾

担
当

係
ま

で
ご

相
談

く
だ

さ
い

。
 皆

様
の

ご
応

募
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
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企
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課
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立
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援
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興
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障
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支
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機
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T
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0
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-
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1
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内
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

1
0

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

そ
の

他
厚

生
労

働
省

　
令

和
6

年
度

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
事

業

高
齢

者
厚

生
労

働
省

「
令

和
6

年
度

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
事

業
」

事
務

局
を

受
託

し
て

お
り

ま
す

、
N

T
T

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

の
太

刀
川

と
申

し
ま

す
。

上
記

事
業

で
は

、
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

の
開

発
、

販
売

・
ア

フ
タ

ー
サ

ー
ビ

ス
等

を
実

施
さ

れ
て

い
る

企
業

様
・

団
体

様
、

介
護

分
野

へ
の

自
社

技
術

活
用

を
検

討
さ

れ
て

い
る

企
業

様
・

団
体

様
向

け
に

、
専

門
家

に
よ

る
助

言
や

、
他

の
企

業
様

・
団

体
様

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
機

会
の

ご
提

供
等

の
支

援
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

ご
興

味
、

ご
関

心
の

あ
る

皆
様

に
お

か
れ

ま
し

て
は

、
ぜ

ひ
、

本
事

業
を

ご
活

用
い

た
だ

け
れ

ば
幸

い
で

す
。

支
援

を
お

受
け

い
た

だ
く

た
め

、
ま

ず
は

以
下

H
P

か
ら

エ
ン

ト
リ

ー
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
公

式
H

P
：

　
h
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s
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/
w

w
w

.m
h
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o
.jp

/
k
a
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o
s
e
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a
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s
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n
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エ
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ト
リ

ー
フ

ォ
ー

ム
：

　
h
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s
:/

/
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8
6

f0
5

7
e
.f
o
rm

.k
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to
n

e
a
p

p
.c

o
m

/
p

u
b

lic
/
k
a
ig

o
p

f-
n

s
-
m

a
tc

h
in

g
-
e
n

tr
y

【
事

業
概

要
】

本
事

業
は

、
介

護
現

場
の

真
の

ニ
ー

ズ
を

反
映

し
た

ロ
ボ

ッ
ト

の
開

発
・

普
及

促
進

を
目

的
と

し
、

企
業

の
参

入
検

討
・

開
発

・
製

品
の

普
及

を
支

援
し

て
い

ま
す

。
【

対
象

企
業

】
・

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

開
発

を
実

施
・

検
討

し
て

い
る

企
業

・
自

社
の

有
す

る
技

術
を

、
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

に
活

用
さ

れ
た

い
企

業
・

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

販
売

や
ア

フ
タ

ー
サ

ー
ビ

ス
を

行
っ

て
い

る
企

業
※

本
事

業
で

は
、

ロ
ボ

ッ
ト

技
術

の
介

護
利

用
に

お
け

る
重

点
分

野
（

6
分

野
1

3
項

目
）

に
限

定
せ

ず
、

介
護

現
場

で
必

要
と

な
る

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
広

く
対

象
と

し
て

い
ま

す
。

【
支

援
内

容
】

本
事

業
で

は
以

下
３

つ
の

タ
イ

プ
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

支
援

し
ま

す
。

マ
ッ

チ
ン

グ
①

（
主

に
自

社
開

発
を

さ
れ

た
い

企
業

様
向

け
）

：
介

護
現

場
の

ニ
ー

ズ
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

支
援

　
・

約
2

0
0

件
の

介
護

現
場

の
ニ

ー
ズ

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

で
閲

覧
が

可
能

で
す

　
・

関
心

の
あ

る
ニ

ー
ズ

に
つ

い
て

、
有

識
者

と
の

相
談

、
介

護
現

場
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

、
現

場
見

学
等

が
可

能
で

す
マ

ッ
チ

ン
グ

②
（

主
に

自
社

開
発

を
さ

れ
た

い
企

業
様

向
け

）
：

実
証

に
関

わ
る

フ
ィ

ー
ル

ド
（

介
護

施
設

・
リ

ビ
ン

グ
ラ

ボ
等

）
へ

の
取

次
　

・
製

品
検

証
に

関
す

る
専

門
機

関
か

ら
の

助
言

や
評

価
を

得
る

こ
と

が
出

来
ま

す
　

・
製

品
検

証
の

後
、

実
証

試
験

を
受

け
入

れ
る

介
護

現
場

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

支
援

し
ま

す
マ

ッ
チ

ン
グ

③
（

自
社

開
発

を
さ

れ
た

い
企

業
様

、
お

よ
び

協
業

先
を

探
し

た
い

企
業

様
向

け
）

：
企

業
間

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
　

・
開

発
企

業
と

製
品

・
要

素
技

術
を

有
す

る
企

業
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
支

援
し

ま
す

　
・

開
発

企
業

と
販

売
・

ア
フ

タ
ー

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
支

援
し

ま
す

【
費

用
】

支
援

は
基

本
的

に
無

料
で

す
。

専
門

機
関

ま
で

の
試

作
品

輸
送

費
や

、
実

証
試

験
時

の
介

護
現

場
へ

の
謝

礼
金

等
が

発
生

す
る

場
合

、
ご

負
担

を
お

願
い

し
て

お
り

ま
す

。
■

お
問

い
合

わ
せ

本
件

に
関

す
る

お
問

い
合

わ
せ

は
、

以
下

ま
で

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

厚
生

労
働

省
「

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

支
援

事
業

」
事

務
局

株
式

会
社

N
T

T
デ

ー
タ

経
営

研
究

所
ラ

イ
フ

・
バ

リ
ュ

ー
・

ク
リ

エ
イ

シ
ョ

ン
ユ

ニ
ッ

ト
M

a
il:
 n

s
-
p
la

t@
n

tt
d
a
ta

-
s
tr

a
te

g
y.

c
o
m

1
1

1
1

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

「
第

4
回

東
北

K
a
ig

o
-

T
e
c
h

実
践

研
究

会
」

の
お

知
ら

せ

高
齢

者
 家

族
 介

助
者

こ
の

度
、

N
T

T
デ

ー
タ

経
営

研
究

所
で

は
、

厚
生

労
働

省
よ

り
受

託
し

て
お

り
ま

す
 「

介
護

現
場

の
生

産
性

向
上

に
向

け
た

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

開
発

・
実

証
・

普
及

広
報

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
」

の
一

環
と

し
て

、
 第

4
回

東
北

K
a
ig

o
-
T

e
c
h

実
践

研
究

会
を

開
催

す
る

こ
と

と
な

り
ま

し
た

。

本
研

究
会

は
、

東
北

地
域

に
お

け
る

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
活

用
し

た
介

護
現

場
の

課
題

解
決

策
・

よ
り

よ
い

介
護

に
関

す
る

介
護

研
究

の
成

果
や

、
 ニ

ー
ズ

を
真

に
と

ら
え

た
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

開
発

事
例

等
を

全
国

に
発

信
す

る
も

の
で

す
。

東
北

地
域

の
方

に
限

ら
ず

、
全

国
の

皆
様

に
ご

聴
講

い
た

だ
け

ま
す

。
是

非
ご

参
加

い
た

だ
け

ま
す

と
幸

い
で

す
。

【
第

4
回

東
北

K
a
ig

o
-
T

e
c
h

実
践

研
究

会
】

 詳
細

は
「

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

」
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。

○
開

催
日

時
：

2
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年
3

月
1

3
日

（
木

）
　

開
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員
：
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○
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T
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B
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4
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A
%

E
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%
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2
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B
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%
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3
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E
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3
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8
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%
E

3
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8
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%
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E
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3
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8
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%
E

3
%

8
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%
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9
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E
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%
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2
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B
7

.p
d

f
○

開
催

形
式

：
 オ

ン
ラ

イ
ン

（
Z

o
o
m

ウ
ェ

ビ
ナ

ー
）

○
申

込
U

R
L
：

h
tt

p
s
:/

/
5

8
6

f0
5

7
e
.f
o
rm

.k
in

to
n

e
a
p

p
.c

o
m

/
p

u
b

lic
/
k
a
ig

o
p

f-
to

h
o
k
u

-
k
a
ig

o
-
te

c
h

2
0

2
5

0
3

1
3

【
東

北
K

a
ig

o
-
T

e
c
h

実
践

研
究

会
に

つ
い

て
】

（
参

考
）

東
北

K
a
ig

o
-
T

e
c
h

実
践

研
究

会
設

立
の

ご
案

内
：

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
k
a
ig

o
s
e
is

a
n

s
e
i/

p
f/

m
e
d

ia
/
k
a
ig

o
-
te

c
h

_
2

2
0

1
1

7
0

2
.p

d
f

何
卒

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

東
北

 K
a
ig

o
-
T

e
c
h

 実
践

研
究

会
 事

務
局

株
式

会
社

エ
ヌ

・
テ

ィ
・

テ
ィ

・
デ

ー
タ

経
営

研
究

所
〒

1
0

2
-
0

0
9

3
 東

京
都

千
代

田
区

平
河

町
 2

-
7

-
9

 J
A

 共
済

ビ
ル

 9
階

担
当

者
：

田
中

、
保

坂
、

太
刀

川
、

足
立

メ
ー

ル
：

p
la

t2
0

2
0

@
n

tt
d

a
ta

-
s
tr

a
te

g
y.

c
o
m

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

0
8

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
有

楽
町

の
交

通
会

館
に

て
写

真
展

を
開

催
！

（
一

般
社

団
法

人
日

本
A

L
S

協
会

）

そ
の

他
(A

L
S

)
機

関
誌

J
A

L
S

A
の

巻
頭

で
、

約
2

0
年

間
に

わ
た

り
、

患
者

さ
ん

の
日

常
を

撮
影

し
た

写
真

を
掲

載
し

て
き

ま
し

た
。

こ
れ

ら
の

写
真

で
、

誌
面

で
は

紹
介

し
き

れ
な

か
っ

た
も

の
を

集
め

た
写

真
展

に
な

っ
て

い
ま

す
。

写
真

を
通

し
て

、
A

L
S

を
も

っ
と

深
く

知
っ

て
も

ら
い

た
い

、
も

っ
と

身
近

に
感

じ
て

も
ら

い
た

い
と

考
え

、
開

催
に

至
り

ま
し

た
。

多
く

の
皆

様
に

是
非

と
も

お
立

ち
よ

り
い

た
だ

き
ま

す
よ

う
、

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

【
開

催
概

要
】

会
　

　
　

場
　

：
　

東
京

交
通

会
館

　
　

　
　

　
　

　
　

東
京

都
千

代
田

区
有

楽
町

2
丁

目
1

0
－

1
　

2
階

ギ
ャ

ラ
リ

ー
　

　
　

　
　

　
　

　
（

J
R

有
楽

町
駅

　
京

橋
口

　
徒

歩
1

分
）

  
開

催
日

時
　

：
　

1
9

日
（

日
）

　
1

4
：

0
0

～
1

8
：

0
0

 
　

　
　

　
　

　
　

2
0

日
（

月
）

～
2

4
日

（
金

）
1

0
：

0
0

～
1

8
：

0
0

  
　

　
　

　
　

　
　

2
5

日
（

土
）

　
1

0
：

0
0

～
1

6
：

0
0

入
場

無
料

追
伸

：
産

経
新

聞
他

で
取

り
上

げ
て

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
h

tt
p

s
:/

/
n

e
w

s
.y

a
h

o
o
.c

o
.jp

/
a
rt

ic
le

s
/
c
6

c
b

e
b

0
7

a
b

f1
c
5

2
6

6
e
0

a
e
4

3
3

1
7

a
7

0
d

d
d

5
a
0

fc
f1

5

【
本

件
に

関
す

る
問

い
合

わ
せ

先
】

一
般

社
団

法
人

日
本

A
L
S

協
会

電
話

（
0

3
）

（
3

2
3

4
）

9
1

5
5

　
F
A

X
（

0
3

）
（

3
2

3
4

）
9

1
5

6
U

R
L
　

　
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.a
ls

ja
p

a
n

.o
rg

/
　

E
-
m

a
il　

ja
ls

a
@

a
ls

ja
p

a
n

.o
rg

1
1

0
9

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
７

年
度

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

に
係

る
公

募
開

始
に

つ
い

て
（

厚
生

労
働

省
）

利
用

対
象

等
全

般
令

和
７

年
度

　
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
の

自
立

支
援

機
器

開
発

の
補

助
事

業
に

関
す

る
公

募
を

1
4

日
か

ら
開

始
し

て
お

り
ま

す
。

新
た

な
支

援
機

器
開

発
を

さ
れ

て
い

る
、

ま
た

は
今

後
開

発
を

予
定

し
て

い
る

企
業

お
よ

び
関

連
団

体
等

の
皆

様
に

お
か

れ
ま

し
て

は
、

上
記

事
業

の
応

募
に

つ
い

て
ご

検
討

い
た

だ
き

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 応

募
に

関
す

る
情

報
は

、
厚

生
労

働
省

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
＜

参
考

U
R

L
：

厚
生

労
働

省
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
＞

令
和

７
年

度
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
　

公
募

開
始

に
つ

い
て

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
s
tf

/
n

e
w

p
a
g
e
_
4

8
7

1
0

.h
tm

l
 応

募
す

る
際

は
、

H
P

に
て

公
表

し
て

お
り

ま
す

令
和

７
年

度
の

公
募

要
項

を
よ

く
ご

確
認

い
た

だ
き

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 ま

た
、

今
回

か
ら

新
た

に
、

原
則

補
助

金
申

請
シ

ス
テ

ム
「

jG
ra

n
ts

」
に

て
応

募
、

提
出

「
jG

ra
n

ts
」

で
の

提
出

方
法

で
難

し
い

場
合

は
、

末
尾

担
当

係
ま

で
ご

相
談

く
だ

さ
い

。
 皆

様
の

ご
応

募
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
 ＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

厚
生

労
働

省
社

会
・

援
護

局
障

害
保

健
福

祉
部

企
画

課
自

立
支

援
振

興
室

障
害

者
支

援
機

器
係

T
E

L
：

0
3

-
5

2
5

3
-
1

1
1

1
（

内
線

：
3

6
3

7
、

3
0

8
8

）
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

-92-

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

1
0

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

介
護

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

そ
の

他
厚

生
労

働
省

　
令

和
6

年
度

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
事

業

高
齢

者
厚

生
労

働
省

「
令

和
6

年
度

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
事

業
」

事
務

局
を

受
託

し
て

お
り

ま
す

、
N

T
T

デ
ー

タ
経

営
研

究
所

の
太

刀
川

と
申

し
ま

す
。

上
記

事
業

で
は

、
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

の
開

発
、

販
売

・
ア

フ
タ

ー
サ

ー
ビ

ス
等

を
実

施
さ

れ
て

い
る

企
業

様
・

団
体

様
、

介
護

分
野

へ
の

自
社

技
術

活
用

を
検

討
さ

れ
て

い
る

企
業

様
・

団
体

様
向

け
に

、
専

門
家

に
よ

る
助

言
や

、
他

の
企

業
様

・
団

体
様

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
機

会
の

ご
提

供
等

の
支

援
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

ご
興

味
、

ご
関

心
の

あ
る

皆
様

に
お

か
れ

ま
し

て
は

、
ぜ

ひ
、

本
事

業
を

ご
活

用
い

た
だ

け
れ

ば
幸

い
で

す
。

支
援

を
お

受
け

い
た

だ
く

た
め

、
ま

ず
は

以
下

H
P

か
ら

エ
ン

ト
リ

ー
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
公

式
H

P
：

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
k
a
ig

o
s
e
is

a
n

s
e
i/

n
s
/

エ
ン

ト
リ

ー
フ

ォ
ー

ム
：

　
h

tt
p

s
:/

/
5

8
6

f0
5

7
e
.f
o
rm

.k
in

to
n

e
a
p

p
.c

o
m

/
p

u
b

lic
/
k
a
ig

o
p

f-
n

s
-
m

a
tc

h
in

g
-
e
n

tr
y

【
事

業
概

要
】

本
事

業
は

、
介

護
現

場
の

真
の

ニ
ー

ズ
を

反
映

し
た

ロ
ボ

ッ
ト

の
開

発
・

普
及

促
進

を
目

的
と

し
、

企
業

の
参

入
検

討
・

開
発

・
製

品
の

普
及

を
支

援
し

て
い

ま
す

。
【

対
象

企
業

】
・

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

開
発

を
実

施
・

検
討

し
て

い
る

企
業

・
自

社
の

有
す

る
技

術
を

、
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

に
活

用
さ

れ
た

い
企

業
・

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

販
売

や
ア

フ
タ

ー
サ

ー
ビ

ス
を

行
っ

て
い

る
企

業
※

本
事

業
で

は
、

ロ
ボ

ッ
ト

技
術

の
介

護
利

用
に

お
け

る
重

点
分

野
（

6
分

野
1

3
項

目
）

に
限

定
せ

ず
、

介
護

現
場

で
必

要
と

な
る

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
広

く
対

象
と

し
て

い
ま

す
。

【
支

援
内

容
】

本
事

業
で

は
以

下
３

つ
の

タ
イ

プ
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

支
援

し
ま

す
。

マ
ッ

チ
ン

グ
①

（
主

に
自

社
開

発
を

さ
れ

た
い

企
業

様
向

け
）

：
介

護
現

場
の

ニ
ー

ズ
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

支
援

・
約

2
0

0
件

の
介

護
現

場
の

ニ
ー

ズ
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
で

閲
覧

が
可

能
で

す
・

関
心

の
あ

る
ニ

ー
ズ

に
つ

い
て

、
有

識
者

と
の

相
談

、
介

護
現

場
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

、
現

場
見

学
等

が
可

能
で

す
マ

ッ
チ

ン
グ

②
（

主
に

自
社

開
発

を
さ

れ
た

い
企

業
様

向
け

）
：

実
証

に
関

わ
る

フ
ィ

ー
ル

ド
（

介
護

施
設

・
リ

ビ
ン

グ
ラ

ボ
等

）
へ

の
取

次
・

製
品

検
証

に
関

す
る

専
門

機
関

か
ら

の
助

言
や

評
価

を
得

る
こ

と
が

出
来

ま
す

・
製

品
検

証
の

後
、

実
証

試
験

を
受

け
入

れ
る

介
護

現
場

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

支
援

し
ま

す
マ

ッ
チ

ン
グ

③
（

自
社

開
発

を
さ

れ
た

い
企

業
様

、
お

よ
び

協
業

先
を

探
し

た
い

企
業

様
向

け
）

：
企

業
間

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
・

開
発

企
業

と
製

品
・

要
素

技
術

を
有

す
る

企
業

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

支
援

し
ま

す
・

開
発

企
業

と
販

売
・

ア
フ

タ
ー

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
支

援
し

ま
す

【
費

用
】

支
援

は
基

本
的

に
無

料
で

す
。

専
門

機
関

ま
で

の
試

作
品

輸
送

費
や

、
実

証
試

験
時

の
介

護
現

場
へ

の
謝

礼
金

等
が

発
生

す
る

場
合

、
ご

負
担

を
お

願
い

し
て

お
り

ま
す

。
■

お
問

い
合

わ
せ

本
件

に
関

す
る

お
問

い
合

わ
せ

は
、

以
下

ま
で

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

厚
生

労
働

省
「

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

支
援

事
業

」
事

務
局

株
式

会
社

N
T

T
デ

ー
タ

経
営

研
究

所
ラ

イ
フ

・
バ

リ
ュ

ー
・

ク
リ

エ
イ

シ
ョ

ン
ユ

ニ
ッ

ト
M

a
il:
 n

s
-
p
la

t@
n

tt
d
a
ta

-
s
tr

a
te

g
y.

c
o
m

1
1

1
1

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

「
第

4
回

東
北

K
a
ig

o
-

T
e
c
h

実
践

研
究

会
」

の
お

知
ら

せ

高
齢

者
 家

族
 介

助
者

こ
の

度
、

N
T

T
デ

ー
タ

経
営

研
究

所
で

は
、

厚
生

労
働

省
よ

り
受

託
し

て
お

り
ま

す
 「

介
護

現
場

の
生

産
性

向
上

に
向

け
た

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

開
発

・
実

証
・

普
及

広
報

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
」

の
一

環
と

し
て

、
 第

4
回

東
北

K
a
ig

o
-
T

e
c
h

実
践

研
究

会
を

開
催

す
る

こ
と

と
な

り
ま

し
た

。

本
研

究
会

は
、

東
北

地
域

に
お

け
る

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
活

用
し

た
介

護
現

場
の

課
題

解
決

策
・

よ
り

よ
い

介
護

に
関

す
る

介
護

研
究

の
成

果
や

、
 ニ

ー
ズ

を
真

に
と

ら
え

た
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

開
発

事
例

等
を

全
国

に
発

信
す

る
も

の
で

す
。

東
北

地
域

の
方

に
限

ら
ず

、
全

国
の

皆
様

に
ご

聴
講

い
た

だ
け

ま
す

。
是

非
ご

参
加

い
た

だ
け

ま
す

と
幸

い
で

す
。

【
第

4
回

東
北

K
a
ig

o
-
T

e
c
h

実
践

研
究

会
】

 詳
細

は
「

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

」
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。

○
開

催
日

時
：

2
0

2
5

年
3

月
1

3
日

（
木

）
　

開
始

1
4

 :
3

0
～

1
6

:3
0

（
受

付
開

始
1

4
:0

0
）

○
定

員
：

2
0

0
名

（
先

着
）

○
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
：

　
h

tt
p

s
:/

/
fi
le

s
.m

ic
ro

c
m

s
-

a
s
s
e
ts

.io
/
a
s
s
e
ts

/
8

b
a
8

8
0

c
1

a
d

a
2

4
b

3
2

8
6

6
6

2
c
4

1
b

2
8

2
2

8
5

1
/
2

1
a
c
0

2
9

fe
1

b
f4

1
9

d
8

c
2

a
1

3
7

a
d

2
7

8
5

3
b

7
/
%

E
7

%
A

C
%

A
C

4
%

E
5

%
9

B
%

9
E

%
E

6
%

9
D

%
B

1
%

E
5

%
8

C
%

9
7

K
a
ig

o
-

T
e
c
h

%
E

7
%

A
0

%
9

4
%

E
7

%
A

9
%

B
6

%
E

4
%

B
C

%
9

A
%

E
3

%
8

2
%

B
B

%
E

3
%

8
3

%
9

F
%

E
3

%
8

3
%

8
A

%
E

3
%

8
3

%
B

C
%

E
3

%
8

3
%

8
1

%
E

3
%

8
3

%
A

9
%

E
3

%
8

2
%

B
7

.p
d

f
○

開
催

形
式

：
 オ

ン
ラ

イ
ン

（
Z

o
o
m

ウ
ェ

ビ
ナ

ー
）

○
申

込
U

R
L
：

h
tt

p
s
:/

/
5

8
6

f0
5

7
e
.f
o
rm

.k
in

to
n

e
a
p

p
.c

o
m

/
p

u
b

lic
/
k
a
ig

o
p

f-
to

h
o
k
u

-
k
a
ig

o
-
te

c
h

2
0

2
5

0
3

1
3

【
東

北
K

a
ig

o
-
T

e
c
h

実
践

研
究

会
に

つ
い

て
】

（
参

考
）

東
北

K
a
ig

o
-
T

e
c
h

実
践

研
究

会
設

立
の

ご
案

内
：

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
k
a
ig

o
s
e
is

a
n

s
e
i/

p
f/

m
e
d

ia
/
k
a
ig

o
-
te

c
h

_
2

2
0

1
1

7
0

2
.p

d
f

何
卒

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

東
北

 K
a
ig

o
-
T

e
c
h

 実
践

研
究

会
 事

務
局

株
式

会
社

エ
ヌ

・
テ

ィ
・

テ
ィ

・
デ

ー
タ

経
営

研
究

所
〒

1
0

2
-
0

0
9

3
 東

京
都

千
代

田
区

平
河

町
 2

-
7

-
9

 J
A

 共
済

ビ
ル

 9
階

担
当

者
：

田
中

、
保

坂
、

太
刀

川
、

足
立

メ
ー

ル
：

p
la

t2
0

2
0

@
n

tt
d

a
ta

-
s
tr

a
te

g
y.

c
o
m

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

0
8

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
有

楽
町

の
交

通
会

館
に

て
写

真
展

を
開

催
！

（
一

般
社

団
法

人
日

本
A

L
S

協
会

）

そ
の

他
(A

L
S

)
機

関
誌

J
A

L
S

A
の

巻
頭

で
、

約
2

0
年

間
に

わ
た

り
、

患
者

さ
ん

の
日

常
を

撮
影

し
た

写
真

を
掲

載
し

て
き

ま
し

た
。

こ
れ

ら
の

写
真

で
、

誌
面

で
は

紹
介

し
き

れ
な

か
っ

た
も

の
を

集
め

た
写

真
展

に
な

っ
て

い
ま

す
。

写
真

を
通

し
て

、
A

L
S

を
も

っ
と

深
く

知
っ

て
も

ら
い

た
い

、
も

っ
と

身
近

に
感

じ
て

も
ら

い
た

い
と

考
え

、
開

催
に

至
り

ま
し

た
。

多
く

の
皆

様
に

是
非

と
も

お
立

ち
よ

り
い

た
だ

き
ま

す
よ

う
、

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

【
開

催
概

要
】

会
　

　
　

場
　

：
　

東
京

交
通

会
館

　
　

　
　

　
　

　
　

東
京

都
千

代
田

区
有

楽
町

2
丁

目
1

0
－

1
　

2
階

ギ
ャ

ラ
リ

ー
　

　
　

　
　

　
　

　
（

J
R

有
楽

町
駅

　
京

橋
口

　
徒

歩
1

分
）

開
催

日
時

　
：

　
1

9
日

（
日

）
　

1
4

：
0

0
～

1
8

：
0

0
　

　
　

　
　

　
　

2
0

日
（

月
）

～
2

4
日

（
金

）
1

0
：

0
0

～
1

8
：

0
0

　
　

　
　

　
　

　
2

5
日

（
土

）
　

1
0

：
0

0
～

1
6

：
0

0
入

場
無

料

追
伸

：
産

経
新

聞
他

で
取

り
上

げ
て

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
h

tt
p

s
:/

/
n

e
w

s
.y

a
h

o
o
.c

o
.jp

/
a
rt

ic
le

s
/
c
6

c
b

e
b

0
7

a
b

f1
c
5

2
6

6
e
0

a
e
4

3
3

1
7

a
7

0
d

d
d

5
a
0

fc
f1

5

【
本

件
に

関
す

る
問

い
合

わ
せ

先
】

一
般

社
団

法
人

日
本

A
L
S

協
会

電
話

（
0

3
）

（
3

2
3

4
）

9
1

5
5

　
F
A

X
（

0
3

）
（

3
2

3
4

）
9

1
5

6
U

R
L
　

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.a
ls

ja
p

a
n

.o
rg

/
　

E
-
m

a
il

ja
ls

a
@

a
ls

ja
p

a
n

.o
rg

1
1

0
9

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
７

年
度

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

に
係

る
公

募
開

始
に

つ
い

て
（

厚
生

労
働

省
）

利
用

対
象

等
全

般
令

和
７

年
度

　
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
の

自
立

支
援

機
器

開
発

の
補

助
事

業
に

関
す

る
公

募
を

1
4

日
か

ら
開

始
し

て
お

り
ま

す
。

新
た

な
支

援
機

器
開

発
を

さ
れ

て
い

る
、

ま
た

は
今

後
開

発
を

予
定

し
て

い
る

企
業

お
よ

び
関

連
団

体
等

の
皆

様
に

お
か

れ
ま

し
て

は
、

上
記

事
業

の
応

募
に

つ
い

て
ご

検
討

い
た

だ
き

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

応
募

に
関

す
る

情
報

は
、

厚
生

労
働

省
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

＜
参

考
U

R
L
：

厚
生

労
働

省
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
＞

令
和

７
年

度
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
　

公
募

開
始

に
つ

い
て

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
s
tf

/
n

e
w

p
a
g
e
_
4

8
7

1
0

.h
tm

l

応
募

す
る

際
は

、
H

P
に

て
公

表
し

て
お

り
ま

す
令

和
７

年
度

の
公

募
要

項
を

よ
く

ご
確

認
い

た
だ

き
ま

す
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

ま
た

、
今

回
か

ら
新

た
に

、
原

則
補

助
金

申
請

シ
ス

テ
ム

「
jG

ra
n

ts
」

に
て

応
募

、
提

出
「

jG
ra

n
ts

」
で

の
提

出
方

法
で

難
し

い
場

合
は

、
末

尾
担

当
係

ま
で

ご
相

談
く

だ
さ

い
。

皆
様

の
ご

応
募

を
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

。
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
厚

生
労

働
省

社
会

・
援

護
局

障
害

保
健

福
祉

部
企

画
課

自
立

支
援

振
興

室
障

害
者

支
援

機
器

係
T

E
L
：

0
3

-
5

2
5

3
-
1

1
1

1
（

内
線

：
3

6
3

7
、

3
0

8
8

）
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

1
5

2
0

2
4

お
知

ら
せ

そ
の

他
(場

面
)自

助
具

等
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

【
自

助
具

の
使

い
方

展
示

講
演

会
開

催
の

お
知

ら
せ

】
４

月
２

７
日

（
日

）
１

０
:３

０
～

１
６

:０
０

肢
体

不
自

由
者

以
下

、
情

報
共

有
で

す
。

★
自

助
具

の
使

い
方

展
示

講
演

会
の

ご
案

内
★

こ
の

展
示

講
演

会
は

自
助

具
の

活
用

方
法

を
知

る
こ

と
で

、
障

害
の

あ
る

方
、

高
齢

の
方

の
日

常
生

活
を

よ
り

快
適

に
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

ま
す

。
既

製
品

の
自

助
具

の
他

1
0

0
 均

等
の

材
料

で
簡

単
に

手
作

り
で

き
る

自
助

具
の

活
用

法
も

提
案

い
た

し
ま

す
。

国
際

医
療

福
祉

大
学

准
教

授
 出

口
弦

舞
先

生
を

講
師

に
招

い
て

の
講

演
も

あ
り

ま
す

の
で

是
非

ご
参

加
下

さ
い

。
【

開
催

日
時

】
２

０
２

５
年

４
月

２
７

日
（

日
）

１
０

:３
０

～
１

６
:０

０
【

場
　

　
所

】
江

東
区

東
大

島
文

化
セ

ン
タ

ー
 ３

階
 第

一
会

議
室

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.k
c
f.
o
r.
jp

/
h

ig
a
s
h

io
jim

a
/
a
c
c
e
s
s
/

東
大

島
駅

出
口

は
 大

島
口

改
札

を
出

て
下

さ
い

。
 駅

か
ら

は
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
も

あ
り

ま
す

の
で

車
椅

子
の

方
で

も
文

化
セ

ン
タ

ー
へ

バ
リ

ア
フ

リ
ー

で
ア

ク
セ

ス
で

き
ま

す
。

駐
車

場
ご

利
用

の
方

は
１

階
窓

口
で

受
付

お
願

い
致

し
ま

す
。

【
内

容
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
】

・
自

助
具

の
展

示
コ

ー
ナ

ー
（

最
新

の
自

助
具

を
体

験
で

き
ま

す
）

・
専

門
家

に
よ

る
講

演
 国

際
医

療
福

祉
大

学
准

教
授

 出
口

弦
舞

先
生

・
体

験
コ

ー
ナ

ー
（

実
際

に
試

し
て

み
ま

し
ょ

う
）

・
就

労
継

続
B

 製
造

の
お

菓
子

を
配

り
ま

す
。

（
数

に
限

り
が

あ
り

ま
す

）
【

出
展

企
業

】

・
日

本
技

術
企

業
株

式
会

社
 h

tt
p

:/
/
jij

o
g
u

.s
ta

rs
.n

e
.jp

/
m

a
m

o
ru

/

・
九

セ
ラ

株
式

会
社

 h
tt

p
s
:/

/
c
rm

.a
ri
a
k
e
s
yo

ji.
m

yd
n

s
.jp

/
・

株
式

会
社

ニ
ッ

シ
リ

 h
tt

p
s
:/

/
n

is
s
ili
.c

o
.jp

/

・
三

信
化
工

 h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.s
a
n

s
h

in
-
k
a
k
o
.c

o
.jp

/

・
ス

レ
プ

ト
ウ

ェ
ル

 h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.c
o
rr

e
c
tw

e
ll.

c
o
m

/
・

株
式

会
社

ケ
ア

ウ
ィ

ル
 h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.c
a
re

w
ill
.c

o
.jp

/
・

有
限

会
社

ウ
イ

ン
ド

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.h
a
s
h

iz
o
k
u

n
.c

o
m

/
【

お
問

い
合

わ
せ

先
】

主
催

：
日

本
技

術
企

業
株

式
会

社
☎

 0
7

0
-
2

6
6

5
-
8

4
7

6

✉
 m

a
m

o
ru

@
jij

o
g
u

.s
ta

rs
.n

e
.jp

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

1
2

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

2
0

2
4

紹
介

動
画

が
U

P
さ

れ
ま

し
た

！

利
用

対
象

等
全

般
1

1
月

、
1

2
月

に
開

催
さ

れ
た

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
2

0
2

4
の

様
子

を
ま

と
め

た
動

画
を

公
開

し
ま

し
た

。
参

加
者

の
交

流
の

様
子

、
講

演
、

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
の

ハ
イ

ラ
イ

ト
を

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
ぜ

ひ
ご

覧
く

だ
さ

い
！

h
tt

p
s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
b

R
M

Y
U

F
fT

IJ
c

1
1

1
3

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
2

0
2

5
年

度
「

S
B

IR
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
（

連
結

型
）

に
係

る
公

募
開

始
の

お
知

ら
せ

利
用

対
象

等
全

般
以

下
、

情
報

共
有

に
な

り
ま

す
。

本
事

業
は

、
科

学
技

術
・

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
の

活
性

化
に

関
す

る
法

律
の

規
定

に
よ

り
定

め
ら

れ
た

、
指

定
補

助
金

等
の

交
付

等
に

関
す

る
指

針
に

基
づ

き
、

多
様

化
す

る
社

会
課

題
の

解
決

に
貢

献
す

る
研

究
開

発
型

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
等

の
研

究
開

発
の

促
進

及
び

成
果

の
円

滑
な

社
会

実
装

を
目

的
と

し
て

、
内

閣
府

が
司

令
塔

と
な

っ
て

、
省

庁
横

断
的

に
実

施
す

る
「

日
本

版
S

B
IR

（
S

m
a
ll/

S
ta

rt
u

p
 B

u
s
in

e
s
s
 I
n

n
o
v
a
ti
o
n

 R
e
s
e
a
rc

h
）

制
度

」
の

一
翼

を
担

う
も

の
で

す
。

関
係

府
省

庁
等

が
実

施
す

る
研

究
開

発
課

題
や

研
究

開
発

フ
ェ

ー
ズ

は
、

国
に

よ
り

決
定

さ
れ

、
研

究
開

発
の

初
期

段
階

（
P

O
C

、
F

S
）

を
フ

ェ
ー

ズ
1

、
実

用
化

開
発

支
援

を
フ

ェ
ー

ズ
2

と
し

て
、

多
段

階
選

抜
方

式
を

導
入

し
た

継
続

支
援

を
本

事
業

内
で

の
み

実
施

す
る

「
一

気
通

貫
型

」
、

或
い

は
、

関
係

府
省

庁
等

で
実

施
す

る
指

定
補

助
金

等
事

業
へ

接
続

す
る

「
連

結
型

」
の

2
つ

の
方

法
で

実
施

し
ま

す
。

本
公

募
で

は
、

「
連

結
型

」
の

研
究

開
発

課
題

の
フ

ェ
ー

ズ
1

公
募

と
な

り
ま

す
。

【
公

募
に

つ
い

て
の

詳
細

ペ
ー

ジ
】

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/
k
o
u

b
o
/
C

A
2

_
1

0
0

4
8

8
.h

tm
l

【
公

募
期

間
】

2
0

2
5

年
3

月
2

1
日

（
金

）
か

ら
2

0
2

5
年

4
月

2
1

日
（

月
）

正
午

ま
で

の
予

定
で

す
。

【
説

明
会

】
3

/
2

8
（

金
）

1
4

:0
0

～
1

4
:3

0
＠

W
e
b

in
a
r

h
tt

p
s
:/

/
e
v
e
n

ts
.t
e
a
m

s
.m

ic
ro

s
o
ft

.c
o
m

/
e
v
e
n

t/
8

3
0

b
b

7
e
0

-
d

a
b

5
-
4

2
3

d
-
9

d
4

4
-
3

d
fc

b
5

4
6

a
0

9
c
@

9
1

5
1

c
5

b
6

-
2

3
3

3
-
4

2
9

d
-

a
b

f0
-
0

3
7

8
f5

e
5

8
3

c
1

詳
し

く
は

、
以

下
担

当
ま

で
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

【
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

支
援

部
 S

B
IR

推
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
事

務
局

】
※

問
い

合
わ

せ
に

つ
き

ま
し

て
は

原
則

メ
ー

ル
で

の
み

承
り

ま
す

。
会

社
名

、
ご

所
属

、
お

名
前

、
問

い
合

わ
せ

内
容

を
記

載
し

、
以

下
の

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
宛

に
お

送
り

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

電
話

対
応

を
ご

希
望

さ
れ

る
場

合
、

お
名

前
、

電
話

番
号

、
問

い
合

わ
せ

内
容

を
記

載
し

、
メ

ー
ル

に
て

お
送

り
く

だ
さ

い
。

事
務

局
よ

り
折

り
返

し
お

電
話

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

E
-
M

A
IL

：
s
b

ir
_
re

n
n

k
e
ts

u
@

n
e
d

o
.g

o
.jp
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

1
5

2
0

2
4

お
知

ら
せ

そ
の

他
(場

面
)自

助
具

等
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

【
自

助
具

の
使

い
方

展
示

講
演

会
開

催
の

お
知

ら
せ

】
４

月
２

７
日

（
日

）
１

０
:３

０
～

１
６

:０
０

肢
体

不
自

由
者

以
下

、
情

報
共

有
で

す
。

★
自

助
具

の
使

い
方

展
示

講
演

会
の

ご
案

内
★

こ
の

展
示

講
演

会
は

自
助

具
の

活
用

方
法

を
知

る
こ

と
で

、
障

害
の

あ
る

方
、

高
齢

の
方

の
日

常
生

活
を

よ
り

快
適

に
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

ま
す

。
既

製
品

の
自

助
具

の
他

1
0

0
 均

等
の

材
料

で
簡

単
に

手
作

り
で

き
る

自
助

具
の

活
用

法
も

提
案

い
た

し
ま

す
。

国
際

医
療

福
祉

大
学

准
教

授
 出

口
弦

舞
先

生
を

講
師

に
招

い
て

の
講

演
も

あ
り

ま
す

の
で

是
非

ご
参

加
下

さ
い

。
【

開
催

日
時

】
２

０
２

５
年

４
月

２
７

日
（

日
）

１
０

:３
０

～
１

６
:０

０
【

場
　

　
所

】
江

東
区

東
大

島
文

化
セ

ン
タ

ー
 ３

階
 第

一
会

議
室

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.k
c
f.
o
r.
jp

/
h

ig
a
s
h

io
jim

a
/
a
c
c
e
s
s
/

東
大

島
駅

出
口

は
 大

島
口

改
札

を
出

て
下

さ
い

。
 駅

か
ら

は
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
も

あ
り

ま
す

の
で

車
椅

子
の

方
で

も
文

化
セ

ン
タ

ー
へ

バ
リ

ア
フ

リ
ー

で
ア

ク
セ

ス
で

き
ま

す
。

駐
車

場
ご

利
用

の
方

は
１

階
窓

口
で

受
付

お
願

い
致

し
ま

す
。

【
内

容
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
】

・
自

助
具

の
展

示
コ

ー
ナ

ー
（

最
新

の
自

助
具

を
体

験
で

き
ま

す
）

・
専

門
家

に
よ

る
講

演
 国

際
医

療
福

祉
大

学
准

教
授

 出
口

弦
舞

先
生

・
体

験
コ

ー
ナ

ー
（

実
際

に
試

し
て

み
ま

し
ょ

う
）

・
就

労
継

続
B

 製
造

の
お

菓
子

を
配

り
ま

す
。

（
数

に
限

り
が

あ
り

ま
す

）
【

出
展

企
業

】

・
日

本
技

術
企

業
株

式
会

社
 h

tt
p

:/
/
jij

o
g
u

.s
ta

rs
.n

e
.jp

/
m

a
m

o
ru

/

・
九

セ
ラ

株
式

会
社

 h
tt

p
s
:/

/
c
rm

.a
ri
a
k
e
s
yo

ji.
m

yd
n

s
.jp

/
・

株
式

会
社

ニ
ッ

シ
リ

 h
tt

p
s
:/

/
n

is
s
ili
.c

o
.jp

/

・
三

信
化
工

 h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.s
a
n

s
h

in
-
k
a
k
o
.c

o
.jp

/

・
ス

レ
プ

ト
ウ

ェ
ル

 h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.c
o
rr

e
c
tw

e
ll.

c
o
m

/
・

株
式

会
社

ケ
ア

ウ
ィ

ル
 h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.c
a
re

w
ill
.c

o
.jp

/
・

有
限

会
社

ウ
イ

ン
ド

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.h
a
s
h

iz
o
k
u

n
.c

o
m

/
【

お
問

い
合

わ
せ

先
】

主
催

：
日

本
技

術
企

業
株

式
会

社
☎

 0
7

0
-
2

6
6

5
-
8

4
7

6

✉
 m

a
m

o
ru

@
jij

o
g
u

.s
ta

rs
.n

e
.jp

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

1
2

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

2
0

2
4

紹
介

動
画

が
U

P
さ

れ
ま

し
た

！

利
用

対
象

等
全

般
1

1
月

、
1

2
月

に
開

催
さ

れ
た

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
2

0
2

4
の

様
子

を
ま

と
め

た
動

画
を

公
開

し
ま

し
た

。
参

加
者

の
交

流
の

様
子

、
講

演
、

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
の

ハ
イ

ラ
イ

ト
を

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
ぜ

ひ
ご

覧
く

だ
さ

い
！

h
tt

p
s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
b

R
M

Y
U

F
fT

IJ
c

1
1

1
3

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
2

0
2

5
年

度
「

S
B

IR
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
（

連
結

型
）

に
係

る
公

募
開

始
の

お
知

ら
せ

利
用

対
象

等
全

般
以

下
、

情
報

共
有

に
な

り
ま

す
。

本
事

業
は

、
科

学
技

術
・

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
の

活
性

化
に

関
す

る
法

律
の

規
定

に
よ

り
定

め
ら

れ
た

、
指

定
補

助
金

等
の

交
付

等
に

関
す

る
指

針
に

基
づ

き
、

多
様

化
す

る
社

会
課

題
の

解
決

に
貢

献
す

る
研

究
開

発
型

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
等

の
研

究
開

発
の

促
進

及
び

成
果

の
円

滑
な

社
会

実
装

を
目

的
と

し
て

、
内

閣
府

が
司

令
塔

と
な

っ
て

、
省

庁
横

断
的

に
実

施
す

る
「

日
本

版
S

B
IR

（
S

m
a
ll/

S
ta

rt
u

p
 B

u
s
in

e
s
s
 I
n

n
o
v
a
ti
o
n

 R
e
s
e
a
rc

h
）

制
度

」
の

一
翼

を
担

う
も

の
で

す
。

関
係

府
省

庁
等

が
実

施
す

る
研

究
開

発
課

題
や

研
究

開
発

フ
ェ

ー
ズ

は
、

国
に

よ
り

決
定

さ
れ

、
研

究
開

発
の

初
期

段
階

（
P

O
C

、
F

S
）

を
フ

ェ
ー

ズ
1

、
実

用
化

開
発

支
援

を
フ

ェ
ー

ズ
2

と
し

て
、

多
段

階
選

抜
方

式
を

導
入

し
た

継
続

支
援

を
本

事
業

内
で

の
み

実
施

す
る

「
一

気
通

貫
型

」
、

或
い

は
、

関
係

府
省

庁
等

で
実

施
す

る
指

定
補

助
金

等
事

業
へ

接
続

す
る

「
連

結
型

」
の

2
つ

の
方

法
で

実
施

し
ま

す
。

本
公

募
で

は
、

「
連

結
型

」
の

研
究

開
発

課
題

の
フ

ェ
ー

ズ
1

公
募

と
な

り
ま

す
。

【
公

募
に

つ
い

て
の

詳
細

ペ
ー

ジ
】

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/
k
o
u

b
o
/
C

A
2

_
1

0
0

4
8

8
.h

tm
l

【
公

募
期

間
】

2
0

2
5

年
3

月
2

1
日

（
金

）
か

ら
2

0
2

5
年

4
月

2
1

日
（

月
）

正
午

ま
で

の
予

定
で

す
。

【
説

明
会

】
3

/
2

8
（

金
）

1
4

:0
0

～
1

4
:3

0
＠

W
e
b

in
a
r

h
tt

p
s
:/

/
e
v
e
n

ts
.t
e
a
m

s
.m

ic
ro

s
o
ft

.c
o
m

/
e
v
e
n

t/
8

3
0

b
b

7
e
0

-
d

a
b

5
-
4

2
3

d
-
9

d
4

4
-
3

d
fc

b
5

4
6

a
0

9
c
@

9
1

5
1

c
5

b
6

-
2

3
3

3
-
4

2
9

d
-

a
b

f0
-
0

3
7

8
f5

e
5

8
3

c
1

詳
し

く
は

、
以

下
担

当
ま

で
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

【
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

支
援

部
 S

B
IR

推
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
事

務
局

】
※

問
い

合
わ

せ
に

つ
き

ま
し

て
は

原
則

メ
ー

ル
で

の
み

承
り

ま
す

。
会

社
名

、
ご

所
属

、
お

名
前

、
問

い
合

わ
せ

内
容

を
記

載
し

、
以

下
の

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
宛

に
お

送
り

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

電
話

対
応

を
ご

希
望

さ
れ

る
場

合
、

お
名

前
、

電
話

番
号

、
問

い
合

わ
せ

内
容

を
記

載
し

、
メ

ー
ル

に
て

お
送

り
く

だ
さ

い
。

事
務

局
よ

り
折

り
返

し
お

電
話

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

1
5

2
0

2
4

お
知

ら
せ

そ
の

他
(場

面
)自

助
具

等
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

【
自

助
具

の
使

い
方

展
示

講
演

会
開

催
の

お
知

ら
せ

】
４

月
２

７
日

（
日

）
１

０
:３

０
～

１
６

:０
０

肢
体

不
自

由
者

以
下

、
情

報
共

有
で

す
。

★
自

助
具

の
使

い
方

展
示

講
演

会
の

ご
案

内
★

こ
の

展
示

講
演

会
は

自
助

具
の

活
用

方
法

を
知

る
こ

と
で

、
障

害
の

あ
る

方
、

高
齢

の
方

の
日

常
生

活
を

よ
り

快
適

に
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

ま
す

。
既

製
品

の
自

助
具

の
他

1
0

0
 均

等
の

材
料

で
簡

単
に

手
作

り
で

き
る

自
助

具
の

活
用

法
も

提
案

い
た

し
ま

す
。

国
際

医
療

福
祉

大
学

准
教

授
 出

口
弦

舞
先

生
を

講
師

に
招

い
て

の
講

演
も

あ
り

ま
す

の
で

是
非

ご
参

加
下

さ
い

。
【

開
催

日
時

】
２

０
２

５
年

４
月

２
７

日
（

日
）

１
０

:３
０

～
１

６
:０

０
【

場
　

　
所

】
江

東
区

東
大

島
文

化
セ

ン
タ

ー
 ３

階
 第

一
会

議
室

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.k
c
f.
o
r.
jp

/
h

ig
a
s
h

io
jim

a
/
a
c
c
e
s
s
/

東
大

島
駅

出
口

は
 大

島
口

改
札

を
出

て
下

さ
い

。
 駅

か
ら

は
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
も

あ
り

ま
す

の
で

車
椅

子
の

方
で

も
文

化
セ

ン
タ

ー
へ

バ
リ

ア
フ

リ
ー

で
ア

ク
セ

ス
で

き
ま

す
。

駐
車

場
ご

利
用

の
方

は
１

階
窓

口
で

受
付

お
願

い
致

し
ま

す
。

【
内

容
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
】

・
自

助
具

の
展

示
コ

ー
ナ

ー
（

最
新

の
自

助
具

を
体

験
で

き
ま

す
）

・
専

門
家

に
よ

る
講

演
 国

際
医

療
福

祉
大

学
准

教
授

 出
口

弦
舞

先
生

・
体

験
コ

ー
ナ

ー
（

実
際

に
試

し
て

み
ま

し
ょ

う
）

・
就

労
継

続
B

 製
造

の
お

菓
子

を
配

り
ま

す
。

（
数

に
限

り
が

あ
り

ま
す

）
【

出
展

企
業

】

・
日

本
技

術
企

業
株

式
会

社
 h

tt
p

:/
/
jij

o
g
u

.s
ta

rs
.n

e
.jp

/
m

a
m

o
ru

/

・
九

セ
ラ

株
式

会
社

 h
tt

p
s
:/

/
c
rm

.a
ri
a
k
e
s
yo

ji.
m

yd
n

s
.jp

/
・

株
式

会
社

ニ
ッ

シ
リ

 h
tt

p
s
:/

/
n

is
s
ili
.c

o
.jp

/

・
三

信
化
工

 h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.s
a
n

s
h

in
-
k
a
k
o
.c

o
.jp

/

・
ス

レ
プ

ト
ウ

ェ
ル

 h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.c
o
rr

e
c
tw

e
ll.

c
o
m

/
・

株
式

会
社

ケ
ア

ウ
ィ

ル
 h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.c
a
re

w
ill
.c

o
.jp

/
・

有
限

会
社

ウ
イ

ン
ド

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.h
a
s
h

iz
o
k
u

n
.c

o
m

/
【

お
問

い
合

わ
せ

先
】

主
催

：
日

本
技

術
企

業
株

式
会

社
☎

 0
7

0
-
2

6
6

5
-
8

4
7

6

✉
 m

a
m

o
ru

@
jij

o
g
u

.s
ta

rs
.n

e
.jp

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
1

1
2

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

2
0

2
4

紹
介

動
画

が
U

P
さ

れ
ま

し
た

！

利
用

対
象

等
全

般
1

1
月

、
1

2
月

に
開

催
さ

れ
た

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
2

0
2

4
の

様
子

を
ま

と
め

た
動

画
を

公
開

し
ま

し
た

。
参

加
者

の
交

流
の

様
子

、
講

演
、

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
の

ハ
イ

ラ
イ

ト
を

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
ぜ

ひ
ご

覧
く

だ
さ

い
！

h
tt

p
s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
b

R
M

Y
U

F
fT

IJ
c

1
1

1
3

2
0

2
4

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
2

0
2

5
年

度
「

S
B

IR
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
（

連
結

型
）

に
係

る
公

募
開

始
の

お
知

ら
せ

利
用

対
象

等
全

般
以

下
、

情
報

共
有

に
な

り
ま

す
。

本
事

業
は

、
科

学
技

術
・

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
の

活
性

化
に

関
す

る
法

律
の

規
定

に
よ

り
定

め
ら

れ
た

、
指

定
補

助
金

等
の

交
付

等
に

関
す

る
指

針
に

基
づ

き
、

多
様

化
す

る
社

会
課

題
の

解
決

に
貢

献
す

る
研

究
開

発
型

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
等

の
研

究
開

発
の

促
進

及
び

成
果

の
円

滑
な

社
会

実
装

を
目

的
と

し
て

、
内

閣
府

が
司

令
塔

と
な

っ
て

、
省

庁
横

断
的

に
実

施
す

る
「

日
本

版
S

B
IR

（
S

m
a
ll/

S
ta

rt
u

p
 B

u
s
in

e
s
s
 I
n

n
o
v
a
ti
o
n

 R
e
s
e
a
rc

h
）

制
度

」
の

一
翼

を
担

う
も

の
で

す
。

関
係

府
省

庁
等

が
実

施
す

る
研

究
開

発
課

題
や

研
究

開
発

フ
ェ

ー
ズ

は
、

国
に

よ
り

決
定

さ
れ

、
研

究
開

発
の

初
期

段
階

（
P

O
C

、
F

S
）

を
フ

ェ
ー

ズ
1

、
実

用
化

開
発

支
援

を
フ

ェ
ー

ズ
2

と
し

て
、

多
段

階
選

抜
方

式
を

導
入

し
た

継
続

支
援

を
本

事
業

内
で

の
み

実
施

す
る

「
一

気
通

貫
型

」
、

或
い

は
、

関
係

府
省

庁
等

で
実

施
す

る
指

定
補

助
金

等
事

業
へ

接
続

す
る

「
連

結
型

」
の

2
つ

の
方

法
で

実
施

し
ま

す
。

本
公

募
で

は
、

「
連

結
型

」
の

研
究

開
発

課
題

の
フ

ェ
ー

ズ
1

公
募

と
な

り
ま

す
。

【
公

募
に

つ
い

て
の

詳
細

ペ
ー

ジ
】

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/
k
o
u

b
o
/
C

A
2

_
1

0
0

4
8

8
.h

tm
l

【
公

募
期

間
】

2
0

2
5

年
3

月
2

1
日

（
金

）
か

ら
2

0
2

5
年

4
月

2
1

日
（

月
）

正
午

ま
で

の
予

定
で

す
。

【
説

明
会

】
3

/
2

8
（

金
）

1
4

:0
0

～
1

4
:3

0
＠

W
e
b

in
a
r

h
tt

p
s
:/

/
e
v
e
n

ts
.t
e
a
m

s
.m

ic
ro

s
o
ft

.c
o
m

/
e
v
e
n

t/
8

3
0

b
b

7
e
0

-
d

a
b

5
-
4

2
3

d
-
9

d
4

4
-
3

d
fc

b
5

4
6

a
0

9
c
@

9
1

5
1

c
5

b
6

-
2

3
3

3
-
4

2
9

d
-

a
b

f0
-
0

3
7

8
f5

e
5

8
3

c
1

詳
し

く
は

、
以

下
担

当
ま

で
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

【
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

支
援

部
 S

B
IR

推
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
事

務
局

】
※

問
い

合
わ

せ
に

つ
き

ま
し

て
は

原
則

メ
ー

ル
で

の
み

承
り

ま
す

。
会

社
名

、
ご

所
属

、
お

名
前

、
問

い
合

わ
せ

内
容

を
記

載
し

、
以

下
の

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
宛

に
お

送
り

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

電
話

対
応

を
ご

希
望

さ
れ

る
場

合
、

お
名

前
、

電
話

番
号

、
問

い
合

わ
せ

内
容

を
記

載
し

、
メ

ー
ル

に
て

お
送

り
く

だ
さ

い
。

事
務

局
よ

り
折

り
返

し
お

電
話

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。
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-
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

2
5

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
「

３
D

プ
リ

ン
ト

自
助

具
デ

ザ
イ

ン
コ

ン
テ

ス
ト

」
の

開
催

の
お

知
ら

せ
　

主
催

：
一

般
社

団
法

人
IC

T
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

研
究

会

利
用

対
象

等
全

般
3

D
プ

リ
ン

タ
を

活
用

し
て

自
助

具
を

つ
く

る
機

会
が

増
え

て
き

ま
し

た
。

は
じ

め
て

の
機

会
と

な
る

今
年

は
特

に
部

門
を

設
け

る
こ

と
な

く
、

世
代

、
職

業
、

分
野

に
関

わ
ら

ず
広

く
取

り
組

み
の

成
果

を
募

集
い

た
し

ま
す

。
ご

応
募

に
あ

た
っ

て
は

「
fa

b
b
le

」
と

い
う

W
e
b
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
過

程
や

成
果

な
ど

を
記

入
い

た
だ

き
ま

す
。

応
募

の
サ

ポ
ー

ト
を

す
る

仕
組

み
も

ご
用

意
し

ま
す

の
で

、
ご

安
心

く
だ

さ
い

。
様

々
な

障
害

が
あ

り
な

が
ら

も
楽

し
く

豊
か

に
生

き
る

こ
と

を
実

現
す

る
た

め
に

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

の
〈

作
業

〉
に

向
き

合
い

、
そ

れ
を

実
現

す
る

た
め

の
様

々
な

取
り

組
み

に
3

D
プ

リ
ン

タ
を

活
用

す
る

。
そ

の
よ

う
な

機
会

を
増

や
す

べ
く

こ
の

コ
ン

テ
ス

ト
を

開
催

し
ま

す
。

受
賞

デ
ザ

イ
ン

は
と

も
に

つ
く

る
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
「

コ
ク

リ
ハ

ブ
 (

h
tt

p
s
:/

/
c
o
c
re

h
u

b
.c

o
m

)」
で

公
開

を
予

定
し

て
い

ま
す

。
【

応
募

期
間

】
：

２
０

２
３

年
７

月
２

０
日

（
木

）
～

８
月

３
１

日
（

木
）

【
結

果
発

表
】

：
１

０
月

２
８

日
（

土
）

【
応

募
に

あ
た

っ
て

の
条

件
】

：
1

. 
コ

ン
テ

ス
ト

へ
の

応
募

は
3

D
プ

リ
ン

タ
と

3
D

デ
ー

タ
を

活
用

し
て

作
成

し
た

も
の

に
限

ら
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

表
の

注
意

書
き

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
※

セ
ン

サ
ー

、
ス

イ
ッ

チ
や

回
路

を
埋

め
込

ん
だ

も
の

は
応

募
い

た
だ

け
ま

す
。

2
. 
作

品
の

著
作

権
は

応
募

者
に

帰
属

し
ま

す
。

ま
た

、
す

で
に

発
表

さ
れ

て
い

る
作

品
等

で
も

構
い

ま
せ

ん
が

、
過

去
に

受
賞

歴
の

あ
る

も
の

は
応

募
い

た
だ

け
ま

せ
ん

。
制

作
費

用
は

す
べ

て
ご

自
身

で
ご

負
担

く
だ

さ
い

。
3

. 
応

募
作

品
の

提
出

に
は

、
慶

應
義

塾
大

学
で

運
用

し
て

い
る

制
作

日
誌

共
有

シ
ス

テ
ム

F
a
b
b
le

を
用

い
て

い
た

だ
き

ま
す

。
4

. 
資

料
に

よ
る

1
次

審
査

を
通

過
さ

れ
た

方
々

に
は

事
務

局
に

作
品

を
お

送
り

い
た

だ
い

た
上

で
オ

ン
ラ

イ
ン

で
開

催
さ

れ
る

最
終

審
査

に
ご

参
加

い
た

だ
き

ま
す

。
ご

参
加

が
難

し
い

場
合

に
は

ス
ラ

イ
ド

や
動

画
な

ど
を

別
途

ご
用

意
い

た
だ

き
ま

す
。

【
エ

ン
ト

リ
ー

フ
ォ

ー
ム

】
：

h
tt

p
s
:/

/
fo

rm
s
.g

le
/
jS

6
tt

9
z
H

b
N

1
7

C
1

9
d
A

【
応

募
シ

ス
テ

ム
F
a
b
b
le

に
つ

い
て

】
：

h
tt

p
s
:/

/
fa

b
b
le

.c
c
/
s
o
n

o
k
o
1

2
3

/
tu

to
ri
a
l

【
エ

ン
ト

リ
ー

の
詳

細
に

つ
い

て
】

：
エ

ン
ト

リ
ー

の
詳

細
に

つ
い

て
は

7
月

よ
り

IC
T

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
研

究
会

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に
て

ご
案

内
し

ま
す

。
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.ic
tr

e
h

a
b
.c

o
m

【
本

件
の

お
問

い
合

わ
せ

先
】

一
般

社
団

法
人

IC
T

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
研

究
会

　
h

tt
p
s
:/

/
w

w
w

.ic
tr

e
h

a
b
.c

o
m

/

1
0

2
6

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
川

崎
発

！
～

福
祉

の
ミ

ラ
イ

を
カ

タ
チ

に
～

利
用

対
象

等
全

般
市

政
1

0
0

周
年

に
向

け
た

取
組

と
し

て
ウ

ェ
ル

テ
ッ

ク
を

拠
点

に
有

識
者

に
よ

る
伴

走
支

援
を

受
け

な
が

ら
、

多
様

な
人

が
暮

ら
す

社
会

で
、

誰
も

が
安

全
・

安
心

に
暮

ら
す

た
め

の
手

助
け

と
な

る
画

期
的

な
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

を
新

た
に

開
発

す
る

事
業

に
つ

い
て

、
企

画
・

提
案

し
、

開
発

に
取

り
組

む
事

業
者

を
新

た
に

募
集

し
ま

す
。

■
事

業
目

的
新

た
に

創
出

さ
れ

た
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

が
福

祉
現

場
等

に
お

け
る

負
担

軽
減

や
誰

も
が

自
分

ら
し

く
生

活
で

き
る

こ
と

に
繋

が
る

だ
け

で
な

く
、

川
崎

市
に

お
け

る
更

な
る

福
祉

産
業

の
振

興
に

繋
が

る
こ

と
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

■
事

業
費

最
大

2
0

0
万

円
（

消
費

税
込

み
）

を
支

援
し

ま
す

。
※

事
業

費
全

体
と

し
て

、
こ

の
上

限
額

を
超

え
て

い
る

事
業

も
提

案
可

能
で

す
。

■
事

業
の

特
徴

他
、

詳
細

は
川

崎
市

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.c
it
y.

k
a
w

a
s
a
k
i.j
p

/
2

8
0

/
p

a
g
e
/
0

0
0

0
1

5
1

0
6

5
.h

tm
l

1
0

2
7

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

食
べ

る
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
生

活
雑

貨
開

発
メ

ー
カ

ー
”

形
状

変
形

可
能

な
自

助
具

「
く

ぅ
ぽ

の
」

”
の

販
売

を
開

始
し

ま
し

た
。

共
用

品
ユ

ニ
チ

カ
ト

レ
ー

デ
ィ

ン
グ

株
式

会
社

は
形

状
変

形
可

能
な

自
助

具
「

く
ぅ

ぽ
の

」
の

販
売

を
開

始
し

ま
し

た
。

本
製

品
は

3
D

プ
リ

ン
タ

ー
で

製
作

し
た

3
タ

イ
プ

の
カ

ト
ラ

リ
ー

固
定

具
で

、
簡

単
な

加
温

で
使

い
や

す
い

形
状

に
調

整
で

き
る

の
が

特
徴

で
す

。

製
品

の
詳

細
は

「
く

ぅ
ぽ

の
」

専
用

w
e
b

サ
イ

ト
に

掲
載

し
て

お
り

ま
す

の
で

ぜ
ひ

ご
覧

く
だ

さ
い

。

h
tt

p
s
:/

/
k
u

p
o
n

o
.u

n
it
ra

d
e
.c

o
.jp

/

自
助

具
「

く
ぅ

ぽ
の

」
は

皆
様

か
ら

の
ご

意
見

や
ご

要
望

を
も

と
に

製
品

改
良

や
新

商
品

の
開

発
に

取
り

組
み

、
更

に
安

全
で

使
い

や
す

い
商

品
を

お
届

け
で

き
る

よ
う

努
め

て
参

り
ま

す
。

1
0

2
9

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
5

年
度

か
わ

さ
き

基
準

（
K

IS
）

認
証

福
祉

製
品

の
募

集

利
用

対
象

等
全

般
「

か
わ

さ
き

基
準

（
Ｋ

Ｉ
Ｓ

）
」

認
証

は
”

自
立

支
援

”
を

キ
ー

ワ
ー

ド
に

定
め

た
基

準
で

あ
り

、
川

崎
市

が
安

心
・

安
全

な
製

品
を

認
証

す
る

取
組

で
す

。
審

査
過

程
で

、
「

ウ
ェ

ル
テ

ッ
ク

」
に

お
け

る
安

全
性

・
性

能
等

の
検

証
を

行
う

等
、

企
業

様
に

と
っ

て
よ

り
付

加
価

値
の

あ
る

認
証

と
な

る
よ

う
な

仕
組

み
と

し
て

い
ま

す
。

な
お

平
成

2
0

年
度

に
開

始
し

た
本

取
組

で
は

累
計

2
8

5
製

品
を

認
証

し
て

お
り

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や

動
画

等
に

よ
る

情
報

発
信

を
通

じ
て

幅
広

く
製

品
を

知
っ

て
頂

け
る

よ
う

、
支

援
を

行
っ

て
参

り
ま

す
。

川
崎

市
内

企
業

の
皆

様
を

中
心

に
製

品
の

ご
応

募
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

皆
様

、
ご

応
募

を
ぜ

ひ
ご

検
討

く
だ

さ
い

。
ご

不
明

な
点

が
ご

ざ
い

ま
し

た
ら

、
ご

連
絡

く
だ

さ
い

ま
す

よ
う

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.c
it
y.

k
a
w

a
s
a
k
i.j
p

/
2

8
0

/
p

a
g
e
/
0

0
0

0
1

5
1

1
3

5
.h

tm
l

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

2
1

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
2

0
2

3
年

度
S

B
IR

推
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
公

募
開

始
の

ご
案

内

利
用

対
象

等
全

般
詳

し
く

は
、

以
下

U
R

L
を

ご
確

認
い

い
た

だ
き

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
〇

2
0

2
3

年
度

「
S

B
IR

推
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

（
一

気
通

貫
型

）
に

係
る

公
募

に
つ

い
て

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/
k
o
u

b
o
/
C

A
2

_
1

0
0

4
0

2
.h

tm
l

1
.事

業
内

容
（

1
）

概
要

本
事

業
は

、
科

学
技

術
・

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
の

活
性

化
に

関
す

る
法

律
の

規
定

に
よ

り
定

め
ら

れ
た

、
指

定
補

助
金

等
の

交
付

等
に

関
す

る
指

針
に

基
づ

き
、

多
様

化
す

る
社

会
課

題
の

解
決

に
貢

献
す

る
研

究
開

発
型

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
等

の
研

究
開

発
の

促
進

及
び

成
果

の
円

滑
な

社
会

実
装

を
目

的
と

し
て

、
内

閣
府

が
司

令
塔

と
な

っ
て

、
省

庁
横

断
的

に
実

施
す

る
「

日
本

版
S

B
IR

（
S

m
a
ll 

B
u

s
in

e
s
s
 I
n

n
o
v
a
ti
o
n

 R
e
s
e
a
rc

h
）

制
度

」
の

一
翼

を
担

う
も

の
で

す
。

関
係

府
省

庁
等

が
実

施
す

る
研

究
開

発
課

題
や

研
究

開
発

フ
ェ

ー
ズ

は
、

国
に

よ
り

決
定

さ
れ

、
研

究
開

発
の

初
期

段
階

（
P

O
C

、
F

S
）

を
フ

ェ
ー

ズ
1

、
実

用
化

開
発

支
援

を
フ

ェ
ー

ズ
2

と
し

て
、

多
段

階
選

抜
方

式
を

導
入

し
た

継
続

支
援

を
本

事
業

内
で

の
み

実
施

す
る

「
一

気
通

貫
型

」
、

或
い

は
、

関
係

府
省

庁
等

で
実

施
す

る
指

定
補

助
金

等
事

業
へ

接
続

す
る

「
連

結
型

」
の

2
つ

の
方

法
で

実
施

し
ま

す
。

本
公

募
で

は
、

「
一

気
通

貫
型

」
の

研
究

開
発

課
題

の
公

募
と

な
り

ま
す

。
（

2
）

事
業

規
模

及
び

期
間

等
に

つ
い

て
＜

フ
ェ

ー
ズ

1
＞

：
概

念
実

証
（

P
O

C
）

、
実

現
可

能
性

調
査

（
F

S
）

事
業

期
間

：
原

則
と

し
て

、
1

年
間

以
内

事
業

形
態

：
定

額
助

成
委

託
費

：
原

則
と

し
て

、
1

＜
フ

ェ
ー

ズ
2

＞
：

実
用

化
研

究
開

発
事

業
期

間
：

原
則

と
し

て
、

2
年

間
以

内
事

業
形

態
：

助
成

1
テ

ー
マ

あ
た

り
の

規
模

：
原

則
と

し
て

、
1

テ
ー

マ
あ

た
り

1
.5

億
円

以
内

N
E

D
O

助
成

率
：

2
／

3
以

内
（

N
E

D
O

負
担

額
：

1
億

円
以

内
）

事
業

内
容

：
公

募
要

領
内

に
示

さ
れ

た
研

究
開

発
課

題
に

対
し

て
、

概
念

実
証

や
実

現
可

能
性

調
査

を
完

了
し

て
い

る
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

等
が

、
実

用
化

に
向

け
た

研
究

開
発

を
実

施
し

ま
す

。
（

3
）

公
募

期
間

2
0

2
3

年
3

月
3

1
日

か
ら

2
0

2
3

年
5

月
1

0
日

正
午

ま
で

の
予

定
で

す
。

2
.説

明
会

 
 

4
月

1
2

日
（

水
）

1
3

時
3

0
分

～
1

4
時

3
0

分
（

1
3

時
1

5
分

よ
り

待
機

可
能

）
1

5
0

名
te

a
m

s
ウ

ェ
ビ

ナ
ー

3
.応

募
方

法
等

詳
し

く
は

、
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/
k
o
u

b
o
/
C

A
2

_
1

0
0

4
0

2
.h

tm
l

に
て

ご
確

認
を

お
願

い
致

し
ま

す
。

1
0

2
2

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
歩

行
支

援
ア

プ
リ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
「

ス
マ

ホ
で

A
Iが

音
声

道
案

内
」

 視
覚

障
が

い
者

歩
行

支
援

ア
プ

リ
E

ye
 N

a
v
iの

提
供

開
始

視
覚

障
害

者
E

ye
 N

a
v
iは

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

ひ
と

つ
で

、
道

案
内

と
障

害
物

検
出

、
歩

行
レ

コ
ー

ダ
ー

機
能

を
備

え
た

歩
行

支
援

ア
プ

リ
で

す
。

目
的

地
ま

で
の

方
向

や
経

路
、

周
辺

施
設

、
進

路
上

の
障

害
物

、
歩

行
者

信
号

の
色

、
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
等

を
音

声
で

知
ら

せ
ま

す
。

誰
も

が
ど

こ
へ

で
も

不
自

由
な

く
移

動
で

き
る

社
会

の
実

現
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

開
発

元
：

株
式

会
社

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
研

究
所

視
覚

障
が

い
者

歩
行

支
援

ア
プ

リ
E

ye
 N

a
v
i

h
tt

p
s
:/

/
e
ye

n
a
v
i.j
p

/
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.c
o
m

p
u

te
r-

s
c
ie

n
c
e
.c

o
.jp

/
w

e
b

s
it
e
/
n

e
w

s
2

0
2

3
0

4
1

2
.p

h
p

1
0

2
3

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

行
政

【
第

１
回

エ
ン

ト
リ

ー
開

始
】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

の
販

路
開

拓
を

支
援

利
用

対
象

等
全

般
公

益
財

団
法

人
東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

か
ら

の
お

知
ら

せ

【
令

和
5

年
度

 障
害

者
向

け
製

品
等

の
販

路
開

拓
支

援
事

業
（

助
成

金
）

エ
ン

ト
リ

ー
受

付
中

】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

や
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

等
の

製
造

・
販

売
に

取
り

組
む

都
内

の
中

小
企

業
を

対
象

に
、

展
示

会
出

展
・

自
社

サ
イ

ト
制

作
・

E
C

サ
イ

ト
出

店
初

期
登

録
な

ど
の

費
用

を
助

成
し

ま
す

。

▼
詳

細
は

こ
ち

ら
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

1
0

2
4

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
緊

急
通

報
装

置
 排

泄
関

連
用

具
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)

医
療

専
門

職
在

宅
で

寝
た

き
り

の
方

用
見

守
り

セ
ン

サ
ー

を
介

護
保

険
で

取
り

扱
っ

て
欲

し
い

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 児

童
 介

助
者

認
知

症
で

一
人

で
起

き
上

が
っ

た
り

、
離

床
し

た
り

す
る

セ
ン

サ
ー

は
あ

り
ま

す
が

、
寝

た
き

り
の

状
態

で
心

拍
数

や
呼

吸
や

排
尿

、
排

便
な

ど
の

セ
ン

サ
ー

が
つ

い
た

物
が

介
護

保
険

で
レ

ン
タ

ル
が

で
き

ま
せ

ん
。

自
宅

で
寝

た
き

り
で

い
る

方
の

状
態

が
変

化
し

た
こ

と
に

別
室

や
自

宅
外

で
気

が
付

け
る

よ
う

な
セ

ン
サ

ー
と

通
信

機
器

が
介

護
保

険
で

レ
ン

タ
ル

可
能

で
あ

っ
た

り
日

常
生

活
用

具
給

付
対

象
で

あ
れ

ば
も

う
少

し
安

心
し

て
在

宅
介

護
を

行
え

る
よ

う
に

思
い

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

2
5

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
「

３
D

プ
リ

ン
ト

自
助

具
デ

ザ
イ

ン
コ

ン
テ

ス
ト

」
の

開
催

の
お

知
ら

せ
　

主
催

：
一

般
社

団
法

人
IC

T
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

研
究

会

利
用

対
象

等
全

般
3

D
プ

リ
ン

タ
を

活
用

し
て

自
助

具
を

つ
く

る
機

会
が

増
え

て
き

ま
し

た
。

は
じ

め
て

の
機

会
と

な
る

今
年

は
特

に
部

門
を

設
け

る
こ

と
な

く
、

世
代

、
職

業
、

分
野

に
関

わ
ら

ず
広

く
取

り
組

み
の

成
果

を
募

集
い

た
し

ま
す

。
ご

応
募

に
あ

た
っ

て
は

「
fa

b
b
le

」
と

い
う

W
e
b
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
過

程
や

成
果

な
ど

を
記

入
い

た
だ

き
ま

す
。

応
募

の
サ

ポ
ー

ト
を

す
る

仕
組

み
も

ご
用

意
し

ま
す

の
で

、
ご

安
心

く
だ

さ
い

。
様

々
な

障
害

が
あ

り
な

が
ら

も
楽

し
く

豊
か

に
生

き
る

こ
と

を
実

現
す

る
た

め
に

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

の
〈

作
業

〉
に

向
き

合
い

、
そ

れ
を

実
現

す
る

た
め

の
様

々
な

取
り

組
み

に
3

D
プ

リ
ン

タ
を

活
用

す
る

。
そ

の
よ

う
な

機
会

を
増

や
す

べ
く

こ
の

コ
ン

テ
ス

ト
を

開
催

し
ま

す
。

受
賞

デ
ザ

イ
ン

は
と

も
に

つ
く

る
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
「

コ
ク

リ
ハ

ブ
 (

h
tt

p
s
:/

/
c
o
c
re

h
u

b
.c

o
m

)」
で

公
開

を
予

定
し

て
い

ま
す

。
【

応
募

期
間

】
：

２
０

２
３

年
７

月
２

０
日

（
木

）
～

８
月

３
１

日
（

木
）

【
結

果
発

表
】

：
１

０
月

２
８

日
（

土
）

【
応

募
に

あ
た

っ
て

の
条

件
】

：
1

. 
コ

ン
テ

ス
ト

へ
の

応
募

は
3

D
プ

リ
ン

タ
と

3
D

デ
ー

タ
を

活
用

し
て

作
成

し
た

も
の

に
限

ら
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

表
の

注
意

書
き

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
※

セ
ン

サ
ー

、
ス

イ
ッ

チ
や

回
路

を
埋

め
込

ん
だ

も
の

は
応

募
い

た
だ

け
ま

す
。

2
. 
作

品
の

著
作

権
は

応
募

者
に

帰
属

し
ま

す
。

ま
た

、
す

で
に

発
表

さ
れ

て
い

る
作

品
等

で
も

構
い

ま
せ

ん
が

、
過

去
に

受
賞

歴
の

あ
る

も
の

は
応

募
い

た
だ

け
ま

せ
ん

。
制

作
費

用
は

す
べ

て
ご

自
身

で
ご

負
担

く
だ

さ
い

。
3

. 
応

募
作

品
の

提
出

に
は

、
慶

應
義

塾
大

学
で

運
用

し
て

い
る

制
作

日
誌

共
有

シ
ス

テ
ム

F
a
b
b
le

を
用

い
て

い
た

だ
き

ま
す

。
4

. 
資

料
に

よ
る

1
次

審
査

を
通

過
さ

れ
た

方
々

に
は

事
務

局
に

作
品

を
お

送
り

い
た

だ
い

た
上

で
オ

ン
ラ

イ
ン

で
開

催
さ

れ
る

最
終

審
査

に
ご

参
加

い
た

だ
き

ま
す

。
ご

参
加

が
難

し
い

場
合

に
は

ス
ラ

イ
ド

や
動

画
な

ど
を

別
途

ご
用

意
い

た
だ

き
ま

す
。

【
エ

ン
ト

リ
ー

フ
ォ

ー
ム

】
：

h
tt

p
s
:/

/
fo

rm
s
.g

le
/
jS

6
tt

9
z
H

b
N

1
7

C
1

9
d
A

【
応

募
シ

ス
テ

ム
F
a
b
b
le

に
つ

い
て

】
：

h
tt

p
s
:/

/
fa

b
b
le

.c
c
/
s
o
n

o
k
o
1

2
3

/
tu

to
ri
a
l

【
エ

ン
ト

リ
ー

の
詳

細
に

つ
い

て
】

：
エ

ン
ト

リ
ー

の
詳

細
に

つ
い

て
は

7
月

よ
り

IC
T

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
研

究
会

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に
て

ご
案

内
し

ま
す

。
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.ic
tr

e
h

a
b
.c

o
m

【
本

件
の

お
問

い
合

わ
せ

先
】

一
般

社
団

法
人

IC
T

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
研

究
会

　
h

tt
p
s
:/

/
w

w
w

.ic
tr

e
h

a
b
.c

o
m

/

1
0

2
6

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
川

崎
発

！
～

福
祉

の
ミ

ラ
イ

を
カ

タ
チ

に
～

利
用

対
象

等
全

般
市

政
1

0
0

周
年

に
向

け
た

取
組

と
し

て
ウ

ェ
ル

テ
ッ

ク
を

拠
点

に
有

識
者

に
よ

る
伴

走
支

援
を

受
け

な
が

ら
、

多
様

な
人

が
暮

ら
す

社
会

で
、

誰
も

が
安

全
・

安
心

に
暮

ら
す

た
め

の
手

助
け

と
な

る
画

期
的

な
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

を
新

た
に

開
発

す
る

事
業

に
つ

い
て

、
企

画
・

提
案

し
、

開
発

に
取

り
組

む
事

業
者

を
新

た
に

募
集

し
ま

す
。

■
事

業
目

的
新

た
に

創
出

さ
れ

た
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

が
福

祉
現

場
等

に
お

け
る

負
担

軽
減

や
誰

も
が

自
分

ら
し

く
生

活
で

き
る

こ
と

に
繋

が
る

だ
け

で
な

く
、

川
崎

市
に

お
け

る
更

な
る

福
祉

産
業

の
振

興
に

繋
が

る
こ

と
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

■
事

業
費

最
大

2
0

0
万

円
（

消
費

税
込

み
）

を
支

援
し

ま
す

。
※

事
業

費
全

体
と

し
て

、
こ

の
上

限
額

を
超

え
て

い
る

事
業

も
提

案
可

能
で

す
。

■
事

業
の

特
徴

他
、

詳
細

は
川

崎
市

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.c
it
y.

k
a
w

a
s
a
k
i.j
p

/
2

8
0

/
p

a
g
e
/
0

0
0

0
1

5
1

0
6

5
.h

tm
l

1
0

2
7

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

食
べ

る
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
生

活
雑

貨
開

発
メ

ー
カ

ー
”

形
状

変
形

可
能

な
自

助
具

「
く

ぅ
ぽ

の
」

”
の

販
売

を
開

始
し

ま
し

た
。

共
用

品
ユ

ニ
チ

カ
ト

レ
ー

デ
ィ

ン
グ

株
式

会
社

は
形

状
変

形
可

能
な

自
助

具
「

く
ぅ

ぽ
の

」
の

販
売

を
開

始
し

ま
し

た
。

本
製

品
は

3
D

プ
リ

ン
タ

ー
で

製
作

し
た

3
タ

イ
プ

の
カ

ト
ラ

リ
ー

固
定

具
で

、
簡

単
な

加
温

で
使

い
や

す
い

形
状

に
調

整
で

き
る

の
が

特
徴

で
す

。

製
品

の
詳

細
は

「
く

ぅ
ぽ

の
」

専
用

w
e
b

サ
イ

ト
に

掲
載

し
て

お
り

ま
す

の
で

ぜ
ひ

ご
覧

く
だ

さ
い

。

h
tt

p
s
:/

/
k
u

p
o
n

o
.u

n
it
ra

d
e
.c

o
.jp

/

自
助

具
「

く
ぅ

ぽ
の

」
は

皆
様

か
ら

の
ご

意
見

や
ご

要
望

を
も

と
に

製
品

改
良

や
新

商
品

の
開

発
に

取
り

組
み

、
更

に
安

全
で

使
い

や
す

い
商

品
を

お
届

け
で

き
る

よ
う

努
め

て
参

り
ま

す
。

1
0

2
9

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
5

年
度

か
わ

さ
き

基
準

（
K

IS
）

認
証

福
祉

製
品

の
募

集

利
用

対
象

等
全

般
「

か
わ

さ
き

基
準

（
Ｋ

Ｉ
Ｓ

）
」

認
証

は
”

自
立

支
援

”
を

キ
ー

ワ
ー

ド
に

定
め

た
基

準
で

あ
り

、
川

崎
市

が
安

心
・

安
全

な
製

品
を

認
証

す
る

取
組

で
す

。
審

査
過

程
で

、
「

ウ
ェ

ル
テ

ッ
ク

」
に

お
け

る
安

全
性

・
性

能
等

の
検

証
を

行
う

等
、

企
業

様
に

と
っ

て
よ

り
付

加
価

値
の

あ
る

認
証

と
な

る
よ

う
な

仕
組

み
と

し
て

い
ま

す
。

な
お

平
成

2
0

年
度

に
開

始
し

た
本

取
組

で
は

累
計

2
8

5
製

品
を

認
証

し
て

お
り

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や

動
画

等
に

よ
る

情
報

発
信

を
通

じ
て

幅
広

く
製

品
を

知
っ

て
頂

け
る

よ
う

、
支

援
を

行
っ

て
参

り
ま

す
。

川
崎

市
内

企
業

の
皆

様
を

中
心

に
製

品
の

ご
応

募
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

皆
様

、
ご

応
募

を
ぜ

ひ
ご

検
討

く
だ

さ
い

。
ご

不
明

な
点

が
ご

ざ
い

ま
し

た
ら

、
ご

連
絡

く
だ

さ
い

ま
す

よ
う

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.c
it
y.

k
a
w

a
s
a
k
i.j
p

/
2

8
0

/
p

a
g
e
/
0

0
0

0
1

5
1

1
3

5
.h

tm
l

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

2
1

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
2

0
2

3
年

度
S

B
IR

推
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
公

募
開

始
の

ご
案

内

利
用

対
象

等
全

般
詳

し
く

は
、

以
下

U
R

L
を

ご
確

認
い

い
た

だ
き

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
〇

2
0

2
3

年
度

「
S

B
IR

推
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

（
一

気
通

貫
型

）
に

係
る

公
募

に
つ

い
て

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/
k
o
u

b
o
/
C

A
2

_
1

0
0

4
0

2
.h

tm
l

1
.事

業
内

容
（

1
）

概
要

本
事

業
は

、
科

学
技

術
・

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
の

活
性

化
に

関
す

る
法

律
の

規
定

に
よ

り
定

め
ら

れ
た

、
指

定
補

助
金

等
の

交
付

等
に

関
す

る
指

針
に

基
づ

き
、

多
様

化
す

る
社

会
課

題
の

解
決

に
貢

献
す

る
研

究
開

発
型

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
等

の
研

究
開

発
の

促
進

及
び

成
果

の
円

滑
な

社
会

実
装

を
目

的
と

し
て

、
内

閣
府

が
司

令
塔

と
な

っ
て

、
省

庁
横

断
的

に
実

施
す

る
「

日
本

版
S

B
IR

（
S

m
a
ll 

B
u

s
in

e
s
s
 I
n

n
o
v
a
ti
o
n

 R
e
s
e
a
rc

h
）

制
度

」
の

一
翼

を
担

う
も

の
で

す
。

関
係

府
省

庁
等

が
実

施
す

る
研

究
開

発
課

題
や

研
究

開
発

フ
ェ

ー
ズ

は
、

国
に

よ
り

決
定

さ
れ

、
研

究
開

発
の

初
期

段
階

（
P

O
C

、
F

S
）

を
フ

ェ
ー

ズ
1

、
実

用
化

開
発

支
援

を
フ

ェ
ー

ズ
2

と
し

て
、

多
段

階
選

抜
方

式
を

導
入

し
た

継
続

支
援

を
本

事
業

内
で

の
み

実
施

す
る

「
一

気
通

貫
型

」
、

或
い

は
、

関
係

府
省

庁
等

で
実

施
す

る
指

定
補

助
金

等
事

業
へ

接
続

す
る

「
連

結
型

」
の

2
つ

の
方

法
で

実
施

し
ま

す
。

本
公

募
で

は
、

「
一

気
通

貫
型

」
の

研
究

開
発

課
題

の
公

募
と

な
り

ま
す

。
（

2
）

事
業

規
模

及
び

期
間

等
に

つ
い

て
＜

フ
ェ

ー
ズ

1
＞

：
概

念
実

証
（

P
O

C
）

、
実

現
可

能
性

調
査

（
F

S
）

事
業

期
間

：
原

則
と

し
て

、
1

年
間

以
内

事
業

形
態

：
定

額
助

成
委

託
費

：
原

則
と

し
て

、
1

＜
フ

ェ
ー

ズ
2

＞
：

実
用

化
研

究
開

発
事

業
期

間
：

原
則

と
し

て
、

2
年

間
以

内
事

業
形

態
：

助
成

1
テ

ー
マ

あ
た

り
の

規
模

：
原

則
と

し
て

、
1

テ
ー

マ
あ

た
り

1
.5

億
円

以
内

N
E

D
O

助
成

率
：

2
／

3
以

内
（

N
E

D
O

負
担

額
：

1
億

円
以

内
）

事
業

内
容

：
公

募
要

領
内

に
示

さ
れ

た
研

究
開

発
課

題
に

対
し

て
、

概
念

実
証

や
実

現
可

能
性

調
査

を
完

了
し

て
い

る
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

等
が

、
実

用
化

に
向

け
た

研
究

開
発

を
実

施
し

ま
す

。
（

3
）

公
募

期
間

2
0

2
3

年
3

月
3

1
日

か
ら

2
0

2
3

年
5

月
1

0
日

正
午

ま
で

の
予

定
で

す
。

2
.説

明
会

 
 

4
月

1
2

日
（

水
）

1
3

時
3

0
分

～
1

4
時

3
0

分
（

1
3

時
1

5
分

よ
り

待
機

可
能

）
1

5
0

名
te

a
m

s
ウ

ェ
ビ

ナ
ー

3
.応

募
方

法
等

詳
し

く
は

、
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/
k
o
u

b
o
/
C

A
2

_
1

0
0

4
0

2
.h

tm
l

に
て

ご
確

認
を

お
願

い
致

し
ま

す
。

1
0

2
2

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
歩

行
支

援
ア

プ
リ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
「

ス
マ

ホ
で

A
Iが

音
声

道
案

内
」

 視
覚

障
が

い
者

歩
行

支
援

ア
プ

リ
E

ye
 N

a
v
iの

提
供

開
始

視
覚

障
害

者
E

ye
 N

a
v
iは

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

ひ
と

つ
で

、
道

案
内

と
障

害
物

検
出

、
歩

行
レ

コ
ー

ダ
ー

機
能

を
備

え
た

歩
行

支
援

ア
プ

リ
で

す
。

目
的

地
ま

で
の

方
向

や
経

路
、

周
辺

施
設

、
進

路
上

の
障

害
物

、
歩

行
者

信
号

の
色

、
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
等

を
音

声
で

知
ら

せ
ま

す
。

誰
も

が
ど

こ
へ

で
も

不
自

由
な

く
移

動
で

き
る

社
会

の
実

現
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

開
発

元
：

株
式

会
社

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
研

究
所

視
覚

障
が

い
者

歩
行

支
援

ア
プ

リ
E

ye
 N

a
v
i

h
tt

p
s
:/

/
e
ye

n
a
v
i.j
p

/
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.c
o
m

p
u

te
r-

s
c
ie

n
c
e
.c

o
.jp

/
w

e
b

s
it
e
/
n

e
w

s
2

0
2

3
0

4
1

2
.p

h
p

1
0

2
3

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

行
政

【
第

１
回

エ
ン

ト
リ

ー
開

始
】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

の
販

路
開

拓
を

支
援

利
用

対
象

等
全

般
公

益
財

団
法

人
東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

か
ら

の
お

知
ら

せ

【
令

和
5

年
度

 障
害

者
向

け
製

品
等

の
販

路
開

拓
支

援
事

業
（

助
成

金
）

エ
ン

ト
リ

ー
受

付
中

】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

や
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

等
の

製
造

・
販

売
に

取
り

組
む

都
内

の
中

小
企

業
を

対
象

に
、

展
示

会
出

展
・

自
社

サ
イ

ト
制

作
・

E
C

サ
イ

ト
出

店
初

期
登

録
な

ど
の

費
用

を
助

成
し

ま
す

。

▼
詳

細
は

こ
ち

ら
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

1
0

2
4

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
緊

急
通

報
装

置
 排

泄
関

連
用

具
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)

医
療

専
門

職
在

宅
で

寝
た

き
り

の
方

用
見

守
り

セ
ン

サ
ー

を
介

護
保

険
で

取
り

扱
っ

て
欲

し
い

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 児

童
 介

助
者

認
知

症
で

一
人

で
起

き
上

が
っ

た
り

、
離

床
し

た
り

す
る

セ
ン

サ
ー

は
あ

り
ま

す
が

、
寝

た
き

り
の

状
態

で
心

拍
数

や
呼

吸
や

排
尿

、
排

便
な

ど
の

セ
ン

サ
ー

が
つ

い
た

物
が

介
護

保
険

で
レ

ン
タ

ル
が

で
き

ま
せ

ん
。

自
宅

で
寝

た
き

り
で

い
る

方
の

状
態

が
変

化
し

た
こ

と
に

別
室

や
自

宅
外

で
気

が
付

け
る

よ
う

な
セ

ン
サ

ー
と

通
信

機
器

が
介

護
保

険
で

レ
ン

タ
ル

可
能

で
あ

っ
た

り
日

常
生

活
用

具
給

付
対

象
で

あ
れ

ば
も

う
少

し
安

心
し

て
在

宅
介

護
を

行
え

る
よ

う
に

思
い

ま
す

。

-96-

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

2
5

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
「

３
D

プ
リ

ン
ト

自
助

具
デ

ザ
イ

ン
コ

ン
テ

ス
ト

」
の

開
催

の
お

知
ら

せ
　

主
催

：
一

般
社

団
法

人
IC

T
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

研
究

会

利
用

対
象

等
全

般
3

D
プ

リ
ン

タ
を

活
用

し
て

自
助

具
を

つ
く

る
機

会
が

増
え

て
き

ま
し

た
。

は
じ

め
て

の
機

会
と

な
る

今
年

は
特

に
部

門
を

設
け

る
こ

と
な

く
、

世
代

、
職

業
、

分
野

に
関

わ
ら

ず
広

く
取

り
組

み
の

成
果

を
募

集
い

た
し

ま
す

。
ご

応
募

に
あ

た
っ

て
は

「
fa

b
b
le

」
と

い
う

W
e
b
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
過

程
や

成
果

な
ど

を
記

入
い

た
だ

き
ま

す
。

応
募

の
サ

ポ
ー

ト
を

す
る

仕
組

み
も

ご
用

意
し

ま
す

の
で

、
ご

安
心

く
だ

さ
い

。
様

々
な

障
害

が
あ

り
な

が
ら

も
楽

し
く

豊
か

に
生

き
る

こ
と

を
実

現
す

る
た

め
に

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

の
〈

作
業

〉
に

向
き

合
い

、
そ

れ
を

実
現

す
る

た
め

の
様

々
な

取
り

組
み

に
3

D
プ

リ
ン

タ
を

活
用

す
る

。
そ

の
よ

う
な

機
会

を
増

や
す

べ
く

こ
の

コ
ン

テ
ス

ト
を

開
催

し
ま

す
。

受
賞

デ
ザ

イ
ン

は
と

も
に

つ
く

る
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
「

コ
ク

リ
ハ

ブ
 (

h
tt

p
s
:/

/
c
o
c
re

h
u

b
.c

o
m

)」
で

公
開

を
予

定
し

て
い

ま
す

。
【

応
募

期
間

】
：

２
０

２
３

年
７

月
２

０
日

（
木

）
～

８
月

３
１

日
（

木
）

【
結

果
発

表
】

：
１

０
月

２
８

日
（

土
）

【
応

募
に

あ
た

っ
て

の
条

件
】

：
1

. 
コ

ン
テ

ス
ト

へ
の

応
募

は
3

D
プ

リ
ン

タ
と

3
D

デ
ー

タ
を

活
用

し
て

作
成

し
た

も
の

に
限

ら
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

表
の

注
意

書
き

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
※

セ
ン

サ
ー

、
ス

イ
ッ

チ
や

回
路

を
埋

め
込

ん
だ

も
の

は
応

募
い

た
だ

け
ま

す
。

2
. 
作

品
の

著
作

権
は

応
募

者
に

帰
属

し
ま

す
。

ま
た

、
す

で
に

発
表

さ
れ

て
い

る
作

品
等

で
も

構
い

ま
せ

ん
が

、
過

去
に

受
賞

歴
の

あ
る

も
の

は
応

募
い

た
だ

け
ま

せ
ん

。
制

作
費

用
は

す
べ

て
ご

自
身

で
ご

負
担

く
だ

さ
い

。
3

. 
応

募
作

品
の

提
出

に
は

、
慶

應
義

塾
大

学
で

運
用

し
て

い
る

制
作

日
誌

共
有

シ
ス

テ
ム

F
a
b
b
le

を
用

い
て

い
た

だ
き

ま
す

。
4

. 
資

料
に

よ
る

1
次

審
査

を
通

過
さ

れ
た

方
々

に
は

事
務

局
に

作
品

を
お

送
り

い
た

だ
い

た
上

で
オ

ン
ラ

イ
ン

で
開

催
さ

れ
る

最
終

審
査

に
ご

参
加

い
た

だ
き

ま
す

。
ご

参
加

が
難

し
い

場
合

に
は

ス
ラ

イ
ド

や
動

画
な

ど
を

別
途

ご
用

意
い

た
だ

き
ま

す
。

【
エ

ン
ト

リ
ー

フ
ォ

ー
ム

】
：

h
tt

p
s
:/

/
fo

rm
s
.g

le
/
jS

6
tt

9
z
H

b
N

1
7

C
1

9
d
A

【
応

募
シ

ス
テ

ム
F
a
b
b
le

に
つ

い
て

】
：

h
tt

p
s
:/

/
fa

b
b
le

.c
c
/
s
o
n

o
k
o
1

2
3

/
tu

to
ri
a
l

【
エ

ン
ト

リ
ー

の
詳

細
に

つ
い

て
】

：
エ

ン
ト

リ
ー

の
詳

細
に

つ
い

て
は

7
月

よ
り

IC
T

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
研

究
会

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に
て

ご
案

内
し

ま
す

。
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.ic
tr

e
h

a
b
.c

o
m

【
本

件
の

お
問

い
合

わ
せ

先
】

一
般

社
団

法
人

IC
T

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
研

究
会

　
h

tt
p
s
:/

/
w

w
w

.ic
tr

e
h

a
b
.c

o
m

/

1
0

2
6

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
川

崎
発

！
～

福
祉

の
ミ

ラ
イ

を
カ

タ
チ

に
～

利
用

対
象

等
全

般
市

政
1

0
0

周
年

に
向

け
た

取
組

と
し

て
ウ

ェ
ル

テ
ッ

ク
を

拠
点

に
有

識
者

に
よ

る
伴

走
支

援
を

受
け

な
が

ら
、

多
様

な
人

が
暮

ら
す

社
会

で
、

誰
も

が
安

全
・

安
心

に
暮

ら
す

た
め

の
手

助
け

と
な

る
画

期
的

な
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

を
新

た
に

開
発

す
る

事
業

に
つ

い
て

、
企

画
・

提
案

し
、

開
発

に
取

り
組

む
事

業
者

を
新

た
に

募
集

し
ま

す
。

■
事

業
目

的
新

た
に

創
出

さ
れ

た
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

が
福

祉
現

場
等

に
お

け
る

負
担

軽
減

や
誰

も
が

自
分

ら
し

く
生

活
で

き
る

こ
と

に
繋

が
る

だ
け

で
な

く
、

川
崎

市
に

お
け

る
更

な
る

福
祉

産
業

の
振

興
に

繋
が

る
こ

と
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

■
事

業
費

最
大

2
0

0
万

円
（

消
費

税
込

み
）

を
支

援
し

ま
す

。
※

事
業

費
全

体
と

し
て

、
こ

の
上

限
額

を
超

え
て

い
る

事
業

も
提

案
可

能
で

す
。

■
事

業
の

特
徴

他
、

詳
細

は
川

崎
市

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.c
it
y.

k
a
w

a
s
a
k
i.j
p

/
2

8
0

/
p

a
g
e
/
0

0
0

0
1

5
1

0
6

5
.h

tm
l

1
0

2
7

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

食
べ

る
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
生

活
雑

貨
開

発
メ

ー
カ

ー
”

形
状

変
形

可
能

な
自

助
具

「
く

ぅ
ぽ

の
」

”
の

販
売

を
開

始
し

ま
し

た
。

共
用

品
ユ

ニ
チ

カ
ト

レ
ー

デ
ィ

ン
グ

株
式

会
社

は
形

状
変

形
可

能
な

自
助

具
「

く
ぅ

ぽ
の

」
の

販
売

を
開

始
し

ま
し

た
。

本
製

品
は

3
D

プ
リ

ン
タ

ー
で

製
作

し
た

3
タ

イ
プ

の
カ

ト
ラ

リ
ー

固
定

具
で

、
簡

単
な

加
温

で
使

い
や

す
い

形
状

に
調

整
で

き
る

の
が

特
徴

で
す

。

製
品

の
詳

細
は

「
く

ぅ
ぽ

の
」

専
用

w
e
b

サ
イ

ト
に

掲
載

し
て

お
り

ま
す

の
で

ぜ
ひ

ご
覧

く
だ

さ
い

。

h
tt

p
s
:/

/
k
u

p
o
n

o
.u

n
it
ra

d
e
.c

o
.jp

/

自
助

具
「

く
ぅ

ぽ
の

」
は

皆
様

か
ら

の
ご

意
見

や
ご

要
望

を
も

と
に

製
品

改
良

や
新

商
品

の
開

発
に

取
り

組
み

、
更

に
安

全
で

使
い

や
す

い
商

品
を

お
届

け
で

き
る

よ
う

努
め

て
参

り
ま

す
。

1
0

2
9

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
5

年
度

か
わ

さ
き

基
準

（
K

IS
）

認
証

福
祉

製
品

の
募

集

利
用

対
象

等
全

般
「

か
わ

さ
き

基
準

（
Ｋ

Ｉ
Ｓ

）
」

認
証

は
”

自
立

支
援

”
を

キ
ー

ワ
ー

ド
に

定
め

た
基

準
で

あ
り

、
川

崎
市

が
安

心
・

安
全

な
製

品
を

認
証

す
る

取
組

で
す

。
審

査
過

程
で

、
「

ウ
ェ

ル
テ

ッ
ク

」
に

お
け

る
安

全
性

・
性

能
等

の
検

証
を

行
う

等
、

企
業

様
に

と
っ

て
よ

り
付

加
価

値
の

あ
る

認
証

と
な

る
よ

う
な

仕
組

み
と

し
て

い
ま

す
。

な
お

平
成

2
0

年
度

に
開

始
し

た
本

取
組

で
は

累
計

2
8

5
製

品
を

認
証

し
て

お
り

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
や

動
画

等
に

よ
る

情
報

発
信

を
通

じ
て

幅
広

く
製

品
を

知
っ

て
頂

け
る

よ
う

、
支

援
を

行
っ

て
参

り
ま

す
。

川
崎

市
内

企
業

の
皆

様
を

中
心

に
製

品
の

ご
応

募
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

皆
様

、
ご

応
募

を
ぜ

ひ
ご

検
討

く
だ

さ
い

。
ご

不
明

な
点

が
ご

ざ
い

ま
し

た
ら

、
ご

連
絡

く
だ

さ
い

ま
す

よ
う

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.c
it
y.

k
a
w

a
s
a
k
i.j
p

/
2

8
0

/
p

a
g
e
/
0

0
0

0
1

5
1

1
3

5
.h

tm
l

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

2
1

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
2

0
2

3
年

度
S

B
IR

推
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
公

募
開

始
の

ご
案

内

利
用

対
象

等
全

般
詳

し
く

は
、

以
下

U
R

L
を

ご
確

認
い

い
た

だ
き

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
〇

2
0

2
3

年
度

「
S

B
IR

推
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

（
一

気
通

貫
型

）
に

係
る

公
募

に
つ

い
て

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/
k
o
u

b
o
/
C

A
2

_
1

0
0

4
0

2
.h

tm
l

1
.事

業
内

容
（

1
）

概
要

本
事

業
は

、
科

学
技

術
・

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
の

活
性

化
に

関
す

る
法

律
の

規
定

に
よ

り
定

め
ら

れ
た

、
指

定
補

助
金

等
の

交
付

等
に

関
す

る
指

針
に

基
づ

き
、

多
様

化
す

る
社

会
課

題
の

解
決

に
貢

献
す

る
研

究
開

発
型

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
等

の
研

究
開

発
の

促
進

及
び

成
果

の
円

滑
な

社
会

実
装

を
目

的
と

し
て

、
内

閣
府

が
司

令
塔

と
な

っ
て

、
省

庁
横

断
的

に
実

施
す

る
「

日
本

版
S

B
IR

（
S

m
a
ll 

B
u

s
in

e
s
s
 I
n

n
o
v
a
ti
o
n

 R
e
s
e
a
rc

h
）

制
度

」
の

一
翼

を
担

う
も

の
で

す
。

関
係

府
省

庁
等

が
実

施
す

る
研

究
開

発
課

題
や

研
究

開
発

フ
ェ

ー
ズ

は
、

国
に

よ
り

決
定

さ
れ

、
研

究
開

発
の

初
期

段
階

（
P

O
C

、
F

S
）

を
フ

ェ
ー

ズ
1

、
実

用
化

開
発

支
援

を
フ

ェ
ー

ズ
2

と
し

て
、

多
段

階
選

抜
方

式
を

導
入

し
た

継
続

支
援

を
本

事
業

内
で

の
み

実
施

す
る

「
一

気
通

貫
型

」
、

或
い

は
、

関
係

府
省

庁
等

で
実

施
す

る
指

定
補

助
金

等
事

業
へ

接
続

す
る

「
連

結
型

」
の

2
つ

の
方

法
で

実
施

し
ま

す
。

本
公

募
で

は
、

「
一

気
通

貫
型

」
の

研
究

開
発

課
題

の
公

募
と

な
り

ま
す

。
（

2
）

事
業

規
模

及
び

期
間

等
に

つ
い

て
＜

フ
ェ

ー
ズ

1
＞

：
概

念
実

証
（

P
O

C
）

、
実

現
可

能
性

調
査

（
F

S
）

事
業

期
間

：
原

則
と

し
て

、
1

年
間

以
内

事
業

形
態

：
定

額
助

成
委

託
費

：
原

則
と

し
て

、
1

＜
フ

ェ
ー

ズ
2

＞
：

実
用

化
研

究
開

発
事

業
期

間
：

原
則

と
し

て
、

2
年

間
以

内
事

業
形

態
：

助
成

1
テ

ー
マ

あ
た

り
の

規
模

：
原

則
と

し
て

、
1

テ
ー

マ
あ

た
り

1
.5

億
円

以
内

N
E

D
O

助
成

率
：

2
／

3
以

内
（

N
E

D
O

負
担

額
：

1
億

円
以

内
）

事
業

内
容

：
公

募
要

領
内

に
示

さ
れ

た
研

究
開

発
課

題
に

対
し

て
、

概
念

実
証

や
実

現
可

能
性

調
査

を
完

了
し

て
い

る
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

等
が

、
実

用
化

に
向

け
た

研
究

開
発

を
実

施
し

ま
す

。
（

3
）

公
募

期
間

2
0

2
3

年
3

月
3

1
日

か
ら

2
0

2
3

年
5

月
1

0
日

正
午

ま
で

の
予

定
で

す
。

2
.説

明
会

 
 

4
月

1
2

日
（

水
）

1
3

時
3

0
分

～
1

4
時

3
0

分
（

1
3

時
1

5
分

よ
り

待
機

可
能

）
1

5
0

名
te

a
m

s
ウ

ェ
ビ

ナ
ー

3
.応

募
方

法
等

詳
し

く
は

、
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/
k
o
u

b
o
/
C

A
2

_
1

0
0

4
0

2
.h

tm
l

に
て

ご
確

認
を

お
願

い
致

し
ま

す
。

1
0

2
2

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
歩

行
支

援
ア

プ
リ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
「

ス
マ

ホ
で

A
Iが

音
声

道
案

内
」

 視
覚

障
が

い
者

歩
行

支
援

ア
プ

リ
E

ye
 N

a
v
iの

提
供

開
始

視
覚

障
害

者
E

ye
 N

a
v
iは

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

ひ
と

つ
で

、
道

案
内

と
障

害
物

検
出

、
歩

行
レ

コ
ー

ダ
ー

機
能

を
備

え
た

歩
行

支
援

ア
プ

リ
で

す
。

目
的

地
ま

で
の

方
向

や
経

路
、

周
辺

施
設

、
進

路
上

の
障

害
物

、
歩

行
者

信
号

の
色

、
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
等

を
音

声
で

知
ら

せ
ま

す
。

誰
も

が
ど

こ
へ

で
も

不
自

由
な

く
移

動
で

き
る

社
会

の
実

現
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

開
発

元
：

株
式

会
社

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
研

究
所

視
覚

障
が

い
者

歩
行

支
援

ア
プ

リ
E

ye
 N

a
v
i

h
tt

p
s
:/

/
e
ye

n
a
v
i.j
p

/
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.c
o
m

p
u

te
r-

s
c
ie

n
c
e
.c

o
.jp

/
w

e
b

s
it
e
/
n

e
w

s
2

0
2

3
0

4
1

2
.p

h
p

1
0

2
3

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

行
政

【
第

１
回

エ
ン

ト
リ

ー
開

始
】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

の
販

路
開

拓
を

支
援

利
用

対
象

等
全

般
公

益
財

団
法

人
東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

か
ら

の
お

知
ら

せ

【
令

和
5

年
度

 障
害

者
向

け
製

品
等

の
販

路
開

拓
支

援
事

業
（

助
成

金
）

エ
ン

ト
リ

ー
受

付
中

】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

や
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

等
の

製
造

・
販

売
に

取
り

組
む

都
内

の
中

小
企

業
を

対
象

に
、

展
示

会
出

展
・

自
社

サ
イ

ト
制

作
・

E
C

サ
イ

ト
出

店
初

期
登

録
な

ど
の

費
用

を
助

成
し

ま
す

。

▼
詳

細
は

こ
ち

ら
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

1
0

2
4

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
緊

急
通

報
装

置
 排

泄
関

連
用

具
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)

医
療

専
門

職
在

宅
で

寝
た

き
り

の
方

用
見

守
り

セ
ン

サ
ー

を
介

護
保

険
で

取
り

扱
っ

て
欲

し
い

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 児

童
 介

助
者

認
知

症
で

一
人

で
起

き
上

が
っ

た
り

、
離

床
し

た
り

す
る

セ
ン

サ
ー

は
あ

り
ま

す
が

、
寝

た
き

り
の

状
態

で
心

拍
数

や
呼

吸
や

排
尿

、
排

便
な

ど
の

セ
ン

サ
ー

が
つ

い
た

物
が

介
護

保
険

で
レ

ン
タ

ル
が

で
き

ま
せ

ん
。

自
宅

で
寝

た
き

り
で

い
る

方
の

状
態

が
変

化
し

た
こ

と
に

別
室

や
自

宅
外

で
気

が
付

け
る

よ
う

な
セ

ン
サ

ー
と

通
信

機
器

が
介

護
保

険
で

レ
ン

タ
ル

可
能

で
あ

っ
た

り
日

常
生

活
用

具
給

付
対

象
で

あ
れ

ば
も

う
少

し
安

心
し

て
在

宅
介

護
を

行
え

る
よ

う
に

思
い

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

3
4

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
排

泄
床

ず
れ

防
止

用
具

 福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

利
用

者
ニ

ュ
ー

フ
ァ

ミ
リ

ー
介

護
シ

ス
テ

ム
肢

体
不

自
由

者
寝

返
り

不
要

の
極

楽
ベ

ッ
ド

と
匂

い
の

し
な

い
水

洗
ト

イ
レ

及
び

ロ
ボ

ッ
ト

ウ
ォ

シ
ュ

レ
ッ

ト
を

組
み

合
わ

せ
た

ハ
ー

ド
技

術
に

て
、

お
む

つ
交

換
を

排
除

し
た

「
軽

介
護

」
を

達
成

し
、

被
介

護
者

に
比

べ
介

護
す

る
人

を
２

〜
３

倍
に

し
た

フ
ァ

ミ
リ

ー
を

構
成

し
、

チ
ャ

ッ
ト

G
P

T
（

A
I）

で
、

各
人

の
軽

介
護

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
管

理
を

こ
ま

め
に

行
い

、
顔

認
証

シ
ス

テ
ム

で
安

全
な

人
の

み
が

入
れ

る
シ

ス
テ

ム
に

し
、

食
事

の
宅

配
シ

ス
テ

ム
を

頻
繁

に
利

用
す

る
、

ニ
ュ

ー
フ

ァ
ミ

リ
ー

シ
ス

テ
ム

提
案

い
た

し
ま

す
。

詳
し

く
は

、
「

木
造

人
工

島
」

で
検

索
さ

れ
、

ガ
ー

デ
ン

フ
ィ

ー
ル

ド
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
「

家
族

の
負

担
０

の
在

宅
介

護
シ

ス
テ

ム
」

を
ウ

ィ
ク

リ
ッ

ク
さ

れ
、

資
料

を
お

読
み

く
だ

さ
い

。

1
0

3
5

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
移

乗
移

動
用

リ
フ

ト
個

人
車

椅
子

か
ら

の
移

し
替

え
作

業
に

つ
い

て
肢

体
不

自
由

者
高

齢
者

 介
助

者
投

稿
内

容
は

車
椅

子
の

“
移

し
替

え
作

業
”

に
つ

い
て

で
す

が
、

先
日

あ
る

き
っ

か
け

で
興

味
を

持
ち

、
少

し
変

わ
っ

た
ア

イ
デ

ア
が

浮
か

ん
だ

こ
と

に
よ

り
、

書
面

を
作

成
し

て
周

囲
の

方
々

の
協

力
の

下
で

、
先

日
一

件
特

許
出

願
登

録
さ

せ
て

頂
き

ま
し

た
。

(5
/
2

8
の

修
正

と
追

加
)

個
人

で
考

え
た

内
容

で
あ

る
た

め
、

専
門

家
の

立
場

で
生

の
声

を
直

接
伺

う
機

会
を

設
け

て
頂

け
れ

ば
と

願
っ

て
お

り
ま

す
。

ま
た

可
能

で
あ

り
ま

し
た

ら
、

開
発

協
力

支
援

や
賛

同
者

な
ど

を
募

っ
て

お
り

ま
す

。

ア
イ

デ
ア

の
要

点
を

簡
潔

に
申

し
ま

す
と

、
車

椅
子

の
座

椅
子

部
分

と
台

車
部

分
を

別
の

機
械

（
昇

降
機

）
で

分
離

さ
せ

る
機

能
を

持
つ

こ
と

で
、

他
の

介
護

医
療

用
品

へ
の

移
し

替
え

業
務

の
負

担
が

大
幅

に
軽

減
さ

れ
る

内
容

（
車

椅
子

の
座

面
が

直
接

移
し

変
わ

る
方

法
）

に
な

り
ま

す
。

画
像

の
一

部
（

全
画

像
に

つ
い

て
は

下
記

参
照

）
を

添
付

い
た

し
ま

す
。

既
存

品
と

視
点

が
異

な
り

、
他

に
も

利
点

が
複

数
ご

ざ
い

ま
す

。
詳

細
な

こ
と

に
つ

き
ま

し
て

は
、

下
記

の
通

り
特

許
番

号
を

お
知

ら
せ

致
し

ま
す

。
是

非
一

度
ご

覧
く

だ
さ

い
ま

せ
。

ご
興

味
や

お
気

付
き

の
点

等
が

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
、

お
気

軽
に

返
信

な
ど

問
い

合
わ

せ
頂

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

特
許

番
号

　
　

　
　

　
　

 特
許

第
7

2
5

8
2

8
7

号
発

明
の

名
称

　
　

　
　

　
 座

椅
子

脱
着

式
車

椅
子

開
放

特
許

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
も

掲
載

中
開

放
特

許
情

報
番

号
　

　
 L

2
0

2
3

0
0

0
3

9
9

　
　

→
→

→
　

　
こ

ち
ら

で
令

和
５

年
７

月
下

旬
に

は
全

添
付

画
像

が
閲

覧
で

き
ま

す
（

現
在

手
続

き
中

）
。

1
0

3
6

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
第

2
回

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

セ
ミ

ナ
ー

（
主

催
：

東
京

慈
恵

会
医

科
大

学
　

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

・
サ

ポ
ー

ト
・

セ
ン

タ
ー

）

利
用

対
象

等
全

般
【

サ
イ

ト
】

h
tt

p
s
:/

/
a
s
c
-
jik

e
i.j
p
/
n

e
w

s
/
2

/
【

セ
ミ

ナ
ー

概
要

】
こ

の
数

年
の

間
に

、
日

常
生

活
用

の
中

で
の

 I
C

T
 利

用
は

急
速

に
進

ん
で

い
ま

す
。

医
療

が
命

を
救

い
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
が

生
活

を
支

え
る

場
面

で
も

、
IC

T
の

活
用

が
従

来
の

考
え

を
大

き
く

変
え

て
き

て
い

ま
す

。
視

覚
障

害
者

が
指

で
 i
P

a
d
 を

な
ぞ

っ
て

音
声

で
聞

い
て

操
作

し
た

り
、

神
経

難
病

で
指

先
が

わ
ず

か
 2

m
m

 し
か

動
か

な
い

人
が

ス
イ

ッ
チ

を
操

作
し

た
り

し
て

iP
a
d
 を

使
っ

て
仕

事
を

す
る

こ
と

も
、

珍
し

い
こ

と
で

は
な

く
な

っ
て

き
ま

し
た

。
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
は

、
従

来
は

障
害

者
に

対
す

る
「

ウ
ェ

ブ
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
」

の
こ

と
を

指
し

て
い

ま
し

た
が

、
障

害
者

だ
け

で
な

く
、

高
齢

者
や

認
知

症
の

方
な

ど
「

困
っ

て
い

る
人

」
に

対
す

る
思

い
や

り
を

持
っ

た
対

応
の

こ
と

を
指

し
て

い
ま

す
。

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

機
器

（
iP

a
d
・

A
Iス

ピ
ー

カ
ー

等
）

の
導

入
が

目
的

で
は

な
く

、
そ

の
人

が
よ

り
良

い
生

活
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

が
目

的
で

す
が

、
IC

T
 の

発
展

の
速

度
は

非
常

に
速

く
、

汎
用

品
の

利
用

が
進

ん
で

い
る

こ
と

も
あ

っ
て

、
現

場
の

医
療

・
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

担
当

者
が

最
新

の
情

報
を

得
ら

れ
て

い
な

い
問

題
が

あ
り

ま
す

。
本

セ
ミ

ナ
ー

で
は

、
最

先
端

の
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
に

対
す

る
考

え
方

・
現

場
で

の
活

用
例

・
自

治
体

の
支

援
制

度
を

学
び

、
日

々
の

活
動

に
活

か
せ

る
情

報
を

提
供

し
、

一
緒

に
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

と
し

て
い

た
だ

く
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

ま
す

。
コ

ン
セ

プ
ト

：
●

国
の

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

に
対

す
る

取
り

組
み

を
知

る
●

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

の
こ

と
ば

の
定

義
・

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

機
器

の
実

際
を

学
ぶ

●
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

現
場

で
の

活
用

事
例

を
学

ぶ
●

障
害

者
、

高
齢

者
や

認
知

症
の

方
に

対
す

る
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
対

応
の

理
解

を
深

め
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

予
定

）
：

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

を
教

え
る

人
に

対
す

る
考

え
方

と
実

際
の

状
況

の
確

認
1

．
挨

拶
（

3
分

）
東

京
慈

恵
会

医
科

大
学

附
属

病
院

 副
院

長
 リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

科
 主

任
教

授
 診

療
部

長
　

安
保

雅
博

2
．

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

と
は

（
1

5
分

）
東

京
慈

恵
会

医
科

大
学

 総
合

医
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
 先

端
医

療
情

報
技

術
研

究
部

　
高

尾
洋

之
3

．
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
を

使
っ

た
事

例
紹

介
（

1
0

分
）

東
京

慈
恵

会
医

科
大

学
 総

合
医

科
学

研
究

セ
ン

タ
ー

 先
端

医
療

情
報

技
術

研
究

部
／

有
限

会
社

オ
フ

ィ
ス

結
ア

ジ
ア

　
高

橋
宜

盟
4

．
高

齢
者

が
で

き
る

こ
と

・
困

っ
て

い
る

こ
と

（
2

0
分

）
エ

ク
セ

ル
ア

ー
ト

創
始

者
　

若
宮

正
子

さ
ん

5
．

慈
恵

医
大

で
の

取
り

組
み

（
モ

デ
ル

ル
ー

ム
）

（
1

0
分

）
東

京
慈

恵
会

医
科

大
学

附
属

病
院

 リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

　
鈴

木
慎

6
．

終
わ

り
の

挨
拶

（
3

分
）

東
京

慈
恵

会
医

科
大

学
 学

長
　

松
藤

千
弥

主
催

：
東

京
慈

恵
会

医
科

大
学

　
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
・

サ
ポ

ー
ト

・
セ

ン
タ

ー
（

A
S

C
)

後
援

：
デ

ジ
タ

ル
庁

（
申

請
中

）
助

成
：

日
本

財
団

1
0

3
7

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
聴

覚
過

敏
関

連
用

具
利

用
者

の
家

族
聴

覚
過

敏
対

策
発

達
障

害
者

大
人

の
聴

覚
過

敏
対

策
で

は
、

市
販

の
耳

栓
や

イ
ヤ

ー
マ

フ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

そ
れ

ら
耳

栓
や

イ
ヤ

ー
マ

フ
は

工
業

用
だ

っ
た

り
軍

事
用

だ
っ

た
り

な
ど

で
聴

覚
過

敏
の

専
用

の
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
聴

覚
過

敏
専

用
の

も
の

と
し

て
開

発
し

て
、

医
療

器
具

(補
装

具
)と

し
て

の
使

用
が

認
め

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
欲

し
い

。
聴

覚
過

敏
は

日
常

生
活

に
支

障
が

大
き

い
。

正
し

く
認

知
さ

れ
生

活
し

や
す

く
な

る
よ

う
に

、
聴

覚
過

敏
用

の
医

療
器

具
と

し
て

の
開

発
と

政
策

の
整

備
を

希
望

し
ま

す

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

3
0

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
「

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
2

0
2

3
」

出
展

企
業

等
の

募
集

に
つ

い
て

利
用

対
象

等
全

般
本

交
流

会
は

、
自

立
支

援
機

器
の

開
発

を
促

進
す

る
こ

と
を

目
的

に
、

障
害

当
事

者
を

は
じ

め
、

ご
家

族
や

福
祉

・
医

療
従

事
者

な
ど

の
「

機
器

を
使

う
側

（
ニ

ー
ズ

）
」

の
方

々
と

、
開

発
企

業
や

大
学

、
研

究
機

関
、

産
学

官
交

流
振

興
組

織
な

ど
の

「
機

器
を

作
る

側
（

シ
ー

ズ
）

」
の

方
々

が
、

じ
っ

く
り

膝
を

交
え

て
交

流
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
も

の
で

す
。

東
京

と
大

阪
、

W
e
b

で
の

開
催

を
予

定
し

て
い

ま
す

が
、

出
展

を
希

望
（

無
料

）
す

る
企

業
等

を
募

集
い

た
し

ま
す

。
詳

細
は

、
下

記
の

協
会

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
n

e
e
d

s
m

a
tc

h
/

　
※

ニ
ー

ズ
側

：
障

害
者

、
家

族
、

在
宅

・
施

設
等

の
介

護
職

員
、

医
療

・
福

祉
の

業
務

に
従

事
し

障
害

者
の

福
祉

や
訓

練
に

係
わ

る
者

　
等

　
※

シ
ー

ズ
側

：
開

発
メ

ー
カ

ー
、

地
域

の
産

業
振

興
団

体
、

新
規

参
入

を
検

討
す

る
企

業
・

研
究

者
、

大
学

・
研

究
機

関
　

等

1
0

3
1

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
5

年
度

 厚
生

労
働

省
自

立
支

援
機

器
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

人
材

育
成

事
業

(A
ID

-
P

) 
事

前
説

明
会

の
開

催
に

つ
い

て

利
用

対
象

等
全

般
【

事
前

説
明

会
申

込
リ

ン
ク

】
h

tt
p

s
:/

/
p

e
a
ti
x
.c

o
m

/
e
v
e
n

t/
3

6
0

7
9

2
9

/
v
ie

w

支
援

機
器

の
開

発
で

は
、

約
5

0
%

の
開

発
が

製
品

発
売

に
至

り
ま

せ
ん

。
そ

の
要

因
と

し
て

、
支

援
機

器
の

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
把

握
が

不
十

分
、

開
発

に
携

わ
る

医
療

福
祉

専
門

職
等

の
事

業
化

（
ビ

ジ
ネ

ス
）

に
関

す
る

理
解

の
不

十
分

な
ど

が
挙

げ
ら

れ
ま

す
。

本
事

業
は

、
障

害
者

の
多

岐
に

わ
た

る
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

捉
え

、
か

つ
事

業
化

の
視

点
を

踏
ま

え
た

人
材

育
成

と
を

目
的

と
し

た
厚

生
労

働
省

の
事

業
で

、
昨

年
度

に
引

き
続

き
プ

レ
モ

パ
ー

ト
ナ

ー
が

実
施

団
体

と
し

て
事

業
（

A
ID

-
P

と
名

称
）

を
実

施
す

る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

A
ID

-
P

で
は

、
東

京
・

大
阪

の
２

か
所

で
、

７
ヶ

月
間

（
各

会
場

月
１

回
程

度
）

に
わ

た
る

W
S

等
を

実
施

し
、

デ
ザ

イ
ン

思
考

に
精

通
し

た
ジ

ャ
パ

ン
バ

イ
オ

デ
ザ

イ
ン

フ
ェ

ロ
ー

シ
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
修

了
生

等
が

講
師

と
な

り
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
及

び
そ

の
後

の
課

題
に

対
す

る
メ

ン
タ

リ
ン

グ
等

の
支

援
を

行
い

、
障

害
者

の
支

援
機

器
開

発
に

特
化

し
た

人
材

を
育

成
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
す

。

令
和

5
年

度
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
開

催
し

、
障

害
者

の
支

援
機

器
開

発
に

熱
意

を
持

ち
取

り
組

ん
で

く
だ

さ
る

受
講

者
を

募
集

す
る

た
め

の
、

事
前

説
明

会
（

参
加

費
：

無
料

）
を

オ
ン

ラ
イ

ン
に

て
開

催
い

た
し

ま
す

。

事
業

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

 h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.p
re

m
o
p

a
rt

n
e
rs

.c
o
m

/
a
id

p
/

運
営

：
プ

レ
モ

パ
ー

ト
ナ

ー
株

式
会

社

1
0

3
2

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
排

泄
排

泄
関

連
用

具
研

究
機

関
家

族
の

負
担

な
し

の
在

宅
介

護
シ

ス
テ

ム
肢

体
不

自
由

者
＜

足
腰

が
弱

っ
て

自
力

で
は

ト
イ

レ
に

行
く

こ
と

が
で

き
ず

、
ト

イ
レ

付
帯

で
寝

た
き

り
の

人
の

場
合

＞

「
夕

食
は

何
に

し
ま

す
か

？
」

⇒
「

中
華

料
理

と
ビ

ー
ル

一
杯

が
い

い
」

⇒
「

い
つ

も
の

○
○

軒
の

エ
ビ

チ
リ

定
食

と
ビ

ー
ル

で
す

ね
」

⇒
「

そ
う

で
す

。
」

⇒
（

○
○

軒
か

ら
顔

認
証

派
遣

セ
ン

タ
ー

に
連

絡
を

し
）

「
○

○
時

に
□

宅
に

１
８

時
に

届
け

る
の

で
、

配
膳

と
ビ

ー
ル

を
注

ぎ
、

食
事

が
終

了
す

る
ま

で
話

し
相

手
に

な
り

、
そ

の
後

食
器

を
洗

っ
て

、
玄

関
先

に
出

し
て

お
い

て
欲

し
い

、
と

い
う

電
話

連
絡

を
入

れ
る

」
⇒

時
間

が
間

に
合

う
、

近
く

に
住

む
（

小
学

生
を

含
む

）
誰

か
が

派
遣

さ
れ

る
仕

組
み

。

　
添

付
図

の
よ

う
に

、
極

楽
ベ

ッ
ド

の
下

に
ト

イ
レ

を
必

要
と

し
な

い
場

合
の

シ
ス

テ
ム

も
、

子
供

を
含

め
世

界
の

老
若

男
女

が
欲

し
く

な
る

も
の

と
考

え
て

い
ま

す
。

な
ぜ

な
ら

↓
極

楽
ベ

ッ
ド

で
ぐ

っ
す

り
眠

り
、

（
朝

は
目

覚
ま

し
ア

ラ
ー

ム
で

は
な

く
）

ベ
ッ

ド
が

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
椅

子
に

自
動

的
に

変
わ

る
と

同
時

に
、

恋
人

を
多

少
美

化
し

た
キ

ャ
ラ

の
ア

バ
タ

ー
が

、
（

昨
夜

の
会

話
等

で
、

本
人

の
予

定
が

分
か

っ
て

い
る

の
で

）
「

お
は

よ
う

、
今

日
は

午
前

中
は

会
議

で
、

午
後

か
ら

〇
〇

へ
外

出
で

す
ね

。
午

後
か

ら
雨

が
降

る
可

能
性

が
あ

る
の

で
傘

を
忘

れ
な

い
で

ね
。

」
等

の
会

話
を

し
て

起
こ

し
て

く
れ

て
、

出
が

け
に

は
「

早
く

か
え

っ
て

き
て

ね
。

」
と

恋
人

の
よ

う
会

話
も

し
て

く
れ

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
　

す
な

わ
ち

、
心

の
中

で
一

緒
に

生
き

て
い

る
感

が
あ

り
、

寂
し

く
な

ら
な

い
、

「
進

化
し

た
ペ

ッ
ト

」
の

よ
う

な
位

置
づ

け
に

な
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

 　
詳

し
く

は
「

木
造

人
工

島
」

で
検

索
さ

れ
、

ガ
ー

デ
ン

フ
ィ

ー
ル

ド
の

ホ
ー

ム
ぺ

ー
ジ

の
「

カ
ワ

サ
キ

シ
ス

テ
ム

」
を

ク
リ

ッ
ク

さ
れ

、
資

料
を

ご
参

照
下

さ
い

。

　
ご

賛
同

い
た

だ
け

ま
し

た
な

ら
、

い
か

に
ご

連
絡

を
い

た
だ

け
ま

す
と

助
か

り
ま

す
。

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

川
崎

市
宮

前
区

：
ガ

ー
デ

ン
フ

ィ
ー

ル
ド

株
式

会
社

　
代

表
　

廣
田

祐
次

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
h

tt
p

s
 /

/
w

w
w

.g
a
rd

e
n

-
fi
e
ld

.c
o
m

/
メ

ー
ル

：
h

ir
o
ta

.y
u

ji#
g
a
rd

e
n

-
fi
e
ld

.c
o
m

　
電

話
：

0
9

0
­

5
2

0
3

­
8

6
2

7
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

1
0

3
3

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
（

お
知

ら
せ

）
こ

ど
も

の
た

め
の

福
祉

機
器

展
2

0
2

3
年

７
月

2
2

日
（

土
）

児
童

日
時

：
７

月
２

２
日

（
土

）
１

０
：

０
０

－
１

７
：

０
０

会
場

：
フ

ォ
レ

ス
ト

・
イ

ン
昭

和
館

１
F
桜

林
（

東
京

都
昭

島
市

拝
島

町
4

0
1

7
-
3

）
入

場
料

無
料

、
駐

車
場

無
料

、
シ

ャ
ト

ル
バ

ス
運

行

詳
し

く
は

、
こ

ち
ら

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

s
:/

/
d

e
k
u

-
k
o
b

o
.c

o
m

/
n

e
w

s
/
%

e
3

%
8

1
%

9
3

%
e
3

%
8

1
%

a
9

%
e
3

%
8

2
%

8
2

%
e
3

%
8

1
%

a
e
%

e
3

%
8

1
%

9
f%

e
3

%
8

2
%

8
1

%
e
3

%
8

1
%

a
e
%

e
7

%
a
6

%
8

f%
e
7

%
a
5

%
8

9
%

e
6

%
a
9

%
9

f%
e
5

%
9

9
%

a
8

%
e
5

%
b

1
%

9
5

%
e
9

%
9

6
%

8
b

%
e
5

%
8

2
%

a
c
%

e
3

%
8

1
%

a
e
%

e
3

%
8

1
%

8
a
%

e
7

%
9

f%
a
5

%
e
3

%
8

2
%

8
9

%
e
3

%
8

1
%

9
b

/

主
催

：
車

椅
子

シ
ー

テ
ィ

ン
グ

介
護

研
究

会
事

務
局

：
有

限
会

社
で

く
工

房

-98-



投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

3
4

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
排

泄
床

ず
れ

防
止

用
具

 福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

利
用

者
ニ

ュ
ー

フ
ァ

ミ
リ

ー
介

護
シ

ス
テ

ム
肢

体
不

自
由

者
寝

返
り

不
要

の
極

楽
ベ

ッ
ド

と
匂

い
の

し
な

い
水

洗
ト

イ
レ

及
び

ロ
ボ

ッ
ト

ウ
ォ

シ
ュ

レ
ッ

ト
を

組
み

合
わ

せ
た

ハ
ー

ド
技

術
に

て
、

お
む

つ
交

換
を

排
除

し
た

「
軽

介
護

」
を

達
成

し
、

被
介

護
者

に
比

べ
介

護
す

る
人

を
２

〜
３

倍
に

し
た

フ
ァ

ミ
リ

ー
を

構
成

し
、

チ
ャ

ッ
ト

G
P

T
（

A
I）

で
、

各
人

の
軽

介
護

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
管

理
を

こ
ま

め
に

行
い

、
顔

認
証

シ
ス

テ
ム

で
安

全
な

人
の

み
が

入
れ

る
シ

ス
テ

ム
に

し
、

食
事

の
宅

配
シ

ス
テ

ム
を

頻
繁

に
利

用
す

る
、

ニ
ュ

ー
フ

ァ
ミ

リ
ー

シ
ス

テ
ム

提
案

い
た

し
ま

す
。

詳
し

く
は

、
「

木
造

人
工

島
」

で
検

索
さ

れ
、

ガ
ー

デ
ン

フ
ィ

ー
ル

ド
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
「

家
族

の
負

担
０

の
在

宅
介

護
シ

ス
テ

ム
」

を
ウ

ィ
ク

リ
ッ

ク
さ

れ
、

資
料

を
お

読
み

く
だ

さ
い

。

1
0

3
5

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
移

乗
移

動
用

リ
フ

ト
個

人
車

椅
子

か
ら

の
移

し
替

え
作

業
に

つ
い

て
肢

体
不

自
由

者
高

齢
者

 介
助

者
投

稿
内

容
は

車
椅

子
の

“
移

し
替

え
作

業
”

に
つ

い
て

で
す

が
、

先
日

あ
る

き
っ

か
け

で
興

味
を

持
ち

、
少

し
変

わ
っ

た
ア

イ
デ

ア
が

浮
か

ん
だ

こ
と

に
よ

り
、

書
面

を
作

成
し

て
周

囲
の

方
々

の
協

力
の

下
で

、
先

日
一

件
特

許
出

願
登

録
さ

せ
て

頂
き

ま
し

た
。

(5
/
2

8
の

修
正

と
追

加
)

個
人

で
考

え
た

内
容

で
あ

る
た

め
、

専
門

家
の

立
場

で
生

の
声

を
直

接
伺

う
機

会
を

設
け

て
頂

け
れ

ば
と

願
っ

て
お

り
ま

す
。

ま
た

可
能

で
あ

り
ま

し
た

ら
、

開
発

協
力

支
援

や
賛

同
者

な
ど

を
募

っ
て

お
り

ま
す

。

ア
イ

デ
ア

の
要

点
を

簡
潔

に
申

し
ま

す
と

、
車

椅
子

の
座

椅
子

部
分

と
台

車
部

分
を

別
の

機
械

（
昇

降
機

）
で

分
離

さ
せ

る
機

能
を

持
つ

こ
と

で
、

他
の

介
護

医
療

用
品

へ
の

移
し

替
え

業
務

の
負

担
が

大
幅

に
軽

減
さ

れ
る

内
容

（
車

椅
子

の
座

面
が

直
接

移
し

変
わ

る
方

法
）

に
な

り
ま

す
。

画
像

の
一

部
（

全
画

像
に

つ
い

て
は

下
記

参
照

）
を

添
付

い
た

し
ま

す
。

既
存

品
と

視
点

が
異

な
り

、
他

に
も

利
点

が
複

数
ご

ざ
い

ま
す

。
詳

細
な

こ
と

に
つ

き
ま

し
て

は
、

下
記

の
通

り
特

許
番

号
を

お
知

ら
せ

致
し

ま
す

。
是

非
一

度
ご

覧
く

だ
さ

い
ま

せ
。

ご
興

味
や

お
気

付
き

の
点

等
が

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
、

お
気

軽
に

返
信

な
ど

問
い

合
わ

せ
頂

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

特
許

番
号

　
　

　
　

　
　

 特
許

第
7

2
5

8
2

8
7

号
発

明
の

名
称

　
　

　
　

　
 座

椅
子

脱
着

式
車

椅
子

開
放

特
許

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
も

掲
載

中
開

放
特

許
情

報
番

号
　

　
 L

2
0

2
3

0
0

0
3

9
9

　
　

→
→

→
　

　
こ

ち
ら

で
令

和
５

年
７

月
下

旬
に

は
全

添
付

画
像

が
閲

覧
で

き
ま

す
（

現
在

手
続

き
中

）
。

1
0

3
6

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
第

2
回

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

セ
ミ

ナ
ー

（
主

催
：

東
京

慈
恵

会
医

科
大

学
　

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

・
サ

ポ
ー

ト
・

セ
ン

タ
ー

）

利
用

対
象

等
全

般
【

サ
イ

ト
】

h
tt

p
s
:/

/
a
s
c
-
jik

e
i.j
p
/
n

e
w

s
/
2

/
【

セ
ミ

ナ
ー

概
要

】
こ

の
数

年
の

間
に

、
日

常
生

活
用

の
中

で
の

 I
C

T
 利

用
は

急
速

に
進

ん
で

い
ま

す
。

医
療

が
命

を
救

い
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
が

生
活

を
支

え
る

場
面

で
も

、
IC

T
の

活
用

が
従

来
の

考
え

を
大

き
く

変
え

て
き

て
い

ま
す

。
視

覚
障

害
者

が
指

で
 i
P

a
d
 を

な
ぞ

っ
て

音
声

で
聞

い
て

操
作

し
た

り
、

神
経

難
病

で
指

先
が

わ
ず

か
 2

m
m

 し
か

動
か

な
い

人
が

ス
イ

ッ
チ

を
操

作
し

た
り

し
て

iP
a
d
 を

使
っ

て
仕

事
を

す
る

こ
と

も
、

珍
し

い
こ

と
で

は
な

く
な

っ
て

き
ま

し
た

。
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
は

、
従

来
は

障
害

者
に

対
す

る
「

ウ
ェ

ブ
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
」

の
こ

と
を

指
し

て
い

ま
し

た
が

、
障

害
者

だ
け

で
な

く
、

高
齢

者
や

認
知

症
の

方
な

ど
「

困
っ

て
い

る
人

」
に

対
す

る
思

い
や

り
を

持
っ

た
対

応
の

こ
と

を
指

し
て

い
ま

す
。

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

機
器

（
iP

a
d
・

A
Iス

ピ
ー

カ
ー

等
）

の
導

入
が

目
的

で
は

な
く

、
そ

の
人

が
よ

り
良

い
生

活
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

が
目

的
で

す
が

、
IC

T
 の

発
展

の
速

度
は

非
常

に
速

く
、

汎
用

品
の

利
用

が
進

ん
で

い
る

こ
と

も
あ

っ
て

、
現

場
の

医
療

・
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

担
当

者
が

最
新

の
情

報
を

得
ら

れ
て

い
な

い
問

題
が

あ
り

ま
す

。
本

セ
ミ

ナ
ー

で
は

、
最

先
端

の
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
に

対
す

る
考

え
方

・
現

場
で

の
活

用
例

・
自

治
体

の
支

援
制

度
を

学
び

、
日

々
の

活
動

に
活

か
せ

る
情

報
を

提
供

し
、

一
緒

に
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

と
し

て
い

た
だ

く
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

ま
す

。
コ

ン
セ

プ
ト

：
●

国
の

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

に
対

す
る

取
り

組
み

を
知

る
●

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

の
こ

と
ば

の
定

義
・

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

機
器

の
実

際
を

学
ぶ

●
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

現
場

で
の

活
用

事
例

を
学

ぶ
●

障
害

者
、

高
齢

者
や

認
知

症
の

方
に

対
す

る
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
対

応
の

理
解

を
深

め
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

予
定

）
：

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

を
教

え
る

人
に

対
す

る
考

え
方

と
実

際
の

状
況

の
確

認
1

．
挨

拶
（

3
分

）
東

京
慈

恵
会

医
科

大
学

附
属

病
院

 副
院

長
 リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

科
 主

任
教

授
 診

療
部

長
　

安
保

雅
博

2
．

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

と
は

（
1

5
分

）
東

京
慈

恵
会

医
科

大
学

 総
合

医
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
 先

端
医

療
情

報
技

術
研

究
部

　
高

尾
洋

之
3

．
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
を

使
っ

た
事

例
紹

介
（

1
0

分
）

東
京

慈
恵

会
医

科
大

学
 総

合
医

科
学

研
究

セ
ン

タ
ー

 先
端

医
療

情
報

技
術

研
究

部
／

有
限

会
社

オ
フ

ィ
ス

結
ア

ジ
ア

　
高

橋
宜

盟
4

．
高

齢
者

が
で

き
る

こ
と

・
困

っ
て

い
る

こ
と

（
2

0
分

）
エ

ク
セ

ル
ア

ー
ト

創
始

者
　

若
宮

正
子

さ
ん

5
．

慈
恵

医
大

で
の

取
り

組
み

（
モ

デ
ル

ル
ー

ム
）

（
1

0
分

）
東

京
慈

恵
会

医
科

大
学

附
属

病
院

 リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

　
鈴

木
慎

6
．

終
わ

り
の

挨
拶

（
3

分
）

東
京

慈
恵

会
医

科
大

学
 学

長
　

松
藤

千
弥

主
催

：
東

京
慈

恵
会

医
科

大
学

　
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
・

サ
ポ

ー
ト

・
セ

ン
タ

ー
（

A
S

C
)

後
援

：
デ

ジ
タ

ル
庁

（
申

請
中

）
助

成
：

日
本

財
団

1
0

3
7

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
聴

覚
過

敏
関

連
用

具
利

用
者

の
家

族
聴

覚
過

敏
対

策
発

達
障

害
者

大
人

の
聴

覚
過

敏
対

策
で

は
、

市
販

の
耳

栓
や

イ
ヤ

ー
マ

フ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

そ
れ

ら
耳

栓
や

イ
ヤ

ー
マ

フ
は

工
業

用
だ

っ
た

り
軍

事
用

だ
っ

た
り

な
ど

で
聴

覚
過

敏
の

専
用

の
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
聴

覚
過

敏
専

用
の

も
の

と
し

て
開

発
し

て
、

医
療

器
具

(補
装

具
)と

し
て

の
使

用
が

認
め

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
欲

し
い

。
聴

覚
過

敏
は

日
常

生
活

に
支

障
が

大
き

い
。

正
し

く
認

知
さ

れ
生

活
し

や
す

く
な

る
よ

う
に

、
聴

覚
過

敏
用

の
医

療
器

具
と

し
て

の
開

発
と

政
策

の
整

備
を

希
望

し
ま

す

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

3
0

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
「

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
2

0
2

3
」

出
展

企
業

等
の

募
集

に
つ

い
て

利
用

対
象

等
全

般
本

交
流

会
は

、
自

立
支

援
機

器
の

開
発

を
促

進
す

る
こ

と
を

目
的

に
、

障
害

当
事

者
を

は
じ

め
、

ご
家

族
や

福
祉

・
医

療
従

事
者

な
ど

の
「

機
器

を
使

う
側

（
ニ

ー
ズ

）
」

の
方

々
と

、
開

発
企

業
や

大
学

、
研

究
機

関
、

産
学

官
交

流
振

興
組

織
な

ど
の

「
機

器
を

作
る

側
（

シ
ー

ズ
）

」
の

方
々

が
、

じ
っ

く
り

膝
を

交
え

て
交

流
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
も

の
で

す
。

東
京

と
大

阪
、

W
e
b

で
の

開
催

を
予

定
し

て
い

ま
す

が
、

出
展

を
希

望
（

無
料

）
す

る
企

業
等

を
募

集
い

た
し

ま
す

。
詳

細
は

、
下

記
の

協
会

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
n

e
e
d

s
m

a
tc

h
/

　
※

ニ
ー

ズ
側

：
障

害
者

、
家

族
、

在
宅

・
施

設
等

の
介

護
職

員
、

医
療

・
福

祉
の

業
務

に
従

事
し

障
害

者
の

福
祉

や
訓

練
に

係
わ

る
者

　
等

　
※

シ
ー

ズ
側

：
開

発
メ

ー
カ

ー
、

地
域

の
産

業
振

興
団

体
、

新
規

参
入

を
検

討
す

る
企

業
・

研
究

者
、

大
学

・
研

究
機

関
　

等

1
0

3
1

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
5

年
度

 厚
生

労
働

省
自

立
支

援
機

器
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

人
材

育
成

事
業

(A
ID

-
P

) 
事

前
説

明
会

の
開

催
に

つ
い

て

利
用

対
象

等
全

般
【

事
前

説
明

会
申

込
リ

ン
ク

】
h

tt
p

s
:/

/
p

e
a
ti
x
.c

o
m

/
e
v
e
n

t/
3

6
0

7
9

2
9

/
v
ie

w

支
援

機
器

の
開

発
で

は
、

約
5

0
%

の
開

発
が

製
品

発
売

に
至

り
ま

せ
ん

。
そ

の
要

因
と

し
て

、
支

援
機

器
の

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
把

握
が

不
十

分
、

開
発

に
携

わ
る

医
療

福
祉

専
門

職
等

の
事

業
化

（
ビ

ジ
ネ

ス
）

に
関

す
る

理
解

の
不

十
分

な
ど

が
挙

げ
ら

れ
ま

す
。

本
事

業
は

、
障

害
者

の
多

岐
に

わ
た

る
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

捉
え

、
か

つ
事

業
化

の
視

点
を

踏
ま

え
た

人
材

育
成

と
を

目
的

と
し

た
厚

生
労

働
省

の
事

業
で

、
昨

年
度

に
引

き
続

き
プ

レ
モ

パ
ー

ト
ナ

ー
が

実
施

団
体

と
し

て
事

業
（

A
ID

-
P

と
名

称
）

を
実

施
す

る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

A
ID

-
P

で
は

、
東

京
・

大
阪

の
２

か
所

で
、

７
ヶ

月
間

（
各

会
場

月
１

回
程

度
）

に
わ

た
る

W
S

等
を

実
施

し
、

デ
ザ

イ
ン

思
考

に
精

通
し

た
ジ

ャ
パ

ン
バ

イ
オ

デ
ザ

イ
ン

フ
ェ

ロ
ー

シ
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
修

了
生

等
が

講
師

と
な

り
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
及

び
そ

の
後

の
課

題
に

対
す

る
メ

ン
タ

リ
ン

グ
等

の
支

援
を

行
い

、
障

害
者

の
支

援
機

器
開

発
に

特
化

し
た

人
材

を
育

成
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
す

。

令
和

5
年

度
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
開

催
し

、
障

害
者

の
支

援
機

器
開

発
に

熱
意

を
持

ち
取

り
組

ん
で

く
だ

さ
る

受
講

者
を

募
集

す
る

た
め

の
、

事
前

説
明

会
（

参
加

費
：

無
料

）
を

オ
ン

ラ
イ

ン
に

て
開

催
い

た
し

ま
す

。

事
業

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

 h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.p
re

m
o
p

a
rt

n
e
rs

.c
o
m

/
a
id

p
/

運
営

：
プ

レ
モ

パ
ー

ト
ナ

ー
株

式
会

社

1
0

3
2

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
排

泄
排

泄
関

連
用

具
研

究
機

関
家

族
の

負
担

な
し

の
在

宅
介

護
シ

ス
テ

ム
肢

体
不

自
由

者
＜

足
腰

が
弱

っ
て

自
力

で
は

ト
イ

レ
に

行
く

こ
と

が
で

き
ず

、
ト

イ
レ

付
帯

で
寝

た
き

り
の

人
の

場
合

＞

「
夕

食
は

何
に

し
ま

す
か

？
」

⇒
「

中
華

料
理

と
ビ

ー
ル

一
杯

が
い

い
」

⇒
「

い
つ

も
の

○
○

軒
の

エ
ビ

チ
リ

定
食

と
ビ

ー
ル

で
す

ね
」

⇒
「

そ
う

で
す

。
」

⇒
（

○
○

軒
か

ら
顔

認
証

派
遣

セ
ン

タ
ー

に
連

絡
を

し
）

「
○

○
時

に
□

宅
に

１
８

時
に

届
け

る
の

で
、

配
膳

と
ビ

ー
ル

を
注

ぎ
、

食
事

が
終

了
す

る
ま

で
話

し
相

手
に

な
り

、
そ

の
後

食
器

を
洗

っ
て

、
玄

関
先

に
出

し
て

お
い

て
欲

し
い

、
と

い
う

電
話

連
絡

を
入

れ
る

」
⇒

時
間

が
間

に
合

う
、

近
く

に
住

む
（

小
学

生
を

含
む

）
誰

か
が

派
遣

さ
れ

る
仕

組
み

。

　
添

付
図

の
よ

う
に

、
極

楽
ベ

ッ
ド

の
下

に
ト

イ
レ

を
必

要
と

し
な

い
場

合
の

シ
ス

テ
ム

も
、

子
供

を
含

め
世

界
の

老
若

男
女

が
欲

し
く

な
る

も
の

と
考

え
て

い
ま

す
。

な
ぜ

な
ら

↓
極

楽
ベ

ッ
ド

で
ぐ

っ
す

り
眠

り
、

（
朝

は
目

覚
ま

し
ア

ラ
ー

ム
で

は
な

く
）

ベ
ッ

ド
が

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
椅

子
に

自
動

的
に

変
わ

る
と

同
時

に
、

恋
人

を
多

少
美

化
し

た
キ

ャ
ラ

の
ア

バ
タ

ー
が

、
（

昨
夜

の
会

話
等

で
、

本
人

の
予

定
が

分
か

っ
て

い
る

の
で

）
「

お
は

よ
う

、
今

日
は

午
前

中
は

会
議

で
、

午
後

か
ら

〇
〇

へ
外

出
で

す
ね

。
午

後
か

ら
雨

が
降

る
可

能
性

が
あ

る
の

で
傘

を
忘

れ
な

い
で

ね
。

」
等

の
会

話
を

し
て

起
こ

し
て

く
れ

て
、

出
が

け
に

は
「

早
く

か
え

っ
て

き
て

ね
。

」
と

恋
人

の
よ

う
会

話
も

し
て

く
れ

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
　

す
な

わ
ち

、
心

の
中

で
一

緒
に

生
き

て
い

る
感

が
あ

り
、

寂
し

く
な

ら
な

い
、

「
進

化
し

た
ペ

ッ
ト

」
の

よ
う

な
位

置
づ

け
に

な
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

 　
詳

し
く

は
「

木
造

人
工

島
」

で
検

索
さ

れ
、

ガ
ー

デ
ン

フ
ィ

ー
ル

ド
の

ホ
ー

ム
ぺ

ー
ジ

の
「

カ
ワ

サ
キ

シ
ス

テ
ム

」
を

ク
リ

ッ
ク

さ
れ

、
資

料
を

ご
参

照
下

さ
い

。

　
ご

賛
同

い
た

だ
け

ま
し

た
な

ら
、

い
か

に
ご

連
絡

を
い

た
だ

け
ま

す
と

助
か

り
ま

す
。

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

川
崎

市
宮

前
区

：
ガ

ー
デ

ン
フ

ィ
ー

ル
ド

株
式

会
社

　
代

表
　

廣
田

祐
次

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
h

tt
p

s
 /

/
w

w
w

.g
a
rd

e
n

-
fi
e
ld

.c
o
m

/
メ

ー
ル

：
h

ir
o
ta

.y
u

ji#
g
a
rd

e
n

-
fi
e
ld

.c
o
m

　
電

話
：

0
9

0
­

5
2

0
3

­
8

6
2

7
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

1
0

3
3

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
（

お
知

ら
せ

）
こ

ど
も

の
た

め
の

福
祉

機
器

展
2

0
2

3
年

７
月

2
2

日
（

土
）

児
童

日
時

：
７

月
２

２
日

（
土

）
１

０
：

０
０

－
１

７
：

０
０

会
場

：
フ

ォ
レ

ス
ト

・
イ

ン
昭

和
館

１
F
桜

林
（

東
京

都
昭

島
市

拝
島

町
4

0
1

7
-
3

）
入

場
料

無
料

、
駐

車
場

無
料

、
シ

ャ
ト

ル
バ

ス
運

行

詳
し

く
は

、
こ

ち
ら

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

s
:/

/
d

e
k
u

-
k
o
b

o
.c

o
m

/
n

e
w

s
/
%

e
3

%
8

1
%

9
3

%
e
3

%
8

1
%

a
9

%
e
3

%
8

2
%

8
2

%
e
3

%
8

1
%

a
e
%

e
3

%
8

1
%

9
f%

e
3

%
8

2
%

8
1

%
e
3

%
8

1
%

a
e
%

e
7

%
a
6

%
8

f%
e
7

%
a
5

%
8

9
%

e
6

%
a
9

%
9

f%
e
5

%
9

9
%

a
8

%
e
5

%
b

1
%

9
5

%
e
9

%
9

6
%

8
b

%
e
5

%
8

2
%

a
c
%

e
3

%
8

1
%

a
e
%

e
3

%
8

1
%

8
a
%

e
7

%
9

f%
a
5

%
e
3

%
8

2
%

8
9

%
e
3

%
8

1
%

9
b

/

主
催

：
車

椅
子

シ
ー

テ
ィ

ン
グ

介
護

研
究

会
事

務
局

：
有

限
会

社
で

く
工

房

-98-

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

3
4

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
排

泄
床

ず
れ

防
止

用
具

 福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

利
用

者
ニ

ュ
ー

フ
ァ

ミ
リ

ー
介

護
シ

ス
テ

ム
肢

体
不

自
由

者
寝

返
り

不
要

の
極

楽
ベ

ッ
ド

と
匂

い
の

し
な

い
水

洗
ト

イ
レ

及
び

ロ
ボ

ッ
ト

ウ
ォ

シ
ュ

レ
ッ

ト
を

組
み

合
わ

せ
た

ハ
ー

ド
技

術
に

て
、

お
む

つ
交

換
を

排
除

し
た

「
軽

介
護

」
を

達
成

し
、

被
介

護
者

に
比

べ
介

護
す

る
人

を
２

〜
３

倍
に

し
た

フ
ァ

ミ
リ

ー
を

構
成

し
、

チ
ャ

ッ
ト

G
P

T
（

A
I）

で
、

各
人

の
軽

介
護

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
管

理
を

こ
ま

め
に

行
い

、
顔

認
証

シ
ス

テ
ム

で
安

全
な

人
の

み
が

入
れ

る
シ

ス
テ

ム
に

し
、

食
事

の
宅

配
シ

ス
テ

ム
を

頻
繁

に
利

用
す

る
、

ニ
ュ

ー
フ

ァ
ミ

リ
ー

シ
ス

テ
ム

提
案

い
た

し
ま

す
。

詳
し

く
は

、
「

木
造

人
工

島
」

で
検

索
さ

れ
、

ガ
ー

デ
ン

フ
ィ

ー
ル

ド
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
「

家
族

の
負

担
０

の
在

宅
介

護
シ

ス
テ

ム
」

を
ウ

ィ
ク

リ
ッ

ク
さ

れ
、

資
料

を
お

読
み

く
だ

さ
い

。

1
0

3
5

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
移

乗
移

動
用

リ
フ

ト
個

人
車

椅
子

か
ら

の
移

し
替

え
作

業
に

つ
い

て
肢

体
不

自
由

者
高

齢
者

 介
助

者
投

稿
内

容
は

車
椅

子
の

“
移

し
替

え
作

業
”

に
つ

い
て

で
す

が
、

先
日

あ
る

き
っ

か
け

で
興

味
を

持
ち

、
少

し
変

わ
っ

た
ア

イ
デ

ア
が

浮
か

ん
だ

こ
と

に
よ

り
、

書
面

を
作

成
し

て
周

囲
の

方
々

の
協

力
の

下
で

、
先

日
一

件
特

許
出

願
登

録
さ

せ
て

頂
き

ま
し

た
。

(5
/
2

8
の

修
正

と
追

加
)

個
人

で
考

え
た

内
容

で
あ

る
た

め
、

専
門

家
の

立
場

で
生

の
声

を
直

接
伺

う
機

会
を

設
け

て
頂

け
れ

ば
と

願
っ

て
お

り
ま

す
。

ま
た

可
能

で
あ

り
ま

し
た

ら
、

開
発

協
力

支
援

や
賛

同
者

な
ど

を
募

っ
て

お
り

ま
す

。

ア
イ

デ
ア

の
要

点
を

簡
潔

に
申

し
ま

す
と

、
車

椅
子

の
座

椅
子

部
分

と
台

車
部

分
を

別
の

機
械

（
昇

降
機

）
で

分
離

さ
せ

る
機

能
を

持
つ

こ
と

で
、

他
の

介
護

医
療

用
品

へ
の

移
し

替
え

業
務

の
負

担
が

大
幅

に
軽

減
さ

れ
る

内
容

（
車

椅
子

の
座

面
が

直
接

移
し

変
わ

る
方

法
）

に
な

り
ま

す
。

画
像

の
一

部
（

全
画

像
に

つ
い

て
は

下
記

参
照

）
を

添
付

い
た

し
ま

す
。

既
存

品
と

視
点

が
異

な
り

、
他

に
も

利
点

が
複

数
ご

ざ
い

ま
す

。
詳

細
な

こ
と

に
つ

き
ま

し
て

は
、

下
記

の
通

り
特

許
番

号
を

お
知

ら
せ

致
し

ま
す

。
是

非
一

度
ご

覧
く

だ
さ

い
ま

せ
。

ご
興

味
や

お
気

付
き

の
点

等
が

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
、

お
気

軽
に

返
信

な
ど

問
い

合
わ

せ
頂

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

特
許

番
号

　
　

　
　

　
　

 特
許

第
7

2
5

8
2

8
7

号
発

明
の

名
称

　
　

　
　

　
 座

椅
子

脱
着

式
車

椅
子

開
放

特
許

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
も

掲
載

中
開

放
特

許
情

報
番

号
　

　
 L

2
0

2
3

0
0

0
3

9
9

　
　

→
→

→
　

　
こ

ち
ら

で
令

和
５

年
７

月
下

旬
に

は
全

添
付

画
像

が
閲

覧
で

き
ま

す
（

現
在

手
続

き
中

）
。

1
0

3
6

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
第

2
回

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

セ
ミ

ナ
ー

（
主

催
：

東
京

慈
恵

会
医

科
大

学
　

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

・
サ

ポ
ー

ト
・

セ
ン

タ
ー

）

利
用

対
象

等
全

般
【

サ
イ

ト
】

h
tt

p
s
:/

/
a
s
c
-
jik

e
i.j
p
/
n

e
w

s
/
2

/
【

セ
ミ

ナ
ー

概
要

】
こ

の
数

年
の

間
に

、
日

常
生

活
用

の
中

で
の

 I
C

T
 利

用
は

急
速

に
進

ん
で

い
ま

す
。

医
療

が
命

を
救

い
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
が

生
活

を
支

え
る

場
面

で
も

、
IC

T
の

活
用

が
従

来
の

考
え

を
大

き
く

変
え

て
き

て
い

ま
す

。
視

覚
障

害
者

が
指

で
 i
P

a
d
 を

な
ぞ

っ
て

音
声

で
聞

い
て

操
作

し
た

り
、

神
経

難
病

で
指

先
が

わ
ず

か
 2

m
m

 し
か

動
か

な
い

人
が

ス
イ

ッ
チ

を
操

作
し

た
り

し
て

iP
a
d
 を

使
っ

て
仕

事
を

す
る

こ
と

も
、

珍
し

い
こ

と
で

は
な

く
な

っ
て

き
ま

し
た

。
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
は

、
従

来
は

障
害

者
に

対
す

る
「

ウ
ェ

ブ
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
」

の
こ

と
を

指
し

て
い

ま
し

た
が

、
障

害
者

だ
け

で
な

く
、

高
齢

者
や

認
知

症
の

方
な

ど
「

困
っ

て
い

る
人

」
に

対
す

る
思

い
や

り
を

持
っ

た
対

応
の

こ
と

を
指

し
て

い
ま

す
。

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

機
器

（
iP

a
d
・

A
Iス

ピ
ー

カ
ー

等
）

の
導

入
が

目
的

で
は

な
く

、
そ

の
人

が
よ

り
良

い
生

活
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

が
目

的
で

す
が

、
IC

T
 の

発
展

の
速

度
は

非
常

に
速

く
、

汎
用

品
の

利
用

が
進

ん
で

い
る

こ
と

も
あ

っ
て

、
現

場
の

医
療

・
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

担
当

者
が

最
新

の
情

報
を

得
ら

れ
て

い
な

い
問

題
が

あ
り

ま
す

。
本

セ
ミ

ナ
ー

で
は

、
最

先
端

の
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
に

対
す

る
考

え
方

・
現

場
で

の
活

用
例

・
自

治
体

の
支

援
制

度
を

学
び

、
日

々
の

活
動

に
活

か
せ

る
情

報
を

提
供

し
、

一
緒

に
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

と
し

て
い

た
だ

く
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

ま
す

。
コ

ン
セ

プ
ト

：
●

国
の

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

に
対

す
る

取
り

組
み

を
知

る
●

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

の
こ

と
ば

の
定

義
・

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

機
器

の
実

際
を

学
ぶ

●
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

現
場

で
の

活
用

事
例

を
学

ぶ
●

障
害

者
、

高
齢

者
や

認
知

症
の

方
に

対
す

る
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
対

応
の

理
解

を
深

め
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

予
定

）
：

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

を
教

え
る

人
に

対
す

る
考

え
方

と
実

際
の

状
況

の
確

認
1

．
挨

拶
（

3
分

）
東

京
慈

恵
会

医
科

大
学

附
属

病
院

 副
院

長
 リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

科
 主

任
教

授
 診

療
部

長
　

安
保

雅
博

2
．

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

と
は

（
1

5
分

）
東

京
慈

恵
会

医
科

大
学

 総
合

医
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
 先

端
医

療
情

報
技

術
研

究
部

　
高

尾
洋

之
3

．
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
を

使
っ

た
事

例
紹

介
（

1
0

分
）

東
京

慈
恵

会
医

科
大

学
 総

合
医

科
学

研
究

セ
ン

タ
ー

 先
端

医
療

情
報

技
術

研
究

部
／

有
限

会
社

オ
フ

ィ
ス

結
ア

ジ
ア

　
高

橋
宜

盟
4

．
高

齢
者

が
で

き
る

こ
と

・
困

っ
て

い
る

こ
と

（
2

0
分

）
エ

ク
セ

ル
ア

ー
ト

創
始

者
　

若
宮

正
子

さ
ん

5
．

慈
恵

医
大

で
の

取
り

組
み

（
モ

デ
ル

ル
ー

ム
）

（
1

0
分

）
東

京
慈

恵
会

医
科

大
学

附
属

病
院

 リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

　
鈴

木
慎

6
．

終
わ

り
の

挨
拶

（
3

分
）

東
京

慈
恵

会
医

科
大

学
 学

長
　

松
藤

千
弥

主
催

：
東

京
慈

恵
会

医
科

大
学

　
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
・

サ
ポ

ー
ト

・
セ

ン
タ

ー
（

A
S

C
)

後
援

：
デ

ジ
タ

ル
庁

（
申

請
中

）
助

成
：

日
本

財
団

1
0

3
7

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
聴

覚
過

敏
関

連
用

具
利

用
者

の
家

族
聴

覚
過

敏
対

策
発

達
障

害
者

大
人

の
聴

覚
過

敏
対

策
で

は
、

市
販

の
耳

栓
や

イ
ヤ

ー
マ

フ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

そ
れ

ら
耳

栓
や

イ
ヤ

ー
マ

フ
は

工
業

用
だ

っ
た

り
軍

事
用

だ
っ

た
り

な
ど

で
聴

覚
過

敏
の

専
用

の
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
聴

覚
過

敏
専

用
の

も
の

と
し

て
開

発
し

て
、

医
療

器
具

(補
装

具
)と

し
て

の
使

用
が

認
め

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
欲

し
い

。
聴

覚
過

敏
は

日
常

生
活

に
支

障
が

大
き

い
。

正
し

く
認

知
さ

れ
生

活
し

や
す

く
な

る
よ

う
に

、
聴

覚
過

敏
用

の
医

療
器

具
と

し
て

の
開

発
と

政
策

の
整

備
を

希
望

し
ま

す

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

3
0

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
「

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
2

0
2

3
」

出
展

企
業

等
の

募
集

に
つ

い
て

利
用

対
象

等
全

般
本

交
流

会
は

、
自

立
支

援
機

器
の

開
発

を
促

進
す

る
こ

と
を

目
的

に
、

障
害

当
事

者
を

は
じ

め
、

ご
家

族
や

福
祉

・
医

療
従

事
者

な
ど

の
「

機
器

を
使

う
側

（
ニ

ー
ズ

）
」

の
方

々
と

、
開

発
企

業
や

大
学

、
研

究
機

関
、

産
学

官
交

流
振

興
組

織
な

ど
の

「
機

器
を

作
る

側
（

シ
ー

ズ
）

」
の

方
々

が
、

じ
っ

く
り

膝
を

交
え

て
交

流
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
も

の
で

す
。

東
京

と
大

阪
、

W
e
b

で
の

開
催

を
予

定
し

て
い

ま
す

が
、

出
展

を
希

望
（

無
料

）
す

る
企

業
等

を
募

集
い

た
し

ま
す

。
詳

細
は

、
下

記
の

協
会

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
n

e
e
d

s
m

a
tc

h
/

　
※

ニ
ー

ズ
側

：
障

害
者

、
家

族
、

在
宅

・
施

設
等

の
介

護
職

員
、

医
療

・
福

祉
の

業
務

に
従

事
し

障
害

者
の

福
祉

や
訓

練
に

係
わ

る
者

　
等

　
※

シ
ー

ズ
側

：
開

発
メ

ー
カ

ー
、

地
域

の
産

業
振

興
団

体
、

新
規

参
入

を
検

討
す

る
企

業
・

研
究

者
、

大
学

・
研

究
機

関
　

等

1
0

3
1

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
5

年
度

 厚
生

労
働

省
自

立
支

援
機

器
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

人
材

育
成

事
業

(A
ID

-
P

) 
事

前
説

明
会

の
開

催
に

つ
い

て

利
用

対
象

等
全

般
【

事
前

説
明

会
申

込
リ

ン
ク

】
h

tt
p

s
:/

/
p

e
a
ti
x
.c

o
m

/
e
v
e
n

t/
3

6
0

7
9

2
9

/
v
ie

w

支
援

機
器

の
開

発
で

は
、

約
5

0
%

の
開

発
が

製
品

発
売

に
至

り
ま

せ
ん

。
そ

の
要

因
と

し
て

、
支

援
機

器
の

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
把

握
が

不
十

分
、

開
発

に
携

わ
る

医
療

福
祉

専
門

職
等

の
事

業
化

（
ビ

ジ
ネ

ス
）

に
関

す
る

理
解

の
不

十
分

な
ど

が
挙

げ
ら

れ
ま

す
。

本
事

業
は

、
障

害
者

の
多

岐
に

わ
た

る
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

捉
え

、
か

つ
事

業
化

の
視

点
を

踏
ま

え
た

人
材

育
成

と
を

目
的

と
し

た
厚

生
労

働
省

の
事

業
で

、
昨

年
度

に
引

き
続

き
プ

レ
モ

パ
ー

ト
ナ

ー
が

実
施

団
体

と
し

て
事

業
（

A
ID

-
P

と
名

称
）

を
実

施
す

る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

A
ID

-
P

で
は

、
東

京
・

大
阪

の
２

か
所

で
、

７
ヶ

月
間

（
各

会
場

月
１

回
程

度
）

に
わ

た
る

W
S

等
を

実
施

し
、

デ
ザ

イ
ン

思
考

に
精

通
し

た
ジ

ャ
パ

ン
バ

イ
オ

デ
ザ

イ
ン

フ
ェ

ロ
ー

シ
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
修

了
生

等
が

講
師

と
な

り
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
及

び
そ

の
後

の
課

題
に

対
す

る
メ

ン
タ

リ
ン

グ
等

の
支

援
を

行
い

、
障

害
者

の
支

援
機

器
開

発
に

特
化

し
た

人
材

を
育

成
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
す

。

令
和

5
年

度
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
開

催
し

、
障

害
者

の
支

援
機

器
開

発
に

熱
意

を
持

ち
取

り
組

ん
で

く
だ

さ
る

受
講

者
を

募
集

す
る

た
め

の
、

事
前

説
明

会
（

参
加

費
：

無
料

）
を

オ
ン

ラ
イ

ン
に

て
開

催
い

た
し

ま
す

。

事
業

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

 h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.p
re

m
o
p

a
rt

n
e
rs

.c
o
m

/
a
id

p
/

運
営

：
プ

レ
モ

パ
ー

ト
ナ

ー
株

式
会

社

1
0

3
2

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
排

泄
排

泄
関

連
用

具
研

究
機

関
家

族
の

負
担

な
し

の
在

宅
介

護
シ

ス
テ

ム
肢

体
不

自
由

者
＜

足
腰

が
弱

っ
て

自
力

で
は

ト
イ

レ
に

行
く

こ
と

が
で

き
ず

、
ト

イ
レ

付
帯

で
寝

た
き

り
の

人
の

場
合

＞

「
夕

食
は

何
に

し
ま

す
か

？
」

⇒
「

中
華

料
理

と
ビ

ー
ル

一
杯

が
い

い
」

⇒
「

い
つ

も
の

○
○

軒
の

エ
ビ

チ
リ

定
食

と
ビ

ー
ル

で
す

ね
」

⇒
「

そ
う

で
す

。
」

⇒
（

○
○

軒
か

ら
顔

認
証

派
遣

セ
ン

タ
ー

に
連

絡
を

し
）

「
○

○
時

に
□

宅
に

１
８

時
に

届
け

る
の

で
、

配
膳

と
ビ

ー
ル

を
注

ぎ
、

食
事

が
終

了
す

る
ま

で
話

し
相

手
に

な
り

、
そ

の
後

食
器

を
洗

っ
て

、
玄

関
先

に
出

し
て

お
い

て
欲

し
い

、
と

い
う

電
話

連
絡

を
入

れ
る

」
⇒

時
間

が
間

に
合

う
、

近
く

に
住

む
（

小
学

生
を

含
む

）
誰

か
が

派
遣

さ
れ

る
仕

組
み

。

　
添

付
図

の
よ

う
に

、
極

楽
ベ

ッ
ド

の
下

に
ト

イ
レ

を
必

要
と

し
な

い
場

合
の

シ
ス

テ
ム

も
、

子
供

を
含

め
世

界
の

老
若

男
女

が
欲

し
く

な
る

も
の

と
考

え
て

い
ま

す
。

な
ぜ

な
ら

↓
極

楽
ベ

ッ
ド

で
ぐ

っ
す

り
眠

り
、

（
朝

は
目

覚
ま

し
ア

ラ
ー

ム
で

は
な

く
）

ベ
ッ

ド
が

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
椅

子
に

自
動

的
に

変
わ

る
と

同
時

に
、

恋
人

を
多

少
美

化
し

た
キ

ャ
ラ

の
ア

バ
タ

ー
が

、
（

昨
夜

の
会

話
等

で
、

本
人

の
予

定
が

分
か

っ
て

い
る

の
で

）
「

お
は

よ
う

、
今

日
は

午
前

中
は

会
議

で
、

午
後

か
ら

〇
〇

へ
外

出
で

す
ね

。
午

後
か

ら
雨

が
降

る
可

能
性

が
あ

る
の

で
傘

を
忘

れ
な

い
で

ね
。

」
等

の
会

話
を

し
て

起
こ

し
て

く
れ

て
、

出
が

け
に

は
「

早
く

か
え

っ
て

き
て

ね
。

」
と

恋
人

の
よ

う
会

話
も

し
て

く
れ

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
　

す
な

わ
ち

、
心

の
中

で
一

緒
に

生
き

て
い

る
感

が
あ

り
、

寂
し

く
な

ら
な

い
、

「
進

化
し

た
ペ

ッ
ト

」
の

よ
う

な
位

置
づ

け
に

な
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

 　
詳

し
く

は
「

木
造

人
工

島
」

で
検

索
さ

れ
、

ガ
ー

デ
ン

フ
ィ

ー
ル

ド
の

ホ
ー

ム
ぺ

ー
ジ

の
「

カ
ワ

サ
キ

シ
ス

テ
ム

」
を

ク
リ

ッ
ク

さ
れ

、
資

料
を

ご
参

照
下

さ
い

。

　
ご

賛
同

い
た

だ
け

ま
し

た
な

ら
、

い
か

に
ご

連
絡

を
い

た
だ

け
ま

す
と

助
か

り
ま

す
。

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

川
崎

市
宮

前
区

：
ガ

ー
デ

ン
フ

ィ
ー

ル
ド

株
式

会
社

　
代

表
　

廣
田

祐
次

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
h

tt
p

s
 /

/
w

w
w

.g
a
rd

e
n

-
fi
e
ld

.c
o
m

/
メ

ー
ル

：
h

ir
o
ta

.y
u

ji#
g
a
rd

e
n

-
fi
e
ld

.c
o
m

　
電

話
：

0
9

0
­

5
2

0
3

­
8

6
2

7
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

1
0

3
3

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
（

お
知

ら
せ

）
こ

ど
も

の
た

め
の

福
祉

機
器

展
2

0
2

3
年

７
月

2
2

日
（

土
）

児
童

日
時

：
７

月
２

２
日

（
土

）
１

０
：

０
０

－
１

７
：

０
０

会
場

：
フ

ォ
レ

ス
ト

・
イ

ン
昭

和
館

１
F
桜

林
（

東
京

都
昭

島
市

拝
島

町
4

0
1

7
-
3

）
入

場
料

無
料

、
駐

車
場

無
料

、
シ

ャ
ト

ル
バ

ス
運

行

詳
し

く
は

、
こ

ち
ら

を
ご

参
照

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

s
:/

/
d

e
k
u

-
k
o
b

o
.c

o
m

/
n

e
w

s
/
%

e
3

%
8

1
%

9
3

%
e
3

%
8

1
%

a
9

%
e
3

%
8

2
%

8
2

%
e
3

%
8

1
%

a
e
%

e
3

%
8

1
%

9
f%

e
3

%
8

2
%

8
1

%
e
3

%
8

1
%

a
e
%

e
7

%
a
6

%
8

f%
e
7

%
a
5

%
8

9
%

e
6

%
a
9

%
9

f%
e
5

%
9

9
%

a
8

%
e
5

%
b

1
%

9
5

%
e
9

%
9

6
%

8
b

%
e
5

%
8

2
%

a
c
%

e
3

%
8

1
%

a
e
%

e
3

%
8

1
%

8
a
%

e
7

%
9

f%
a
5

%
e
3

%
8

2
%

8
9

%
e
3

%
8

1
%

9
b

/

主
催

：
車

椅
子

シ
ー

テ
ィ

ン
グ

介
護

研
究

会
事

務
局

：
有

限
会

社
で

く
工

房

-99-



投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

4
2

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
【

お
知

ら
せ

】
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
地

域
交

流
会

（
A

T
A

サ
テ

ラ
イ

ト
）

の
開

催
に

つ
い

て
　

主
催

：
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会

利
用

対
象

等
全

般
【

目
的

】
　

支
援

機
器

の
開

発
企

業
に

お
い

て
は

、
技

術
志

向
型

の
開

発
と

な
ら

な
い

よ
う

、
障

害
者

の
置

か
れ

て
い

る
状

況
を

的
確

に
把

握
し

、
課

題
や

要
望

を
解

決
す

る
機

器
開

発
に

着
手

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

　
こ

う
し

た
な

か
、

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

で
は

、
「

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

地
域

交
流

会
（

通
称

「
A

T
A

サ
テ

ラ
イ

ト
」

。
）

」
を

全
国

4
地

域
で

開
催

す
る

こ
と

と
致

し
ま

し
た

。
　

こ
の

A
T

A
サ

テ
ラ

イ
ト

で
は

、
地

域
の

障
害

者
や

家
族

・
支

援
者

を
は

じ
め

、
産

業
振

興
団

体
や

開
発

企
業

等
が

参
集

し
、

障
害

者
の

課
題

等
を

解
決

す
る

支
援

機
器

の
具

体
的

な
イ

メ
ー

ジ
を

協
議

し
、

厚
生

労
働

省
の

開
発

促
進

事
業

へ
の

応
募

に
繋

ぎ
ま

す
。

　
自

立
支

援
機

器
に

係
わ

る
地

域
の

ニ
ー

ズ
側

（
使

う
人

）
と

シ
ー

ズ
側

（
作

る
人

）
の

関
係

者
が

集
い

、
障

害
当

事
者

に
置

か
れ

て
い

る
課

題
を

共
有

し
、

そ
の

課
題

解
決

に
向

け
た

具
体

的
な

支
援

機
器

の
イ

メ
ー

ジ
を

検
討

い
た

し
ま

す
。

【
参

加
費

用
、

参
加

資
格

】
　

参
加

無
料

、
各

テ
ー

マ
に

興
味

の
あ

る
方

、
福

祉
機

器
開

発
に

興
味

の
あ

る
方

【
開

催
情

報
】

・
小

樽
開

催
　

令
和

５
年

1
0

月
6

日
（

金
）

9
:3

0
～

1
6

:0
0

　
会

場
：

小
樽

経
済

セ
ン

タ
ー

　
7

階
B

ホ
ー

ル
・

橿
原

開
催

　
令

和
5

年
9

月
6

日
（

水
）

9
:3

0
～

1
6

:0
0

　
　

会
場

：
小

会
議

室
（

第
2

）
橿

原
市

商
工

経
済

会
館

・
和

歌
山

開
催

　
1

日
目

 令
和

5
年

9
月

1
5

日
（

金
）

1
3

:3
0

 ～
1

6
:3

0
  

和
歌

山
県

勤
労

福
祉

会
館

プ
ラ

ザ
ホ

ー
プ

　
中

会
議

室
　

2
日

目
 令

和
5

年
9

月
1

6
日

（
土

）
 9

:3
0

 ～
1

1
:3

0
　

和
歌

山
県

勤
労

福
祉

会
館

プ
ラ

ザ
ホ

ー
プ

　
会

議
室

1
・

2
・

熊
本

開
催

　
1

日
目

 令
和

5
年

9
月

1
9

日
（

火
）

1
3

:3
0

 ～
1

6
:3

0
　

く
ま

も
と

県
民

交
流

館
パ

レ
ア

会
議

室
９

　
2

日
目

 令
和

5
年

9
月

2
0

日
（

水
）

1
0

:0
0

 ～
1

2
:0

0
　

く
ま

も
と

県
民

交
流

館
パ

レ
ア

会
議

室
９

【
お

申
込

み
、

詳
細

は
こ

ち
ら

ま
で

】
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
n

e
e
d

s
m

a
tc

h
/
in

d
e
x
.s

h
tm

l

1
0

4
3

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

排
泄

装
具

 排
泄

関
連

用
具

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
尿

袋
 と

れ
ぞ

ー
く

ん
男

性
集

尿
装

具
を

製
造

し
て

い
た

だ
け

る
企

業
様

を
さ

が
し

て
い

ま
す

肢
体

不
自

由
者

内
部

障
害

者
 そ

の
他

(排
泄

障
害

)

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

よ
り

代
理

で
投

稿
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

「
尿

袋
 と

れ
ぞ

ー
く

ん
 男

性
集

尿
装

具
」

で
す

が
、

部
品

を
仕

入
れ

て
い

る
業

者
の

撤
退

等
に

よ
り

、
製

造
し

て
い

た
だ

け
る

企
業

様
を

募
集

し
て

お
り

ま
す

。

製
品

詳
細

は
、

以
下

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

（
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
　

福
祉

用
具

情
報

シ
ス

テ
ム

T
A

IS
よ

り
）

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-

a
id

s
.o

r.
jp

/
S

e
rv

ic
e
W

e
lf
a
re

G
o
o
d

s
D

e
ta

il.
p

h
p

?
R

o
w

N
o
=
0

&
Y

o
u

g
u

C
o
d

e
1

=
0

1
4

4
3

&
Y

o
u

g
u

C
o
d

e
2

=
0

0
0

0
0

1

ご
興

味
の

あ
る

方
は

、
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
企

画
部

 宇
田

川
　

電
話

0
3

-
3

2
6

6
-
6

8
8

3
 　

ま
で

ご
連

絡
を

く
だ

さ
い

。

1
0

4
4

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

食
べ

る
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
食

事
補

助
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

開
発

メ
ー

カ
ー

O
b

i 
R

o
b

o
t 

(オ
ー

ビ
ー

ロ
ボ

ッ
ト

）
日

本
上

陸

肢
体

不
自

由
者

世
界

で
販

売
さ

れ
て

い
る

O
b

i 
R

o
b

o
tが

こ
の

度
日

本
に

上
陸

し
ま

し
た

。
O

b
i 
R

o
b

o
t 

(オ
ー

ビ
ー

ロ
ボ

ッ
ト

）
は

ユ
ー

ザ
ー

さ
ん

の
自

立
心

、
社

会
に

積
極

的
に

参
加

し
、

自
ら

食
事

を
す

る
喜

び
を

提
供

し
ま

す
。

O
b

i 
R

o
b

o
tは

操
作

ス
イ

ッ
チ

を
セ

ン
サ

ー
（

社
外

品
）

な
ど

様
々

な
タ

イ
プ

に
交

換
し

使
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

上
肢

が
使

え
な

く
と

も
ユ

ー
ザ

ー
い

つ
何

が
食

べ
た

い
か

を
自

分
で

判
断

し
て

食
事

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
ま

す
。

 現
在

日
本

で
の

販
売

に
向

け
て

取
り

組
ん

で
お

り
、

お
取

り
扱

い
企

業
及

び
販

売
協

力
企

業
の

募
集

を
行

な
っ

て
お

り
ま

す
。

O
b

i 
R

o
b

o
t 

yo
u

tu
b

e
 サ

イ
ト

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.y
o
u

tu
b

e
.c

o
m

/
@

M
e
e
to

b
ir
o
b

o
t

1
0

4
5

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

電
動

車
い

す
 移

動
用

リ
フ

ト
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

行
政

【
エ

ン
ト

リ
ー

受
付

中
】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

の
販

路
開

拓
を

支
援

！

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 発

達
障

害
者

 盲
ろ

う
者

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
高

齢
者

 介
助

者
共

用
品

 利
用

対
象

等
全

般

公
益

財
団

法
人

東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
か

ら
の

お
知

ら
せ

【
令

和
5

年
度

  
障

害
者

向
け

製
品

等
の

販
路

開
拓

支
援

事
業

（
助

成
金

）
エ

ン
ト

リ
ー

受
付

中
】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

や
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

等
の

製
造

・
販

売
に

取
り

組
む

都
内

の
中

小
企

業
を

対
象

に
、

展
示

会
出

展
や

自
社

W
e
b

サ
イ

ト
制

作
な

ど
の

費
用

を
助

成
し

ま
す

。
（

助
成

上
限

額
1

5
0

万
円

）
第

2
回

募
集

分
の

エ
ン

ト
リ

ー
締

切
は

9
月

1
2

日
。

▼
詳

細
は

こ
ち

ら
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

1
0

4
6

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
屋

内
の

移
動

歩
行

器
・

歩
行

車
 排

泄
関

連
用

具
利

用
者

の
家

族
屋

内
移

動
用

の
機

器
肢

体
不

自
由

者
家

族
 介

助
者

家
族

の
介

護
を

し
て

い
ま

す
。

ほ
ぼ

寝
た

き
り

状
態

で
す

。
入

浴
、

ト
イ

レ
、

病
院

へ
の

外
出

の
為

の
移

動
な

ど
家

用
の

車
い

す
も

あ
り

ま
す

が
、

も
っ

と
簡

便
に

移
動

さ
せ

ら
れ

た
り

、
外

用
の

車
い

す
へ

の
乗

り
換

え
な

ど
が

簡
単

に
で

き
る

物
は

無
い

で
し

ょ
う

か
？

福
祉

機
器

展
で

み
ま

し
た

が
、

高
額

だ
っ

た
り

、
大

き
く

か
さ

ば
っ

た
り

し
て

家
庭

内
で

使
い

や
す

い
物

で
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。

1
0

4
7

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
調

理
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
学

校
「

重
さ

」
の

わ
か

り
や

す
い

“
見

え
る

化
”

視
覚

障
害

者
 知

的
障

害
者

 児
童

重
さ

を
測

る
と

き
に

目
盛

の
上

を
動

く
指

針
を

見
る

の
が

一
般

的
で

す
が

、
動

い
た

指
針

に
合

わ
せ

て
リ

ボ
ン

状
の

も
の

で
色

が
変

化
す

る
と

わ
か

り
や

す
い

と
思

い
商

品
を

探
し

ま
し

た
が

見
つ

け
ら

れ
ま

せ
ん

で
し

た
。

そ
ん

な
商

品
ご

ぞ
ん

じ
あ

り
ま

せ
ん

か
？

時
計

の
文

字
盤

よ
り

も
直

線
で

針
が

動
く

も
の

の
ほ

う
が

、
脇

に
色

紙
な

ど
を

貼
り

付
け

て
見

本
に

し
や

す
い

か
と

考
え

て
い

ま
す

。

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

3
8

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)聴

覚
過

敏
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
耳

栓
利

用
者

聴
覚

過
敏

聴
覚

障
害

者
私

は
鉄

工
所

を
営

ん
で

い
ま

す
。

1
2

年
前

に
機

械
か

ら
発

せ
ら

れ
る

音
に

対
し

生
理

的
に

体
が

受
け

つ
け

る
事

が
出

来
な

い
よ

う
に

な
り

、
機

械
に

近
づ

く
事

さ
え

出
来

な
く

な
り

ま
し

た
。

対
策

と
し

て
イ

ヤ
ー

マ
フ

を
着

け
、

耳
と

の
隙

間
に

綿
・

ゴ
ム

等
、

色
々

な
物

を
試

し
に

入
れ

、
少

し
で

も
遮

音
効

果
が

出
な

い
か

と
考

え
な

が
ら

な
ん

と
か

仕
事

を
続

け
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
そ

の
後

、
気

が
つ

く
と

交
通

量
の

多
い

道
路

を
歩

い
て

い
る

と
、

耳
の

中
（

外
耳

道
）

が
ピ

リ
ピ

リ
と

痛
く

な
っ

た
り

、
ガ

ー
と

い
う

粗
く

音
が

聴
こ

え
る

よ
う

に
な

り
、

音
だ

け
で

な
く

バ
ス

・
ト

ラ
ッ

ク
・

乗
用

車
・

オ
ー

ト
バ

イ
等

の
区

別
も

つ
か

な
く

な
り

ま
し

た
。

テ
レ

ビ
の

音
・

扇
風

機
・

温
風

機
の

中
低

周
波

音
も

粗
く

聴
こ

え
る

よ
う

に
な

り
、

又
、

日
常

生
活

で
聴

く
高

周
波

音
に

対
し

て
も

首
が

竦
み

、
体

に
沁

み
る

よ
う

に
不

快
感

を
伴

っ
て

聴
こ

え
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
私

は
音

に
対

し
て

恐
ろ

し
い

と
感

じ
る

よ
う

に
な

り
、

真
剣

に
耳

栓
を

考
え

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

試
行

錯
誤

の
結

果
、

「
耳

に
吸

音
室

を
設

け
る

」
と

い
う

発
想

に
な

り
ま

し
た

。
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
持

っ
た

音
を

直
に

鼓
膜

に
伝

え
る

の
で

は
な

く
、

耳
栓

と
耳

の
穴

（
外

耳
道

）
と

鼓
膜

だ
け

で
形

成
し

た
吸

音
室

を
作

り
耳

栓
を

形
成

す
る

ゴ
ム

板
（

吸
音

板
）

だ
け

通
っ

て
音

を
鼓

膜
に

伝
え

て
聴

く
事

で
す

。
外

部
の

音
は

ゴ
ム

板
（

吸
音

板
）

を
通

る
事

に
よ

っ
て

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

損
失

し
、

結
果

、
音

の
響

き
を

低
減

さ
せ

る
事

に
よ

っ
て

本
来

の
自

然
な

音
を

鼓
膜

に
伝

え
る

事
が

出
来

ま
す

。
聴

覚
過

敏
の

人
の

お
役

に
立

て
る

と
思

っ
て

い
ま

す
が

、
こ

の
耳

栓
の

経
験

者
が

開
発

し
た

本
人

以
外

ま
だ

お
り

ま
せ

ん
。

こ
の

耳
栓

の
欠

点
に

も
な

り
ま

す
が

、
吸

音
板

を
個

々
の

人
の

外
耳

孔
に

合
わ

せ
て

直
接

作
成

し
な

い
と

効
果

は
少

な
い

と
思

い
ま

す
の

で
、

名
古

屋
市

内
に

在
住

さ
れ

て
い

る
聴

覚
過

敏
の

方
で

無
償

で
モ

ニ
タ

ー
と

し
て

ご
協

力
し

て
頂

け
る

方
を

探
し

て
い

ま
す

。
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

1
0

3
9

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(国

立
障

害
令

和
5

年
度

募
集

要
項

（
対

象
：

学
生

及
び

当
事

者
）

  
ニ

ー
ズ

&
ア

イ
デ

ア
フ

ォ
ー

ラ
ム

2
0

2
3

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 知

的
障

害
者

 精
神

障
害

者
 発

達
障

害
者

盲
ろ

う
者

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
2

0
2

3
を

実
施

す
る

に
あ

た
り

、
参

加
学

生
と

ご
協

力
い

た
だ

け
る

障
害

の
あ

る
当

事
者

を
募

集
し

て
い

ま
す

。
ニ

ー
ズ

＆
ア

イ
デ

ア
フ

ォ
ー

ラ
ム

は
、

医
療

・
福

祉
系

、
工

学
系

、
デ

ザ
イ

ン
系

の
学

生
が

、
障

害
の

あ
る

人
の

ニ
ー

ズ
を

解
決

す
る

ア
イ

デ
ア

を
協

働
し

て
、

形
に

す
る

プ
ロ

セ
ス

を
通

じ
て

、
様

々
な

事
を

学
ぶ

人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

実
施

し
て

い
る

一
環

で
そ

の
作

品
を

ご
紹

介
す

る
場

で
あ

り
、

障
害

の
あ

る
方

の
ニ

ー
ズ

や
技

術
の

一
端

も
会

わ
せ

て
、

広
く

一
般

の
方

々
に

知
っ

て
い

た
だ

き
た

く
2

0
1

4
年

か
ら

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

と
大

学
、

高
専

学
生

、
専

門
学

校
な

ど
が

協
力

し
て

開
催

し
て

い
ま

す
。

対
面

参
加

が
一

部
あ

り
ま

す
が

、
遠

方
の

方
は

す
べ

て
オ

ン
ラ

イ
ン

参
加

も
可

能
で

す
。

募
集

〆
切

は
7

月
2

1
日

で
す

。
学

生
は

途
中

参
加

も
あ

り
で

す
。

第
一

回
目

は
８

月
７

日
で

、
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
の

見
学

が
含

ま
れ

て
い

ま
す

。
ご

関
心

あ
る

方
は

以
下

の
U

R
L
に

あ
る

お
知

ら
せ

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
:/

/
n

-
i-

f.
jp

/
n

e
w

s
/

ま
た

、
ご

関
心

あ
り

そ
う

な
方

々
へ

ご
紹

介
し

て
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。

1
0

4
0

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)聴

覚
過

敏
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
耳

栓
利

用
者

聴
覚

過
敏

聴
覚

障
害

者
7

月
1

4
日

に
聴

覚
過

敏
で

投
稿

し
た

者
で

す
。

先
日

の
投

稿
の

折
、

耳
栓

装
着

の
状

態
の

写
真

の
掲

載
を

し
て

な
か

っ
た

の
で

送
ら

さ
せ

て
も

ら
い

ま
し

た
。

　
　

耳
栓

の
名

称
は

、
吸

音
型

透
過

音
式

耳
栓

で
す

。
　

　
こ

の
耳

栓
の

装
着

時
に

注
意

し
て

ほ
し

い
事

は
　

　
・

自
分

の
声

が
籠

っ
て

聴
こ

え
ま

す
。

　
　

・
耳

栓
装

着
時

に
顔

が
ほ

て
っ

て
い

る
と

感
じ

る
事

が
あ

り
ま

す
。

　
　

・
こ

の
耳

栓
は

、
補

聴
器

で
は

な
く

、
防

音
性

も
あ

る
為

7
.5
㏈

等
音

が
小

さ
く

聴
こ

え
ま

す
。

　
　

・
こ

の
耳

栓
で

聴
覚

過
敏

の
人

が
聴

い
て

も
7

.5
㏈

小
さ

い
音

に
な

り
ま

す
が

、
普

通
に

本
来

の
音

が
聴

き
取

れ
ま

す
。

　
　

・
健

常
な

耳
の

人
が

聴
い

て
も

普
通

の
音

で
7

.5
㏈

防
音

さ
れ

た
音

で
聴

こ
え

ま
す

。

1
0

4
1

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

移
動

用
リ

フ
ト

 入
浴

関
連

用
具

 福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

開
発

メ
ー

カ
ー

介
護

・
医

療
問

題
に

関
心

を
お

持
ち

の
方

へ
【

F
in

e
介

護
で

日
本

を
変

え
る

  
 〜

医
療

か
ら

介
護

へ
〜

病
院

か
ら

在
宅

へ
〜

】
展

示
会

・
講

演
会

開
催

　
2

0
2

3
年

7
月

2
8

日
(金

)・
2

9
日

(土
)

利
用

対
象

等
全

般
介

護
医

療
の

課
題

『
人

材
の

不
足

、
高

齢
者

人
口

の
増

大
、

財
源

の
不

足
』

に
立

ち
向

か
う

た
め

、
私

た
ち

は
微

力
な

が
ら

も
「

F
in

e
介

護
」

の
広

く
皆

様
に

ご
提

案
し

た
い

と
考

え
ま

し
た

。
そ

し
て

、
そ

の
第

一
歩

と
し

て
、

講
演

・
研

修
・

展
示

会
を

開
催

い
た

し
ま

す
。

・
日

程
　

2
0

2
3

年
7

月
2

8
日

（
金

）
9

：
0

0
 〜

1
8

：
0

0
・

2
9

日
 (

土
)　

9
：

0
0

 〜
1

6
：

3
0

・
場

所
  

梅
田

ス
カ

イ
ビ

ル
　

タ
ワ

ー
ウ

エ
ス

ト
2

2
階

(住
所

：
大

阪
府

大
阪

市
北

区
大

淀
中

1
-
1

-
8

8
)

・
入

場
料

　
無

料
(講

演
会

は
事

前
登

録
要

)
講

演
者

一
覧

・
京

都
府

立
医

科
大

学
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
学

教
室

 准
教

授
　

沢
田

　
光

思
郎

 氏
・

阪
和

記
念

病
院

　
理

学
療

法
士

　
課

長
　

徳
田

　
和

宏
 氏

・
特

定
医

療
法

人
暲

純
会

武
内

病
院

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
部

　
理

学
療

法
士

　
岡

本
　

直
樹

 氏
・

倉
井

　
皓

彬
 氏

・
医

療
法

人
杏

園
会

熱
田

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

院
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

科
　

理
学

療
法

士
　

課
長

　
西

村
　

英
亮

 氏
・

株
式

会
社

タ
ム

ラ
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
＆

オ
ペ

レ
ー

テ
ィ

ン
グ

代
表

取
締

役
　

田
村

　
明

孝
 氏

・
株

式
会

社
バ

リ
オ

ン
代

表
取

締
役

 医
学

博
士

・
工

学
博

士
・

理
学

療
法

士
 金

澤
 善

智
 氏

・
一

般
社

団
法

人
ナ

チ
ュ

ラ
ル

ハ
ー

ト
フ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
代

表
理

事
　

下
元

　
佳

子
 氏

・
出

羽
の

国
　

心
ノ

詩
人

　
武

久
　

ぶ
く

 氏
・

株
式

会
社

は
い

せ
つ

総
合

研
究

所
 排

泄
用

具
の

情
報

館
む

つ
き

庵
　

代
表

　
浜

田
 き

よ
子

 氏
私

た
ち

は
ご

利
用

者
様

の
自

立
化

や
重

度
化

防
止

、
安

全
な

介
護

、
介

護
者

の
腰

痛
対

策
に

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。
ぜ

ひ
、

展
示

会
で

そ
の

効
果

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
講

演
会

参
加

に
つ

き
ま

し
て

は
、

席
に

限
り

が
ご

ざ
い

ま
す

の
で

お
早

め
に

お
申

し
込

み
く

だ
さ

い
。

皆
様

の
ご

参
加

を
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

。
※

講
演

の
お

申
込

み
は

下
記

よ
り

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
講

演
申

込
フ

ォ
ー

ム
：

h
tt

p
s
:/

/
d

o
c
s
.g

o
o
g
le

.c
o
m

/
fo

rm
s
/
d

/
e
/
1

F
A

Ip
Q

L
S

d
5

J
z
G

yq
4

3
-

J
Iln

w
Z

P
J
h

m
h

J
yn

V
J
lIa

yb
jS

e
N

Y
D

yx
L
o
_
t9

5
lx

g
/
v
ie

w
fo

rm
大

会
詳

細
：

h
tt

p
s
:/

/
w

d
u

s
t.
h

p
.p

e
ra

ic
h

i.c
o
m

/

-100-



投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

4
2

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
【

お
知

ら
せ

】
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
地

域
交

流
会

（
A

T
A

サ
テ

ラ
イ

ト
）

の
開

催
に

つ
い

て
　

主
催

：
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会

利
用

対
象

等
全

般
【

目
的

】
　

支
援

機
器

の
開

発
企

業
に

お
い

て
は

、
技

術
志

向
型

の
開

発
と

な
ら

な
い

よ
う

、
障

害
者

の
置

か
れ

て
い

る
状

況
を

的
確

に
把

握
し

、
課

題
や

要
望

を
解

決
す

る
機

器
開

発
に

着
手

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

　
こ

う
し

た
な

か
、

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

で
は

、
「

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

地
域

交
流

会
（

通
称

「
A

T
A

サ
テ

ラ
イ

ト
」

。
）

」
を

全
国

4
地

域
で

開
催

す
る

こ
と

と
致

し
ま

し
た

。
　

こ
の

A
T

A
サ

テ
ラ

イ
ト

で
は

、
地

域
の

障
害

者
や

家
族

・
支

援
者

を
は

じ
め

、
産

業
振

興
団

体
や

開
発

企
業

等
が

参
集

し
、

障
害

者
の

課
題

等
を

解
決

す
る

支
援

機
器

の
具

体
的

な
イ

メ
ー

ジ
を

協
議

し
、

厚
生

労
働

省
の

開
発

促
進

事
業

へ
の

応
募

に
繋

ぎ
ま

す
。

　
自

立
支

援
機

器
に

係
わ

る
地

域
の

ニ
ー

ズ
側

（
使

う
人

）
と

シ
ー

ズ
側

（
作

る
人

）
の

関
係

者
が

集
い

、
障

害
当

事
者

に
置

か
れ

て
い

る
課

題
を

共
有

し
、

そ
の

課
題

解
決

に
向

け
た

具
体

的
な

支
援

機
器

の
イ

メ
ー

ジ
を

検
討

い
た

し
ま

す
。

【
参

加
費

用
、

参
加

資
格

】
　

参
加

無
料

、
各

テ
ー

マ
に

興
味

の
あ

る
方

、
福

祉
機

器
開

発
に

興
味

の
あ

る
方

【
開

催
情

報
】

・
小

樽
開

催
　

令
和

５
年

1
0

月
6

日
（

金
）

9
:3

0
～

1
6

:0
0

　
会

場
：

小
樽

経
済

セ
ン

タ
ー

　
7

階
B

ホ
ー

ル
・

橿
原

開
催

　
令

和
5

年
9

月
6

日
（

水
）

9
:3

0
～

1
6

:0
0

　
　

会
場

：
小

会
議

室
（

第
2

）
橿

原
市

商
工

経
済

会
館

・
和

歌
山

開
催

　
1

日
目

 令
和

5
年

9
月

1
5

日
（

金
）

1
3

:3
0

 ～
1

6
:3

0
  

和
歌

山
県

勤
労

福
祉

会
館

プ
ラ

ザ
ホ

ー
プ

　
中

会
議

室
　

2
日

目
 令

和
5

年
9

月
1

6
日

（
土

）
 9

:3
0

 ～
1

1
:3

0
　

和
歌

山
県

勤
労

福
祉

会
館

プ
ラ

ザ
ホ

ー
プ

　
会

議
室

1
・

2
・

熊
本

開
催

　
1

日
目

 令
和

5
年

9
月

1
9

日
（

火
）

1
3

:3
0

 ～
1

6
:3

0
　

く
ま

も
と

県
民

交
流

館
パ

レ
ア

会
議

室
９

　
2

日
目

 令
和

5
年

9
月

2
0

日
（

水
）

1
0

:0
0

 ～
1

2
:0

0
　

く
ま

も
と

県
民

交
流

館
パ

レ
ア

会
議

室
９

【
お

申
込

み
、

詳
細

は
こ

ち
ら

ま
で

】
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
n

e
e
d

s
m

a
tc

h
/
in

d
e
x
.s

h
tm

l

1
0

4
3

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

排
泄

装
具

 排
泄

関
連

用
具

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
尿

袋
 と

れ
ぞ

ー
く

ん
男

性
集

尿
装

具
を

製
造

し
て

い
た

だ
け

る
企

業
様

を
さ

が
し

て
い

ま
す

肢
体

不
自

由
者

内
部

障
害

者
 そ

の
他

(排
泄

障
害

)

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

よ
り

代
理

で
投

稿
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

「
尿

袋
 と

れ
ぞ

ー
く

ん
 男

性
集

尿
装

具
」

で
す

が
、

部
品

を
仕

入
れ

て
い

る
業

者
の

撤
退

等
に

よ
り

、
製

造
し

て
い

た
だ

け
る

企
業

様
を

募
集

し
て

お
り

ま
す

。

製
品

詳
細

は
、

以
下

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

（
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
　

福
祉

用
具

情
報

シ
ス

テ
ム

T
A

IS
よ

り
）

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-

a
id

s
.o

r.
jp

/
S

e
rv

ic
e
W

e
lf
a
re

G
o
o
d

s
D

e
ta

il.
p

h
p

?
R

o
w

N
o
=
0

&
Y

o
u

g
u

C
o
d

e
1

=
0

1
4

4
3

&
Y

o
u

g
u

C
o
d

e
2

=
0

0
0

0
0

1

ご
興

味
の

あ
る

方
は

、
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
企

画
部

 宇
田

川
　

電
話

0
3

-
3

2
6

6
-
6

8
8

3
 　

ま
で

ご
連

絡
を

く
だ

さ
い

。

1
0

4
4

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

食
べ

る
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
食

事
補

助
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

開
発

メ
ー

カ
ー

O
b

i 
R

o
b

o
t 

(オ
ー

ビ
ー

ロ
ボ

ッ
ト

）
日

本
上

陸

肢
体

不
自

由
者

世
界

で
販

売
さ

れ
て

い
る

O
b

i 
R

o
b

o
tが

こ
の

度
日

本
に

上
陸

し
ま

し
た

。
O

b
i 
R

o
b

o
t 

(オ
ー

ビ
ー

ロ
ボ

ッ
ト

）
は

ユ
ー

ザ
ー

さ
ん

の
自

立
心

、
社

会
に

積
極

的
に

参
加

し
、

自
ら

食
事

を
す

る
喜

び
を

提
供

し
ま

す
。

O
b

i 
R

o
b

o
tは

操
作

ス
イ

ッ
チ

を
セ

ン
サ

ー
（

社
外

品
）

な
ど

様
々

な
タ

イ
プ

に
交

換
し

使
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

上
肢

が
使

え
な

く
と

も
ユ

ー
ザ

ー
い

つ
何

が
食

べ
た

い
か

を
自

分
で

判
断

し
て

食
事

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
ま

す
。

 現
在

日
本

で
の

販
売

に
向

け
て

取
り

組
ん

で
お

り
、

お
取

り
扱

い
企

業
及

び
販

売
協

力
企

業
の

募
集

を
行

な
っ

て
お

り
ま

す
。

O
b

i 
R

o
b

o
t 

yo
u

tu
b

e
 サ

イ
ト

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.y
o
u

tu
b

e
.c

o
m

/
@

M
e
e
to

b
ir
o
b

o
t

1
0

4
5

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

電
動

車
い

す
 移

動
用

リ
フ

ト
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

行
政

【
エ

ン
ト

リ
ー

受
付

中
】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

の
販

路
開

拓
を

支
援

！

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 発

達
障

害
者

 盲
ろ

う
者

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
高

齢
者

 介
助

者
共

用
品

 利
用

対
象

等
全

般

公
益

財
団

法
人

東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
か

ら
の

お
知

ら
せ

【
令

和
5

年
度

  
障

害
者

向
け

製
品

等
の

販
路

開
拓

支
援

事
業

（
助

成
金

）
エ

ン
ト

リ
ー

受
付

中
】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

や
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

等
の

製
造

・
販

売
に

取
り

組
む

都
内

の
中

小
企

業
を

対
象

に
、

展
示

会
出

展
や

自
社

W
e
b

サ
イ

ト
制

作
な

ど
の

費
用

を
助

成
し

ま
す

。
（

助
成

上
限

額
1

5
0

万
円

）
第

2
回

募
集

分
の

エ
ン

ト
リ

ー
締

切
は

9
月

1
2

日
。

▼
詳

細
は

こ
ち

ら
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

1
0

4
6

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
屋

内
の

移
動

歩
行

器
・

歩
行

車
 排

泄
関

連
用

具
利

用
者

の
家

族
屋

内
移

動
用

の
機

器
肢

体
不

自
由

者
家

族
 介

助
者

家
族

の
介

護
を

し
て

い
ま

す
。

ほ
ぼ

寝
た

き
り

状
態

で
す

。
入

浴
、

ト
イ

レ
、

病
院

へ
の

外
出

の
為

の
移

動
な

ど
家

用
の

車
い

す
も

あ
り

ま
す

が
、

も
っ

と
簡

便
に

移
動

さ
せ

ら
れ

た
り

、
外

用
の

車
い

す
へ

の
乗

り
換

え
な

ど
が

簡
単

に
で

き
る

物
は

無
い

で
し

ょ
う

か
？

福
祉

機
器

展
で

み
ま

し
た

が
、

高
額

だ
っ

た
り

、
大

き
く

か
さ

ば
っ

た
り

し
て

家
庭

内
で

使
い

や
す

い
物

で
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。

1
0

4
7

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
調

理
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
学

校
「

重
さ

」
の

わ
か

り
や

す
い

“
見

え
る

化
”

視
覚

障
害

者
 知

的
障

害
者

 児
童

重
さ

を
測

る
と

き
に

目
盛

の
上

を
動

く
指

針
を

見
る

の
が

一
般

的
で

す
が

、
動

い
た

指
針

に
合

わ
せ

て
リ

ボ
ン

状
の

も
の

で
色

が
変

化
す

る
と

わ
か

り
や

す
い

と
思

い
商

品
を

探
し

ま
し

た
が

見
つ

け
ら

れ
ま

せ
ん

で
し

た
。

そ
ん

な
商

品
ご

ぞ
ん

じ
あ

り
ま

せ
ん

か
？

時
計

の
文

字
盤

よ
り

も
直

線
で

針
が

動
く

も
の

の
ほ

う
が

、
脇

に
色

紙
な

ど
を

貼
り

付
け

て
見

本
に

し
や

す
い

か
と

考
え

て
い

ま
す

。

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

3
8

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)聴

覚
過

敏
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
耳

栓
利

用
者

聴
覚

過
敏

聴
覚

障
害

者
私

は
鉄

工
所

を
営

ん
で

い
ま

す
。

1
2

年
前

に
機

械
か

ら
発

せ
ら

れ
る

音
に

対
し

生
理

的
に

体
が

受
け

つ
け

る
事

が
出

来
な

い
よ

う
に

な
り

、
機

械
に

近
づ

く
事

さ
え

出
来

な
く

な
り

ま
し

た
。

対
策

と
し

て
イ

ヤ
ー

マ
フ

を
着

け
、

耳
と

の
隙

間
に

綿
・

ゴ
ム

等
、

色
々

な
物

を
試

し
に

入
れ

、
少

し
で

も
遮

音
効

果
が

出
な

い
か

と
考

え
な

が
ら

な
ん

と
か

仕
事

を
続

け
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
そ

の
後

、
気

が
つ

く
と

交
通

量
の

多
い

道
路

を
歩

い
て

い
る

と
、

耳
の

中
（

外
耳

道
）

が
ピ

リ
ピ

リ
と

痛
く

な
っ

た
り

、
ガ

ー
と

い
う

粗
く

音
が

聴
こ

え
る

よ
う

に
な

り
、

音
だ

け
で

な
く

バ
ス

・
ト

ラ
ッ

ク
・

乗
用

車
・

オ
ー

ト
バ

イ
等

の
区

別
も

つ
か

な
く

な
り

ま
し

た
。

テ
レ

ビ
の

音
・

扇
風

機
・

温
風

機
の

中
低

周
波

音
も

粗
く

聴
こ

え
る

よ
う

に
な

り
、

又
、

日
常

生
活

で
聴

く
高

周
波

音
に

対
し

て
も

首
が

竦
み

、
体

に
沁

み
る

よ
う

に
不

快
感

を
伴

っ
て

聴
こ

え
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
私

は
音

に
対

し
て

恐
ろ

し
い

と
感

じ
る

よ
う

に
な

り
、

真
剣

に
耳

栓
を

考
え

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

試
行

錯
誤

の
結

果
、

「
耳

に
吸

音
室

を
設

け
る

」
と

い
う

発
想

に
な

り
ま

し
た

。
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
持

っ
た

音
を

直
に

鼓
膜

に
伝

え
る

の
で

は
な

く
、

耳
栓

と
耳

の
穴

（
外

耳
道

）
と

鼓
膜

だ
け

で
形

成
し

た
吸

音
室

を
作

り
耳

栓
を

形
成

す
る

ゴ
ム

板
（

吸
音

板
）

だ
け

通
っ

て
音

を
鼓

膜
に

伝
え

て
聴

く
事

で
す

。
外

部
の

音
は

ゴ
ム

板
（

吸
音

板
）

を
通

る
事

に
よ

っ
て

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

損
失

し
、

結
果

、
音

の
響

き
を

低
減

さ
せ

る
事

に
よ

っ
て

本
来

の
自

然
な

音
を

鼓
膜

に
伝

え
る

事
が

出
来

ま
す

。
聴

覚
過

敏
の

人
の

お
役

に
立

て
る

と
思

っ
て

い
ま

す
が

、
こ

の
耳

栓
の

経
験

者
が

開
発

し
た

本
人

以
外

ま
だ

お
り

ま
せ

ん
。

こ
の

耳
栓

の
欠

点
に

も
な

り
ま

す
が

、
吸

音
板

を
個

々
の

人
の

外
耳

孔
に

合
わ

せ
て

直
接

作
成

し
な

い
と

効
果

は
少

な
い

と
思

い
ま

す
の

で
、

名
古

屋
市

内
に

在
住

さ
れ

て
い

る
聴

覚
過

敏
の

方
で

無
償

で
モ

ニ
タ

ー
と

し
て

ご
協

力
し

て
頂

け
る

方
を

探
し

て
い

ま
す

。
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

1
0

3
9

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(国

立
障

害
令

和
5

年
度

募
集

要
項

（
対

象
：

学
生

及
び

当
事

者
）

  
ニ

ー
ズ

&
ア

イ
デ

ア
フ

ォ
ー

ラ
ム

2
0

2
3

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 知

的
障

害
者

 精
神

障
害

者
 発

達
障

害
者

盲
ろ

う
者

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
2

0
2

3
を

実
施

す
る

に
あ

た
り

、
参

加
学

生
と

ご
協

力
い

た
だ

け
る

障
害

の
あ

る
当

事
者

を
募

集
し

て
い

ま
す

。
ニ

ー
ズ

＆
ア

イ
デ

ア
フ

ォ
ー

ラ
ム

は
、

医
療

・
福

祉
系

、
工

学
系

、
デ

ザ
イ

ン
系

の
学

生
が

、
障

害
の

あ
る

人
の

ニ
ー

ズ
を

解
決

す
る

ア
イ

デ
ア

を
協

働
し

て
、

形
に

す
る

プ
ロ

セ
ス

を
通

じ
て

、
様

々
な

事
を

学
ぶ

人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

実
施

し
て

い
る

一
環

で
そ

の
作

品
を

ご
紹

介
す

る
場

で
あ

り
、

障
害

の
あ

る
方

の
ニ

ー
ズ

や
技

術
の

一
端

も
会

わ
せ

て
、

広
く

一
般

の
方

々
に

知
っ

て
い

た
だ

き
た

く
2

0
1

4
年

か
ら

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

と
大

学
、

高
専

学
生

、
専

門
学

校
な

ど
が

協
力

し
て

開
催

し
て

い
ま

す
。

対
面

参
加

が
一

部
あ

り
ま

す
が

、
遠

方
の

方
は

す
べ

て
オ

ン
ラ

イ
ン

参
加

も
可

能
で

す
。

募
集

〆
切

は
7

月
2

1
日

で
す

。
学

生
は

途
中

参
加

も
あ

り
で

す
。

第
一

回
目

は
８

月
７

日
で

、
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
の

見
学

が
含

ま
れ

て
い

ま
す

。
ご

関
心

あ
る

方
は

以
下

の
U

R
L
に

あ
る

お
知

ら
せ

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
:/

/
n

-
i-

f.
jp

/
n

e
w

s
/

ま
た

、
ご

関
心

あ
り

そ
う

な
方

々
へ

ご
紹

介
し

て
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。

1
0

4
0

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)聴

覚
過

敏
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
耳

栓
利

用
者

聴
覚

過
敏

聴
覚

障
害

者
7

月
1

4
日

に
聴

覚
過

敏
で

投
稿

し
た

者
で

す
。

先
日

の
投

稿
の

折
、

耳
栓

装
着

の
状

態
の

写
真

の
掲

載
を

し
て

な
か

っ
た

の
で

送
ら

さ
せ

て
も

ら
い

ま
し

た
。

　
　

耳
栓

の
名

称
は

、
吸

音
型

透
過

音
式

耳
栓

で
す

。
　

　
こ

の
耳

栓
の

装
着

時
に

注
意

し
て

ほ
し

い
事

は
　

　
・

自
分

の
声

が
籠

っ
て

聴
こ

え
ま

す
。

　
　

・
耳

栓
装

着
時

に
顔

が
ほ

て
っ

て
い

る
と

感
じ

る
事

が
あ

り
ま

す
。

　
　

・
こ

の
耳

栓
は

、
補

聴
器

で
は

な
く

、
防

音
性

も
あ

る
為

7
.5
㏈

等
音

が
小

さ
く

聴
こ

え
ま

す
。

　
　

・
こ

の
耳

栓
で

聴
覚

過
敏

の
人

が
聴

い
て

も
7

.5
㏈

小
さ

い
音

に
な

り
ま

す
が

、
普

通
に

本
来

の
音

が
聴

き
取

れ
ま

す
。

　
　

・
健

常
な

耳
の

人
が

聴
い

て
も

普
通

の
音

で
7

.5
㏈

防
音

さ
れ

た
音

で
聴

こ
え

ま
す

。

1
0

4
1

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

移
動

用
リ

フ
ト

 入
浴

関
連

用
具

 福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

開
発

メ
ー

カ
ー

介
護

・
医

療
問

題
に

関
心

を
お

持
ち

の
方

へ
【

F
in

e
介

護
で

日
本

を
変

え
る

  
 〜

医
療

か
ら

介
護

へ
〜

病
院

か
ら

在
宅

へ
〜

】
展

示
会

・
講

演
会

開
催

　
2

0
2

3
年

7
月

2
8

日
(金

)・
2

9
日

(土
)

利
用

対
象

等
全

般
介

護
医

療
の

課
題

『
人

材
の

不
足

、
高

齢
者

人
口

の
増

大
、

財
源

の
不

足
』

に
立

ち
向

か
う

た
め

、
私

た
ち

は
微

力
な

が
ら

も
「

F
in

e
介

護
」

の
広

く
皆

様
に

ご
提

案
し

た
い

と
考

え
ま

し
た

。
そ

し
て

、
そ

の
第

一
歩

と
し

て
、

講
演

・
研

修
・

展
示

会
を

開
催

い
た

し
ま

す
。

・
日

程
　

2
0

2
3

年
7

月
2

8
日

（
金

）
9

：
0

0
 〜

1
8

：
0

0
・

2
9

日
 (

土
)　

9
：

0
0

 〜
1

6
：

3
0

・
場

所
  

梅
田

ス
カ

イ
ビ

ル
　

タ
ワ

ー
ウ

エ
ス

ト
2

2
階

(住
所

：
大

阪
府

大
阪

市
北

区
大

淀
中

1
-
1

-
8

8
)

・
入

場
料

　
無

料
(講

演
会

は
事

前
登

録
要

)
講

演
者

一
覧

・
京

都
府

立
医

科
大

学
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
学

教
室

 准
教

授
　

沢
田

　
光

思
郎

 氏
・

阪
和

記
念

病
院

　
理

学
療

法
士

　
課

長
　

徳
田

　
和

宏
 氏

・
特

定
医

療
法

人
暲

純
会

武
内

病
院

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
部

　
理

学
療

法
士

　
岡

本
　

直
樹

 氏
・

倉
井

　
皓

彬
 氏

・
医

療
法

人
杏

園
会

熱
田

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

院
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

科
　

理
学

療
法

士
　

課
長

　
西

村
　

英
亮

 氏
・

株
式

会
社

タ
ム

ラ
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
＆

オ
ペ

レ
ー

テ
ィ

ン
グ

代
表

取
締

役
　

田
村

　
明

孝
 氏

・
株

式
会

社
バ

リ
オ

ン
代

表
取

締
役

 医
学

博
士

・
工

学
博

士
・

理
学

療
法

士
 金

澤
 善

智
 氏

・
一

般
社

団
法

人
ナ

チ
ュ

ラ
ル

ハ
ー

ト
フ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
代

表
理

事
　

下
元

　
佳

子
 氏

・
出

羽
の

国
　

心
ノ

詩
人

　
武

久
　

ぶ
く

 氏
・

株
式

会
社

は
い

せ
つ

総
合

研
究

所
 排

泄
用

具
の

情
報

館
む

つ
き

庵
　

代
表

　
浜

田
 き

よ
子

 氏
私

た
ち

は
ご

利
用

者
様

の
自

立
化

や
重

度
化

防
止

、
安

全
な

介
護

、
介

護
者

の
腰

痛
対

策
に

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。
ぜ

ひ
、

展
示

会
で

そ
の

効
果

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
講

演
会

参
加

に
つ

き
ま

し
て

は
、

席
に

限
り

が
ご

ざ
い

ま
す

の
で

お
早

め
に

お
申

し
込

み
く

だ
さ

い
。

皆
様

の
ご

参
加

を
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

。
※

講
演

の
お

申
込

み
は

下
記

よ
り

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
講

演
申

込
フ

ォ
ー

ム
：

h
tt

p
s
:/

/
d

o
c
s
.g

o
o
g
le

.c
o
m

/
fo

rm
s
/
d

/
e
/
1

F
A

Ip
Q

L
S

d
5

J
z
G

yq
4

3
-

J
Iln

w
Z

P
J
h

m
h

J
yn

V
J
lIa

yb
jS

e
N

Y
D

yx
L
o
_
t9

5
lx

g
/
v
ie

w
fo

rm
大

会
詳

細
：

h
tt

p
s
:/

/
w

d
u

s
t.
h

p
.p

e
ra

ic
h

i.c
o
m

/

-100-

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

4
2

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
【

お
知

ら
せ

】
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
地

域
交

流
会

（
A

T
A

サ
テ

ラ
イ

ト
）

の
開

催
に

つ
い

て
　

主
催

：
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会

利
用

対
象

等
全

般
【

目
的

】
　

支
援

機
器

の
開

発
企

業
に

お
い

て
は

、
技

術
志

向
型

の
開

発
と

な
ら

な
い

よ
う

、
障

害
者

の
置

か
れ

て
い

る
状

況
を

的
確

に
把

握
し

、
課

題
や

要
望

を
解

決
す

る
機

器
開

発
に

着
手

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

　
こ

う
し

た
な

か
、

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

で
は

、
「

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

地
域

交
流

会
（

通
称

「
A

T
A

サ
テ

ラ
イ

ト
」

。
）

」
を

全
国

4
地

域
で

開
催

す
る

こ
と

と
致

し
ま

し
た

。
　

こ
の

A
T

A
サ

テ
ラ

イ
ト

で
は

、
地

域
の

障
害

者
や

家
族

・
支

援
者

を
は

じ
め

、
産

業
振

興
団

体
や

開
発

企
業

等
が

参
集

し
、

障
害

者
の

課
題

等
を

解
決

す
る

支
援

機
器

の
具

体
的

な
イ

メ
ー

ジ
を

協
議

し
、

厚
生

労
働

省
の

開
発

促
進

事
業

へ
の

応
募

に
繋

ぎ
ま

す
。

　
自

立
支

援
機

器
に

係
わ

る
地

域
の

ニ
ー

ズ
側

（
使

う
人

）
と

シ
ー

ズ
側

（
作

る
人

）
の

関
係

者
が

集
い

、
障

害
当

事
者

に
置

か
れ

て
い

る
課

題
を

共
有

し
、

そ
の

課
題

解
決

に
向

け
た

具
体

的
な

支
援

機
器

の
イ

メ
ー

ジ
を

検
討

い
た

し
ま

す
。

【
参

加
費

用
、

参
加

資
格

】
　

参
加

無
料

、
各

テ
ー

マ
に

興
味

の
あ

る
方

、
福

祉
機

器
開

発
に

興
味

の
あ

る
方

【
開

催
情

報
】

・
小

樽
開

催
　

令
和

５
年

1
0

月
6

日
（

金
）

9
:3

0
～

1
6

:0
0

　
会

場
：

小
樽

経
済

セ
ン

タ
ー

　
7

階
B

ホ
ー

ル
・

橿
原

開
催

　
令

和
5

年
9

月
6

日
（

水
）

9
:3

0
～

1
6

:0
0

　
　

会
場

：
小

会
議

室
（

第
2

）
橿

原
市

商
工

経
済

会
館

・
和

歌
山

開
催

　
1

日
目

 令
和

5
年

9
月

1
5

日
（

金
）

1
3

:3
0

 ～
1

6
:3

0
  

和
歌

山
県

勤
労

福
祉

会
館

プ
ラ

ザ
ホ

ー
プ

　
中

会
議

室
　

2
日

目
 令

和
5

年
9

月
1

6
日

（
土

）
 9

:3
0

 ～
1

1
:3

0
　

和
歌

山
県

勤
労

福
祉

会
館

プ
ラ

ザ
ホ

ー
プ

　
会

議
室

1
・

2
・

熊
本

開
催

　
1

日
目

 令
和

5
年

9
月

1
9

日
（

火
）

1
3

:3
0

 ～
1

6
:3

0
　

く
ま

も
と

県
民

交
流

館
パ

レ
ア

会
議

室
９

　
2

日
目

 令
和

5
年

9
月

2
0

日
（

水
）

1
0

:0
0

 ～
1

2
:0

0
　

く
ま

も
と

県
民

交
流

館
パ

レ
ア

会
議

室
９

【
お

申
込

み
、

詳
細

は
こ

ち
ら

ま
で

】
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
n

e
e
d

s
m

a
tc

h
/
in

d
e
x
.s

h
tm

l

1
0

4
3

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

排
泄

装
具

 排
泄

関
連

用
具

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
尿

袋
 と

れ
ぞ

ー
く

ん
男

性
集

尿
装

具
を

製
造

し
て

い
た

だ
け

る
企

業
様

を
さ

が
し

て
い

ま
す

肢
体

不
自

由
者

内
部

障
害

者
 そ

の
他

(排
泄

障
害

)

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

よ
り

代
理

で
投

稿
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

「
尿

袋
 と

れ
ぞ

ー
く

ん
 男

性
集

尿
装

具
」

で
す

が
、

部
品

を
仕

入
れ

て
い

る
業

者
の

撤
退

等
に

よ
り

、
製

造
し

て
い

た
だ

け
る

企
業

様
を

募
集

し
て

お
り

ま
す

。

製
品

詳
細

は
、

以
下

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

（
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
　

福
祉

用
具

情
報

シ
ス

テ
ム

T
A

IS
よ

り
）

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-

a
id

s
.o

r.
jp

/
S

e
rv

ic
e
W

e
lf
a
re

G
o
o
d

s
D

e
ta

il.
p

h
p

?
R

o
w

N
o
=
0

&
Y

o
u

g
u

C
o
d

e
1

=
0

1
4

4
3

&
Y

o
u

g
u

C
o
d

e
2

=
0

0
0

0
0

1

ご
興

味
の

あ
る

方
は

、
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
企

画
部

 宇
田

川
　

電
話

0
3

-
3

2
6

6
-
6

8
8

3
 　

ま
で

ご
連

絡
を

く
だ

さ
い

。

1
0

4
4

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

食
べ

る
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
食

事
補

助
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

開
発

メ
ー

カ
ー

O
b

i 
R

o
b

o
t 

(オ
ー

ビ
ー

ロ
ボ

ッ
ト

）
日

本
上

陸

肢
体

不
自

由
者

世
界

で
販

売
さ

れ
て

い
る

O
b

i 
R

o
b

o
tが

こ
の

度
日

本
に

上
陸

し
ま

し
た

。
O

b
i 
R

o
b

o
t 

(オ
ー

ビ
ー

ロ
ボ

ッ
ト

）
は

ユ
ー

ザ
ー

さ
ん

の
自

立
心

、
社

会
に

積
極

的
に

参
加

し
、

自
ら

食
事

を
す

る
喜

び
を

提
供

し
ま

す
。

O
b

i 
R

o
b

o
tは

操
作

ス
イ

ッ
チ

を
セ

ン
サ

ー
（

社
外

品
）

な
ど

様
々

な
タ

イ
プ

に
交

換
し

使
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

上
肢

が
使

え
な

く
と

も
ユ

ー
ザ

ー
い

つ
何

が
食

べ
た

い
か

を
自

分
で

判
断

し
て

食
事

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
ま

す
。

 現
在

日
本

で
の

販
売

に
向

け
て

取
り

組
ん

で
お

り
、

お
取

り
扱

い
企

業
及

び
販

売
協

力
企

業
の

募
集

を
行

な
っ

て
お

り
ま

す
。

O
b

i 
R

o
b

o
t 

yo
u

tu
b

e
 サ

イ
ト

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.y
o
u

tu
b

e
.c

o
m

/
@

M
e
e
to

b
ir
o
b

o
t

1
0

4
5

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

電
動

車
い

す
 移

動
用

リ
フ

ト
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

行
政

【
エ

ン
ト

リ
ー

受
付

中
】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

の
販

路
開

拓
を

支
援

！

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 発

達
障

害
者

 盲
ろ

う
者

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
高

齢
者

 介
助

者
共

用
品

 利
用

対
象

等
全

般

公
益

財
団

法
人

東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
か

ら
の

お
知

ら
せ

【
令

和
5

年
度

  
障

害
者

向
け

製
品

等
の

販
路

開
拓

支
援

事
業

（
助

成
金

）
エ

ン
ト

リ
ー

受
付

中
】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

や
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

等
の

製
造

・
販

売
に

取
り

組
む

都
内

の
中

小
企

業
を

対
象

に
、

展
示

会
出

展
や

自
社

W
e
b

サ
イ

ト
制

作
な

ど
の

費
用

を
助

成
し

ま
す

。
（

助
成

上
限

額
1

5
0

万
円

）
第

2
回

募
集

分
の

エ
ン

ト
リ

ー
締

切
は

9
月

1
2

日
。

▼
詳

細
は

こ
ち

ら
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

1
0

4
6

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
屋

内
の

移
動

歩
行

器
・

歩
行

車
 排

泄
関

連
用

具
利

用
者

の
家

族
屋

内
移

動
用

の
機

器
肢

体
不

自
由

者
家

族
 介

助
者

家
族

の
介

護
を

し
て

い
ま

す
。

ほ
ぼ

寝
た

き
り

状
態

で
す

。
入

浴
、

ト
イ

レ
、

病
院

へ
の

外
出

の
為

の
移

動
な

ど
家

用
の

車
い

す
も

あ
り

ま
す

が
、

も
っ

と
簡

便
に

移
動

さ
せ

ら
れ

た
り

、
外

用
の

車
い

す
へ

の
乗

り
換

え
な

ど
が

簡
単

に
で

き
る

物
は

無
い

で
し

ょ
う

か
？

福
祉

機
器

展
で

み
ま

し
た

が
、

高
額

だ
っ

た
り

、
大

き
く

か
さ

ば
っ

た
り

し
て

家
庭

内
で

使
い

や
す

い
物

で
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。

1
0

4
7

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
調

理
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
学

校
「

重
さ

」
の

わ
か

り
や

す
い

“
見

え
る

化
”

視
覚

障
害

者
 知

的
障

害
者

 児
童

重
さ

を
測

る
と

き
に

目
盛

の
上

を
動

く
指

針
を

見
る

の
が

一
般

的
で

す
が

、
動

い
た

指
針

に
合

わ
せ

て
リ

ボ
ン

状
の

も
の

で
色

が
変

化
す

る
と

わ
か

り
や

す
い

と
思

い
商

品
を

探
し

ま
し

た
が

見
つ

け
ら

れ
ま

せ
ん

で
し

た
。

そ
ん

な
商

品
ご

ぞ
ん

じ
あ

り
ま

せ
ん

か
？

時
計

の
文

字
盤

よ
り

も
直

線
で

針
が

動
く

も
の

の
ほ

う
が

、
脇

に
色

紙
な

ど
を

貼
り

付
け

て
見

本
に

し
や

す
い

か
と

考
え

て
い

ま
す

。

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

3
8

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)聴

覚
過

敏
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
耳

栓
利

用
者

聴
覚

過
敏

聴
覚

障
害

者
私

は
鉄

工
所

を
営

ん
で

い
ま

す
。

1
2

年
前

に
機

械
か

ら
発

せ
ら

れ
る

音
に

対
し

生
理

的
に

体
が

受
け

つ
け

る
事

が
出

来
な

い
よ

う
に

な
り

、
機

械
に

近
づ

く
事

さ
え

出
来

な
く

な
り

ま
し

た
。

対
策

と
し

て
イ

ヤ
ー

マ
フ

を
着

け
、

耳
と

の
隙

間
に

綿
・

ゴ
ム

等
、

色
々

な
物

を
試

し
に

入
れ

、
少

し
で

も
遮

音
効

果
が

出
な

い
か

と
考

え
な

が
ら

な
ん

と
か

仕
事

を
続

け
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
そ

の
後

、
気

が
つ

く
と

交
通

量
の

多
い

道
路

を
歩

い
て

い
る

と
、

耳
の

中
（

外
耳

道
）

が
ピ

リ
ピ

リ
と

痛
く

な
っ

た
り

、
ガ

ー
と

い
う

粗
く

音
が

聴
こ

え
る

よ
う

に
な

り
、

音
だ

け
で

な
く

バ
ス

・
ト

ラ
ッ

ク
・

乗
用

車
・

オ
ー

ト
バ

イ
等

の
区

別
も

つ
か

な
く

な
り

ま
し

た
。

テ
レ

ビ
の

音
・

扇
風

機
・

温
風

機
の

中
低

周
波

音
も

粗
く

聴
こ

え
る

よ
う

に
な

り
、

又
、

日
常

生
活

で
聴

く
高

周
波

音
に

対
し

て
も

首
が

竦
み

、
体

に
沁

み
る

よ
う

に
不

快
感

を
伴

っ
て

聴
こ

え
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
私

は
音

に
対

し
て

恐
ろ

し
い

と
感

じ
る

よ
う

に
な

り
、

真
剣

に
耳

栓
を

考
え

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

試
行

錯
誤

の
結

果
、

「
耳

に
吸

音
室

を
設

け
る

」
と

い
う

発
想

に
な

り
ま

し
た

。
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
持

っ
た

音
を

直
に

鼓
膜

に
伝

え
る

の
で

は
な

く
、

耳
栓

と
耳

の
穴

（
外

耳
道

）
と

鼓
膜

だ
け

で
形

成
し

た
吸

音
室

を
作

り
耳

栓
を

形
成

す
る

ゴ
ム

板
（

吸
音

板
）

だ
け

通
っ

て
音

を
鼓

膜
に

伝
え

て
聴

く
事

で
す

。
外

部
の

音
は

ゴ
ム

板
（

吸
音

板
）

を
通

る
事

に
よ

っ
て

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

損
失

し
、

結
果

、
音

の
響

き
を

低
減

さ
せ

る
事

に
よ

っ
て

本
来

の
自

然
な

音
を

鼓
膜

に
伝

え
る

事
が

出
来

ま
す

。
聴

覚
過

敏
の

人
の

お
役

に
立

て
る

と
思

っ
て

い
ま

す
が

、
こ

の
耳

栓
の

経
験

者
が

開
発

し
た

本
人

以
外

ま
だ

お
り

ま
せ

ん
。

こ
の

耳
栓

の
欠

点
に

も
な

り
ま

す
が

、
吸

音
板

を
個

々
の

人
の

外
耳

孔
に

合
わ

せ
て

直
接

作
成

し
な

い
と

効
果

は
少

な
い

と
思

い
ま

す
の

で
、

名
古

屋
市

内
に

在
住

さ
れ

て
い

る
聴

覚
過

敏
の

方
で

無
償

で
モ

ニ
タ

ー
と

し
て

ご
協

力
し

て
頂

け
る

方
を

探
し

て
い

ま
す

。
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

1
0

3
9

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

そ
の

他
(国

立
障

害
令

和
5

年
度

募
集

要
項

（
対

象
：

学
生

及
び

当
事

者
）

  
ニ

ー
ズ

&
ア

イ
デ

ア
フ

ォ
ー

ラ
ム

2
0

2
3

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 知

的
障

害
者

 精
神

障
害

者
 発

達
障

害
者

盲
ろ

う
者

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
2

0
2

3
を

実
施

す
る

に
あ

た
り

、
参

加
学

生
と

ご
協

力
い

た
だ

け
る

障
害

の
あ

る
当

事
者

を
募

集
し

て
い

ま
す

。
ニ

ー
ズ

＆
ア

イ
デ

ア
フ

ォ
ー

ラ
ム

は
、

医
療

・
福

祉
系

、
工

学
系

、
デ

ザ
イ

ン
系

の
学

生
が

、
障

害
の

あ
る

人
の

ニ
ー

ズ
を

解
決

す
る

ア
イ

デ
ア

を
協

働
し

て
、

形
に

す
る

プ
ロ

セ
ス

を
通

じ
て

、
様

々
な

事
を

学
ぶ

人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

実
施

し
て

い
る

一
環

で
そ

の
作

品
を

ご
紹

介
す

る
場

で
あ

り
、

障
害

の
あ

る
方

の
ニ

ー
ズ

や
技

術
の

一
端

も
会

わ
せ

て
、

広
く

一
般

の
方

々
に

知
っ

て
い

た
だ

き
た

く
2

0
1

4
年

か
ら

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

と
大

学
、

高
専

学
生

、
専

門
学

校
な

ど
が

協
力

し
て

開
催

し
て

い
ま

す
。

対
面

参
加

が
一

部
あ

り
ま

す
が

、
遠

方
の

方
は

す
べ

て
オ

ン
ラ

イ
ン

参
加

も
可

能
で

す
。

募
集

〆
切

は
7

月
2

1
日

で
す

。
学

生
は

途
中

参
加

も
あ

り
で

す
。

第
一

回
目

は
８

月
７

日
で

、
国

立
障

害
者

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
の

見
学

が
含

ま
れ

て
い

ま
す

。
ご

関
心

あ
る

方
は

以
下

の
U

R
L
に

あ
る

お
知

ら
せ

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
:/

/
n

-
i-

f.
jp

/
n

e
w

s
/

ま
た

、
ご

関
心

あ
り

そ
う

な
方

々
へ

ご
紹

介
し

て
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。

1
0

4
0

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)聴

覚
過

敏
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
耳

栓
利

用
者

聴
覚

過
敏

聴
覚

障
害

者
7

月
1

4
日

に
聴

覚
過

敏
で

投
稿

し
た

者
で

す
。

先
日

の
投

稿
の

折
、

耳
栓

装
着

の
状

態
の

写
真

の
掲

載
を

し
て

な
か

っ
た

の
で

送
ら

さ
せ

て
も

ら
い

ま
し

た
。

　
　

耳
栓

の
名

称
は

、
吸

音
型

透
過

音
式

耳
栓

で
す

。
　

　
こ

の
耳

栓
の

装
着

時
に

注
意

し
て

ほ
し

い
事

は
　

　
・

自
分

の
声

が
籠

っ
て

聴
こ

え
ま

す
。

　
　

・
耳

栓
装

着
時

に
顔

が
ほ

て
っ

て
い

る
と

感
じ

る
事

が
あ

り
ま

す
。

　
　

・
こ

の
耳

栓
は

、
補

聴
器

で
は

な
く

、
防

音
性

も
あ

る
為

7
.5
㏈

等
音

が
小

さ
く

聴
こ

え
ま

す
。

　
　

・
こ

の
耳

栓
で

聴
覚

過
敏

の
人

が
聴

い
て

も
7

.5
㏈

小
さ

い
音

に
な

り
ま

す
が

、
普

通
に

本
来

の
音

が
聴

き
取

れ
ま

す
。

　
　

・
健

常
な

耳
の

人
が

聴
い

て
も

普
通

の
音

で
7

.5
㏈

防
音

さ
れ

た
音

で
聴

こ
え

ま
す

。

1
0

4
1

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

移
動

用
リ

フ
ト

 入
浴

関
連

用
具

 福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

開
発

メ
ー

カ
ー

介
護

・
医

療
問

題
に

関
心

を
お

持
ち

の
方

へ
【

F
in

e
介

護
で

日
本

を
変

え
る

  
 〜

医
療

か
ら

介
護

へ
〜

病
院

か
ら

在
宅

へ
〜

】
展

示
会

・
講

演
会

開
催

　
2

0
2

3
年

7
月

2
8

日
(金

)・
2

9
日

(土
)

利
用

対
象

等
全

般
介

護
医

療
の

課
題

『
人

材
の

不
足

、
高

齢
者

人
口

の
増

大
、

財
源

の
不

足
』

に
立

ち
向

か
う

た
め

、
私

た
ち

は
微

力
な

が
ら

も
「

F
in

e
介

護
」

の
広

く
皆

様
に

ご
提

案
し

た
い

と
考

え
ま

し
た

。
そ

し
て

、
そ

の
第

一
歩

と
し

て
、

講
演

・
研

修
・

展
示

会
を

開
催

い
た

し
ま

す
。

・
日

程
　

2
0

2
3

年
7

月
2

8
日

（
金

）
9

：
0

0
 〜

1
8

：
0

0
・

2
9

日
 (

土
)　

9
：

0
0

 〜
1

6
：

3
0

・
場

所
  

梅
田

ス
カ

イ
ビ

ル
　

タ
ワ

ー
ウ

エ
ス

ト
2

2
階

(住
所

：
大

阪
府

大
阪

市
北

区
大

淀
中

1
-
1

-
8

8
)

・
入

場
料

　
無

料
(講

演
会

は
事

前
登

録
要

)
講

演
者

一
覧

・
京

都
府

立
医

科
大

学
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
学

教
室

 准
教

授
　

沢
田

　
光

思
郎

 氏
・

阪
和

記
念

病
院

　
理

学
療

法
士

　
課

長
　

徳
田

　
和

宏
 氏

・
特

定
医

療
法

人
暲

純
会

武
内

病
院

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
部

　
理

学
療

法
士

　
岡

本
　

直
樹

 氏
・

倉
井

　
皓

彬
 氏

・
医

療
法

人
杏

園
会

熱
田

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

院
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

科
　

理
学

療
法

士
　

課
長

　
西

村
　

英
亮

 氏
・

株
式

会
社

タ
ム

ラ
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
＆

オ
ペ

レ
ー

テ
ィ

ン
グ

代
表

取
締

役
　

田
村

　
明

孝
 氏

・
株

式
会

社
バ

リ
オ

ン
代

表
取

締
役

 医
学

博
士

・
工

学
博

士
・

理
学

療
法

士
 金

澤
 善

智
 氏

・
一

般
社

団
法

人
ナ

チ
ュ

ラ
ル

ハ
ー

ト
フ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
代

表
理

事
　

下
元

　
佳

子
 氏

・
出

羽
の

国
　

心
ノ

詩
人

　
武

久
　

ぶ
く

 氏
・

株
式

会
社

は
い

せ
つ

総
合

研
究

所
 排

泄
用

具
の

情
報

館
む

つ
き

庵
　

代
表

　
浜

田
 き

よ
子

 氏
私

た
ち

は
ご

利
用

者
様

の
自

立
化

や
重

度
化

防
止

、
安

全
な

介
護

、
介

護
者

の
腰

痛
対

策
に

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。
ぜ

ひ
、

展
示

会
で

そ
の

効
果

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
講

演
会

参
加

に
つ

き
ま

し
て

は
、

席
に

限
り

が
ご

ざ
い

ま
す

の
で

お
早

め
に

お
申

し
込

み
く

だ
さ

い
。

皆
様

の
ご

参
加

を
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

。
※

講
演

の
お

申
込

み
は

下
記

よ
り

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
講

演
申

込
フ

ォ
ー

ム
：

h
tt

p
s
:/

/
d

o
c
s
.g

o
o
g
le

.c
o
m

/
fo

rm
s
/
d

/
e
/
1

F
A

Ip
Q

L
S

d
5

J
z
G

yq
4

3
-

J
Iln

w
Z

P
J
h

m
h

J
yn

V
J
lIa

yb
jS

e
N

Y
D

yx
L
o
_
t9

5
lx

g
/
v
ie

w
fo

rm
大

会
詳

細
：

h
tt

p
s
:/

/
w

d
u

s
t.
h

p
.p

e
ra

ic
h

i.c
o
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

5
0

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

日
常

的
な

衛
生

入
浴

関
連

用
具

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)洗

濯
の

自
立

支
援

用
具

開
発

メ
ー

カ
ー

片
麻

痺
や

リ
ウ

マ
チ

患
者

と
開

発
。

洗
濯

の
自

立
を

支
援

す
る

『
洗

濯
ネ

ッ
ト

バ
ッ

グ
』

肢
体

不
自

由
者

家
族

 介
助

者
 共

用
品

 そ
の

他
(脳

血
管

障
害

（
片

麻
痺

）
、

関
節

リ
ウ

マ
チ

／
膠

原
病

、
五

十
肩

・
四

十
肩

（
肩

関
節

周
囲

炎
）

、
腱

板
断

裂
・

損
傷

・
腱

板
炎

、
頸

肩
腕

症
候

群
、

骨
折

（
上

腕
・

前
腕

・
肘

・
手

首
・

鎖
骨

）
、

亜
脱

臼
、

肩
脱

臼
、

重
度

) 
利

用
対

象
等

全
般

■
概

要
・

2
0

2
3

年
９

月
末

時
点

で
国

内
外

の
ご

購
入

者
が

3
8

0
名

を
超

え
ま

し
た

！
・

公
益

財
団

法
人

日
本

デ
ザ

イ
ン

振
興

会
主

催
「

2
0

2
2

年
度

グ
ッ

ド
デ

ザ
イ

ン
賞

」
を

受
賞

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.g
-
m

a
rk

.o
rg

/
g
a
lle

ry
/
w

in
n

e
rs

/
8

8
9

8
・

令
和

五
年

度
 東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

「
障

害
者

向
け

製
品

等
の

販
路

開
拓

支
援

事
業

」
に

採
択

・
J
a
p
a
n

 T
im

e
s
に

掲
載

。
海

外
か

ら
の

注
文

も
好

調
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.ja
p

a
n

ti
m

e
s
.c

o
.jp

/
lif

e
/
2

0
2

3
/
0

2
/
1

8
/
s
ty

le
/
o
n

-
d

e
s
ig

n
-
o
m

o
te

n
a
s
h

i-
tr

a
v
e
l-

a
w

a
rd

s
/

■
製

品
概

要
・

脱
衣

か
ご

と
一

体
化

し
た

洗
濯

ネ
ッ

ト
で

す
。

洗
濯

機
、

洗
濯

か
ご

に
洗

濯
も

の
を

”
移

し
替

え
る

”
 手

間
が

解
消

さ
れ

ま
す

。
丸

く
、

型
崩

れ
し

づ
ら

い
素

材
の

バ
ッ

グ
は

洗
濯

機
の

動
き

に
抗

わ
な

い
の

で
、

"服
の

絡
ま

り
" 

を
防

止
し

ま
す

。
・

な
め

ら
か

な
フ

ァ
ス

ナ
ー

。
か

ば
ん

メ
ー

カ
ー

な
ら

で
は

の
布

地
を

噛
み

に
く

い
縫

製
。

引
き

手
に

つ
い

た
ひ

も
状

の
輪

っ
か

を
使

え
ば

、
わ

ず
か

な
力

と
指

の
動

き
で

、
す

る
っ

と
開

閉
で

き
ま

す
。

・
こ

の
製

品
は

、
洗

濯
に

生
じ

る
ス

ト
レ

ス
を

日
々

感
じ

て
い

ら
っ

し
ゃ

る
脳

卒
中

に
よ

る
片

麻
痺

、
リ

ウ
マ

チ
、

肩
の

傷
病

が
あ

る
方

々
へ

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

繰
り

返
す

な
か

で
生

ま
れ

ま
し

た
。

だ
か

ら
、

ど
ん

な
人

に
と

っ
て

も
優

し
く

、
使

い
や

す
い

製
品

で
す

。
■

主
な

ご
購

入
者

様
・

対
象

者
：

五
十

肩
・

四
十

肩
（

肩
関

節
周

囲
炎

）
、

腱
板

断
裂

・
損

傷
・

腱
板

炎
、

頸
肩

腕
症

候
群

、
骨

折
（

上
腕

・
前

腕
・

肘
・

手
首

・
鎖

骨
）

、
亜

脱
臼

、
片

麻
痺

、
肩

脱
臼

、
重

度
の

肩
痛

、
関

節
リ

ウ
マ

チ
／

膠
原

病
な

ど
に

よ
り

、
肩

や
腕

が
つ

ら
い

、
だ

る
い

方
、

三
角

巾
や

ア
ー

ム
ス

リ
ン

グ
（

ア
ー

ム
ホ

ル
ダ

ー
）

と
い

っ
た

補
助

具
を

お
使

い
の

方
。

 腕
の

固
定

に
ゆ

っ
た

り
と

し
た

ゆ
と

り
が

求
め

ら
れ

る
リ

ハ
ビ

リ
期

の
方

。
・

そ
の

よ
う

な
方

と
と

も
に

リ
ハ

ビ
リ

や
介

護
を

行
う

、
ご

家
族

、
作

業
療

法
士

、
理

学
療

法
士

、
介

護
職

、
看

護
師

の
方

々
。

■
７

つ
の

特
徴

　
①

脱
い

だ
服

は
自

立
す

る
バ

ッ
グ

へ
ポ

イ
ッ

！
そ

の
ま

ま
洗

濯
機

で
丸

洗
い

で
き

ま
す

　
②

丸
く

、
型

崩
れ

し
な

い
形

状
、

適
度

な
サ

イ
ズ

な
の

で
洗

濯
・

脱
水

時
に

服
が

か
ら

み
ま

せ
ん

　
③

バ
ッ

グ
の

持
ち

手
を

つ
か

ん
で

、
複

数
の

洗
濯

物
を

ま
と

め
て

洗
濯

機
か

ら
取

り
出

せ
ま

す
　

④
洗

濯
後

は
、

片
手

に
提

げ
、

物
干

し
・

収
納

の
場

所
ま

で
ら

く
ら

く
運

べ
ま

す
　

⑤
つ

ま
み

や
す

く
バ

ッ
グ

の
丸

み
に

沿
っ

た
フ

ァ
ス

ナ
ー

は
小

さ
な

動
き

と
小

さ
な

力
で

開
閉

で
き

ま
す

　
⑥

フ
ァ

ス
ナ

ー
を

閉
じ

れ
ば

、
ご

自
宅

、
入

居
先

、
入

院
先

で
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

が
守

ら
れ

ま
す

　
⑦

旅
先

、
ご

家
族

で
分

け
て

、
ジ

ム
、

ヨ
ガ

に
行

く
と

き
な

ど
シ

ー
ン

や
用

途
に

応
じ

た
使

い
方

が
楽

し
め

ま
す

■
ご

購
入

　
以

下
よ

り
ご

購
入

い
た

だ
け

ま
す

。
　

《
ケ

ア
ウ

ィ
ル

ブ
ラ

ン
ド

サ
イ

ト
》

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w
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o
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/
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p
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/
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.t
o
/
3

P
H

rD
w

R
　

《
ヤ

フ
ー

》
h
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p
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h
o
p

p
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g
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a
h

o
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.jp

/
c
a
re

w
ill
/
y1

0
0

0
0

2
.h

tm
l

　
《

マ
ク

ア
ケ

》
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.m
a
k
u

a
k
e
.c

o
m

/
p

ro
je

c
t/

c
a
re

w
ill
2

/
■

製
品

デ
ー

タ
　

・
サ

イ
ズ

: 
縦

3
0

c
m

、
横

2
8

c
m

、
高

さ
3

0
c
m

　
・

重
量

: 
1

5
0

g
　

・
素

材
: 
ポ

リ
エ

ス
テ

ル

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

4
8

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
障

害
者

自
立

支
援

機
器

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
２

３
　

W
e
b

開
催

の
お

知
ら

せ

利
用

対
象

等
全

般
障

害
者

自
立

支
援

機
器

　
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

２
３

W
e
b

開
催

が
１

０
月

１
日

～
来

年
１

月
３

１
日

ま
で

開
催

と
な

り
ま

す
。

出
展

企
業

等
全

９
３

社
、

障
害

当
事

者
・

支
援

団
体

９
社

、
開

発
支

援
団

体
３

社
が

出
展

と
な

り
ま

す
。

オ
ン

ラ
イ

ン
上

で
「

問
い

合
わ

せ
」

及
び

「
掲

示
板

」
機

能
よ

り
大

阪
・

東
京

会
場

に
来

ら
れ

な
い

方
も

出
展

者
と

意
見

交
換

が
可

能
と

な
っ

て
い

ま
す

の
で

是
非

ご
活

用
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
2

0
2

3
k
o
ry

u
k
a
i/

w
e
b

/
h

a
ll/

c
m

s
/
#

ta
b

4
3

_
d

e
ti
a
l

ま
た

、
講

演
動

画
の

配
信

も
し

て
お

り
ま

す
。

開
催

中
は

い
つ

で
も

視
聴

が
可

能
と

な
り

ま
す

で
の

合
わ

せ
て

ご
覧

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
2

0
2

3
k
o
ry

u
k
a
i/

w
e
b

/
h

a
ll/

c
m

s
/
#

ta
b

3
3

_
d

e
ti
a
l

1
0

4
9

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

衣
服

の
着

脱
装

具
 体

位
変

換
器

開
発

メ
ー

カ
ー

三
角

巾
と

一
体

化
し

た
衣

服
『

ア
ー

ム
ス

リ
ン

グ
ケ

ー
プ

』

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 そ

の
他

(脳
血

管
障

害
（

片
麻

痺
）

、
四

十
肩

・
五

十
肩

、
腱

板
断

裂
・

腱
板

損
傷

、
亜

脱
臼

、
骨

折
、

リ
ウ

マ
チ

等
) 

利
用

対
象

等
全

般

■
概

要
・

2
0

2
3

年
９

月
末

時
点

で
国

内
外

の
ご

購
入

者
が

2
8

0
名

を
超

え
ま

し
た

！
・

公
益

財
団

法
人

日
本

デ
ザ

イ
ン

振
興

会
主

催
「

2
0

2
1

年
度

グ
ッ

ド
デ

ザ
イ

ン
賞

」
を

受
賞

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.g
-
m

a
rk

.o
rg

/
g
a
lle

ry
/
w

in
n

e
rs

/
9

e
4

3
3

1
c
9

-
8

0
3

d
-
1

1
e
d

-
a
f7

e
-
0

2
4

2
a
c
1

3
0

0
0

2
・

令
和

四
年

度
 川

崎
市

「
か

わ
さ

き
基

準
（

K
IS

）
認

証
福

祉
製

品
」

に
認

定
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.c
it
y.

k
a
w

a
s
a
k
i.j
p
/
2

8
0

/
p

a
g
e
/
0

0
0

0
1

4
9

8
1

7
.h

tm
l

・
令

和
四

年
度

 東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
「

障
害

者
向

け
製

品
等

の
販

路
開

拓
支

援
事

業
」

に
採

択
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
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k
ig

yo
/
rm

e
p

a
l0

0
0

0
0

0
d
u

d
d
-
a
tt

/
R

4
_
s
h

o
g
a
is

h
a
s
h

ie
n

.p
d
f

・
令

和
四

年
度

 東
京

都
立

産
業

技
術

セ
ン

タ
ー

共
同

研
究

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.ir
i-

to
k
yo

.jp
/
s
it
e
/
ti
ri
-
n

e
w

s
/
2

0
2

3
0

5
-
0

1
-
k
e
n

k
yu

.h
tm

l
■

製
品

概
要

・
ア

ー
ム

ス
リ

ン
グ

（
三

角
巾

、
ア

ー
ム

ホ
ル

ダ
ー

）
と

一
体

化
し

た
ケ

ー
プ

で
す

。
美

し
く

見
え

る
デ

ザ
イ

ン
を

追
求

し
ま

し
た

。
内

袋
に

腕
を

ゆ
だ

ね
な

が
ら

、
安

心
し

て
日

常
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

傷
病

回
復

後
も

そ
の

ま
ま

着
用

す
る

こ
と

が
可

能
な

リ
カ

バ
リ

ー
ウ

ェ
ア

で
す

。
・

こ
の

製
品

は
、

作
業

療
法

士
、

理
学

療
法

士
、

看
護

師
に

よ
る

監
修

の
も

と
、

脳
血

管
障

害
（

片
麻

痺
）

、
四

十
肩

・
五

十
肩

、
腱

板
断

裂
・

腱
板

損
傷

、
亜

脱
臼

、
骨

折
、

リ
ウ

マ
チ

が
あ

る
2

3
名

の
対

象
者

へ
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
繰

り
返

す
な

か
で

生
ま

れ
ま

し
た

。
■

主
な

ご
購

入
者

様
・

対
象

者
：

五
十

肩
・

四
十

肩
（

肩
関

節
周

囲
炎

）
、

腱
板

断
裂

・
損

傷
・

腱
板

炎
、

頸
肩

腕
症

候
群

、
骨

折
（

上
腕

・
前

腕
・

肘
・

手
首

・
鎖

骨
）

、
亜

脱
臼

、
片

麻
痺

、
肩

脱
臼

、
重

度
の

肩
痛

、
関

節
リ

ウ
マ

チ
／

膠
原

病
な

ど
に

よ
り

、
肩

や
腕

が
つ

ら
い

、
だ

る
い

方
、

三
角

巾
や

ア
ー

ム
ス

リ
ン

グ
（

ア
ー

ム
ホ

ル
ダ

ー
）

と
い

っ
た

補
助

具
を

お
使

い
の

方
。

 腕
の

固
定

に
ゆ

っ
た

り
と

し
た

ゆ
と

り
が

求
め

ら
れ

る
リ

ハ
ビ

リ
期

の
方

。
・

そ
の

よ
う

な
方

と
と

も
に

リ
ハ

ビ
リ

や
介

護
を

行
う

、
ご

家
族

、
作

業
療

法
士

、
理

学
療

法
士

、
介

護
職

、
看

護
師

の
方

々
。

■
７

つ
の

特
徴

【
首

を
痛

め
な

い
】

服
の

生
地

全
体

で
腕

の
重

さ
を

支
え

て
い

る
の

で
首

を
痛

め
ま

せ
ん

【
疲

れ
な

い
】

背
中

に
重

さ
を

分
散

す
る

の
で

、
長

時
間

着
用

し
て

も
肩

や
腕

が
疲

れ
に

く
い

構
造

で
す

【
肩

と
腕

が
あ

た
た

か
い

】
秋

冬
、

夏
の

冷
房

対
策

に
肩

と
腕

ま
わ

り
を

保
温

し
ま

す
。

冷
え

性
の

方
に

も
お

ス
ス

メ
で

す
【

ゆ
っ

た
り

ゆ
だ

ね
る

】
内

袋
に

腕
を

ゆ
だ

ね
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

両
肩

と
手

や
指

を
出

せ
る

開
口

部
に

よ
り

、
腕

が
安

定
し

ま
す

【
片

手
で

着
れ

る
】

か
ぶ

り
式

で
ボ

タ
ン

等
が

無
く

片
手

で
 1

0
 秒

 -
1

 秒
で

着
脱

で
き

ま
す

【
長

く
着

れ
る

】
内

袋
を

使
わ

な
け

れ
ば

、
傷

病
回

復
後

も
オ

シ
ャ

レ
な

ケ
ー

プ
と

し
て

着
る

こ
と

が
で

き
ま

す
【

ポ
ケ

ッ
ト

と
し

て
使

え
る

】
内

袋
は

物
を

入
れ

る
ポ

ケ
ッ

ト
に

も
使

え
ま

す
■

ご
購

入
　

以
下

よ
り

ご
購

入
い

た
だ

け
ま

す
。

　
《

ケ
ア

ウ
ィ

ル
ブ

ラ
ン

ド
サ

イ
ト

》
h

tt
p
s
:/

/
w

w
w

.c
a
re

w
ill
.c

o
.jp

/
　

《
ア

マ
ゾ

ン
》

h
tt

p
s
:/

/
a
m

z
n

.t
o
/
3

ya
S

k
4

C
　

《
ヤ

フ
ー

》
h

tt
p

s
:/

/
b
it
.ly

/
3

S
Y

z
0

R
B

　
《

ふ
る

さ
と

納
税

》
h

tt
p

s
:/

/
fu

ru
n

a
v
i.j
p

/
p

ro
d
u

c
t_

d
e
ta

il.
a
s
p

x
?

p
id

=
8

9
6

8
6

1
■

製
品

デ
ー

タ
　

・
メ

イ
ン

素
材

: 
ポ

リ
エ

ス
テ

ル
 9

5
%

 ポ
リ

ウ
レ

タ
ン

 5
%

　
・

素
材

構
成

: 
9

5
%

 ポ
リ

エ
ス

テ
ル

, 
5

%
 ポ

リ
ウ

レ
タ

ン

-102-



投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

5
0

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

日
常

的
な

衛
生

入
浴

関
連

用
具

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)洗

濯
の

自
立

支
援

用
具

開
発

メ
ー

カ
ー

片
麻

痺
や

リ
ウ

マ
チ

患
者

と
開

発
。

洗
濯

の
自

立
を

支
援

す
る

『
洗

濯
ネ

ッ
ト

バ
ッ

グ
』

肢
体

不
自

由
者

家
族

 介
助

者
 共

用
品

 そ
の

他
(脳

血
管

障
害

（
片

麻
痺

）
、

関
節

リ
ウ

マ
チ

／
膠

原
病

、
五

十
肩

・
四

十
肩

（
肩

関
節

周
囲

炎
）

、
腱

板
断

裂
・

損
傷

・
腱

板
炎

、
頸

肩
腕

症
候

群
、

骨
折

（
上

腕
・

前
腕

・
肘

・
手

首
・

鎖
骨

）
、

亜
脱

臼
、

肩
脱

臼
、

重
度

) 
利

用
対

象
等

全
般

■
概

要
・

2
0

2
3

年
９

月
末

時
点

で
国

内
外

の
ご

購
入

者
が

3
8

0
名

を
超

え
ま

し
た

！
・

公
益

財
団

法
人

日
本

デ
ザ

イ
ン

振
興

会
主

催
「

2
0

2
2

年
度

グ
ッ

ド
デ

ザ
イ

ン
賞

」
を

受
賞

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.g
-
m

a
rk

.o
rg

/
g
a
lle

ry
/
w

in
n

e
rs

/
8

8
9

8
・

令
和

五
年

度
 東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

「
障

害
者

向
け

製
品

等
の

販
路

開
拓

支
援

事
業

」
に

採
択

・
J
a
p
a
n

 T
im

e
s
に

掲
載

。
海

外
か

ら
の

注
文

も
好

調
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.ja
p

a
n

ti
m

e
s
.c

o
.jp

/
lif

e
/
2

0
2

3
/
0

2
/
1

8
/
s
ty

le
/
o
n

-
d

e
s
ig

n
-
o
m

o
te

n
a
s
h

i-
tr

a
v
e
l-

a
w

a
rd

s
/

■
製

品
概

要
・

脱
衣

か
ご

と
一

体
化

し
た

洗
濯

ネ
ッ

ト
で

す
。

洗
濯

機
、

洗
濯

か
ご

に
洗

濯
も

の
を

”
移

し
替

え
る

”
 手

間
が

解
消

さ
れ

ま
す

。
丸

く
、

型
崩

れ
し

づ
ら

い
素

材
の

バ
ッ

グ
は

洗
濯

機
の

動
き

に
抗

わ
な

い
の

で
、

"服
の

絡
ま

り
" 

を
防

止
し

ま
す

。
・

な
め

ら
か

な
フ

ァ
ス

ナ
ー

。
か

ば
ん

メ
ー

カ
ー

な
ら

で
は

の
布

地
を

噛
み

に
く

い
縫

製
。

引
き

手
に

つ
い

た
ひ

も
状

の
輪

っ
か

を
使

え
ば

、
わ

ず
か

な
力

と
指

の
動

き
で

、
す

る
っ

と
開

閉
で

き
ま

す
。

・
こ

の
製

品
は

、
洗

濯
に

生
じ

る
ス

ト
レ

ス
を

日
々

感
じ

て
い

ら
っ

し
ゃ

る
脳

卒
中

に
よ

る
片

麻
痺

、
リ

ウ
マ

チ
、

肩
の

傷
病

が
あ

る
方

々
へ

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

繰
り

返
す

な
か

で
生

ま
れ

ま
し

た
。

だ
か

ら
、

ど
ん

な
人

に
と

っ
て

も
優

し
く

、
使

い
や

す
い

製
品

で
す

。
■

主
な

ご
購

入
者

様
・

対
象

者
：

五
十

肩
・

四
十

肩
（

肩
関

節
周

囲
炎

）
、

腱
板

断
裂

・
損

傷
・

腱
板

炎
、

頸
肩

腕
症

候
群

、
骨

折
（

上
腕

・
前

腕
・

肘
・

手
首

・
鎖

骨
）

、
亜

脱
臼

、
片

麻
痺

、
肩

脱
臼

、
重

度
の

肩
痛

、
関

節
リ

ウ
マ

チ
／

膠
原

病
な

ど
に

よ
り

、
肩

や
腕

が
つ

ら
い

、
だ

る
い

方
、

三
角

巾
や

ア
ー

ム
ス

リ
ン

グ
（

ア
ー

ム
ホ

ル
ダ

ー
）

と
い

っ
た

補
助

具
を

お
使

い
の

方
。

 腕
の

固
定

に
ゆ

っ
た

り
と

し
た

ゆ
と

り
が

求
め

ら
れ

る
リ

ハ
ビ

リ
期

の
方

。
・

そ
の

よ
う

な
方

と
と

も
に

リ
ハ

ビ
リ

や
介

護
を

行
う

、
ご

家
族

、
作

業
療

法
士

、
理

学
療

法
士

、
介

護
職

、
看

護
師

の
方

々
。

■
７

つ
の

特
徴

　
①

脱
い

だ
服

は
自

立
す

る
バ

ッ
グ

へ
ポ

イ
ッ

！
そ

の
ま

ま
洗

濯
機

で
丸

洗
い

で
き

ま
す

　
②

丸
く

、
型

崩
れ

し
な

い
形

状
、

適
度

な
サ

イ
ズ

な
の

で
洗

濯
・

脱
水

時
に

服
が

か
ら

み
ま

せ
ん

　
③

バ
ッ

グ
の

持
ち

手
を

つ
か

ん
で

、
複

数
の

洗
濯

物
を

ま
と

め
て

洗
濯

機
か

ら
取

り
出

せ
ま

す
　

④
洗

濯
後

は
、

片
手

に
提

げ
、

物
干

し
・

収
納

の
場

所
ま

で
ら

く
ら

く
運

べ
ま

す
　

⑤
つ

ま
み

や
す

く
バ

ッ
グ

の
丸

み
に

沿
っ

た
フ

ァ
ス

ナ
ー

は
小

さ
な

動
き

と
小

さ
な

力
で

開
閉

で
き

ま
す

　
⑥

フ
ァ

ス
ナ

ー
を

閉
じ

れ
ば

、
ご

自
宅

、
入

居
先

、
入

院
先

で
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

が
守

ら
れ

ま
す

　
⑦

旅
先

、
ご

家
族

で
分

け
て

、
ジ

ム
、

ヨ
ガ

に
行

く
と

き
な

ど
シ

ー
ン

や
用

途
に

応
じ

た
使

い
方

が
楽

し
め

ま
す

■
ご

購
入

　
以

下
よ

り
ご

購
入

い
た

だ
け

ま
す

。
　

《
ケ

ア
ウ

ィ
ル

ブ
ラ

ン
ド

サ
イ

ト
》

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.c
a
re

w
ill
.c

o
.jp

/
　

《
ア

マ
ゾ

ン
》

h
tt

p
s
:/

/
a
m

z
n

.t
o
/
3

P
H

rD
w

R
　

《
ヤ

フ
ー

》
h

tt
p

s
:/

/
s
to

re
.s

h
o
p

p
in

g
.y

a
h

o
o
.c

o
.jp

/
c
a
re

w
ill
/
y1

0
0

0
0

2
.h

tm
l

　
《

マ
ク

ア
ケ

》
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.m
a
k
u

a
k
e
.c

o
m

/
p

ro
je

c
t/

c
a
re

w
ill
2

/
■

製
品

デ
ー

タ
　

・
サ

イ
ズ

: 
縦

3
0

c
m

、
横

2
8

c
m

、
高

さ
3

0
c
m

　
・

重
量

: 
1

5
0

g
　

・
素

材
: 
ポ

リ
エ

ス
テ

ル

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

4
8

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
障

害
者

自
立

支
援

機
器

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
２

３
　

W
e
b

開
催

の
お

知
ら

せ

利
用

対
象

等
全

般
障

害
者

自
立

支
援

機
器

　
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

２
３

W
e
b

開
催

が
１

０
月

１
日

～
来

年
１

月
３

１
日

ま
で

開
催

と
な

り
ま

す
。

出
展

企
業

等
全

９
３

社
、

障
害

当
事

者
・

支
援

団
体

９
社

、
開

発
支

援
団

体
３

社
が

出
展

と
な

り
ま

す
。

オ
ン

ラ
イ

ン
上

で
「

問
い

合
わ

せ
」

及
び

「
掲

示
板

」
機

能
よ

り
大

阪
・

東
京

会
場

に
来

ら
れ

な
い

方
も

出
展

者
と

意
見

交
換

が
可

能
と

な
っ

て
い

ま
す

の
で

是
非

ご
活

用
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
2

0
2

3
k
o
ry

u
k
a
i/

w
e
b

/
h

a
ll/

c
m

s
/
#

ta
b

4
3

_
d

e
ti
a
l

ま
た

、
講

演
動

画
の

配
信

も
し

て
お

り
ま

す
。

開
催

中
は

い
つ

で
も

視
聴

が
可

能
と

な
り

ま
す

で
の

合
わ

せ
て

ご
覧

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
2

0
2

3
k
o
ry

u
k
a
i/

w
e
b

/
h

a
ll/

c
m

s
/
#

ta
b

3
3

_
d

e
ti
a
l

1
0

4
9

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

衣
服

の
着

脱
装

具
 体

位
変

換
器

開
発

メ
ー

カ
ー

三
角

巾
と

一
体

化
し

た
衣

服
『

ア
ー

ム
ス

リ
ン

グ
ケ

ー
プ

』

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 そ

の
他

(脳
血

管
障

害
（

片
麻

痺
）

、
四

十
肩

・
五

十
肩

、
腱

板
断

裂
・

腱
板

損
傷

、
亜

脱
臼

、
骨

折
、

リ
ウ

マ
チ

等
) 

利
用

対
象

等
全

般

■
概

要
・

2
0

2
3

年
９

月
末

時
点

で
国

内
外

の
ご

購
入

者
が

2
8

0
名

を
超

え
ま

し
た

！
・

公
益

財
団

法
人

日
本

デ
ザ

イ
ン

振
興

会
主

催
「

2
0

2
1

年
度

グ
ッ

ド
デ

ザ
イ

ン
賞

」
を

受
賞

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.g
-
m

a
rk

.o
rg

/
g
a
lle

ry
/
w

in
n

e
rs

/
9

e
4

3
3

1
c
9

-
8

0
3

d
-
1

1
e
d

-
a
f7

e
-
0

2
4

2
a
c
1

3
0

0
0

2
・

令
和

四
年

度
 川

崎
市

「
か

わ
さ

き
基

準
（

K
IS

）
認

証
福

祉
製

品
」

に
認

定
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.c
it
y.

k
a
w

a
s
a
k
i.j
p
/
2

8
0

/
p

a
g
e
/
0

0
0

0
1

4
9

8
1

7
.h

tm
l

・
令

和
四

年
度

 東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
「

障
害

者
向

け
製

品
等

の
販

路
開

拓
支

援
事

業
」

に
採

択
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

k
ig

yo
/
rm

e
p

a
l0

0
0

0
0

0
d
u

d
d
-
a
tt

/
R

4
_
s
h

o
g
a
is

h
a
s
h

ie
n

.p
d
f

・
令

和
四

年
度

 東
京

都
立

産
業

技
術

セ
ン

タ
ー

共
同

研
究

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.ir
i-

to
k
yo

.jp
/
s
it
e
/
ti
ri
-
n

e
w

s
/
2

0
2

3
0

5
-
0

1
-
k
e
n

k
yu

.h
tm

l
■

製
品

概
要

・
ア

ー
ム

ス
リ

ン
グ

（
三

角
巾

、
ア

ー
ム

ホ
ル

ダ
ー

）
と

一
体

化
し

た
ケ

ー
プ

で
す

。
美

し
く

見
え

る
デ

ザ
イ

ン
を

追
求

し
ま

し
た

。
内

袋
に

腕
を

ゆ
だ

ね
な

が
ら

、
安

心
し

て
日

常
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

傷
病

回
復

後
も

そ
の

ま
ま

着
用

す
る

こ
と

が
可

能
な

リ
カ

バ
リ

ー
ウ

ェ
ア

で
す

。
・

こ
の

製
品

は
、

作
業

療
法

士
、

理
学

療
法

士
、

看
護

師
に

よ
る

監
修

の
も

と
、

脳
血

管
障

害
（

片
麻

痺
）

、
四

十
肩

・
五

十
肩

、
腱

板
断

裂
・

腱
板

損
傷

、
亜

脱
臼

、
骨

折
、

リ
ウ

マ
チ

が
あ

る
2

3
名

の
対

象
者

へ
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
繰

り
返

す
な

か
で

生
ま

れ
ま

し
た

。
■

主
な

ご
購

入
者

様
・

対
象

者
：

五
十

肩
・

四
十

肩
（

肩
関

節
周

囲
炎

）
、

腱
板

断
裂

・
損

傷
・

腱
板

炎
、

頸
肩

腕
症

候
群

、
骨

折
（

上
腕

・
前

腕
・

肘
・

手
首

・
鎖

骨
）

、
亜

脱
臼

、
片

麻
痺

、
肩

脱
臼

、
重

度
の

肩
痛

、
関

節
リ

ウ
マ

チ
／

膠
原

病
な

ど
に

よ
り

、
肩

や
腕

が
つ

ら
い

、
だ

る
い

方
、

三
角

巾
や

ア
ー

ム
ス

リ
ン

グ
（

ア
ー

ム
ホ

ル
ダ

ー
）

と
い

っ
た

補
助

具
を

お
使

い
の

方
。

 腕
の

固
定

に
ゆ

っ
た

り
と

し
た

ゆ
と

り
が

求
め

ら
れ

る
リ

ハ
ビ

リ
期

の
方

。
・

そ
の

よ
う

な
方

と
と

も
に

リ
ハ

ビ
リ

や
介

護
を

行
う

、
ご

家
族

、
作

業
療

法
士

、
理

学
療

法
士

、
介

護
職

、
看

護
師

の
方

々
。

■
７

つ
の

特
徴

【
首

を
痛

め
な

い
】

服
の

生
地

全
体

で
腕

の
重

さ
を

支
え

て
い

る
の

で
首

を
痛

め
ま

せ
ん

【
疲

れ
な

い
】

背
中

に
重

さ
を

分
散

す
る

の
で

、
長

時
間

着
用

し
て

も
肩

や
腕

が
疲

れ
に

く
い

構
造

で
す

【
肩

と
腕

が
あ

た
た

か
い

】
秋

冬
、

夏
の

冷
房

対
策

に
肩

と
腕

ま
わ

り
を

保
温

し
ま

す
。

冷
え

性
の

方
に

も
お

ス
ス

メ
で

す
【

ゆ
っ

た
り

ゆ
だ

ね
る

】
内

袋
に

腕
を

ゆ
だ

ね
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

両
肩

と
手

や
指

を
出

せ
る

開
口

部
に

よ
り

、
腕

が
安

定
し

ま
す

【
片

手
で

着
れ

る
】

か
ぶ

り
式

で
ボ

タ
ン

等
が

無
く

片
手

で
 1

0
 秒

 -
1

 秒
で

着
脱

で
き

ま
す

【
長

く
着

れ
る

】
内

袋
を

使
わ

な
け

れ
ば

、
傷

病
回

復
後

も
オ

シ
ャ

レ
な

ケ
ー

プ
と

し
て

着
る

こ
と

が
で

き
ま

す
【

ポ
ケ

ッ
ト

と
し

て
使

え
る

】
内

袋
は

物
を

入
れ

る
ポ

ケ
ッ

ト
に

も
使

え
ま

す
■

ご
購

入
　

以
下

よ
り

ご
購

入
い

た
だ

け
ま

す
。

　
《

ケ
ア

ウ
ィ

ル
ブ

ラ
ン

ド
サ

イ
ト

》
h

tt
p
s
:/

/
w

w
w

.c
a
re

w
ill
.c

o
.jp

/
　

《
ア

マ
ゾ

ン
》

h
tt

p
s
:/

/
a
m

z
n

.t
o
/
3

ya
S

k
4

C
　

《
ヤ

フ
ー

》
h

tt
p

s
:/

/
b
it
.ly

/
3

S
Y

z
0

R
B

　
《

ふ
る

さ
と

納
税

》
h

tt
p

s
:/

/
fu

ru
n

a
v
i.j
p

/
p

ro
d
u

c
t_

d
e
ta

il.
a
s
p

x
?

p
id

=
8

9
6

8
6

1
■

製
品

デ
ー

タ
　

・
メ

イ
ン

素
材

: 
ポ

リ
エ

ス
テ

ル
 9

5
%

 ポ
リ

ウ
レ

タ
ン

 5
%

　
・

素
材

構
成

: 
9

5
%

 ポ
リ

エ
ス

テ
ル

, 
5

%
 ポ

リ
ウ

レ
タ

ン

-102-

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

5
0

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

日
常

的
な

衛
生

入
浴

関
連

用
具

 そ
の

他
(福

祉
用

具
)洗

濯
の

自
立

支
援

用
具

開
発

メ
ー

カ
ー

片
麻

痺
や

リ
ウ

マ
チ

患
者

と
開

発
。

洗
濯

の
自

立
を

支
援

す
る

『
洗

濯
ネ

ッ
ト

バ
ッ

グ
』

肢
体

不
自

由
者

家
族

 介
助

者
 共

用
品

 そ
の

他
(脳

血
管

障
害

（
片

麻
痺

）
、

関
節

リ
ウ

マ
チ

／
膠

原
病

、
五

十
肩

・
四

十
肩

（
肩

関
節

周
囲

炎
）

、
腱

板
断

裂
・

損
傷

・
腱

板
炎

、
頸

肩
腕

症
候

群
、

骨
折

（
上

腕
・

前
腕

・
肘

・
手

首
・

鎖
骨

）
、

亜
脱

臼
、

肩
脱

臼
、

重
度

) 
利

用
対

象
等

全
般

■
概

要
・

2
0

2
3

年
９

月
末

時
点

で
国

内
外

の
ご

購
入

者
が

3
8

0
名

を
超

え
ま

し
た

！
・

公
益

財
団

法
人

日
本

デ
ザ

イ
ン

振
興

会
主

催
「

2
0

2
2

年
度

グ
ッ

ド
デ

ザ
イ

ン
賞

」
を

受
賞

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.g
-
m

a
rk

.o
rg

/
g
a
lle

ry
/
w

in
n

e
rs

/
8

8
9

8
・

令
和

五
年

度
 東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

「
障

害
者

向
け

製
品

等
の

販
路

開
拓

支
援

事
業

」
に

採
択

・
J
a
p
a
n

 T
im

e
s
に

掲
載

。
海

外
か

ら
の

注
文

も
好

調
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.ja
p

a
n

ti
m

e
s
.c

o
.jp

/
lif

e
/
2

0
2

3
/
0

2
/
1

8
/
s
ty

le
/
o
n

-
d

e
s
ig

n
-
o
m

o
te

n
a
s
h

i-
tr

a
v
e
l-

a
w

a
rd

s
/

■
製

品
概

要
・

脱
衣

か
ご

と
一

体
化

し
た

洗
濯

ネ
ッ

ト
で

す
。

洗
濯

機
、

洗
濯

か
ご

に
洗

濯
も

の
を

”
移

し
替

え
る

”
 手

間
が

解
消

さ
れ

ま
す

。
丸

く
、

型
崩

れ
し

づ
ら

い
素

材
の

バ
ッ

グ
は

洗
濯

機
の

動
き

に
抗

わ
な

い
の

で
、

"服
の

絡
ま

り
" 

を
防

止
し

ま
す

。
・

な
め

ら
か

な
フ

ァ
ス

ナ
ー

。
か

ば
ん

メ
ー

カ
ー

な
ら

で
は

の
布

地
を

噛
み

に
く

い
縫

製
。

引
き

手
に

つ
い

た
ひ

も
状

の
輪

っ
か

を
使

え
ば

、
わ

ず
か

な
力

と
指

の
動

き
で

、
す

る
っ

と
開

閉
で

き
ま

す
。

・
こ

の
製

品
は

、
洗

濯
に

生
じ

る
ス

ト
レ

ス
を

日
々

感
じ

て
い

ら
っ

し
ゃ

る
脳

卒
中

に
よ

る
片

麻
痺

、
リ

ウ
マ

チ
、

肩
の

傷
病

が
あ

る
方

々
へ

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

繰
り

返
す

な
か

で
生

ま
れ

ま
し

た
。

だ
か

ら
、

ど
ん

な
人

に
と

っ
て

も
優

し
く

、
使

い
や

す
い

製
品

で
す

。
■

主
な

ご
購

入
者

様
・

対
象

者
：

五
十

肩
・

四
十

肩
（

肩
関

節
周

囲
炎

）
、

腱
板

断
裂

・
損

傷
・

腱
板

炎
、

頸
肩

腕
症

候
群

、
骨

折
（

上
腕

・
前

腕
・

肘
・

手
首

・
鎖

骨
）

、
亜

脱
臼

、
片

麻
痺

、
肩

脱
臼

、
重

度
の

肩
痛

、
関

節
リ

ウ
マ

チ
／

膠
原

病
な

ど
に

よ
り

、
肩

や
腕

が
つ

ら
い

、
だ

る
い

方
、

三
角

巾
や

ア
ー

ム
ス

リ
ン

グ
（

ア
ー

ム
ホ

ル
ダ

ー
）

と
い

っ
た

補
助

具
を

お
使

い
の

方
。

 腕
の

固
定

に
ゆ

っ
た

り
と

し
た

ゆ
と

り
が

求
め

ら
れ

る
リ

ハ
ビ

リ
期

の
方

。
・

そ
の

よ
う

な
方

と
と

も
に

リ
ハ

ビ
リ

や
介

護
を

行
う

、
ご

家
族

、
作

業
療

法
士

、
理

学
療

法
士

、
介

護
職

、
看

護
師

の
方

々
。

■
７

つ
の

特
徴

　
①

脱
い

だ
服

は
自

立
す

る
バ

ッ
グ

へ
ポ

イ
ッ

！
そ

の
ま

ま
洗

濯
機

で
丸

洗
い

で
き

ま
す

　
②

丸
く

、
型

崩
れ

し
な

い
形

状
、

適
度

な
サ

イ
ズ

な
の

で
洗

濯
・

脱
水

時
に

服
が

か
ら

み
ま

せ
ん

　
③

バ
ッ

グ
の

持
ち

手
を

つ
か

ん
で

、
複

数
の

洗
濯

物
を

ま
と

め
て

洗
濯

機
か

ら
取

り
出

せ
ま

す
　

④
洗

濯
後

は
、

片
手

に
提

げ
、

物
干

し
・

収
納

の
場

所
ま

で
ら

く
ら

く
運

べ
ま

す
　

⑤
つ

ま
み

や
す

く
バ

ッ
グ

の
丸

み
に

沿
っ

た
フ

ァ
ス

ナ
ー

は
小

さ
な

動
き

と
小

さ
な

力
で

開
閉

で
き

ま
す

　
⑥

フ
ァ

ス
ナ

ー
を

閉
じ

れ
ば

、
ご

自
宅

、
入

居
先

、
入

院
先

で
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

が
守

ら
れ

ま
す

　
⑦

旅
先

、
ご

家
族

で
分

け
て

、
ジ

ム
、

ヨ
ガ

に
行

く
と

き
な

ど
シ

ー
ン

や
用

途
に

応
じ

た
使

い
方

が
楽

し
め

ま
す

■
ご

購
入

　
以

下
よ

り
ご

購
入

い
た

だ
け

ま
す

。
　

《
ケ

ア
ウ

ィ
ル

ブ
ラ

ン
ド

サ
イ

ト
》

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.c
a
re

w
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o
.jp

/
　

《
ア

マ
ゾ

ン
》

h
tt

p
s
:/

/
a
m

z
n

.t
o
/
3

P
H

rD
w

R
　

《
ヤ

フ
ー

》
h

tt
p

s
:/

/
s
to

re
.s

h
o
p

p
in

g
.y

a
h

o
o
.c

o
.jp

/
c
a
re

w
ill
/
y1

0
0

0
0

2
.h

tm
l

　
《

マ
ク

ア
ケ

》
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.m
a
k
u

a
k
e
.c

o
m

/
p

ro
je

c
t/

c
a
re

w
ill
2

/
■

製
品

デ
ー

タ
　

・
サ

イ
ズ

: 
縦

3
0

c
m

、
横

2
8

c
m

、
高

さ
3

0
c
m

　
・

重
量

: 
1

5
0

g
　

・
素

材
: 
ポ

リ
エ

ス
テ

ル

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

4
8

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
障

害
者

自
立

支
援

機
器

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
２

０
２

３
　

W
e
b

開
催

の
お

知
ら

せ

利
用

対
象

等
全

般
障

害
者

自
立

支
援

機
器

　
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

２
３

W
e
b

開
催

が
１

０
月

１
日

～
来

年
１

月
３

１
日

ま
で

開
催

と
な

り
ま

す
。

出
展

企
業

等
全

９
３

社
、

障
害

当
事

者
・

支
援

団
体

９
社

、
開

発
支

援
団

体
３

社
が

出
展

と
な

り
ま

す
。

オ
ン

ラ
イ

ン
上

で
「

問
い

合
わ

せ
」

及
び

「
掲

示
板

」
機

能
よ

り
大

阪
・

東
京

会
場

に
来

ら
れ

な
い

方
も

出
展

者
と

意
見

交
換

が
可

能
と

な
っ

て
い

ま
す

の
で

是
非

ご
活

用
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
2

0
2

3
k
o
ry

u
k
a
i/

w
e
b

/
h

a
ll/

c
m

s
/
#

ta
b

4
3

_
d

e
ti
a
l

ま
た

、
講

演
動

画
の

配
信

も
し

て
お

り
ま

す
。

開
催

中
は

い
つ

で
も

視
聴

が
可

能
と

な
り

ま
す

で
の

合
わ

せ
て

ご
覧

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
2

0
2

3
k
o
ry

u
k
a
i/

w
e
b

/
h

a
ll/

c
m

s
/
#

ta
b

3
3

_
d

e
ti
a
l

1
0

4
9

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

衣
服

の
着

脱
装

具
 体

位
変

換
器

開
発

メ
ー

カ
ー

三
角

巾
と

一
体

化
し

た
衣

服
『

ア
ー

ム
ス

リ
ン

グ
ケ

ー
プ

』

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 そ

の
他

(脳
血

管
障

害
（

片
麻

痺
）

、
四

十
肩

・
五

十
肩

、
腱

板
断

裂
・

腱
板

損
傷

、
亜

脱
臼

、
骨

折
、

リ
ウ

マ
チ

等
) 

利
用

対
象

等
全

般

■
概

要
・

2
0

2
3

年
９

月
末

時
点

で
国

内
外

の
ご

購
入

者
が

2
8

0
名

を
超

え
ま

し
た

！
・

公
益

財
団

法
人

日
本

デ
ザ

イ
ン

振
興

会
主

催
「

2
0

2
1

年
度

グ
ッ

ド
デ

ザ
イ

ン
賞

」
を

受
賞

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.g
-
m

a
rk

.o
rg

/
g
a
lle

ry
/
w

in
n

e
rs

/
9

e
4

3
3

1
c
9

-
8

0
3

d
-
1

1
e
d

-
a
f7

e
-
0

2
4

2
a
c
1

3
0

0
0

2
・

令
和

四
年

度
 川

崎
市

「
か

わ
さ

き
基

準
（

K
IS

）
認

証
福

祉
製

品
」

に
認

定
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.c
it
y.

k
a
w

a
s
a
k
i.j
p
/
2

8
0

/
p

a
g
e
/
0

0
0

0
1

4
9

8
1

7
.h

tm
l

・
令

和
四

年
度

 東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
「

障
害

者
向

け
製

品
等

の
販

路
開

拓
支

援
事

業
」

に
採

択
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

k
ig

yo
/
rm

e
p

a
l0

0
0

0
0

0
d
u

d
d
-
a
tt

/
R

4
_
s
h

o
g
a
is

h
a
s
h

ie
n

.p
d
f

・
令

和
四

年
度

 東
京

都
立

産
業

技
術

セ
ン

タ
ー

共
同

研
究

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.ir
i-

to
k
yo

.jp
/
s
it
e
/
ti
ri
-
n

e
w

s
/
2

0
2

3
0

5
-
0

1
-
k
e
n

k
yu

.h
tm

l
■

製
品

概
要

・
ア

ー
ム

ス
リ

ン
グ

（
三

角
巾

、
ア

ー
ム

ホ
ル

ダ
ー

）
と

一
体

化
し

た
ケ

ー
プ

で
す

。
美

し
く

見
え

る
デ

ザ
イ

ン
を

追
求

し
ま

し
た

。
内

袋
に

腕
を

ゆ
だ

ね
な

が
ら

、
安

心
し

て
日

常
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

傷
病

回
復

後
も

そ
の

ま
ま

着
用

す
る

こ
と

が
可

能
な

リ
カ

バ
リ

ー
ウ

ェ
ア

で
す

。
・

こ
の

製
品

は
、

作
業

療
法

士
、

理
学

療
法

士
、

看
護

師
に

よ
る

監
修

の
も

と
、

脳
血

管
障

害
（

片
麻

痺
）

、
四

十
肩

・
五

十
肩

、
腱

板
断

裂
・

腱
板

損
傷

、
亜

脱
臼

、
骨

折
、

リ
ウ

マ
チ

が
あ

る
2

3
名

の
対

象
者

へ
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
繰

り
返

す
な

か
で

生
ま

れ
ま

し
た

。
■

主
な

ご
購

入
者

様
・

対
象

者
：

五
十

肩
・

四
十

肩
（

肩
関

節
周

囲
炎

）
、

腱
板

断
裂

・
損

傷
・

腱
板

炎
、

頸
肩

腕
症

候
群

、
骨

折
（

上
腕

・
前

腕
・

肘
・

手
首

・
鎖

骨
）

、
亜

脱
臼

、
片

麻
痺

、
肩

脱
臼

、
重

度
の

肩
痛

、
関

節
リ

ウ
マ

チ
／

膠
原

病
な

ど
に

よ
り

、
肩

や
腕

が
つ

ら
い

、
だ

る
い

方
、

三
角

巾
や

ア
ー

ム
ス

リ
ン

グ
（

ア
ー

ム
ホ

ル
ダ

ー
）

と
い

っ
た

補
助

具
を

お
使

い
の

方
。

 腕
の

固
定

に
ゆ

っ
た

り
と

し
た

ゆ
と

り
が

求
め

ら
れ

る
リ

ハ
ビ

リ
期

の
方

。
・

そ
の

よ
う

な
方

と
と

も
に

リ
ハ

ビ
リ

や
介

護
を

行
う

、
ご

家
族

、
作

業
療

法
士

、
理

学
療

法
士

、
介

護
職

、
看

護
師

の
方

々
。

■
７

つ
の

特
徴

【
首

を
痛

め
な

い
】

服
の

生
地

全
体

で
腕

の
重

さ
を

支
え

て
い

る
の

で
首

を
痛

め
ま

せ
ん

【
疲

れ
な

い
】

背
中

に
重

さ
を

分
散

す
る

の
で

、
長

時
間

着
用

し
て

も
肩

や
腕

が
疲

れ
に

く
い

構
造

で
す

【
肩

と
腕

が
あ

た
た

か
い

】
秋

冬
、

夏
の

冷
房

対
策

に
肩

と
腕

ま
わ

り
を

保
温

し
ま

す
。

冷
え

性
の

方
に

も
お

ス
ス

メ
で

す
【

ゆ
っ

た
り

ゆ
だ

ね
る

】
内

袋
に

腕
を

ゆ
だ

ね
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

両
肩

と
手

や
指

を
出

せ
る

開
口

部
に

よ
り

、
腕

が
安

定
し

ま
す

【
片

手
で

着
れ

る
】

か
ぶ

り
式

で
ボ

タ
ン

等
が

無
く

片
手

で
 1

0
 秒

 -
1

 秒
で

着
脱

で
き

ま
す

【
長

く
着

れ
る

】
内

袋
を

使
わ

な
け

れ
ば

、
傷

病
回

復
後

も
オ

シ
ャ

レ
な

ケ
ー

プ
と

し
て

着
る

こ
と

が
で

き
ま

す
【

ポ
ケ

ッ
ト

と
し

て
使

え
る

】
内

袋
は

物
を

入
れ

る
ポ

ケ
ッ

ト
に

も
使

え
ま

す
■

ご
購

入
　

以
下

よ
り

ご
購

入
い

た
だ

け
ま

す
。

　
《

ケ
ア

ウ
ィ

ル
ブ

ラ
ン

ド
サ

イ
ト

》
h

tt
p
s
:/

/
w

w
w

.c
a
re

w
ill
.c

o
.jp

/
　

《
ア

マ
ゾ

ン
》

h
tt

p
s
:/

/
a
m

z
n

.t
o
/
3

ya
S

k
4

C
　

《
ヤ

フ
ー

》
h

tt
p

s
:/

/
b
it
.ly

/
3

S
Y

z
0

R
B

　
《

ふ
る

さ
と

納
税

》
h

tt
p

s
:/

/
fu

ru
n

a
v
i.j
p

/
p

ro
d
u

c
t_

d
e
ta

il.
a
s
p

x
?

p
id

=
8

9
6

8
6

1
■

製
品

デ
ー

タ
　

・
メ

イ
ン

素
材

: 
ポ

リ
エ

ス
テ

ル
 9

5
%

 ポ
リ

ウ
レ

タ
ン

 5
%

　
・

素
材

構
成

: 
9

5
%

 ポ
リ

エ
ス

テ
ル

, 
5

%
 ポ

リ
ウ

レ
タ

ン
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

5
7

2
0

2
3

お
知

ら
せ

そ
の

他
(場

面
)自

立
支

援
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
支

援
機

器
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

個
人

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
2

0
2

3
第

1
0

回
成

果
発

表
会

の
ご

案
内

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 発

達
障

害
者

医
療

・
福

祉
系

、
デ

ザ
イ

ン
系

、
工

学
系

の
学

生
の

協
働

で
、

障
害

の
あ

る
人

の
ニ

ー
ズ

を
基

に
、

そ
の

解
決

法
を

探
り

、
ア

イ
デ

ア
を

考
え

て
形

に
し

て
発

表
し

ま
す

。
今

回
は

、
対

面
形

式
と

オ
ン

ラ
イ

ン
で

開
催

し
ま

す
。

日
時

　
　

：
2

0
2

3
年

1
2

月
2

3
日

（
土

）
1

3
:3

0
-
1

7
:2

0
会

場
　

　
：

北
千

住
マ

ル
イ

　
1

1
階

　
T

H
E

A
T

R
E

1
0

1
0

（
シ

ア
タ

ー
セ

ン
ジ

ュ
）

　
ギ

ャ
ラ

リ
ー

B
　

　
　

　
　

1
3

時
開

場
最

寄
り

駅
：

北
千

住
駅

　
西

口
　

４
番

出
口

直
結

情
報

保
障

：
要

約
筆

記
参

加
費

　
：

無
料

詳
細

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
以

下
の

U
R

L
に

掲
載

し
ま

す
h

tt
p

:/
/
n

-
i-

f.
jp

/
n

e
w

s
/

会
場

案
内

は
以

下
ご

覧
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/
e
v
e
n

tj
/
N

IF
/
N

IF
2

0
2

3
/

1
0

5
8

2
0

2
3

お
知

ら
せ

そ
の

他
(場

面
)自

立
支

援
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
支

援
機

器
個

人
追

加
情

報
　

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
2

0
2

3
　

第
1

0
回

成
果

発
表

会
の

ご
案

内

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 発
達

障
害

者
 そ

の
他

(ポ
リ

オ
後

症
候

群
)

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
2

0
2

3
で

、
対

象
と

な
っ

た
障

害
や

ニ
ー

ズ
、

お
よ

び
ゲ

ス
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
の

追
加

情
報

で
す

【
ニ

ー
ズ

（
障

害
）

】
A

：
泡

で
出

て
く

る
液

体
ハ

ミ
ガ

キ
を

舌
へ

塗
布

し
た

い
、

「
ピ

ュ
オ

ー
ラ

」
を

う
ま

く
舌

に
つ

け
ら

れ
な

い
（

頚
髄

損
傷

）
B

：
ス

マ
ホ

ゲ
ー

ム
で

ボ
イ

ス
オ

ー
バ

ー
（

視
覚

障
害

）
C

：
飲

食
店

で
の

注
文

を
し

た
い

（
視

覚
障

害
）

（
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
式

が
不

便
）

D
：

運
転

中
に

緊
急

車
両

の
接

近
に

気
が

付
き

た
い

。
（

聴
覚

障
害

）
E

：
普

段
使

い
で

き
る

デ
ザ

イ
ン

・
重

量
の

イ
ヤ

ー
マ

フ
製

作
（

発
達

障
害

）
F

：
電

動
車

い
す

の
バ

ッ
テ

リ
ー

交
換

に
要

す
る

力
を

軽
減

し
外

出
を

ス
ム

ー
ズ

に
し

た
い

！
（

肢
体

機
能

（
ポ

リ
オ

後
症

候
群

）
）

G
：

2
4

時
間

の
な

か
で

、
少

し
で

も
楽

に
な

る
も

の
が

ほ
し

い
。

（
肢

体
機

能
（

ポ
リ

オ
後

症
候

群
）

）

【
ゲ

ス
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
】

・
エ

ル
デ

ネ
サ

ン
ブ

ー
 デ

ル
ゲ

ル
バ

ヤ
ル

氏
　

(N
T

T
ク

ラ
リ

テ
ィ

　
視

覚
障

害
当

事
者

)
・

和
田

　
真

氏
（

国
リ

ハ
　

発
達

障
害

研
究

室
室

長
）

・
三

上
　

直
剛

氏
（

一
般

社
団

法
人

日
本

作
業

療
法

協
会

・
作

業
療

法
士

）

1
0

5
9

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
イ

ヤ
ー

マ
フ

 福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

利
用

者
の

家
族

自
閉

症
(聴

覚
過

敏
)専

用
の

イ
ヤ

ー
マ

フ
の

開
発

希
望

発
達

障
害

者
2

0
2

3
年

7
月

に
聴

覚
過

敏
専

用
の

イ
ヤ

ー
マ

フ
の

開
発

希
望

で
投

稿
を

し
ま

し
た

。
日

常
生

活
に

苦
手

な
音

が
多

く
急

に
鳴

る
大

き
な

音
や

声
を

聞
い

た
り

、
苦

手
な

音
が

あ
る

場
面

で
は

パ
ニ

ッ
ク

を
お

こ
し

て
し

ま
う

自
閉

症
で

イ
ヤ

ー
マ

フ
が

無
い

と
外

出
で

き
な

い
の

で
使

用
し

て
い

ま
す

。
具

体
的

に
は

、
バ

イ
ク

の
走

行
時

の
マ

フ
ラ

ー
音

、
建

設
工

事
現

場
の

金
属

音
や

ド
リ

ル
や

重
機

の
音

、
風

船
が

破
れ

る
音

、
こ

ど
も

の
泣

き
声

、
緊

急
車

両
の

サ
イ

レ
ン

な
ど

で
す

。
聴

覚
過

敏
を

保
護

し
て

日
常

生
活

で
パ

ニ
ッ

ク
に

な
る

こ
と

を
予

防
す

る
目

的
で

イ
ヤ

ー
マ

フ
を

使
用

し
ま

す
。

多
く

の
市

販
の

耳
栓

は
音

の
遮

断
効

果
が

低
く

ま
だ

う
る

さ
い

。
(音

の
遮

断
効

果
は

ほ
と

ん
ど

な
い

)自
閉

症
専

用
と

謳
わ

れ
て

い
る

イ
ヤ

ー
マ

フ
で

も
遮

音
効

果
が

低
く

パ
ソ

コ
ン

の
打

鍵
音

が
な

く
な

っ
た

り
掃

除
の

ほ
う

き
が

す
れ

る
音

が
軽

減
さ

れ
る

程
度

で
あ

り
苦

手
な

音
は

遮
断

さ
れ

な
か

っ
た

。
N

R
R

3
0

の
工

業
用

イ
ヤ

ー
マ

フ
を

購
入

し
た

と
こ

ろ
何

と
か

遮
断

効
果

が
あ

っ
た

が
、

N
R

R
3

0
で

も
道

路
工

事
や

建
設

工
事

な
ど

の
器

具
の

音
の

遮
断

効
果

が
足

り
な

く
も

う
少

し
遮

断
効

果
が

欲
し

い
で

す
。

イ
ヤ

ー
マ

フ
自

体
は

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

た
く

さ
ん

売
っ

て
い

る
が

、
福

祉
用

具
で

は
適

切
な

も
の

が
な

く
不

便
を

感
じ

て
い

る
。

1
0

6
0

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
６

年
度

「
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
」

の
公

募
説

明
会

の
開

催
に

つ
い

て

利
用

対
象

等
全

般
本

事
業

は
、

障
害

者
等

の
自

立
や

社
会

参
加

の
促

進
の

観
点

か
ら

、
マ

ー
ケ

ッ
ト

が
小

さ
く

、
実

用
的

な
機

器
の

開
発

及
び

製
品

化
が

進
ま

な
い

障
害

者
自

立
支

援
機

器
に

つ
い

て
、

企
業

等
が

障
害

当
事

者
及

び
医

療
福

祉
専

門
職

等
と

連
携

し
て

開
発

す
る

取
組

に
補

助
を

行
い

、
障

害
者

等
の

ニ
ー

ズ
を

反
映

し
た

実
用

的
な

支
援

機
器

の
開

発
及

び
製

品
化

並
び

に
普

及
を

促
進

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

も
の

で
す

。
本

事
業

に
係

る
公

募
説

明
会

を
開

催
い

た
し

ま
す

の
で

、
参

加
を

希
望

さ
れ

る
企

業
等

に
お

か
れ

ま
し

て
は

、
以

下
の

厚
生

労
働

省
H

P
ご

確
認

い
た

だ
き

、
期

日
ま

で
に

申
し

込
み

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
s
tf

/
n

e
w

p
a
g
e
_
3

6
7

2
9

.h
tm

l

1
0

6
1

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
ホ

ー
ム

お
知

ら
せ

2
0

2
4

年
度

「
A

L
S

基
金

」
研

究
奨

励
金

　
交

付
テ

ー
マ

公
募

の
ご

案
内

そ
の

他
(A

L
S

)
日

本
A

L
S

協
会

で
は

、
毎

年
「

A
L
S

基
金

」
よ

り
研

究
テ

ー
マ

を
公

募
し

、
研

究
奨

励
金

を
交

付
し

て
い

ま
す

。
２

０
２

４
年

年
度

の
公

募
が

始
ま

り
ま

し
た

の
で

、
詳

細
は

以
下

の
U

R
L
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
a
ls

ja
p

a
n

.o
rg

/
5

9
5

5
/

〇
公

募
要

綱
h

tt
p

s
:/

/
v
ie

w
.o

ff
ic

e
a
p

p
s
.li
v
e
.c

o
m

/
o
p

/
v
ie

w
.a

s
p

x
?

s
rc

=
h

tt
p

s
%

3
A

%
2

F
%

2
F
a
ls

ja
p

a
n

.o
rg

%
2

F
w

p
-

c
o
n

te
n

t%
2

F
u

p
lo

a
d

s
%

2
F
2

0
2

3
%

2
F
1

2
%

2
F
a
e
7

6
b

d
2

5
d

9
a
c
9

6
e
6

6
b

4
7

3
c
b

7
3

3
b

1
7

b
c
9

-
1

.d
o
c
&

w
d

O
ri
g
in

=
B

R
O

W
S

E
L
IN

K
〇

様
式

h
tt

p
s
:/

/
v
ie

w
.o

ff
ic

e
a
p

p
s
.li
v
e
.c

o
m

/
o
p

/
v
ie

w
.a

s
p

x
?

s
rc

=
h

tt
p

s
%

3
A

%
2

F
%

2
F
a
ls

ja
p

a
n

.o
rg

%
2

F
w

p
-

c
o
n

te
n

t%
2

F
u

p
lo

a
d

s
%

2
F
2

0
2

3
%

2
F
1

2
%

2
F
6

b
b

e
6

0
d

9
d

e
1

3
a
d

e
f8

1
2

c
6

d
f4

7
b

d
e
2

4
b

7
.d

o
c
&

w
d

O
ri
g
in

=
B

R
O

W
S

E
L
IN

K

【
お

問
い

合
わ

せ
先

】
一

般
社

団
法

人
 日

本
Ａ

Ｌ
Ｓ

協
会

 事
務

局
Ｔ

Ｅ
Ｌ

 ：
0

3
-
3

2
3

4
-
9

1
5

5
Ｆ

Ａ
Ｘ

 ：
0

3
-
3

2
3

4
-
9

1
5

6
Ｅ

メ
ー

ル
：

ja
ls

a
＠

a
ls

ja
p
a
n

.o
rg

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

5
2

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)軟

骨
無

形
成

症
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
衣

服
そ

の
他

(シ
ョ

ッ
プ

軟
骨

無
形

成
症

、
低

身
長

向
け

の
洋

服
そ

の
他

(軟
骨

無
形

成
症

)
■

概
要

軟
骨

無
形

成
症

の
子

を
持

つ
母

親
で

す
。

全
国

に
約

5
,0

0
0

人
は

い
る

と
言

わ
れ

て
い

る
指

定
難

病
（

N
o
.2

7
6

）
が

軟
骨

無
形

成
症

で
す

。
こ

の
度

、
ネ

ッ
ト

シ
ョ

ッ
プ

を
立

ち
上

げ
ま

し
た

。

■
商

品
概

要
軟

骨
無

形
成

症
と

い
う

病
気

を
ご

存
じ

で
し

ょ
う

か
？

平
均

身
長

は
成

人
女

性
で

1
2

0
c
m

、
成

人
男

性
で

1
3

0
c
m

前
後

だ
と

言
わ

れ
て

お
り

ま
す

。
四

肢
短

縮
で

頭
が

大
き

く
、

O
脚

で
上

半
身

と
下

半
身

の
バ

ラ
ン

ス
が

悪
い

た
め

、
周

り
か

ら
の

視
線

を
集

め
て

し
ま

い
ま

す
。

骨
系

統
疾

患
の

中
で

は
代

表
的

な
も

の
に

な
り

、
特

有
の

体
形

か
ら

脊
柱

管
狭

窄
症

や
中

耳
機

能
障

害
な

ど
、

い
ろ

い
ろ

な
症

状
と

向
き

合
い

、
日

々
戦

っ
て

お
り

ま
す

。
【

引
用

元
U

R
L
】

日
本

小
児

内
分

泌
学

会
h

tt
p

:/
/
js

p
e
.u

m
in

.jp
/
p

u
b

lic
/
n

a
n

k
o
tu

.h
tm

l
つ

く
し

の
会

h
tt

p
s
:/

/
ts

u
k
u

s
h

in
o
k
a
i.n

e
t/

a
c
h

o
n

d
ro

p
la

s
ia

/
d

e
ta

il/

生
活

す
る

上
で

困
る

こ
と

の
ひ

と
つ

に
、

衣
服

に
つ

い
て

の
問

題
が

あ
り

ま
す

。
軟

骨
無

形
成

症
の

方
に

は
、

市
販

の
サ

イ
ズ

表
記

が
意

味
を

持
ち

ま
せ

ん
。

も
ち

ろ
ん

市
販

の
服

は
手

を
加

え
な

け
れ

ば
着

用
が

出
来

ず
、

成
人

の
場

合
2

0
c
m

ほ
ど

切
っ

て
し

ま
う

と
デ

ザ
イ

ン
も

変
わ

り
体

に
合

わ
な

い
、

た
だ

着
ら

れ
れ

ば
い

い
と

い
う

服
は

ま
す

ま
す

人
の

視
線

を
集

め
て

し
ま

う
の

で
す

。
そ

こ
で

、
オ

ー
ダ

ー
の

よ
う

に
一

人
一

人
に

ぴ
っ

た
り

と
は

い
き

ま
せ

ん
が

、
衣

服
の

長
さ

を
調

整
で

き
る

こ
と

や
、

少
し

立
体

的
に

す
る

こ
と

で
着

心
地

よ
く

、
体

形
に

あ
っ

た
デ

ザ
イ

ン
の

服
、

軟
骨

無
形

成
症

の
方

に
も

う
少

し
寄

り
添

え
る

服
に

近
づ

け
る

の
で

は
と

考
え

ま
し

た
。

※
実

用
新

案
に

登
録

さ
れ

て
お

り
ま

す
【

実
登

　
3

2
4

6
0

1
7

】
/
 立

体
型

の
ズ

ボ
ン

今
後

、
同

じ
病

気
の

方
々

と
修

正
し

な
が

ら
、

よ
り

良
い

製
品

を
作

り
上

げ
て

い
け

る
シ

ョ
ッ

プ
に

な
り

た
い

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
軟

骨
無

形
成

症
の

方
、

そ
の

ご
家

族
さ

ま
、

そ
し

て
お

知
り

合
い

や
軟

骨
無

形
成

症
の

方
を

お
見

か
け

の
際

は
、

こ
ち

ら
の

シ
ョ

ッ
プ

を
ご

紹
介

し
て

い
た

だ
け

る
と

有
り

難
い

で
す

。
ど

う
ぞ

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

【
s
h

o
p

】
G

A
G

O
-
2

7
6

-
h

tt
p

s
:/

/
g
a
g
o
-
2

7
6

-
s
h

o
p

.s
to

re
s
.jp

/

1
0

5
3

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

電
動

車
い

す
 移

動
用

リ
フ

ト
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

行
政

【
エ

ン
ト

リ
ー

受
付

中
】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

の
販

路
開

拓
を

支
援

！

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 発
達

障
害

者
 盲

ろ
う

者
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

 高
齢

者
介

助
者

 利
用

対
象

等
全

般

公
益

財
団

法
人

東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
か

ら
の

お
知

ら
せ

で
す

【
令

和
5

年
度

  
障

害
者

向
け

製
品

等
の

販
路

開
拓

支
援

事
業

（
助

成
金

）
エ

ン
ト

リ
ー

受
付

中
】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

や
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

等
の

製
造

・
販

売
に

取
り

組
む

都
内

の
中

小
企

業
を

対
象

に
、

展
示

会
出

展
や

自
社

W
e
b

サ
イ

ト
制

作
な

ど
の

費
用

を
助

成
し

ま
す

。
（

助
成

上
限

額
1

5
0

万
円

）
第

３
回

募
集

分
の

エ
ン

ト
リ

ー
締

切
は

1
1

月
1

0
日

。
今

年
度

最
後

の
チ

ャ
ン

ス
で

す
！

▼
詳

細
は

こ
ち

ら
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

1
0

5
5

2
0

2
3

お
知

ら
せ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
 緊

急
通

報
装

置
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
「

情
報

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

好
事

例
2

0
2

3
」

候
補

製
品

・
サ

ー
ビ

ス
の

募
集

（
総

務
省

H
P

）

利
用

対
象

等
全

般
総

務
省

で
は

、
ア

ク
セ

シ
ブ

ル
な

IC
T

機
器

・
サ

ー
ビ

ス
の

普
及

促
進

を
目

的
に

、
情

報
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
に

優
れ

た
IC

T
機

器
・

サ
ー

ビ
ス

を
、

「
情

報
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
好

事
例

2
0

2
3

」
と

し
て

募
集

す
る

こ
と

と
し

ま
し

た
の

で
、

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

詳
細

は
、

以
下

の
総

務
省

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.s
o
u

m
u

.g
o
.jp

/
m

e
n

u
_
n

e
w

s
/
s
-
n

e
w

s
/
0

1
ry

u
ts

u
0

5
_
0

2
0

0
0

1
5

6
.h

tm
l

1
0

5
6

2
0

2
3

お
知

ら
せ

衣
服

の
着

脱
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
衣

服
　

く
つ

個
人

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

障
害

者
週

間
イ

ベ
ン

ト
、

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
2

0
2

3
の

ご
案

内

肢
体

不
自

由
者

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

の
イ

ベ
ン

ト
紹

介
で

す
。

ご
関

心
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
以

下
、

ご
覧

く
だ

さ
い

。
参

加
無

料
で

す
。

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

　
障

害
者

週
間

の
イ

ベ
ン

ト
　

「
丸

山
正

樹
さ

ん
特

別
講

演
」

（
動

画
）

、
「

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
2

0
2

3
」

（
対

面
で

展
示

説
明

）
の

お
知

ら
せ

　
　

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
s
h

o
g
a
is

h
a
s
h

u
k
a
n

2
0

2
3

/
国

リ
ハ

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

2
0

2
3

の
サ

イ
ト

　
車

い
す

レ
イ

ン
コ

ー
ト

、
ロ

ン
グ

コ
ー

ト
・

パ
ー

カ
ー

、
ズ

ボ
ン

・
く

つ
　

　
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/
e
v
e
n

tj
/
fa

s
h

io
n

-
n

e
w

/
2

0
2

3
/

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
参

考
　

「
動

画
で

紹
介

！
国

リ
ハ

の
開

発
品

・
制

作
品

」
に

｢
国

リ
ハ

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

の
作

品
｣
の

紹
介

　
　

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
k
a
n

ri
b

u
/
p

ro
d

u
c
t/
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

5
7

2
0

2
3

お
知

ら
せ

そ
の

他
(場

面
)自

立
支

援
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
支

援
機

器
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

個
人

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
2

0
2

3
第

1
0

回
成

果
発

表
会

の
ご

案
内

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 発

達
障

害
者

医
療

・
福

祉
系

、
デ

ザ
イ

ン
系

、
工

学
系

の
学

生
の

協
働

で
、

障
害

の
あ

る
人

の
ニ

ー
ズ

を
基

に
、

そ
の

解
決

法
を

探
り

、
ア

イ
デ

ア
を

考
え

て
形

に
し

て
発

表
し

ま
す

。
今

回
は

、
対

面
形

式
と

オ
ン

ラ
イ

ン
で

開
催

し
ま

す
。

日
時

　
　

：
2

0
2

3
年

1
2

月
2

3
日

（
土

）
1

3
:3

0
-
1

7
:2

0
会

場
　

　
：

北
千

住
マ

ル
イ

　
1

1
階

　
T

H
E

A
T

R
E

1
0

1
0

（
シ

ア
タ

ー
セ

ン
ジ

ュ
）

　
ギ

ャ
ラ

リ
ー

B
　

　
　

　
　

1
3

時
開

場
最

寄
り

駅
：

北
千

住
駅

　
西

口
　

４
番

出
口

直
結

情
報

保
障

：
要

約
筆

記
参

加
費

　
：

無
料

詳
細

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
以

下
の

U
R

L
に

掲
載

し
ま

す
h

tt
p

:/
/
n

-
i-

f.
jp

/
n

e
w

s
/

会
場

案
内

は
以

下
ご

覧
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/
e
v
e
n

tj
/
N

IF
/
N

IF
2

0
2

3
/

1
0

5
8

2
0

2
3

お
知

ら
せ

そ
の

他
(場

面
)自

立
支

援
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
支

援
機

器
個

人
追

加
情

報
　

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
2

0
2

3
　

第
1

0
回

成
果

発
表

会
の

ご
案

内

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 発
達

障
害

者
 そ

の
他

(ポ
リ

オ
後

症
候

群
)

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
2

0
2

3
で

、
対

象
と

な
っ

た
障

害
や

ニ
ー

ズ
、

お
よ

び
ゲ

ス
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
の

追
加

情
報

で
す

【
ニ

ー
ズ

（
障

害
）

】
A

：
泡

で
出

て
く

る
液

体
ハ

ミ
ガ

キ
を

舌
へ

塗
布

し
た

い
、

「
ピ

ュ
オ

ー
ラ

」
を

う
ま

く
舌

に
つ

け
ら

れ
な

い
（

頚
髄

損
傷

）
B

：
ス

マ
ホ

ゲ
ー

ム
で

ボ
イ

ス
オ

ー
バ

ー
（

視
覚

障
害

）
C

：
飲

食
店

で
の

注
文

を
し

た
い

（
視

覚
障

害
）

（
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
式

が
不

便
）

D
：

運
転

中
に

緊
急

車
両

の
接

近
に

気
が

付
き

た
い

。
（

聴
覚

障
害

）
E

：
普

段
使

い
で

き
る

デ
ザ

イ
ン

・
重

量
の

イ
ヤ

ー
マ

フ
製

作
（

発
達

障
害

）
F

：
電

動
車

い
す

の
バ

ッ
テ

リ
ー

交
換

に
要

す
る

力
を

軽
減

し
外

出
を

ス
ム

ー
ズ

に
し

た
い

！
（

肢
体

機
能

（
ポ

リ
オ

後
症

候
群

）
）

G
：

2
4

時
間

の
な

か
で

、
少

し
で

も
楽

に
な

る
も

の
が

ほ
し

い
。

（
肢

体
機

能
（

ポ
リ

オ
後

症
候

群
）

）

【
ゲ

ス
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
】

・
エ

ル
デ

ネ
サ

ン
ブ

ー
 デ

ル
ゲ

ル
バ

ヤ
ル

氏
　

(N
T

T
ク

ラ
リ

テ
ィ

　
視

覚
障

害
当

事
者

)
・

和
田

　
真

氏
（

国
リ

ハ
　

発
達

障
害

研
究

室
室

長
）

・
三

上
　

直
剛

氏
（

一
般

社
団

法
人

日
本

作
業

療
法

協
会

・
作

業
療

法
士

）

1
0

5
9

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
イ

ヤ
ー

マ
フ

 福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

利
用

者
の

家
族

自
閉

症
(聴

覚
過

敏
)専

用
の

イ
ヤ

ー
マ

フ
の

開
発

希
望

発
達

障
害

者
2

0
2

3
年

7
月

に
聴

覚
過

敏
専

用
の

イ
ヤ

ー
マ

フ
の

開
発

希
望

で
投

稿
を

し
ま

し
た

。
日

常
生

活
に

苦
手

な
音

が
多

く
急

に
鳴

る
大

き
な

音
や

声
を

聞
い

た
り

、
苦

手
な

音
が

あ
る

場
面

で
は

パ
ニ

ッ
ク

を
お

こ
し

て
し

ま
う

自
閉

症
で

イ
ヤ

ー
マ

フ
が

無
い

と
外

出
で

き
な

い
の

で
使

用
し

て
い

ま
す

。
具

体
的

に
は

、
バ

イ
ク

の
走

行
時

の
マ

フ
ラ

ー
音

、
建

設
工

事
現

場
の

金
属

音
や

ド
リ

ル
や

重
機

の
音

、
風

船
が

破
れ

る
音

、
こ

ど
も

の
泣

き
声

、
緊

急
車

両
の

サ
イ

レ
ン

な
ど

で
す

。
聴

覚
過

敏
を

保
護

し
て

日
常

生
活

で
パ

ニ
ッ

ク
に

な
る

こ
と

を
予

防
す

る
目

的
で

イ
ヤ

ー
マ

フ
を

使
用

し
ま

す
。

多
く

の
市

販
の

耳
栓

は
音

の
遮

断
効

果
が

低
く

ま
だ

う
る

さ
い

。
(音

の
遮

断
効

果
は

ほ
と

ん
ど

な
い

)自
閉

症
専

用
と

謳
わ

れ
て

い
る

イ
ヤ

ー
マ

フ
で

も
遮

音
効

果
が

低
く

パ
ソ

コ
ン

の
打

鍵
音

が
な

く
な

っ
た

り
掃

除
の

ほ
う

き
が

す
れ

る
音

が
軽

減
さ

れ
る

程
度

で
あ

り
苦

手
な

音
は

遮
断

さ
れ

な
か

っ
た

。
N

R
R

3
0

の
工

業
用

イ
ヤ

ー
マ

フ
を

購
入

し
た

と
こ

ろ
何

と
か

遮
断

効
果

が
あ

っ
た

が
、

N
R

R
3

0
で

も
道

路
工

事
や

建
設

工
事

な
ど

の
器

具
の

音
の

遮
断

効
果

が
足

り
な

く
も

う
少

し
遮

断
効

果
が

欲
し

い
で

す
。

イ
ヤ

ー
マ

フ
自

体
は

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

た
く

さ
ん

売
っ

て
い

る
が

、
福

祉
用

具
で

は
適

切
な

も
の

が
な

く
不

便
を

感
じ

て
い

る
。

1
0

6
0

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
６

年
度

「
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
」

の
公

募
説

明
会

の
開

催
に

つ
い

て

利
用

対
象

等
全

般
本

事
業

は
、

障
害

者
等

の
自

立
や

社
会

参
加

の
促

進
の

観
点

か
ら

、
マ

ー
ケ

ッ
ト

が
小

さ
く

、
実

用
的

な
機

器
の

開
発

及
び

製
品

化
が

進
ま

な
い

障
害

者
自

立
支

援
機

器
に

つ
い

て
、

企
業

等
が

障
害

当
事

者
及

び
医

療
福

祉
専

門
職

等
と

連
携

し
て

開
発

す
る

取
組

に
補

助
を

行
い

、
障

害
者

等
の

ニ
ー

ズ
を

反
映

し
た

実
用

的
な

支
援

機
器

の
開

発
及

び
製

品
化

並
び

に
普

及
を

促
進

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

も
の

で
す

。
本

事
業

に
係

る
公

募
説

明
会

を
開

催
い

た
し

ま
す

の
で

、
参

加
を

希
望

さ
れ

る
企

業
等

に
お

か
れ

ま
し

て
は

、
以

下
の

厚
生

労
働

省
H

P
ご

確
認

い
た

だ
き

、
期

日
ま

で
に

申
し

込
み

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
s
tf

/
n

e
w

p
a
g
e
_
3

6
7

2
9

.h
tm

l

1
0

6
1

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
ホ

ー
ム

お
知

ら
せ

2
0

2
4

年
度

「
A

L
S

基
金

」
研

究
奨

励
金

　
交

付
テ

ー
マ

公
募

の
ご

案
内

そ
の

他
(A

L
S

)
日

本
A

L
S

協
会

で
は

、
毎

年
「

A
L
S

基
金

」
よ

り
研

究
テ

ー
マ

を
公

募
し

、
研

究
奨

励
金

を
交

付
し

て
い

ま
す

。
２

０
２

４
年

年
度

の
公

募
が

始
ま

り
ま

し
た

の
で

、
詳

細
は

以
下

の
U

R
L
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
a
ls

ja
p

a
n

.o
rg

/
5

9
5

5
/

〇
公

募
要

綱
h

tt
p

s
:/

/
v
ie

w
.o

ff
ic

e
a
p

p
s
.li
v
e
.c

o
m

/
o
p

/
v
ie

w
.a

s
p

x
?

s
rc

=
h

tt
p

s
%

3
A

%
2

F
%

2
F
a
ls

ja
p

a
n

.o
rg

%
2

F
w

p
-

c
o
n

te
n

t%
2

F
u

p
lo

a
d

s
%

2
F
2

0
2

3
%

2
F
1

2
%

2
F
a
e
7

6
b

d
2

5
d

9
a
c
9

6
e
6

6
b

4
7

3
c
b

7
3

3
b

1
7

b
c
9

-
1

.d
o
c
&

w
d

O
ri
g
in

=
B

R
O

W
S

E
L
IN

K
〇

様
式

h
tt

p
s
:/

/
v
ie

w
.o

ff
ic

e
a
p

p
s
.li
v
e
.c

o
m

/
o
p

/
v
ie

w
.a

s
p

x
?

s
rc

=
h

tt
p

s
%

3
A

%
2

F
%

2
F
a
ls

ja
p

a
n

.o
rg

%
2

F
w

p
-

c
o
n

te
n

t%
2

F
u

p
lo

a
d

s
%

2
F
2

0
2

3
%

2
F
1

2
%

2
F
6

b
b

e
6

0
d

9
d

e
1

3
a
d

e
f8

1
2

c
6

d
f4

7
b

d
e
2

4
b

7
.d

o
c
&

w
d

O
ri
g
in

=
B

R
O

W
S

E
L
IN

K

【
お

問
い

合
わ

せ
先

】
一

般
社

団
法

人
 日

本
Ａ

Ｌ
Ｓ

協
会

 事
務

局
Ｔ

Ｅ
Ｌ

 ：
0

3
-
3

2
3

4
-
9

1
5

5
Ｆ

Ａ
Ｘ

 ：
0

3
-
3

2
3

4
-
9

1
5

6
Ｅ

メ
ー

ル
：

ja
ls

a
＠

a
ls

ja
p
a
n

.o
rg

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

5
2

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)軟

骨
無

形
成

症
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
衣

服
そ

の
他

(シ
ョ

ッ
プ

軟
骨

無
形

成
症

、
低

身
長

向
け

の
洋

服
そ

の
他

(軟
骨

無
形

成
症

)
■

概
要

軟
骨

無
形

成
症

の
子

を
持

つ
母

親
で

す
。

全
国

に
約

5
,0

0
0

人
は

い
る

と
言

わ
れ

て
い

る
指

定
難

病
（

N
o
.2

7
6

）
が

軟
骨

無
形

成
症

で
す

。
こ

の
度

、
ネ

ッ
ト

シ
ョ

ッ
プ

を
立

ち
上

げ
ま

し
た

。

■
商

品
概

要
軟

骨
無

形
成

症
と

い
う

病
気

を
ご

存
じ

で
し

ょ
う

か
？

平
均

身
長

は
成

人
女

性
で

1
2

0
c
m

、
成

人
男

性
で

1
3

0
c
m

前
後

だ
と

言
わ

れ
て

お
り

ま
す

。
四

肢
短

縮
で

頭
が

大
き

く
、

O
脚

で
上

半
身

と
下

半
身

の
バ

ラ
ン

ス
が

悪
い

た
め

、
周

り
か

ら
の

視
線

を
集

め
て

し
ま

い
ま

す
。

骨
系

統
疾

患
の

中
で

は
代

表
的

な
も

の
に

な
り

、
特

有
の

体
形

か
ら

脊
柱

管
狭

窄
症

や
中

耳
機

能
障

害
な

ど
、

い
ろ

い
ろ

な
症

状
と

向
き

合
い

、
日

々
戦

っ
て

お
り

ま
す

。
【

引
用

元
U

R
L
】

日
本

小
児

内
分

泌
学

会
h

tt
p

:/
/
js

p
e
.u

m
in

.jp
/
p

u
b

lic
/
n

a
n

k
o
tu

.h
tm

l
つ

く
し

の
会

h
tt

p
s
:/

/
ts

u
k
u

s
h

in
o
k
a
i.n

e
t/

a
c
h

o
n

d
ro

p
la

s
ia

/
d

e
ta

il/

生
活

す
る

上
で

困
る

こ
と

の
ひ

と
つ

に
、

衣
服

に
つ

い
て

の
問

題
が

あ
り

ま
す

。
軟

骨
無

形
成

症
の

方
に

は
、

市
販

の
サ

イ
ズ

表
記

が
意

味
を

持
ち

ま
せ

ん
。

も
ち

ろ
ん

市
販

の
服

は
手

を
加

え
な

け
れ

ば
着

用
が

出
来

ず
、

成
人

の
場

合
2

0
c
m

ほ
ど

切
っ

て
し

ま
う

と
デ

ザ
イ

ン
も

変
わ

り
体

に
合

わ
な

い
、

た
だ

着
ら

れ
れ

ば
い

い
と

い
う

服
は

ま
す

ま
す

人
の

視
線

を
集

め
て

し
ま

う
の

で
す

。
そ

こ
で

、
オ

ー
ダ

ー
の

よ
う

に
一

人
一

人
に

ぴ
っ

た
り

と
は

い
き

ま
せ

ん
が

、
衣

服
の

長
さ

を
調

整
で

き
る

こ
と

や
、

少
し

立
体

的
に

す
る

こ
と

で
着

心
地

よ
く

、
体

形
に

あ
っ

た
デ

ザ
イ

ン
の

服
、

軟
骨

無
形

成
症

の
方

に
も

う
少

し
寄

り
添

え
る

服
に

近
づ

け
る

の
で

は
と

考
え

ま
し

た
。

※
実

用
新

案
に

登
録

さ
れ

て
お

り
ま

す
【

実
登

　
3

2
4

6
0

1
7

】
/
 立

体
型

の
ズ

ボ
ン

今
後

、
同

じ
病

気
の

方
々

と
修

正
し

な
が

ら
、

よ
り

良
い

製
品

を
作

り
上

げ
て

い
け

る
シ

ョ
ッ

プ
に

な
り

た
い

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
軟

骨
無

形
成

症
の

方
、

そ
の

ご
家

族
さ

ま
、

そ
し

て
お

知
り

合
い

や
軟

骨
無

形
成

症
の

方
を

お
見

か
け

の
際

は
、

こ
ち

ら
の

シ
ョ

ッ
プ

を
ご

紹
介

し
て

い
た

だ
け

る
と

有
り

難
い

で
す

。
ど

う
ぞ

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

【
s
h

o
p

】
G

A
G

O
-
2

7
6

-
h

tt
p

s
:/

/
g
a
g
o
-
2

7
6

-
s
h

o
p

.s
to

re
s
.jp

/

1
0

5
3

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

電
動

車
い

す
 移

動
用

リ
フ

ト
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

行
政

【
エ

ン
ト

リ
ー

受
付

中
】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

の
販

路
開

拓
を

支
援

！

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 発
達

障
害

者
 盲

ろ
う

者
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

 高
齢

者
介

助
者

 利
用

対
象

等
全

般

公
益

財
団

法
人

東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
か

ら
の

お
知

ら
せ

で
す

【
令

和
5

年
度

  
障

害
者

向
け

製
品

等
の

販
路

開
拓

支
援

事
業

（
助

成
金

）
エ

ン
ト

リ
ー

受
付

中
】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

や
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

等
の

製
造

・
販

売
に

取
り

組
む

都
内

の
中

小
企

業
を

対
象

に
、

展
示

会
出

展
や

自
社

W
e
b

サ
イ

ト
制

作
な

ど
の

費
用

を
助

成
し

ま
す

。
（

助
成

上
限

額
1

5
0

万
円

）
第

３
回

募
集

分
の

エ
ン

ト
リ

ー
締

切
は

1
1

月
1

0
日

。
今

年
度

最
後

の
チ

ャ
ン

ス
で

す
！

▼
詳

細
は

こ
ち

ら
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

1
0

5
5

2
0

2
3

お
知

ら
せ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
 緊

急
通

報
装

置
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
「

情
報

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

好
事

例
2

0
2

3
」

候
補

製
品

・
サ

ー
ビ

ス
の

募
集

（
総

務
省

H
P

）

利
用

対
象

等
全

般
総

務
省

で
は

、
ア

ク
セ

シ
ブ

ル
な

IC
T

機
器

・
サ

ー
ビ

ス
の

普
及

促
進

を
目

的
に

、
情

報
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
に

優
れ

た
IC

T
機

器
・

サ
ー

ビ
ス

を
、

「
情

報
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
好

事
例

2
0

2
3

」
と

し
て

募
集

す
る

こ
と

と
し

ま
し

た
の

で
、

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

詳
細

は
、

以
下

の
総

務
省

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.s
o
u

m
u

.g
o
.jp

/
m

e
n

u
_
n

e
w

s
/
s
-
n

e
w

s
/
0

1
ry

u
ts

u
0

5
_
0

2
0

0
0

1
5

6
.h

tm
l

1
0

5
6

2
0

2
3

お
知

ら
せ

衣
服

の
着

脱
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
衣

服
　

く
つ

個
人

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

障
害

者
週

間
イ

ベ
ン

ト
、

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
2

0
2

3
の

ご
案

内

肢
体

不
自

由
者

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

の
イ

ベ
ン

ト
紹

介
で

す
。

ご
関

心
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
以

下
、

ご
覧

く
だ

さ
い

。
参

加
無

料
で

す
。

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

　
障

害
者

週
間

の
イ

ベ
ン

ト
　

「
丸

山
正

樹
さ

ん
特

別
講

演
」

（
動

画
）

、
「

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
2

0
2

3
」

（
対

面
で

展
示

説
明

）
の

お
知

ら
せ

　
　

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
s
h

o
g
a
is

h
a
s
h

u
k
a
n

2
0

2
3

/
国

リ
ハ

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

2
0

2
3

の
サ

イ
ト

　
車

い
す

レ
イ

ン
コ

ー
ト

、
ロ

ン
グ

コ
ー

ト
・

パ
ー

カ
ー

、
ズ

ボ
ン

・
く

つ
　

　
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/
e
v
e
n

tj
/
fa

s
h

io
n

-
n

e
w

/
2

0
2

3
/

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
参

考
　

「
動

画
で

紹
介

！
国

リ
ハ

の
開

発
品

・
制

作
品

」
に

｢
国

リ
ハ

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

の
作

品
｣
の

紹
介

　
　

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
k
a
n

ri
b

u
/
p

ro
d

u
c
t/

-104-

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

5
7

2
0

2
3

お
知

ら
せ

そ
の

他
(場

面
)自

立
支

援
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
支

援
機

器
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

個
人

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
2

0
2

3
第

1
0

回
成

果
発

表
会

の
ご

案
内

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 発

達
障

害
者

医
療

・
福

祉
系

、
デ

ザ
イ

ン
系

、
工

学
系

の
学

生
の

協
働

で
、

障
害

の
あ

る
人

の
ニ

ー
ズ

を
基

に
、

そ
の

解
決

法
を

探
り

、
ア

イ
デ

ア
を

考
え

て
形

に
し

て
発

表
し

ま
す

。
今

回
は

、
対

面
形

式
と

オ
ン

ラ
イ

ン
で

開
催

し
ま

す
。

日
時

　
　

：
2

0
2

3
年

1
2

月
2

3
日

（
土

）
1

3
:3

0
-
1

7
:2

0
会

場
　

　
：

北
千

住
マ

ル
イ

　
1

1
階

　
T

H
E

A
T

R
E

1
0

1
0

（
シ

ア
タ

ー
セ

ン
ジ

ュ
）

　
ギ

ャ
ラ

リ
ー

B
　

　
　

　
　

1
3

時
開

場
最

寄
り

駅
：

北
千

住
駅

　
西

口
　

４
番

出
口

直
結

情
報

保
障

：
要

約
筆

記
参

加
費

　
：

無
料

詳
細

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
以

下
の

U
R

L
に

掲
載

し
ま

す
h

tt
p

:/
/
n

-
i-

f.
jp

/
n

e
w

s
/

会
場

案
内

は
以

下
ご

覧
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/
e
v
e
n

tj
/
N

IF
/
N

IF
2

0
2

3
/

1
0

5
8

2
0

2
3

お
知

ら
せ

そ
の

他
(場

面
)自

立
支

援
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
支

援
機

器
個

人
追

加
情

報
　

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
2

0
2

3
　

第
1

0
回

成
果

発
表

会
の

ご
案

内

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 発
達

障
害

者
 そ

の
他

(ポ
リ

オ
後

症
候

群
)

ニ
ー

ズ
＆

ア
イ

デ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム
2

0
2

3
で

、
対

象
と

な
っ

た
障

害
や

ニ
ー

ズ
、

お
よ

び
ゲ

ス
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
の

追
加

情
報

で
す

【
ニ

ー
ズ

（
障

害
）

】
A

：
泡

で
出

て
く

る
液

体
ハ

ミ
ガ

キ
を

舌
へ

塗
布

し
た

い
、

「
ピ

ュ
オ

ー
ラ

」
を

う
ま

く
舌

に
つ

け
ら

れ
な

い
（

頚
髄

損
傷

）
B

：
ス

マ
ホ

ゲ
ー

ム
で

ボ
イ

ス
オ

ー
バ

ー
（

視
覚

障
害

）
C

：
飲

食
店

で
の

注
文

を
し

た
い

（
視

覚
障

害
）

（
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
式

が
不

便
）

D
：

運
転

中
に

緊
急

車
両

の
接

近
に

気
が

付
き

た
い

。
（

聴
覚

障
害

）
E

：
普

段
使

い
で

き
る

デ
ザ

イ
ン

・
重

量
の

イ
ヤ

ー
マ

フ
製

作
（

発
達

障
害

）
F

：
電

動
車

い
す

の
バ

ッ
テ

リ
ー

交
換

に
要

す
る

力
を

軽
減

し
外

出
を

ス
ム

ー
ズ

に
し

た
い

！
（

肢
体

機
能

（
ポ

リ
オ

後
症

候
群

）
）

G
：

2
4

時
間

の
な

か
で

、
少

し
で

も
楽

に
な

る
も

の
が

ほ
し

い
。

（
肢

体
機

能
（

ポ
リ

オ
後

症
候

群
）

）

【
ゲ

ス
ト

ス
ピ

ー
カ

ー
】

・
エ

ル
デ

ネ
サ

ン
ブ

ー
 デ

ル
ゲ

ル
バ

ヤ
ル

氏
　

(N
T

T
ク

ラ
リ

テ
ィ

　
視

覚
障

害
当

事
者

)
・

和
田

　
真

氏
（

国
リ

ハ
　

発
達

障
害

研
究

室
室

長
）

・
三

上
　

直
剛

氏
（

一
般

社
団

法
人

日
本

作
業

療
法

協
会

・
作

業
療

法
士

）

1
0

5
9

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
イ

ヤ
ー

マ
フ

 福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

利
用

者
の

家
族

自
閉

症
(聴

覚
過

敏
)専

用
の

イ
ヤ

ー
マ

フ
の

開
発

希
望

発
達

障
害

者
2

0
2

3
年

7
月

に
聴

覚
過

敏
専

用
の

イ
ヤ

ー
マ

フ
の

開
発

希
望

で
投

稿
を

し
ま

し
た

。
日

常
生

活
に

苦
手

な
音

が
多

く
急

に
鳴

る
大

き
な

音
や

声
を

聞
い

た
り

、
苦

手
な

音
が

あ
る

場
面

で
は

パ
ニ

ッ
ク

を
お

こ
し

て
し

ま
う

自
閉

症
で

イ
ヤ

ー
マ

フ
が

無
い

と
外

出
で

き
な

い
の

で
使

用
し

て
い

ま
す

。
具

体
的

に
は

、
バ

イ
ク

の
走

行
時

の
マ

フ
ラ

ー
音

、
建

設
工

事
現

場
の

金
属

音
や

ド
リ

ル
や

重
機

の
音

、
風

船
が

破
れ

る
音

、
こ

ど
も

の
泣

き
声

、
緊

急
車

両
の

サ
イ

レ
ン

な
ど

で
す

。
聴

覚
過

敏
を

保
護

し
て

日
常

生
活

で
パ

ニ
ッ

ク
に

な
る

こ
と

を
予

防
す

る
目

的
で

イ
ヤ

ー
マ

フ
を

使
用

し
ま

す
。

多
く

の
市

販
の

耳
栓

は
音

の
遮

断
効

果
が

低
く

ま
だ

う
る

さ
い

。
(音

の
遮

断
効

果
は

ほ
と

ん
ど

な
い

)自
閉

症
専

用
と

謳
わ

れ
て

い
る

イ
ヤ

ー
マ

フ
で

も
遮

音
効

果
が

低
く

パ
ソ

コ
ン

の
打

鍵
音

が
な

く
な

っ
た

り
掃

除
の

ほ
う

き
が

す
れ

る
音

が
軽

減
さ

れ
る

程
度

で
あ

り
苦

手
な

音
は

遮
断

さ
れ

な
か

っ
た

。
N

R
R

3
0

の
工

業
用

イ
ヤ

ー
マ

フ
を

購
入

し
た

と
こ

ろ
何

と
か

遮
断

効
果

が
あ

っ
た

が
、

N
R

R
3

0
で

も
道

路
工

事
や

建
設

工
事

な
ど

の
器

具
の

音
の

遮
断

効
果

が
足

り
な

く
も

う
少

し
遮

断
効

果
が

欲
し

い
で

す
。

イ
ヤ

ー
マ

フ
自

体
は

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

た
く

さ
ん

売
っ

て
い

る
が

、
福

祉
用

具
で

は
適

切
な

も
の

が
な

く
不

便
を

感
じ

て
い

る
。

1
0

6
0

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
６

年
度

「
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
」

の
公

募
説

明
会

の
開

催
に

つ
い

て

利
用

対
象

等
全

般
本

事
業

は
、

障
害

者
等

の
自

立
や

社
会

参
加

の
促

進
の

観
点

か
ら

、
マ

ー
ケ

ッ
ト

が
小

さ
く

、
実

用
的

な
機

器
の

開
発

及
び

製
品

化
が

進
ま

な
い

障
害

者
自

立
支

援
機

器
に

つ
い

て
、

企
業

等
が

障
害

当
事

者
及

び
医

療
福

祉
専

門
職

等
と

連
携

し
て

開
発

す
る

取
組

に
補

助
を

行
い

、
障

害
者

等
の

ニ
ー

ズ
を

反
映

し
た

実
用

的
な

支
援

機
器

の
開

発
及

び
製

品
化

並
び

に
普

及
を

促
進

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

も
の

で
す

。
本

事
業

に
係

る
公

募
説

明
会

を
開

催
い

た
し

ま
す

の
で

、
参

加
を

希
望

さ
れ

る
企

業
等

に
お

か
れ

ま
し

て
は

、
以

下
の

厚
生

労
働

省
H

P
ご

確
認

い
た

だ
き

、
期

日
ま

で
に

申
し

込
み

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
s
tf

/
n

e
w

p
a
g
e
_
3

6
7

2
9

.h
tm

l

1
0

6
1

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
ホ

ー
ム

お
知

ら
せ

2
0

2
4

年
度

「
A

L
S

基
金

」
研

究
奨

励
金

　
交

付
テ

ー
マ

公
募

の
ご

案
内

そ
の

他
(A

L
S

)
日

本
A

L
S

協
会

で
は

、
毎

年
「

A
L
S

基
金

」
よ

り
研

究
テ

ー
マ

を
公

募
し

、
研

究
奨

励
金

を
交

付
し

て
い

ま
す

。
２

０
２

４
年

年
度

の
公

募
が

始
ま

り
ま

し
た

の
で

、
詳

細
は

以
下

の
U

R
L
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
a
ls

ja
p

a
n

.o
rg

/
5

9
5

5
/

〇
公

募
要

綱
h

tt
p

s
:/

/
v
ie

w
.o

ff
ic

e
a
p

p
s
.li
v
e
.c

o
m

/
o
p

/
v
ie

w
.a

s
p

x
?

s
rc

=
h

tt
p

s
%

3
A

%
2

F
%

2
F
a
ls

ja
p

a
n

.o
rg

%
2

F
w

p
-

c
o
n

te
n

t%
2

F
u

p
lo

a
d

s
%

2
F
2

0
2

3
%

2
F
1

2
%

2
F
a
e
7

6
b

d
2

5
d

9
a
c
9

6
e
6

6
b

4
7

3
c
b

7
3

3
b

1
7

b
c
9

-
1

.d
o
c
&

w
d

O
ri
g
in

=
B

R
O

W
S

E
L
IN

K
〇

様
式

h
tt

p
s
:/

/
v
ie

w
.o

ff
ic

e
a
p

p
s
.li
v
e
.c

o
m

/
o
p

/
v
ie

w
.a

s
p

x
?

s
rc

=
h

tt
p

s
%

3
A

%
2

F
%

2
F
a
ls

ja
p

a
n

.o
rg

%
2

F
w

p
-

c
o
n

te
n

t%
2

F
u

p
lo

a
d

s
%

2
F
2

0
2

3
%

2
F
1

2
%

2
F
6

b
b

e
6

0
d

9
d

e
1

3
a
d

e
f8

1
2

c
6

d
f4

7
b

d
e
2

4
b

7
.d

o
c
&

w
d

O
ri
g
in

=
B

R
O

W
S

E
L
IN

K

【
お

問
い

合
わ

せ
先

】
一

般
社

団
法

人
 日

本
Ａ

Ｌ
Ｓ

協
会

 事
務

局
Ｔ

Ｅ
Ｌ

 ：
0

3
-
3

2
3

4
-
9

1
5

5
Ｆ

Ａ
Ｘ

 ：
0

3
-
3

2
3

4
-
9

1
5

6
Ｅ

メ
ー

ル
：

ja
ls

a
＠

a
ls

ja
p
a
n

.o
rg

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

5
2

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)軟

骨
無

形
成

症
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
衣

服
そ

の
他

(シ
ョ

ッ
プ

軟
骨

無
形

成
症

、
低

身
長

向
け

の
洋

服
そ

の
他

(軟
骨

無
形

成
症

)
■

概
要

軟
骨

無
形

成
症

の
子

を
持

つ
母

親
で

す
。

全
国

に
約

5
,0

0
0

人
は

い
る

と
言

わ
れ

て
い

る
指

定
難

病
（

N
o
.2

7
6

）
が

軟
骨

無
形

成
症

で
す

。
こ

の
度

、
ネ

ッ
ト

シ
ョ

ッ
プ

を
立

ち
上

げ
ま

し
た

。

■
商

品
概

要
軟

骨
無

形
成

症
と

い
う

病
気

を
ご

存
じ

で
し

ょ
う

か
？

平
均

身
長

は
成

人
女

性
で

1
2

0
c
m

、
成

人
男

性
で

1
3

0
c
m

前
後

だ
と

言
わ

れ
て

お
り

ま
す

。
四

肢
短

縮
で

頭
が

大
き

く
、

O
脚

で
上

半
身

と
下

半
身

の
バ

ラ
ン

ス
が

悪
い

た
め

、
周

り
か

ら
の

視
線

を
集

め
て

し
ま

い
ま

す
。

骨
系

統
疾

患
の

中
で

は
代

表
的

な
も

の
に

な
り

、
特

有
の

体
形

か
ら

脊
柱

管
狭

窄
症

や
中

耳
機

能
障

害
な

ど
、

い
ろ

い
ろ

な
症

状
と

向
き

合
い

、
日

々
戦

っ
て

お
り

ま
す

。
【

引
用

元
U

R
L
】

日
本

小
児

内
分

泌
学

会
h

tt
p

:/
/
js

p
e
.u

m
in

.jp
/
p

u
b

lic
/
n

a
n

k
o
tu

.h
tm

l
つ

く
し

の
会

h
tt

p
s
:/

/
ts

u
k
u

s
h

in
o
k
a
i.n

e
t/

a
c
h

o
n

d
ro

p
la

s
ia

/
d

e
ta

il/

生
活

す
る

上
で

困
る

こ
と

の
ひ

と
つ

に
、

衣
服

に
つ

い
て

の
問

題
が

あ
り

ま
す

。
軟

骨
無

形
成

症
の

方
に

は
、

市
販

の
サ

イ
ズ

表
記

が
意

味
を

持
ち

ま
せ

ん
。

も
ち

ろ
ん

市
販

の
服

は
手

を
加

え
な

け
れ

ば
着

用
が

出
来

ず
、

成
人

の
場

合
2

0
c
m

ほ
ど

切
っ

て
し

ま
う

と
デ

ザ
イ

ン
も

変
わ

り
体

に
合

わ
な

い
、

た
だ

着
ら

れ
れ

ば
い

い
と

い
う

服
は

ま
す

ま
す

人
の

視
線

を
集

め
て

し
ま

う
の

で
す

。
そ

こ
で

、
オ

ー
ダ

ー
の

よ
う

に
一

人
一

人
に

ぴ
っ

た
り

と
は

い
き

ま
せ

ん
が

、
衣

服
の

長
さ

を
調

整
で

き
る

こ
と

や
、

少
し

立
体

的
に

す
る

こ
と

で
着

心
地

よ
く

、
体

形
に

あ
っ

た
デ

ザ
イ

ン
の

服
、

軟
骨

無
形

成
症

の
方

に
も

う
少

し
寄

り
添

え
る

服
に

近
づ

け
る

の
で

は
と

考
え

ま
し

た
。

※
実

用
新

案
に

登
録

さ
れ

て
お

り
ま

す
【

実
登

　
3

2
4

6
0

1
7

】
/
 立

体
型

の
ズ

ボ
ン

今
後

、
同

じ
病

気
の

方
々

と
修

正
し

な
が

ら
、

よ
り

良
い

製
品

を
作

り
上

げ
て

い
け

る
シ

ョ
ッ

プ
に

な
り

た
い

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
軟

骨
無

形
成

症
の

方
、

そ
の

ご
家

族
さ

ま
、

そ
し

て
お

知
り

合
い

や
軟

骨
無

形
成

症
の

方
を

お
見

か
け

の
際

は
、

こ
ち

ら
の

シ
ョ

ッ
プ

を
ご

紹
介

し
て

い
た

だ
け

る
と

有
り

難
い

で
す

。
ど

う
ぞ

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

【
s
h

o
p

】
G

A
G

O
-
2

7
6

-
h

tt
p

s
:/

/
g
a
g
o
-
2

7
6

-
s
h

o
p

.s
to

re
s
.jp

/

1
0

5
3

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

電
動

車
い

す
 移

動
用

リ
フ

ト
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

行
政

【
エ

ン
ト

リ
ー

受
付

中
】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

の
販

路
開

拓
を

支
援

！

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 発
達

障
害

者
 盲

ろ
う

者
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

 高
齢

者
介

助
者

 利
用

対
象

等
全

般

公
益

財
団

法
人

東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
か

ら
の

お
知

ら
せ

で
す

【
令

和
5

年
度

  
障

害
者

向
け

製
品

等
の

販
路

開
拓

支
援

事
業

（
助

成
金

）
エ

ン
ト

リ
ー

受
付

中
】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

や
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

等
の

製
造

・
販

売
に

取
り

組
む

都
内

の
中

小
企

業
を

対
象

に
、

展
示

会
出

展
や

自
社

W
e
b

サ
イ

ト
制

作
な

ど
の

費
用

を
助

成
し

ま
す

。
（

助
成

上
限

額
1

5
0

万
円

）
第

３
回

募
集

分
の

エ
ン

ト
リ

ー
締

切
は

1
1

月
1

0
日

。
今

年
度

最
後

の
チ

ャ
ン

ス
で

す
！

▼
詳

細
は

こ
ち

ら
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

1
0

5
5

2
0

2
3

お
知

ら
せ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
意

思
伝

達
装

置
 緊

急
通

報
装

置
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
「

情
報

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

好
事

例
2

0
2

3
」

候
補

製
品

・
サ

ー
ビ

ス
の

募
集

（
総

務
省

H
P

）

利
用

対
象

等
全

般
総

務
省

で
は

、
ア

ク
セ

シ
ブ

ル
な

IC
T

機
器

・
サ

ー
ビ

ス
の

普
及

促
進

を
目

的
に

、
情

報
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
に

優
れ

た
IC

T
機

器
・

サ
ー

ビ
ス

を
、

「
情

報
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
好

事
例

2
0

2
3

」
と

し
て

募
集

す
る

こ
と

と
し

ま
し

た
の

で
、

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

詳
細

は
、

以
下

の
総

務
省

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.s
o
u

m
u

.g
o
.jp

/
m

e
n

u
_
n

e
w

s
/
s
-
n

e
w

s
/
0

1
ry

u
ts

u
0

5
_
0

2
0

0
0

1
5

6
.h

tm
l

1
0

5
6

2
0

2
3

お
知

ら
せ

衣
服

の
着

脱
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
衣

服
　

く
つ

個
人

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

障
害

者
週

間
イ

ベ
ン

ト
、

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
2

0
2

3
の

ご
案

内

肢
体

不
自

由
者

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

の
イ

ベ
ン

ト
紹

介
で

す
。

ご
関

心
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
以

下
、

ご
覧

く
だ

さ
い

。
参

加
無

料
で

す
。

国
立

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

　
障

害
者

週
間

の
イ

ベ
ン

ト
　

「
丸

山
正

樹
さ

ん
特

別
講

演
」

（
動

画
）

、
「

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
2

0
2

3
」

（
対

面
で

展
示

説
明

）
の

お
知

ら
せ

　
　

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
s
h

o
g
a
is

h
a
s
h

u
k
a
n

2
0

2
3

/
国

リ
ハ

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

2
0

2
3

の
サ

イ
ト

　
車

い
す

レ
イ

ン
コ

ー
ト

、
ロ

ン
グ

コ
ー

ト
・

パ
ー

カ
ー

、
ズ

ボ
ン

・
く

つ
　

　
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
ri
/
e
v
e
n

tj
/
fa

s
h

io
n

-
n

e
w

/
2

0
2

3
/

国
リ

ハ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
参

考
　

「
動

画
で

紹
介

！
国

リ
ハ

の
開

発
品

・
制

作
品

」
に

｢
国

リ
ハ

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

の
作

品
｣
の

紹
介

　
　

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
e
h

a
b

.g
o
.jp

/
k
a
n

ri
b

u
/
p

ro
d

u
c
t/
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

6
6

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
N

IC
T

　
令

和
6

年
度

「
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
通

信
・

放
送

役
務

提
供

・
開

発
推

進
助

成
金

」
の

公
募

利
用

対
象

等
全

般
国

立
研

究
開

発
法

人
情

報
通

信
研

究
機

構
（

N
IC

T
エ

ヌ
ア

イ
シ

ー
テ

ィ
ー

、
理

事
長

: 
徳

田
 英

幸
）

は
、

令
和

6
年

度
「

情
報

バ
リ

ア
フ

リ
ー

通
信

・
放

送
役

務
提

供
・

開
発

推
進

助
成

金
（

通
称

: 
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
事

業
助

成
金

）
」

に
つ

い
て

、
下

記
の

と
お

り
公

募
を

開
始

し
ま

す
。

【
助

成
対

象
】

本
助

成
金

の
対

象
は

、
身

体
障

害
者

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

確
保

や
情

報
ア

ク
セ

ス
、

映
像

視
聴

や
芸

術
鑑

賞
、

行
動

等
を

支
援

す
る

た
め

、
情

報
通

信
技

術
（

IC
T

）
を

利
活

用
し

た
通

信
・

放
送

役
務

の
提

供
又

は
開

発
（

開
発

の
み

目
的

と
す

る
も

の
は

対
象

外
）

で
あ

っ
て

、
身

体
障

害
者

の
利

便
の

増
進

に
著

し
く

寄
与

す
る

事
業

で
す

。
放

送
番

組
に

字
幕

や
手

話
映

像
等

を
付

与
す

る
も

の
は

、
別

の
助

成
金

の
対

象
で

あ
る

た
め

、
本

助
成

金
の

対
象

外
で

す
。

【
応

募
期

間
】

令
和

6
年

2
月

1
日

（
木

）
〜

令
和

6
年

3
月

2
8

日
（

木
）

1
7

:0
0

（
必

着
）

【
注

】
 期

限
を

超
え

て
届

く
申

請
（

郵
送

含
む

）
に

つ
い

て
は

、
受

理
し

ま
せ

ん
。

詳
し

く
は

、
以

下
の

U
R

L
よ

り
ご

確
認

を
お

願
い

致
し

ま
す

。
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.n
ic

t.
g
o
.jp

/
p

re
s
s
/
2

0
2

4
/
0

2
/
0

1
-
1

.h
tm

l

デ
プ

ロ
イ

メ
ン

ト
推

進
部

門
　

情
報

バ
リ

ア
フ

リ
ー

推
進

室
丸

山
 誠

二
、

中
野

 基
生

T
e
l: 

0
4

2
-
3

2
7

-
6

0
2

2
　

F
a
x
: 
0

4
2

-
3

2
7

-
5

7
0

6
E

-
m

a
il:
 k

a
k
u

s
a
ア

ッ
ト

マ
ー

ク
m

l.n
ic

t.
g
o
.jp

1
0

6
7

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)体

重
測

定
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
開

発
メ

ー
カ

ー
寝

た
ま

ま
体

重
測

定
肢

体
不

自
由

者
マ

ッ
ト

型
の

体
重

計
の

開
発

を
検

討
し

て
い

ま
す

。
ベ

ッ
ド

と
寝

た
き

り
の

方
の

間
に

体
位

を
変

え
な

が
ら

マ
ッ

ト
を

敷
き

、
空

気
を

入
れ

て
膨

ら
ま

す
こ

と
に

よ
り

空
気

圧
に

よ
り

体
重

計
測

を
行

う
装

置
で

す
。

在
宅

や
、

介
護

老
人

福
祉

施
設

（
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

）
、

介
護

老
人

保
健

施
設

等
で

、
寝

た
き

り
の

方
（

要
介

護
４

や
５

）
の

体
重

測
定

を
す

る
ニ

ー
ズ

は
あ

る
で

し
ょ

う
か

？
ニ

ー
ズ

が
あ

る
場

合
は

、
ど

の
よ

う
な

目
的

で
し

ょ
う

か
？

日
常

の
健

康
管

理
や

、
経

管
栄

養
の

方
の

体
重

増
減

管
理

、
看

取
り

時
の

指
標

等
で

し
ょ

う
か

？
ま

た
、

既
存

の
解

決
策

と
し

て
、

車
い

す
用

の
体

重
計

が
あ

る
と

思
い

ま
す

が
、

そ
ち

ら
で

解
決

で
き

て
い

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

て
お

り
ま

す
が

、
い

か
が

で
し

ょ
う

か
？

皆
さ

ん
の

意
見

を
い

た
け

れ
ば

幸
甚

で
す

。

1
0

6
8

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
衣

服
開

発
メ

ー
カ

ー
「

や
わ

ら
か

ブ
ー

ツ
」

を
ご

紹
介

し
ま

す
肢

体
不

自
由

者
高

齢
者

こ
ん

に
ち

は
。

衣
類

の
オ

ー
ダ

ー
、

企
画

販
売

を
し

て
い

る
s
tu

d
io

 f
u

k
u

の
廣

瀬
で

す
。

今
回

は
「

や
わ

ら
か

ブ
ー

ツ
」

を
ご

紹
介

し
ま

す
。

み
な

さ
ん

は
靴

を
ど

の
よ

う
に

履
き

分
け

て
い

ま
す

か
？

　
服

と
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
イ

ト
や

外
出

目
的

、
外

出
先

、
そ

し
て

お
天

気
な

ど
で

し
ょ

う
か

。
今

回
、

二
分

脊
椎

に
よ

る
下

肢
運

動
障

害
が

あ
り

、
ふ

だ
ん

は
短

下
肢

装
具

を
装

着
し

て
車

い
す

で
外

出
さ

れ
る

方
か

ら
ご

相
談

を
い

た
だ

き
ま

し
た

。
週

末
な

ど
の

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

た
家

族
と

の
外

出
で

は
装

具
を

外
し

て
出

か
け

る
そ

う
な

の
で

す
が

、
市

販
の

靴
を

履
い

て
い

る
と

時
間

が
経

つ
う

ち
に

当
た

っ
て

痛
み

が
で

る
そ

う
な

の
で

す
。

そ
こ

で
、

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

た
外

出
用

の
、

足
が

当
た

ら
な

い
「

や
わ

ら
か

い
靴

」
が

欲
し

い
と

ご
相

談
を

受
け

、
「

や
わ

ら
か

ブ
ー

ツ
」

を
製

作
い

た
し

ま
し

た
。

製
作

の
経

緯
と

主
な

仕
様

は
こ

ち
ら

で
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
n

o
te

.c
o
m

/
s
tu

d
io

_
fu

k
u

/
n

/
n

5
0

7
3

e
6

b
f8

b
2

9
s
tu

d
io

 f
u

k
u

で
は

「
や

わ
ら

か
ブ

ー
ツ

」
の

製
作

を
承

り
ま

す
。

ま
た

、
衣

服
に

関
す

る
「

こ
ん

な
も

の
が

欲
し

い
」

と
い

う
ご

相
談

も
承

り
ま

す
。

ど
う

ぞ
お

気
軽

に
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
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1
0

6
9

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
経

済
産

業
局

　
「

令
和

６
年

度
成

長
型

中
小

企
業

等
研

究
開

発
支

援
事

業
（

G
o
-
T

e
c
h

事
業

）
」

の
公

募
に

つ
い

て

利
用

対
象

等
全

般
中

小
企

業
庁

で
、

令
和

６
年

度
成

長
型

中
小

企
業

等
研

究
開

発
支

援
事

業
(G

o
-
T

e
c
h

事
業

)の
公

募
を

開
始

し
ま

し
た

。
G

o
-
T

e
c
h

事
業

は
、

中
小

企
業

者
等

が
大

学
・

公
設

試
等

と
連

携
し

て
行

う
事

業
化

に
つ

な
が

る
可

能
性

の
高

い
研

究
開

発
等

を
最

大
3

年
間

支
援

し
ま

す
。

■
公

募
期

間
令

和
６

年
2

月
1

6
日

(金
)～

令
和

６
年

４
月

1
6

日
(火

)1
7

時
■

補
助

事
業

期
間

2
年

度
又

は
３

年
度

■
補

助
率

中
小

企
業

者
等

：
2

/
３

以
内

、
大

学
・

公
設

試
等

：
定

額
（

2
/
3

以
内

が
適

用
さ

れ
る

場
合

あ
り

）
■

補
助

金
額

通
常

枠
：

単
年

度
4

,5
0

0
万

円
以

下
、

3
年

間
合

計
で

9
,7

5
0

万
円

以
下

出
資

獲
得

枠
：

単
年

度
１

億
円

以
下

、
3

年
間

合
計

で
3

億
円

以
下

詳
し

く
は

、
中

小
企

業
庁

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
中

小
企

業
庁

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.c
h

u
s
h

o
.m

e
ti
.g

o
.jp

/
k
e
ie

i/
s
a
p

o
in

/
2

0
2

4
/
2

4
0

2
1

6
k
o
b

o
.h

tm
l

問
い

合
わ

せ
先

：
主

た
る

研
究

実
施

場
所

の
都

道
府

県
を

担
当

す
る

経
済

産
業

局
※

詳
し

く
は

、
上

記
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

6
2

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
６

年
度

「
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
」

開
発

企
業

等
の

公
募

に
つ

い
て

（
厚

生
労

働
省

）

利
用

対
象

等
全

般
本

事
業

は
、

障
害

者
の

自
立

や
社

会
参

加
の

促
進

の
観

点
か

ら
、

マ
ー

ケ
ッ

ト
が

小
さ

く
、

実
用

的
な

支
援

機
器

の
開

発
及

び
製

品
化

が
進

ま
な

い
障

害
者

自
立

支
援

機
器

に
つ

い
て

、
企

業
等

が
障

害
当

事
者

及
び

医
療

福
祉

専
門

職
等

と
連

携
し

て
開

発
す

る
取

組
に

補
助

を
行

い
、

障
害

者
及

び
障

害
児

の
ニ

ー
ズ

を
反

映
し

た
実

用
的

な
支

援
機

器
の

開
発

及
び

製
品

化
並

び
に

普
及

を
促

進
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
も

の
で

す
。

本
事

業
に

よ
り

、
障

害
者

自
立

支
援

機
器

の
開

発
に

取
り

組
む

企
業

等
の

募
集

が
開

始
さ

れ
ま

し
た

。
応

募
さ

れ
る

企
業

等
に

お
か

れ
ま

し
て

は
、

下
記

の
厚

生
労

働
省

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
い

た
だ

き
、

令
和

６
年

２
月

1
3

日
（

火
）

ま
で

に
ご

応
募

く
だ

さ
い

。
◆

令
和

６
年

度
「

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

」
開

発
企

業
等

の
公

募
に

つ
い

て
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
s
tf

/
s
e
is

a
k
u

n
it
s
u

it
e
/
b

u
n

ya
/
0

0
0

0
1

5
1

2
6

1
_
0

0
0

1
3

.h
tm

l
　

応
募

書
類

等
は

こ
ち

ら
か

ら
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

1
0

6
3

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
衣

服
開

発
メ

ー
カ

ー
雨

の
日

の
ひ

ざ
掛

け
ra

in
 b

la
n

k
e
t　

の
オ

ー
ダ

ー
を

承
り

ま
す

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
こ

ん
に

ち
は

。
衣

服
の

オ
ー

ダ
ー

を
承

っ
た

り
、

企
画

販
売

を
し

て
い

る
 s

tu
d

io
 f

u
k
u

の
廣

瀬
で

す
。

車
い

す
で

通
勤

さ
れ

て
い

る
方

か
ら

、
雨

の
日

に
足

元
（

高
価

な
革

製
の

装
具

）
が

濡
れ

な
い

よ
う

、
膝

掛
け

を
作

っ
て

ほ
し

い
と

の
ご

要
望

が
あ

り
ま

し
た

。
約

１
年

間
の

試
作

、
試

用
を

経
て

、
雨

風
の

強
い

日
に

も
め

く
れ

に
く

い
ひ

ざ
掛

け
が

完
成

し
ま

し
た

。
（

こ
の

お
客

様
は

、
市

販
の

レ
イ

ン
コ

ー
ト

（
上

衣
の

み
）

と
ひ

ざ
掛

け
を

組
み

合
わ

せ
て

使
用

さ
れ

ま
す

）

「
雨

の
日

の
ひ

ざ
掛

け
」

が
完

成
す

る
ま

で
の

経
緯

は
こ

ち
ら

h
tt

p
s
:/

/
n

o
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.c
o
m

/
s
tu

d
io

_
fu

k
u

/
n

/
n

4
1

8
d

6
d

8
9

2
e
e
d

「
雨

の
日

の
ひ

ざ
掛

け
」

の
仕

様
ま

と
め

は
こ

ち
ら

h
tt

p
s
:/

/
n

o
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.c
o
m

/
s
tu

d
io

_
fu

k
u

/
n

/
n

4
2

f1
1

1
7

b
1

5
c
4

車
い

す
用

の
レ

イ
ン

グ
ッ

ズ
の

選
択

肢
の

ひ
と

つ
と

し
て

、
便

利
に

使
っ

て
い

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。

�
s
tu

d
io

 f
u

k
u

で
は

「
雨

の
日

の
ひ

ざ
掛

け
　

ra
in

 b
la

n
k
e
t」

の
製

作
を

承
り

ま
す

。
見

本
帳

の
な

か
か

ら
、

お
好

き
な

色
を

お
選

び
い

た
だ

け
ま

す
。

ま
た

、
違

う
デ

ザ
イ

ン
で

の
製

作
、

衣
服

に
関

す
る

「
こ

ん
な

も
の

が
欲

し
い

」
と

い
う

ご
相

談
も

承
り

ま
す

。
ど

う
ぞ

お
気

軽
に

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。
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d
io

fu
k
u

.jp

1
0

6
4

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

屋
内

の
移

動
歩

行
器

・
歩

行
車

個
人

片
足

歩
行

支
援

具
肢

体
不

自
由

者
松

葉
杖

と
車

い
す

の
間

を
埋

め
る

、
ケ

ッ
パ

レ
と

名
付

け
た

片
足

歩
行

補
助

具
で

す
。

体
重

を
サ

ド
ル

に
預

け
る

の
で

疲
れ

ず
、

ブ
レ

ー
キ

付
き

ハ
ン

ド
ル

で
安

全
に

小
回

り
が

で
き

ま
す

。
室

内
で

も
野

外
で

も
使

え
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
M

1
D

x
V

H
N

N
x
-
A

連
絡

先
：

m
o
ri
o
k
a
.a

k
ir
a
@

o
u

tl
o
o
k
.jp

1
0

6
5

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
総

務
省

「
デ

ジ
タ

ル
・

デ
ィ

バ
イ

ド
解

消
に

向
け

た
技

術
等

研
究

開
発

」
令

和
6

 年
度

対
象

事
業

の
公

募

利
用

対
象

等
全

般
高

齢
者

・
障

害
者

向
け

の
新

た
な

IC
T

機
器

・
サ

ー
ビ

ス
の

研
究

開
発

に
対

す
る

補
助

金
総

務
省

で
は

、
令

和
６

年
度

に
お

け
る

「
デ

ジ
タ

ル
・

デ
ィ

バ
イ

ド
解

消
に

向
け

た
技

術
等

研
究

開
発

」
対

象
事

業
を

公
募

し
ま

す
。

【
事

業
概

要
】

補
助

対
象

：
先

進
的

な
研

究
開

発
で

あ
っ

て
、

そ
の

成
果

に
よ

っ
て

高
齢

者
・

障
害

者
に

有
益

な
新

し
い

通
信

・
放

送
役

務
を

も
た

ら
す

も
の

、
又

は
現

在
行

わ
れ

て
い

る
通

信
・

放
送

役
務

を
高

度
化

し
、

高
齢

者
・

障
害

者
に

有
益

な
も

の
と

す
る

情
報

通
信

機
器

等
の

研
究

開
発

を
行

う
民

間
企

業
等

募
集

期
間

：
令

和
６

年
２

月
１

日
（

木
）

か
ら

同
年

３
月

２
９

日
（

金
）

ま
で

補
助

額
：

補
助

対
象

事
業

を
行

う
た

め
に

必
要

な
直

接
経

費
の

１
/
２

に
相

当
す

る
額

［
上

限
３

，
０

０
０

万
円

（
身

体
障

害
者

等
支

援
研

究
開

発
に

該
当

す
る

も
の

は
上

限
４

，
０

０
０

万
円

）
］

及
び

間
接

経
費

【
報

道
資

料
】

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.s
o
u

m
u

.g
o
.jp

/
m

e
n

u
_
n

e
w

s
/
s
-
n

e
w

s
/
0

1
ry

u
ts

u
0

5
_
0

2
0

0
0

1
5

8
.h

tm
l

【
過

去
の

採
択

案
件

】
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.s
o
u

m
u

.g
o
.jp

/
m

a
in

_
s
o
s
ik

i/
jo

h
o
_
ts

u
s
in

/
b

_
fr

e
e
/
k
o
k
o
n

o
jis

s
e
k
i.h

tm
l

【
お

問
い

合
わ

せ
先

】
総

務
省

 情
報

流
通

行
政

局
 情

報
活

用
支

援
室

　
担

当
：

輿
石

、
金

内
E

-
m

a
il：

d
ig

it
a
l_

d
iv

id
e
@

s
o
u

m
u

.g
o
.jp

T
E

L
：

0
3

-
5

2
5

3
-
5

6
8

5

-106-



投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

6
6

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
N

IC
T

　
令

和
6

年
度

「
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
通

信
・

放
送

役
務

提
供

・
開

発
推

進
助

成
金

」
の

公
募

利
用

対
象

等
全

般
国

立
研

究
開

発
法

人
情

報
通

信
研

究
機

構
（

N
IC

T
エ

ヌ
ア

イ
シ

ー
テ

ィ
ー

、
理

事
長

: 
徳

田
 英

幸
）

は
、

令
和

6
年

度
「

情
報

バ
リ

ア
フ

リ
ー

通
信

・
放

送
役

務
提

供
・

開
発

推
進

助
成

金
（

通
称

: 
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
事

業
助

成
金

）
」

に
つ

い
て

、
下

記
の

と
お

り
公

募
を

開
始

し
ま

す
。

【
助

成
対

象
】

本
助

成
金

の
対

象
は

、
身

体
障

害
者

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

確
保

や
情

報
ア

ク
セ

ス
、

映
像

視
聴

や
芸

術
鑑

賞
、

行
動

等
を

支
援

す
る

た
め

、
情

報
通

信
技

術
（

IC
T

）
を

利
活

用
し

た
通

信
・

放
送

役
務

の
提

供
又

は
開

発
（

開
発

の
み

目
的

と
す

る
も

の
は

対
象

外
）

で
あ

っ
て

、
身

体
障

害
者

の
利

便
の

増
進

に
著

し
く

寄
与

す
る

事
業

で
す

。
放

送
番

組
に

字
幕

や
手

話
映

像
等

を
付

与
す

る
も

の
は

、
別

の
助

成
金

の
対

象
で

あ
る

た
め

、
本

助
成

金
の

対
象

外
で

す
。

【
応

募
期

間
】

令
和

6
年

2
月

1
日

（
木

）
〜

令
和

6
年

3
月

2
8

日
（

木
）

1
7

:0
0

（
必

着
）

【
注

】
 期

限
を

超
え

て
届

く
申

請
（

郵
送

含
む

）
に

つ
い

て
は

、
受

理
し

ま
せ

ん
。

詳
し

く
は

、
以

下
の

U
R

L
よ

り
ご

確
認

を
お

願
い

致
し

ま
す

。
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.n
ic

t.
g
o
.jp

/
p

re
s
s
/
2

0
2

4
/
0

2
/
0

1
-
1

.h
tm

l

デ
プ

ロ
イ

メ
ン

ト
推

進
部

門
　

情
報

バ
リ

ア
フ

リ
ー

推
進

室
丸

山
 誠

二
、

中
野

 基
生

T
e
l: 

0
4

2
-
3

2
7

-
6

0
2

2
　

F
a
x
: 
0

4
2

-
3

2
7

-
5

7
0

6
E

-
m

a
il:
 k

a
k
u

s
a
ア

ッ
ト

マ
ー

ク
m

l.n
ic

t.
g
o
.jp

1
0

6
7

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)体

重
測

定
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
開

発
メ

ー
カ

ー
寝

た
ま

ま
体

重
測

定
肢

体
不

自
由

者
マ

ッ
ト

型
の

体
重

計
の

開
発

を
検

討
し

て
い

ま
す

。
ベ

ッ
ド

と
寝

た
き

り
の

方
の

間
に

体
位

を
変

え
な

が
ら

マ
ッ

ト
を

敷
き

、
空

気
を

入
れ

て
膨

ら
ま

す
こ

と
に

よ
り

空
気

圧
に

よ
り

体
重

計
測

を
行

う
装

置
で

す
。

在
宅

や
、

介
護

老
人

福
祉

施
設

（
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

）
、

介
護

老
人

保
健

施
設

等
で

、
寝

た
き

り
の

方
（

要
介

護
４

や
５

）
の

体
重

測
定

を
す

る
ニ

ー
ズ

は
あ

る
で

し
ょ

う
か

？
ニ

ー
ズ

が
あ

る
場

合
は

、
ど

の
よ

う
な

目
的

で
し

ょ
う

か
？

日
常

の
健

康
管

理
や

、
経

管
栄

養
の

方
の

体
重

増
減

管
理

、
看

取
り

時
の

指
標

等
で

し
ょ

う
か

？
ま

た
、

既
存

の
解

決
策

と
し

て
、

車
い

す
用

の
体

重
計

が
あ

る
と

思
い

ま
す

が
、

そ
ち

ら
で

解
決

で
き

て
い

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

て
お

り
ま

す
が

、
い

か
が

で
し

ょ
う

か
？

皆
さ

ん
の

意
見

を
い

た
け

れ
ば

幸
甚

で
す

。

1
0

6
8

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
衣

服
開

発
メ

ー
カ

ー
「

や
わ

ら
か

ブ
ー

ツ
」

を
ご

紹
介

し
ま

す
肢

体
不

自
由

者
高

齢
者

こ
ん

に
ち

は
。

衣
類

の
オ

ー
ダ

ー
、

企
画

販
売

を
し

て
い

る
s
tu

d
io

 f
u

k
u

の
廣

瀬
で

す
。

今
回

は
「

や
わ

ら
か

ブ
ー

ツ
」

を
ご

紹
介

し
ま

す
。

み
な

さ
ん

は
靴

を
ど

の
よ

う
に

履
き

分
け

て
い

ま
す

か
？

　
服

と
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
イ

ト
や

外
出

目
的

、
外

出
先

、
そ

し
て

お
天

気
な

ど
で

し
ょ

う
か

。
今

回
、

二
分

脊
椎

に
よ

る
下

肢
運

動
障

害
が

あ
り

、
ふ

だ
ん

は
短

下
肢

装
具

を
装

着
し

て
車

い
す

で
外

出
さ

れ
る

方
か

ら
ご

相
談

を
い

た
だ

き
ま

し
た

。
週

末
な

ど
の

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

た
家

族
と

の
外

出
で

は
装

具
を

外
し

て
出

か
け

る
そ

う
な

の
で

す
が

、
市

販
の

靴
を

履
い

て
い

る
と

時
間

が
経

つ
う

ち
に

当
た

っ
て

痛
み

が
で

る
そ

う
な

の
で

す
。

そ
こ

で
、

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

た
外

出
用

の
、

足
が

当
た

ら
な

い
「

や
わ

ら
か

い
靴

」
が

欲
し

い
と

ご
相

談
を

受
け

、
「

や
わ

ら
か

ブ
ー

ツ
」

を
製

作
い

た
し

ま
し

た
。

製
作

の
経

緯
と

主
な

仕
様

は
こ

ち
ら

で
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
n

o
te

.c
o
m

/
s
tu

d
io

_
fu

k
u

/
n

/
n

5
0

7
3

e
6

b
f8

b
2

9
s
tu

d
io

 f
u

k
u

で
は

「
や

わ
ら

か
ブ

ー
ツ

」
の

製
作

を
承

り
ま

す
。

ま
た

、
衣

服
に

関
す

る
「

こ
ん

な
も

の
が

欲
し

い
」

と
い

う
ご

相
談

も
承

り
ま

す
。

ど
う

ぞ
お

気
軽

に
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
 

メ
ー

ル
 k

a
z
u

k
o
@

w
ri
tt

e
n

.jp
 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.s
tu

d
io

fu
k
u

.jp

1
0

6
9

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
経

済
産

業
局

　
「

令
和

６
年

度
成

長
型

中
小

企
業

等
研

究
開

発
支

援
事

業
（

G
o
-
T

e
c
h

事
業

）
」

の
公

募
に

つ
い

て

利
用

対
象

等
全

般
中

小
企

業
庁

で
、

令
和

６
年

度
成

長
型

中
小

企
業

等
研

究
開

発
支

援
事

業
(G

o
-
T

e
c
h

事
業

)の
公

募
を

開
始

し
ま

し
た

。
G

o
-
T

e
c
h

事
業

は
、

中
小

企
業

者
等

が
大

学
・

公
設

試
等

と
連

携
し

て
行

う
事

業
化

に
つ

な
が

る
可

能
性

の
高

い
研

究
開

発
等

を
最

大
3

年
間

支
援

し
ま

す
。

■
公

募
期

間
令

和
６

年
2

月
1

6
日

(金
)～

令
和

６
年

４
月

1
6

日
(火

)1
7

時
■

補
助

事
業

期
間

2
年

度
又

は
３

年
度

■
補

助
率

中
小

企
業

者
等

：
2

/
３

以
内

、
大

学
・

公
設

試
等

：
定

額
（

2
/
3

以
内

が
適

用
さ

れ
る

場
合

あ
り

）
■

補
助

金
額

通
常

枠
：

単
年

度
4

,5
0

0
万

円
以

下
、

3
年

間
合

計
で

9
,7

5
0

万
円

以
下

出
資

獲
得

枠
：

単
年

度
１

億
円

以
下

、
3

年
間

合
計

で
3

億
円

以
下

詳
し

く
は

、
中

小
企

業
庁

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
中

小
企

業
庁

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.c
h

u
s
h

o
.m

e
ti
.g

o
.jp

/
k
e
ie

i/
s
a
p

o
in

/
2

0
2

4
/
2

4
0

2
1

6
k
o
b

o
.h

tm
l

問
い

合
わ

せ
先

：
主

た
る

研
究

実
施

場
所

の
都

道
府

県
を

担
当

す
る

経
済

産
業

局
※

詳
し

く
は

、
上

記
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

6
2

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
６

年
度

「
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
」

開
発

企
業

等
の

公
募

に
つ

い
て

（
厚

生
労

働
省

）

利
用

対
象

等
全

般
本

事
業

は
、

障
害

者
の

自
立

や
社

会
参

加
の

促
進

の
観

点
か

ら
、

マ
ー

ケ
ッ

ト
が

小
さ

く
、

実
用

的
な

支
援

機
器

の
開

発
及

び
製

品
化

が
進

ま
な

い
障

害
者

自
立

支
援

機
器

に
つ

い
て

、
企

業
等

が
障

害
当

事
者

及
び

医
療

福
祉

専
門

職
等

と
連

携
し

て
開

発
す

る
取

組
に

補
助

を
行

い
、

障
害

者
及

び
障

害
児

の
ニ

ー
ズ

を
反

映
し

た
実

用
的

な
支

援
機

器
の

開
発

及
び

製
品

化
並

び
に

普
及

を
促

進
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
も

の
で

す
。

本
事

業
に

よ
り

、
障

害
者

自
立

支
援

機
器

の
開

発
に

取
り

組
む

企
業

等
の

募
集

が
開

始
さ

れ
ま

し
た

。
応

募
さ

れ
る

企
業

等
に

お
か

れ
ま

し
て

は
、

下
記

の
厚

生
労

働
省

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
い

た
だ

き
、

令
和

６
年

２
月

1
3

日
（

火
）

ま
で

に
ご

応
募

く
だ

さ
い

。
◆

令
和

６
年

度
「

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

」
開

発
企

業
等

の
公

募
に

つ
い

て
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
s
tf

/
s
e
is

a
k
u

n
it
s
u

it
e
/
b

u
n

ya
/
0

0
0

0
1

5
1

2
6

1
_
0

0
0

1
3

.h
tm

l
　

応
募

書
類

等
は

こ
ち

ら
か

ら
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

1
0

6
3

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
衣

服
開

発
メ

ー
カ

ー
雨

の
日

の
ひ

ざ
掛

け
ra

in
 b

la
n

k
e
t　

の
オ

ー
ダ

ー
を

承
り

ま
す

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
こ

ん
に

ち
は

。
衣

服
の

オ
ー

ダ
ー

を
承

っ
た

り
、

企
画

販
売

を
し

て
い

る
 s

tu
d

io
 f

u
k
u

の
廣

瀬
で

す
。

車
い

す
で

通
勤

さ
れ

て
い

る
方

か
ら

、
雨

の
日

に
足

元
（

高
価

な
革

製
の

装
具

）
が

濡
れ

な
い

よ
う

、
膝

掛
け

を
作

っ
て

ほ
し

い
と

の
ご

要
望

が
あ

り
ま

し
た

。
約

１
年

間
の

試
作

、
試

用
を

経
て

、
雨

風
の

強
い

日
に

も
め

く
れ

に
く

い
ひ

ざ
掛

け
が

完
成

し
ま

し
た

。
（

こ
の

お
客

様
は

、
市

販
の

レ
イ

ン
コ

ー
ト

（
上

衣
の

み
）

と
ひ

ざ
掛

け
を

組
み

合
わ

せ
て

使
用

さ
れ

ま
す

）

「
雨

の
日

の
ひ

ざ
掛

け
」

が
完

成
す

る
ま

で
の

経
緯

は
こ

ち
ら

h
tt

p
s
:/

/
n

o
te

.c
o
m

/
s
tu

d
io

_
fu

k
u

/
n

/
n

4
1

8
d

6
d

8
9

2
e
e
d

「
雨

の
日

の
ひ

ざ
掛

け
」

の
仕

様
ま

と
め

は
こ

ち
ら

h
tt

p
s
:/

/
n

o
te

.c
o
m

/
s
tu

d
io

_
fu

k
u

/
n

/
n

4
2

f1
1

1
7

b
1

5
c
4

車
い

す
用

の
レ

イ
ン

グ
ッ

ズ
の

選
択

肢
の

ひ
と

つ
と

し
て

、
便

利
に

使
っ

て
い

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。

�
s
tu

d
io

 f
u

k
u

で
は

「
雨

の
日

の
ひ

ざ
掛

け
　

ra
in

 b
la

n
k
e
t」

の
製

作
を

承
り

ま
す

。
見

本
帳

の
な

か
か

ら
、

お
好

き
な

色
を

お
選

び
い

た
だ

け
ま

す
。

ま
た

、
違

う
デ

ザ
イ

ン
で

の
製

作
、

衣
服

に
関

す
る

「
こ

ん
な

も
の

が
欲

し
い

」
と

い
う

ご
相

談
も

承
り

ま
す

。
ど

う
ぞ

お
気

軽
に

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

 
メ

ー
ル

 k
a
z
u

k
o
@

w
ri
tt

e
n

.jp
 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.s
tu

d
io

fu
k
u

.jp

1
0

6
4

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

屋
内

の
移

動
歩

行
器

・
歩

行
車

個
人

片
足

歩
行

支
援

具
肢

体
不

自
由

者
松

葉
杖

と
車

い
す

の
間

を
埋

め
る

、
ケ

ッ
パ

レ
と

名
付

け
た

片
足

歩
行

補
助

具
で

す
。

体
重

を
サ

ド
ル

に
預

け
る

の
で

疲
れ

ず
、

ブ
レ

ー
キ

付
き

ハ
ン

ド
ル

で
安

全
に

小
回

り
が

で
き

ま
す

。
室

内
で

も
野

外
で

も
使

え
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
M

1
D

x
V

H
N

N
x
-
A

連
絡

先
：

m
o
ri
o
k
a
.a

k
ir
a
@

o
u

tl
o
o
k
.jp

1
0

6
5

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
総

務
省

「
デ

ジ
タ

ル
・

デ
ィ

バ
イ

ド
解

消
に

向
け

た
技

術
等

研
究

開
発

」
令

和
6

 年
度

対
象

事
業

の
公

募

利
用

対
象

等
全

般
高

齢
者

・
障

害
者

向
け

の
新

た
な

IC
T

機
器

・
サ

ー
ビ

ス
の

研
究

開
発

に
対

す
る

補
助

金
総

務
省

で
は

、
令

和
６

年
度

に
お

け
る

「
デ

ジ
タ

ル
・

デ
ィ

バ
イ

ド
解

消
に

向
け

た
技

術
等

研
究

開
発

」
対

象
事

業
を

公
募

し
ま

す
。

【
事

業
概

要
】

補
助

対
象

：
先

進
的

な
研

究
開

発
で

あ
っ

て
、

そ
の

成
果

に
よ

っ
て

高
齢

者
・

障
害

者
に

有
益

な
新

し
い

通
信

・
放

送
役

務
を

も
た

ら
す

も
の

、
又

は
現

在
行

わ
れ

て
い

る
通

信
・

放
送

役
務

を
高

度
化

し
、

高
齢

者
・

障
害

者
に

有
益

な
も

の
と

す
る

情
報

通
信

機
器

等
の

研
究

開
発

を
行

う
民

間
企

業
等

募
集

期
間

：
令

和
６

年
２

月
１

日
（

木
）

か
ら

同
年

３
月

２
９

日
（

金
）

ま
で

補
助

額
：

補
助

対
象

事
業

を
行

う
た

め
に

必
要

な
直

接
経

費
の

１
/
２

に
相

当
す

る
額

［
上

限
３

，
０

０
０

万
円

（
身

体
障

害
者

等
支

援
研

究
開

発
に

該
当

す
る

も
の

は
上

限
４

，
０

０
０

万
円

）
］

及
び

間
接

経
費

【
報

道
資

料
】

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.s
o
u

m
u

.g
o
.jp

/
m

e
n

u
_
n

e
w

s
/
s
-
n

e
w

s
/
0

1
ry

u
ts

u
0

5
_
0

2
0

0
0

1
5

8
.h

tm
l

【
過

去
の

採
択

案
件

】
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.s
o
u

m
u

.g
o
.jp

/
m

a
in

_
s
o
s
ik

i/
jo

h
o
_
ts

u
s
in

/
b

_
fr

e
e
/
k
o
k
o
n

o
jis

s
e
k
i.h

tm
l

【
お

問
い

合
わ

せ
先

】
総

務
省

 情
報

流
通

行
政

局
 情

報
活

用
支

援
室

　
担

当
：

輿
石

、
金

内
E

-
m

a
il：

d
ig

it
a
l_

d
iv

id
e
@

s
o
u

m
u

.g
o
.jp

T
E

L
：

0
3

-
5

2
5

3
-
5

6
8

5

-106-

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

6
6

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
N

IC
T

　
令

和
6

年
度

「
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
通

信
・

放
送

役
務

提
供

・
開

発
推

進
助

成
金

」
の

公
募

利
用

対
象

等
全

般
国

立
研

究
開

発
法

人
情

報
通

信
研

究
機

構
（

N
IC

T
エ

ヌ
ア

イ
シ

ー
テ

ィ
ー

、
理

事
長

: 
徳

田
 英

幸
）

は
、

令
和

6
年

度
「

情
報

バ
リ

ア
フ

リ
ー

通
信

・
放

送
役

務
提

供
・

開
発

推
進

助
成

金
（

通
称

: 
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
事

業
助

成
金

）
」

に
つ

い
て

、
下

記
の

と
お

り
公

募
を

開
始

し
ま

す
。

【
助

成
対

象
】

本
助

成
金

の
対

象
は

、
身

体
障

害
者

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

確
保

や
情

報
ア

ク
セ

ス
、

映
像

視
聴

や
芸

術
鑑

賞
、

行
動

等
を

支
援

す
る

た
め

、
情

報
通

信
技

術
（

IC
T

）
を

利
活

用
し

た
通

信
・

放
送

役
務

の
提

供
又

は
開

発
（

開
発

の
み

目
的

と
す

る
も

の
は

対
象

外
）

で
あ

っ
て

、
身

体
障

害
者

の
利

便
の

増
進

に
著

し
く

寄
与

す
る

事
業

で
す

。
放

送
番

組
に

字
幕

や
手

話
映

像
等

を
付

与
す

る
も

の
は

、
別

の
助

成
金

の
対

象
で

あ
る

た
め

、
本

助
成

金
の

対
象

外
で

す
。

【
応

募
期

間
】

令
和

6
年

2
月

1
日

（
木

）
〜

令
和

6
年

3
月

2
8

日
（

木
）

1
7

:0
0

（
必

着
）

【
注

】
 期

限
を

超
え

て
届

く
申

請
（

郵
送

含
む

）
に

つ
い

て
は

、
受

理
し

ま
せ

ん
。

詳
し

く
は

、
以

下
の

U
R

L
よ

り
ご

確
認

を
お

願
い

致
し

ま
す

。
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.n
ic

t.
g
o
.jp

/
p

re
s
s
/
2

0
2

4
/
0

2
/
0

1
-
1

.h
tm

l

デ
プ

ロ
イ

メ
ン

ト
推

進
部

門
　

情
報

バ
リ

ア
フ

リ
ー

推
進

室
丸

山
 誠

二
、

中
野

 基
生

T
e
l: 

0
4

2
-
3

2
7

-
6

0
2

2
　

F
a
x
: 
0

4
2

-
3

2
7

-
5

7
0

6
E

-
m

a
il:
 k

a
k
u

s
a
ア

ッ
ト

マ
ー

ク
m

l.n
ic

t.
g
o
.jp

1
0

6
7

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)体

重
測

定
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
開

発
メ

ー
カ

ー
寝

た
ま

ま
体

重
測

定
肢

体
不

自
由

者
マ

ッ
ト

型
の

体
重

計
の

開
発

を
検

討
し

て
い

ま
す

。
ベ

ッ
ド

と
寝

た
き

り
の

方
の

間
に

体
位

を
変

え
な

が
ら

マ
ッ

ト
を

敷
き

、
空

気
を

入
れ

て
膨

ら
ま

す
こ

と
に

よ
り

空
気

圧
に

よ
り

体
重

計
測

を
行

う
装

置
で

す
。

在
宅

や
、

介
護

老
人

福
祉

施
設

（
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

）
、

介
護

老
人

保
健

施
設

等
で

、
寝

た
き

り
の

方
（

要
介

護
４

や
５

）
の

体
重

測
定

を
す

る
ニ

ー
ズ

は
あ

る
で

し
ょ

う
か

？
ニ

ー
ズ

が
あ

る
場

合
は

、
ど

の
よ

う
な

目
的

で
し

ょ
う

か
？

日
常

の
健

康
管

理
や

、
経

管
栄

養
の

方
の

体
重

増
減

管
理

、
看

取
り

時
の

指
標

等
で

し
ょ

う
か

？
ま

た
、

既
存

の
解

決
策

と
し

て
、

車
い

す
用

の
体

重
計

が
あ

る
と

思
い

ま
す

が
、

そ
ち

ら
で

解
決

で
き

て
い

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

て
お

り
ま

す
が

、
い

か
が

で
し

ょ
う

か
？

皆
さ

ん
の

意
見

を
い

た
け

れ
ば

幸
甚

で
す

。

1
0

6
8

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
衣

服
開

発
メ

ー
カ

ー
「

や
わ

ら
か

ブ
ー

ツ
」

を
ご

紹
介

し
ま

す
肢

体
不

自
由

者
高

齢
者

こ
ん

に
ち

は
。

衣
類

の
オ

ー
ダ

ー
、

企
画

販
売

を
し

て
い

る
s
tu

d
io

 f
u

k
u

の
廣

瀬
で

す
。

今
回

は
「

や
わ

ら
か

ブ
ー

ツ
」

を
ご

紹
介

し
ま

す
。

み
な

さ
ん

は
靴

を
ど

の
よ

う
に

履
き

分
け

て
い

ま
す

か
？

　
服

と
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
イ

ト
や

外
出

目
的

、
外

出
先

、
そ

し
て

お
天

気
な

ど
で

し
ょ

う
か

。
今

回
、

二
分

脊
椎

に
よ

る
下

肢
運

動
障

害
が

あ
り

、
ふ

だ
ん

は
短

下
肢

装
具

を
装

着
し

て
車

い
す

で
外

出
さ

れ
る

方
か

ら
ご

相
談

を
い

た
だ

き
ま

し
た

。
週

末
な

ど
の

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

た
家

族
と

の
外

出
で

は
装

具
を

外
し

て
出

か
け

る
そ

う
な

の
で

す
が

、
市

販
の

靴
を

履
い

て
い

る
と

時
間

が
経

つ
う

ち
に

当
た

っ
て

痛
み

が
で

る
そ

う
な

の
で

す
。

そ
こ

で
、

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

た
外

出
用

の
、

足
が

当
た

ら
な

い
「

や
わ

ら
か

い
靴

」
が

欲
し

い
と

ご
相

談
を

受
け

、
「

や
わ

ら
か

ブ
ー

ツ
」

を
製

作
い

た
し

ま
し

た
。

製
作

の
経

緯
と

主
な

仕
様

は
こ

ち
ら

で
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
n

o
te

.c
o
m

/
s
tu

d
io

_
fu

k
u

/
n

/
n

5
0

7
3

e
6

b
f8

b
2

9
s
tu

d
io

 f
u

k
u

で
は

「
や

わ
ら

か
ブ

ー
ツ

」
の

製
作

を
承

り
ま

す
。

ま
た

、
衣

服
に

関
す

る
「

こ
ん

な
も

の
が

欲
し

い
」

と
い

う
ご

相
談

も
承

り
ま

す
。

ど
う

ぞ
お

気
軽

に
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
 

メ
ー

ル
 k

a
z
u

k
o
@

w
ri
tt

e
n

.jp
 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.s
tu

d
io

fu
k
u

.jp

1
0

6
9

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
経

済
産

業
局

　
「

令
和

６
年

度
成

長
型

中
小

企
業

等
研

究
開

発
支

援
事

業
（

G
o
-
T

e
c
h

事
業

）
」

の
公

募
に

つ
い

て

利
用

対
象

等
全

般
中

小
企

業
庁

で
、

令
和

６
年

度
成

長
型

中
小

企
業

等
研

究
開

発
支

援
事

業
(G

o
-
T

e
c
h

事
業

)の
公

募
を

開
始

し
ま

し
た

。
G

o
-
T

e
c
h

事
業

は
、

中
小

企
業

者
等

が
大

学
・

公
設

試
等

と
連

携
し

て
行

う
事

業
化

に
つ

な
が

る
可

能
性

の
高

い
研

究
開

発
等

を
最

大
3

年
間

支
援

し
ま

す
。

■
公

募
期

間
令

和
６

年
2

月
1

6
日

(金
)～

令
和

６
年

４
月

1
6

日
(火

)1
7

時
■

補
助

事
業

期
間

2
年

度
又

は
３

年
度

■
補

助
率

中
小

企
業

者
等

：
2

/
３

以
内

、
大

学
・

公
設

試
等

：
定

額
（

2
/
3

以
内

が
適

用
さ

れ
る

場
合

あ
り

）
■

補
助

金
額

通
常

枠
：

単
年

度
4

,5
0

0
万

円
以

下
、

3
年

間
合

計
で

9
,7

5
0

万
円

以
下

出
資

獲
得

枠
：

単
年

度
１

億
円

以
下

、
3

年
間

合
計

で
3

億
円

以
下

詳
し

く
は

、
中

小
企

業
庁

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
中

小
企

業
庁

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.c
h

u
s
h

o
.m

e
ti
.g

o
.jp

/
k
e
ie

i/
s
a
p

o
in

/
2

0
2

4
/
2

4
0

2
1

6
k
o
b

o
.h

tm
l

問
い

合
わ

せ
先

：
主

た
る

研
究

実
施

場
所

の
都

道
府

県
を

担
当

す
る

経
済

産
業

局
※

詳
し

く
は

、
上

記
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

6
2

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
６

年
度

「
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
」

開
発

企
業

等
の

公
募

に
つ

い
て

（
厚

生
労

働
省

）

利
用

対
象

等
全

般
本

事
業

は
、

障
害

者
の

自
立

や
社

会
参

加
の

促
進

の
観

点
か

ら
、

マ
ー

ケ
ッ

ト
が

小
さ

く
、

実
用

的
な

支
援

機
器

の
開

発
及

び
製

品
化

が
進

ま
な

い
障

害
者

自
立

支
援

機
器

に
つ

い
て

、
企

業
等

が
障

害
当

事
者

及
び

医
療

福
祉

専
門

職
等

と
連

携
し

て
開

発
す

る
取

組
に

補
助

を
行

い
、

障
害

者
及

び
障

害
児

の
ニ

ー
ズ

を
反

映
し

た
実

用
的

な
支

援
機

器
の

開
発

及
び

製
品

化
並

び
に

普
及

を
促

進
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
も

の
で

す
。

本
事

業
に

よ
り

、
障

害
者

自
立

支
援

機
器

の
開

発
に

取
り

組
む

企
業

等
の

募
集

が
開

始
さ

れ
ま

し
た

。
応

募
さ

れ
る

企
業

等
に

お
か

れ
ま

し
て

は
、

下
記

の
厚

生
労

働
省

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
い

た
だ

き
、

令
和

６
年

２
月

1
3

日
（

火
）

ま
で

に
ご

応
募

く
だ

さ
い

。
◆

令
和

６
年

度
「

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

」
開

発
企

業
等

の
公

募
に

つ
い

て
　

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
s
tf

/
s
e
is

a
k
u

n
it
s
u

it
e
/
b

u
n

ya
/
0

0
0

0
1

5
1

2
6

1
_
0

0
0

1
3

.h
tm

l
　

応
募

書
類

等
は

こ
ち

ら
か

ら
ご

確
認

く
だ

さ
い

。

1
0

6
3

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

屋
外

の
移

動
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
衣

服
開

発
メ

ー
カ

ー
雨

の
日

の
ひ

ざ
掛

け
ra

in
 b

la
n

k
e
t　

の
オ

ー
ダ

ー
を

承
り

ま
す

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
こ

ん
に

ち
は

。
衣

服
の

オ
ー

ダ
ー

を
承

っ
た

り
、

企
画

販
売

を
し

て
い

る
 s

tu
d

io
 f

u
k
u

の
廣

瀬
で

す
。

車
い

す
で

通
勤

さ
れ

て
い

る
方

か
ら

、
雨

の
日

に
足

元
（

高
価

な
革

製
の

装
具

）
が

濡
れ

な
い

よ
う

、
膝

掛
け

を
作

っ
て

ほ
し

い
と

の
ご

要
望

が
あ

り
ま

し
た

。
約

１
年

間
の

試
作

、
試

用
を

経
て

、
雨

風
の

強
い

日
に

も
め

く
れ

に
く

い
ひ

ざ
掛

け
が

完
成

し
ま

し
た

。
（

こ
の

お
客

様
は

、
市

販
の

レ
イ

ン
コ

ー
ト

（
上

衣
の

み
）

と
ひ

ざ
掛

け
を

組
み

合
わ

せ
て

使
用

さ
れ

ま
す

）

「
雨

の
日

の
ひ

ざ
掛

け
」

が
完

成
す

る
ま

で
の

経
緯

は
こ

ち
ら

h
tt

p
s
:/

/
n

o
te

.c
o
m

/
s
tu

d
io

_
fu

k
u

/
n

/
n

4
1

8
d

6
d

8
9

2
e
e
d

「
雨

の
日

の
ひ

ざ
掛

け
」

の
仕

様
ま

と
め

は
こ

ち
ら

h
tt

p
s
:/

/
n

o
te

.c
o
m

/
s
tu

d
io

_
fu

k
u

/
n

/
n

4
2

f1
1

1
7

b
1

5
c
4

車
い

す
用

の
レ

イ
ン

グ
ッ

ズ
の

選
択

肢
の

ひ
と

つ
と

し
て

、
便

利
に

使
っ

て
い

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。

�
s
tu

d
io

 f
u

k
u

で
は

「
雨

の
日

の
ひ

ざ
掛

け
　

ra
in

 b
la

n
k
e
t」

の
製

作
を

承
り

ま
す

。
見

本
帳

の
な

か
か

ら
、

お
好

き
な

色
を

お
選

び
い

た
だ

け
ま

す
。

ま
た

、
違

う
デ

ザ
イ

ン
で

の
製

作
、

衣
服

に
関

す
る

「
こ

ん
な

も
の

が
欲

し
い

」
と

い
う

ご
相

談
も

承
り

ま
す

。
ど

う
ぞ

お
気

軽
に

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

 
メ

ー
ル

 k
a
z
u

k
o
@

w
ri
tt

e
n

.jp
 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.s
tu

d
io

fu
k
u

.jp

1
0

6
4

2
0

2
3

新
製

品
・

技
術

屋
内

の
移

動
歩

行
器

・
歩

行
車

個
人

片
足

歩
行

支
援

具
肢

体
不

自
由

者
松

葉
杖

と
車

い
す

の
間

を
埋

め
る

、
ケ

ッ
パ

レ
と

名
付

け
た

片
足

歩
行

補
助

具
で

す
。

体
重

を
サ

ド
ル

に
預

け
る

の
で

疲
れ

ず
、

ブ
レ

ー
キ

付
き

ハ
ン

ド
ル

で
安

全
に

小
回

り
が

で
き

ま
す

。
室

内
で

も
野

外
で

も
使

え
ま

す
。

h
tt

p
s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
M

1
D

x
V

H
N

N
x
-
A

連
絡

先
：

m
o
ri
o
k
a
.a

k
ir
a
@

o
u

tl
o
o
k
.jp

1
0

6
5

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
総

務
省

「
デ

ジ
タ

ル
・

デ
ィ

バ
イ

ド
解

消
に

向
け

た
技

術
等

研
究

開
発

」
令

和
6

 年
度

対
象

事
業

の
公

募

利
用

対
象

等
全

般
高

齢
者

・
障

害
者

向
け

の
新

た
な

IC
T

機
器

・
サ

ー
ビ

ス
の

研
究

開
発

に
対

す
る

補
助

金
総

務
省

で
は

、
令

和
６

年
度

に
お

け
る

「
デ

ジ
タ

ル
・

デ
ィ

バ
イ

ド
解

消
に

向
け

た
技

術
等

研
究

開
発

」
対

象
事

業
を

公
募

し
ま

す
。

【
事

業
概

要
】

補
助

対
象

：
先

進
的

な
研

究
開

発
で

あ
っ

て
、

そ
の

成
果

に
よ

っ
て

高
齢

者
・

障
害

者
に

有
益

な
新

し
い

通
信

・
放

送
役

務
を

も
た

ら
す

も
の

、
又

は
現

在
行

わ
れ

て
い

る
通

信
・

放
送

役
務

を
高

度
化

し
、

高
齢

者
・

障
害

者
に

有
益

な
も

の
と

す
る

情
報

通
信

機
器

等
の

研
究

開
発

を
行

う
民

間
企

業
等

募
集

期
間

：
令

和
６

年
２

月
１

日
（

木
）

か
ら

同
年

３
月

２
９

日
（

金
）

ま
で

補
助

額
：

補
助

対
象

事
業

を
行

う
た

め
に

必
要

な
直

接
経

費
の

１
/
２

に
相

当
す

る
額

［
上

限
３

，
０

０
０

万
円

（
身

体
障

害
者

等
支

援
研

究
開

発
に

該
当

す
る

も
の

は
上

限
４

，
０

０
０

万
円

）
］

及
び

間
接

経
費

【
報

道
資

料
】

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.s
o
u

m
u

.g
o
.jp

/
m

e
n

u
_
n

e
w

s
/
s
-
n

e
w

s
/
0

1
ry

u
ts

u
0

5
_
0

2
0

0
0

1
5

8
.h

tm
l

【
過

去
の

採
択

案
件

】
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.s
o
u

m
u

.g
o
.jp

/
m

a
in

_
s
o
s
ik

i/
jo

h
o
_
ts

u
s
in

/
b

_
fr

e
e
/
k
o
k
o
n

o
jis

s
e
k
i.h

tm
l

【
お

問
い

合
わ

せ
先

】
総

務
省

 情
報

流
通

行
政

局
 情

報
活

用
支

援
室

　
担

当
：

輿
石

、
金

内
E

-
m

a
il：

d
ig

it
a
l_

d
iv

id
e
@

s
o
u

m
u

.g
o
.jp

T
E

L
：

0
3

-
5

2
5

3
-
5

6
8

5
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

9
9

3
2

0
2

2
お

知
ら

せ
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

厚
生

労
働

省
　

令
和

４
年

度
「

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

（
二

次
）

」
開

発
企

業
等

の
公

募
に

つ
い

て

利
用

対
象

等
全

般
本

事
業

は
、

障
害

者
等

の
自

立
や

社
会

参
加

の
促

進
の

観
点

か
ら

、
マ

ー
ケ

ッ
ト

が
小

さ
く

、
実

用
的

な
機

器
の

開
発

及
び

製
品

化
が

進
ま

な
い

障
害

者
自

立
支

援
機

器
に

つ
い

て
、

企
業

等
が

障
害

当
事

者
及

び
医

療
福

祉
専

門
職

等
と

連
携

し
て

開
発

す
る

取
組

に
補

助
を

行
い

、
障

害
者

等
の

ニ
ー

ズ
を

反
映

し
た

実
用

的
な

支
援

機
器

の
開

発
及

び
製

品
化

並
び

に
普

及
を

促
進

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

も
の

で
す

。
　

本
事

業
に

よ
り

、
障

害
者

自
立

支
援

機
器

の
開

発
に

取
り

組
む

企
業

等
を

以
下

に
よ

り
募

集
し

ま
す

の
で

、
本

事
業

へ
応

募
さ

れ
る

企
業

等
に

お
き

ま
し

て
は

、
以

下
の

「
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
公

募
要

項
」

に
基

づ
き

、
令

和
４

年
５

月
１

６
日

（
月

）
ま

で
に

、
下

記
提

出
先

に
応

募
書

類
を

ご
提

出
く

だ
さ

い
。

◆
公

募
期

間
　

４
/
2

2
（

金
）

～
５

/
1

6
（

月
）

　
公

募
要

項
や

応
募

書
類

に
つ

い
て

は
、

厚
生

労
働

省
H

P
よ

り
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
↓

　
h
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s
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0

0
0

0
1

5
1

2
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1
_
0

0
0

0
1

.h
tm

l

◆
公

募
説

明
会

資
料

は
w

e
b

で
配

信
し

て
お

り
ま

す
。

　
h

tt
p

s
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/
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b

e
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o
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7
4

2
s

　
詳

細
は

H
P

掲
載

内
容

を
よ

く
ご

確
認

の
上

、
ご

応
募

い
た

だ
け

ま
す

と
幸

い
で

す
。

9
9

4
2

0
2

2
新

製
品

・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
ホ

ル
ダ

ー

開
発

メ
ー

カ
ー

片
手

だ
け

で
も

使
い

易
い

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
ホ

ル
ダ

ー

肢
体

不
自

由
者

e
la

s
ti
X

（
え

ら
す

ち
っ

く
）

の
特

長

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
が

片
手

で
使

え
る

画
期

的
ホ

ル
ダ

ー
！

片
手

し
か

使
え

な
い

身
体

障
害

者
の

た
め

に
開

発
し

た
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

ホ
ル

ダ
ー

で
す

。
身

体
障

害
者

だ
け

で
な

く
健

常
者

で
も

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

片
手

使
い

し
て

い
る

方
に

最
適

な
ホ

ル
ダ

ー
で

す
。

特
長

➤
片

手
で

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

使
え

る
。

➤
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
柔

ら
か

く
　

そ
し

て
　

し
っ

か
り

保
持

で
き

る

➤
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
片

手
で

使
っ

て
い

て
も

、
誤

っ
て

落
下

さ
せ

る
心

配
が

全
く

無
い

➤
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

画
面

上
で

親
指

を
広

い
範

囲
で

動
か

せ
る

➤
フ

ラ
ッ

ト
で

簡
素

な
構

造
で

あ
り

、
極

め
て

薄
く

て
軽

い
。

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
に

取
り

付
け

て
も

バ
ッ

グ
や

ポ
ケ

ッ
ト

か
ら

の
出

し
入

れ
の

と
き

じ
ゃ

ま
に

な
ら

な
い

➤
ワ

イ
ヤ

レ
ス

充
電

が
で

き
る

➤
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
裏

側
の

自
由

な
位

置
に

貼
り

付
け

る
だ

け

価
格

は
1

,0
0

0
円

／
個

で
す

。

Y
O

U
T

U
B

E
の

動
画

で
 “

e
la

s
ti
X

”
 を

ご
紹

介
し

て
い

ま
す

⇨
 h

tt
p

s
:/

/
yo

u
tu
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e
/
_
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g
v
g
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E
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lv
4

お
問

い
合

わ
せ

は
、

s
in

g
le

h
a
n

d
@

m
b

r.
n

if
ty

.c
o
m

　
へ

ど
う

ぞ
。

9
9

5
2

0
2

2
お

知
ら

せ
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

【
募

集
終

了
】

厚
生

労
働

省
　

令
和

４
年

度
「

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

（
二

次
）

」
開

発
企

業
等

の
公

募
に

つ
い

て
 ※

締
切

日
延

長

利
用

対
象

等
全

般
締

切
日

が
延

長
と

な
り

ま
し

た
の

で
、

再
掲

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

◆
公

募
期

間
　

　
～

５
/
2

3
（

月
）

　
公

募
要

項
や

応
募

書
類

に
つ

い
て

は
、

厚
生

労
働

省
H

P
よ

り
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
↓

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
s
tf

/
s
e
is

a
k
u

n
it
s
u

it
e
/
b

u
n

ya
/
0

0
0
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1

5
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1
_
0

0
0
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1

.h
tm

l

◆
公

募
説

明
会

資
料

は
w

e
b

で
配

信
し

て
お

り
ま

す
。

　
h

tt
p

s
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/
w

w
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u
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b

e
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o
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7
4

2
s

　
詳

細
は

H
P

掲
載

内
容

を
よ

く
ご

確
認

の
上

、
ご

応
募

い
た

だ
け

ま
す

と
幸

い
で

す
。

9
9

6
2

0
2

2
お

知
ら

せ
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
行

政
（

つ
く

ば
市

）
障

害
者

向
け

技
術

の
実

証
実

験
フ

ィ
ー

ル
ド

を
提

供
し

ま
す

！

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 知

的
障

害
者

 精
神

障
害

者
 発

達
障

害
者

盲
ろ

う
者

 内
部

障
害

者
 児

童

つ
く

ば
市

で
は

、
S

o
c
ie

ty
 5

.0
の

実
現

に
向

け
た

技
術

や
ア

イ
デ

ア
を

活
用

し
た

ト
ラ

イ
ア

ル
（

実
証

実
験

）
を

全
国

か
ら

公
募

し
ま

す
。

本
年

度
は

、
２

つ
の

部
門

で
提

案
を

募
集

、
優

れ
た

提
案

に
つ

い
て

、
市

が
ト

ラ
イ

ア
ル

経
費

の
支

援
（

最
大

1
0

0
万

円
）

を
始

め
、

全
面

的
に

サ
ポ

ー
ト

い
た

し
ま

す
。

【
公

募
期

間
】

令
和

４
年

５
月

1
2

日
（

木
）

～
令

和
４

年
６

月
1

0
日

（
金

）
1

7
時

1
5

分

【
募

集
部

門
】

　
①

課
題

設
定

部
門

　
　

テ
ー

マ
：

「
誰

も
が

幸
せ

を
感

じ
る

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
・

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

」
　

　
課

　
題

：
障

害
者

・
障

害
児

の
能

力
発

揮
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

科
学

技
術

　
②

フ
リ

ー
部

門
　

　
本

市
の

課
題

解
決

に
つ

な
が

る
提

案

○
支

援
内

容
費

用
負

担
（

上
限

1
0

0
万

円
）

、
施

設
や

モ
ニ

タ
ー

の
あ

っ
せ

ん
 、

専
門

家
か

ら
の

助
言

機
会

の
提

供
な

ど

○
提

案
対

象
者

　
教

育
機

関
（

中
学

校
～

）
、

企
業

（
個

人
事

業
主

も
可

）
、

研
究

機
関

※
詳

細
に

つ
い

て
は

、
下

記
U

R
L
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.c
it
y.
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u

k
u

b
a
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/
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i/
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k
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k
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/
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0
1

7
5

4
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/
1

0
1

7
5

4
6

.h
tm

l

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

7
0

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
厚

生
労

働
省

　
令

和
5

年
度

障
害

者
自

立
支

援
機

器
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

人
材

育
成

事
業

　
成

果
発

表
会

の
お

知
ら

せ

利
用

対
象

等
全

般
厚

生
労

働
省

　
令

和
5

年
度

障
害

者
自

立
支

援
機

器
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

人
材

育
成

事
業

　
成

果
発

表
会

の
お

知
ら

せ

　
本

事
業

は
、

障
害

者
に

適
正

な
価

格
で

速
や

か
に

支
援

機
器

を
普

及
さ

せ
る

だ
け

で
な

く
、

障
害

者
が

進
歩

す
る

技
術

の
恩

恵
を

遅
滞

な
く

受
け

ら
れ

る
よ

う
な

支
援

機
器

の
開

発
を

促
進

す
る

た
め

に
、

支
援

機
器

開
発

に
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
起

こ
せ

る
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

的
に

、
厚

生
労

働
省

が
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
に

令
和

4
年

度
新

規
創

設
し

た
事

業
で

す
。

　
令

和
4

年
度

・
5

年
度

と
、

プ
レ

モ
パ

ー
ト

ナ
ー

株
式

会
社

が
国

庫
補

助
を

受
け

当
該

事
業

実
施

団
体

と
し

て
、

バ
イ

オ
デ

ザ
イ

ン
手

法
を

用
い

、
ニ

ー
ズ

発
掘

（
調

査
）

、
ア

イ
デ

ア
出

し
、

プ
ロ

ト
タ

イ
ピ

ン
グ

を
経

て
開

発
す

る
支

援
機

器
の

最
終

コ
ン

セ
プ

ト
決

定
ま

で
を

、
医

療
福

祉
職

及
び

エ
ン

ジ
ニ

ア
が

一
体

と
な

っ
た

チ
ー

ム
を

構
成

・
提

供
し

支
援

機
器

開
発

に
特

化
し

た
人

材
を

育
成

す
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

企
画

・
開

催
し

て
ま

い
り

ま
し

た
。

令
和

5
年

度
は

、
当

該
事

業
に

お
け

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

受
講

者
の

成
果

発
表

会
を

ウ
エ

ビ
ナ

ー
形

式
で

関
係

各
所

に
向

け
公

表
す

る
運

び
と

な
り

ま
し

た
。

　
皆

様
に

ウ
エ

ビ
ナ

ー
に

参
加

い
た

だ
き

た
く

ご
案

内
申

し
上

げ
ま

す
。

詳
細

及
び

申
し

込
み

は
以

下
P

e
a
ti
x
よ

り
お

願
い

致
し

ま
す

。
　

h
tt

p
s
:/

/
r5

a
id

-
p

.p
e
a
ti
x
.c

o
m

/
v
ie

w

運
営

：
プ

レ
モ

パ
ー

ト
ナ

ー
株

式
会

社
お

問
い

合
わ

せ
：

c
o
m

p
a
n

y@
p

re
m

o
p

a
rt

n
e
rs

.c
o
m

1
0

7
1

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
排

泄
関

連
用

具
福

祉
専

門
職

福
祉

用
具

貸
与

の
品

目
に

つ
い

て
高

齢
者

 家
族

 介
助

者
認

知
症

徘
徊

探
知

機
と

い
う

名
称

は
利

用
者

様
や

家
族

様
に

説
明

や
提

案
時

に
は

良
い

印
象

は
受

け
に

く
く

不
適

切
と

捉
え

ら
れ

る
ケ

ー
ス

も
あ

り
ま

す
。

見
守

り
セ

ン
サ

ー
や

一
人

歩
き

防
止

機
器

な
ど

名
称

の
変

更
を

検
討

し
て

も
い

い
の

で
は

な
い

か
と

考
え

ま
す

。

1
0

7
2

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
東

京
都

立
産

業
技

術
セ

ン
タ

ー
　

障
害

者
・

高
齢

者
用

具
等

の
製

品
開

発
に

係
る

募
集

に
つ

い
て

利
用

対
象

等
全

般
実

用
化

・
製

品
化

に
向

け
た

研
究

開
発

が
必

要
な

障
害

者
・

高
齢

者
用

具
等

の
う

ち
、

日
常

の
活

発
な

活
動

を
支

え
る

一
般

障
害

者
・

高
齢

者
用

具
等

の
製

品
開

発
を

目
的

と
す

る
「

公
募

型
共

同
研

究
」

の
テ

ー
マ

を
募

集
し

ま
す

。
都

産
技

研
が

中
小

企
業

者
に

研
究

開
発

を
委

託
し

、
そ

の
研

究
開

発
の

一
部

を
都

産
技

研
が

分
担

（
都

産
技

研
が

保
有

す
る

シ
ー

ズ
の

活
用

や
施

設
・

設
備

の
利

用
等

）
す

る
共

同
研

究
を

実
施

し
ま

す
。

○
プ

レ
ス

資
料

h
tt

p
s
:/
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w
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.ir
i-
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k
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.jp
/
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p
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/
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tt

a
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e
n

t/
1

6
5

4
6

.p
d

f

○
詳

し
く

は
下

記
サ

イ
ト

よ
り

内
容

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.ir
i-

to
k
yo

.jp
/
s
it
e
/
k
e
n

k
yu

/
s
h

o
g
2

0
2

4
.h

tm
l

9
9

2
2

0
2

2
お

知
ら

せ
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
行

政
【

W
I/

K
IS

】
ウ

ェ
ル

フ
ェ

ア
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

/
か

わ
さ

き
基

準
か

ら
の

お
知

ら
せ

 V
o
l.8

1

利
用

対
象

等
全

般
3

月
3

1
日

に
川

崎
市

よ
り

配
信

し
ま

し
た

お
知

ら
せ

の
ご

紹
介

で
す

。

個
別

配
信

を
ご

希
望

の
方

は
、

文
末

の
【

配
信

元
】

ま
で

ご
連

絡
下

さ
い

。

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン

/
か

わ
さ

き
基

準
 か

ら
の

お
知

ら
せ

　
V

o
l.8

1
 　

2
0

2
2

年
3

月
3

1
日

配
信

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

本
号

で
は

、
今

後
の

新
た

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
）

等
に

つ
い

て
、

ご
案

内
い

た
し

ま
す

。

_
/
_
/
_
/
_
/
 I
 N

 D
 E

 X
 _

/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/

（
１

）
「

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
か

ら
「

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

へ
の

移
行

に
つ

い
て

（
２

）
ウ

ェ
ル

フ
ェ

ア
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
活

動
内

容
に

つ
い

て

（
３

）
「

K
a
w

a
s
a
k
i 
W

e
lf
a
re

 T
e
c
h

n
o
lo

g
y 

L
a
b

（
通

称
：

ウ
ェ

ル
テ

ッ
ク

）
」

に
つ

い
て

_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_

（
１

）
「

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
か

ら
「

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

へ
の

移
行

に
つ

い
て

　
こ

れ
ま

で
、

川
崎

市
で

は
ウ

ェ
ル

フ
ェ

ア
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
通

じ
、

会
員

の
皆

様
の

相
互

連
携

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

等
を

通
じ

た
、

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

取
組

（
福

祉
課

題
の

解
決

に
繋

が
る

取
組

）
を

推
進

し
て

き
ま

し
た

。

　
令

和
３

年
８

月
に

「
K

a
w

a
s
a
k
i 
W

e
lf
a
re

 T
e
c
h

n
o
lo

g
y 

L
a
b

（
通

称
：

ウ
ェ

ル
テ

ッ
ク

）
」

（
※

ウ
ェ

ル
テ

ッ
ク

の
詳

細
は

下
記

（
３

）
を

ご
覧

く
だ

さ
い

）
を

開
設

し
た

こ
と

に
伴

い
、

今
後

は
ウ

ェ
ル

テ
ッ

ク
を

核
と

し
て

、
川

崎
市

内
企

業
の

皆
様

の
福

祉
機

器
分

野
へ

の
新

規
参

入
の

支
援

、
ま

た
、

川
崎

市
外

の
福

祉
分

野
企

業
の

皆
様

と
川

崎
市

内
企

業
の

皆
様

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

通
じ

た
福

祉
製

品
の

開
発

・
改

良
の

支
援

な
ど

、
福

祉
産

業
の

活
性

化
に

向
け

た
取

組

の
強

化
を

目
指

し
ま

す
。

　
そ

の
た

め
、

現
在

の
ウ

ェ
ル

フ
ェ

ア
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

機
能

を
継

承
し

つ
つ

、
ウ

ェ
ル

フ
ェ

ア
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
名

称
及

び
機

能
を

一
部

変
更

し
、

新
た

な
ス

タ
ー

ト
を

切
り

ま
す

。

　
会

員
の

皆
様

に
は

、
引

き
続

き
本

フ
ォ

ー
ラ

ム
に

ご
参

加
い

た
だ

き
、

本
フ

ォ
ー

ラ
ム

及
び

ウ
ェ

ル
テ

ッ
ク

を
福

祉
製

品
の

開
発

・
改

良
に

ご
活

用
い

た
だ

け
れ

ば
幸

い
で

す
。

　
な

お
、

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
へ

の
移

行
に

伴
い

、
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
退

会
を

ご
希

望
の

場
合

は
、

お
手

数
で

す
が

下
記

連
絡

先
（

配
信

元
）

ま
で

、
退

会
希

望
の

旨
を

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

（
２

）
ウ

ェ
ル

フ
ェ

ア
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
活

動
内

容
に

つ
い

て

　
今

後
、

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

会
員

の
方

等
を

対
象

に
以

下
の

様
な

活
動

を
予

定
し

て
い

ま
す

。

・
福

祉
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

の
開

発
に

向
け

た
定

期
的

な
勉

強
会

等
の

開
催

・
新

た
な

福
祉

製
品

・
サ

ー
ビ

ス
の

ア
イ

デ
ィ

ア
を

持
つ

企
業

と
様

々
な

企
業

・
機

関
を

繋
ぐ

ピ
ッ

チ
イ

ベ
ン

ト
等

の
開

催

・
ウ

ェ
ル

テ
ッ

ク
に

お
け

る
福

祉
製

品
の

開
発

・
改

良
の

伴
走

支
援

・
福

祉
機

器
分

野
の

情
報

発
信

（
K

IS
認

証
事

業
・

補
助

金
・

各
種

セ
ミ

ナ
ー

の
案

内
、

ウ
ェ

ル
テ

ッ
ク

に
関

す
る

情
報

等
）

　
会

員
の

皆
様

、
本

メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン
に

ご
登

録
い

た
だ

い
て

い
る

皆
様

に
は

、
上

記
内

容
に

つ
い

て
随

時
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

等
で

発
信

し
て

い
く

予
定

で
す

。

（
３

）
「

K
a
w

a
s
a
k
i 
W

e
lf
a
re

 T
e
c
h

n
o
lo

g
y 

L
a
b

（
通

称
：

ウ
ェ

ル
テ

ッ
ク

）
」

に
つ

い
て

　
ウ

ェ
ル

テ
ッ

ク
は

、
福

祉
施

設
の

居
住

ス
ペ

ー
ス

を
想

定
し

た
「

模
擬

環
境

ラ
ボ

」
を

備
え

た
福

祉
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

の
開

発
支

援
施

設
と

し
て

、
川

崎
市

・
国

立
大

学
法

人
東

京
工

業
大

学
・

国
立

研
究

開
発

法
人

産
業

技
術

総
合

研
究

所
の

三
者

に
よ

っ
て

運
営

を
行

っ
て

い
ま

す
。

　
川

崎
市

複
合

福
祉

セ
ン

タ
ー

「
ふ

く
ふ

く
」

内
の

福
祉

施
設

等
と

連
携

し
、

福
祉

現
場

の
ニ

ー
ズ

に
基

づ
い

た
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

の
開

発
を

支
援

し
て

い
き

ま
す

。

　
詳

細
に

つ
き

ま
し

て
は

、
下

記
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.k
a
w

a
s
a
k
i-

w
e
lt
e
c
h

.c
o
m

/

連
絡

先
：

電
話

番
号

　
0

4
4

－
2

2
3

－
6

4
6

8

　
　

　
　

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

in
fo

@
k
a
w

a
s
a
k
i-

w
e
lt
e
c
h

.c
o
m

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／

【
ウ

ェ
ル

フ
ェ

ア
イ

ノ
ー

ベ
ー

シ
ョ

ン

/
か

わ
さ

き
基

準
 か

ら
の

お
知

ら
せ

 】

配
 信

 日
：

月
1

～
2

回
 予

定

発
信

開
始

日
：

2
0

1
6

年
5

月
2

3
日

【
配

 信
 元

】

川
崎

市
経

済
労

働
局

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
推

進
室

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
担

当

te
l：

0
4

4
（

2
0

0
）

2
5

1
3

/
fa

x
：

0
4

4
（

2
0

0
）

3
9

2
0

E
m

a
il:
2

8
in

n
o
v
a
@

c
it
y.

k
a
w

a
s
a
k
i.j
p

（
ウ

ェ
ル

フ
ェ

ア
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

）

⇒
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.c
it
y.

k
a
w

a
s
a
k
i.j
p

/
jig

yo
u

/
c
a
te

g
o
ry

/
7

9
-
3

1
-
2

-
0

-
0

-
0

-
0

-
0

-
0

-
0

.h
tm

l

（
川

崎
市

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
）

こ
ち

ら
も

ど
う

ぞ
ご

覧
く

だ
さ

い

⇒
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.k
a
w

a
s
a
k
i-

c
h

ik
e
a
.jp

/

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
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-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

※
ご

意
見

、
感

想
等

は
配

信
元

ま
で

お
願

い
致

し
ま

す
。

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

9
9

3
2

0
2

2
お

知
ら

せ
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

厚
生

労
働

省
　

令
和

４
年

度
「

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

（
二

次
）

」
開

発
企

業
等

の
公

募
に

つ
い

て

利
用

対
象

等
全

般
本

事
業

は
、

障
害

者
等

の
自

立
や

社
会

参
加

の
促

進
の

観
点

か
ら

、
マ

ー
ケ

ッ
ト

が
小

さ
く

、
実

用
的

な
機

器
の

開
発

及
び

製
品

化
が

進
ま

な
い

障
害

者
自

立
支

援
機

器
に

つ
い

て
、

企
業

等
が

障
害

当
事

者
及

び
医

療
福

祉
専

門
職

等
と

連
携

し
て

開
発

す
る

取
組

に
補

助
を

行
い

、
障

害
者

等
の

ニ
ー

ズ
を

反
映

し
た

実
用

的
な

支
援

機
器

の
開

発
及

び
製

品
化

並
び

に
普

及
を

促
進

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

も
の

で
す

。
　

本
事

業
に

よ
り

、
障

害
者

自
立

支
援

機
器

の
開

発
に

取
り

組
む

企
業

等
を

以
下

に
よ

り
募

集
し

ま
す

の
で

、
本

事
業

へ
応

募
さ

れ
る

企
業

等
に

お
き

ま
し

て
は

、
以

下
の

「
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
公

募
要

項
」

に
基

づ
き

、
令

和
４

年
５

月
１

６
日

（
月

）
ま

で
に

、
下

記
提

出
先

に
応

募
書

類
を

ご
提

出
く

だ
さ

い
。

◆
公

募
期

間
　

４
/
2

2
（

金
）

～
５

/
1

6
（

月
）

　
公

募
要

項
や

応
募

書
類

に
つ

い
て

は
、

厚
生

労
働

省
H

P
よ

り
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
↓

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
s
tf

/
s
e
is

a
k
u

n
it
s
u

it
e
/
b

u
n

ya
/
0

0
0

0
1

5
1

2
6

1
_
0

0
0

0
1

.h
tm

l

◆
公

募
説

明
会

資
料

は
w

e
b

で
配

信
し

て
お

り
ま

す
。

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.y
o
u

tu
b

e
.c

o
m

/
w

a
tc

h
?

v
=
o
o
M

S
L
jh

7
4

2
s

　
詳

細
は

H
P

掲
載

内
容

を
よ

く
ご

確
認

の
上

、
ご

応
募

い
た

だ
け

ま
す

と
幸

い
で

す
。

9
9

4
2

0
2

2
新

製
品

・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
ホ

ル
ダ

ー

開
発

メ
ー

カ
ー

片
手

だ
け

で
も

使
い

易
い

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
ホ

ル
ダ

ー

肢
体

不
自

由
者

e
la

s
ti
X

（
え

ら
す

ち
っ

く
）

の
特

長

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
が

片
手

で
使

え
る

画
期

的
ホ

ル
ダ

ー
！

片
手

し
か

使
え

な
い

身
体

障
害

者
の

た
め

に
開

発
し

た
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

ホ
ル

ダ
ー

で
す

。
身

体
障

害
者

だ
け

で
な

く
健

常
者

で
も

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

片
手

使
い

し
て

い
る

方
に

最
適

な
ホ

ル
ダ

ー
で

す
。

特
長

➤
片

手
で

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

使
え

る
。

➤
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
柔

ら
か

く
　

そ
し

て
　

し
っ

か
り

保
持

で
き

る

➤
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
片

手
で

使
っ

て
い

て
も

、
誤

っ
て

落
下

さ
せ

る
心

配
が

全
く

無
い

➤
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

画
面

上
で

親
指

を
広

い
範

囲
で

動
か

せ
る

➤
フ

ラ
ッ

ト
で

簡
素

な
構

造
で

あ
り

、
極

め
て

薄
く

て
軽

い
。

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
に

取
り

付
け

て
も

バ
ッ

グ
や

ポ
ケ

ッ
ト

か
ら

の
出

し
入

れ
の

と
き

じ
ゃ

ま
に

な
ら

な
い

➤
ワ

イ
ヤ

レ
ス

充
電

が
で

き
る

➤
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
裏

側
の

自
由

な
位

置
に

貼
り

付
け

る
だ

け

価
格

は
1

,0
0

0
円

／
個

で
す

。

Y
O

U
T

U
B

E
の

動
画

で
 “

e
la

s
ti
X

”
 を

ご
紹

介
し

て
い

ま
す

⇨
 h

tt
p

s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
_
2

g
v
g
V

E
H

lv
4

お
問

い
合

わ
せ

は
、

s
in

g
le

h
a
n

d
@

m
b

r.
n

if
ty

.c
o
m

　
へ

ど
う

ぞ
。

9
9

5
2

0
2

2
お

知
ら

せ
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

【
募

集
終

了
】

厚
生

労
働

省
　

令
和

４
年

度
「

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

（
二

次
）

」
開

発
企

業
等

の
公

募
に

つ
い

て
 ※

締
切

日
延

長

利
用

対
象

等
全

般
締

切
日

が
延

長
と

な
り

ま
し

た
の

で
、

再
掲

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

◆
公

募
期

間
　

　
～

５
/
2

3
（

月
）

　
公

募
要

項
や

応
募

書
類

に
つ

い
て

は
、

厚
生

労
働

省
H

P
よ

り
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
↓

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
s
tf

/
s
e
is

a
k
u

n
it
s
u

it
e
/
b

u
n

ya
/
0

0
0

0
1

5
1

2
6

1
_
0

0
0

0
1

.h
tm

l

◆
公

募
説

明
会

資
料

は
w

e
b

で
配

信
し

て
お

り
ま

す
。

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.y
o
u

tu
b

e
.c

o
m

/
w

a
tc

h
?

v
=
o
o
M

S
L
jh

7
4

2
s

　
詳

細
は

H
P

掲
載

内
容

を
よ

く
ご

確
認

の
上

、
ご

応
募

い
た

だ
け

ま
す

と
幸

い
で

す
。

9
9

6
2

0
2

2
お

知
ら

せ
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
行

政
（

つ
く

ば
市

）
障

害
者

向
け

技
術

の
実

証
実

験
フ

ィ
ー

ル
ド

を
提

供
し

ま
す

！

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 知

的
障

害
者

 精
神

障
害

者
 発

達
障

害
者

盲
ろ

う
者

 内
部

障
害

者
 児

童

つ
く

ば
市

で
は

、
S

o
c
ie

ty
 5

.0
の

実
現

に
向

け
た

技
術

や
ア

イ
デ

ア
を

活
用

し
た

ト
ラ

イ
ア

ル
（

実
証

実
験

）
を

全
国

か
ら

公
募

し
ま

す
。

本
年

度
は

、
２

つ
の

部
門

で
提

案
を

募
集

、
優

れ
た

提
案

に
つ

い
て

、
市

が
ト

ラ
イ

ア
ル

経
費

の
支

援
（

最
大

1
0

0
万

円
）

を
始

め
、

全
面

的
に

サ
ポ

ー
ト

い
た

し
ま

す
。

【
公

募
期

間
】

令
和

４
年

５
月

1
2

日
（

木
）

～
令

和
４

年
６

月
1

0
日

（
金

）
1

7
時

1
5

分

【
募

集
部

門
】

　
①

課
題

設
定

部
門

　
　

テ
ー

マ
：

「
誰

も
が

幸
せ

を
感

じ
る

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
・

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

」
　

　
課

　
題

：
障

害
者

・
障

害
児

の
能

力
発

揮
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

科
学

技
術

　
②

フ
リ

ー
部

門
　

　
本

市
の

課
題

解
決

に
つ

な
が

る
提

案

○
支

援
内

容
費

用
負

担
（

上
限

1
0

0
万

円
）

、
施

設
や

モ
ニ

タ
ー

の
あ

っ
せ

ん
 、

専
門

家
か

ら
の

助
言

機
会

の
提

供
な

ど

○
提

案
対

象
者

　
教

育
機

関
（

中
学

校
～

）
、

企
業

（
個

人
事

業
主

も
可

）
、

研
究

機
関

※
詳

細
に

つ
い

て
は

、
下

記
U

R
L
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.c
it
y.

ts
u

k
u

b
a
.lg

.jp
/
s
h

is
e
i/

to
ri
k
u

m
i/

k
a
g
a
k
u

/
1

0
1

7
5

4
9

/
1

0
1

7
5

4
6

.h
tm

l

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

7
0

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
厚

生
労

働
省

　
令

和
5

年
度

障
害

者
自

立
支

援
機

器
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

人
材

育
成

事
業

　
成

果
発

表
会

の
お

知
ら

せ

利
用

対
象

等
全

般
厚

生
労

働
省

　
令

和
5

年
度

障
害

者
自

立
支

援
機

器
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

人
材

育
成

事
業

　
成

果
発

表
会

の
お

知
ら

せ

　
本

事
業

は
、

障
害

者
に

適
正

な
価

格
で

速
や

か
に

支
援

機
器

を
普

及
さ

せ
る

だ
け

で
な

く
、

障
害

者
が

進
歩

す
る

技
術

の
恩

恵
を

遅
滞

な
く

受
け

ら
れ

る
よ

う
な

支
援

機
器

の
開

発
を

促
進

す
る

た
め

に
、

支
援

機
器

開
発

に
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
起

こ
せ

る
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

的
に

、
厚

生
労

働
省

が
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
に

令
和

4
年

度
新

規
創

設
し

た
事

業
で

す
。

　
令

和
4

年
度

・
5

年
度

と
、

プ
レ

モ
パ

ー
ト

ナ
ー

株
式

会
社

が
国

庫
補

助
を

受
け

当
該

事
業

実
施

団
体

と
し

て
、

バ
イ

オ
デ

ザ
イ

ン
手

法
を

用
い

、
ニ

ー
ズ

発
掘

（
調

査
）

、
ア

イ
デ

ア
出

し
、

プ
ロ

ト
タ

イ
ピ

ン
グ

を
経

て
開

発
す

る
支

援
機

器
の

最
終

コ
ン

セ
プ

ト
決

定
ま

で
を

、
医

療
福

祉
職

及
び

エ
ン

ジ
ニ

ア
が

一
体

と
な

っ
た

チ
ー

ム
を

構
成

・
提

供
し

支
援

機
器

開
発

に
特

化
し

た
人

材
を

育
成

す
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

企
画

・
開

催
し

て
ま

い
り

ま
し

た
。

令
和

5
年

度
は

、
当

該
事

業
に

お
け

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

受
講

者
の

成
果

発
表

会
を

ウ
エ

ビ
ナ

ー
形

式
で

関
係

各
所

に
向

け
公

表
す

る
運

び
と

な
り

ま
し

た
。

　
皆

様
に

ウ
エ

ビ
ナ

ー
に

参
加

い
た

だ
き

た
く

ご
案

内
申

し
上

げ
ま

す
。

詳
細

及
び

申
し

込
み

は
以

下
P

e
a
ti
x
よ

り
お

願
い

致
し

ま
す

。
　

h
tt

p
s
:/

/
r5

a
id

-
p

.p
e
a
ti
x
.c

o
m

/
v
ie

w

運
営

：
プ

レ
モ

パ
ー

ト
ナ

ー
株

式
会

社
お

問
い

合
わ

せ
：

c
o
m

p
a
n

y@
p

re
m

o
p

a
rt

n
e
rs

.c
o
m

1
0

7
1

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
排

泄
関

連
用

具
福

祉
専

門
職

福
祉

用
具

貸
与

の
品

目
に

つ
い

て
高

齢
者

 家
族

 介
助

者
認

知
症

徘
徊

探
知

機
と

い
う

名
称

は
利

用
者

様
や

家
族

様
に

説
明

や
提

案
時

に
は

良
い

印
象

は
受

け
に

く
く

不
適

切
と

捉
え

ら
れ

る
ケ

ー
ス

も
あ

り
ま

す
。

見
守

り
セ

ン
サ

ー
や

一
人

歩
き

防
止

機
器

な
ど

名
称

の
変

更
を

検
討

し
て

も
い

い
の

で
は

な
い

か
と

考
え

ま
す

。

1
0

7
2

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
東

京
都

立
産

業
技

術
セ

ン
タ

ー
　

障
害

者
・

高
齢

者
用

具
等

の
製

品
開

発
に

係
る

募
集

に
つ

い
て

利
用

対
象

等
全

般
実

用
化

・
製

品
化

に
向

け
た

研
究

開
発

が
必

要
な

障
害

者
・

高
齢

者
用

具
等

の
う

ち
、

日
常

の
活

発
な

活
動

を
支

え
る

一
般

障
害

者
・

高
齢

者
用

具
等

の
製

品
開

発
を

目
的

と
す

る
「

公
募

型
共

同
研

究
」

の
テ

ー
マ

を
募

集
し

ま
す

。
都

産
技

研
が

中
小

企
業

者
に

研
究

開
発

を
委

託
し

、
そ

の
研

究
開

発
の

一
部

を
都

産
技

研
が

分
担

（
都

産
技

研
が

保
有

す
る

シ
ー

ズ
の

活
用

や
施

設
・

設
備

の
利

用
等

）
す

る
共

同
研

究
を

実
施

し
ま

す
。

○
プ

レ
ス

資
料

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.ir
i-

to
k
yo

.jp
/
u

p
lo

a
d

e
d

/
a
tt

a
c
h

m
e
n

t/
1

6
5

4
6

.p
d

f

○
詳

し
く

は
下

記
サ

イ
ト

よ
り

内
容

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.ir
i-

to
k
yo

.jp
/
s
it
e
/
k
e
n

k
yu

/
s
h

o
g
2

0
2

4
.h

tm
l

9
9

2
2

0
2

2
お

知
ら

せ
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
行

政
【

W
I/

K
IS

】
ウ

ェ
ル

フ
ェ

ア
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

/
か

わ
さ

き
基

準
か

ら
の

お
知

ら
せ

 V
o
l.8

1

利
用

対
象

等
全

般
3

月
3

1
日

に
川

崎
市

よ
り

配
信

し
ま

し
た

お
知

ら
せ

の
ご

紹
介

で
す

。

個
別

配
信

を
ご

希
望

の
方

は
、

文
末

の
【

配
信

元
】

ま
で

ご
連

絡
下

さ
い

。

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン

/
か

わ
さ

き
基

準
 か

ら
の

お
知

ら
せ

　
V

o
l.8

1
 　

2
0

2
2

年
3

月
3

1
日

配
信

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

本
号

で
は

、
今

後
の

新
た

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
）

等
に

つ
い

て
、

ご
案

内
い

た
し

ま
す

。

_
/
_
/
_
/
_
/
 I
 N

 D
 E

 X
 _

/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/

（
１

）
「

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
か

ら
「

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

へ
の

移
行

に
つ

い
て

（
２

）
ウ

ェ
ル

フ
ェ

ア
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
活

動
内

容
に

つ
い

て

（
３

）
「

K
a
w

a
s
a
k
i 
W

e
lf
a
re

 T
e
c
h

n
o
lo

g
y 

L
a
b

（
通

称
：

ウ
ェ

ル
テ

ッ
ク

）
」

に
つ

い
て

_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_

（
１

）
「

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
か

ら
「

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

へ
の

移
行

に
つ

い
て

　
こ

れ
ま

で
、

川
崎

市
で

は
ウ

ェ
ル

フ
ェ

ア
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
通

じ
、

会
員

の
皆

様
の

相
互

連
携

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

等
を

通
じ

た
、

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

取
組

（
福

祉
課

題
の

解
決

に
繋

が
る

取
組

）
を

推
進

し
て

き
ま

し
た

。

　
令

和
３

年
８

月
に

「
K

a
w

a
s
a
k
i 
W

e
lf
a
re

 T
e
c
h

n
o
lo

g
y 

L
a
b

（
通

称
：

ウ
ェ

ル
テ

ッ
ク

）
」

（
※

ウ
ェ

ル
テ

ッ
ク

の
詳

細
は

下
記

（
３

）
を

ご
覧

く
だ

さ
い

）
を

開
設

し
た

こ
と

に
伴

い
、

今
後

は
ウ

ェ
ル

テ
ッ

ク
を

核
と

し
て

、
川

崎
市

内
企

業
の

皆
様

の
福

祉
機

器
分

野
へ

の
新

規
参

入
の

支
援

、
ま

た
、

川
崎

市
外

の
福

祉
分

野
企

業
の

皆
様

と
川

崎
市

内
企

業
の

皆
様

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

通
じ

た
福

祉
製

品
の

開
発

・
改

良
の

支
援

な
ど

、
福

祉
産

業
の

活
性

化
に

向
け

た
取

組

の
強

化
を

目
指

し
ま

す
。

　
そ

の
た

め
、

現
在

の
ウ

ェ
ル

フ
ェ

ア
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

機
能

を
継

承
し

つ
つ

、
ウ

ェ
ル

フ
ェ

ア
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
名

称
及

び
機

能
を

一
部

変
更

し
、

新
た

な
ス

タ
ー

ト
を

切
り

ま
す

。

　
会

員
の

皆
様

に
は

、
引

き
続

き
本

フ
ォ

ー
ラ

ム
に

ご
参

加
い

た
だ

き
、

本
フ

ォ
ー

ラ
ム

及
び

ウ
ェ

ル
テ

ッ
ク

を
福

祉
製

品
の

開
発

・
改

良
に

ご
活

用
い

た
だ

け
れ

ば
幸

い
で

す
。

　
な

お
、

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
へ

の
移

行
に

伴
い

、
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
退

会
を

ご
希

望
の

場
合

は
、

お
手

数
で

す
が

下
記

連
絡

先
（

配
信

元
）

ま
で

、
退

会
希

望
の

旨
を

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

（
２

）
ウ

ェ
ル

フ
ェ

ア
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
活

動
内

容
に

つ
い

て

　
今

後
、

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

会
員

の
方

等
を

対
象

に
以

下
の

様
な

活
動

を
予

定
し

て
い

ま
す

。

・
福

祉
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

の
開

発
に

向
け

た
定

期
的

な
勉

強
会

等
の

開
催

・
新

た
な

福
祉

製
品

・
サ

ー
ビ

ス
の

ア
イ

デ
ィ

ア
を

持
つ

企
業

と
様

々
な

企
業

・
機

関
を

繋
ぐ

ピ
ッ

チ
イ

ベ
ン

ト
等

の
開

催

・
ウ

ェ
ル

テ
ッ

ク
に

お
け

る
福

祉
製

品
の

開
発

・
改

良
の

伴
走

支
援

・
福

祉
機

器
分

野
の

情
報

発
信

（
K

IS
認

証
事

業
・

補
助

金
・

各
種

セ
ミ

ナ
ー

の
案

内
、

ウ
ェ

ル
テ

ッ
ク

に
関

す
る

情
報

等
）

　
会

員
の

皆
様

、
本

メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン
に

ご
登

録
い

た
だ

い
て

い
る

皆
様

に
は

、
上

記
内

容
に

つ
い

て
随

時
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

等
で

発
信

し
て

い
く

予
定

で
す

。

（
３

）
「

K
a
w

a
s
a
k
i 
W

e
lf
a
re

 T
e
c
h

n
o
lo

g
y 

L
a
b

（
通

称
：

ウ
ェ

ル
テ

ッ
ク

）
」

に
つ

い
て

　
ウ

ェ
ル

テ
ッ

ク
は

、
福

祉
施

設
の

居
住

ス
ペ

ー
ス

を
想

定
し

た
「

模
擬

環
境

ラ
ボ

」
を

備
え

た
福

祉
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

の
開

発
支

援
施

設
と

し
て

、
川

崎
市

・
国

立
大

学
法

人
東

京
工

業
大

学
・

国
立

研
究

開
発

法
人

産
業

技
術

総
合

研
究

所
の

三
者

に
よ

っ
て

運
営

を
行

っ
て

い
ま

す
。

　
川

崎
市

複
合

福
祉

セ
ン

タ
ー

「
ふ

く
ふ

く
」

内
の

福
祉

施
設

等
と

連
携

し
、

福
祉

現
場

の
ニ

ー
ズ

に
基

づ
い

た
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

の
開

発
を

支
援

し
て

い
き

ま
す

。

　
詳

細
に

つ
き

ま
し

て
は

、
下

記
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.k
a
w

a
s
a
k
i-

w
e
lt
e
c
h

.c
o
m

/

連
絡

先
：

電
話

番
号

　
0

4
4

－
2

2
3

－
6

4
6

8

　
　

　
　

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

in
fo

@
k
a
w

a
s
a
k
i-

w
e
lt
e
c
h

.c
o
m

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／

【
ウ

ェ
ル

フ
ェ

ア
イ

ノ
ー

ベ
ー

シ
ョ

ン

/
か

わ
さ

き
基

準
 か

ら
の

お
知

ら
せ

 】

配
 信

 日
：

月
1

～
2

回
 予

定

発
信

開
始

日
：

2
0

1
6

年
5

月
2

3
日

【
配

 信
 元

】

川
崎

市
経

済
労

働
局

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
推

進
室

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
担

当

te
l：

0
4

4
（

2
0

0
）

2
5

1
3

/
fa

x
：

0
4

4
（

2
0

0
）

3
9

2
0

E
m

a
il:
2

8
in

n
o
v
a
@

c
it
y.

k
a
w

a
s
a
k
i.j
p

（
ウ

ェ
ル

フ
ェ

ア
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

）

⇒
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.c
it
y.

k
a
w

a
s
a
k
i.j
p

/
jig

yo
u

/
c
a
te

g
o
ry

/
7

9
-
3

1
-
2

-
0

-
0

-
0

-
0

-
0

-
0

-
0

.h
tm

l

（
川

崎
市

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
）

こ
ち

ら
も

ど
う

ぞ
ご

覧
く

だ
さ

い

⇒
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.k
a
w

a
s
a
k
i-

c
h

ik
e
a
.jp

/

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

※
ご

意
見

、
感

想
等

は
配

信
元

ま
で

お
願

い
致

し
ま

す
。

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-108-

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

9
9

3
2

0
2

2
お

知
ら

せ
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

厚
生

労
働

省
　

令
和

４
年

度
「

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

（
二

次
）

」
開

発
企

業
等

の
公

募
に

つ
い

て

利
用

対
象

等
全

般
本

事
業

は
、

障
害

者
等

の
自

立
や

社
会

参
加

の
促

進
の

観
点

か
ら

、
マ

ー
ケ

ッ
ト

が
小

さ
く

、
実

用
的

な
機

器
の

開
発

及
び

製
品

化
が

進
ま

な
い

障
害

者
自

立
支

援
機

器
に

つ
い

て
、

企
業

等
が

障
害

当
事

者
及

び
医

療
福

祉
専

門
職

等
と

連
携

し
て

開
発

す
る

取
組

に
補

助
を

行
い

、
障

害
者

等
の

ニ
ー

ズ
を

反
映

し
た

実
用

的
な

支
援

機
器

の
開

発
及

び
製

品
化

並
び

に
普

及
を

促
進

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

も
の

で
す

。
　

本
事

業
に

よ
り

、
障

害
者

自
立

支
援

機
器

の
開

発
に

取
り

組
む

企
業

等
を

以
下

に
よ

り
募

集
し

ま
す

の
で

、
本

事
業

へ
応

募
さ

れ
る

企
業

等
に

お
き

ま
し

て
は

、
以

下
の

「
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
公

募
要

項
」

に
基

づ
き

、
令

和
４

年
５

月
１

６
日

（
月

）
ま

で
に

、
下

記
提

出
先

に
応

募
書

類
を

ご
提

出
く

だ
さ

い
。

◆
公

募
期

間
　

４
/
2

2
（

金
）

～
５

/
1

6
（

月
）

　
公

募
要

項
や

応
募

書
類

に
つ

い
て

は
、

厚
生

労
働

省
H

P
よ

り
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
↓

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
s
tf

/
s
e
is

a
k
u

n
it
s
u

it
e
/
b

u
n

ya
/
0

0
0

0
1

5
1

2
6

1
_
0

0
0

0
1

.h
tm

l

◆
公

募
説

明
会

資
料

は
w

e
b

で
配

信
し

て
お

り
ま

す
。

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.y
o
u

tu
b

e
.c

o
m

/
w

a
tc

h
?

v
=
o
o
M

S
L
jh

7
4

2
s

　
詳

細
は

H
P

掲
載

内
容

を
よ

く
ご

確
認

の
上

、
ご

応
募

い
た

だ
け

ま
す

と
幸

い
で

す
。

9
9

4
2

0
2

2
新

製
品

・
技

術
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
ホ

ル
ダ

ー

開
発

メ
ー

カ
ー

片
手

だ
け

で
も

使
い

易
い

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
ホ

ル
ダ

ー

肢
体

不
自

由
者

e
la

s
ti
X

（
え

ら
す

ち
っ

く
）

の
特

長

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
が

片
手

で
使

え
る

画
期

的
ホ

ル
ダ

ー
！

片
手

し
か

使
え

な
い

身
体

障
害

者
の

た
め

に
開

発
し

た
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

ホ
ル

ダ
ー

で
す

。
身

体
障

害
者

だ
け

で
な

く
健

常
者

で
も

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

片
手

使
い

し
て

い
る

方
に

最
適

な
ホ

ル
ダ

ー
で

す
。

特
長

➤
片

手
で

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

使
え

る
。

➤
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
柔

ら
か

く
　

そ
し

て
　

し
っ

か
り

保
持

で
き

る

➤
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
片

手
で

使
っ

て
い

て
も

、
誤

っ
て

落
下

さ
せ

る
心

配
が

全
く

無
い

➤
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

画
面

上
で

親
指

を
広

い
範

囲
で

動
か

せ
る

➤
フ

ラ
ッ

ト
で

簡
素

な
構

造
で

あ
り

、
極

め
て

薄
く

て
軽

い
。

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
に

取
り

付
け

て
も

バ
ッ

グ
や

ポ
ケ

ッ
ト

か
ら

の
出

し
入

れ
の

と
き

じ
ゃ

ま
に

な
ら

な
い

➤
ワ

イ
ヤ

レ
ス

充
電

が
で

き
る

➤
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
裏

側
の

自
由

な
位

置
に

貼
り

付
け

る
だ

け

価
格

は
1

,0
0

0
円

／
個

で
す

。

Y
O

U
T

U
B

E
の

動
画

で
 “

e
la

s
ti
X

”
 を

ご
紹

介
し

て
い

ま
す

⇨
 h

tt
p

s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
_
2

g
v
g
V

E
H

lv
4

お
問

い
合

わ
せ

は
、

s
in

g
le

h
a
n

d
@

m
b

r.
n

if
ty

.c
o
m

　
へ

ど
う

ぞ
。

9
9

5
2

0
2

2
お

知
ら

せ
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

【
募

集
終

了
】

厚
生

労
働

省
　

令
和

４
年

度
「

障
害

者
自

立
支

援
機

器
等

開
発

促
進

事
業

（
二

次
）

」
開

発
企

業
等

の
公

募
に

つ
い

て
 ※

締
切

日
延

長

利
用

対
象

等
全

般
締

切
日

が
延

長
と

な
り

ま
し

た
の

で
、

再
掲

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

◆
公

募
期

間
　

　
～

５
/
2

3
（

月
）

　
公

募
要

項
や

応
募

書
類

に
つ

い
て

は
、

厚
生

労
働

省
H

P
よ

り
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
↓

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
s
tf

/
s
e
is

a
k
u

n
it
s
u

it
e
/
b

u
n

ya
/
0

0
0

0
1

5
1

2
6

1
_
0

0
0

0
1

.h
tm

l

◆
公

募
説

明
会

資
料

は
w

e
b

で
配

信
し

て
お

り
ま

す
。

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.y
o
u

tu
b

e
.c

o
m

/
w

a
tc

h
?

v
=
o
o
M

S
L
jh

7
4

2
s

　
詳

細
は

H
P

掲
載

内
容

を
よ

く
ご

確
認

の
上

、
ご

応
募

い
た

だ
け

ま
す

と
幸

い
で

す
。

9
9

6
2

0
2

2
お

知
ら

せ
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
行

政
（

つ
く

ば
市

）
障

害
者

向
け

技
術

の
実

証
実

験
フ

ィ
ー

ル
ド

を
提

供
し

ま
す

！

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 知

的
障

害
者

 精
神

障
害

者
 発

達
障

害
者

盲
ろ

う
者

 内
部

障
害

者
 児

童

つ
く

ば
市

で
は

、
S

o
c
ie

ty
 5

.0
の

実
現

に
向

け
た

技
術

や
ア

イ
デ

ア
を

活
用

し
た

ト
ラ

イ
ア

ル
（

実
証

実
験

）
を

全
国

か
ら

公
募

し
ま

す
。

本
年

度
は

、
２

つ
の

部
門

で
提

案
を

募
集

、
優

れ
た

提
案

に
つ

い
て

、
市

が
ト

ラ
イ

ア
ル

経
費

の
支

援
（

最
大

1
0

0
万

円
）

を
始

め
、

全
面

的
に

サ
ポ

ー
ト

い
た

し
ま

す
。

【
公

募
期

間
】

令
和

４
年

５
月

1
2

日
（

木
）

～
令

和
４

年
６

月
1

0
日

（
金

）
1

7
時

1
5

分

【
募

集
部

門
】

　
①

課
題

設
定

部
門

　
　

テ
ー

マ
：

「
誰

も
が

幸
せ

を
感

じ
る

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
・

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

」
　

　
課

　
題

：
障

害
者

・
障

害
児

の
能

力
発

揮
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

科
学

技
術

　
②

フ
リ

ー
部

門
　

　
本

市
の

課
題

解
決

に
つ

な
が

る
提

案

○
支

援
内

容
費

用
負

担
（

上
限

1
0

0
万

円
）

、
施

設
や

モ
ニ

タ
ー

の
あ

っ
せ

ん
 、

専
門

家
か

ら
の

助
言

機
会

の
提

供
な

ど

○
提

案
対

象
者

　
教

育
機

関
（

中
学

校
～

）
、

企
業

（
個

人
事

業
主

も
可

）
、

研
究

機
関

※
詳

細
に

つ
い

て
は

、
下

記
U

R
L
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.c
it
y.

ts
u

k
u

b
a
.lg

.jp
/
s
h

is
e
i/

to
ri
k
u

m
i/

k
a
g
a
k
u

/
1

0
1

7
5

4
9

/
1

0
1

7
5

4
6

.h
tm

l

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

7
0

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
厚

生
労

働
省

　
令

和
5

年
度

障
害

者
自

立
支

援
機

器
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

人
材

育
成

事
業

　
成

果
発

表
会

の
お

知
ら

せ

利
用

対
象

等
全

般
厚

生
労

働
省

　
令

和
5

年
度

障
害

者
自

立
支

援
機

器
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

人
材

育
成

事
業

　
成

果
発

表
会

の
お

知
ら

せ

　
本

事
業

は
、

障
害

者
に

適
正

な
価

格
で

速
や

か
に

支
援

機
器

を
普

及
さ

せ
る

だ
け

で
な

く
、

障
害

者
が

進
歩

す
る

技
術

の
恩

恵
を

遅
滞

な
く

受
け

ら
れ

る
よ

う
な

支
援

機
器

の
開

発
を

促
進

す
る

た
め

に
、

支
援

機
器

開
発

に
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
起

こ
せ

る
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

的
に

、
厚

生
労

働
省

が
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
に

令
和

4
年

度
新

規
創

設
し

た
事

業
で

す
。

　
令

和
4

年
度

・
5

年
度

と
、

プ
レ

モ
パ

ー
ト

ナ
ー

株
式

会
社

が
国

庫
補

助
を

受
け

当
該

事
業

実
施

団
体

と
し

て
、

バ
イ

オ
デ

ザ
イ

ン
手

法
を

用
い

、
ニ

ー
ズ

発
掘

（
調

査
）

、
ア

イ
デ

ア
出

し
、

プ
ロ

ト
タ

イ
ピ

ン
グ

を
経

て
開

発
す

る
支

援
機

器
の

最
終

コ
ン

セ
プ

ト
決

定
ま

で
を

、
医

療
福

祉
職

及
び

エ
ン

ジ
ニ

ア
が

一
体

と
な

っ
た

チ
ー

ム
を

構
成

・
提

供
し

支
援

機
器

開
発

に
特

化
し

た
人

材
を

育
成

す
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

企
画

・
開

催
し

て
ま

い
り

ま
し

た
。

令
和

5
年

度
は

、
当

該
事

業
に

お
け

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

受
講

者
の

成
果

発
表

会
を

ウ
エ

ビ
ナ

ー
形

式
で

関
係

各
所

に
向

け
公

表
す

る
運

び
と

な
り

ま
し

た
。

　
皆

様
に

ウ
エ

ビ
ナ

ー
に

参
加

い
た

だ
き

た
く

ご
案

内
申

し
上

げ
ま

す
。

詳
細

及
び

申
し

込
み

は
以

下
P

e
a
ti
x
よ

り
お

願
い

致
し

ま
す

。
　

h
tt

p
s
:/

/
r5

a
id

-
p

.p
e
a
ti
x
.c

o
m

/
v
ie

w

運
営

：
プ

レ
モ

パ
ー

ト
ナ

ー
株

式
会

社
お

問
い

合
わ

せ
：

c
o
m

p
a
n

y@
p

re
m

o
p

a
rt

n
e
rs

.c
o
m

1
0

7
1

2
0

2
3

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
排

泄
関

連
用

具
福

祉
専

門
職

福
祉

用
具

貸
与

の
品

目
に

つ
い

て
高

齢
者

 家
族

 介
助

者
認

知
症

徘
徊

探
知

機
と

い
う

名
称

は
利

用
者

様
や

家
族

様
に

説
明

や
提

案
時

に
は

良
い

印
象

は
受

け
に

く
く

不
適

切
と

捉
え

ら
れ

る
ケ

ー
ス

も
あ

り
ま

す
。

見
守

り
セ

ン
サ

ー
や

一
人

歩
き

防
止

機
器

な
ど

名
称

の
変

更
を

検
討

し
て

も
い

い
の

で
は

な
い

か
と

考
え

ま
す

。

1
0

7
2

2
0

2
3

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
東

京
都

立
産

業
技

術
セ

ン
タ

ー
　

障
害

者
・

高
齢

者
用

具
等

の
製

品
開

発
に

係
る

募
集

に
つ

い
て

利
用

対
象

等
全

般
実

用
化

・
製

品
化

に
向

け
た

研
究

開
発

が
必

要
な

障
害

者
・

高
齢

者
用

具
等

の
う

ち
、

日
常

の
活

発
な

活
動

を
支

え
る

一
般

障
害

者
・

高
齢

者
用

具
等

の
製

品
開

発
を

目
的

と
す

る
「

公
募

型
共

同
研

究
」

の
テ

ー
マ

を
募

集
し

ま
す

。
都

産
技

研
が

中
小

企
業

者
に

研
究

開
発

を
委

託
し

、
そ

の
研

究
開

発
の

一
部

を
都

産
技

研
が

分
担

（
都

産
技

研
が

保
有

す
る

シ
ー

ズ
の

活
用

や
施

設
・

設
備

の
利

用
等

）
す

る
共

同
研

究
を

実
施

し
ま

す
。

○
プ

レ
ス

資
料

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.ir
i-

to
k
yo

.jp
/
u

p
lo

a
d

e
d

/
a
tt

a
c
h

m
e
n

t/
1

6
5

4
6

.p
d

f

○
詳

し
く

は
下

記
サ

イ
ト

よ
り

内
容

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.ir
i-

to
k
yo

.jp
/
s
it
e
/
k
e
n

k
yu

/
s
h

o
g
2

0
2

4
.h

tm
l

9
9

2
2

0
2

2
お

知
ら

せ
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
行

政
【

W
I/

K
IS

】
ウ

ェ
ル

フ
ェ

ア
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

/
か

わ
さ

き
基

準
か

ら
の

お
知

ら
せ

 V
o
l.8

1

利
用

対
象

等
全

般
3

月
3

1
日

に
川

崎
市

よ
り

配
信

し
ま

し
た

お
知

ら
せ

の
ご

紹
介

で
す

。

個
別

配
信

を
ご

希
望

の
方

は
、

文
末

の
【

配
信

元
】

ま
で

ご
連

絡
下

さ
い

。

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン

/
か

わ
さ

き
基

準
 か

ら
の

お
知

ら
せ

　
V

o
l.8

1
 　

2
0

2
2

年
3

月
3

1
日

配
信

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

本
号

で
は

、
今

後
の

新
た

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
）

等
に

つ
い

て
、

ご
案

内
い

た
し

ま
す

。

_
/
_
/
_
/
_
/
 I
 N

 D
 E

 X
 _

/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/

（
１

）
「

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
か

ら
「

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

へ
の

移
行

に
つ

い
て

（
２

）
ウ

ェ
ル

フ
ェ

ア
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
活

動
内

容
に

つ
い

て

（
３

）
「

K
a
w

a
s
a
k
i 
W

e
lf
a
re

 T
e
c
h

n
o
lo

g
y 

L
a
b

（
通

称
：

ウ
ェ

ル
テ

ッ
ク

）
」

に
つ

い
て

_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_
/
_

（
１

）
「

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
か

ら
「

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
」

へ
の

移
行

に
つ

い
て

　
こ

れ
ま

で
、

川
崎

市
で

は
ウ

ェ
ル

フ
ェ

ア
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
通

じ
、

会
員

の
皆

様
の

相
互

連
携

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

等
を

通
じ

た
、

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

取
組

（
福

祉
課

題
の

解
決

に
繋

が
る

取
組

）
を

推
進

し
て

き
ま

し
た

。

　
令

和
３

年
８

月
に

「
K

a
w

a
s
a
k
i 
W

e
lf
a
re

 T
e
c
h

n
o
lo

g
y 

L
a
b

（
通

称
：

ウ
ェ

ル
テ

ッ
ク

）
」

（
※

ウ
ェ

ル
テ

ッ
ク

の
詳

細
は

下
記

（
３

）
を

ご
覧

く
だ

さ
い

）
を

開
設

し
た

こ
と

に
伴

い
、

今
後

は
ウ

ェ
ル

テ
ッ

ク
を

核
と

し
て

、
川

崎
市

内
企

業
の

皆
様

の
福

祉
機

器
分

野
へ

の
新

規
参

入
の

支
援

、
ま

た
、

川
崎

市
外

の
福

祉
分

野
企

業
の

皆
様

と
川

崎
市

内
企

業
の

皆
様

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

通
じ

た
福

祉
製

品
の

開
発

・
改

良
の

支
援

な
ど

、
福

祉
産

業
の

活
性

化
に

向
け

た
取

組

の
強

化
を

目
指

し
ま

す
。

　
そ

の
た

め
、

現
在

の
ウ

ェ
ル

フ
ェ

ア
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

機
能

を
継

承
し

つ
つ

、
ウ

ェ
ル

フ
ェ

ア
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
名

称
及

び
機

能
を

一
部

変
更

し
、

新
た

な
ス

タ
ー

ト
を

切
り

ま
す

。

　
会

員
の

皆
様

に
は

、
引

き
続

き
本

フ
ォ

ー
ラ

ム
に

ご
参

加
い

た
だ

き
、

本
フ

ォ
ー

ラ
ム

及
び

ウ
ェ

ル
テ

ッ
ク

を
福

祉
製

品
の

開
発

・
改

良
に

ご
活

用
い

た
だ

け
れ

ば
幸

い
で

す
。

　
な

お
、

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
へ

の
移

行
に

伴
い

、
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
退

会
を

ご
希

望
の

場
合

は
、

お
手

数
で

す
が

下
記

連
絡

先
（

配
信

元
）

ま
で

、
退

会
希

望
の

旨
を

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

（
２

）
ウ

ェ
ル

フ
ェ

ア
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
活

動
内

容
に

つ
い

て

　
今

後
、

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

会
員

の
方

等
を

対
象

に
以

下
の

様
な

活
動

を
予

定
し

て
い

ま
す

。

・
福

祉
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

の
開

発
に

向
け

た
定

期
的

な
勉

強
会

等
の

開
催

・
新

た
な

福
祉

製
品

・
サ

ー
ビ

ス
の

ア
イ

デ
ィ

ア
を

持
つ

企
業

と
様

々
な

企
業

・
機

関
を

繋
ぐ

ピ
ッ

チ
イ

ベ
ン

ト
等

の
開

催

・
ウ

ェ
ル

テ
ッ

ク
に

お
け

る
福

祉
製

品
の

開
発

・
改

良
の

伴
走

支
援

・
福

祉
機

器
分

野
の

情
報

発
信

（
K

IS
認

証
事

業
・

補
助

金
・

各
種

セ
ミ

ナ
ー

の
案

内
、

ウ
ェ

ル
テ

ッ
ク

に
関

す
る

情
報

等
）

　
会

員
の

皆
様

、
本

メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン
に

ご
登

録
い

た
だ

い
て

い
る

皆
様

に
は

、
上

記
内

容
に

つ
い

て
随

時
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

等
で

発
信

し
て

い
く

予
定

で
す

。

（
３

）
「

K
a
w

a
s
a
k
i 
W

e
lf
a
re

 T
e
c
h

n
o
lo

g
y 

L
a
b

（
通

称
：

ウ
ェ

ル
テ

ッ
ク

）
」

に
つ

い
て

　
ウ

ェ
ル

テ
ッ

ク
は

、
福

祉
施

設
の

居
住

ス
ペ

ー
ス

を
想

定
し

た
「

模
擬

環
境

ラ
ボ

」
を

備
え

た
福

祉
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

の
開

発
支

援
施

設
と

し
て

、
川

崎
市

・
国

立
大

学
法

人
東

京
工

業
大

学
・

国
立

研
究

開
発

法
人

産
業

技
術

総
合

研
究

所
の

三
者

に
よ

っ
て

運
営

を
行

っ
て

い
ま

す
。

　
川

崎
市

複
合

福
祉

セ
ン

タ
ー

「
ふ

く
ふ

く
」

内
の

福
祉

施
設

等
と

連
携

し
、

福
祉

現
場

の
ニ

ー
ズ

に
基

づ
い

た
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

の
開

発
を

支
援

し
て

い
き

ま
す

。

　
詳

細
に

つ
き

ま
し

て
は

、
下

記
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.k
a
w

a
s
a
k
i-

w
e
lt
e
c
h

.c
o
m

/

連
絡

先
：

電
話

番
号

　
0

4
4

－
2

2
3

－
6

4
6

8

　
　

　
　

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

in
fo

@
k
a
w

a
s
a
k
i-

w
e
lt
e
c
h

.c
o
m

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／
＼

／

【
ウ

ェ
ル

フ
ェ

ア
イ

ノ
ー

ベ
ー

シ
ョ

ン

/
か

わ
さ

き
基

準
 か

ら
の

お
知

ら
せ

 】

配
 信

 日
：

月
1

～
2

回
 予

定

発
信

開
始

日
：

2
0

1
6

年
5

月
2

3
日

【
配

 信
 元

】

川
崎

市
経

済
労

働
局

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
推

進
室

ウ
ェ

ル
フ

ェ
ア

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
担

当

te
l：

0
4

4
（

2
0

0
）

2
5

1
3

/
fa

x
：

0
4

4
（

2
0

0
）

3
9

2
0

E
m

a
il:
2

8
in

n
o
v
a
@

c
it
y.

k
a
w

a
s
a
k
i.j
p

（
ウ

ェ
ル

フ
ェ

ア
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

）

⇒
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.c
it
y.

k
a
w

a
s
a
k
i.j
p

/
jig

yo
u

/
c
a
te

g
o
ry

/
7

9
-
3

1
-
2

-
0

-
0

-
0

-
0

-
0

-
0

-
0

.h
tm

l

（
川

崎
市

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
）

こ
ち

ら
も

ど
う

ぞ
ご

覧
く

だ
さ

い

⇒
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.k
a
w

a
s
a
k
i-

c
h

ik
e
a
.jp

/

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

※
ご

意
見

、
感

想
等

は
配

信
元

ま
で

お
願

い
致

し
ま

す
。

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

0
0

2
0

2
2

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

義
肢

 車
い

す
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

そ
の

他
(公

的
機

関
【

第
１

回
・

申
請

受
付

中
】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

の
販

路
開

拓
を

支
援

し
ま

す

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 知

的
障

害
者

 精
神

障
害

者
 発

達
障

害
者

盲
ろ

う
者

 内
部

障
害

者
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

 高
齢

者
 児

童
 家

族
 介

助
者

 就
労

・
就

学
 共

用
品

 利
用

対
象

等
全

般

公
益

財
団

法
人

東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
か

ら
の

お
知

ら
せ

【
障

害
者

向
け

製
品

等
の

販
路

開
拓

支
援

事
業

】
都

内
中

小
企

業
が

開
発

し
た

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

の
製

品
や

障
害

者
・

高
齢

者
向

け
製

品
等

の
販

路
開

拓
を

促
進

す
る

た
め

、
国

内
外

の
展

示
会

出
展

や
E

C
サ

イ
ト

・
自

社
W

E
B

サ
イ

ト
活

用
に

関
す

る
費

用
の

一
部

を
助

成
し

ま
す

。
現

在
第

１
回

の
申

請
受

付
中

で
す

!
申

請
エ

ン
ト

リ
ー

期
間

：
４

月
２

８
日

（
木

）
～

６
月

１
７

日
（

金
）

申
請

書
提

出
期

間
：

５
月

１
６

日
(月

)～
６

月
２

４
日

(金
)　

（
公

社
H

P
か

ら
の

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
が

必
要

で
す

）
■

特
徴

■
①

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

に
特

化
し

た
販

路
開

拓
助

成
金

で
す

②
中

小
企

業
団

体
、

特
定

非
営

利
活

動
法

人
、

一
般

財
団

法
人

、
一

般
社

団
法

人
ま

で
幅

広
い

法
人

の
申

請
が

可
能

で
す

③
年

４
回

の
募

集
が

あ
り

、
令

和
６

年
３

月
ま

で
の

展
示

会
が

助
成

対
象

で
す

（
第

４
回

に
て

採
択

さ
れ

た
場

合
）

④
オ

ン
ラ

イ
ン

展
示

会
出

展
経

費
・

E
C

サ
イ

ト
初

期
登

録
料

・
自

社
W

E
B

サ
イ

ト
制

作
・

改
修

も
助

成
対

象
経

費
に

含
ま

れ
ま

す

詳
細

・
申

請
エ

ン
ト

リ
ー

は
こ

ち
ら

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

■
事

業
詳

細
■

助
成

対
象

者
　

　
都

内
中

小
企

業
者

（
会

社
及

び
個

人
事

業
主

）
、

中
小

企
業

団
体

、
特

定
非

営
利

活
動

法
人

、
一

般
財

団
法

人
、

一
般

社
団

法
人

等

申
請

区
分

　
（

１
）

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

の
製

品
等

　
　

（
２

）
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

等
対

象
経

費
 (

１
）

展
示

会
等

参
加

費
（

国
内

・
海

外
・

オ
ン

ラ
イ

ン
の

い
ず

れ
も

可
）

　
　

　
　

（
２

）
E

C
サ

イ
ト

出
店

初
期

登
録

料
 　

（
３

）
自

社
w

e
b

サ
イ

ト
制

作
・

改
修

費
 　

（
４

）
販

売
促

進
費

　
①

印
刷

物
製

作
費

　
②

P
R

動
画

制
作

費
　

③
広

告
費

 
助

成
限

度
額

１
５

０
万

円
　

　
　

　
助

成
率

　
　

３
分

の
２

以
内

助
成

対
象

期
間

第
１

回
　

令
和

４
年

９
月

１
日

か
ら

令
和

５
年

９
月

３
０

日
ま

で

第
2

回
以

降
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

や
募

集
要

項
・

申
請

書
様

式
等

に
つ

い
て

は
公

社
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
し

て
く

だ
さ

い
事

業
詳

細
ペ

ー
ジ

：
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

1
0

0
1

2
0

2
2

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
F
A

B
R

IK
’

 o
n

lin
e
 :

J
a
p

a
n

 +
 F

ra
n

c
e

ケ
ア

・
リ

ハ
ビ

リ
分

野
の

も
の

づ
く

り
成

果
発

表
会

の
ご

案
内

利
用

対
象

等
全

般
日

本
と

フ
ラ

ン
ス

両
国

で
協

力
し

て
東

京
で

開
催

す
る

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
・

メ
イ

カ
ソ

ン
“

F
A

B
R

IK
A

R
IU

M
 T

O
K

Y
O

 2
0

2
3

”
 の

開
催

に
向

け
、

“
F

A
B

R
IK

’
 o

n
lin

e
 :
 J

a
p

a
n

 +
 F

ra
n

c
e
”

と
題

し
て

、
ケ

ア
・

リ
ハ

ビ
リ

分
野

の
も

の
づ

く
り

成
果

発
表

会
を

開
催

し
ま

す
。

障
害

と
と

も
に

あ
る

方
の

「
で

き
る

を
増

や
す

」
メ

イ
カ

ソ
ン

*
 の

試
み

を
通

し
て

「
と

も
に

つ
く

る
社

会
」

の
実

現
を

目
指

し
ま

す
。

【
日

時
】

2
0

2
2

年
6

月
1

7
日

 (
金

)　
1

7
:3

0
~2

0
:0

0
 (

日
本

時
間

)
【

参
加

料
】

無
料

、
オ

ン
ラ

イ
ン

 (
Z

o
o
m

 に
て

日
仏

同
時

通
訳

)
【

イ
ベ

ン
ト

概
要

】
・

F
A

B
R

IK
A

R
IU

M
 概

要
説

明
・

ケ
ア

・
リ

ハ
ビ

リ
も

の
づ

く
り

事
例

発
表

（
フ

ラ
ン

ス
か

ら
3

件
）

・
ケ

ア
・

リ
ハ

ビ
リ

も
の

づ
く

り
事

例
発

表
（

日
本

か
ら

3
件

）
・

F
A

B
R

IK
A

R
IU

M
 T

O
K

Y
O

 2
0

2
3

 に
参

加
予

定
の

ニ
ー

ド
ノ

ウ
ア

の
ご

紹
介

詳
細

は
h

tt
p

s
:/

/
fa

b
ri
k
a
ri
u

m
-
to

k
yo

.o
rg

/

参
加

申
し

込
み

は
こ

ち
ら

h
tt

p
s
:/

/
d

o
c
s
.g

o
o
g
le

.c
o
m

/
fo

rm
s
/
d

/
e
/
1

F
A

Ip
Q

L
S

e
b

h
u

z
A

x
5

E
-
W

tc
a
X

9
D

-
h

4
F
Y

G
G

M
D

L
C

W
R

P
H

p
A

w
g
n

Q
B

c
J
v
k
g
s
O

m
g
/
v
ie

w
fo

rm

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

9
9

7
2

0
2

2
お

知
ら

せ
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

障
害

者
自

立
支

援
機

器
「

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
2

0
2

2
」

開
催

及
び

出
展

者
募

集
開

始
の

お
知

ら
せ

利
用

対
象

等
全

般
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

２
２

を
開

催
し

ま
す

。
本

交
流

会
で

は
、

障
害

当
事

者
等

の
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

捉
え

た
支

援
機

器
開

発
と

な
る

よ
う

、
ニ

ー
ズ

（
使

う
人

）
と

シ
ー

ズ
（

作
る

人
）

の
交

流
を

深
め

る
取

り
組

み
を

行
う

も
の

で
す

。
交

流
会

で
は

障
害

者
の

た
め

の
自

立
支

援
機

器
の

展
示

、
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
、

意
見

交
換

を
実

施
し

ま
す

。
ま

た
、

併
催

イ
ベ

ン
ト

と
し

て
、

各
種

セ
ミ

ナ
ー

や
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

も
実

施
し

ま
す

。
詳

細
は

下
記

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

よ
り

随
時

情
報

を
掲

載
し

て
い

き
ま

す
の

で
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
【

交
流

会
開

催
日

程
】

来
場

料
無

料
　

入
退

出
自

由
　

・
W

e
b
開

催
　

令
和

４
年

１
０

月
　

１
日

（
土

）
～

令
和

５
年

１
月

３
１

日
（

火
）

　
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
H

P
内

Ｗ
ｅ

ｂ
交

流
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
　

・
大

阪
会

場
　

令
和

４
年

１
１

月
　

２
８

日
（

月
）

～
３

０
日

（
水

）
　

Ｏ
Ｍ

Ｍ
（

大
阪

マ
ー

チ
ャ

ン
ダ

イ
ズ

・
マ

ー
ト

）
　

・
東

京
会

場
　

令
和

４
年

１
２

月
　

１
４

日
（

水
）

～
１

６
日

（
金

）
　

東
京

都
立

産
業

貿
易

セ
ン

タ
ー

浜
松

町
館

○
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

２
２

専
用

サ
イ

ト
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
n

e
e
d
s
m

a
tc

h
/
in

d
e
x
.s

h
tm

l
〇

出
展

者
の

募
集

【
６

月
３

０
日

（
木

）
1

6
:0

0
ま

で
】

出
展

費
用

無
料

出
展

要
項

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
n

e
e
d
s
m

a
tc

h
/
fi
le

0
4

/
s
yu

tt
e
n

yo
u

k
o
u

2
0

2
2

.p
d
f

下
記

、
G

o
o
g
le

fo
rm

よ
り

お
申

し
込

み
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
d
o
c
s
.g

o
o
g
le

.c
o
m

/
fo

rm
s
/
d
/
e
/
1

F
A

Ip
Q

L
S

c
r3

5
3

if
1

C
W

d
O

Y
O

h
S

yl
4

d
c
k
F
3

1
p
s
s
b
Z

O
c
9

J
s
b
lf
1

O
W

g
X

6
L
a
yg

/
v
ie

w
fo

rm

9
9

9
2

0
2

2
お

知
ら

せ
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

2
0

2
2

年
度

 S
B

IR
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

福
祉

課
題

の
新

規
公

募
開

始
の

お
知

ら
せ

（
N

E
D

O
）

利
用

対
象

等
全

般
国

立
研

究
開

発
法

人
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

産
業

技
術

総
合

開
発

機
構

（
以

下
「

N
E

D
O

」
）

で
は

、
2

0
2

1
年

度
ま

で
、

「
課

題
解

決
型

福
祉

用
具

実
用

化
開

発
支

援
事

業
」

と
し

て
実

施
さ

れ
て

い
た

も
の

が
2

0
2

2
年

度
よ

り
、

S
B

IR
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
研

究
開

発
課

題
の

一
つ

と
し

て
行

う
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

応
募

さ
れ

る
企

業
等

に
お

れ
ま

し
て

は
、

下
記

の
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
い

た
だ

き
ま

す
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

公
募

期
限

：
令

和
４

年
６

月
２

７
日

（
月

）
正

午
ま

で

国
立

研
究

開
発

法
人

　
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

産
業

技
術

総
合

開
発

機
構

（
N

E
D

O
）

※
別

ペ
ー

ジ
に

飛
び

ま
す

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/
k
o
u

b
o
/
C

A
2

_
1

0
0

3
5

9
.h

tm
l

-110-



投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

0
0

2
0

2
2

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

義
肢

 車
い

す
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

そ
の

他
(公

的
機

関
【

第
１

回
・

申
請

受
付

中
】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

の
販

路
開

拓
を

支
援

し
ま

す

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 知

的
障

害
者

 精
神

障
害

者
 発

達
障

害
者

盲
ろ

う
者

 内
部

障
害

者
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

 高
齢

者
 児

童
 家

族
 介

助
者

 就
労

・
就

学
 共

用
品

 利
用

対
象

等
全

般

公
益

財
団

法
人

東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
か

ら
の

お
知

ら
せ

【
障

害
者

向
け

製
品

等
の

販
路

開
拓

支
援

事
業

】
都

内
中

小
企

業
が

開
発

し
た

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

の
製

品
や

障
害

者
・

高
齢

者
向

け
製

品
等

の
販

路
開

拓
を

促
進

す
る

た
め

、
国

内
外

の
展

示
会

出
展

や
E

C
サ

イ
ト

・
自

社
W

E
B

サ
イ

ト
活

用
に

関
す

る
費

用
の

一
部

を
助

成
し

ま
す

。
現

在
第

１
回

の
申

請
受

付
中

で
す

!
申

請
エ

ン
ト

リ
ー

期
間

：
４

月
２

８
日

（
木

）
～

６
月

１
７

日
（

金
）

申
請

書
提

出
期

間
：

５
月

１
６

日
(月

)～
６

月
２

４
日

(金
)　

（
公

社
H

P
か

ら
の

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
が

必
要

で
す

）
■

特
徴

■
①

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

に
特

化
し

た
販

路
開

拓
助

成
金

で
す

②
中

小
企

業
団

体
、

特
定

非
営

利
活

動
法

人
、

一
般

財
団

法
人

、
一

般
社

団
法

人
ま

で
幅

広
い

法
人

の
申

請
が

可
能

で
す

③
年

４
回

の
募

集
が

あ
り

、
令

和
６

年
３

月
ま

で
の

展
示

会
が

助
成

対
象

で
す

（
第

４
回

に
て

採
択

さ
れ

た
場

合
）

④
オ

ン
ラ

イ
ン

展
示

会
出

展
経

費
・

E
C

サ
イ

ト
初

期
登

録
料

・
自

社
W

E
B

サ
イ

ト
制

作
・

改
修

も
助

成
対

象
経

費
に

含
ま

れ
ま

す

詳
細

・
申

請
エ

ン
ト

リ
ー

は
こ

ち
ら

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

■
事

業
詳

細
■

助
成

対
象

者
　

　
都

内
中

小
企

業
者

（
会

社
及

び
個

人
事

業
主

）
、

中
小

企
業

団
体

、
特

定
非

営
利

活
動

法
人

、
一

般
財

団
法

人
、

一
般

社
団

法
人

等

申
請

区
分

　
（

１
）

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

の
製

品
等

　
　

（
２

）
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

等
対

象
経

費
 (

１
）

展
示

会
等

参
加

費
（

国
内

・
海

外
・

オ
ン

ラ
イ

ン
の

い
ず

れ
も

可
）

　
　

　
　

（
２

）
E

C
サ

イ
ト

出
店

初
期

登
録

料
 　

（
３

）
自

社
w

e
b

サ
イ

ト
制

作
・

改
修

費
 　

（
４

）
販

売
促

進
費

　
①

印
刷

物
製

作
費

　
②

P
R

動
画

制
作

費
　

③
広

告
費

 
助

成
限

度
額

１
５

０
万

円
　

　
　

　
助

成
率

　
　

３
分

の
２

以
内

助
成

対
象

期
間

第
１

回
　

令
和

４
年

９
月

１
日

か
ら

令
和

５
年

９
月

３
０

日
ま

で

第
2

回
以

降
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

や
募

集
要

項
・

申
請

書
様

式
等

に
つ

い
て

は
公

社
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
し

て
く

だ
さ

い
事

業
詳

細
ペ

ー
ジ

：
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

1
0

0
1

2
0

2
2

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
F
A

B
R

IK
’

 o
n

lin
e
 :

J
a
p

a
n

 +
 F

ra
n

c
e

ケ
ア

・
リ

ハ
ビ

リ
分

野
の

も
の

づ
く

り
成

果
発

表
会

の
ご

案
内

利
用

対
象

等
全

般
日

本
と

フ
ラ

ン
ス

両
国

で
協

力
し

て
東

京
で

開
催

す
る

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
・

メ
イ

カ
ソ

ン
“

F
A

B
R

IK
A

R
IU

M
 T

O
K

Y
O

 2
0

2
3

”
 の

開
催

に
向

け
、

“
F

A
B

R
IK

’
 o

n
lin

e
 :
 J

a
p

a
n

 +
 F

ra
n

c
e
”

と
題

し
て

、
ケ

ア
・

リ
ハ

ビ
リ

分
野

の
も

の
づ

く
り

成
果

発
表

会
を

開
催

し
ま

す
。

障
害

と
と

も
に

あ
る

方
の

「
で

き
る

を
増

や
す

」
メ

イ
カ

ソ
ン

*
 の

試
み

を
通

し
て

「
と

も
に

つ
く

る
社

会
」

の
実

現
を

目
指

し
ま

す
。

【
日

時
】

2
0

2
2

年
6

月
1

7
日

 (
金

)　
1

7
:3

0
~2

0
:0

0
 (

日
本

時
間

)
【

参
加

料
】

無
料

、
オ

ン
ラ

イ
ン

 (
Z

o
o
m

 に
て

日
仏

同
時

通
訳

)
【

イ
ベ

ン
ト

概
要

】
・

F
A

B
R

IK
A

R
IU

M
 概

要
説

明
・

ケ
ア

・
リ

ハ
ビ

リ
も

の
づ

く
り

事
例

発
表

（
フ

ラ
ン

ス
か

ら
3

件
）

・
ケ

ア
・

リ
ハ

ビ
リ

も
の

づ
く

り
事

例
発

表
（

日
本

か
ら

3
件

）
・

F
A

B
R

IK
A

R
IU

M
 T

O
K

Y
O

 2
0

2
3

 に
参

加
予

定
の

ニ
ー

ド
ノ

ウ
ア

の
ご

紹
介

詳
細

は
h

tt
p

s
:/

/
fa

b
ri
k
a
ri
u

m
-
to

k
yo

.o
rg

/

参
加

申
し

込
み

は
こ

ち
ら

h
tt

p
s
:/

/
d

o
c
s
.g

o
o
g
le

.c
o
m

/
fo

rm
s
/
d

/
e
/
1

F
A

Ip
Q

L
S

e
b

h
u

z
A

x
5

E
-
W

tc
a
X

9
D

-
h

4
F
Y

G
G

M
D

L
C

W
R

P
H

p
A

w
g
n

Q
B

c
J
v
k
g
s
O

m
g
/
v
ie

w
fo

rm

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

9
9

7
2

0
2

2
お

知
ら

せ
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

障
害

者
自

立
支

援
機

器
「

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
2

0
2

2
」

開
催

及
び

出
展

者
募

集
開

始
の

お
知

ら
せ

利
用

対
象

等
全

般
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

２
２

を
開

催
し

ま
す

。
本

交
流

会
で

は
、

障
害

当
事

者
等

の
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

捉
え

た
支

援
機

器
開

発
と

な
る

よ
う

、
ニ

ー
ズ

（
使

う
人

）
と

シ
ー

ズ
（

作
る

人
）

の
交

流
を

深
め

る
取

り
組

み
を

行
う

も
の

で
す

。
交

流
会

で
は

障
害

者
の

た
め

の
自

立
支

援
機

器
の

展
示

、
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
、

意
見

交
換

を
実

施
し

ま
す

。
ま

た
、

併
催

イ
ベ

ン
ト

と
し

て
、

各
種

セ
ミ

ナ
ー

や
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

も
実

施
し

ま
す

。
詳

細
は

下
記

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

よ
り

随
時

情
報

を
掲

載
し

て
い

き
ま

す
の

で
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
【

交
流

会
開

催
日

程
】

来
場

料
無

料
　

入
退

出
自

由
　

・
W

e
b
開

催
　

令
和

４
年

１
０

月
　

１
日

（
土

）
～

令
和

５
年

１
月

３
１

日
（

火
）

　
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
H

P
内

Ｗ
ｅ

ｂ
交

流
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
　

・
大

阪
会

場
　

令
和

４
年

１
１

月
　

２
８

日
（

月
）

～
３

０
日

（
水

）
　

Ｏ
Ｍ

Ｍ
（

大
阪

マ
ー

チ
ャ

ン
ダ

イ
ズ

・
マ

ー
ト

）
　

・
東

京
会

場
　

令
和

４
年

１
２

月
　

１
４

日
（

水
）

～
１

６
日

（
金

）
　

東
京

都
立

産
業

貿
易

セ
ン

タ
ー

浜
松

町
館

○
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

２
２

専
用

サ
イ

ト
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
n

e
e
d
s
m

a
tc

h
/
in

d
e
x
.s

h
tm

l
〇

出
展

者
の

募
集

【
６

月
３

０
日

（
木

）
1

6
:0

0
ま

で
】

出
展

費
用

無
料

出
展

要
項

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
n

e
e
d
s
m

a
tc

h
/
fi
le

0
4

/
s
yu

tt
e
n

yo
u

k
o
u

2
0

2
2

.p
d
f

下
記

、
G

o
o
g
le

fo
rm

よ
り

お
申

し
込

み
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
d
o
c
s
.g

o
o
g
le

.c
o
m

/
fo

rm
s
/
d
/
e
/
1

F
A

Ip
Q

L
S

c
r3

5
3

if
1

C
W

d
O

Y
O

h
S

yl
4

d
c
k
F
3

1
p
s
s
b
Z

O
c
9

J
s
b
lf
1

O
W

g
X

6
L
a
yg

/
v
ie

w
fo

rm

9
9

9
2

0
2

2
お

知
ら

せ
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

2
0

2
2

年
度

 S
B

IR
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

福
祉

課
題

の
新

規
公

募
開

始
の

お
知

ら
せ

（
N

E
D

O
）

利
用

対
象

等
全

般
国

立
研

究
開

発
法

人
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

産
業

技
術

総
合

開
発

機
構

（
以

下
「

N
E

D
O

」
）

で
は

、
2

0
2

1
年

度
ま

で
、

「
課

題
解

決
型

福
祉

用
具

実
用

化
開

発
支

援
事

業
」

と
し

て
実

施
さ

れ
て

い
た

も
の

が
2

0
2

2
年

度
よ

り
、

S
B

IR
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
研

究
開

発
課

題
の

一
つ

と
し

て
行

う
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

応
募

さ
れ

る
企

業
等

に
お

れ
ま

し
て

は
、

下
記

の
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
い

た
だ

き
ま

す
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

公
募

期
限

：
令

和
４

年
６

月
２

７
日

（
月

）
正

午
ま

で

国
立

研
究

開
発

法
人

　
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

産
業

技
術

総
合

開
発

機
構

（
N

E
D

O
）

※
別

ペ
ー

ジ
に

飛
び

ま
す

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/
k
o
u

b
o
/
C

A
2

_
1

0
0

3
5

9
.h

tm
l

-110-

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

0
0

2
0

2
2

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

義
肢

 車
い

す
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

そ
の

他
(公

的
機

関
【

第
１

回
・

申
請

受
付

中
】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

の
販

路
開

拓
を

支
援

し
ま

す

肢
体

不
自

由
者

視
覚

障
害

者
 聴

覚
障

害
者

 言
語

障
害

者
 知

的
障

害
者

 精
神

障
害

者
 発

達
障

害
者

盲
ろ

う
者

 内
部

障
害

者
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

 高
齢

者
 児

童
 家

族
 介

助
者

 就
労

・
就

学
 共

用
品

 利
用

対
象

等
全

般

公
益

財
団

法
人

東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
か

ら
の

お
知

ら
せ

【
障

害
者

向
け

製
品

等
の

販
路

開
拓

支
援

事
業

】
都

内
中

小
企

業
が

開
発

し
た

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

の
製

品
や

障
害

者
・

高
齢

者
向

け
製

品
等

の
販

路
開

拓
を

促
進

す
る

た
め

、
国

内
外

の
展

示
会

出
展

や
E

C
サ

イ
ト

・
自

社
W

E
B

サ
イ

ト
活

用
に

関
す

る
費

用
の

一
部

を
助

成
し

ま
す

。
現

在
第

１
回

の
申

請
受

付
中

で
す

!
申

請
エ

ン
ト

リ
ー

期
間

：
４

月
２

８
日

（
木

）
～

６
月

１
７

日
（

金
）

申
請

書
提

出
期

間
：

５
月

１
６

日
(月

)～
６

月
２

４
日

(金
)　

（
公

社
H

P
か

ら
の

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
が

必
要

で
す

）
■

特
徴

■
①

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

に
特

化
し

た
販

路
開

拓
助

成
金

で
す

②
中

小
企

業
団

体
、

特
定

非
営

利
活

動
法

人
、

一
般

財
団

法
人

、
一

般
社

団
法

人
ま

で
幅

広
い

法
人

の
申

請
が

可
能

で
す

③
年

４
回

の
募

集
が

あ
り

、
令

和
６

年
３

月
ま

で
の

展
示

会
が

助
成

対
象

で
す

（
第

４
回

に
て

採
択

さ
れ

た
場

合
）

④
オ

ン
ラ

イ
ン

展
示

会
出

展
経

費
・

E
C

サ
イ

ト
初

期
登

録
料

・
自

社
W

E
B

サ
イ

ト
制

作
・

改
修

も
助

成
対

象
経

費
に

含
ま

れ
ま

す

詳
細

・
申

請
エ

ン
ト

リ
ー

は
こ

ち
ら

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

■
事

業
詳

細
■

助
成

対
象

者
　

　
都

内
中

小
企

業
者

（
会

社
及

び
個

人
事

業
主

）
、

中
小

企
業

団
体

、
特

定
非

営
利

活
動

法
人

、
一

般
財

団
法

人
、

一
般

社
団

法
人

等

申
請

区
分

　
（

１
）

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

の
製

品
等

　
　

（
２

）
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

等
対

象
経

費
 (

１
）

展
示

会
等

参
加

費
（

国
内

・
海

外
・

オ
ン

ラ
イ

ン
の

い
ず

れ
も

可
）

　
　

　
　

（
２

）
E

C
サ

イ
ト

出
店

初
期

登
録

料
 　

（
３

）
自

社
w

e
b

サ
イ

ト
制

作
・

改
修

費
 　

（
４

）
販

売
促

進
費

　
①

印
刷

物
製

作
費

　
②

P
R

動
画

制
作

費
　

③
広

告
費

 
助

成
限

度
額

１
５

０
万

円
　

　
　

　
助

成
率

　
　

３
分

の
２

以
内

助
成

対
象

期
間

第
１

回
　

令
和

４
年

９
月

１
日

か
ら

令
和

５
年

９
月

３
０

日
ま

で

第
2

回
以

降
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

や
募

集
要

項
・

申
請

書
様

式
等

に
つ

い
て

は
公

社
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
し

て
く

だ
さ

い
事

業
詳

細
ペ

ー
ジ

：
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

1
0

0
1

2
0

2
2

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
F
A

B
R

IK
’

 o
n

lin
e
 :

J
a
p

a
n

 +
 F

ra
n

c
e

ケ
ア

・
リ

ハ
ビ

リ
分

野
の

も
の

づ
く

り
成

果
発

表
会

の
ご

案
内

利
用

対
象

等
全

般
日

本
と

フ
ラ

ン
ス

両
国

で
協

力
し

て
東

京
で

開
催

す
る

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
・

メ
イ

カ
ソ

ン
“

F
A

B
R

IK
A

R
IU

M
 T

O
K

Y
O

 2
0

2
3

”
 の

開
催

に
向

け
、

“
F

A
B

R
IK

’
 o

n
lin

e
 :
 J

a
p

a
n

 +
 F

ra
n

c
e
”

と
題

し
て

、
ケ

ア
・

リ
ハ

ビ
リ

分
野

の
も

の
づ

く
り

成
果

発
表

会
を

開
催

し
ま

す
。

障
害

と
と

も
に

あ
る

方
の

「
で

き
る

を
増

や
す

」
メ

イ
カ

ソ
ン

*
 の

試
み

を
通

し
て

「
と

も
に

つ
く

る
社

会
」

の
実

現
を

目
指

し
ま

す
。

【
日

時
】

2
0

2
2

年
6

月
1

7
日

 (
金

)　
1

7
:3

0
~2

0
:0

0
 (

日
本

時
間

)
【

参
加

料
】

無
料

、
オ

ン
ラ

イ
ン

 (
Z

o
o
m

 に
て

日
仏

同
時

通
訳

)
【

イ
ベ

ン
ト

概
要

】
・

F
A

B
R

IK
A

R
IU

M
 概

要
説

明
・

ケ
ア

・
リ

ハ
ビ

リ
も

の
づ

く
り

事
例

発
表

（
フ

ラ
ン

ス
か

ら
3

件
）

・
ケ

ア
・

リ
ハ

ビ
リ

も
の

づ
く

り
事

例
発

表
（

日
本

か
ら

3
件

）
・

F
A

B
R

IK
A

R
IU

M
 T

O
K

Y
O

 2
0

2
3

 に
参

加
予

定
の

ニ
ー

ド
ノ

ウ
ア

の
ご

紹
介

詳
細

は
h

tt
p

s
:/

/
fa

b
ri
k
a
ri
u

m
-
to

k
yo

.o
rg

/

参
加

申
し

込
み

は
こ

ち
ら

h
tt

p
s
:/

/
d

o
c
s
.g

o
o
g
le

.c
o
m

/
fo

rm
s
/
d

/
e
/
1

F
A

Ip
Q

L
S

e
b

h
u

z
A

x
5

E
-
W

tc
a
X

9
D

-
h

4
F
Y

G
G

M
D

L
C

W
R

P
H

p
A

w
g
n

Q
B

c
J
v
k
g
s
O

m
g
/
v
ie

w
fo

rm

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

9
9

7
2

0
2

2
お

知
ら

せ
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

障
害

者
自

立
支

援
機

器
「

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
2

0
2

2
」

開
催

及
び

出
展

者
募

集
開

始
の

お
知

ら
せ

利
用

対
象

等
全

般
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

２
２

を
開

催
し

ま
す

。
本

交
流

会
で

は
、

障
害

当
事

者
等

の
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

捉
え

た
支

援
機

器
開

発
と

な
る

よ
う

、
ニ

ー
ズ

（
使

う
人

）
と

シ
ー

ズ
（

作
る

人
）

の
交

流
を

深
め

る
取

り
組

み
を

行
う

も
の

で
す

。
交

流
会

で
は

障
害

者
の

た
め

の
自

立
支

援
機

器
の

展
示

、
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
、

意
見

交
換

を
実

施
し

ま
す

。
ま

た
、

併
催

イ
ベ

ン
ト

と
し

て
、

各
種

セ
ミ

ナ
ー

や
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

も
実

施
し

ま
す

。
詳

細
は

下
記

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

よ
り

随
時

情
報

を
掲

載
し

て
い

き
ま

す
の

で
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
【

交
流

会
開

催
日

程
】

来
場

料
無

料
　

入
退

出
自

由
　

・
W

e
b
開

催
　

令
和

４
年

１
０

月
　

１
日

（
土

）
～

令
和

５
年

１
月

３
１

日
（

火
）

　
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
H

P
内

Ｗ
ｅ

ｂ
交

流
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
　

・
大

阪
会

場
　

令
和

４
年

１
１

月
　

２
８

日
（

月
）

～
３

０
日

（
水

）
　

Ｏ
Ｍ

Ｍ
（

大
阪

マ
ー

チ
ャ

ン
ダ

イ
ズ

・
マ

ー
ト

）
　

・
東

京
会

場
　

令
和

４
年

１
２

月
　

１
４

日
（

水
）

～
１

６
日

（
金

）
　

東
京

都
立

産
業

貿
易

セ
ン

タ
ー

浜
松

町
館

○
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

２
２

専
用

サ
イ

ト
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
n

e
e
d
s
m

a
tc

h
/
in

d
e
x
.s

h
tm

l
〇

出
展

者
の

募
集

【
６

月
３

０
日

（
木

）
1

6
:0

0
ま

で
】

出
展

費
用

無
料

出
展

要
項

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
n

e
e
d
s
m

a
tc

h
/
fi
le

0
4

/
s
yu

tt
e
n

yo
u

k
o
u

2
0

2
2

.p
d
f

下
記

、
G

o
o
g
le

fo
rm

よ
り

お
申

し
込

み
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
d
o
c
s
.g

o
o
g
le

.c
o
m

/
fo

rm
s
/
d
/
e
/
1

F
A

Ip
Q

L
S

c
r3

5
3

if
1

C
W

d
O

Y
O

h
S

yl
4

d
c
k
F
3

1
p
s
s
b
Z

O
c
9

J
s
b
lf
1

O
W

g
X

6
L
a
yg

/
v
ie

w
fo

rm

9
9

9
2

0
2

2
お

知
ら

せ
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

2
0

2
2

年
度

 S
B

IR
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

福
祉

課
題

の
新

規
公

募
開

始
の

お
知

ら
せ

（
N

E
D

O
）

利
用

対
象

等
全

般
国

立
研

究
開

発
法

人
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

産
業

技
術

総
合

開
発

機
構

（
以

下
「

N
E

D
O

」
）

で
は

、
2

0
2

1
年

度
ま

で
、

「
課

題
解

決
型

福
祉

用
具

実
用

化
開

発
支

援
事

業
」

と
し

て
実

施
さ

れ
て

い
た

も
の

が
2

0
2

2
年

度
よ

り
、

S
B

IR
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
研

究
開

発
課

題
の

一
つ

と
し

て
行

う
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

応
募

さ
れ

る
企

業
等

に
お

れ
ま

し
て

は
、

下
記

の
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
い

た
だ

き
ま

す
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

公
募

期
限

：
令

和
４

年
６

月
２

７
日

（
月

）
正

午
ま

で

国
立

研
究

開
発

法
人

　
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

産
業

技
術

総
合

開
発

機
構

（
N

E
D

O
）

※
別

ペ
ー

ジ
に

飛
び

ま
す

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
e
d

o
.g

o
.jp

/
k
o
u

b
o
/
C

A
2

_
1

0
0

3
5

9
.h

tm
l

-111-



投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

0
6

2
0

2
2

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

義
肢

 車
い

す
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

行
政

【
第

3
回

】
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
関

連
製

品
、

障
害

者
・

高
齢

者
向

け
製

品
の

販
路

開
拓

を
支

援
し

ま
す

利
用

対
象

等
全

般
公

益
財

団
法

人
東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

か
ら

の
お

知
ら

せ
【

障
害

者
向

け
製

品
等

の
販

路
開

拓
支

援
事

業
】

都
内

中
小

企
業

が
開

発
し

た
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
関

連
の

製
品

や
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

等
の

販
路

開
拓

を
促

進
す

る
た

め
、

国
内

外
の

展
示

会
出

展
や

E
C

サ
イ

ト
・

自
社

W
E

B
サ

イ
ト

活
用

に
関

す
る

費
用

の
一

部
を

助
成

し
ま

す
。

現
在

第
3

回
の

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
を

受
付

中
で

す
!

 
第

3
回

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
：

９
月

１
日

（
木

）
～

１
０

月
１

７
日

（
月

）
申

請
書

提
出

期
間

：
９

月
１

６
日

(金
)～

１
０

月
２

４
日

(月
)

（
公

社
H

P
か

ら
の

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
が

必
要

で
す

）
■

特
徴

■
①

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

に
特

化
し

た
販

路
開

拓
助

成
金

で
す

②
中

小
企

業
団

体
、

特
定

非
営

利
活

動
法

人
、

一
般

財
団

法
人

、
一

般
社

団
法

人
ま

で
幅

広
い

法
人

の
申

請
が

可
能

で
す

③
年

４
回

の
募

集
が

あ
り

、
令

和
６

年
３

月
ま

で
の

展
示

会
が

助
成

対
象

で
す

（
第

４
回

に
て

採
択

さ
れ

た
場

合
）

④
オ

ン
ラ

イ
ン

展
示

会
出

展
経

費
・

E
C

サ
イ

ト
初

期
登

録
料

・
自

社
W

E
B

サ
イ

ト
制

作
・

改
修

も
助

成
対

象
経

費
に

含
ま

れ
ま

す
詳

細
・

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
は

こ
ち

ら
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

■
事

業
詳

細
■

助
成

対
象

者
　

　
都

内
中

小
企

業
者

（
会

社
及

び
個

人
事

業
主

）
、

中
小

企
業

団
体

、
特

定
非

営
利

活
動

法
人

、
一

般
財

団
法

人
、

一
般

社
団

法
人

等

申
請

区
分

　
（

１
）

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

の
製

品
等

　
　

（
２

）
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

等
対

象
経

費
 (

１
）

展
示

会
等

参
加

費
（

国
内

・
海

外
・

オ
ン

ラ
イ

ン
の

い
ず

れ
も

可
）

　
　

　
　

（
２

）
E

C
サ

イ
ト

出
店

初
期

登
録

料
　

　
　

　
（

３
）

自
社

w
e
b

サ
イ

ト
制

作
・

改
修

費
　

　
　

　
（

４
）

販
売

促
進

費
　

①
印

刷
物

製
作

費
　

②
P

R
動

画
制

作
費

　
③

広
告

費
助

成
限

度
額

 １
５

０
万

円
　

　
　

　
助

成
率

　
　

３
分

の
２

以
内

助
成

対
象

期
間

第
３

回
　

令
和

５
年

１
月

１
日

か
ら

令
和

６
年

１
月

３
１

日
ま

で

第
４

回
以

降
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

や
募

集
要

項
・

申
請

書
様

式
等

に
つ

い
て

は
公

社
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
し

て
く

だ
さ

い
事

業
詳

細
ペ

ー
ジ

：
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

0
2

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
医

療
専

門
職

意
思

表
示

の
出

来
な

い
方

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

利
用

対
象

等
全

般
以

前
に

投
稿

し
た

の
で

す
が

そ
の

後
が

自
分

も
含

め
て

発
展

さ
せ

ら
れ

て
い

な
か

っ
た

た
め

再
投

稿
し

ま
す

。
ヒ

ト
の

感
情

に
つ

い
て

身
体

の
動

作
や

仕
草

、
表

情
で

感
情

を
全

く
表

せ
な

い
方

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
る

と
き

ご
家

族
、

ご
友

人
、

介
護

者
等

の
“

憶
測

”
に

基
づ

い
て

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

さ
れ

る
こ

と
も

多
い

と
思

い
ま

す
。

そ
の

“
憶

測
”

の
手

助
け

に
な

る
よ

う
な

機
器

は
な

い
か

。
あ

っ
た

ら
い

い
な

と
思

わ
れ

て
い

る
方

も
少

な
か

ら
ず

い
る

と
思

い
ま

す
。

倫
理

的
に

な
問

題
が

あ
る

の
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
イ

ヌ
で

は
そ

の
よ

う
な

機
器

が
あ

る
よ

う
で

す
(画

像
参

照
)

そ
の

信
憑

性
も

併
せ

て
ヒ

ト
に

対
応

し
た

同
じ

よ
う

な
機

器
は

な
い

の
か

、
ヒ

ト
で

は
難

し
い

の
か

、
応

用
で

き
な

い
の

か
お

伺
い

で
き

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

1
0

0
3

2
0

2
2

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

義
肢

 車
い

す
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

そ
の

他
(公

的
機

関
【

第
2

回
】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

の
販

路
開

拓
を

支
援

し
ま

す

肢
体

不
自

由
者

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
高

齢
者

 介
助

者
利

用
対

象
等

全
般

公
益

財
団

法
人

東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
か

ら
の

お
知

ら
せ

【
障

害
者

向
け

製
品

等
の

販
路

開
拓

支
援

事
業

】
都

内
中

小
企

業
が

開
発

し
た

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

の
製

品
や

障
害

者
・

高
齢

者
向

け
製

品
等

の
販

路
開

拓
を

促
進

す
る

た
め

、
国

内
外

の
展

示
会

出
展

や
E

C
サ

イ
ト

・
自

社
W

E
B

サ
イ

ト
活

用
に

関
す

る
費

用
の

一
部

を
助

成
し

ま
す

。

現
在

第
2

回
の

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
を

受
付

中
で

す
!

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
期

間
：

７
月

１
日

（
金

）
～

８
月

１
７

日
（

水
）

申
請

書
提

出
期

間
：

７
月

１
９

日
(火

)～
８

月
２

４
日

(水
)　

（
公

社
H

P
か

ら
の

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
が

必
要

で
す

）
■

特
徴

■
①

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

に
特

化
し

た
販

路
開

拓
助

成
金

で
す

②
中

小
企

業
団

体
、

特
定

非
営

利
活

動
法

人
、

一
般

財
団

法
人

、
一

般
社

団
法

人
ま

で
幅

広
い

法
人

の
申

請
が

可
能

で
す

③
年

４
回

の
募

集
が

あ
り

、
令

和
６

年
３

月
ま

で
の

展
示

会
が

助
成

対
象

で
す

（
第

４
回

に
て

採
択

さ
れ

た
場

合
）

④
オ

ン
ラ

イ
ン

展
示

会
出

展
経

費
・

E
C

サ
イ

ト
初

期
登

録
料

・
自

社
W

E
B

サ
イ

ト
制

作
・

改
修

も
助

成
対

象
経

費
に

含
ま

れ
ま

す
詳

細
・

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
は

こ
ち

ら
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

■
事

業
詳

細
■

助
成

対
象

者
　

　
都

内
中

小
企

業
者

（
会

社
及

び
個

人
事

業
主

）
、

中
小

企
業

団
体

、
特

定
非

営
利

活
動

法
人

、
一

般
財

団
法

人
、

一
般

社
団

法
人

等

申
請

区
分

　
（

１
）

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

の
製

品
等

　
　

（
２

）
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

等

対
象

経
費

 (
１

）
展

示
会

等
参

加
費

（
国

内
・

海
外

・
オ

ン
ラ

イ
ン

の
い

ず
れ

も
可

）
　

　
　

　
（

２
）

E
C

サ
イ

ト
出

店
初

期
登

録
料

　
（

３
）

自
社

w
e
b

サ
イ

ト
制

作
・

改
修

費
　

（
４

）
販

売
促

進
費

　
①

印
刷

物
製

作
費

　
②

P
R

動
画

制
作

費
　

③
広

告
費

　 助
成

限
度

額
 １

５
０

万
円

　
　

　
　

助
成

率
　

　
３

分
の

２
以

内
助

成
対

象
期

間
第

２
回

　
令

和
４

年
１

１
月

１
日

か
ら

令
和

５
年

１
１

月
３

０
日

ま
で

第
３

回
以

降
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

や
募

集
要

項
・

申
請

書
様

式
等

に
つ

い
て

は
公

社
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
し

て
く

だ
さ

い
事

業
詳

細
ペ

ー
ジ

：
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

1
0

0
4

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
屋

外
の

移
動

歩
行

器
・

歩
行

車
福

祉
専

門
職

歩
行

器
（

ミ
ケ

ー
レ

）
の

使
用

方
法

に
つ

い
て

高
齢

者
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

で
す

。
詳

し
い

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
ら

、
教

え
て

頂
き

た
い

で
す

。
高

齢
男

性
（

若
め

）
が

外
出

時
に

歩
行

器
（

ミ
ケ

ー
レ

）
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

バ
ス

や
電

車
に

も
乗

車
し

ま
す

。
乗

車
中

の
揺

れ
で

、
前

輪
が

動
い

て
し

ま
う

事
に

不
安

と
不

満
を

お
持

ち
で

す
。

①
前

輪
が

ロ
ッ

ク
不

可
な

理
由

は
、

下
り

坂
で

、
前

輪
ロ

ッ
ク

が
か

か
る

と
後

輪
が

持
ち

上
が

っ
て

し
ま

う
為

。
②

乗
り

物
に

持
ち

込
む

際
の

、
固

定
の

為
の

工
夫

（
座

席
に

座
っ

て
い

る
時

、
立

っ
て

い
る

時
そ

れ
ぞ

れ
）

。
※

業
者

さ
ん

か
ら

は
個

別
の

相
談

の
対

応
が

な
さ

れ
ず

、
ベ

テ
ラ

ン
の

理
学

療
法

士
に

個
別

訪
問

を
し

て
も

ら
い

、
今

一
度

、
評

価
と

ア
ド

バ
イ

ス
を

依
頼

し
よ

う
と

思
っ

て
い

ま
す

が
・

・
・

。

1
0

0
5

2
0

2
2

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
障

害
者

自
立

支
援

機
器

に
か

か
わ

る
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
地

域
交

流
会

（
A

T
A

サ
テ

ラ
イ

ト
）

ま
も

な
く

開
催

利
用

対
象

等
全

般
支

援
機

器
の

開
発

企
業

に
お

い
て

は
、

技
術

志
向

型
の

開
発

と
な

ら
な

い
よ

う
、

障
害

者
の

置
か

れ
て

い
る

状
況

を
的

確
に

把
握

し
、

課
題

や
要

望
を

解
決

す
る

機
器

開
発

に
着

手
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
こ

う
し

た
な

か
、

当
協

会
で

は
、

｢
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
地

域
交

流
会

（
通

称
｢
Ａ

Ｔ
Ａ

サ
テ

ラ
イ

ト
｣
。

）
｣
を

全
国

３
地

域
（

新
潟

市
、

下
関

市
、

鹿
児

島
市

）
で

開
催

い
た

し
ま

す
。

こ
の

Ａ
Ｔ

Ａ
サ

テ
ラ

イ
ト

で
は

、
地

域
の

障
害

者
や

家
族

・
支

援
者

は
じ

め
、

開
発

企
業

等
が

参
集

し
、

障
害

者
の

課
題

等
を

解
決

す
る

支
援

機
器

の
具

体
的

な
イ

メ
ー

ジ
を

協
議

い
た

し
ま

す
。

ぜ
ひ

ご
参

加
く

だ
さ

い
。

詳
し

く
は

、
当

協
会

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

て
　

h
tt

p
:/

/w
w

w
.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
n

e
e
d

s
m

a
tc

h
/
in

d
e
x
.s

h
tm

l#
p

a
rt

1
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

0
6

2
0

2
2

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

義
肢

 車
い

す
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

行
政

【
第

3
回

】
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
関

連
製

品
、

障
害

者
・

高
齢

者
向

け
製

品
の

販
路

開
拓

を
支

援
し

ま
す

利
用

対
象

等
全

般
公

益
財

団
法

人
東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

か
ら

の
お

知
ら

せ
【

障
害

者
向

け
製

品
等

の
販

路
開

拓
支

援
事

業
】

都
内

中
小

企
業

が
開

発
し

た
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
関

連
の

製
品

や
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

等
の

販
路

開
拓

を
促

進
す

る
た

め
、

国
内

外
の

展
示

会
出

展
や

E
C

サ
イ

ト
・

自
社

W
E

B
サ

イ
ト

活
用

に
関

す
る

費
用

の
一

部
を

助
成

し
ま

す
。

現
在

第
3

回
の

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
を

受
付

中
で

す
!

 
第

3
回

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
：

９
月

１
日

（
木

）
～

１
０

月
１

７
日

（
月

）
申

請
書

提
出

期
間

：
９

月
１

６
日

(金
)～

１
０

月
２

４
日

(月
)

（
公

社
H

P
か

ら
の

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
が

必
要

で
す

）
■

特
徴

■
①

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

に
特

化
し

た
販

路
開

拓
助

成
金

で
す

②
中

小
企

業
団

体
、

特
定

非
営

利
活

動
法

人
、

一
般

財
団

法
人

、
一

般
社

団
法

人
ま

で
幅

広
い

法
人

の
申

請
が

可
能

で
す

③
年

４
回

の
募

集
が

あ
り

、
令

和
６

年
３

月
ま

で
の

展
示

会
が

助
成

対
象

で
す

（
第

４
回

に
て

採
択

さ
れ

た
場

合
）

④
オ

ン
ラ

イ
ン

展
示

会
出

展
経

費
・

E
C

サ
イ

ト
初

期
登

録
料

・
自

社
W

E
B

サ
イ

ト
制

作
・

改
修

も
助

成
対

象
経

費
に

含
ま

れ
ま

す
詳

細
・

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
は

こ
ち

ら
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

■
事

業
詳

細
■

助
成

対
象

者
　

　
都

内
中

小
企

業
者

（
会

社
及

び
個

人
事

業
主

）
、

中
小

企
業

団
体

、
特

定
非

営
利

活
動

法
人

、
一

般
財

団
法

人
、

一
般

社
団

法
人

等

申
請

区
分

　
（

１
）

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

の
製

品
等

　
　

（
２

）
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

等
対

象
経

費
 (

１
）

展
示

会
等

参
加

費
（

国
内

・
海

外
・

オ
ン

ラ
イ

ン
の

い
ず

れ
も

可
）

　
　

　
　

（
２

）
E

C
サ

イ
ト

出
店

初
期

登
録

料
　

　
　

　
（

３
）

自
社

w
e
b

サ
イ

ト
制

作
・

改
修

費
　

　
　

　
（

４
）

販
売

促
進

費
　

①
印

刷
物

製
作

費
　

②
P

R
動

画
制

作
費

　
③

広
告

費
助

成
限

度
額

 １
５

０
万

円
　

　
　

　
助

成
率

　
　

３
分

の
２

以
内

助
成

対
象

期
間

第
３

回
　

令
和

５
年

１
月

１
日

か
ら

令
和

６
年

１
月

３
１

日
ま

で

第
４

回
以

降
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

や
募

集
要

項
・

申
請

書
様

式
等

に
つ

い
て

は
公

社
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
し

て
く

だ
さ

い
事

業
詳

細
ペ

ー
ジ

：
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

0
2

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
医

療
専

門
職

意
思

表
示

の
出

来
な

い
方

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

利
用

対
象

等
全

般
以

前
に

投
稿

し
た

の
で

す
が

そ
の

後
が

自
分

も
含

め
て

発
展

さ
せ

ら
れ

て
い

な
か

っ
た

た
め

再
投

稿
し

ま
す

。
ヒ

ト
の

感
情

に
つ

い
て

身
体

の
動

作
や

仕
草

、
表

情
で

感
情

を
全

く
表

せ
な

い
方

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
る

と
き

ご
家

族
、

ご
友

人
、

介
護

者
等

の
“

憶
測

”
に

基
づ

い
て

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

さ
れ

る
こ

と
も

多
い

と
思

い
ま

す
。

そ
の

“
憶

測
”

の
手

助
け

に
な

る
よ

う
な

機
器

は
な

い
か

。
あ

っ
た

ら
い

い
な

と
思

わ
れ

て
い

る
方

も
少

な
か

ら
ず

い
る

と
思

い
ま

す
。

倫
理

的
に

な
問

題
が

あ
る

の
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
イ

ヌ
で

は
そ

の
よ

う
な

機
器

が
あ

る
よ

う
で

す
(画

像
参

照
)

そ
の

信
憑

性
も

併
せ

て
ヒ

ト
に

対
応

し
た

同
じ

よ
う

な
機

器
は

な
い

の
か

、
ヒ

ト
で

は
難

し
い

の
か

、
応

用
で

き
な

い
の

か
お

伺
い

で
き

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

1
0

0
3

2
0

2
2

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

義
肢

 車
い

す
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

そ
の

他
(公

的
機

関
【

第
2

回
】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

の
販

路
開

拓
を

支
援

し
ま

す

肢
体

不
自

由
者

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
高

齢
者

 介
助

者
利

用
対

象
等

全
般

公
益

財
団

法
人

東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
か

ら
の

お
知

ら
せ

【
障

害
者

向
け

製
品

等
の

販
路

開
拓

支
援

事
業

】
都

内
中

小
企

業
が

開
発

し
た

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

の
製

品
や

障
害

者
・

高
齢

者
向

け
製

品
等

の
販

路
開

拓
を

促
進

す
る

た
め

、
国

内
外

の
展

示
会

出
展

や
E

C
サ

イ
ト

・
自

社
W

E
B

サ
イ

ト
活

用
に

関
す

る
費

用
の

一
部

を
助

成
し

ま
す

。

現
在

第
2

回
の

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
を

受
付

中
で

す
!

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
期

間
：

７
月

１
日

（
金

）
～

８
月

１
７

日
（

水
）

申
請

書
提

出
期

間
：

７
月

１
９

日
(火

)～
８

月
２

４
日

(水
)　

（
公

社
H

P
か

ら
の

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
が

必
要

で
す

）
■

特
徴

■
①

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

に
特

化
し

た
販

路
開

拓
助

成
金

で
す

②
中

小
企

業
団

体
、

特
定

非
営

利
活

動
法

人
、

一
般

財
団

法
人

、
一

般
社

団
法

人
ま

で
幅

広
い

法
人

の
申

請
が

可
能

で
す

③
年

４
回

の
募

集
が

あ
り

、
令

和
６

年
３

月
ま

で
の

展
示

会
が

助
成

対
象

で
す

（
第

４
回

に
て

採
択

さ
れ

た
場

合
）

④
オ

ン
ラ

イ
ン

展
示

会
出

展
経

費
・

E
C

サ
イ

ト
初

期
登

録
料

・
自

社
W

E
B

サ
イ

ト
制

作
・

改
修

も
助

成
対

象
経

費
に

含
ま

れ
ま

す
詳

細
・

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
は

こ
ち

ら
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

■
事

業
詳

細
■

助
成

対
象

者
　

　
都

内
中

小
企

業
者

（
会

社
及

び
個

人
事

業
主

）
、

中
小

企
業

団
体

、
特

定
非

営
利

活
動

法
人

、
一

般
財

団
法

人
、

一
般

社
団

法
人

等

申
請

区
分

　
（

１
）

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

の
製

品
等

　
　

（
２

）
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

等

対
象

経
費

 (
１

）
展

示
会

等
参

加
費

（
国

内
・

海
外

・
オ

ン
ラ

イ
ン

の
い

ず
れ

も
可

）
　

　
　

　
（

２
）

E
C

サ
イ

ト
出

店
初

期
登

録
料

　
（

３
）

自
社

w
e
b

サ
イ

ト
制

作
・

改
修

費
　

（
４

）
販

売
促

進
費

　
①

印
刷

物
製

作
費

　
②

P
R

動
画

制
作

費
　

③
広

告
費

　 助
成

限
度

額
 １

５
０

万
円

　
　

　
　

助
成

率
　

　
３

分
の

２
以

内
助

成
対

象
期

間
第

２
回

　
令

和
４

年
１

１
月

１
日

か
ら

令
和

５
年

１
１

月
３

０
日

ま
で

第
３

回
以

降
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

や
募

集
要

項
・

申
請

書
様

式
等

に
つ

い
て

は
公

社
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
し

て
く

だ
さ

い
事

業
詳

細
ペ

ー
ジ

：
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

1
0

0
4

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
屋

外
の

移
動

歩
行

器
・

歩
行

車
福

祉
専

門
職

歩
行

器
（

ミ
ケ

ー
レ

）
の

使
用

方
法

に
つ

い
て

高
齢

者
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

で
す

。
詳

し
い

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
ら

、
教

え
て

頂
き

た
い

で
す

。
高

齢
男

性
（

若
め

）
が

外
出

時
に

歩
行

器
（

ミ
ケ

ー
レ

）
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

バ
ス

や
電

車
に

も
乗

車
し

ま
す

。
乗

車
中

の
揺

れ
で

、
前

輪
が

動
い

て
し

ま
う

事
に

不
安

と
不

満
を

お
持

ち
で

す
。

①
前

輪
が

ロ
ッ

ク
不

可
な

理
由

は
、

下
り

坂
で

、
前

輪
ロ

ッ
ク

が
か

か
る

と
後

輪
が

持
ち

上
が

っ
て

し
ま

う
為

。
②

乗
り

物
に

持
ち

込
む

際
の

、
固

定
の

為
の

工
夫

（
座

席
に

座
っ

て
い

る
時

、
立

っ
て

い
る

時
そ

れ
ぞ

れ
）

。
※

業
者

さ
ん

か
ら

は
個

別
の

相
談

の
対

応
が

な
さ

れ
ず

、
ベ

テ
ラ

ン
の

理
学

療
法

士
に

個
別

訪
問

を
し

て
も

ら
い

、
今

一
度

、
評

価
と

ア
ド

バ
イ

ス
を

依
頼

し
よ

う
と

思
っ

て
い

ま
す

が
・

・
・

。

1
0

0
5

2
0

2
2

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
障

害
者

自
立

支
援

機
器

に
か

か
わ

る
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
地

域
交

流
会

（
A

T
A

サ
テ

ラ
イ

ト
）

ま
も

な
く

開
催

利
用

対
象

等
全

般
支

援
機

器
の

開
発

企
業

に
お

い
て

は
、

技
術

志
向

型
の

開
発

と
な

ら
な

い
よ

う
、

障
害

者
の

置
か

れ
て

い
る

状
況

を
的

確
に

把
握

し
、

課
題

や
要

望
を

解
決

す
る

機
器

開
発

に
着

手
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
こ

う
し

た
な

か
、

当
協

会
で

は
、

｢
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
地

域
交

流
会

（
通

称
｢
Ａ

Ｔ
Ａ

サ
テ

ラ
イ

ト
｣
。

）
｣
を

全
国

３
地

域
（

新
潟

市
、

下
関

市
、

鹿
児

島
市

）
で

開
催

い
た

し
ま

す
。

こ
の

Ａ
Ｔ

Ａ
サ

テ
ラ

イ
ト

で
は

、
地

域
の

障
害

者
や

家
族

・
支

援
者

は
じ

め
、

開
発

企
業

等
が

参
集

し
、

障
害

者
の

課
題

等
を

解
決

す
る

支
援

機
器

の
具

体
的

な
イ

メ
ー

ジ
を

協
議

い
た

し
ま

す
。

ぜ
ひ

ご
参

加
く

だ
さ

い
。

詳
し

く
は

、
当

協
会

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

て
　

h
tt

p
:/

/w
w

w
.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
n

e
e
d

s
m

a
tc

h
/
in

d
e
x
.s

h
tm

l#
p

a
rt

1
2

-112-

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

0
6

2
0

2
2

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

義
肢

 車
い

す
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

行
政

【
第

3
回

】
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
関

連
製

品
、

障
害

者
・

高
齢

者
向

け
製

品
の

販
路

開
拓

を
支

援
し

ま
す

利
用

対
象

等
全

般
公

益
財

団
法

人
東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

か
ら

の
お

知
ら

せ
【

障
害

者
向

け
製

品
等

の
販

路
開

拓
支

援
事

業
】

都
内

中
小

企
業

が
開

発
し

た
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
関

連
の

製
品

や
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

等
の

販
路

開
拓

を
促

進
す

る
た

め
、

国
内

外
の

展
示

会
出

展
や

E
C

サ
イ

ト
・

自
社

W
E

B
サ

イ
ト

活
用

に
関

す
る

費
用

の
一

部
を

助
成

し
ま

す
。

現
在

第
3

回
の

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
を

受
付

中
で

す
!

 
第

3
回

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
：

９
月

１
日

（
木

）
～

１
０

月
１

７
日

（
月

）
申

請
書

提
出

期
間

：
９

月
１

６
日

(金
)～

１
０

月
２

４
日

(月
)

（
公

社
H

P
か

ら
の

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
が

必
要

で
す

）
■

特
徴

■
①

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

に
特

化
し

た
販

路
開

拓
助

成
金

で
す

②
中

小
企

業
団

体
、

特
定

非
営

利
活

動
法

人
、

一
般

財
団

法
人

、
一

般
社

団
法

人
ま

で
幅

広
い

法
人

の
申

請
が

可
能

で
す

③
年

４
回

の
募

集
が

あ
り

、
令

和
６

年
３

月
ま

で
の

展
示

会
が

助
成

対
象

で
す

（
第

４
回

に
て

採
択

さ
れ

た
場

合
）

④
オ

ン
ラ

イ
ン

展
示

会
出

展
経

費
・

E
C

サ
イ

ト
初

期
登

録
料

・
自

社
W

E
B

サ
イ

ト
制

作
・

改
修

も
助

成
対

象
経

費
に

含
ま

れ
ま

す
詳

細
・

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
は

こ
ち

ら
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

■
事

業
詳

細
■

助
成

対
象

者
　

　
都

内
中

小
企

業
者

（
会

社
及

び
個

人
事

業
主

）
、

中
小

企
業

団
体

、
特

定
非

営
利

活
動

法
人

、
一

般
財

団
法

人
、

一
般

社
団

法
人

等

申
請

区
分

　
（

１
）

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

の
製

品
等

　
　

（
２

）
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

等
対

象
経

費
 (

１
）

展
示

会
等

参
加

費
（

国
内

・
海

外
・

オ
ン

ラ
イ

ン
の

い
ず

れ
も

可
）

　
　

　
　

（
２

）
E

C
サ

イ
ト

出
店

初
期

登
録

料
　

　
　

　
（

３
）

自
社

w
e
b

サ
イ

ト
制

作
・

改
修

費
　

　
　

　
（

４
）

販
売

促
進

費
　

①
印

刷
物

製
作

費
　

②
P

R
動

画
制

作
費

　
③

広
告

費
助

成
限

度
額

 １
５

０
万

円
　

　
　

　
助

成
率

　
　

３
分

の
２

以
内

助
成

対
象

期
間

第
３

回
　

令
和

５
年

１
月

１
日

か
ら

令
和

６
年

１
月

３
１

日
ま

で

第
４

回
以

降
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

や
募

集
要

項
・

申
請

書
様

式
等

に
つ

い
て

は
公

社
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
し

て
く

だ
さ

い
事

業
詳

細
ペ

ー
ジ

：
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

0
2

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
場

面
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ
医

療
専

門
職

意
思

表
示

の
出

来
な

い
方

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

利
用

対
象

等
全

般
以

前
に

投
稿

し
た

の
で

す
が

そ
の

後
が

自
分

も
含

め
て

発
展

さ
せ

ら
れ

て
い

な
か

っ
た

た
め

再
投

稿
し

ま
す

。
ヒ

ト
の

感
情

に
つ

い
て

身
体

の
動

作
や

仕
草

、
表

情
で

感
情

を
全

く
表

せ
な

い
方

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
る

と
き

ご
家

族
、

ご
友

人
、

介
護

者
等

の
“

憶
測

”
に

基
づ

い
て

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

さ
れ

る
こ

と
も

多
い

と
思

い
ま

す
。

そ
の

“
憶

測
”

の
手

助
け

に
な

る
よ

う
な

機
器

は
な

い
か

。
あ

っ
た

ら
い

い
な

と
思

わ
れ

て
い

る
方

も
少

な
か

ら
ず

い
る

と
思

い
ま

す
。

倫
理

的
に

な
問

題
が

あ
る

の
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
イ

ヌ
で

は
そ

の
よ

う
な

機
器

が
あ

る
よ

う
で

す
(画

像
参

照
)

そ
の

信
憑

性
も

併
せ

て
ヒ

ト
に

対
応

し
た

同
じ

よ
う

な
機

器
は

な
い

の
か

、
ヒ

ト
で

は
難

し
い

の
か

、
応

用
で

き
な

い
の

か
お

伺
い

で
き

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

1
0

0
3

2
0

2
2

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

義
肢

 車
い

す
 福

祉
用

具
全

般
に

関
す

る
お

知
ら

せ

そ
の

他
(公

的
機

関
【

第
2

回
】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

の
販

路
開

拓
を

支
援

し
ま

す

肢
体

不
自

由
者

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
高

齢
者

 介
助

者
利

用
対

象
等

全
般

公
益

財
団

法
人

東
京

都
中

小
企

業
振

興
公

社
か

ら
の

お
知

ら
せ

【
障

害
者

向
け

製
品

等
の

販
路

開
拓

支
援

事
業

】
都

内
中

小
企

業
が

開
発

し
た

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

の
製

品
や

障
害

者
・

高
齢

者
向

け
製

品
等

の
販

路
開

拓
を

促
進

す
る

た
め

、
国

内
外

の
展

示
会

出
展

や
E

C
サ

イ
ト

・
自

社
W

E
B

サ
イ

ト
活

用
に

関
す

る
費

用
の

一
部

を
助

成
し

ま
す

。

現
在

第
2

回
の

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
を

受
付

中
で

す
!

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
期

間
：

７
月

１
日

（
金

）
～

８
月

１
７

日
（

水
）

申
請

書
提

出
期

間
：

７
月

１
９

日
(火

)～
８

月
２

４
日

(水
)　

（
公

社
H

P
か

ら
の

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
が

必
要

で
す

）
■

特
徴

■
①

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

に
特

化
し

た
販

路
開

拓
助

成
金

で
す

②
中

小
企

業
団

体
、

特
定

非
営

利
活

動
法

人
、

一
般

財
団

法
人

、
一

般
社

団
法

人
ま

で
幅

広
い

法
人

の
申

請
が

可
能

で
す

③
年

４
回

の
募

集
が

あ
り

、
令

和
６

年
３

月
ま

で
の

展
示

会
が

助
成

対
象

で
す

（
第

４
回

に
て

採
択

さ
れ

た
場

合
）

④
オ

ン
ラ

イ
ン

展
示

会
出

展
経

費
・

E
C

サ
イ

ト
初

期
登

録
料

・
自

社
W

E
B

サ
イ

ト
制

作
・

改
修

も
助

成
対

象
経

費
に

含
ま

れ
ま

す
詳

細
・

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
は

こ
ち

ら
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

■
事

業
詳

細
■

助
成

対
象

者
　

　
都

内
中

小
企

業
者

（
会

社
及

び
個

人
事

業
主

）
、

中
小

企
業

団
体

、
特

定
非

営
利

活
動

法
人

、
一

般
財

団
法

人
、

一
般

社
団

法
人

等

申
請

区
分

　
（

１
）

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

の
製

品
等

　
　

（
２

）
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

等

対
象

経
費

 (
１

）
展

示
会

等
参

加
費

（
国

内
・

海
外

・
オ

ン
ラ

イ
ン

の
い

ず
れ

も
可

）
　

　
　

　
（

２
）

E
C

サ
イ

ト
出

店
初

期
登

録
料

　
（

３
）

自
社

w
e
b

サ
イ

ト
制

作
・

改
修

費
　

（
４

）
販

売
促

進
費

　
①

印
刷

物
製

作
費

　
②

P
R

動
画

制
作

費
　

③
広

告
費

　 助
成

限
度

額
 １

５
０

万
円

　
　

　
　

助
成

率
　

　
３

分
の

２
以

内
助

成
対

象
期

間
第

２
回

　
令

和
４

年
１

１
月

１
日

か
ら

令
和

５
年

１
１

月
３

０
日

ま
で

第
３

回
以

降
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

や
募

集
要

項
・

申
請

書
様

式
等

に
つ

い
て

は
公

社
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
し

て
く

だ
さ

い
事

業
詳

細
ペ

ー
ジ

：
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

1
0

0
4

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
屋

外
の

移
動

歩
行

器
・

歩
行

車
福

祉
専

門
職

歩
行

器
（

ミ
ケ

ー
レ

）
の

使
用

方
法

に
つ

い
て

高
齢

者
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

で
す

。
詳

し
い

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
ら

、
教

え
て

頂
き

た
い

で
す

。
高

齢
男

性
（

若
め

）
が

外
出

時
に

歩
行

器
（

ミ
ケ

ー
レ

）
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

バ
ス

や
電

車
に

も
乗

車
し

ま
す

。
乗

車
中

の
揺

れ
で

、
前

輪
が

動
い

て
し

ま
う

事
に

不
安

と
不

満
を

お
持

ち
で

す
。

①
前

輪
が

ロ
ッ

ク
不

可
な

理
由

は
、

下
り

坂
で

、
前

輪
ロ

ッ
ク

が
か

か
る

と
後

輪
が

持
ち

上
が

っ
て

し
ま

う
為

。
②

乗
り

物
に

持
ち

込
む

際
の

、
固

定
の

為
の

工
夫

（
座

席
に

座
っ

て
い

る
時

、
立

っ
て

い
る

時
そ

れ
ぞ

れ
）

。
※

業
者

さ
ん

か
ら

は
個

別
の

相
談

の
対

応
が

な
さ

れ
ず

、
ベ

テ
ラ

ン
の

理
学

療
法

士
に

個
別

訪
問

を
し

て
も

ら
い

、
今

一
度

、
評

価
と

ア
ド

バ
イ

ス
を

依
頼

し
よ

う
と

思
っ

て
い

ま
す

が
・

・
・

。

1
0

0
5

2
0

2
2

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
障

害
者

自
立

支
援

機
器

に
か

か
わ

る
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
地

域
交

流
会

（
A

T
A

サ
テ

ラ
イ

ト
）

ま
も

な
く

開
催

利
用

対
象

等
全

般
支

援
機

器
の

開
発

企
業

に
お

い
て

は
、

技
術

志
向

型
の

開
発

と
な

ら
な

い
よ

う
、

障
害

者
の

置
か

れ
て

い
る

状
況

を
的

確
に

把
握

し
、

課
題

や
要

望
を

解
決

す
る

機
器

開
発

に
着

手
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
こ

う
し

た
な

か
、

当
協

会
で

は
、

｢
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
地

域
交

流
会

（
通

称
｢
Ａ

Ｔ
Ａ

サ
テ

ラ
イ

ト
｣
。

）
｣
を

全
国

３
地

域
（

新
潟

市
、

下
関

市
、

鹿
児

島
市

）
で

開
催

い
た

し
ま

す
。

こ
の

Ａ
Ｔ

Ａ
サ

テ
ラ

イ
ト

で
は

、
地

域
の

障
害

者
や

家
族

・
支

援
者

は
じ

め
、

開
発

企
業

等
が

参
集

し
、

障
害

者
の

課
題

等
を

解
決

す
る

支
援

機
器

の
具

体
的

な
イ

メ
ー

ジ
を

協
議

い
た

し
ま

す
。

ぜ
ひ

ご
参

加
く

だ
さ

い
。

詳
し

く
は

、
当

協
会

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

て
　

h
tt

p
:/

/w
w

w
.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
n

e
e
d

s
m

a
tc

h
/
in

d
e
x
.s

h
tm

l#
p

a
rt

1
2
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

0
9

2
0

2
2

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

義
肢

 入
浴

関
連

用
具

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

行
政

【
年

度
最

終
募

集
】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

の
販

路
開

拓
を

支
援

し
ま

す

利
用

対
象

等
全

般
公

益
財

団
法

人
東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

か
ら

の
お

知
ら

せ
【

障
害

者
向

け
製

品
等

の
販

路
開

拓
支

援
事

業
　

第
4

回
募

集
】

都
内

中
小

企
業

が
開

発
し

た
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
関

連
の

製
品

や
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

等
の

販
路

開
拓

を
促

進
す

る
た

め
、

国
内

外
の

展
示

会
出

展
や

E
C

サ
イ

ト
・

自
社

W
E

B
サ

イ
ト

活
用

に
関

す
る

費
用

の
一

部
を

助
成

し
ま

す
。

現
在

年
度

内
最

終
と

な
る

第
4

回
の

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
を

受
付

中
で

す
!

 
第

4
回

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
：

１
１

月
１

日
（

火
）

～
１

２
月

１
６

日
（

金
）

申
請

書
提

出
期

間
：

１
１

月
１

６
日

(水
)～

１
２

月
２

３
日

(金
)

（
公

社
H

P
か

ら
の

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
が

必
要

で
す

）
■

特
徴

■
①

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

に
特

化
し

た
販

路
開

拓
助

成
金

で
す

②
中

小
企

業
団

体
、

特
定

非
営

利
活

動
法

人
、

一
般

財
団

法
人

、
一

般
社

団
法

人
ま

で
幅

広
い

法
人

の
申

請
が

可
能

で
す

③
オ

ン
ラ

イ
ン

展
示

会
出

展
経

費
・

E
C

サ
イ

ト
初

期
登

録
料

・
自

社
W

E
B

サ
イ

ト
制

作
・

改
修

も
助

成
対

象
経

費
に

含
ま

れ
ま

す

今
回

は
来

秋
の

展
示

会
シ

ー
ズ

ン
も

助
成

対
象

期
間

に
含

ま
れ

ま
す

。
展

示
会

の
規

模
は

問
わ

ず
、

学
会

併
設

の
展

示
会

へ
の

出
展

等
も

対
象

と
な

り
ま

す
の

で
、

来
年

の
予

定
を

検
討

し
始

め
た

皆
様

、
ぜ

ひ
ご

検
討

く
だ

さ
い

！
詳

細
・

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
は

こ
ち

ら
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

■
事

業
詳

細
■

助
成

対
象

者
　

　
都

内
中

小
企

業
者

（
会

社
及

び
個

人
事

業
主

）
、

中
小

企
業

団
体

、
特

定
非

営
利

活
動

法
人

、
一

般
財

団
法

人
、

一
般

社
団

法
人

等

申
請

区
分

　
（

１
）

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

の
製

品
等

　
　

（
２

）
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

等
対

象
経

費
 (

１
）

展
示

会
等

参
加

費
（

国
内

・
海

外
・

オ
ン

ラ
イ

ン
の

い
ず

れ
も

可
）

　
　

　
　

（
２

）
E

C
サ

イ
ト

出
店

初
期

登
録

料
　

　
　

　
（

３
）

自
社

w
e
b

サ
イ

ト
制

作
・

改
修

費
　

　
　

　
（

４
）

販
売

促
進

費
　

①
印

刷
物

製
作

費
　

②
P

R
動

画
制

作
費

　
③

広
告

費
助

成
限

度
額

 １
５

０
万

円
　

　
　

　
助

成
率

　
　

３
分

の
２

以
内

助
成

対
象

期
間

　
第

４
回

　
令

和
５

年
３

月
１

日
か

ら
令

和
６

年
３

月
３

１
日

ま
で

募
集

要
項

・
申

請
書

様
式

等
に

つ
い

て
は

公
社

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

し
て

く
だ

さ
い

事
業

詳
細

ペ
ー

ジ
：

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

1
0

1
0

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
屋

外
の

移
動

電
動

車
い

す
利

用
者

電
動

車
椅

子
　

バ
ッ

ク
モ

ニ
タ

ー
　

1
万

円
以

内
で

付
け

る
。

肢
体

不
自

由
者

こ
ん

な
の

見
つ

け
ま

し
た

！
！

！
私

も
付

け
て

い
ま

す
。

快
適

で
す

よ
。

後
ろ

が
見

え
な

い
っ

て
ホ

ン
ト

怖
い

で
す

か
ら

ね
。

h
tt

p
s
:/

/
b

lo
g
.g

o
o
.n

e
.jp

/
h

k
o
u

s
i/

e
/
c
2

1
6

9
6

4
7

6
4

4
f4

6
b

d
c
3

b
4

2
b

7
b

2
b

4
a
a
c
b
8

　
バ

ッ
ク

モ
ニ

タ
ー

付
き

車
椅

子
　

初
号

機
！

h
tt

p
s
:/

/
b

lo
g
.g

o
o
.n

e
.jp

/
h

k
o
u

s
i/

e
/
c
e
3

1
6

f5
4

b
5

4
7

e
2

1
a
ff

f7
c
f1

7
b

e
b

0
d

c
c
b

　
車

椅
子

専
用

バ
ッ

ク
モ

ニ
タ

ー
４

号
機

登
場

！

1
0

1
1

2
0

2
2

新
製

品
・

技
術

衣
服

の
着

脱
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
そ

の
他

フ
ァ

ス
ナ

ー
つ

ま
み

の
販

売
を

開
始

し
ま

し
た

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 児

童
こ

ん
に

ち
は

。
衣

服
の

オ
ー

ダ
ー

を
承

っ
た

り
、

企
画

販
売

を
し

て
い

る
　

s
tu

d
io

 f
u

k
u

　
の

廣
瀬

で
す

。

手
の

動
き

が
不

自
由

で
す

と
、

フ
ァ

ス
ナ

ー
の

開
け

閉
め

に
苦

労
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
そ

ん
な

と
き

、
フ

ァ
ス

ナ
ー

の
引

き
手

に
取

り
付

け
て

、
操

作
を

し
や

す
く

す
る

「
フ

ァ
ス

ナ
ー

つ
ま

み
」

の
販

売
を

始
め

ま
し

た
。

指
先

で
掴

み
や

す
い

大
き

さ
、

形
の

も
の

に
二

重
環

が
取

り
付

け
て

あ
り

ま
す

。
こ

の
二

重
環

を
フ

ァ
ス

ナ
ー

の
引

き
手

に
取

り
付

け
て

、
使

用
し

て
い

た
だ

く
も

の
で

す
。

フ
ァ

ス
ナ

ー
つ

ま
み

の
本

体
は

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

で
す

。
取

り
付

け
部

に
金

属
や

布
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

ラ
ウ

ン
ド

型
と

リ
ボ

ン
型

の
２

種
類

が
あ

り
ま

す
。

ラ
ウ

ン
ド

型
は

、
銀

色
・

水
色

・
紺

色
の

３
色

、
リ

ボ
ン

型
は

ピ
ン

ク
色

の
１

色
で

す
。

フ
ァ

ス
ナ

ー
つ

ま
み

を
つ

け
る

こ
と

で
、

フ
ァ

ス
ナ

ー
の

開
け

閉
め

が
し

や
す

く
な

っ
た

り
、

助
け

を
借

り
ず

に
自

分
で

操
作

で
き

る
よ

う
に

な
れ

ば
..と

思
い

ま
す

。
ど

う
ぞ

ご
検

討
く

だ
さ

い
。

フ
ァ

ス
ナ

ー
つ

ま
み

（
ラ

ウ
ン

ド
型

）
h

tt
p

s
:/

/
k
a
z
u

k
o
0

8
6

.s
to

re
s
.jp

/
it
e
m

s
/
6

3
6

8
9

e
5

fa
b

c
3

5
c
3

1
c
7

7
3

b
3

4
e

フ
ァ

ス
ナ

ー
つ

ま
み

（
リ

ボ
ン

型
）

h
tt

p
s
:/

/
k
a
z
u

k
o
0

8
6

.s
to

re
s
.jp

/
it
e
m

s
/
6

3
6

8
a
0

1
a
c
1

5
c
5

a
6

e
9

6
7

e
6

4
1

3

1
0

1
2

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
屋

内
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

手
す

り
行

政
移

動
式

手
す

り
高

齢
者

 利
用

対
象

等
全

般
家

族
の

要
望

も
あ

っ
て

、
部

屋
中

に
簡

易
式

の
手

す
り

を
2

0
個

も
置

い
て

い
る

よ
う

な
状

態
の

利
用

者
さ

ん
が

居
ま

す
。

転
倒

防
止

の
為

の
手

す
り

で
転

倒
と

い
う

こ
と

も
起

こ
り

ま
す

の
で

、
例

え
ば

室
内

の
壁

に
レ

ー
ル

状
の

移
動

で
き

自
由

に
動

か
せ

る
手

す
り

を
設

置
す

る
と

い
っ

た
レ

ー
ル

が
あ

る
範

囲
で

自
由

に
動

か
せ

る
手

す
り

が
あ

っ
て

も
い

い
よ

う
に

思
い

ま
す

。

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

0
7

2
0

2
2

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
障

害
者

自
立

支
援

機
器

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
2

0
2

2
Ｗ

ｅ
ｂ

開
催

が
ス

タ
ー

ト
し

ま
し

た
！

利
用

対
象

等
全

般
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
よ

り
お

知
ら

せ
で

す
。

１
０

月
１

日
（

土
）

よ
り

「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

２
２

W
e
b

開
催

」
が

ス
タ

ー
ト

し
ま

し
た

。
こ

の
交

流
会

で
は

、
障

害
当

事
者

の
思

い
や

要
望

を
的

確
に

捉
え

た
支

援
機

器
開

発
に

つ
な

げ
る

た
め

、
支

援
機

器
を

使
用

す
る

当
事

者
等

（
ニ

ー
ズ

側
）

と
支

援
機

器
の

開
発

者
等

（
シ

ー
ズ

側
）

が
自

由
に

意
見

交
換

を
行

う
場

で
す

。
【

無
料

】

障
害

当
事

者
・

ご
家

族
、

医
療

・
福

祉
従

事
者

、
開

発
メ

ー
カ

ー
、

新
規

参
入

企
業

、
産

業
振

興
団

体
、

研
究

者
、

研
究

機
関

、
大

学
・

学
校

、
行

政
等

福
祉

福
祉

機
器

開
発

に
興

味
の

あ
る

多
く

の
皆

様
か

ら
の

ご
来

場
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

●
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

２
２

専
用

サ
イ

ト
●

　
交

流
期

間
（

令
和

4
年

1
0

月
1

日
～

令
和

5
年

1
月

3
1

日
）

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
2

0
2

2
k
o
ry

u
k
a
i/

w
e
b

/
h

a
ll/

c
m

s
/

上
記

、
U

R
L
の

「
Ｗ

ｅ
ｂ

交
流

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

」
で

は
試

作
途

中
ま

た
は

開
発

改
良

予
定

の
支

援
機

器
を

動
画

や
資

料
で

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

出
展

者
と

は
、

オ
ン

ラ
イ

ン
上

で
「

問
い

合
わ

せ
フ

ォ
ー

ム
」

ま
た

は
「

掲
示

板
」

を
使

用
し

て
意

見
交

換
が

可
能

と
な

っ
て

い
ま

す
。

大
阪

会
場

お
よ

び
東

京
会

場
に

お
越

し
に

な
れ

な
い

方
は

、
是

非
W

e
b

交
流

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

か
ら

出
展

者
と

意
見

交
換

を
お

願
い

致
し

ま
す

。

ま
た

、
併

せ
て

最
新

の
支

援
機

器
開

発
、

普
及

に
係

わ
る

国
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

動
向

に
つ

い
て

、
開

発
支

援
機

関
に

よ
る

補
助

金
の

ご
紹

介
、

障
害

当
事

者
団

体
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
動

画
配

信
な

ど
の

視
聴

が
で

き
ま

す
。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
2

0
2

2
k
o
ry

u
k
a
i/

w
e
b

/
h

a
ll/

c
m

s
/
#

w
e
b

s
e
m

in
a
r

【
交

流
会

開
催

情
報

】
Ｗ

ｅ
ｂ

開
催

　
令

和
４

年
１

０
月

１
日

（
土

）
～

令
和

５
年

１
月

３
１

日
（

火
）

　
　

　
　

　
　

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

Ｗ
ｅ

ｂ
交

流
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
内

大
阪

会
場

　
　

令
和

４
年

１
１

月
２

８
日

（
月

）
・

２
９

日
（

火
）

・
３

０
日

（
水

）
　

　
　

　
　

【
開

催
時

刻
】

初
日

１
３

：
０

０
ー

１
７

：
０

０
／

９
：

０
０

ー
１

７
：

０
０

（
最

終
日

の
み

1
6

:0
0

）
　

　
　

　
　

【
実

施
会

場
】

大
阪

マ
ー

チ
ャ

ン
ダ

イ
ズ

マ
ー

ト
（

O
M

M
）

２
階

展
示

A
ホ

ー
ル

東
京

会
場

　
　

令
和

４
年

１
２

月
１

４
日

（
水

）
・

１
５

日
（

木
）

・
１

６
日

（
金

）
　

　
　

　
　

【
開

催
時

刻
】

初
日

１
３

：
０

０
ー

１
７

：
０

０
／

９
：

０
０

ー
１

７
：

０
０

（
最

終
日

の
み

1
6

:0
0

）
　

　
　

　
　

【
実

施
会

場
】

東
京

都
立

産
業

貿
易

セ
ン

タ
ー

浜
松

町
館

２
階

展
示

室

何
卒

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

※
マ

ス
コ

ミ
・

各
種

団
体

の
方

は
関

係
者

へ
の

周
知

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

1
0

0
8

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
屋

外
の

移
動

歩
行

器
・

歩
行

車
福

祉
専

門
職

冬
の

屋
外

移
動

手
段

高
齢

者
通

院
等

、
独

居
の

方
は

(経
済

上
厳

し
い

方
）

雪
が

降
る

ま
で

は
歩

行
車

移
動

で
で

き
ま

す
が

雪
が

降
る

と
使

用
で

き
な

い
歩

行
車

ば
か

り
で

、
冬

対
応

歩
行

車
か

簡
単

に
歩

行
車

に
取

付
ら

れ
る

冬
用

品
が

あ
れ

ば
と

思
っ

て
い

ま
す

。
ぜ

ひ
知

恵
の

あ
る

方
宜

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

0
9

2
0

2
2

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

義
肢

 入
浴

関
連

用
具

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

行
政

【
年

度
最

終
募

集
】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

の
販

路
開

拓
を

支
援

し
ま

す

利
用

対
象

等
全

般
公

益
財

団
法

人
東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

か
ら

の
お

知
ら

せ
【

障
害

者
向

け
製

品
等

の
販

路
開

拓
支

援
事

業
　

第
4

回
募

集
】

都
内

中
小

企
業

が
開

発
し

た
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
関

連
の

製
品

や
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

等
の

販
路

開
拓

を
促

進
す

る
た

め
、

国
内

外
の

展
示

会
出

展
や

E
C

サ
イ

ト
・

自
社

W
E

B
サ

イ
ト

活
用

に
関

す
る

費
用

の
一

部
を

助
成

し
ま

す
。

現
在

年
度

内
最

終
と

な
る

第
4

回
の

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
を

受
付

中
で

す
!

 
第

4
回

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
：

１
１

月
１

日
（

火
）

～
１

２
月

１
６

日
（

金
）

申
請

書
提

出
期

間
：

１
１

月
１

６
日

(水
)～

１
２

月
２

３
日

(金
)

（
公

社
H

P
か

ら
の

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
が

必
要

で
す

）
■

特
徴

■
①

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

に
特

化
し

た
販

路
開

拓
助

成
金

で
す

②
中

小
企

業
団

体
、

特
定

非
営

利
活

動
法

人
、

一
般

財
団

法
人

、
一

般
社

団
法

人
ま

で
幅

広
い

法
人

の
申

請
が

可
能

で
す

③
オ

ン
ラ

イ
ン

展
示

会
出

展
経

費
・

E
C

サ
イ

ト
初

期
登

録
料

・
自

社
W

E
B

サ
イ

ト
制

作
・

改
修

も
助

成
対

象
経

費
に

含
ま

れ
ま

す

今
回

は
来

秋
の

展
示

会
シ

ー
ズ

ン
も

助
成

対
象

期
間

に
含

ま
れ

ま
す

。
展

示
会

の
規

模
は

問
わ

ず
、

学
会

併
設

の
展

示
会

へ
の

出
展

等
も

対
象

と
な

り
ま

す
の

で
、

来
年

の
予

定
を

検
討

し
始

め
た

皆
様

、
ぜ

ひ
ご

検
討

く
だ

さ
い

！
詳

細
・

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
は

こ
ち

ら
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

■
事

業
詳

細
■

助
成

対
象

者
　

　
都

内
中

小
企

業
者

（
会

社
及

び
個

人
事

業
主

）
、

中
小

企
業

団
体

、
特

定
非

営
利

活
動

法
人

、
一

般
財

団
法

人
、

一
般

社
団

法
人

等

申
請

区
分

　
（

１
）

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

の
製

品
等

　
　

（
２

）
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

等
対

象
経

費
 (

１
）

展
示

会
等

参
加

費
（

国
内

・
海

外
・

オ
ン

ラ
イ

ン
の

い
ず

れ
も

可
）

　
　

　
　

（
２

）
E

C
サ

イ
ト

出
店

初
期

登
録

料
　

　
　

　
（

３
）

自
社

w
e
b

サ
イ

ト
制

作
・

改
修

費
　

　
　

　
（

４
）

販
売

促
進

費
　

①
印

刷
物

製
作

費
　

②
P

R
動

画
制

作
費

　
③

広
告

費
助

成
限

度
額

 １
５

０
万

円
　

　
　

　
助

成
率

　
　

３
分

の
２

以
内

助
成

対
象

期
間

　
第

４
回

　
令

和
５

年
３

月
１

日
か

ら
令

和
６

年
３

月
３

１
日

ま
で

募
集

要
項

・
申

請
書

様
式

等
に

つ
い

て
は

公
社

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

し
て

く
だ

さ
い

事
業

詳
細

ペ
ー

ジ
：

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

1
0

1
0

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
屋

外
の

移
動

電
動

車
い

す
利

用
者

電
動

車
椅

子
　

バ
ッ

ク
モ

ニ
タ

ー
　

1
万

円
以

内
で

付
け

る
。

肢
体

不
自

由
者

こ
ん

な
の

見
つ

け
ま

し
た

！
！

！
私

も
付

け
て

い
ま

す
。

快
適

で
す

よ
。

後
ろ

が
見

え
な

い
っ

て
ホ

ン
ト

怖
い

で
す

か
ら

ね
。

h
tt

p
s
:/

/
b

lo
g
.g

o
o
.n

e
.jp

/
h

k
o
u

s
i/

e
/
c
2

1
6

9
6

4
7

6
4

4
f4

6
b

d
c
3

b
4

2
b

7
b

2
b

4
a
a
c
b
8

　
バ

ッ
ク

モ
ニ

タ
ー

付
き

車
椅

子
　

初
号

機
！

h
tt

p
s
:/

/
b

lo
g
.g

o
o
.n

e
.jp

/
h

k
o
u

s
i/

e
/
c
e
3

1
6

f5
4

b
5

4
7

e
2

1
a
ff

f7
c
f1

7
b

e
b

0
d

c
c
b

　
車

椅
子

専
用

バ
ッ

ク
モ

ニ
タ

ー
４

号
機

登
場

！

1
0

1
1

2
0

2
2

新
製

品
・

技
術

衣
服

の
着

脱
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
そ

の
他

フ
ァ

ス
ナ

ー
つ

ま
み

の
販

売
を

開
始

し
ま

し
た

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 児

童
こ

ん
に

ち
は

。
衣

服
の

オ
ー

ダ
ー

を
承

っ
た

り
、

企
画

販
売

を
し

て
い

る
　

s
tu

d
io

 f
u

k
u

　
の

廣
瀬

で
す

。

手
の

動
き

が
不

自
由

で
す

と
、

フ
ァ

ス
ナ

ー
の

開
け

閉
め

に
苦

労
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
そ

ん
な

と
き

、
フ

ァ
ス

ナ
ー

の
引

き
手

に
取

り
付

け
て

、
操

作
を

し
や

す
く

す
る

「
フ

ァ
ス

ナ
ー

つ
ま

み
」

の
販

売
を

始
め

ま
し

た
。

指
先

で
掴

み
や

す
い

大
き

さ
、

形
の

も
の

に
二

重
環

が
取

り
付

け
て

あ
り

ま
す

。
こ

の
二

重
環

を
フ

ァ
ス

ナ
ー

の
引

き
手

に
取

り
付

け
て

、
使

用
し

て
い

た
だ

く
も

の
で

す
。

フ
ァ

ス
ナ

ー
つ

ま
み

の
本

体
は

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

で
す

。
取

り
付

け
部

に
金

属
や

布
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

ラ
ウ

ン
ド

型
と

リ
ボ

ン
型

の
２

種
類

が
あ

り
ま

す
。

ラ
ウ

ン
ド

型
は

、
銀

色
・

水
色

・
紺

色
の

３
色

、
リ

ボ
ン

型
は

ピ
ン

ク
色

の
１

色
で

す
。

フ
ァ

ス
ナ

ー
つ

ま
み

を
つ

け
る

こ
と

で
、

フ
ァ

ス
ナ

ー
の

開
け

閉
め

が
し

や
す

く
な

っ
た

り
、

助
け

を
借

り
ず

に
自

分
で

操
作

で
き

る
よ

う
に

な
れ

ば
..と

思
い

ま
す

。
ど

う
ぞ

ご
検

討
く

だ
さ

い
。

フ
ァ

ス
ナ

ー
つ

ま
み

（
ラ

ウ
ン

ド
型

）
h

tt
p

s
:/

/
k
a
z
u

k
o
0

8
6

.s
to

re
s
.jp

/
it
e
m

s
/
6

3
6

8
9

e
5

fa
b

c
3

5
c
3

1
c
7

7
3

b
3

4
e

フ
ァ

ス
ナ

ー
つ

ま
み

（
リ

ボ
ン

型
）

h
tt

p
s
:/

/
k
a
z
u

k
o
0

8
6

.s
to

re
s
.jp

/
it
e
m

s
/
6

3
6

8
a
0

1
a
c
1

5
c
5

a
6

e
9

6
7

e
6

4
1

3

1
0

1
2

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
屋

内
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

手
す

り
行

政
移

動
式

手
す

り
高

齢
者

 利
用

対
象

等
全

般
家

族
の

要
望

も
あ

っ
て

、
部

屋
中

に
簡

易
式

の
手

す
り

を
2

0
個

も
置

い
て

い
る

よ
う

な
状

態
の

利
用

者
さ

ん
が

居
ま

す
。

転
倒

防
止

の
為

の
手

す
り

で
転

倒
と

い
う

こ
と

も
起

こ
り

ま
す

の
で

、
例

え
ば

室
内

の
壁

に
レ

ー
ル

状
の

移
動

で
き

自
由

に
動

か
せ

る
手

す
り

を
設

置
す

る
と

い
っ

た
レ

ー
ル

が
あ

る
範

囲
で

自
由

に
動

か
せ

る
手

す
り

が
あ

っ
て

も
い

い
よ

う
に

思
い

ま
す

。

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

0
7

2
0

2
2

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
障

害
者

自
立

支
援

機
器

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
2

0
2

2
Ｗ

ｅ
ｂ

開
催

が
ス

タ
ー

ト
し

ま
し

た
！

利
用

対
象

等
全

般
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
よ

り
お

知
ら

せ
で

す
。

１
０

月
１

日
（

土
）

よ
り

「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

２
２

W
e
b

開
催

」
が

ス
タ

ー
ト

し
ま

し
た

。
こ

の
交

流
会

で
は

、
障

害
当

事
者

の
思

い
や

要
望

を
的

確
に

捉
え

た
支

援
機

器
開

発
に

つ
な

げ
る

た
め

、
支

援
機

器
を

使
用

す
る

当
事

者
等

（
ニ

ー
ズ

側
）

と
支

援
機

器
の

開
発

者
等

（
シ

ー
ズ

側
）

が
自

由
に

意
見

交
換

を
行

う
場

で
す

。
【

無
料

】

障
害

当
事

者
・

ご
家

族
、

医
療

・
福

祉
従

事
者

、
開

発
メ

ー
カ

ー
、

新
規

参
入

企
業

、
産

業
振

興
団

体
、

研
究

者
、

研
究

機
関

、
大

学
・

学
校

、
行

政
等

福
祉

福
祉

機
器

開
発

に
興

味
の

あ
る

多
く

の
皆

様
か

ら
の

ご
来

場
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

●
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

２
２

専
用

サ
イ

ト
●

　
交

流
期

間
（

令
和

4
年

1
0

月
1

日
～

令
和

5
年

1
月

3
1

日
）

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
2

0
2

2
k
o
ry

u
k
a
i/

w
e
b

/
h

a
ll/

c
m

s
/

上
記

、
U

R
L
の

「
Ｗ

ｅ
ｂ

交
流

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

」
で

は
試

作
途

中
ま

た
は

開
発

改
良

予
定

の
支

援
機

器
を

動
画

や
資

料
で

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

出
展

者
と

は
、

オ
ン

ラ
イ

ン
上

で
「

問
い

合
わ

せ
フ

ォ
ー

ム
」

ま
た

は
「

掲
示

板
」

を
使

用
し

て
意

見
交

換
が

可
能

と
な

っ
て

い
ま

す
。

大
阪

会
場

お
よ

び
東

京
会

場
に

お
越

し
に

な
れ

な
い

方
は

、
是

非
W

e
b

交
流

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

か
ら

出
展

者
と

意
見

交
換

を
お

願
い

致
し

ま
す

。

ま
た

、
併

せ
て

最
新

の
支

援
機

器
開

発
、

普
及

に
係

わ
る

国
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

動
向

に
つ

い
て

、
開

発
支

援
機

関
に

よ
る

補
助

金
の

ご
紹

介
、

障
害

当
事

者
団

体
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
動

画
配

信
な

ど
の

視
聴

が
で

き
ま

す
。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
2

0
2

2
k
o
ry

u
k
a
i/

w
e
b

/
h

a
ll/

c
m

s
/
#

w
e
b

s
e
m

in
a
r

【
交

流
会

開
催

情
報

】
Ｗ

ｅ
ｂ

開
催

　
令

和
４

年
１

０
月

１
日

（
土

）
～

令
和

５
年

１
月

３
１

日
（

火
）

　
　

　
　

　
　

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

Ｗ
ｅ

ｂ
交

流
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
内

大
阪

会
場

　
　

令
和

４
年

１
１

月
２

８
日

（
月

）
・

２
９

日
（

火
）

・
３

０
日

（
水

）
　

　
　

　
　

【
開

催
時

刻
】

初
日

１
３

：
０

０
ー

１
７

：
０

０
／

９
：

０
０

ー
１

７
：

０
０

（
最

終
日

の
み

1
6

:0
0

）
　

　
　

　
　

【
実

施
会

場
】

大
阪

マ
ー

チ
ャ

ン
ダ

イ
ズ

マ
ー

ト
（

O
M

M
）

２
階

展
示

A
ホ

ー
ル

東
京

会
場

　
　

令
和

４
年

１
２

月
１

４
日

（
水

）
・

１
５

日
（

木
）

・
１

６
日

（
金

）
　

　
　

　
　

【
開

催
時

刻
】

初
日

１
３

：
０

０
ー

１
７

：
０

０
／

９
：

０
０

ー
１

７
：

０
０

（
最

終
日

の
み

1
6

:0
0

）
　

　
　

　
　

【
実

施
会

場
】

東
京

都
立

産
業

貿
易

セ
ン

タ
ー

浜
松

町
館

２
階

展
示

室

何
卒

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

※
マ

ス
コ

ミ
・

各
種

団
体

の
方

は
関

係
者

へ
の

周
知

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

1
0

0
8

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
屋

外
の

移
動

歩
行

器
・

歩
行

車
福

祉
専

門
職

冬
の

屋
外

移
動

手
段

高
齢

者
通

院
等

、
独

居
の

方
は

(経
済

上
厳

し
い

方
）

雪
が

降
る

ま
で

は
歩

行
車

移
動

で
で

き
ま

す
が

雪
が

降
る

と
使

用
で

き
な

い
歩

行
車

ば
か

り
で

、
冬

対
応

歩
行

車
か

簡
単

に
歩

行
車

に
取

付
ら

れ
る

冬
用

品
が

あ
れ

ば
と

思
っ

て
い

ま
す

。
ぜ

ひ
知

恵
の

あ
る

方
宜

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

0
9

2
0

2
2

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

義
肢

 入
浴

関
連

用
具

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

行
政

【
年

度
最

終
募

集
】

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

の
販

路
開

拓
を

支
援

し
ま

す

利
用

対
象

等
全

般
公

益
財

団
法

人
東

京
都

中
小

企
業

振
興

公
社

か
ら

の
お

知
ら

せ
【

障
害

者
向

け
製

品
等

の
販

路
開

拓
支

援
事

業
　

第
4

回
募

集
】

都
内

中
小

企
業

が
開

発
し

た
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
関

連
の

製
品

や
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

等
の

販
路

開
拓

を
促

進
す

る
た

め
、

国
内

外
の

展
示

会
出

展
や

E
C

サ
イ

ト
・

自
社

W
E

B
サ

イ
ト

活
用

に
関

す
る

費
用

の
一

部
を

助
成

し
ま

す
。

現
在

年
度

内
最

終
と

な
る

第
4

回
の

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
を

受
付

中
で

す
!

 
第

4
回

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
：

１
１

月
１

日
（

火
）

～
１

２
月

１
６

日
（

金
）

申
請

書
提

出
期

間
：

１
１

月
１

６
日

(水
)～

１
２

月
２

３
日

(金
)

（
公

社
H

P
か

ら
の

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
が

必
要

で
す

）
■

特
徴

■
①

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

製
品

、
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

に
特

化
し

た
販

路
開

拓
助

成
金

で
す

②
中

小
企

業
団

体
、

特
定

非
営

利
活

動
法

人
、

一
般

財
団

法
人

、
一

般
社

団
法

人
ま

で
幅

広
い

法
人

の
申

請
が

可
能

で
す

③
オ

ン
ラ

イ
ン

展
示

会
出

展
経

費
・

E
C

サ
イ

ト
初

期
登

録
料

・
自

社
W

E
B

サ
イ

ト
制

作
・

改
修

も
助

成
対

象
経

費
に

含
ま

れ
ま

す

今
回

は
来

秋
の

展
示

会
シ

ー
ズ

ン
も

助
成

対
象

期
間

に
含

ま
れ

ま
す

。
展

示
会

の
規

模
は

問
わ

ず
、

学
会

併
設

の
展

示
会

へ
の

出
展

等
も

対
象

と
な

り
ま

す
の

で
、

来
年

の
予

定
を

検
討

し
始

め
た

皆
様

、
ぜ

ひ
ご

検
討

く
だ

さ
い

！
詳

細
・

申
請

エ
ン

ト
リ

ー
は

こ
ち

ら
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

■
事

業
詳

細
■

助
成

対
象

者
　

　
都

内
中

小
企

業
者

（
会

社
及

び
個

人
事

業
主

）
、

中
小

企
業

団
体

、
特

定
非

営
利

活
動

法
人

、
一

般
財

団
法

人
、

一
般

社
団

法
人

等

申
請

区
分

　
（

１
）

パ
ラ

ス
ポ

ー
ツ

関
連

の
製

品
等

　
　

（
２

）
障

害
者

・
高

齢
者

向
け

製
品

等
対

象
経

費
 (

１
）

展
示

会
等

参
加

費
（

国
内

・
海

外
・

オ
ン

ラ
イ

ン
の

い
ず

れ
も

可
）

　
　

　
　

（
２

）
E

C
サ

イ
ト

出
店

初
期

登
録

料
　

　
　

　
（

３
）

自
社

w
e
b

サ
イ

ト
制

作
・

改
修

費
　

　
　

　
（

４
）

販
売

促
進

費
　

①
印

刷
物

製
作

費
　

②
P

R
動

画
制

作
費

　
③

広
告

費
助

成
限

度
額

 １
５

０
万

円
　

　
　

　
助

成
率

　
　

３
分

の
２

以
内

助
成

対
象

期
間

　
第

４
回

　
令

和
５

年
３

月
１

日
か

ら
令

和
６

年
３

月
３

１
日

ま
で

募
集

要
項

・
申

請
書

様
式

等
に

つ
い

て
は

公
社

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

し
て

く
だ

さ
い

事
業

詳
細

ペ
ー

ジ
：

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.t
o
k
yo

-
k
o
s
h

a
.o

r.
jp

/
s
u

p
p

o
rt

/
jo

s
e
i/

jig
yo

/
s
h

o
g
a
is

h
a
.h

tm
l

1
0

1
0

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
屋

外
の

移
動

電
動

車
い

す
利

用
者

電
動

車
椅

子
　

バ
ッ

ク
モ

ニ
タ

ー
　

1
万

円
以

内
で

付
け

る
。

肢
体

不
自

由
者

こ
ん

な
の

見
つ

け
ま

し
た

！
！

！
私

も
付

け
て

い
ま

す
。

快
適

で
す

よ
。

後
ろ

が
見

え
な

い
っ

て
ホ

ン
ト

怖
い

で
す

か
ら

ね
。

h
tt

p
s
:/

/
b

lo
g
.g

o
o
.n

e
.jp

/
h

k
o
u

s
i/

e
/
c
2

1
6

9
6

4
7

6
4

4
f4

6
b

d
c
3

b
4

2
b

7
b

2
b

4
a
a
c
b
8

　
バ

ッ
ク

モ
ニ

タ
ー

付
き

車
椅

子
　

初
号

機
！

h
tt

p
s
:/

/
b

lo
g
.g

o
o
.n

e
.jp

/
h

k
o
u

s
i/

e
/
c
e
3

1
6

f5
4

b
5

4
7

e
2

1
a
ff

f7
c
f1

7
b

e
b

0
d

c
c
b

　
車

椅
子

専
用

バ
ッ

ク
モ

ニ
タ

ー
４

号
機

登
場

！

1
0

1
1

2
0

2
2

新
製

品
・

技
術

衣
服

の
着

脱
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
そ

の
他

フ
ァ

ス
ナ

ー
つ

ま
み

の
販

売
を

開
始

し
ま

し
た

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 児

童
こ

ん
に

ち
は

。
衣

服
の

オ
ー

ダ
ー

を
承

っ
た

り
、

企
画

販
売

を
し

て
い

る
　

s
tu

d
io

 f
u

k
u

　
の

廣
瀬

で
す

。

手
の

動
き

が
不

自
由

で
す

と
、

フ
ァ

ス
ナ

ー
の

開
け

閉
め

に
苦

労
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
そ

ん
な

と
き

、
フ

ァ
ス

ナ
ー

の
引

き
手

に
取

り
付

け
て

、
操

作
を

し
や

す
く

す
る

「
フ

ァ
ス

ナ
ー

つ
ま

み
」

の
販

売
を

始
め

ま
し

た
。

指
先

で
掴

み
や

す
い

大
き

さ
、

形
の

も
の

に
二

重
環

が
取

り
付

け
て

あ
り

ま
す

。
こ

の
二

重
環

を
フ

ァ
ス

ナ
ー

の
引

き
手

に
取

り
付

け
て

、
使

用
し

て
い

た
だ

く
も

の
で

す
。

フ
ァ

ス
ナ

ー
つ

ま
み

の
本

体
は

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

で
す

。
取

り
付

け
部

に
金

属
や

布
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

ラ
ウ

ン
ド

型
と

リ
ボ

ン
型

の
２

種
類

が
あ

り
ま

す
。

ラ
ウ

ン
ド

型
は

、
銀

色
・

水
色

・
紺

色
の

３
色

、
リ

ボ
ン

型
は

ピ
ン

ク
色

の
１

色
で

す
。

フ
ァ

ス
ナ

ー
つ

ま
み

を
つ

け
る

こ
と

で
、

フ
ァ

ス
ナ

ー
の

開
け

閉
め

が
し

や
す

く
な

っ
た

り
、

助
け

を
借

り
ず

に
自

分
で

操
作

で
き

る
よ

う
に

な
れ

ば
..と

思
い

ま
す

。
ど

う
ぞ

ご
検

討
く

だ
さ

い
。

フ
ァ

ス
ナ

ー
つ

ま
み

（
ラ

ウ
ン

ド
型

）
h

tt
p

s
:/

/
k
a
z
u

k
o
0

8
6

.s
to

re
s
.jp

/
it
e
m

s
/
6

3
6

8
9

e
5

fa
b

c
3

5
c
3

1
c
7

7
3

b
3

4
e

フ
ァ

ス
ナ

ー
つ

ま
み

（
リ

ボ
ン

型
）

h
tt

p
s
:/

/
k
a
z
u

k
o
0

8
6

.s
to

re
s
.jp

/
it
e
m

s
/
6

3
6

8
a
0

1
a
c
1

5
c
5

a
6

e
9

6
7

e
6

4
1

3

1
0

1
2

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
屋

内
の

移
動

そ
の

他
(福

祉
用

具
)

手
す

り
行

政
移

動
式

手
す

り
高

齢
者

 利
用

対
象

等
全

般
家

族
の

要
望

も
あ

っ
て

、
部

屋
中

に
簡

易
式

の
手

す
り

を
2

0
個

も
置

い
て

い
る

よ
う

な
状

態
の

利
用

者
さ

ん
が

居
ま

す
。

転
倒

防
止

の
為

の
手

す
り

で
転

倒
と

い
う

こ
と

も
起

こ
り

ま
す

の
で

、
例

え
ば

室
内

の
壁

に
レ

ー
ル

状
の

移
動

で
き

自
由

に
動

か
せ

る
手

す
り

を
設

置
す

る
と

い
っ

た
レ

ー
ル

が
あ

る
範

囲
で

自
由

に
動

か
せ

る
手

す
り

が
あ

っ
て

も
い

い
よ

う
に

思
い

ま
す

。

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

0
7

2
0

2
2

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
障

害
者

自
立

支
援

機
器

ニ
ー

ズ
・

シ
ー

ズ
マ

ッ
チ

ン
グ

交
流

会
2

0
2

2
Ｗ

ｅ
ｂ

開
催

が
ス

タ
ー

ト
し

ま
し

た
！

利
用

対
象

等
全

般
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
よ

り
お

知
ら

せ
で

す
。

１
０

月
１

日
（

土
）

よ
り

「
シ

ー
ズ

・
ニ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

２
２

W
e
b

開
催

」
が

ス
タ

ー
ト

し
ま

し
た

。
こ

の
交

流
会

で
は

、
障

害
当

事
者

の
思

い
や

要
望

を
的

確
に

捉
え

た
支

援
機

器
開

発
に

つ
な

げ
る

た
め

、
支

援
機

器
を

使
用

す
る

当
事

者
等

（
ニ

ー
ズ

側
）

と
支

援
機

器
の

開
発

者
等

（
シ

ー
ズ

側
）

が
自

由
に

意
見

交
換

を
行

う
場

で
す

。
【

無
料

】

障
害

当
事

者
・

ご
家

族
、

医
療

・
福

祉
従

事
者

、
開

発
メ

ー
カ

ー
、

新
規

参
入

企
業

、
産

業
振

興
団

体
、

研
究

者
、

研
究

機
関

、
大

学
・

学
校

、
行

政
等

福
祉

福
祉

機
器

開
発

に
興

味
の

あ
る

多
く

の
皆

様
か

ら
の

ご
来

場
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

●
ニ

ー
ズ

・
シ

ー
ズ

マ
ッ

チ
ン

グ
交

流
会

２
０

２
２

専
用

サ
イ

ト
●

　
交

流
期

間
（

令
和

4
年

1
0

月
1

日
～

令
和

5
年

1
月

3
1

日
）

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
2

0
2

2
k
o
ry

u
k
a
i/

w
e
b

/
h

a
ll/

c
m

s
/

上
記

、
U

R
L
の

「
Ｗ

ｅ
ｂ

交
流

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

」
で

は
試

作
途

中
ま

た
は

開
発

改
良

予
定

の
支

援
機

器
を

動
画

や
資

料
で

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

出
展

者
と

は
、

オ
ン

ラ
イ

ン
上

で
「

問
い

合
わ

せ
フ

ォ
ー

ム
」

ま
た

は
「

掲
示

板
」

を
使

用
し

て
意

見
交

換
が

可
能

と
な

っ
て

い
ま

す
。

大
阪

会
場

お
よ

び
東

京
会

場
に

お
越

し
に

な
れ

な
い

方
は

、
是

非
W

e
b

交
流

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

か
ら

出
展

者
と

意
見

交
換

を
お

願
い

致
し

ま
す

。

ま
た

、
併

せ
て

最
新

の
支

援
機

器
開

発
、

普
及

に
係

わ
る

国
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

動
向

に
つ

い
て

、
開

発
支

援
機

関
に

よ
る

補
助

金
の

ご
紹

介
、

障
害

当
事

者
団

体
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
動

画
配

信
な

ど
の

視
聴

が
で

き
ま

す
。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
2

0
2

2
k
o
ry

u
k
a
i/

w
e
b

/
h

a
ll/

c
m

s
/
#

w
e
b

s
e
m

in
a
r

【
交

流
会

開
催

情
報

】
Ｗ

ｅ
ｂ

開
催

　
令

和
４

年
１

０
月

１
日

（
土

）
～

令
和

５
年

１
月

３
１

日
（

火
）

　
　

　
　

　
　

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

Ｗ
ｅ

ｂ
交

流
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
内

大
阪

会
場

　
　

令
和

４
年

１
１

月
２

８
日

（
月

）
・

２
９

日
（

火
）

・
３

０
日

（
水

）
　

　
　

　
　

【
開

催
時

刻
】

初
日

１
３

：
０

０
ー

１
７

：
０

０
／

９
：

０
０

ー
１

７
：

０
０

（
最

終
日

の
み

1
6

:0
0

）
　

　
　

　
　

【
実

施
会

場
】

大
阪

マ
ー

チ
ャ

ン
ダ

イ
ズ

マ
ー

ト
（

O
M

M
）

２
階

展
示

A
ホ

ー
ル

東
京

会
場

　
　

令
和

４
年

１
２

月
１

４
日

（
水

）
・

１
５

日
（

木
）

・
１

６
日

（
金

）
　

　
　

　
　

【
開

催
時

刻
】

初
日

１
３

：
０

０
ー

１
７

：
０

０
／

９
：

０
０

ー
１

７
：

０
０

（
最

終
日

の
み

1
6

:0
0

）
　

　
　

　
　

【
実

施
会

場
】

東
京

都
立

産
業

貿
易

セ
ン

タ
ー

浜
松

町
館

２
階

展
示

室

何
卒

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

※
マ

ス
コ

ミ
・

各
種

団
体

の
方

は
関

係
者

へ
の

周
知

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

1
0

0
8

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
屋

外
の

移
動

歩
行

器
・

歩
行

車
福

祉
専

門
職

冬
の

屋
外

移
動

手
段

高
齢

者
通

院
等

、
独

居
の

方
は

(経
済

上
厳

し
い

方
）

雪
が

降
る

ま
で

は
歩

行
車

移
動

で
で

き
ま

す
が

雪
が

降
る

と
使

用
で

き
な

い
歩

行
車

ば
か

り
で

、
冬

対
応

歩
行

車
か

簡
単

に
歩

行
車

に
取

付
ら

れ
る

冬
用

品
が

あ
れ

ば
と

思
っ

て
い

ま
す

。
ぜ

ひ
知

恵
の

あ
る

方
宜

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

1
8

2
0

2
2

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
5

年
度

「
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
通

信
・

放
送

役
務

提
供

・
開

発
推

進
助

成
金

」
の

公
募

に
つ

い
て

利
用

対
象

等
全

般
国

立
研

究
開

発
法

人
情

報
通

信
研

究
機

構
（

N
IC

T
、

理
事

長
: 
徳

田
 英

幸
）

は
、

令
和

3
年

度
に

お
け

る
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
事

業
助

成
金

に
係

る
助

成
対

象
事

業
者

の
公

募
を

下
記

の
と

お
り

開
始

し
ま

す
。

1
　

目
的

本
助

成
金

は
、

身
体

障
害

者
の

た
め

の
通

信
・

放
送

役
務

の
提

供
又

は
開

発
に

必
要

な
資

金
に

つ
い

て
、

N
IC

T
が

予
算

の
範

囲
内

で
必

要
な

助
成

措
置

を
講

ず
る

こ
と

に
よ

り
、

通
信

・
放

送
役

務
の

利
用

に
関

す
る

身
体

障
害

者
の

利
便

の
増

進
に

資
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

ま
す

。
2

　
助

成
対

象
本

助
成

金
の

対
象

は
、

身
体

障
害

者
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
確

保
や

情
報

ア
ク

セ
ス

、
映

像
視

聴
や

芸
術

鑑
賞

、
行

動
等

を
支

援
す

る
た

め
、

情
報

通
信

技
術

（
IC

T
）

を
利

活
用

し
た

通
信

・
放

送
役

務
の

提
供

又
は

開
発

（
開

発
の

み
目

的
と

す
る

も
の

は
対

象
外

）
で

あ
っ

て
、

身
体

障
害

者
の

利
便

の
増

進
に

著
し

く
寄

与
す

る
事

業
で

す
。

放
送

番
組

に
字

幕
や

手
話

映
像

等
を

付
与

す
る

も
の

は
、

別
の

助
成

金
の

対
象

で
あ

る
た

め
、

本
助

成
金

の
対

象
外

で
す

。
3

　
助

成
対

象
経

費
及

び
助

成
金

の
額

本
助

成
金

の
対

象
と

な
る

経
費

は
、

助
成

対
象

期
間

（
助

成
金

の
交

付
決

定
日

か
ら

そ
の

年
度

末
日

ま
で

）
に

お
い

て
発

生
か

つ
支

出
さ

れ
た

経
費

で
あ

っ
て

、
助

成
対

象
事

業
の

実
施

に
必

要
な

経
費

の
う

ち
、

機
械

装
置

等
購

入
費

、
外

注
費

・
委

託
費

、
労

務
費

、
消

耗
品

費
、

諸
経

費
で

す
。

助
成

金
は

、
こ

の
経

費
の

う
ち

N
IC

T
が

助
成

す
る

こ
と

を
認

め
る

も
の

で
、

当
該

経
費

の
額

の
2

分
の

1
に

相
当

す
る

額
を

限
度

と
し

ま
す

。
た

だ
し

、
N

IC
T

の
予

算
額

及
び

助
成

事
業

数
に

よ
り

2
分

の
1

以
下

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
4

　
公

募
期

間
令

和
5

年
2

月
1

日
（

水
）

〜
令

和
5

年
3

月
3

0
日

（
木

）
1

7
:0

0
（

必
着

）
【

注
】

 期
限

を
超

え
て

届
く

申
請

（
郵

送
含

む
）

に
つ

い
て

は
、

受
理

し
ま

せ
ん

。
5

　
応

募
方

法
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
事

業
助

成
金

の
公

募
要

領
、

申
請

書
類

及
び

同
助

成
金

交
付

要
綱

は
、

次
の

W
e
b
ペ

ー
ジ

か
ら

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

し
て

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

2
.n

ic
t.
g
o
.jp

/
b
a
rr

ie
rf

re
e
/
1

0
4

/
in

d
e
x
.h

tm
l#

#
1

①
 電

子
メ

ー
ル

・
郵

送
助

成
金

交
付

申
請

書
類

の
電

子
フ

ァ
イ

ル
を

添
え

た
電

子
メ

ー
ル

（
件

名
: 
「

令
和

5
年

度
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
事

業
助

成
金

申
請

」
と

す
る

こ
と

）
を

6
に

記
載

し
て

い
る

担
当

に
送

付
し

て
く

だ
さ

い
。

な
お

、
電

子
フ

ァ
イ

ル
送

付
が

困
難

な
場

合
、

郵
送

で
も

受
け

付
け

ま
す

。
郵

送
す

る
封

筒
の

表
面

に
「

情
報

バ
リ

ア
フ

リ
ー

事
業

助
成

金
申

請
書

在
中

」
と

朱
書

き
し

て
く

だ
さ

い
。

②
 補

助
金

申
請

シ
ス

テ
ム

（
J
グ

ラ
ン

ツ
）

本
助

成
金

の
申

請
は

、
補

助
金

申
請

シ
ス

テ
ム

（
J
グ

ラ
ン

ツ
）

で
行

う
こ

と
も

可
能

で
す

。
J
グ

ラ
ン

ツ
 W

e
b
ペ

ー
ジ

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

※
同

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
申

請
に

は
、

G
ビ

ズ
ID

の
g
B

iz
ID

プ
ラ

イ
ム

が
必

要
で

す
。

6
　

提
出

先
等

担
当

: 
国

立
研

究
開

発
法

人
情

報
通

信
研

究
機

構
 デ

プ
ロ

イ
メ

ン
ト

推
進

部
門

 情
報

バ
リ

ア
フ

リ
ー

推
進

室
E

-
m

a
il:
 k

a
k
u

s
a
m

l.n
ic

t.
g
o
.jp

住
所

: 
〒

1
8

4
-
8

7
9

5
 東

京
都

小
金

井
市

貫
井

北
町

4
-
2

-
1

7
　

交
付

決
定

本
助

成
金

の
助

成
対

象
事

業
は

、
外

部
有

識
者

で
構

成
す

る
評

価
委

員
会

が
各

申
請

事
業

に
つ

い
て

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

行
っ

て
評

価
し

た
結

果
を

基
に

、
N

IC
T

が
決

定
し

ま
す

（
令

和
5

年
6

月
末

の
予

定
）

。
詳

し
く

は
下

記
サ

イ
ト

よ
り

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
ic

t.
g
o
.jp

/
p
re

s
s
/
2

0
2

3
/
0

2
/
0

1
-
1

.h
tm

l

1
0

1
9

2
0

2
2

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)健

康
管

理
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
体

重
計

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
車

い
す

体
重

計
「

ケ
ア

ス
ケ

ー
ル

ふ
じ

こ
ち

ゃ
ん

」
の

紹
介

肢
体

不
自

由
者

そ
の

他
(車

い
す

利
用

者
)

認
知

症
の

方
々

が
制

作
に

か
か

わ
る

、
木

で
で

き
た

車
い

す
体

重
計

『
ケ

ア
ス

ケ
ー

ル
 ふ

じ
こ

ち
ゃ

ん
Ⅲ

』
h

tt
p

s
:/

/
it
s
u

d
e
m

o
yu

m
e
.w

ix
s
it
e
.c

o
m

/
m

o
k
k
o
u

b
o
u

/
s
e
rv

ic
e
s
2

-
c
1

c
k
u

1
0

2
0

2
0

2
2

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)楽

器
演

奏
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
娯

楽
品

個
人

障
害

の
あ

る
方

の
楽

器
肢

体
不

自
由

者
視

覚
障

害
者

 知
的

障
害

者
 高

齢
者

日
本

語
教

師
、

ク
ロ

マ
チ

ッ
ク

ハ
ー

モ
ニ

カ
演

奏
・

音
楽

制
作

を
し

て
お

り
ま

す
末

次
千

砂
と

申
し

ま
す

。
指

や
体

を
使

わ
ず

音
を

奏
で

る
楽

器
は

す
で

に
あ

る
の

で
は

？
と

思
い

ま
す

が
、

よ
り

高
度

に
音

楽
的

に
楽

し
み

た
い

方
に

は
少

し
物

足
り

な
い

の
で

は
？

と
想

像
し

て
い

ま
す

。
今

は
見

つ
け

ら
れ

な
い

の
で

す
が

、
Y

o
u

T
u

b
e
に

ほ
ぼ

全
身

は
動

か
せ

ず
、

か
ろ

う
じ

て
手

を
握

っ
た

状
態

で
動

か
す

こ
と

と
、

息
の

吹
き

吸
い

だ
け

が
で

き
る

方
が

、
す

ば
ら

し
い

ジ
ャ

ズ
を

演
奏

し
て

い
ま

し
た

。
そ

れ
を

み
て

、
ク

ロ
マ

チ
ッ

ク
ハ

ー
モ

ニ
カ

の
可

能
性

に
驚

き
ま

し
た

。
他

に
そ

ん
な

楽
器

が
あ

る
で

し
ょ

う
か

？
？

指
を

全
く

使
わ

ず
、

半
音

階
を

奏
で

ら
れ

る
楽

器
で

す
。

新
し

い
物

の
開

発
で

は
な

い
の

で
す

が
。

わ
た

し
は

介
護

の
専

門
知

識
は

あ
り

ま
せ

ん
が

共
に

活
動

を
し

て
い

る
者

が
社

会
福

祉
士

で
、

そ
れ

も
あ

り
、

こ
の

楽
器

が
も

っ
と

知
ら

れ
る

き
っ

か
け

に
な

れ
ば

と
思

い
ご

連
絡

し
て

い
る

次
第

で
す

。

場
所

に
も

よ
り

ま
す

が
、

も
し

直
接

現
物

持
参

で
説

明
が

必
要

な
よ

う
で

し
た

ら
、

伺
っ

て
ご

説
明

い
た

し
ま

す
。

音
楽

を
や

る
も

の
と

し
て

、
も

っ
と

も
っ

と
音

楽
を

自
由

に
や

り
た

い
、

と
思

っ
て

い
る

方
の

助
け

に
な

れ
ば

と
い

う
思

い
で

す
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

1
3

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
屋

外
の

移
動

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

利
用

者
か

ば
ん

も
イ

イ
で

す
！

利
用

対
象

等
全

般
h

tt
p

s
:/

/
b

lo
g
.g

o
o
.n

e
.jp

/
h

k
o
u

s
i/

e
/
6

9
f9

e
2

d
4

4
6

d
8

1
8

1
e
b

d
7

5
d

4
3

e
7

5
5

0
5

3
7

e
こ

れ
を

見
て

私
は

ベ
ー

ジ
ュ

+
深

緑
を

作
り

ま
し

た
。

1
0

1
4

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
排

泄
排

泄
関

連
用

具
福

祉
専

門
職

お
洒

落
な

尿
瓶

(し
び

ん
)

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 児

童
利

用
者

様
か

ら
要

望
が

あ
り

投
稿

し
ま

し
た

。
尿

瓶
を

使
う

の
で

す
が

お
洒

落
な

も
の

が
欲

し
い

と
の

こ
と

で
す

。
常

に
使

う
も

の
で

、
カ

バ
ー

な
ど

で
飾

れ
な

い
物

な
の

で
、

素
材

自
体

に
カ

ラ
ー

や
柄

が
あ

る
と

確
か

り
ま

す
。

い
い

物
な

い
で

し
ょ

う
か

？

1
0

1
5

2
0

2
2

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

全
国

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

開
催

に
つ

い
て

利
用

対
象

等
全

般
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
全

国
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
３

年
ぶ

り
に

会
場

開
催

い
た

し
ま

す
。

是
非

と
も

ご
来

場
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
ro

b
o
t/

jig
yo

.s
h

tm
l#

ta
b

4
0

_
d

e
ti
a
l

 
開

催
日

　
令

和
5

年
1

月
2

7
日

（
金

）
1

1
:0

0
～

1
6

:3
0

T
O

C
有

明
（

東
京

都
江

東
区

有
明

）
　

4
階

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ

ン
ホ

ー
ル

　
W

E
S

T
お

よ
び

E
A

S
T

ホ
ー

ル
　

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
c
.c

o
.jp

/
s
a
iji
/
a
ri
a
k
e
/

　 *
*
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
を

活
用

し
た

未
来

の
介

護
*
*

「
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
全

国
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
は

、
既

に
商

品
化

あ
る

い
は

、
近

々
商

品
化

を
予

定
し

て
い

る
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

の
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
を

す
る

機
会

を
設

け
る

と
と

も
に

、
厚

生
労

働
省

と
経

済
産

業
省

が
連

携
し

て
行

う
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
に

係
る

各
種

事
業

の
進

捗
報

告
を

行
い

、
さ

ら
に

は
開

発
・

普
及

に
向

け
た

先
駆

的
な

取
組

事
例

の
紹

介
等

を
行

い
ま

す
。

高
齢

者
や

障
害

者
の

在
宅

お
よ

び
施

設
サ

ー
ビ

ス
に

従
事

さ
れ

る
方

は
勿

論
の

こ
と

、
地

域
で

普
及

を
目

指
す

行
政

の
方

々
、

こ
の

分
野

へ
の

新
規

参
入

や
機

器
開

発
を

検
討

さ
れ

て
い

る
企

業
・

研
究

機
関

の
皆

様
に

お
か

れ
ま

し
て

は
、

是
非

と
も

ご
参

加
い

た
だ

け
れ

ば
幸

い
で

す
。

今
年

度
は

、
最

新
機

器
の

体
験

や
デ

モ
を

可
能

と
す

る
会

場
開

催
を

基
本

と
し

ま
す

が
、

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

に
つ

き
ま

し
て

は
、

会
場

で
の

視
聴

と
合

わ
せ

て
、

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

リ
ア

ル
タ

イ
ム

配
信

も
行

い
ま

す
。

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

・
企

画
部

1
0

1
6

2
0

2
2

新
製

品
・

技
術

日
常

的
な

衛
生

車
い

す
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)車
い

す
パ

ー
ツ

開
発

メ
ー

カ
ー

ス
マ

ー
ト

フ
ッ

ト
レ

ス
ト

肢
体

不
自

由
者

内
部

障
害

者
 高

齢
者

 介
助

者
 利

用
対

象
等

全
般

ス
マ

ー
ト

フ
ッ

ト
レ

ス
ト

（
国

際
特

許
出

願
中

）
は

、
足

だ
け

で
簡

単
に

操
作

が
で

き
る

の
で

、
フ

ッ
ト

レ
ス

ト
の

開
閉

操
作

に
介

助
を

必
要

と
し

て
い

た
方

が
介

助
不

要
と

な
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

プ
レ

ー
ト

部
分

は
わ

ず
か

な
力

で
跳

ね
上

げ
る

と
、

あ
と

は
バ

ネ
の

力
で

半
自

動
で

閉
じ

る
の

で
、

プ
レ

ー
ト

の
上

げ
不

足
に

よ
っ

て
脚

を
ひ

っ
か

け
て

発
生

す
る

、
皮

下
出

血
や

、
転

倒
事

故
を

回
避

で
き

ま
す

。
さ

ら
に

、
手

を
触

れ
な

い
こ

と
か

ら
衛

生
的

で
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
対

策
な

ど
感

染
予

防
に

も
効

果
的

で
す

。
紹

介
動

画
：

h
tt

p
s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
S

q
h

K
T

d
E

T
L
2

0
企

業
H

P
：

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.h
e
a
rt

ym
2

0
0

0
.c

o
m

/

1
0

1
7

2
0

2
2

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
厚

生
労

働
省

　
令

和
５

年
度

「
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
」

開
発

企
業

等
の

公
募

開
始

利
用

対
象

等
全

般
本

事
業

は
、

障
害

者
等

の
自

立
や

社
会

参
加

の
促

進
の

観
点

か
ら

、
マ

ー
ケ

ッ
ト

が
小

さ
く

、
実

用
的

な
機

器
の

開
発

及
び

製
品

化
が

進
ま

な
い

障
害

者
自

立
支

援
機

器
に

つ
い

て
、

企
業

等
が

障
害

当
事

者
及

び
医

療
福

祉
専

門
職

等
と

連
携

し
て

開
発

す
る

取
組

に
補

助
を

行
い

、
障

害
者

等
の

ニ
ー

ズ
を

反
映

し
た

実
用

的
な

支
援

機
器

の
開

発
及

び
製

品
化

並
び

に
普

及
を

促
進

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

も
の

で
す

。
　

本
事

業
に

よ
り

、
障

害
者

自
立

支
援

機
器

の
開

発
に

取
り

組
む

企
業

等
を

以
下

に
よ

り
募

集
し

ま
す

の
で

、
本

事
業

へ
応

募
さ

れ
る

企
業

等
に

お
き

ま
し

て
は

、
以

下
の

「
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
公

募
要

項
」

に
基

づ
き

、
令

和
５

年
２

月
１

０
日

（
金

）
ま

で
に

、
下

記
提

出
先

に
応

募
書

類
を

ご
提

出
く

だ
さ

い
。

◆
提

出
期

日
　

令
和

５
年

２
月

１
０

日
（

金
）

　
公

募
要

項
や

応
募

書
類

に
つ

い
て

は
、

厚
生

労
働

省
H

P
よ

り
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
↓

　
h

tt
p

s
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/
w

w
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h
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.g

o
.jp

/
s
tf
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u
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u
n
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0

0
0

0
1

5
1

2
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1
_
0

0
0

1
1

.h
tm

l

◆
公

募
説

明
会

資
料

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
c
o
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te
n
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1

2
2

0
0

0
0

0
/
0

0
1

0
3

4
3

4
8

.p
d
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◆
公

募
質

問
回

答
集

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
c
o
n

te
n

t/
1

2
2

0
0

0
0

0
/
0

0
1

0
3

4
3

5
1

.p
d

f
　

詳
細

は
H

P
掲

載
内

容
を

よ
く

ご
確

認
の

上
、

ご
応

募
い

た
だ

け
ま

す
と

幸
い

で
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

1
8

2
0

2
2

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
5

年
度

「
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
通

信
・

放
送

役
務

提
供

・
開

発
推

進
助

成
金

」
の

公
募

に
つ

い
て

利
用

対
象

等
全

般
国

立
研

究
開

発
法

人
情

報
通

信
研

究
機

構
（

N
IC

T
、

理
事

長
: 
徳

田
 英

幸
）

は
、

令
和

3
年

度
に

お
け

る
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
事

業
助

成
金

に
係

る
助

成
対

象
事

業
者

の
公

募
を

下
記

の
と

お
り

開
始

し
ま

す
。

1
　

目
的

本
助

成
金

は
、

身
体

障
害

者
の

た
め

の
通

信
・

放
送

役
務

の
提

供
又

は
開

発
に

必
要

な
資

金
に

つ
い

て
、

N
IC

T
が

予
算

の
範

囲
内

で
必

要
な

助
成

措
置

を
講

ず
る

こ
と

に
よ

り
、

通
信

・
放

送
役

務
の

利
用

に
関

す
る

身
体

障
害

者
の

利
便

の
増

進
に

資
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

ま
す

。
2

　
助

成
対

象
本

助
成

金
の

対
象

は
、

身
体

障
害

者
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
確

保
や

情
報

ア
ク

セ
ス

、
映

像
視

聴
や

芸
術

鑑
賞

、
行

動
等

を
支

援
す

る
た

め
、

情
報

通
信

技
術

（
IC

T
）

を
利

活
用

し
た

通
信

・
放

送
役

務
の

提
供

又
は

開
発

（
開

発
の

み
目

的
と

す
る

も
の

は
対

象
外

）
で

あ
っ

て
、

身
体

障
害

者
の

利
便

の
増

進
に

著
し

く
寄

与
す

る
事

業
で

す
。

放
送

番
組

に
字

幕
や

手
話

映
像

等
を

付
与

す
る

も
の

は
、

別
の

助
成

金
の

対
象

で
あ

る
た

め
、

本
助

成
金

の
対

象
外

で
す

。
3

　
助

成
対

象
経

費
及

び
助

成
金

の
額

本
助

成
金

の
対

象
と

な
る

経
費

は
、

助
成

対
象

期
間

（
助

成
金

の
交

付
決

定
日

か
ら

そ
の

年
度

末
日

ま
で

）
に

お
い

て
発

生
か

つ
支

出
さ

れ
た

経
費

で
あ

っ
て

、
助

成
対

象
事

業
の

実
施

に
必

要
な

経
費

の
う

ち
、

機
械

装
置

等
購

入
費

、
外

注
費

・
委

託
費

、
労

務
費

、
消

耗
品

費
、

諸
経

費
で

す
。

助
成

金
は

、
こ

の
経

費
の

う
ち

N
IC

T
が

助
成

す
る

こ
と

を
認

め
る

も
の

で
、

当
該

経
費

の
額

の
2

分
の

1
に

相
当

す
る

額
を

限
度

と
し

ま
す

。
た

だ
し

、
N

IC
T

の
予

算
額

及
び

助
成

事
業

数
に

よ
り

2
分

の
1

以
下

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
4

　
公

募
期

間
令

和
5

年
2

月
1

日
（

水
）

〜
令

和
5

年
3

月
3

0
日

（
木

）
1

7
:0

0
（

必
着

）
【

注
】

 期
限

を
超

え
て

届
く

申
請

（
郵

送
含

む
）

に
つ

い
て

は
、

受
理

し
ま

せ
ん

。
5

　
応

募
方

法
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
事

業
助

成
金

の
公

募
要

領
、

申
請

書
類

及
び

同
助

成
金

交
付

要
綱

は
、

次
の

W
e
b
ペ

ー
ジ

か
ら

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

し
て

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

2
.n

ic
t.
g
o
.jp

/
b
a
rr

ie
rf

re
e
/
1

0
4

/
in

d
e
x
.h

tm
l#

#
1

①
 電

子
メ

ー
ル

・
郵

送
助

成
金

交
付

申
請

書
類

の
電

子
フ

ァ
イ

ル
を

添
え

た
電

子
メ

ー
ル

（
件

名
: 
「

令
和

5
年

度
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
事

業
助

成
金

申
請

」
と

す
る

こ
と

）
を

6
に

記
載

し
て

い
る

担
当

に
送

付
し

て
く

だ
さ

い
。

な
お

、
電

子
フ

ァ
イ

ル
送

付
が

困
難

な
場

合
、

郵
送

で
も

受
け

付
け

ま
す

。
郵

送
す

る
封

筒
の

表
面

に
「

情
報

バ
リ

ア
フ

リ
ー

事
業

助
成

金
申

請
書

在
中

」
と

朱
書

き
し

て
く

だ
さ

い
。

②
 補

助
金

申
請

シ
ス

テ
ム

（
J
グ

ラ
ン

ツ
）

本
助

成
金

の
申

請
は

、
補

助
金

申
請

シ
ス

テ
ム

（
J
グ

ラ
ン

ツ
）

で
行

う
こ

と
も

可
能

で
す

。
J
グ

ラ
ン

ツ
 W

e
b
ペ

ー
ジ

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

※
同

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
申

請
に

は
、

G
ビ

ズ
ID

の
g
B

iz
ID

プ
ラ

イ
ム

が
必

要
で

す
。

6
　

提
出

先
等

担
当

: 
国

立
研

究
開

発
法

人
情

報
通

信
研

究
機

構
 デ

プ
ロ

イ
メ

ン
ト

推
進

部
門

 情
報

バ
リ

ア
フ

リ
ー

推
進

室
E

-
m

a
il:
 k

a
k
u

s
a
m

l.n
ic

t.
g
o
.jp

住
所

: 
〒

1
8

4
-
8

7
9

5
 東

京
都

小
金

井
市

貫
井

北
町

4
-
2

-
1

7
　

交
付

決
定

本
助

成
金

の
助

成
対

象
事

業
は

、
外

部
有

識
者

で
構

成
す

る
評

価
委

員
会

が
各

申
請

事
業

に
つ

い
て

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

行
っ

て
評

価
し

た
結

果
を

基
に

、
N

IC
T

が
決

定
し

ま
す

（
令

和
5

年
6

月
末

の
予

定
）

。
詳

し
く

は
下

記
サ

イ
ト

よ
り

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.n
ic

t.
g
o
.jp

/
p
re

s
s
/
2

0
2

3
/
0

2
/
0

1
-
1

.h
tm

l

1
0

1
9

2
0

2
2

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)健

康
管

理
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
体

重
計

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
車

い
す

体
重

計
「

ケ
ア

ス
ケ

ー
ル

ふ
じ

こ
ち

ゃ
ん

」
の

紹
介

肢
体

不
自

由
者

そ
の

他
(車

い
す

利
用

者
)

認
知

症
の

方
々

が
制

作
に

か
か

わ
る

、
木

で
で

き
た

車
い

す
体

重
計

『
ケ

ア
ス

ケ
ー

ル
 ふ

じ
こ

ち
ゃ

ん
Ⅲ

』
h

tt
p

s
:/

/
it
s
u

d
e
m

o
yu

m
e
.w

ix
s
it
e
.c

o
m

/
m

o
k
k
o
u

b
o
u

/
s
e
rv

ic
e
s
2

-
c
1

c
k
u

1
0

2
0

2
0

2
2

新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)楽

器
演

奏
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
娯

楽
品

個
人

障
害

の
あ

る
方

の
楽

器
肢

体
不

自
由

者
視

覚
障

害
者

 知
的

障
害

者
 高

齢
者

日
本

語
教

師
、

ク
ロ

マ
チ

ッ
ク

ハ
ー

モ
ニ

カ
演

奏
・

音
楽

制
作

を
し

て
お

り
ま

す
末

次
千

砂
と

申
し

ま
す

。
指

や
体

を
使

わ
ず

音
を

奏
で

る
楽

器
は

す
で

に
あ

る
の

で
は

？
と

思
い

ま
す

が
、

よ
り

高
度

に
音

楽
的

に
楽

し
み

た
い

方
に

は
少

し
物

足
り

な
い

の
で

は
？

と
想

像
し

て
い

ま
す

。
今

は
見

つ
け

ら
れ

な
い

の
で

す
が

、
Y

o
u

T
u

b
e
に

ほ
ぼ

全
身

は
動

か
せ

ず
、

か
ろ

う
じ

て
手

を
握

っ
た

状
態

で
動

か
す

こ
と

と
、

息
の

吹
き

吸
い

だ
け

が
で

き
る

方
が

、
す

ば
ら

し
い

ジ
ャ

ズ
を

演
奏

し
て

い
ま

し
た

。
そ

れ
を

み
て

、
ク

ロ
マ

チ
ッ

ク
ハ

ー
モ

ニ
カ

の
可

能
性

に
驚

き
ま

し
た

。
他

に
そ

ん
な

楽
器

が
あ

る
で

し
ょ

う
か

？
？

指
を

全
く

使
わ

ず
、

半
音

階
を

奏
で

ら
れ

る
楽

器
で

す
。

新
し

い
物

の
開

発
で

は
な

い
の

で
す

が
。

わ
た

し
は

介
護

の
専

門
知

識
は

あ
り

ま
せ

ん
が

共
に

活
動

を
し

て
い

る
者

が
社

会
福

祉
士

で
、

そ
れ

も
あ

り
、

こ
の

楽
器

が
も

っ
と

知
ら

れ
る

き
っ

か
け

に
な

れ
ば

と
思

い
ご

連
絡

し
て

い
る

次
第

で
す

。

場
所

に
も

よ
り

ま
す

が
、

も
し

直
接

現
物

持
参

で
説

明
が

必
要

な
よ

う
で

し
た

ら
、

伺
っ

て
ご

説
明

い
た

し
ま

す
。

音
楽

を
や

る
も

の
と

し
て

、
も

っ
と

も
っ

と
音

楽
を

自
由

に
や

り
た

い
、

と
思

っ
て

い
る

方
の

助
け

に
な

れ
ば

と
い

う
思

い
で

す
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

1
3

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
屋

外
の

移
動

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

利
用

者
か

ば
ん

も
イ

イ
で

す
！

利
用

対
象

等
全

般
h

tt
p

s
:/

/
b

lo
g
.g

o
o
.n

e
.jp

/
h

k
o
u

s
i/

e
/
6

9
f9

e
2

d
4

4
6

d
8

1
8

1
e
b

d
7

5
d

4
3

e
7

5
5

0
5

3
7

e
こ

れ
を

見
て

私
は

ベ
ー

ジ
ュ

+
深

緑
を

作
り

ま
し

た
。

1
0

1
4

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
排

泄
排

泄
関

連
用

具
福

祉
専

門
職

お
洒

落
な

尿
瓶

(し
び

ん
)

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 児

童
利

用
者

様
か

ら
要

望
が

あ
り

投
稿

し
ま

し
た

。
尿

瓶
を

使
う

の
で

す
が

お
洒

落
な

も
の

が
欲

し
い

と
の

こ
と

で
す

。
常

に
使

う
も

の
で

、
カ

バ
ー

な
ど

で
飾

れ
な

い
物

な
の

で
、

素
材

自
体

に
カ

ラ
ー

や
柄

が
あ

る
と

確
か

り
ま

す
。

い
い

物
な

い
で

し
ょ

う
か

？

1
0

1
5

2
0

2
2

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

全
国

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

開
催

に
つ

い
て

利
用

対
象

等
全

般
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
全

国
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
３

年
ぶ

り
に

会
場

開
催

い
た

し
ま

す
。

是
非

と
も

ご
来

場
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
ro

b
o
t/

jig
yo

.s
h

tm
l#

ta
b

4
0

_
d

e
ti
a
l

 
開

催
日

　
令

和
5

年
1

月
2

7
日

（
金

）
1

1
:0

0
～

1
6

:3
0

T
O

C
有

明
（

東
京

都
江

東
区

有
明

）
　

4
階

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ

ン
ホ

ー
ル

　
W

E
S

T
お

よ
び

E
A

S
T

ホ
ー

ル
　

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
c
.c

o
.jp

/
s
a
iji
/
a
ri
a
k
e
/

　 *
*
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
を

活
用

し
た

未
来

の
介

護
*
*

「
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
全

国
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
は

、
既

に
商

品
化

あ
る

い
は

、
近

々
商

品
化

を
予

定
し

て
い

る
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

の
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
を

す
る

機
会

を
設

け
る

と
と

も
に

、
厚

生
労

働
省

と
経

済
産

業
省

が
連

携
し

て
行

う
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
に

係
る

各
種

事
業

の
進

捗
報

告
を

行
い

、
さ

ら
に

は
開

発
・

普
及

に
向

け
た

先
駆

的
な

取
組

事
例

の
紹

介
等

を
行

い
ま

す
。

高
齢

者
や

障
害

者
の

在
宅

お
よ

び
施

設
サ

ー
ビ

ス
に

従
事

さ
れ

る
方

は
勿

論
の

こ
と

、
地

域
で

普
及

を
目

指
す

行
政

の
方

々
、

こ
の

分
野

へ
の

新
規

参
入

や
機

器
開

発
を

検
討

さ
れ

て
い

る
企

業
・

研
究

機
関

の
皆

様
に

お
か

れ
ま

し
て

は
、

是
非

と
も

ご
参

加
い

た
だ

け
れ

ば
幸

い
で

す
。

今
年

度
は

、
最

新
機

器
の

体
験

や
デ

モ
を

可
能

と
す

る
会

場
開

催
を

基
本

と
し

ま
す

が
、

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

に
つ

き
ま

し
て

は
、

会
場

で
の

視
聴

と
合

わ
せ

て
、

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

リ
ア

ル
タ

イ
ム

配
信

も
行

い
ま

す
。

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

・
企

画
部

1
0

1
6

2
0

2
2

新
製

品
・

技
術

日
常

的
な

衛
生

車
い

す
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)車
い

す
パ

ー
ツ

開
発

メ
ー

カ
ー

ス
マ

ー
ト

フ
ッ

ト
レ

ス
ト

肢
体

不
自

由
者

内
部

障
害

者
 高

齢
者

 介
助

者
 利

用
対

象
等

全
般

ス
マ

ー
ト

フ
ッ

ト
レ

ス
ト

（
国

際
特

許
出

願
中

）
は

、
足

だ
け

で
簡

単
に

操
作

が
で

き
る

の
で

、
フ

ッ
ト

レ
ス

ト
の

開
閉

操
作

に
介

助
を

必
要

と
し

て
い

た
方

が
介

助
不

要
と

な
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

プ
レ

ー
ト

部
分

は
わ

ず
か

な
力

で
跳

ね
上

げ
る

と
、

あ
と

は
バ

ネ
の

力
で

半
自

動
で

閉
じ

る
の

で
、

プ
レ

ー
ト

の
上

げ
不

足
に

よ
っ

て
脚

を
ひ

っ
か

け
て

発
生

す
る

、
皮

下
出

血
や

、
転

倒
事

故
を

回
避

で
き

ま
す

。
さ

ら
に

、
手

を
触

れ
な

い
こ

と
か

ら
衛

生
的

で
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
対

策
な

ど
感

染
予

防
に

も
効

果
的

で
す

。
紹

介
動

画
：
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7

2
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お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
厚

生
労

働
省

　
令

和
５

年
度

「
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
」

開
発

企
業

等
の

公
募

開
始

利
用

対
象

等
全

般
本

事
業

は
、

障
害

者
等

の
自

立
や

社
会

参
加

の
促

進
の

観
点

か
ら

、
マ

ー
ケ

ッ
ト

が
小

さ
く

、
実

用
的

な
機

器
の

開
発

及
び

製
品

化
が

進
ま

な
い

障
害

者
自

立
支

援
機

器
に

つ
い

て
、

企
業

等
が

障
害

当
事

者
及

び
医

療
福

祉
専

門
職

等
と

連
携

し
て

開
発

す
る

取
組

に
補

助
を

行
い

、
障

害
者

等
の

ニ
ー

ズ
を

反
映

し
た

実
用

的
な

支
援

機
器

の
開

発
及

び
製

品
化

並
び

に
普

及
を

促
進

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

も
の

で
す

。
　

本
事

業
に

よ
り

、
障

害
者

自
立

支
援

機
器

の
開

発
に

取
り

組
む

企
業

等
を

以
下

に
よ

り
募

集
し

ま
す

の
で

、
本

事
業

へ
応

募
さ

れ
る

企
業

等
に

お
き

ま
し

て
は

、
以

下
の

「
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
公

募
要

項
」

に
基

づ
き

、
令

和
５

年
２

月
１

０
日

（
金

）
ま

で
に

、
下

記
提

出
先

に
応

募
書

類
を

ご
提

出
く

だ
さ

い
。

◆
提

出
期

日
　

令
和

５
年

２
月

１
０

日
（

金
）

　
公

募
要

項
や

応
募

書
類

に
つ

い
て

は
、

厚
生

労
働

省
H

P
よ

り
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
↓
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0
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会

資
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0

0
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0
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◆
公

募
質

問
回

答
集
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3
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.p
d

f
　

詳
細

は
H

P
掲

載
内

容
を

よ
く

ご
確

認
の

上
、

ご
応

募
い

た
だ

け
ま

す
と

幸
い

で
す

。
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投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

1
8

2
0

2
2

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
令

和
5

年
度

「
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
通

信
・

放
送

役
務

提
供

・
開

発
推

進
助

成
金

」
の

公
募

に
つ

い
て

利
用

対
象

等
全

般
国

立
研

究
開

発
法

人
情

報
通

信
研

究
機

構
（

N
IC

T
、

理
事

長
: 
徳

田
 英

幸
）

は
、

令
和

3
年

度
に

お
け

る
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
事

業
助

成
金

に
係

る
助

成
対

象
事

業
者

の
公

募
を

下
記

の
と

お
り

開
始

し
ま

す
。

1
　

目
的

本
助

成
金

は
、

身
体

障
害

者
の

た
め

の
通

信
・

放
送

役
務

の
提

供
又

は
開

発
に

必
要

な
資

金
に

つ
い

て
、

N
IC

T
が

予
算

の
範

囲
内

で
必

要
な

助
成

措
置

を
講

ず
る

こ
と

に
よ

り
、

通
信

・
放

送
役

務
の

利
用

に
関

す
る

身
体

障
害

者
の

利
便

の
増

進
に

資
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

ま
す

。
2

　
助

成
対

象
本

助
成

金
の

対
象

は
、

身
体

障
害

者
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
確

保
や

情
報

ア
ク

セ
ス

、
映

像
視

聴
や

芸
術

鑑
賞

、
行

動
等

を
支

援
す

る
た

め
、

情
報

通
信

技
術

（
IC

T
）

を
利

活
用

し
た

通
信

・
放

送
役

務
の

提
供

又
は

開
発

（
開

発
の

み
目

的
と

す
る

も
の

は
対

象
外

）
で

あ
っ

て
、

身
体

障
害

者
の

利
便

の
増

進
に

著
し

く
寄

与
す

る
事

業
で

す
。

放
送

番
組

に
字

幕
や

手
話

映
像

等
を

付
与

す
る

も
の

は
、

別
の

助
成

金
の

対
象

で
あ

る
た

め
、

本
助

成
金

の
対

象
外

で
す

。
3

　
助

成
対

象
経

費
及

び
助

成
金

の
額

本
助

成
金

の
対

象
と

な
る

経
費

は
、

助
成

対
象

期
間

（
助

成
金

の
交

付
決

定
日

か
ら

そ
の

年
度

末
日

ま
で

）
に

お
い

て
発

生
か

つ
支

出
さ

れ
た

経
費

で
あ

っ
て

、
助

成
対

象
事

業
の

実
施

に
必

要
な

経
費

の
う

ち
、

機
械

装
置

等
購

入
費

、
外

注
費

・
委

託
費

、
労

務
費

、
消

耗
品

費
、

諸
経

費
で

す
。

助
成

金
は

、
こ

の
経

費
の

う
ち

N
IC

T
が

助
成

す
る

こ
と

を
認

め
る

も
の

で
、

当
該

経
費

の
額

の
2

分
の

1
に

相
当

す
る

額
を

限
度

と
し

ま
す

。
た

だ
し

、
N

IC
T

の
予

算
額

及
び

助
成

事
業

数
に

よ
り

2
分

の
1

以
下

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
4

　
公

募
期

間
令

和
5

年
2

月
1

日
（

水
）

〜
令

和
5

年
3

月
3

0
日

（
木

）
1

7
:0

0
（

必
着

）
【

注
】

 期
限

を
超

え
て

届
く

申
請

（
郵

送
含

む
）

に
つ

い
て

は
、

受
理

し
ま

せ
ん

。
5

　
応

募
方

法
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
事

業
助

成
金

の
公

募
要

領
、

申
請

書
類

及
び

同
助

成
金

交
付

要
綱

は
、

次
の

W
e
b
ペ

ー
ジ

か
ら

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

し
て

ご
確

認
く

だ
さ

い
。
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①
 電

子
メ

ー
ル

・
郵

送
助

成
金

交
付

申
請

書
類

の
電

子
フ

ァ
イ

ル
を

添
え

た
電

子
メ

ー
ル

（
件

名
: 
「

令
和

5
年

度
情

報
バ

リ
ア

フ
リ

ー
事

業
助

成
金

申
請

」
と

す
る

こ
と

）
を

6
に

記
載

し
て

い
る

担
当

に
送

付
し

て
く

だ
さ

い
。

な
お

、
電

子
フ

ァ
イ

ル
送

付
が

困
難

な
場

合
、

郵
送

で
も

受
け

付
け

ま
す

。
郵

送
す

る
封

筒
の

表
面

に
「

情
報

バ
リ

ア
フ

リ
ー

事
業

助
成

金
申

請
書

在
中

」
と

朱
書

き
し

て
く

だ
さ

い
。

②
 補

助
金

申
請

シ
ス

テ
ム

（
J
グ

ラ
ン

ツ
）

本
助

成
金

の
申

請
は

、
補

助
金

申
請

シ
ス

テ
ム

（
J
グ

ラ
ン

ツ
）

で
行

う
こ

と
も

可
能

で
す

。
J
グ

ラ
ン

ツ
 W

e
b
ペ

ー
ジ

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

※
同

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
申

請
に

は
、

G
ビ

ズ
ID

の
g
B

iz
ID

プ
ラ

イ
ム

が
必

要
で

す
。

6
　

提
出

先
等

担
当

: 
国

立
研

究
開

発
法

人
情

報
通

信
研

究
機

構
 デ

プ
ロ

イ
メ

ン
ト

推
進

部
門

 情
報

バ
リ

ア
フ

リ
ー

推
進

室
E

-
m

a
il:
 k

a
k
u

s
a
m

l.n
ic

t.
g
o
.jp

住
所

: 
〒

1
8

4
-
8

7
9

5
 東

京
都

小
金

井
市

貫
井

北
町

4
-
2

-
1

7
　

交
付

決
定

本
助

成
金

の
助

成
対

象
事

業
は

、
外

部
有

識
者

で
構

成
す

る
評

価
委

員
会

が
各

申
請

事
業

に
つ

い
て

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

行
っ

て
評

価
し

た
結

果
を

基
に

、
N

IC
T

が
決

定
し

ま
す

（
令

和
5

年
6

月
末

の
予

定
）

。
詳

し
く

は
下

記
サ

イ
ト

よ
り

ご
確

認
く

だ
さ

い
。
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新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)健

康
管

理
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
体

重
計

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
車

い
す

体
重

計
「

ケ
ア

ス
ケ

ー
ル

ふ
じ

こ
ち

ゃ
ん

」
の

紹
介

肢
体

不
自

由
者

そ
の

他
(車

い
す

利
用

者
)

認
知

症
の

方
々

が
制

作
に

か
か

わ
る

、
木

で
で

き
た

車
い

す
体

重
計

『
ケ

ア
ス

ケ
ー

ル
 ふ

じ
こ

ち
ゃ

ん
Ⅲ

』
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新
製

品
・

技
術

そ
の

他
(場

面
)楽

器
演

奏
そ

の
他

(福
祉

用
具

)
娯

楽
品

個
人

障
害

の
あ

る
方

の
楽

器
肢

体
不

自
由

者
視

覚
障

害
者

 知
的

障
害

者
 高

齢
者

日
本

語
教

師
、

ク
ロ

マ
チ

ッ
ク

ハ
ー

モ
ニ

カ
演

奏
・

音
楽

制
作

を
し

て
お

り
ま

す
末

次
千

砂
と

申
し

ま
す

。
指

や
体

を
使

わ
ず

音
を

奏
で

る
楽

器
は

す
で

に
あ

る
の

で
は

？
と

思
い

ま
す

が
、

よ
り

高
度

に
音

楽
的

に
楽

し
み

た
い

方
に

は
少

し
物

足
り

な
い

の
で

は
？

と
想

像
し

て
い

ま
す

。
今

は
見

つ
け

ら
れ

な
い

の
で

す
が

、
Y

o
u

T
u

b
e
に

ほ
ぼ

全
身

は
動

か
せ

ず
、

か
ろ

う
じ

て
手

を
握

っ
た

状
態

で
動

か
す

こ
と

と
、

息
の

吹
き

吸
い

だ
け

が
で

き
る

方
が

、
す

ば
ら

し
い

ジ
ャ

ズ
を

演
奏

し
て

い
ま

し
た

。
そ

れ
を

み
て

、
ク

ロ
マ

チ
ッ

ク
ハ

ー
モ

ニ
カ

の
可

能
性

に
驚

き
ま

し
た

。
他

に
そ

ん
な

楽
器

が
あ

る
で

し
ょ

う
か

？
？

指
を

全
く

使
わ

ず
、

半
音

階
を

奏
で

ら
れ

る
楽

器
で

す
。

新
し

い
物

の
開

発
で

は
な

い
の

で
す

が
。

わ
た

し
は

介
護

の
専

門
知

識
は

あ
り

ま
せ

ん
が

共
に

活
動

を
し

て
い

る
者

が
社

会
福

祉
士

で
、

そ
れ

も
あ

り
、

こ
の

楽
器

が
も

っ
と

知
ら

れ
る

き
っ

か
け

に
な

れ
ば

と
思

い
ご

連
絡

し
て

い
る

次
第

で
す

。

場
所

に
も

よ
り

ま
す

が
、

も
し

直
接

現
物

持
参

で
説

明
が

必
要

な
よ

う
で

し
た

ら
、

伺
っ

て
ご

説
明

い
た

し
ま

す
。

音
楽

を
や

る
も

の
と

し
て

、
も

っ
と

も
っ

と
音

楽
を

自
由

に
や

り
た

い
、

と
思

っ
て

い
る

方
の

助
け

に
な

れ
ば

と
い

う
思

い
で

す
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

投
稿

N
o
.

年
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
場

面
福

祉
用

具
記

入
者

の
区

分
話

題
名

利
用

対
象

者
等

投
稿

内
容

1
0

1
3

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
屋

外
の

移
動

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

利
用

者
か

ば
ん

も
イ

イ
で

す
！

利
用

対
象

等
全

般
h

tt
p

s
:/

/
b

lo
g
.g

o
o
.n

e
.jp

/
h

k
o
u

s
i/

e
/
6

9
f9

e
2

d
4

4
6

d
8

1
8

1
e
b

d
7

5
d

4
3

e
7

5
5

0
5

3
7

e
こ

れ
を

見
て

私
は

ベ
ー

ジ
ュ

+
深

緑
を

作
り

ま
し

た
。

1
0

1
4

2
0

2
2

要
望

・
ア

イ
デ

ィ
ア

・
排

泄
排

泄
関

連
用

具
福

祉
専

門
職

お
洒

落
な

尿
瓶

(し
び

ん
)

肢
体

不
自

由
者

高
齢

者
 児

童
利

用
者

様
か

ら
要

望
が

あ
り

投
稿

し
ま

し
た

。
尿

瓶
を

使
う

の
で

す
が

お
洒

落
な

も
の

が
欲

し
い

と
の

こ
と

で
す

。
常

に
使

う
も

の
で

、
カ

バ
ー

な
ど

で
飾

れ
な

い
物

な
の

で
、

素
材

自
体

に
カ

ラ
ー

や
柄

が
あ

る
と

確
か

り
ま

す
。

い
い

物
な

い
で

し
ょ

う
か

？

1
0

1
5

2
0

2
2

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

全
国

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

開
催

に
つ

い
て

利
用

対
象

等
全

般
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
全

国
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
３

年
ぶ

り
に

会
場

開
催

い
た

し
ま

す
。

是
非

と
も

ご
来

場
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
e
c
h

n
o
-
a
id

s
.o

r.
jp

/
ro

b
o
t/

jig
yo

.s
h

tm
l#

ta
b

4
0

_
d

e
ti
a
l

 
開

催
日

　
令

和
5

年
1

月
2

7
日

（
金

）
1

1
:0

0
～

1
6

:3
0

T
O

C
有

明
（

東
京

都
江

東
区

有
明

）
　

4
階

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ

ン
ホ

ー
ル

　
W

E
S

T
お

よ
び

E
A

S
T

ホ
ー

ル
　

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.t
o
c
.c

o
.jp

/
s
a
iji
/
a
ri
a
k
e
/

　 *
*
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
を

活
用

し
た

未
来

の
介

護
*
*

「
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
全

国
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
は

、
既

に
商

品
化

あ
る

い
は

、
近

々
商

品
化

を
予

定
し

て
い

る
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

の
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
を

す
る

機
会

を
設

け
る

と
と

も
に

、
厚

生
労

働
省

と
経

済
産

業
省

が
連

携
し

て
行

う
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
に

係
る

各
種

事
業

の
進

捗
報

告
を

行
い

、
さ

ら
に

は
開

発
・

普
及

に
向

け
た

先
駆

的
な

取
組

事
例

の
紹

介
等

を
行

い
ま

す
。

高
齢

者
や

障
害

者
の

在
宅

お
よ

び
施

設
サ

ー
ビ

ス
に

従
事

さ
れ

る
方

は
勿

論
の

こ
と

、
地

域
で

普
及

を
目

指
す

行
政

の
方

々
、

こ
の

分
野

へ
の

新
規

参
入

や
機

器
開

発
を

検
討

さ
れ

て
い

る
企

業
・

研
究

機
関

の
皆

様
に

お
か

れ
ま

し
て

は
、

是
非

と
も

ご
参

加
い

た
だ

け
れ

ば
幸

い
で

す
。

今
年

度
は

、
最

新
機

器
の

体
験

や
デ

モ
を

可
能

と
す

る
会

場
開

催
を

基
本

と
し

ま
す

が
、

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

に
つ

き
ま

し
て

は
、

会
場

で
の

視
聴

と
合

わ
せ

て
、

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

リ
ア

ル
タ

イ
ム

配
信

も
行

い
ま

す
。

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
会

・
企

画
部

1
0

1
6

2
0

2
2

新
製

品
・

技
術

日
常

的
な

衛
生

車
い

す
 そ

の
他

(福
祉

用
具

)車
い

す
パ

ー
ツ

開
発

メ
ー

カ
ー

ス
マ

ー
ト

フ
ッ

ト
レ

ス
ト

肢
体

不
自

由
者

内
部

障
害

者
 高

齢
者

 介
助

者
 利

用
対

象
等

全
般

ス
マ

ー
ト

フ
ッ

ト
レ

ス
ト

（
国

際
特

許
出

願
中

）
は

、
足

だ
け

で
簡

単
に

操
作

が
で

き
る

の
で

、
フ

ッ
ト

レ
ス

ト
の

開
閉

操
作

に
介

助
を

必
要

と
し

て
い

た
方

が
介

助
不

要
と

な
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

プ
レ

ー
ト

部
分

は
わ

ず
か

な
力

で
跳

ね
上

げ
る

と
、

あ
と

は
バ

ネ
の

力
で

半
自

動
で

閉
じ

る
の

で
、

プ
レ

ー
ト

の
上

げ
不

足
に

よ
っ

て
脚

を
ひ

っ
か

け
て

発
生

す
る

、
皮

下
出

血
や

、
転

倒
事

故
を

回
避

で
き

ま
す

。
さ

ら
に

、
手

を
触

れ
な

い
こ

と
か

ら
衛

生
的

で
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
対

策
な

ど
感

染
予

防
に

も
効

果
的

で
す

。
紹

介
動

画
：

h
tt

p
s
:/

/
yo

u
tu

.b
e
/
S

q
h

K
T

d
E

T
L
2

0
企

業
H

P
：

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.h
e
a
rt

ym
2

0
0

0
.c

o
m

/

1
0

1
7

2
0

2
2

お
知

ら
せ

場
面

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

福
祉

用
具

全
般

に
関

す
る

お
知

ら
せ

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

協
厚

生
労

働
省

　
令

和
５

年
度

「
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
」

開
発

企
業

等
の

公
募

開
始

利
用

対
象

等
全

般
本

事
業

は
、

障
害

者
等

の
自

立
や

社
会

参
加

の
促

進
の

観
点

か
ら

、
マ

ー
ケ

ッ
ト

が
小

さ
く

、
実

用
的

な
機

器
の

開
発

及
び

製
品

化
が

進
ま

な
い

障
害

者
自

立
支

援
機

器
に

つ
い

て
、

企
業

等
が

障
害

当
事

者
及

び
医

療
福

祉
専

門
職

等
と

連
携

し
て

開
発

す
る

取
組

に
補

助
を

行
い

、
障

害
者

等
の

ニ
ー

ズ
を

反
映

し
た

実
用

的
な

支
援

機
器

の
開

発
及

び
製

品
化

並
び

に
普

及
を

促
進

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

も
の

で
す

。
　

本
事

業
に

よ
り

、
障

害
者

自
立

支
援

機
器

の
開

発
に

取
り

組
む

企
業

等
を

以
下

に
よ

り
募

集
し

ま
す

の
で

、
本

事
業

へ
応

募
さ

れ
る

企
業

等
に

お
き

ま
し

て
は

、
以

下
の

「
障

害
者

自
立

支
援

機
器

等
開

発
促

進
事

業
公

募
要

項
」

に
基

づ
き

、
令

和
５

年
２

月
１

０
日

（
金

）
ま

で
に

、
下

記
提

出
先

に
応

募
書

類
を

ご
提

出
く

だ
さ

い
。

◆
提

出
期

日
　

令
和

５
年

２
月

１
０

日
（

金
）

　
公

募
要

項
や

応
募

書
類

に
つ

い
て

は
、

厚
生

労
働

省
H

P
よ

り
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
↓

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
s
tf

/
s
e
is

a
k
u

n
it
s
u

it
e
/
b

u
n

ya
/
0

0
0

0
1

5
1

2
6

1
_
0

0
0

1
1

.h
tm

l

◆
公

募
説

明
会

資
料

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
c
o
n

te
n

t/
1

2
2

0
0

0
0

0
/
0

0
1

0
3

4
3

4
8

.p
d

f

◆
公

募
質

問
回

答
集

　
h

tt
p

s
:/

/
w

w
w

.m
h

lw
.g

o
.jp

/
c
o
n

te
n

t/
1

2
2

0
0

0
0

0
/
0

0
1

0
3

4
3

5
1

.p
d

f
　

詳
細

は
H

P
掲

載
内

容
を

よ
く

ご
確

認
の

上
、

ご
応

募
い

た
だ

け
ま

す
と

幸
い

で
す

。
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